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まえがき 

 
幼児期は、⽣涯にわたる⼈格形成の基礎を培う重要な時期であり、幼児⼀⼈ひとりの発

達の特性や興味・関⼼に応じた学びを保障することが求められています。この時期の教育
を「遊びを通した総合的な指導」として位置づけ、個々の幼児の思いや主体性を尊重しな
がら、友達との関わりの中で学びを深めていくことの重要性が、これまでも幼稚園教育要
領等において繰り返し⽰されてきました。こうした幼児教育の理念を踏まえつつ、近年は
⼩学校以降の教育を⾒据え、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を⼀体的に充実させる
視点が⽰されており、幼児教育においても、その考え⽅をどのように捉え、実践に⽣かし
ていくかが⼤きな課題となっています。 

「個別最適な学び」を重視するあまり、幼児の⾃由な活動に委ねすぎ、学びの⽅向性が
⾒えにくくなる場合や、逆に、安全⾯への配慮や⼩学校教育への接続を意識するあまり、
教師主導の指導が強まってしまう場⾯も少なくありません。また、交流⼈事等により⼩学
校教諭が幼稚園教諭として保育に携わる際、幼児の興味・関⼼に基づく遊びをどのように
学びへとつなげるのか、その具体的な⽅法に⼾惑うこともあります。こうした現状を踏ま
えると、幼稚園の⽴場から、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の関係性を理論的に整
理し、それを教師⼀⼈ひとりが実践の中でどのように往還させていくのかを明らかにする
ことは、幼児教育の質保証の観点からも⽋かせない課題です。 

以上を踏まえ、国⽴⼤学法⼈福島⼤学は⽂部科学省より「令和７年度幼児教育の学び強
化事業」の委託を受け、全国国⽴⼤学附属幼稚園の協⼒を得ながら、「幼児教育における「個
別最適な学び」と「協働的な学び」の研究事例集―5 歳児の事例から―」をまとめました。
本研究は、全国国⽴⼤学附属幼稚園が⾏ってきた、幼稚園における教育課程や指導計画、
幼⼩接続の在り⽅に関する実践的研究など、これまでの研究成果を基盤としながら、「個別
最適な学び」と「協働的な学び」の関係性を改めて問い直し、その具体像を明らかにしよ
うとするものです。本事例集を通して、教師等が「個別最適な学び」と「協働的な学び」を
対⽴的に捉えるのではなく、⼀体的に充実していくものとして理解し、教育課程の編成や
⽇々の保育実践に⽣かしていくための視点を共有したいと考えています。また、幼児教育
の視点から、⼩学校以降の教育における学びの在り⽅を捉え直す⼿がかりを⽰すことで、
幼⼩連携・接続の充実にも寄与することを期待しています。 

本事例集が、全国の幼児教育に携わる⽅々にとって、⽇々の実践を振り返り、より良い
幼児教育を構想するための⼀助となることを願っています。 
 

福島⼤学附属幼稚園 
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第１章 

 
本研究の⽬的と⽅法 

 
第1節 研究の背景 

 
幼児教育においては、教師等が幼児⼀⼈ひとりの発達特性を理解し、それぞれの興味・

関⼼に応じた学びの機会を保障することが求められる。また、幼児期特有の遊びを通し
た学びにより幼児⼀⼈ひとりの発達を⽀えるとともに、友達との⼩集団での関わりや中・
⼤集団での関わりを通して、幼児が⾃ら協同的に関わり合いながら学びを深めていける
よう、教師等は環境を構成することが重要である。 

⼀⽅で、幼児の⾃由な活動に委ねすぎた結果、学びの⽅向性が⾒えにくくなる場合が
ある。また、安全⾯への配慮や⼩学校教育への接続を意識するあまり、教師主導の活動
が強まり、幼児の主体性が⼗分に⽣かされない場⾯も⾒られる。さらに、県や⾃治体と
の交流⼈事により⼩学校教諭が幼稚園教諭として保育に従事する場合には、幼児の興味・
関⼼に基づく遊びを学びへと接続する具体的な援助の在り⽅が⼗分に共有されず、実践
に⼾惑いが⽣じることもある。 

このように、幼児教育においては「個別最適な学び」と、「協働的な学び」を個別に捉
え、両極端な実践が⽣じやすい状況があると考えられる。その背景には、「個別最適な学
び」と「協働的な学び」が幼児教育の⽂脈においてどのように関連し合い、どのように⼀
体的に捉えるのかという共通認識が⼗分でないという課題が存在すると考えられる。 

福島⼤学附属幼稚園（以下、本園）では、過去 3 年間、「⽇々の保育を考える̶『やっ
てみたい』のその先に―」をテーマとして、幼児の「やってみたい」という思いを教師等
がどのように捉え、対話的に引き出すかについて研究を進めてきた。また、その過程で
得られた⾒取りを保育のPDCAサイクルの中でどのように⽣かすかについても検討を重
ねてきた。加えて、今回の研究協⼒園である国⽴⼤学附属幼稚園においても、幼稚園に
おける教育課程や指導計画、幼⼩接続の在り⽅に関する研究が進められ、その成果が全
国に発信されてきた。 

以上の研究蓄積を踏まえ、本研究では、幼児教育における「個別最適な学び」と「協働
的な学び」の関係性を改めて問い直し、実践事例の読解を通して、その具体像を明らか
にすることを⽬指す。 

 
第 2 節 研究の⽬的 

 
本研究では次の 3 点を研究の⽬的とした。 
１）幼児教育における「個別最適な学び」と「協働的な学び」の関係性を明らかにする。 
２）「個別最適な学び」を実現するために必要となる、⽇々の教師等による幼児の⾒取り

の⽅法や共有の在り⽅、さらに次の活動とのつながりを踏まえた保育の具体例を⽰
す。 
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３）「協働的な学び」について、⽇々の友達とのやり取りから教師等がその芽⽣えをどの
ように読み取り、また、計画ありきではなく幼児の主体性から⽣じる形で活動を構
成していくのかについて、その⽅法と具体例を⽰す。 

さらに、本事例集を冊⼦および電⼦資料として取りまとめ、全国の幼児教育関連施設
および国⽴⼤学附属⼩学校に配布することとした。また、ホームページ等を活⽤して成
果を発信し、現場における活⽤を促すことで、幼児教育の質保証に寄与することを⽬指
すこととした。 

 
第３節 研究の⽅法 

 
１．研究を実施するにあたって 
 

本研究は、幼児教育における「個別最適な学び」と「協働的な学び」の関係性を実践
的に明らかにすることを⽬的とした事例研究として実施した。まず、本園において、「学
習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働的な学びの⼀体的な充実に関
する参考資料（令和 3 年 3 ⽉版）」（⽂部科学省初等中等教育局教育課程課）をもとに、
⼩学校以降の教育における「個別最適な学び」と「協働的な学び」の考え⽅について理
解を深めた。その上で、これらの概念を幼児教育の⽂脈においてどのように捉えるべき
かを検討した。その際、全国国⽴⼤学附属学校連盟幼稚園部会北海道・東北ブロック内
において、以下の⽇程で保育公開および話し合いを実施し、研究助⾔等を受けた。 

 
１）2025 年 7⽉ 4 ⽇ 弘前⼤学附属幼稚園訪問 
２）2025 年９⽉３⽇ 宮城教育⼤学附属幼稚園訪問 
 

また、幼児教育の現場では⼀般的に⽤いられることの少ない「個別最適な学び」及び
「協働的な学び」という概念について、研究協⼒園と共通理解を図る必要があると考え
た。そこで、その理解を深めることを⽬的として、幼児教育を専⾨とする⼤学教員によ
る講演会を以下のとおり開催した。 

 
1）2025 年 8 ⽉ 21 ⽇ 15：00〜16：30（オンライン開催、録画配信あり） 
北海道⼤学⼤学院教育学研究院・川⽥学先⽣ 
「個⼈を尊重しつつ、「つながり」を育む保育の役割」 

2）2025 年 9⽉ 6 ⽇ 14:30〜16:00（対⾯開催、北海道・東北ブロック参加） 
京都教育⼤学・古賀松⾹先⽣ 
「幼児教育における「個別最適な学び」と「協働的な学び」を考える」 

3）2025 年 10⽉１⽇ 15：00〜16：30（オンライン開催、録画配信あり） 
⾹川⼤学教育学部・松井剛太先⽣ 
「幼児教育における個別最適な学びと協働的学び」 

4）2025 年 11⽉ 5⽇ 15：00〜16：30（オンライン開催、録画配信あり） 
⽟川⼤学教育学部／脳科学研究科・岩⽥恵⼦先⽣ 
「幼児教育にみる個別最適な学びと協働的な学び」 
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講演会の内容はオンラインおよびアーカイブ配信を通して研究協⼒園と共有し、各園

における実践記録の視点を統⼀するよう努めた。 
 

２．実践事例のフォーマットについて 
 

フォーマットの作成にあたっては、まず事例の時期における幼児への「願い」を記⼊
する欄［1 欄］を設け、幼児が育ってほしい姿をより柔軟に書くことができるように留
意した。その上で、左欄［2欄］に具体的な事例を記載し、それに対応する右欄［3欄］
に、本研究のテーマに沿った解釈を記述してもらう構成とした。このように、事例と解
釈を対応させる形式を採⽤することで、抽象的な解釈ではなく、具体的な個々の場⾯に
即した解釈を記述できるよう留意した。また、記載内容については、「個別最適な学び」
と「協働的な学び」の側⾯のみを取り上げるのではなく、「保育者の⾒取り・対話・援助
（環境の構成を含む）」と、「それによって⽣じた⼦どもの変化」についても記述しても
らうこととした。これにより、教師等の役割についても考察できるよう留意した。さら
に、［4 欄］では、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の関係性が分かるよう、枠を
⼀つにした。その上で、［3欄］における個々の解釈を事例全体として整理し、まとめて
もらう構成とした。その際、要点が端的に把握できるよう、キーワード等を可能な限り
明⽰してもらうようにした。作成したフォーマットを次ページ以降に⽰す。 

 
３．事例収集について 
 

幼児教育と⼩学校教育との接続に関連が強い 5 歳児を対象とした事例に限定し、現在
5 歳児を担当する教師以外も事例を執筆できるよう、過去の実践事例も含めて収集する
こととした。事例収集にあたってはクラウドサービスを活⽤し、フォーマットや説明資
料を共有した上で、各園が所定のフォルダに提出する⽅法を採⽤した。提出された事例
は事例集としてまとめた。 
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実践事例フォーマット 
 
個別最適な学びと協働的学び 事例様式  

「タイトル」 
 

園名：福島⼤学附属幼稚園 
作成者：担任／福島花⼦（⼩学校４年、幼稚園２年） 

 
【概ねの時期とその時期のねらい                            】 
 

* 今回は５歳児（年長）の事例でお願いします。過去の事例を使っていただいてもけっこうです。 
 

１．事例を理解するのに役⽴つ情報、個々の⼦どもに対する願い 
  
 以下、⾚字は記⼊の際に削除してください。 
 
 本欄には、この事例に展開するまでの経緯や保育者の意図などをできるだけ詳しく記⼊してください。

（枠を広げても結構です。） 
 

２．事例の記⼊ 
 
・⽇付けを記載してください 
・教育課程に係る教育時間の活動から事例を選んでく
ださい 
・幼児の変化がわかるようなプロセスも含め、右欄の
考察の根拠となる背景がわかるようできるだけ詳しく
お書きください。 
・⼦どもの表記は、出てくる順にアルファベットで記
⼊して下さい。（A 児、B 児、C 児…） 
・番号は 1 つの事例の中で通し番号、丸数字（①②③
…）でお願いします。 
 

３．研究テーマに基づいた考察 
 
事例の中で、個別最適な学びと協働的な学び
の観点に該当する箇所について、なぜそう⾔
えるのかの解釈を書いてください。また、そ
の箇所の冒頭に a~c をつけ、記号を⾊分けし
てください。 
［a］個別最適な学びにつながると思われる部
分［⻩］ 
［b］協働的な学びにつながると思われる部分
［緑］ 
［c］「a」「b」に対する、保育者の⾒取り・対
話・援助（環境の構成も含む）［⻘］とそれ
によってどのような変化が起きたか 
 

  
×⽉×⽇ 
① A 児が･･･。 
② A 児が B 児と･･･。 
 
×⽉×⽇ 
 

 
①［a］＊＊＊⽂章＊＊＊ 
 
⑥ [c]＊＊＊⽂章＊＊＊  
 

×⽉×⽇ 
⑧ その時、保育者が・・・。 

 
⑧ ［a］＊＊＊⽂章＊＊＊ 
［b］＊＊＊⽂章＊＊＊  
↑ 同じ事例に[a]と[b]の両⽅の観点もありう
る 
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４．本事例における個別最適な学びと協働的な学びのポイントについて  

＊以下の⼆つの問い毎にポイントを記述してください。 
＊「３．研究テーマに基づいた考察」でお書きいただいたものと重なってもかまいません。可能でした
ら、事例全体を通じてのポイント（複数でも可）が何だったのかを指摘したり、そのポイントを端的に表
現するとどうなるかなどをご提案したりしてください。 
＊⽂章にするのが難しい場合は箇条書きでも構いません。 

１）この事例で、個別最適な学びや、協働的な学びにつながると⾒なしたポイントは何でしたか。 
＊個別最適な学びにつながると思われる部分と協働的な学びにつながると思われる部分の両⽅が⾒られた
場合はこちらに記載してください。 
 
 
 
 
 
２）この事例で、保育者の援助の「ポイント」が何でしたか。なぜ、どのように個別最適な学びや、協働的な学び
につながったと思った（思わなかった）か。 
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第 2 章 

 
事例⼀覧 

 
 

タイトル 園名 

泥団⼦、できるかな？ 北海道教育⼤学附属旭川幼稚園 

⾃分の「好き」からみんなの「やってみたい」へ 北海道教育⼤学附属函館幼稚園 

やまぐみいろいろランド 弘前⼤学教育学部附属幼稚園 

お薬作りがお店屋さんに 岩⼿⼤学教育学部附属幼稚園 

ステージ遊び〜ウインターライブステージづくり〜 宮城教育⼤学附属幼稚園 

もっと⾼くしようよ 秋⽥⼤学教育⽂化学部附属幼稚園 

鍵はどうする？ 
福島⼤学附属幼稚園 

栗の⽊はどこ？ 

もっと違う⽅法でつくれないかな？ 茨城⼤学教育学部附属幼稚園 

恐⻯作る！T-REX！ 宇都宮⼤学共同教育学部附属幼稚園 

スライム実験 群⾺⼤学共同教育学部附属幼稚園 

ハシビロコウ研究所 埼⽟⼤学教育学部附属幼稚園 

作ろう！『こどもワールド』 千葉⼤学教育学部附属幼稚園 

いつもと違う幼児関係の関わりを⽀える保育者の援助 東京学芸⼤学附属幼稚園 

電⾞の街 お茶の⽔⼥⼦⼤学附属幼稚園 

もっと知りたい！！ ⼭梨⼤学教育学部附属幼稚園 

もり組相撲 新潟⼤学附属幼稚園 

ふじぐみてつどうはくぶつかん 富⼭⼤学教育学部附属幼稚園 

スパイダーマンごっこ ⾦沢⼤学⼈間社会学域学校教育学類附属幼稚園 

ダンスパーティーで踊りたい！ 福井⼤学教育学部附属幼稚園 

ぼくの⽅が強いメンコ作れるよ 信州⼤学教育学部附属幼稚園 

みんなでお祭りがしたい 上越教育⼤学附属幼稚園 

これならやれそう 静岡⼤学教育⼤学附属幼稚園 

⽕⼭が作りたい 愛知教育⼤学附属幼稚園 

でも、おもしろかった！ 三重⼤学教育学部附属幼稚園 

ぼくたちのふねをつくる 滋賀⼤学教育学部附属幼稚園 

発⾒！ 京都教育⼤学附属幼稚園 

だんじりをつくって遊ぼう ⼤阪教育⼤学附属幼稚園 

砂場での温泉作り 兵庫教育⼤学附属幼稚園 



 

 7 

うさちゃんのトイレを綺麗にしよう 神⼾⼤学附属幼稚園 

指輪屋さんがしたい 奈良教育⼤学附属 幼保連携型認定こども園 

うめけんきゅう 奈良⼥⼦⼤学附属幼稚園 

みんなでやってみたいな ⿃取⼤学附属幼稚園 

⾹りをつけたい！ 島根⼤学教育学部附属幼稚園 

ジェットコースターをつくろう！ 岡⼭⼤学附属幼稚園 

カエルのかえちゃん 広島⼤学附属幼稚園（三原園舎） 

家をつくろう！ 広島⼤学附属幼稚園（東広島園舎） 

シソ屋さんから広がる⾊⽔実験 ⼭⼝⼤学教育学部附属幼稚園 

旧園舎のマリーゴールド 鳴⾨教育⼤学附属幼稚園 

⾃分でできた！〜Ａ児の挑戦〜 ⾹川⼤学教育学部附属幼稚園 

“⼀緒につくる”お楽しみ会 ⾹川⼤学教育学部附属幼稚園（⾼松園舎） 

クレープ屋 愛媛⼤学教育学部附属幼稚園 

イメージを実現していく楽しさ ⾼知⼤学教育学部附属幼稚園 

花⽕が⾶ばない 福岡教育⼤学附属幼稚園 

どうして跳ばないのかな〜？ 佐賀⼤学教育学部附属幼稚園 

『好き』を通して⼈とつながる ⻑崎⼤学教育学部附属幼稚園 

にじ⾊王国 〜ロボットの国〜 熊本⼤学教育学部附属幼稚園 

私もやりたくなった ⼤分⼤学教育学部附属幼稚園 

いっしょにあそぼう 宮崎⼤学教育学部附属幼稚園 

コースを作ろう ⿅児島⼤学教育学部附属幼稚園 

 
 本冊⼦への収録にあたり福島⼤学附属幼稚園が書式等の調整を⾏ったため、誤植等に
関する責任は本園に帰属する。 
 
 

 
  



「
泥

団
⼦

、
で

き
る

か
な

？
」

 園
名

：
北

海
道

教
育

⼤
学

附
属

旭
川

幼
稚

園
 

【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
時

 
期

：
６

⽉
〜

７
⽉

 
ね

ら
い

：
〇

友
達

と
⼀

緒
に

試
し

た
り

⼯
夫

し
た

り
し

な
が

ら
楽

し
む

。
 

○
⾃

分
の

思
い

を
伝

え
た

り
、

相
⼿

の
話

を
聞

い
た

り
し

な
が

ら
、

友
達

と
⼀

緒
に

遊
び

を
進

め
て

い
く

。
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

 
本

ク
ラ

ス
の

園
児

は
、

２
年

前
の

⼊
園

時
か

ら
粘

⼟
や

ス
ラ

イ
ム

な
ど

の
感

触
遊

び
に

興
味

を
も

つ
⼦

供
が

多
か

っ
た

。
年

⻑
組

に
進

級
後

は
、

教
師

か
ら

与
え

ら
れ

る
ス

ラ
イ

ム
だ

け
で

な
く

、
⾃

分
で

ス
ラ

イ
ム

を
つ

く
っ

た
り

、
さ

ら
に

⾃
分

で
⽔

の
量

を
調

節
し

、
好

き
な

硬
さ

の
ス

ラ
イ

ム
で

遊
ん

だ
り

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

ま
た

、
外

遊
び

で
は

、
泥

場
に

興
味

を
も

ち
始

め
、

型
抜

き
を

使
っ

て
形

遊
び

を
楽

し
ん

だ
り

、
⽔

を
⼊

れ
て

チ
ョ

コ
レ

ー
ト

づ
く

り
を

し
た

り
す

る
様

⼦
が

⾒
ら

れ
た

。
 

そ
こ

で
教

師
は

、
泥

遊
び

を
さ

ら
に

楽
し

め
る

よ
う

に
泥

団
⼦

を
つ

く
る

た
め

の
道

具
を

準
備

し
た

り
、

同
じ

泥
遊

び
で

も
、

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

に
遊

べ
る

場
所

と
少

し
ず

つ
泥

を
使

え
る

場
所

に
分

け
た

り
す

る
こ

と
で

、
多

く
の

⼦
供

が
泥

遊
び

を
楽

し
め

る
よ

う
遊

び
の

場
所

を
設

定
し

た
。

泥
と

い
う

ひ
と

つ
の

素
材

か
ら

発
⽣

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
遊

び
か

ら
、

友
達

同
⼠

の
つ

な
が

り
や

遊
び

の
広

が
り

を
期

待
し

て
の

泥
場

の
環

境
整

備
で

あ
る

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
①

 
本

ク
ラ

ス
は

、
年

⻑
組

に
進

級
当

初
か

ら
園

庭
の

泥
場

で
の

遊
び

を
楽

し
む

⼦
供

が
多

か
っ

た
。

初
夏

、
ま

だ
整

備
前

の
泥

場
に

⼊
り

、
硬

く
て

ひ
び

割
れ

し
て

い
る

泥
を

タ
イ

ル
の

よ
う

に
は

が
し

取
り

、
器

に
⼊

れ
て

⽔
を

加
え

、
ど

ろ
ど

ろ
に

し
て

チ
ョ

コ
レ

ー
ト

づ
く

り
を

楽
し

む
⼦

供
が

何
⼈

も
い

た
。

 

【
６

⽉
17

⽇
】

 
②

 
園

庭
の

整
備

が
完

了
し

、
泥

場
に

⽔
が

⼊
っ

て
い

る
の

を
⾒

つ
け

た
M

児
・

N
児

。
早

速
、

靴
下

を
脱

い
で

泥
場

に
⼊

り
遊

び
始

め
た

。
泥

遊
び

⽤
の

ボ
ウ

ル
や

ス
コ

ッ
プ

を
使

っ
て

泥
を

掘
っ

た
り

、
⾜

で
踏

ん
で

泥
の

感
触

を
楽

し
ん

で
い

る
。

泥
を

⼿
で
丸

め
て

泥
団

⼦
を

つ
く

り
「

チ
ョ

コ
に

な
っ

た
！
」

と
、

楽
し

そ
う

に
話

し
て

い
る

。
教

師
も

⼀
緒

に
泥

場
に

⼊
り

、
泥

遊
び

を
楽

し
む

こ
と

に
し

た
。

 

［
a］

 ⾝
近

な
環

境
の
中

で
泥

遊
び

を
選
択

す
る

。
 

 
 

 
園

庭
の

さ
ま

ざ
ま

な
環

境
の
中

か
ら

泥
を
選
択

し
、

⾃
分

た
ち

の
好

き
な

遊
び

を
夢
中

に
な

っ
て

楽
し

ん
で

い
る

。
 

［
c］

 ⼀
緒

に
遊
ぶ

。
 

 
 

 
M

児
・

N
児

の
喜

び
に
共

感
し

、
教

師
も

⼀
緒

に
泥

に
⼊

っ
て

遊
ぶ

。
教

師
に
受

け
⼊

れ
ら

れ
た

⼦
供

は
、

遊
び

に
没

⼊
で

き
る

。
 

【
６

⽉
23

⽇
】

 
③

 
Ｍ

児
・
Ｎ

児
の

泥
遊

び
を

よ
く

⾒
て

い
た
O

児
と
P

児
。

そ
こ

で
教

師
は

、
泥

場
と

は
別

に
⾦

た
ら

い
に

泥
を

⼊
れ

て
お

く
と

、
気
付

い
た
O

児
と
P

児
が

、
そ

こ
か

ら
泥

を
取

っ
て

泥
団

⼦
づ

く
り

を
始

め
た

。
初

め
の

う
ち

は
、

加
え

る
⽔

の
量

が
多

す
ぎ

た
た

め
か

、
な

か
な

か
泥

団
⼦

が
固

ま
ら

な
か

っ
た

。
２

⼈
で
「

こ
れ

く
ら

い
か

な
？
」「
固

ま
っ

て
き

た
？
」

と
相
談

し
な

が
ら

丸
め

て
い

く
う

ち
、

少
し

ず
つ

形
の

あ
る

泥
団

⼦
に

な
っ

て
き

た
。

そ
れ

を
⾒

て
い

た
Q

児
が

遊
び

に
加
わ

っ
た

。
O

児
・
P

児
に

聞
き

な
が

ら
⼩

さ
い

泥
団

⼦
づ

く

［
c］

 泥
と
砂

を
⽤
意

す
る

。
 

 
 

 
こ

れ
ま

で
の

遊
び

に
、
新

た
な
気
付

き
が

⽣
ま

れ
る

。「
遊

び
が

つ
な

が
っ

て
い

く
」
契
機

を
つ

く
る

。
 

［
a］

 試
⾏
錯
誤

す
る

。
 

 
 

 
泥

団
⼦

を
固

め
る
⽅
法

を
探

し
、

⽔
の

量
に

よ
っ

て
固

ま
り
⽅

が
違

う
こ

と
に
気
付

い
た

。
そ

れ
を

試
し

て
い

る
。

 
［
b］

 仲
間

と
⼀

緒
に

楽
し

む
。

 
 

 
 

⽔
の

量
の

加
減

も
、

泥
団

⼦
の
表
⾯

に
砂

を
付

け
る

こ
と

も
、
仲
間

と
⼀

緒
。

 

り
に
挑
戦

し
て

い
た

。
教

師
は

、
泥

場
の
近

く
に

、
乾

い
た
砂

を
⼊

れ
た
洗
⾯

器
を
置

い
た

。
そ

れ
に
気
付

い
た
O

児
が

そ
こ

に
泥

団
⼦

を
⼊

れ
た

。
す

る
と

、
表
⾯

が
乾

い
て
サ

ラ
サ

ラ
に

な
っ

て
い

く
こ

と
に
気
付

き
、

Ｐ
児

・
Ｑ

児
も

同
じ

よ
う

に
泥

団
⼦

を
洗
⾯

器
に

⼊
れ

た
。

 
【

６
⽉
25

⽇
】

 
④

 
泥

団
⼦

づ
く

り
に

興
味

を
⽰

し
た
R

児
だ

が
、「

泥
団

⼦
は

つ
く

り
た

い
。

で
も

、
泥

に
触

り
た

く
な

い
。」

と
葛
藤

し
て

い
た

。
し
ば

ら
く

考
え

て
「

い
い

こ
と

を
思

い
つ

い
た

。」
と
⾛

り
出

す
。

そ
し

て
、
⽞
関

か
ら
ポ
リ

袋
を

２
枚
持

っ
て

く
る

と
、

⼿
袋

の
よ

う
に
袋

に
⼿

を
⼊

れ
て

泥
団

⼦
づ

く
り

を
始

め
た

。
⼿

が
汚

れ
ず

に
安

⼼
し

た
の

か
表

情
が
明

る
い

。
教

師
も
Ｒ

児
と

⼀
緒

に
泥

団
⼦

を
作

る
。
途
中

、
教

師
は
葉

っ
ぱ

や
花

を
泥

団
⼦

に
付

け
て

⾒
せ

る
。
Ｒ

児
は

、
花
壇

か
ら
花

を
持

っ
て

き
て

、
つ

く
り

か
け

の
泥

団
⼦

の
い

く
つ

か
を
平

ら
に

し
て

、
花

び
ら

を
散

ら
せ

た
り

、
花

を
貼

り
付

け
た

り
し

て
楽

し
む

。
花

を
泥

団
⼦

に
付

け
る

と
き

に
は

、
「

泥
団

⼦
を

ち
ょ

っ
と
濡

ら
す

と
付

け
や

す
い

ん
だ

よ
。」

と
、

⾃
分

の
気
付

き
を

教
師

や
友

達
に

伝
え

て
い

た
。

そ
し

て
、「

か
わ

い
い
お
花

の
ク

ッ
キ

ー
が

で
き

た
。」

と
、
お
⽫

に
乗
せ

た
。

 

［
b］

 新
し

い
遊

び
⽅

を
共
有

す
る

。
 

  
  

  
泥

団
⼦

づ
く

り
と
お
花
摘
み

を
⼀

緒
に

楽
し

む
と

と
も

に
、
花

を
つ

け
る

と
き

の
⼯

夫
を
仲
間

と
共
有

し
て

い
る

。
 

⑤
 
Ｒ

児
が
袋

を
⼿
袋

に
す

る
と

こ
ろ

を
⾒

て
い

た
O

児
が

、
同

じ
よ

う
に
ポ
リ
袋

に
⼿

を
⼊

れ
て

、
つ

く
っ

た
泥

団
⼦

を
転

が
し

始
め

た
。
O

児
は

こ
れ

ま
で

、
素

⼿
で

泥
団

⼦
を

つ
く

っ
て

い
た

た
め

、「
ど

う
し

て
ポ
リ
袋

を
使

う
の

だ
ろ

う
か

。」
と

、
教

師
は
不

思
議

に
思

う
。

し
ば

ら
く

様
⼦

を
⾒
守

る
こ

と
に

し
た

。
そ

の
あ

と
「

泥
団

⼦
、

ど
う

な
っ

た
？
」

と
O

児
に
尋

ね
る

と
、

「
な

ん
か

、
さ

っ
き

よ
り
ツ

ル
ツ

ル
に

な
っ

た
気

が
す

る
の

。」
と

、
ポ
リ
袋

で
擦

る
こ

と
で

、
泥

団
⼦

の
表
⾯

の
感

触
が
変
化

す
る

こ
と

に
気
付

い
て

い
た

。「
先

⽣
、

⾒
て
！

ど
ん

ど
ん
ツ

ル
ツ

ル
に

な
っ

て
き

た
。」

と
教

え
て

く
れ

た
。「

す
ご

い
ね

。
ど

う
や

っ
た

の
？
」

と
尋

ね
る

と
、「

こ
ん

な
⾵

に
触

る
と
ツ

ル
ツ

ル
に

な
る

ん
だ

よ
。」

と
、

⾃
分

で
⼯

夫
し

た
擦

り
⽅

を
教

師
の

前
で

や
っ

て
⾒
せ

た
。

 

［
a］

 泥
団

⼦
の
表
⾯

の
変
化

に
気
付

く
。

 
 

 
 
表
⾯

を
擦

る
こ

と
で

、
感

触
が
変
化

し
ツ

ル
ツ

ル
に

な
る

こ
と

に
気
付

く
。

 
［
b］

 泥
団

⼦
の
表
⾯

の
変
化

を
共
有

す
る

。
 

⑥
 

外
遊

び
の

時
間

が
終
わ

り
、

つ
く

っ
た

泥
団

⼦
を

ど
う

し
た

い
か

⼦
供

た
ち

に
問

う
と

、「
⾃

分
の

泥
団

⼦
が

ど
れ

か
分

か
る

よ
う

に
し

て
、

幼
稚

園
に
置

い
て
お

き
た

い
。」

と
い

う
意

⾒
が
出

て
き

た
。「
お
家

に
持

っ
て

帰
ら

な
く

て
い

い
の
？
」

と
確
認

す
る

と
、「
明

⽇
も
ツ

ル
ツ

ル
に

す
る

ん
だ

。」
と

の
こ

と
。

ク
リ
ア

コ
ッ

プ
に

名
前
シ

ー
ル

を
貼

り
、

テ
ラ

ス
に
置

い
た

。
帰

り
の
サ

ー
ク

ル
タ

イ
ム

で
は

、
O

児
・
P

児
・
Q

児
が

そ
れ
ぞ

れ
、

泥
団

⼦
を
ツ

ル
ツ

ル
に

す
る

コ
ツ

や
表
⾯

に
お
花

を
飾

り
付

け
る
⽅
法

を
ク

ラ
ス

の
仲
間

に
伝

え
て

い
た

。
 

［
b］

 サ
ー

ク
ル

タ
イ

ム
の
中

で
交
流

す
る

。
 

 
 

遊
び
⽅

を
仲
間

に
伝

え
る

こ
と

で
、

遊
び

の
輪

が
広

が
る

。
明

⽇
の

遊
び

の
⽬
標

が
⾒

え
る

。
 

［
c］

 泥
団

⼦
を
展
⽰

す
る

。
つ

く
っ

た
も

の
を
展
⽰

す
る

こ
と

で
、

⼦
供

は
⾃

分
の

遊
び

に
満

⾜
す

る
。

そ
れ

を
翌

⽇
以
降

の
遊

び
の
意
欲

・
⽬
標

に
つ

な
げ

る
。

 

8



【
７

⽉
２

⽇
】

 
⑦

 
そ

の
後

も
、

泥
団

⼦
や

泥
ク

ッ
キ

ー
づ

く
り

は
継
続

し
て

い
た

。
テ

ラ
ス

に
は

⼦
供

た
ち

が
つ

く
っ

た
作
品

が
並
ぶ

。
そ

れ
を

⾒
て

、
こ

こ
ま

で
関
⼼

を
⽰

さ
な

か
っ

た
⼦

供
た

ち
の
中

に
も

、
泥

団
⼦

づ
く

り
に
参

加
す

る
者

が
出

て
き

た
。
Ｓ

児
・
Ｔ

児
・
Ｕ

児
が

泥
団

⼦
を

つ
く

り
始

め
る

と
、
Ｐ

児
が

つ
く

り
⽅

を
教

え
て

い
た

。
Ｕ

児
は

、「
⼤

き
い

泥
団

⼦
を
作

り
た

い
。」

と
両

⼿
い

っ
ぱ

い
の

⼤
き

さ
の

泥
団

⼦
づ

く
り

に
挑
戦

し
た

。
途
中

、
新

た
な
課
題

が
発

⽣
し

た
。

つ
く

る
途
中

で
表
⾯

に
ひ

び
が

⼊
っ

て
し

ま
う

の
だ

。
同

じ
よ

う
な

泥
団

⼦
が

い
く

つ
も

⾒
ら

れ
、

⼦
供

た
ち

は
考

え
た

。
「

も
う

⼀
度

泥
を
付

け
れ
ば

い
い

ん
じ
ゃ

な
い
？
」「

泥
団

⼦
を

⽔
に

つ
け

て
み

た
ら
？
」

と
試

し
て

い
た

。
 

［
a］

 新
し

い
課
題

と
出
合

い
、

そ
れ

を
解
決

す
る

。
 

 
 

 
「

⾃
分

は
、
仲
間

が
つ

く
る

も
の

よ
り

⼤
き

な
泥

団
⼦

を
つ

く
り

た
い
」
→
挑
戦

。「
ひ

び
割

れ
の

解
決

⽅
法

を
考

え
る
」
→

い
く

つ
か

の
⽅
法

を
試

し
て

い
る

。
 

［
b］

 仲
間

と
⼀

緒
に

考
え

る
。

 
  

  
  

よ
り

よ
い

解
決
⽅
法

を
、
仲
間

と
話

し
合

い
な

が
ら

⾒
つ

け
て

い
る

。
 

⑧
 

こ
れ

ま
で

は
仕
上
げ

は
い

つ
も

同
じ

。
泥

団
⼦

に
サ

ラ
サ

ラ
の

⼟
を

か
け

て
完
成

と
し

て
い

た
。
U

児
が

「
僕

は
砂

を
か

け
て
み

る
。」

と
、
隣

の
砂

場
の
砂

を
泥

団
⼦

に
ふ

り
か

け
た

。
砂

場
に

泥
団

⼦
を
置

き
、
上

か
ら
サ

ラ
サ

ラ
と
砂

を
か

け
て
擦

っ
て
…

、
を
繰

り
返

し
た

。
そ

れ
を

⾒
て

い
た
V

児
も

、
同

じ
よ

う
に

泥
団

⼦
に
砂

を
か

け
始

め
た

。
砂

を
か

け
て
擦

る
こ

と
を
繰

り
返

す
と

、
い

つ
も

と
は
異

な
る
⾊

の
泥

団
⼦

が
出
来
上

が
っ

た
。「

泥
団

⼦
が
⽩

く
な

っ
た
！
」

と
、

⼦
供

た
ち

は
新

た
な

発
⾒

に
嬉

し
そ

う
だ

っ
た

。
翌

⽇
、
V

児
は

、
登

園
し

て
す
ぐ

に
テ

ラ
ス

に
⾏

き
、

⾃
分

の
泥

団
⼦

が
ど

う
な

っ
て

い
る

か
を
確
認

し
て

い
た

。
そ

の
⽩

い
泥

団
⼦

を
、

友
達

や
教

師
に
嬉

し
そ

う
に

⾒
せ

て
い

た
。

 

［
b］

 新
た

な
発

⾒
を
仲
間

と
⼀

緒
に
喜
ぶ

。
 

 
 

 
砂

を
か

け
て
擦

る
と

、
こ

れ
ま

で
と

は
異

な
る
⾊

の
泥

団
⼦

が
出
来
上

が
っ

た
こ

と
を

、
み

ん
な

で
喜

ぶ
。

 

【
７

⽉
３

⽇
】

 
⑨

 
前

⽇
の

遊
び

の
中

で
、

⼦
供

た
ち

が
「

も
っ

と
ツ

ル
ツ

ル
に

な
ら

な
い

の
か

な
？
」

と
話

し
て

い
た

。
そ

れ
を
受

け
て

教
師

は
、『

つ
る
ぴ

か
泥

団
⼦

の
つ

く
り
⽅
』

の
ス

ラ
イ
ド

を
保

育
室

に
掲
⽰

し
て
お

い
た

。
ま

た
、

実
際

に
つ

る
ぴ

か
に

な
っ

た
泥

団
⼦

も
⼀

緒
に
置

い
て

お
い

た
。

⼦
供

た
ち

は
、

そ
の
存
在

に
す
ぐ

に
気
付

く
。
朝

の
集

ま
り

の
中

で
、

教
師

か
ら

⼦
供

た
ち

に
、

「
ど

う
や

っ
た

ら
こ

ん
な

に
ピ
カ
ピ
カ

に
な

る
ん

だ
ろ

う
ね
？
」

と
問

い
か

け
る

と
、「

さ
ら

さ
ら

の
⼟

を
た

く
さ

ん
つ

け
る

ん
だ

よ
。」
「
砂

場
の
砂

も
い

い
よ

。」
な

ど
と

、
こ

れ
ま

で
試

し
た
⽅
法

を
伝

え
合

っ
て

い
た

。『
つ

く
り
⽅
』

の
ス

ラ
イ
ド

に
は

、「
柔

ら
か

い
布

で
磨

く
。」

と
書

い
て

あ
っ

た
た

め
、「

タ
オ

ル
と

か
で
磨

く
と

い
い

ん
じ
ゃ

な
い
？
」「
先

⽣
、
布

を
く

だ
さ

い
。」

「
紙

も
あ

っ
た

ら
い

い
。」

と
、

泥
団

⼦
を
磨

く
の

に
必

要
な

も
の

を
話

し
合

っ
た

。
 

［
b］

 仕
上
げ
⽅
法

に
つ

い
て

話
し
合

う
。

 
 

 
 
資
料

を
も

と
に

泥
団

⼦
の
仕
上
げ

に
つ

い
て

、
話

し
合

う
こ

と
が

で
き

た
。

 
 

［
c］

 保
育
室

に
ス

ラ
イ
ド

を
掲
⽰

す
る

。
 

 
 

 
⼦

供
た

ち
の

泥
団

⼦
づ

く
り
関

す
る

情
報

を
提
⽰

し
、

さ
ら

に
⼦

供
た

ち
に
問

い
か

け
る

こ
と

で
、

⼦
供

た
ち

同
⼠

の
経
験

の
交
流

と
、

遊
び

の
発
展

に
向

け
た

話
し
合

い
に

つ
な
げ

る
。

 

⑩
 

外
遊

び
の

時
間

と
な

り
、
Ｐ

児
・
Ｓ

児
・
Ｔ

児
・
Ｕ

児
は
布

を
持

っ
て

泥
場

に
向

か
っ

た
。
途
中
Ｓ

児
は

、
慌

て
た

様
⼦

で
「
先

⽣
、
紙

も
使

い
た

い
。

取
り

に
⾏

っ
て

く
る

。」
と
⾔

っ
て

、
保

育
室

に
戻

る
。
Ｐ

児
・
Ｔ

児
・
Ｕ

児
と

教
師

は
布

で
、
Ｓ

児
は
紙

で
、

泥
団

⼦
を

磨
い

た
。

 

［
b］

 実
際

に
や

っ
て
み

る
。

 
 

 
 

話
し
合

っ
た

こ
と

の
中

か
ら

、
⾃

分
が

や
り

た
い

⽅
法

を
選
択

し
、

そ
の
⽅
法

を
仲
間

と
⼀

緒
に

試
し

て
い

る
。

 

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働

的
な

学
び

に
つ

な
が

っ
た

と
思

っ
た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
※

ま
と

め
て

記
述

し
ま

す
。

 
○

 
個
別
最
適

な
学

び
 

幼
稚

園
で

の
遊

び
が

、
⼩

学
校

⼊
学
以
降

の
個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
る

か
否

か
。

⼦
供

た
ち

に
と

っ
て

、
幼

稚
園

で
の

遊
び

が
「

⾃
発
的

・
主
体
的

な
活
動
」

か
？
⾔

い
換

え
れ
ば
「

遊
び

の
質
」

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
こ

れ
が

本
研

究
の
ポ

イ
ン

ト
に

な
る

と
考

え
る

。
 

 
 

本
園

で
は

、
⼦

供
た

ち
の
安
全
確
保

の
た

め
、
保

育
の

時
間
帯

に
よ

っ
て

遊
び

の
場

所
は
指

定
す

る
が

、
そ

の
遊

び
の

内
容

・
⽅
法

、
仲
間

な
ど

に
つ

い
て

は
、

⼦
供

た
ち

の
⾃

発
性

、
主
体
性

を
尊
重

し
て

い
る

。
い
わ
ゆ

る
「

す
き

な
あ

そ
び

の
時
間
」

が
園

⽣
活

の
⼤
部

分
を
占

め
て

い
る

。
⼦

供
た

ち
は

、
こ

の
遊

び
の

時
間

に
⾃

分
が

や
り

た
い

こ
と

を
⾒

つ
け

、
夢
中

に
な

っ
て

遊
び
込
み

、
そ

の
中

で
⼯

夫
し

た
り

試
⾏
錯
誤

し
た

り
し

て
い

る
。

そ
し

て
、

達
成

感
や
満

⾜
感

を
味
わ

う
の

で
あ

る
。

こ
れ

は
、
⾝
近

な
環

境
と

の
関
わ

り
、
経
験

を
重

ね
る

こ
と

で
得

る
無

⾃
覚

な
学

び
で

あ
り

、
こ

れ
が
⼩

学
校

⼊
学
以
降

の
個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
る

で
あ

ろ
う

と
考

え
る

。
 

 
 

本
事

例
「

泥
団

⼦
づ

く
り
」

に
お

い
て

も
、

教
師

は
途
中

か
ら

遊
び

に
参

加
し

て
い

る
が

、
発
端

は
M

児
・

N
児

の
「

泥
遊

び
を

し
た

い
」

と
い

う
⾃

発
的

な
遊

び
で

あ
る

。
そ

こ
か

ら
、

遊
び

を
楽

し
む
メ
ン
バ

ー
は
変
わ

り
つ

つ
も

、
⼦

供
た

ち
は

そ
れ
ぞ

れ
が
「

こ
ん

な
泥

団
⼦

を
つ

く
り

た
い
」

と
い

う
願

い
（
課
題
）

を
も

ち
、

あ
っ

て
、
丸

め
た

り
固

め
た

り
、
磨

い
た

り
と

い
う

⼯
夫

に
進

ん
で

る
（

も
ち

ろ
ん

、
遊

び
の

節
⽬

で
の

教
師

に
よ

る
意
図

を
も

っ
た

環
境
構
成

も
⼯

夫
や

試
⾏
錯
誤

の
き

っ
か

け
と

な
っ

て
い

る
）。

事
例

に
登

場
す

る
年

⻑
組

園
児
数

は
最
終
的

に
は

13
名

で
あ

り
、
ほ

か
の
９

名
は

、
泥
以

外
の

環
境

が
興

味
・
関
⼼

の
的

と
な

っ
た

。
そ

れ
ぞ

れ
や

り
た

い
こ

と
を

⾒
つ

け
、

そ
れ

に
夢
中

に
な

っ
て

い
る

。
こ

の
事

例
と

同
時

期
に
展
開

す
る

こ
れ
以

外
の

事
例

も
、

⼦
供

た
ち

の
「

⾃
発
的

・
主
体
的
活
動
」

で
あ

り
、

本
園

が
「

す
き

な
あ

そ
び

の
時
間
」

を
設

定
す

る
ね

ら
い

で
あ

り
、
⼩

学
校

⼊
学
以
降

の
個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

⑪
 

⼦
供

た
ち

は
、
数
種
類

の
布

を
使

っ
て
磨

い
た

り
、

サ
ラ
サ

ラ
の

⼟
を

か
け

た
り

、
砂

場
の
砂

を
使

っ
た

り
、
今

ま
で
経
験

し
た

こ
と

を
友

達
と

⼀
緒

に
試

し
て

い
る

。
途
中
Ｐ

児
は

泥
場

に
⼊

り
、

泥
の

感
触

を
楽

し
み

な
が

ら
泥

団
⼦

づ
く

り
を
続

け
た

。「
に
ゅ

る
に
ゅ

る
す

る
。」
「
み

ん
な

も
⼊

ろ
う

よ
。」

と
友

達
に
呼

び
掛

け
て

い
た

。
そ

れ
を

聞
い

た
Ｓ

児
も

、
泥

場
に

⼊
っ

て
Ｐ

児
と
笑

い
合

い
な

が
ら

泥
団

⼦
を

つ
く

っ
て

い
た

。
 

［
b］

 仲
間

と
⼀

緒
に

遊
び

を
楽

し
む

。
 

 
 

 
⼀

⼈
で

は
な

く
、
仲
間

と
⼀

緒
に

泥
場

に
⼊

る
こ

と
で

楽
し

さ
は
倍
増

す
る

。
 

⑫
 

⼦
供

た
ち

は
、

こ
の

⽇
の

外
遊

び
の

時
間

は
最

後
ま

で
泥

団
⼦

づ
く

り
を
繰

り
返

し
楽

し
ん

で
い

た
。

ま
た

、「
昨

⽇
よ

り
も

き
れ

い
に

な
っ

た
。」

と
、

⾃
分

の
泥

団
⼦

づ
く

り
の
腕

前
が
上

達
し

た
こ

と
に
満

⾜
し

て
い

た
。
Ｓ

児
は

、「
こ

の
ま

ま
ひ

び
割

れ
し

て
ほ

し
く

な
い

。」
と

い
う
気
持

ち
が
強

く
、「
袋

に
⼊

れ
て

⽔
に
浸

し
て
み

る
。」

と
、

い
つ

も
と

は
違

う
保
存

の
⽅
法

を
提

案
し

て
い

た
。

さ
ら

に
、「

泥
団

⼦
っ

て
、
絵

具
で
⾊

を
つ

け
た

ら
ど

う
？
」

と
新

た
な

遊
び

に
つ

い
て

も
思

い
浮

か
べ

て
い

た
。

 

［
a］

 新
し

い
課
題

と
出
合

い
、

そ
れ

を
解
決

す
る

た
め

の
⽅
法

を
試

す
。

 
 

 
 
今

後
、

泥
団

⼦
遊

び
は

、「
ピ
カ
ピ
カ

の
泥

団
⼦

づ
く

り
」

か
ら

、「
カ

ラ
フ

ル
な

泥
団

⼦
づ

く
り
」
へ

と
深

ま
っ

て
い

く
。

 

9



が
る
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

、
と

考
え

る
。

 
○

 
協
働
的

な
学

び
 

 
 

⼦
供

た
ち

の
遊

び
の
質

を
⾼

め
る

た
め

に
、

教
師

の
関
わ

り
（
援
助
）

は
ど

う
あ

る
べ

き
か

。
本

園
で

⼤
事

に
し

て
い

る
の

は
、

①
⼦

供
の
関
⼼

・
意
欲

を
⾒
逃

さ
な

い
よ

う
に

⼦
供

を
よ

く
観

察
す

る
こ

と
。

②
⼦

供
た

ち
同

⼠
の
関
わ

り
が

⽣
ま

れ
る

環
境

を
構
成

す
る

こ
と

。
③

遊
び

の
発
展

に
つ

な
が

る
⼿

⽴
て

、
遊

び
の
引

き
出

し
を

も
つ

こ
と

。
な

ど
で

あ
る

。
本

事
例

で
は

、
教

師
は

、
前

⽇
の

⼦
供

の
発
⾔

を
拾

い
、

そ
こ

か
ら

遊
び

の
展
開

を
予
想

し
て

環
境

を
構
成

し
た

り
、

遊
び

の
発
展

に
つ

な
が

る
資
料

を
準

備
し

、
ご

く
⾃
然

に
⼦

供
た

ち
に
提
⽰

し
た

り
し

て
、

遊
び

の
質

を
⾼

め
る
関
わ

り
に
努

め
て

い
る

。
で

は
、
協
働
的

な
学

び
に

つ
い

て
は

ど
う

か
。

 
 

 
本

園
で

は
、
特

に
年

⻑
児

ク
ラ

ス
に
お

い
て

、
サ

ー
ク

ル
タ

イ
ム

や
朝

の
集

い
・
帰

り
の
集

い
に
お

け
る

⼦
供

た
ち

同
⼠

の
意

⾒
交
流

を
、
保

育
に
積
極
的

に
取

り
⼊

れ
て

い
る

。
本

事
例

で
は

、
折

に
触

れ
て
意

⾒
交
流

の
場

を
設

定
す

る
こ

と
に

よ
り

、
遊

び
が

つ
な

が
り

・
広

が
り

、
そ

し
て
深

ま
り

を
⾒
せ

て
い

る
。
仲
間

に
よ

る
泥

遊
び

の
話

に
興

味
・
関
⼼

を
も

ち
、

そ
こ

か
ら

遊
び

の
輪

が
広

が
っ

た
り
（

遊
び
へ

の
誘

い
）、

さ
ら

に
魅
⼒
的

な
泥

団
⼦

を
つ

く
る

た
め

の
⽅
法

を
交
流

し
た

り
⼀

緒
に

考
え

た
り
（
課
題

解
決

・
遊

び
の
深

ま
り
へ
）

し
て

い
る

。
こ

の
よ

う
に

、
⼦

供
た

ち
同

⼠
の
意

⾒
交
流

は
、
⾔
語
能
⼒

や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
能
⼒

の
獲
得

、
さ

ら
に

は
⾃

分
と

は
異

な
る
意

⾒
や
経
験

に
触

れ
る

こ
と

で
広

い
視
野

や
柔
軟

な
思

考
を
得

る
こ

と
が

で
き

る
。

そ
れ

が
、「
共

に
協
⼒

し
て
⽬
標

を
⽬
指

す
」⼦

供
の
姿

と
し

て
現

れ
る

。
こ

の
よ

う
な

こ
と

が
、
⼩

学
校

⼊
学
以
降

の
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

、
と

考
え

る
。

 
   

 

 
「

⾃
分

の
「

好
き

」
か

ら
み

ん
な

の
「

や
っ

て
み

た
い

」
へ

」
 

 
園

名
：

北
海

道
教

育
⼤

学
附

属
函
館

幼
稚

園
 

 【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
 ５

⽉
上
旬

か
ら

 
 〇
「

や
っ

て
み

た
い
」「

も
っ

と
こ

う
し

た
い
」

と
い

う
興

味
や

考
え

を
も

っ
て

遊
び

に
主
体
的

に
取

り
組
み

、
思

い
を

⼤
切

に
し

な
が

ら
、

試
し

た
り

⼯
夫

し
た

り
す

る
経
験

を
通

し
て

、
課
題

に
向

か
っ

て
粘

り
強

く
取

り
組

む
よ

う
に

な
る

。
 

〇
友

達
の

遊
び

や
⼯

夫
に
気
付

き
、
真
似

を
し

た
り
問

い
か

け
た

り
し

な
が

ら
、

同
じ

場
で

遊
ぶ

楽
し

さ
を

味
わ

い
な

が
ら

共
に

遊
ぼ

う
と

す
る

。
 

〇
遊

び
の
継
続

や
広

が
り

の
中

で
共
通

の
イ
メ

ー
ジ

を
も

っ
て

遊
び

を
進

め
る
経
験

を
通

し
、

役
割

や
考

え
の
違

い
に
気
付

き
「

⾃
分

に
で

き
る

こ
と
」「

友
達

が
し

て
く

れ
た

こ
と
」

な
ど

、
互

い
を
認

め
合

う
気
持

ち
を
持

て
る

よ
う

に
な

る
。

 
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

 
進

級
当

初
、
A

児
は
積
み
⽊

コ
ー

ナ
ー

で
⼀

⼈
黙

々
と
⾼

く
積
み
上
げ

る
遊

び
に

取
り

組
ん

で
い

た
。

形
や
バ

ラ
ン

ス
を

⼯
夫

し
な

が
ら

、
崩

れ
て

も
何
度

も
挑
戦

す
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。
周
囲

の
⼦

ど
も

た
ち

は
そ

れ
ぞ

れ
別

の
遊

び
を

し
て

お
り

、
遊

び
は

個
々

に
展
開

さ
れ

て
い

た
。

 
A

児
は
「
⾼

く
積
み

た
い
」「
崩

れ
な

い
⽅
法

を
⾒

つ
け

た
い
」

と
い

う
⾃

分
な

り
の
課
題

を
も

ち
、

試
⾏
錯
誤

を
重

ね
て

い
た

。
教

師
は

環
境

を
整

え
、
集
中

し
て

取
り

組
め

る
よ

う
⾒
守

っ
た

。
 

こ
の

時
期

は
明
確

な
協
働
的

な
姿

は
⾒

ら
れ

な
い

が
、

同
じ
空
間

で
そ

れ
ぞ

れ
が

⾃
分

の
興

味
に
向

か
う

こ
と

が
、

後
の

関
係

形
成

の
⼟
台

と
な

っ
て

い
る

と
考

え
る

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

6⽉
２

⽇
 

①
A

児
の
積
み
⽊

の
様

⼦
に

興
味

を
も

っ
た
B

児
が
隣

で
同

じ
よ

う
に
積
み

始
め

た
こ

と
を

き
っ

か
け

に
、
数

名
の

⼦
ど

も
が
集

ま
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

B
児
「

ど
う

や
っ

て
る

の
？
」

 
A

児「
崩

れ
な

い
よ

う
に

や
る

ん
だ

よ
、で

き
る
？

や
っ

て
み

て
」 

Ⅽ
児
「

ど
う

や
っ

た
ら
崩

れ
な

い
？
」

 
と
尋

ね
合

う
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
             ６

⽉
４

⽇
 

②
Ⅽ

児
が
崩

れ
て
周
囲

に
散

ら
ば

っ
た
積
み
⽊

を
道
路

に
⾒

⽴
て

て
床

に
広

く
⻑

く
並

べ
て

遊
び

始
め

た
こ

と
を

き
っ

か
け

に
、
積
み
⽊

遊
び

は
「
街

づ
く

り
」
へ

と
発
展

し
、「
店
」

「
家
」

な
ど

を
相
談

し
な

が
ら
構
成

す
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

素

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
［
a］
A

児
は

⾃
分

の
⽅
法

を
考

え
、

試
し
続

け
な

が
ら

、⾔
葉

や
動
作

で
伝

え
よ

う
と

し
た

。B
児

は
模

倣
や
観

察
を
通

し
て

学
ん

で
い

た
。

 
［
ｂ
］

⾃
然

な
や

り
と

り
の
中

で
、

役
割

分
担

や
相
談

が
⽣

ま
れ

、
同

じ
遊

び
に
向

か
う
関
係

が
形
成

さ
れ

た
。

 
 
［
ｃ
］

じ
っ

く
り

と
活
動

で
き

る
空
間

と
場

所
を

保
障

し
な

が
ら

、
過
度

の
介

⼊
を
控

え
⾒
守

っ
て

い
た

。
 

            ②
［
a］

⼦
ど

も
⼀

⼈
⼀

⼈
が

⾃
分

の
得
意

や
関
⼼

に
応

じ
た

役
割

を
選
択

し
、
主
体
的

に
関
わ

っ
て

い
た

。 
［
ｂ
］「
み

ん
な

の
街
」

と
い

う
共
通
⽬
的

の
も

と
、
意

⾒
を

調
整

し
な

が
ら

進
め

る
協
働

が
⾒

ら
れ
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材
も

広
が

り
、

ど
ん

ど
ん

発
展

し
て

い
っ

た
。

 
た

。
 

 

6⽉
６

⽇
 

 
③
街

づ
く

り
を
毎

⽇
⾒

て
い

た
４
歳

児
Ⅾ

児
が

、
落

ち
て

い
た

積
み
⽊

を
⼀

つ
⼿

に
取

り
、
⾞

に
⾒

⽴
て

て
遊

び
始

め
た

。
 

Ⅾ
児
「
ブ

ー
ン

、
こ

こ
通

っ
て

も
い

い
で

す
か

ー
？
」

 
A

児
「

ど
う
ぞ

ー
。

あ
、

ち
ょ

っ
と

待
っ

て
！
今

、
⾞

が
通

れ
る

よ
う

に
も

っ
と

道
路

を
広

く
す

る
か

ら
」

 
Ⅾ

児
「
わ

か
っ

た
！

あ
、
E

く
ん
呼

ん
で

く
る
！
！
」

 
と
信
号

好
き

で
有

名
な
４
歳

児
E

児
を
呼

び
、

⼀
緒

に
街

で
遊

び
始

め
る

。
 

A
児
「
E

く
ん

、
今
信
号
作

る
か

ら
ね
」

 
Ⅾ

児
E

児
「

や
っ

た
ー
！

こ
こ

と
こ

こ
に
作

っ
て
！
」

 
A

児
「

え
っ

と
、
信
号

は
何

で
作

ろ
う

か
な
」

 
E

児
が
⾛

っ
て
廃

材
置

き
場

に
⾏

き
、
細

⻑
い
箱

を
⾒

つ
け

て
持

っ
て

く
る

と
 

E
児
「
A

ち
ゃ

ん
こ

れ
で

ど
う
？
」

 
B

児
「

い
い

ね
い

い
ね

、
じ
ゃ

あ
こ

う
し

て
・

・
・
」

 
と

、
相
談

し
な

が
ら
作

り
始

め
た

。
 

4歳
児

と
⼀

緒
に

遊
ん

だ
経
験

を
通

し
、「

よ
り

楽
し

く
、
み

ん
な

で
遊
ぶ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

よ
う
」

と
考

え
。

⼯
夫

し
て
改
善

す
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
 

 
６

⽉
６

⽇
 

④
⼩

学
⽣

や
、
特
別
⽀
援
校

の
児
童

を
招

い
て
⾏

う
「

ち
び

っ
こ

ま
つ

り
」

に
向

け
て

ク
ラ

ス
で

ど
ん

な
お
店

を
開

く
か

と
い

う
話

し
合

い
の
際

に
、

⾃
分

た
ち

で
作

っ
た
街

を
た

く
さ

ん
の

⼈
た

ち
に

⾒
て

も
ら

い
、

楽
し

ん
で

も
ら

い
た

い
と

い
う
意

⾒
が
出

た
。

 
A

児
「
み

ん
な

で
つ

く
っ

た
街

と
か
⾞

と
か

を
お
客

さ
ん

に
⾒

せ
た

い
」

 
教

師
「

い
い

ね
！

す
ご

く
素
敵

な
街

に
な

っ
て

る
し

、
つ

き
ぐ

み
（

年
中

組
）

さ
ん

も
い

っ
ぱ

い
遊

ん
で

く
れ

て
、

楽
し

い
っ

て
⾔

っ
て

た
も

ん
ね

。
で

も
、
街

で
遊
ぶ

こ
と

は
お
店

に
な

る
か

な
？
」

 
み

ん
な
「

う
ー

ん
・

・
・
」

 
Ⅽ

児
「
ゲ

ー
ム

に
し

よ
う

よ
！
去

年
の

⽉
組

さ
ん

は
的

あ
て
ゲ

ー
ム
屋

さ
ん

や
っ

て
た

よ
」

 
Ｆ

児
「

あ
の

ね
、
私

ク
レ

ー
ン
ゲ

ー
ム

⼤
好

き
！
！
パ
パ

よ
り

も
上

⼿
に

取
れ

る
ん

だ
よ

。」
 

み
ん

な
「
わ
ぁ
！

や
っ

て
み

た
い
！
！

や
り

た
い

や
り

た
い
！
！
」

 
Ｇ

児
が

す
っ

と
⽴

ち
上

が
り

、
ス

ト
ロ

ー
と
紙

コ
ッ

プ
、
紙

ス
プ

ー
ン

で
ク

レ
ー
ン
ゲ

ー
ム

の
ア

ー
ム
部

分
を
作

り
話

し
合

い
の
輪

に
戻

っ
て

き
た

。
 

Ｇ
児
「

こ
れ

で
や

る
と

い
い

ん
だ

よ
」

 
み

ん
な
「
わ
ぁ
！
！
」

 
Ａ

児
「

で
も

こ
れ

じ
ゃ

あ
う

ま
く

つ
か

め
な

い
よ
」

 
Ｃ

児
「
磁
⽯
付

け
た

ら
？
」

 
Ｇ

児
が

ま
た

⽴
ち
上

が
り

、
磁
⽯

と
テ

ー
プ

を
⼿

に
も

っ
て
輪

に
戻

る
と

、
Ｃ

児
が

つ
け

始
め

た
。

 

 ③
［
a］
他
者

の
視
点

を
意
識

し
、

⾃
分

の
考

え
を
振

り
返

る
学

び
が

⽣
ま

れ
た

。
 

 
［
b］
協
働

の
対
象

が
ク

ラ
ス
内

か
ら

園
全
体
へ

と
広

が
っ

た
。

 
 
［
ｃ
］
街

づ
く

り
を
通

し
て
会

話
が
弾
み

、
ア

イ
デ
ィ
ア

も
ど

ん
ど

ん
出

て
い

た
の

で
、
会

話
に

は
⼊

ら
ず

に
⾒
守

り
な

が
ら

も
、
廃

材
や

そ
の
他

の
素

材
を
ふ

ん
だ

ん
に

⽤
意

し
、
⽬

に
つ

く
と

こ
ろ

に
置

き
、
⾊

々
な
ア

イ
デ
ィ
ア

に
つ

な
が

る
よ

う
に

し
た

。
 

           ④
［
a］

話
し
合

い
の
中

で
、

⾃
分

の
考

え
が
認

め
ら

れ
た

り
、
街

づ
く

り
の

発
展
へ

つ
な

が
っ

た
り

す
る

経
験

に
よ

り
、⾃

分
の
成

⻑
や

興
味

を
⾃
覚

し
、さ

ら
に
次

の
学

び
へ

つ
な
げ

て
い

た
。

 
 
［
ｂ
］
協
働

が
⽇
常

の
遊

び
と

し
て

定
着

し
始

め
た

。
 
［
ｃ
］⼦

ど
も

た
ち

の「
み

ん
な

で
⼀

緒
に
作

っ
た

街
に

対
し

て
の
愛
着
」を

感
じ

、そ
の
気
持

ち
を

⼤
切

に
し

た
い

。
た

だ
、「
お
店
作

り
」

と
い

う
課
題

が
あ

る
中

で
、

ど
の

よ
う

に
つ

な
げ

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
か

と
い

う
こ

と
を

、
教

師
だ

け
で

な
く
み

ん
な

で
考

え
て

い
き

た
い

。
 

 
 

 
              

そ
れ

を
⾒

て
い

た
ほ

か
の

⼦
ど

も
た

ち
は

、「
じ
ゃ

あ
僕

は
⾞
作

る
！
」

と
⾔

っ
て
廃

材
や
紙

コ
ッ

プ
で
作

っ
た
⾞

に
磁
⽯

を
付

け
た

り
、
私

は
「

と
ま

れ
」

の
看
板

を
作

る
！

と
ス

ト
ロ

ー
を

使
っ

て
⽴
体
的

な
標
識

を
作

っ
た

り
、

⼀
⻫

に
街

づ
く

り
を

始
め

た
。

 
A

児
、
Ｃ

児
、
Ｇ

児
は

、
三

⼈
で

試
⾏
錯
誤

し
な

が
ら

ク
レ

ー
ン
ゲ

ー
ム

の
ア

ー
ム
部

分
を
作

り
上
げ

、
磁
⽯

の
つ

い
た
⾞

を
持

ち
あ
げ

て
歓
声

を
上
げ

て
い

た
。

 
そ

の
後

、
年

下
の
４
歳

児
だ

け
で

な
く

、
年
上

の
⼩

学
⽣

や
特

別
⽀
援

の
児
童

の
⼈

た
ち

に
も

楽
し

ん
で

も
ら

う
に

は
ど

う
し

た
ら

い
い

の
か

、
ど

う
い

う
⼯

夫
が
必
要

か
の

話
し
合

い
を

し
な

が
ら

、
お
店
作

り
が

進
め

ら
れ

た
。

 

           

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
【
課
題

を
⾃
覚

し
な

が
ら

遊
び

に
没
頭

す
る

】
 

本
事

例
に
お

い
て

個
別
最
適

な
学

び
と
捉

え
た
ポ

イ
ン

ト
は

、
⼦

ど
も

⼀
⼈

⼀
⼈

が
⾃

分
の

興
味

・
関
⼼

に
基

づ
き

、
課
題

を
⾃
覚

し
な

が
ら

遊
び

に
没
頭

し
て

い
た
点

で
あ

る
。
特

に
A

児
は

、
積
み
⽊

を
⾼

く
積

む
と

い
う
明
確

な
⽬
的

を
も

ち
、

試
⾏
錯
誤

を
繰

り
返

す
中

で
⾃

分
な

り
の
⽅
法

を
更
新

し
て

い
っ

た
。

こ
の

個
の

学
び

が
可
視
化

さ
れ

た
こ

と
で

、
周
囲

の
⼦

ど
も

が
関
⼼

を
寄
せ

、
同

じ
遊

び
に
関
わ

ろ
う

と
す

る
姿

が
⽣

ま
れ

た
点

を
、
協
働
的

な
学

び
へ

の
転
換
点

と
捉

え
た

。
協
働

は
初

め
か

ら
⽬
的
化

さ
れ

た
も

の
で

は
な

く
、

個
の
探

究
が
他
者

を
引

き
寄
せ

、
や

り
と

り
や

役
割

分
担

を
通

し
て

⾃
然

に
形
成

さ
れ

た
も

の
で

あ
っ

た
。

こ
の
過
程

か
ら

、
個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
は

対
⽴

す
る

も
の

で
は

な
く

、
相
互

に
影
響

し
合

い
な

が
ら
循

環
的

に
深

ま
る
関
係

に
あ

る
と

考
え

た
。

 
２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働

的
な

学
び

に
つ

な
が

っ
た

と
思

っ
た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
【

環
境

を
通

し
て

個
の

遊
び
保
障

す
る

】
 

本
事

例
に
お

け
る
保

育
者

の
援
助

の
ポ

イ
ン

ト
は

、
⼦

ど
も

の
興

味
が

⽴
ち
上

が
る

初
期
段
階

で
過
度

に
介

⼊
せ

ず
、

環
境

を
通

し
て

個
の

学
び

を
保
障

し
た
点

で
あ

る
。
A

児
が

⼀
⼈

で
積
み
⽊

に
集
中

し
て

い
る
際

、
保

育
者

は
声
掛

け
を

控
え

、
継
続

し
て

試
せ

る
時
間

と
空
間

を
確
保

し
た

。
ま

た
、
他

児
が
関
⼼

を
⽰

し
始

め
た
段
階

で
は

、
活
動

を
全
体
化

す
る

こ
と

な
く

、
⾃
然

な
関
わ

り
が

⽣
ま

れ
る

の
を

待
っ

た
こ

と
が

、
主
体
的

な
協
働

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
さ

ら
に

、
遊

び
が

発
展

し
た
段
階

で
は

、
素

材
の
追

加
や
他

ク
ラ

ス
と

の
交
流

と
い

っ
た

環
境

調
整

を
⾏

い
、

⼦
ど

も
⾃

⾝
が
⽬
的

を
再
構
築

で
き

る
よ

う
⽀

え
た

。
こ

れ
ら

の
援
助

は
、

個
別
最
適

な
学

び
を
起
点

と
し

な
が

ら
、
協
働
的

な
学

び
へ

と
広

が
る

道
筋

を
意
図
的

に
⽀

え
る

も
の

で
あ

っ
た

。
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「
や

ま
ぐ

み
い

ろ
い

ろ
ラ

ン
ド

」
 

 
園

名
：
弘

前
⼤

学
教

育
学
部

附
属

幼
稚

園
 

 【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
 
４

〜
９

⽉
 

○
 
気

の
合

う
友

達
と

め
あ

て
を

も
ち

、友
達

と
⼀

緒
に

試
し

た
り
互

い
に

相
談

し
た

り
す

る
な

ど
、互

い
に
意

⾒
を
出

し
合

っ
て

遊
び

、
喜

び
や

楽
し

さ
を
共
有

す
る

。
 

○
 

遊
び

の
中

で
、

⾃
分

の
も

っ
て

い
る

イ
メ

ー
ジ

や
思

い
を

伝
え

な
が

ら
、

⾃
分

な
り

の
⼒

を
発
揮

す
る

。
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
4⽉

7⽇
、

学
級
開

き
の

⽇
に
「

あ
と

1年
で

幼
稚

園
⽣
活

が
終
わ

る
こ

と
」

を
話
題

に
し

、
み

ん
な

で
や

り
た

い
こ

と
を

考
え

よ
う

と
提
案

し
た

。
す

る
と

、
メ

ダ
ル
屋

さ
ん

や
恐
⻯
作

り
な

ど
に

興
味

を
も

っ
た

⼦
ど

も
た

ち
が

、
思

い
思

い
に
製
作

を
始

め
た

。
最

初
は
数

⼈
ず

つ
が
集

ま
り

、
そ

れ
ぞ

れ
作

り
た

い
も

の
を
作

っ
て

い
た

が
、

そ
の
姿

に
刺
激

を
受

け
た
他

の
⼦

ど
も

た
ち

も
お
店

の
準

備
を

始
め

る
よ

う
に

な
っ

た
。

そ
こ

で
、

広
が

っ
て

い
た

お
店
屋

さ
ん

を
、

年
⻑

や
ま

組
み

ん
な

で
の
お
店
屋

さ
ん

に
し

て
み

よ
う

と
進

め
て

い
っ

た
。

 
活
動

が
広

が
る
中

で
、
降

園
時

に
み

ん
な

で
今

⽇
の

遊
び

を
振

り
返

る
場

を
設

け
た

。
⼦

ど
も

た
ち

が
「

こ
ん

な
こ

と
し

た
よ
」「

も
っ

と
こ

う
し

た
い
」

と
話

す
中

で
、
別

の
遊

び
を

し
て

い
た

⼦
ど

も
に

も
「

何
か

や
っ

て
み

た
い

こ
と

は
あ

る
？
」

と
問

い
か

け
て
み

る
と

、「
や

り
た

か
っ

た
け

ど
、

ど
う

す
れ
ば

い
い

か
分

か
ら

な
か

っ
た
」

と
い

う
声

が
聞

か
れ

た
。

そ
の
気
持

ち
を
受

け
⽌

め
、

き
っ

か
け

を
提
案

す
る

と
、

⾃
然

に
仲
間

と
⼀

緒
に

取
り

組
む
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

そ
の

後
は

、
⼦

ど
も

た
ち

は
「

ど
う

し
た

ら
お
客

さ
ん

が
増

え
る

か
」

と
い

う
発
想

か
ら

、
よ

り
よ

い
も

の
を
作

ろ
う

と
試
⾏
錯
誤

す
る
姿

も
⾒

ら
れ

た
。

 
 
徐

々
に

興
味

を
⽰

す
⼦

ど
も

が
増

え
る
中

で
、
最
終
的

に
は

ク
ラ

ス
全
員

が
活
動

に
参

加
で

き
る

よ
う

、
学

級
の

中
で

⼀
⼈

ひ
と

り
を

ど
う

⽣
か

す
か

を
考

え
な

が
ら
援
助

し
た

。
ま

た
、

⼦
ど

も
た

ち
は

⾃
分

た
ち

で
考

え
た
お
店

屋
さ

ん
に

つ
い

て
、「

ど
う

す
れ
ば
お
客

さ
ん

が
増

え
る

か
」

と
い

う
視
点

か
ら

、
よ

り
よ

い
も

の
を
作

ろ
う

と
試
⾏

錯
誤

す
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
事

例
で

あ
る

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

４
⽉

１
３

⽇
 

 
恐
⻯

チ
ー

ム
に

よ
る
恐
⻯

１
体
⽬
（

ト
リ
ケ

ラ
ト

プ
ス
）

の
製
作

が
始

ま
っ

た
。
A

児
や
B

児
が
必
要

な
物

を
持

ち
寄

り
、

組
み

⽴
て

を
始

め
た

。
C

児
は
図
鑑

を
参

考
に

し
な

が
ら
模

様
を
描

き
始

め
た

。
A

児
は
乗

っ
て

も
⼤
丈

夫
か
B

児
と
確

か
め

て
い

た
。

 
C

児
 
「
体

の
⾊

は
緑
⾊

だ
っ

た
よ

。」
 

 
１
０

⽇
ほ

ど
で

ト
リ
ケ

ラ
ト

プ
ス

が
完
成

し
た

。
 

 
     ４

⽉
１
９

⽇
 

 
D

児
が
周

り
の

⼈
に
声

を
か

け
、
メ

ダ
ル
屋

さ
ん

を
開

こ
う

と
誘

っ
た

。
メ

ダ
ル
屋

さ
ん

チ
ー

ム
が
誕

⽣
し

た
。

 
E

児
 
「
看
板

も
作

ろ
う

。」
 

F
児

 
「
⾊
変

え
た

ら
？
」

 
 

⾃
分

の
考

え
を

伝
え

な
が

ら
、

⾃
分

の
ア

イ
デ
ア

を
持

ち
寄

り
作
業

を
進

め
て

い
た

。
次

の
⽇

に
は

、
屋
台

の
原

型
が

で
き

あ
が

っ
た

。
 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ［
c］

⼦
ど

も
の

や
っ

て
み

た
い

と
思

う
気
持

ち
に
寄

り
添

い
、

材
料

な
ど

を
⽤
意

し
た

。
恐
⻯

の
イ
メ

ー
ジ

に
つ

い
て

は
、
保

育
者

が
提
⽰

す
る

の
で

は
な

く
、

⼦
ど

も
⾃
⾝

に
考

え
さ
せ

た
い

と
思

っ
た

。
 

          ［
b］
恐
⻯

チ
ー

ム
が
盛

り
上

が
っ

て
い

る
の

を
数

⽇
⾒

て
き

た
こ

と
が
刺
激

に
な

っ
た

の
か

、
⾃

分
た

ち
で

も
何

か
作

り
た

い
と
⽬

が
向

い
て

い
っ

た
の

で
は

な
い

か
。

 
    

５
⽉
９

⽇
 

 
メ

ダ
ル
屋

さ
ん

チ
ー

ム
は

、
毎

⽇
メ

ダ
ル
作

り
や
屋

台
作

り
に

取
り

組
ん

で
い

た
が

、
こ

の
⽇

も
D

児
た

ち
が

⾃
分

た
ち

で
屋
台

を
運

ん
で
作
業

を
始

め
て

い
た

。
メ

ダ
ル

の
数

が
増

え
て

き
た

の
で

、
屋
台

の
仕
上
げ

に
取

り
か

か
っ

て
い

た
。
絵

の
具

を
出

し
て

も
ら

い
、
柱

な
ど

に
⾊

を
塗

っ
て

い
た

。
 

G
児
「

こ
の
⾊

い
い

ね
。」

 
H

児
「
私

は
こ

こ
に
塗

る
よ

。」
 

D
児
「
メ

ダ
ル

も
う

ち
ょ

っ
と
作

ら
な

い
と

。」
 

 
作
業

を
進

め
て

い
る

う
ち

に
、
絵

の
具

で
⾊

を
塗

る
こ

と
そ

の
も

の
が

楽
し

く
な

っ
て

い
き

、
⾊

を
混
ぜ

て
は

少
し
塗

っ
て

、
ま

た
新

し
い
⾊

を
混
ぜ

て
と

い
う
⾵

に
、

楽
し
み

な
が

ら
⾊
塗

り
を

し
て

い
た

。
 

      ５
⽉

２
３

⽇
 

 
恐
⻯

チ
ー

ム
は

、
4⽉
中
旬

か
ら
作
業

を
継
続

し
て

き
た

。
恐
⻯

２
体
⽬

は
テ
ィ

ラ
ノ
サ

ウ
ル

ス
を
作

る
こ

と
に

な
っ

た
。
B

児
は

、
⾃

分
の
⾝

⻑
を
超

え
る
ほ

ど
の

⼤
き

な
段

ボ
ー

ル
を
持

っ
て

き
て

、
体

の
膨

ら
み

を
出

し
た

い
と
新

聞
紙

な
ど

を
丸

め
て
段

ボ
ー

ル
に

く
っ

つ
け

る
作
業

を
し

て
い

た
。
I児

や
J児

も
⼿

伝
う

よ
う

に
な

り
、
毎

⽇
好

き
な

遊
び

の
時
間

は
没
頭

し
て
恐
⻯
作

り
に
向

か
っ

て
い

た
。
J児

は
4⽉

か
ら

の
転

⼊
児

で
あ

っ
た

が
、
恐
⻯
作

り
を
通

し
て

、
作
業

の
合
間

に
交
わ

す
何
気

な
い
会

話
を

す
る

の
が

楽
し

か
っ

た
よ

う
で

、
こ

の
作
業

を
機

に
と

て
も
明

る
く

な
っ

た
。

 
      ５

⽉
２
９

⽇
 

 
メ

ダ
ル
屋

さ
ん

の
メ

ダ
ル

が
増

え
て

き
た

様
⼦

を
恐

⻯
チ

ー
ム

が
⾒

て
い

た
。
恐
⻯

チ
ー

ム
の

⼦
ど

も
た

ち
が
「
お
店
屋

さ
ん
」

と
い

う
活
動

を
意
識

し
始

め
た

よ
う

だ
っ

た
。

 
 ６

⽉
１

⽇
 

 
テ
ィ

ラ
ノ
サ

ウ
ル

ス
が

い
よ

い
よ

完
成

に
近

づ
く

頃
、
B

児
は

遊
び

に
来

て
い

た
年

少
組

・
年
中

組
の
み

ん
な

が
恐
⻯

の
⼝

に
⼿

を
⼊

れ
て

遊
ん

で
い

る
の

を
⾒

て
、
恐
⻯

の
⼝

に
⼿
裏
剣

を
投
げ

⼊
れ

る
ゲ

ー
ム

を
思

い
付

き
、
折

り
紙

で
⼿
裏
剣

を
作

る
こ

と
に
熱
中

し
て

い
た

。
初

め
は

⼿
裏
剣

の
折

り
⽅

が
分

か
ら

な
か

っ
た

 [c
]こ

の
時

期
は

、
お
店
屋

さ
ん

の
準

備
を

す
る

と
い

う
よ

り
は

、
絵

の
具

遊
び

を
⽇

々
楽

し
ん

で
い

た
。
⾊

の
混

ざ
り
⽅

に
よ

っ
て
違

う
⾊

が
で

き
た

り
、
綿
等

の
素

材
に
絵

の
具

を
付

け
た

り
す

る
こ

と
を

楽
し

ん
で

い
た

。
絵

の
具

遊
び

に
満

⾜
す

る
ま

で
⾒
届

け
た

。
 

                ［
a］
J児

は
、
笑
顔

で
過
ご

し
て

は
い

る
も

の
の

⼀
緒

に
遊
ぶ

友
達

を
⾒

つ
け

ら
れ

ず
に

い
た

が
、
恐
⻯
作

り
に

興
味

を
も

ち
、
協
⼒

し
な

が
ら
作
業

し
て

い
る

う
ち

に
徐

々
に

友
達

と
過
ご

す
時
間

が
増

え
た

。
協

同
製
作

に
没
頭

す
る
中

、
⼈
間
関
係

も
構
築

さ
れ

て
い

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
 

            ［
b］

こ
れ

ま
で
恐
⻯
作

り
に
集
中

し
て

い
た

が
、
仲
間

の
活
動

に
刺
激

を
受

け
て

い
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

⼦
ど

も
同

⼠
の
影
響

が
広

が
り

、
遊

び
の

テ
ー

マ
が
共
有

さ
れ

て
い

く
過
程

に
あ

る
と
捉

え
た

。
 

  ［
a］
恐
⻯
作

り
で

は
、

こ
だ
わ

り
を

も
っ

て
作

っ
て

い
た

。
そ

れ
は

、
年

少
組

・
年
中

組
の

⼦
ど

も
た

ち
に

す
ご

い
も

の
を

⾒
せ

た
い

と
い

う
願

い
が

あ
っ

た
か

ら
で

は
な

い
か

と
考

察
す

る
。

１
ヶ

⽉
で

１
０
０

個
の

⼿
裏

剣
を
作

る
の

は
⼤
変

な
こ

と
だ

が
、
B

児
は

そ
の

思
い

か
ら
ゲ

ー
ム

を
思

い
つ

き
、

た
く

さ
ん

準
備

を
し

た
の

12



の
で

、
教

え
て

も
ら

い
な

が
ら
折

り
⽅

を
覚

え
て

い
っ

た
。
家

に
あ

る
折

り
紙

で
何

個
も
作

っ
て

は
幼

稚
園

に
持

っ
て
来

て
、

ま
た

幼
稚

園
で

も
作

っ
て

を
繰

り
返

し
、

１
ヶ

⽉
程

で
１
０
０

個
も

の
⼿
裏
剣

が
完
成

し
た

。
 

 ６
⽉
８

⽇
 

 
降

園
前

の
振

り
返

り
の

時
間

。
み

ん
な

で
輪

に
な

り
、
今

⽇
の
お
店
屋

さ
ん

の
様

⼦
を

話
し
合

っ
て

い
た

。「
メ

ダ
ル

い
っ
ぱ

い
作

っ
た

よ
」「
ぼ

く
の
恐
⻯

も
⾒

て
！
」

と
、

準
備

を
進

め
て

い
る

⼦
ど

も
た

ち
の
声

が
次

々
に

あ
が

る
中

、
別

の
遊

び
を

し
て

い
た

⼦
ど

も
に

も
、
他

に
何

か
や

っ
て
み

た
い

こ
と

は
あ

る
か

と
問

い
か

け
て
み

る
こ

と
に

し
た

。
す

る
と

、
O

児
や
Q

児
が
「
お
店

を
や

り
た

か
っ

た
け

ど
、

ど
う

す
れ
ば

い
い

か
分

か
ら

な
か

っ
た
…
」

と
話

し
て

く
れ

た
。

そ
れ

を
聞

い
た
周

り
の

⼦
ど

も
た

ち
は
「

じ
ゃ

あ
⼀

緒
に

や
ろ

う
よ
！
」

と
声

を
か

け
て

く
れ

て
い

た
。

こ
れ

を
き

っ
か

け
に
「

ど
ん

な
お
店

が
い

い
か

な
？
」

と
問

い
か

け
、

⼦
ど

も
の

思
い

を
引

き
出

し
な

が
ら

、
役

割
や
参

加
⽅
法

を
提
案

し
た

こ
と

で
、
新

し
い
お
店

が
⽣

ま
れ

る
こ

と
と

な
っ

た
。

 
 ６

⽉
１

２
⽇

 
 

準
備

が
盛

り
上

が
り

、
⼦

ど
も

た
ち

の
会

話
は
「

ど
ん

な
お
店

に
し

よ
う
？
」

で
い

っ
ぱ

い
に

な
っ

て
き

た
。
み

ん
な
熱
気

を
つ

な
ぐ

役
割

を
意
識

し
、
他

の
遊

び
を

し
て

い
る

⼦
ど

も
に

も
声

を
か

け
て
み

た
。「

そ
の

遊
び

を
お
店

に
取

り
⼊

れ
た

ら
⾯
⽩

そ
う

だ
ね
」

と
提

案
す

る
な

ど
、
今

の
遊

び
を

⽣
か
せ

る
役

割
を
⽰

し
て

み
た

。
次
第

に
お
店
屋

さ
ん

に
興

味
を

も
つ

⼦
ど

も
が

増
え

て
い

き
、

じ
ゃ

あ
み

ん
な

で
お
店
屋

さ
ん

を
や

ろ
う

と
い

う
こ

と
に

な
っ

た
。

そ
ん

な
中

、
K

児
は
お
ば

け
や

し
き

を
作

り
た

か
っ

た
が

、
準

備
が

進
ま

ず
に

い
た

。
み

ん
な

と
⼀

緒
の

タ
イ

ミ
ン
グ

で
お
ば

け
や

し
き

を
開

き
た

い
か

聞
く

と
、

こ
こ

か
ら

で
は
間

に
合
わ

な
い

の
で

、
違

う
こ

と
で
参

加
し

た
い

と
い

う
こ

と
に

な
っ

た
。

そ
こ

で
、
K

児
に
他

に
ど

ん
な

こ
と

を
し

て
み

た
い

か
聞

く
が

、
ア

イ
デ
ア

が
浮

か
ば

な
い

様
⼦

。
 

「
ど

ん
な
お
店
屋

さ
ん

が
あ

る
と

い
い

か
な

。」
 

G
児
「
お
店
屋

さ
ん

で
買

い
物

を
し

た
ら

、
袋

が
あ

れ
ば

い
い

ん
じ
ぁ

な
い
？
」

 
「

そ
う

だ
ね

。
G

ち
ゃ

ん
い

い
考

え
だ

ね
。」

 
K

児
「

う
ん

。
い

い
ね
ぇ

。
わ

か
っ

た
！
」

 
      
K

児
は

、
キ

ラ
キ

ラ
テ

ー
プ

な
ど

も
上

⼿
に

使
い

な
が

だ
ろ

う
。

 
      [c
]振

り
返

り
の

場
を

設
け

た
こ

と
で

、
普
段
⾔

え
な

か
っ

た
「

や
り

た
か

っ
た

が
⽅
法

が
分

か
ら

な
か

っ
た
」

と
い

う
⼦

ど
も

の
思

い
を
引

き
出
せ

た
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
安
⼼

し
て
気
持

ち
を

話
せ

る
場

づ
く

り
と

、
参

加
の

き
っ

か
け

を
保
障

す
る
援
助

が
重
要

で
あ

る
と

感
じ

た
。

 
           [c
]K

児
は
保

育
室

い
っ
ぱ

い
に
お
ば

け
を
吊

る
し

て
お

ば
け

や
し

き
を
作

る
イ
メ

ー
ジ

が
あ

っ
た

よ
う

だ
が

、
好

き
な

遊
び

の
時
間

に
は

進
ん

で
準

備
を
せ

ず
、
促

し
て

も
す
ぐ
違

う
遊

び
に
向

か
う

様
⼦

が
続

い
た

。
し

か
し

、
周

り
が

ど
ん

ど
ん

完
成

し
て

い
く

の
を

⾒
て

、
よ

う
や

く
間

に
合
わ

な
い

と
気
付

い
た

様
⼦

。
⼀
⽅

で
は

、
お
店
屋

さ
ん

に
参

加
し

た
そ

う
で

あ
っ

た
の

で
、
K

児
が
得
意

な
絵

を
⽣

か
す

こ
と

が
で

き
な

い
か

考
え

た
。
G

児
が

、
買

い
物
袋

が
必
要

と
い

う
ア

イ
デ
ア

を
出

し
て

く
れ

た
の

で
、

教
師

も
後
押

し
し

、
K

児
を
お

店
屋

さ
ん

の
輪

に
⼊

れ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

                

ら
、

１
枚

１
枚
丁
寧

に
、

し
か

も
全

て
違

う
絵

で
仕
上
げ

て
い

た
。

 
 

６
⽉

２
７

⽇
 

 
リ
ハ

ー
サ

ル
の

前
⽇

、
K

児
は
「

い
ろ

い
ろ

ラ
ン
ド

で
お
⾵
呂

や
さ

ん
を

や
り

た
い
」

と
急

に
⾔

い
出

し
た

。
ホ

ー
ル

に
あ

っ
た

マ
ッ

ト
や
積
み
⽊

を
使

っ
て

、
お
⾵
呂

を
作

り
始

め
る

と
、

何
⼈

か
の

友
だ

ち
が

⼿
伝

い
、

あ
っ

と
い

う
間

に
完
成

し
た

。
K

児
は

、
⾃

分
の

イ
メ

ー
ジ

を
形

に
で

き
て
満

⾜
そ

う
な
笑
顔

を
⾒
せ

て
い

た
。

 
 ６

⽉
２
８

⽇
 

 
そ

れ
ぞ

れ
の
お
店

が
揃

っ
て

き
た

の
で

、
こ

の
⽇

は
実

際
に

場
作

り
を

し
て
み

る
こ

と
に

し
た

。
そ

し
て

、
お
客

さ
ん

役
に

な
っ

て
く

れ
る

⼈
が

い
た

の
で

、
実
際

に
お
店

屋
さ

ん
を
開

い
て
み

る
こ

と
に

し
た

。
 

袋
屋

さ
ん

は
⾔
葉

が
け

が
ス

ム
ー
ズ

で
、
お
⾦

の
取

り
⽅

や
商
品

の
渡

し
⽅

が
上

⼿
で

あ
っ

た
。

 
C

児
「

好
き

な
袋

を
取

っ
て

く
だ

さ
い

。」
 

L
児
「

１
枚

１
０
０
円

で
す

。」
 

     
メ

ダ
ル
屋

さ
ん

も
D

児
と
G

児
が
リ

ー
ド

を
取

っ
て

う
ま

く
進

め
て

い
た

。
 

     
恐
⻯
（

⼿
裏
剣

⼊
れ
）

チ
ー

ム
は

、
⾃

分
た

ち
で

や
っ

て
み

る
と

思
う

よ
う

に
⼿
裏
剣

が
⼊

ら
な

か
っ

た
の

で
、

年
少

組
や

年
中

組
の
み

ん
な

が
う

ま
く

で
き

な
い

か
も

し
れ

な
い

と
考

え
て

い
た

。
 

「
も

し
⼿
裏
剣

が
⼝

に
⼊

ら
な

か
っ

た
ら

ど
う

す
る

こ
と

に
す

る
？
」

 
I児
「

う
〜

ん
。

ど
う

し
よ

う
。」

 
      
ア

イ
ス
屋

さ
ん

チ
ー

ム
 

M
児
「

何
味

が
い

い
で

す
か
？
」

 
D

児
「

M
ち
ゃ

ん
、

後
ろ

に
隠

し
て

る
と

何
味

あ
る

か
わ

か
ん

な
い

よ
。」

 
  

    ［
a］
K

児
は

、
友

達
の
ア

イ
デ
ア

に
乗

っ
て
袋
屋

さ
ん

に
参

加
し

て
い

た
が

、
⾃

分
か

ら
「
お
⾵
呂
屋

さ
ん
」

を
提
案

し
、
仲
間

と
協
⼒

し
て
実
現

し
た

。
こ

の
経
験

は
、
今

後
の

⾃
信

や
意
欲

に
つ

な
が

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

 
   ［
b］

そ
れ
ぞ

れ
の

チ
ー

ム
が

、
意

⾒
を
交
わ

し
な

が
ら

、
⾃

分
た

ち
の
買

い
物
経
験

を
も

と
に

、
お
店
屋

さ
ん

と
し

て
の

や
り

と
り

を
⼯

夫
し

な
が

ら
進

め
る

こ
と

が
で

き
て

い
た

。
接
客

す
る

⼈
と
商
品

を
渡

す
⼈

、
お

⾦
を
受

け
取

る
⼈

と
、

そ
れ
ぞ

れ
役

割
分
担

も
⾃

分
た

ち
で

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
              [c
]恐
⻯

チ
ー

ム
は

、年
少

組
や

年
中

組
の
み

ん
な

に
喜

ん
で

も
ら

い
た

い
と

い
う

思
い

を
も

っ
て

い
た

の
で

、
遊

び
に
来

て
く

れ
た

と
き

に
ど

う
す

れ
ば

い
い

か
を
投
げ

か
け

て
み

た
。

そ
の

場
で

は
考

え
ら

れ
な

か
っ

た
よ

う
だ

が
、

こ
れ

か
ら

ど
う

な
る

か
⾒
守

る
こ

と
に

し
た

。
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 ６

⽉
２
９

⽇
 

 
２
８

⽇
の
リ
ハ

ー
サ

ル
後

か
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
の

チ
ー

ム
で
お
店
屋

さ
ん

の
進

め
⽅

を
話

し
合

い
、
徐

々
に
決

ま
っ

て
い

っ
た

。
 

 恐
⻯
（

⼿
裏
剣

⼊
れ
）

チ
ー

ム
 

B
児
「

⼿
裏
剣

が
恐
⻯

の
⼝

に
⼊

ら
な

い
と

き
に

、
り

ん
ご

さ
ん
（

年
少
）、

さ
く

ら
さ

ん
（

年
中
）

は
５
回

ま
で

や
っ

て
も

い
い

こ
と

に
し

よ
う

。」
 

「
や

ま
（

年
⻑
）

組
は

ど
う

す
る
？
」

 
I児
「

や
ま

は
３
回

で
も

い
い

ん
じ
ゃ

な
い
？
」

 
B

児
「

そ
う

し
よ

う
。」

 
  
ア

イ
ス
屋

さ
ん

チ
ー

ム
 

「
積
み
⽊

の
お
店

は
⾼

く
積

む
と
危

な
か

っ
た

ね
。」

 
M

児
「

う
ん

。
そ

う
だ

ね
。」

 
 
袋
屋

さ
ん

 
L

児
は
，
リ
ハ

ー
サ

ル
を

し
て
み

て
、

２
本

の
棒

だ
け

で
は
５
０
枚

の
袋

を
⽀

え
ら

れ
な

い
し

、
取

り
づ

ら
そ

う
だ

っ
た

の
で

、
棒

の
数

を
増

や
そ

う
と
作
業

し
て

い
た

。
 

 

 
 

ま
た

、
み

ん
な

で
お
店
屋

さ
ん

を
開

く
⽇

の
こ

と
を

「
や

ま
ぐ
み

い
ろ

い
ろ

ラ
ン
ド
」

に
し

よ
う

と
話

し
合

っ
て
決

め
た

。
 

 
７

⽉
４

⽇
 

 
ボ

タ
ン

を
押

す
と
お
⾦

が
出

て
く

る
よ

う
に
確
認

す
る
銀
⾏

チ
ー

ム
。

 

 
 ７

⽉
５

⽇
 

 
い

よ
い

よ
本
番

。
年

少
組

や
年
中

組
を
呼

ん
で
お
店
屋

さ
ん

に
来

て
も

ら
っ

た
。
C

児
は
⽋
席

し
て

し
ま

っ
た

の

       [c
]リ
ハ

ー
サ

ル
を

し
て
み

て
、気
付

い
た

こ
と

が
た

く
さ

ん
あ

る
よ

う
だ

っ
た

の
で

、
降

園
時

に
話

し
合

う
時
間

を
設

け
て

チ
ー

ム
毎

に
話

し
合
わ
せ

る
こ

と
に

し
た

。
危
険

が
伴

う
よ

う
な

と
こ

ろ
は

具
体
的

に
ア
ド
バ

イ
ス

を
し

た
が

、
そ

の
他

は
⼦

ど
も

た
ち

の
意

思
を
尊
重

し
た

。
 

                           ［
b］

N
児

は
、家
族

と
⾏

っ
た
AT

M
の

イ
メ

ー
ジ

を
銀

⾏
チ

ー
ム

で
再
現

し
た

い
と

取
り

組
ん

で
い

た
。

う
ま

く
お
⾦

が
出

て
く

る
よ

う
に

な
る

ま
で

、
試
⾏
錯
誤

を
繰

り
返

し
て

い
た

。
保

育
者

も
⼿

伝
い

な
が

ら
、
O

児
や
P

児
と

⼀
緒

に
作
成

し
、
無

事
完
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
友

達
が

試
し

に
や

っ
て
み

る
の

を
真
剣

に
⾒

て
、
最
終
確
認

し
て

い
た

。
 

   ［
b］

準
備

期
間

か
ら
振

り
返

る
と

、⼤
変

な
こ

と
も

あ
っ

た
よ

う
だ

っ
た

。
遊

び
に
来

て
く

れ
る

⼈
数

分
の
商
品

を

で
、

⼀
⼈

で
頑
張

る
こ

と
に

な
っ

た
L

児
も

い
た

が
、
み

ん
な

は
り

き
っ

て
お
店

を
開

い
て

い
た

。
 

N
児
「
最

初
に
銀
⾏

か
ら
お
⾦

を
も

ら
っ

て
く

だ
さ
ぁ

い
。」

 
O

児
「

ボ
タ
ン

を
押

し
て

く
だ

さ
い

。」
 

P
児
「
お
財
布

ど
う
ぞ

。」
  

M
児
「

好
き

な
も

の
ど

う
ぞ

。」
 

 
B

児
「

り
ん
ご

さ
ん

は
前

の
場

所
か

ら
ど

う
ぞ

。」
 

「
成
功

し
た

の
で

⼿
裏
剣

ど
う
ぞ

。」
 

 
    

  Q
児
「
×

は
ざ

ん
ね

ん
。

ま
た
来

て
ね

。」
 

      G
児
「
メ

ダ
ル
屋

さ
ん
全
部
売

り
切

れ
ま

し
た

〜
。」

 

 
終

了
後

は
充
実

感
で

い
っ
ぱ

い
の

⼦
ど

も
た

ち
で

あ
っ

た
。

 
み

ん
な
「

楽
し

か
っ

た
〜

。」
 

B
児
「

ま
た
み

ん
な

で
い

ろ
い

ろ
ラ
ン
ド

や
ろ

う
。」

 
D

児
「
私

の
店

は
最

初
に
売

り
切

れ
に

な
っ

た
ん

だ
よ

。」
 

 
  

作
る

た
め

に
、
給
⾷

を
早

く
⾷

べ
て

準
備

す
る

チ
ー

ム
も

あ
っ

た
。

７
⽉
５

⽇
に
開
催

し
よ

う
と

い
う

こ
と

を
伝

え
る

と
、
間

に
合

う
よ

う
に

⼦
ど

も
た

ち
が
意
識

し
て

準
備

を
進

め
る
姿

も
⾒

取
る

こ
と

が
で

き
て

い
た

。
こ

の
様

⼦
か

ら
「

や
ま
ぐ
み

い
ろ

い
ろ

ラ
ン
ド
」
へ

の
意
気
込
み

が
感

じ
ら

れ
た

。
当

⽇
は

、
み

ん
な

に
喜

ん
で

も
ら

え
て

本
当

に
嬉

し
そ

う
で

あ
っ

た
。

 
                                [c
]４

⽉
か

ら
⾊

々
な

お
店

屋
さ

ん
が

⽣
ま

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

年
⻑

組
と

し
て

、
み

ん
な

で
お

店
を

開
く

こ
と

に
な

っ
た

が
、

参
加

し
て

く
れ

た
年

少
組

・
年

中
組

に
も

感
謝

し
た

い
。

お
か

げ
で

、
⼦

ど
も

た
ち

は
⼤

き
な

達
成

感
を

味
わ

う
こ

と
が

で
き

た
。
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８
⽉

２
４

⽇
 

 
夏
休
み
明

け
、
G

児
は
店

を
リ
ニ
ュ

ー
ア

ル
す

る
と

何
か

に
使

え
る

か
も

と
思

い
、
新

し
い
紙

を
張

っ
て

い
た

。
い

ろ
い

ろ
ラ
ン
ド

に
出

し
て

、
壊

れ
て

し
ま

っ
た

ト
リ
ケ

ラ
ト

プ
ス

を
直

そ
う

と
す

る
B

児
と
I児

の
姿

も
あ

っ
た

。
ま

た
、
D

児
と
H

児
た

ち
は

、
い

ろ
い

ろ
ラ
ン
ド

に
出
店

が
間

に
合
わ

な
か

っ
た
ハ
ン
バ

ー
ガ

ー
屋

さ
ん

を
改

め
て
開

き
た

い
と

、
準

備
の
続

き
を

し
て

い
た

。
 

      ８
⽉

２
９

⽇
 

 
く

じ
引

き
チ

ー
ム

も
、

も
う

⼀
回
お
店

を
開

き
た

い
と

、A
児

た
ち

は
紙
⾶
⾏
機

を
増

や
し

て
い

た
。N

児
は

、
周

り
で

い
ろ

い
ろ

ラ
ン
ド
第

２
弾

が
始

ま
る
雰
囲
気

を
感

じ
て

か
、
お
⾦

を
増

や
し

て
い

た
。

準
備

が
で

き
た

の
で

、
Q

児
と
A

児
は

、
ワ
ゴ
ン

を
使

っ
て

さ
く

ら
組

に
く

じ
引

き
屋

さ
ん

を
し

に
⾏

っ
た

。
す

る
と

、
み

ん
な

は
何

度
も
来

て
、

く
じ

を
楽

し
ん

で
く

れ
た

。
 

      ９
⽉

１
０

⽇
 

 
年

少
組

・
年
中

組
の
み

ん
な

が
喜

ん
で

く
れ

た
の

で
、

楽
し

く
な

り
、も

っ
と
⾶
ぶ
紙
⾶
⾏
機
作

り
を

す
る
A

児
た

ち
。

 
A

児
「
ぼ

く
の

す
ご

い
⾶

ん
だ

よ
。」

 
気

づ
く

と
紙
⾶
⾏
機
⾶
ば

し
⼤
会

に
な

っ
て

い
た

。
 

      ９
⽉

１
４

⽇
 

 
や

ま
ぐ
み

い
ろ

い
ろ

ラ
ン
ド

に
は
間

に
合
わ

な
か

っ
た
ハ
ン
バ

ー
ガ

ー
屋

さ
ん

の
準

備
が

整
い

、
D

児
た

ち
は

、
ワ
ゴ
ン

で
売

り
に
⾏

く
こ

と
に

な
っ

た
。

 
D

児
「
ハ
ン
バ

ー
ガ

ー
屋

さ
ん

で
ぇ

す
。」

 
 
全

園
児

で
の
ホ

ー
ル

遊
び

の
時

は
、

年
少

組
の
み

ん
な

が
ま

た
来

て
く

れ
て

た
く

さ
ん
買

っ
て

く
れ

た
。

 

               ［
a］

い
ろ

い
ろ

ラ
ン
ド

で
は

ル
ー

ル
を
厳

し
く

し
す
ぎ

て
景
品

の
紙
⾶
⾏
機

を
余

し
て

し
ま

い
、反
省

し
た
Q

児
は

、
こ

の
⽇

は
く

じ
が
×

で
も

が
出

て
も
渡

す
こ

と
に

し
て

い
た

。
い

ろ
い

ろ
ラ
ン
ド

が
終
わ

っ
た

後
も

、
好

き
な

遊
び

の
時
間

で
ワ
ゴ
ン

の
お
店

を
開

く
と

年
少

組
・

年
中

組
の
み

ん
な

が
遊

び
に
来

て
く

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

前
回

う
ま

く
い

か
な

か
っ

た
と

こ
ろ

も
改
善

す
る

こ
と

が
で

き
た

の
だ

ろ
う

。
 

      ［
a］
紙
⾶
⾏
機

を
く

じ
の
景
品

に
す

る
た

め
に

、い
ろ

い
ろ

ラ
ン
ド

の
前

も
作

っ
て

は
⾶
ば

し
て

を
繰

り
返

し
て

い
た

が
、こ

こ
で

は
、も

っ
と

い
い

も
の

を
作

り
た

い
と

、
時
間

を
気

に
せ

ず
こ

だ
わ

り
な

が
ら
作

り
込

ん
で

い
た

。
 

［
b］

よ
く
⾶
ぶ
紙
⾶
⾏
機

を
作

っ
て

い
る

⼈
同

⼠
で

、⾃
然

と
紙
⾶
⾏
機

⼤
会

に
な

り
、

⼤
盛

り
上

が
り

を
し

て
い

た
。

期
⽇

に
間

に
合
わ
せ

よ
う

と
し

て
い

た
頃

と
⽐

べ
、

と
こ

と
ん
⾶
ば

し
合

い
を

楽
し

ん
で

い
る

よ
う

に
⾒

え
た

。
 

   [c
]や

ま
ぐ
み

い
ろ

い
ろ

ラ
ン
ド

後
も

⾃
発
的

に
お
店
屋

さ
ん

を
続

け
、
商
品

を
リ
ニ
ュ

ー
ア

ル
し

た
り
サ

ー
ビ

ス
を
増

や
し

た
り

と
、

⼯
夫

し
な

が
ら
継
続

さ
せ

て
い

た
。

こ
の
姿

か
ら

は
、

遊
び

を
⾃

分
た

ち
で

発
展

さ
せ

る
主
体

性
や

、
状
況

に
応

じ
て

考
え

⼯
夫

す
る
⼒

が
育

っ
て

い
る

過
程

で
あ

る
と

感
じ

た
。
保

育
者

は
、

こ
の
意
欲

を
尊
重

し
、
必
要

な
環

境
を

整
え

る
こ

と
が
重
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

 
  

 
 

こ
の

よ
う

に
、

や
ま
ぐ
み

い
ろ

い
ろ

ラ
ン
ド

の
開
催

後
も

、
次

々
と
お
店
屋

さ
ん

を
⾃

発
的

に
始

め
進

め
る

遊
び

が
広

が
っ

て
い

っ
た

。
特

に
、

後
半

か
ら
お
店

の
準

備
を

し
て

い
た

⼦
ど

も
た

ち
が

、
卒

園
前

⽇
ま

で
お
店

を
開

き
続

け
て

い
た

。
お
客

さ
ん

が
減

る
と

、
商
品

を
リ
ニ
ュ

ー
ア

ル
し

、
サ

ー
ビ

ス
を
増

や
す

な
ど

⼯
夫

し
な

が
ら

、
最

後
ま

で
意
欲
的

に
続

け
て

い
る
姿

を
⾒

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

          

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

 
こ

の
事

例
で

、個
別
最
適

な
学

び
や

、協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。 

【
好

き
な

こ
と

・
得
意

な
こ

と
を
起
点

に
し

た
遊

び
込
み

】
 

B
児

は
恐
⻯
作

り
に
強

い
関
⼼

を
も

ち
、
最

初
の

ト
リ
ケ

ラ
ト

プ
ス
製
作

で
は
図
鑑

を
⾒

な
が

ら
模

様
を
描

き
、
仲

間
と
「
乗

っ
て

も
⼤
丈

夫
か
」

を
確
認

し
な

が
ら

⼯
夫

を
重

ね
て

い
た

。
そ

の
後

、
テ
ィ

ラ
ノ
サ

ウ
ル

ス
作

り
で

は
、

⾃
分

の
⾝

⻑
を
超

え
る
段

ボ
ー

ル
を
持

ち
込
み

、
新

聞
紙

を
丸

め
て
膨

ら
み

を
出

す
な

ど
、

よ
り

本
格
的

な
製
作

に
挑

戦
し

て
い

た
。

さ
ら

に
、
恐
⻯

の
⼝

を
使

っ
た
ゲ

ー
ム

を
思

い
つ

き
、
折

り
紙

で
⼿
裏
剣

を
作

る
こ

と
に
熱
中

し
、
家

で
も

園
で

も
折

り
続

け
て

1か
⽉

で
10
0個

を
完
成

さ
せ

た
。

こ
の
姿

に
は

、
⾃

分
の

こ
だ
わ

り
を
追
求

す
る

楽
し

さ
と

、
や

り
た

い
こ

と
を

や
り

抜
く
⼒

が
育

っ
て

い
る

こ
と

が
感

じ
ら

れ
る

。
ま

た
、
K

児
は
お
ば

け
や

し
き

の
準

備
が

進
ま

ず
に

い
た

が
、
G

児
の
「
買

い
物
袋

が
あ

れ
ば

い
い
」

と
い

う
発
想

を
き

っ
か

け
に

、
絵

を
描

く
こ

と
を

⽣
か

し
て
袋
屋

さ
ん

に
参

加
で

き
た

。
⾃

分
の
得
意

を
発
揮

で
き

る
場

が
あ

る
こ

と
で

、
活
動
へ

の
意
欲

が
⾼

ま
り

、
満

⾜
感

を
得

る
こ

と
が

で
き

て
い

た
。

 
 【

試
⾏
錯
誤

を
楽

し
む
姿

】
 

N
児

は
AT

M
の
仕

組
み

を
再
現

し
よ

う
と

、
ボ

タ
ン

を
押

す
と
お
⾦

が
出

る
よ

う
に

何
度

も
確
認

や
修
正

を
繰

り
返

し
な

が
ら

取
り

組
ん

で
い

た
。

う
ま

く
い

か
な

い
と

き
に

は
仲
間

と
⼀

緒
に

考
え

、
試

し
な

が
ら
改
善

し
て

い
く
姿

が
あ

っ
た

。
メ

ダ
ル
屋

さ
ん

チ
ー

ム
も

、
屋
台

の
仕
上
げ

で
絵

の
具

を
使

い
、
⾊

を
混
ぜ

て
新

し
い
⾊

を
作

る
こ

と
を

楽
し

ん
で

い
た

。「
こ

の
⾊

い
い

ね
」「
私

は
こ

こ
に
塗

る
よ
」

と
声

を
掛

け
合

い
な

が
ら

、
素

材
や
⾊

の
⼯

夫
を
重

ね
て

い
た

。
こ

う
し

た
過
程

で
は

、
⼦

ど
も

が
⾃

分
の

思
い

を
形

に
し

よ
う

と
す

る
挑
戦

を
楽

し
み

、
試
⾏
錯
誤

を
通

し
て

達
成

感
を

味
わ

っ
て

い
た

。
 

 【
互

い
の
ア

イ
デ
ア

を
出

し
合

い
、

相
談

し
な

が
ら

進
め

る
】

 
メ

ダ
ル
屋

さ
ん

で
は
「
看
板

を
作

ろ
う
」「
⾊

を
変

え
た

ら
？
」

と
意

⾒
を
出

し
合

い
、
恐
⻯

チ
ー

ム
で

は
「

年
少

組
・

年
中

組
は
5回

ま
で
O
K」
「

年
⻑

組
は
3回
」

と
ル

ー
ル

を
話

し
合

っ
て
決

め
る
姿

が
あ

っ
た

。
ア

イ
ス
屋

さ
ん

で
は
「

何
味

が
い

い
で

す
か
？
」

と
や

り
と

り
を

⼯
夫

し
な

が
ら

進
め

て
い

た
。

こ
う

し
た

場
⾯

で
は

、
⼀

⼈
ひ

と
り

が
⾃

分
の

考
え

を
伝

え
、
仲
間

の
意

⾒
を
受

け
⽌

め
な

が
ら

、
よ

り
よ

い
⽅
法

を
⾒

つ
け

て
い

た
。

役
割

分
担

や
接
客

の
仕
⽅

を
⾃

分
た

ち
で
決

め
る
過
程

は
、
仲
間

と
協
⼒

し
な

が
ら
活
動

を
進

め
る
⼒

を
育

ん
で

い
た

。
 

 【
困
難

や
葛
藤

を
乗

り
越

え
る
過
程

を
共
有

】
 

K
児

が
準

備
に
間

に
合
わ

ず
袋
屋

さ
ん

で
参

加
で

き
た

こ
と

や
、Q

児
が
景
品

を
余

ら
せ

た
失
敗

を
改
善

し
て
次

の
活
動

に
⽣

か
し

た
こ

と
は

、
仲
間

と
と

も
に
課
題

を
乗

り
越

え
る
経
験

で
あ

っ
た

。
こ

う
し

た
過
程

で
は

、
⼦

ど
も

た
ち

が
「

ど
う

す
れ
ば

う
ま

く
い

く
か
」

を
考

え
、
協
⼒

し
な

が
ら

解
決

す
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。
失
敗

や
調

整
を
共
有

す
る

こ
と

で
、
仲
間

と
の
信
頼
関
係

が
深

ま
り

、
次

の
活
動
へ

の
意
欲

が
⾼

ま
っ

て
い

た
。

 
 【

達
成

感
の
共
有

と
次
へ

の
意
欲

】
 

「
や

ま
ぐ
み

い
ろ

い
ろ

ラ
ン
ド
」
終

了
後

、
み

ん
な

で
「

楽
し

か
っ

た
！
」

と
喜

び
合

い
、「

ま
た

や
ろ

う
！
」

と
い

15



う
声

が
⾃
然

に
出

た
こ

と
は

、
や

り
遂
げ

た
満

⾜
感

を
仲
間

と
分

か
ち
合

う
場
⾯

で
あ

っ
た

。
こ

の
達
成

感
が

、
次

の
活
動

で
「

も
っ

と
⼯

夫
し

た
い
」「
新

し
い

こ
と

に
挑
戦

し
た

い
」

と
い

う
気
持

ち
を

⽣
み

、
学

び
の
循

環
を

つ
く

っ
て

い
た

。
仲
間

と
と

も
に

達
成

感
を

味
わ

う
経
験

は
、
次

の
挑
戦
へ

の
⼤

き
な
原
動
⼒

と
な

っ
て

い
た

。
 

２
）

 
こ

の
事

例
で

、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 【

材
料

と
環

境
の
保
障

】
 

恐
⻯
作

り
や
メ

ダ
ル
屋

さ
ん

の
活
動

で
は

、
⼦

ど
も

が
⾃

分
の

イ
メ

ー
ジ

を
形

に
で

き
る

よ
う

、
段

ボ
ー

ル
や
新

聞
紙

、
絵

の
具

、
折

り
紙

な
ど

の
材
料

を
⼗

分
に

準
備

し
、

⾃
由

に
使

え
る

環
境

を
整

え
た

。
⼤

き
な
段

ボ
ー

ル
を

⾒
た

B
児

が
「

も
っ

と
⼤

き
な
恐
⻯

を
作

り
た

い
」

と
発
想

を
広
げ

、
新

聞
紙

を
丸

め
て
膨

ら
み

を
出

す
⼯

夫
を

始
め

た
姿

は
、

環
境

が
⼦

ど
も

の
挑
戦

を
後
押

し
し

た
例

で
あ

る
。

こ
う

し
た
援
助

は
、

⼀
⼈

ひ
と

り
が

⾃
分

の
こ

だ
わ

り
を
追

求
し

、
試
⾏
錯
誤

を
楽

し
む

時
間

を
保
障

す
る

こ
と

に
つ

な
が

っ
て

い
た

の
で

は
な

い
か

。
た

だ
、

材
料

の
不

⾜
や
⽚

付
け

の
負
担

が
⼦

ど
も

に
集
中

す
る

場
⾯

も
あ

り
、

準
備

の
⼯

夫
が
必
要

だ
と

感
じ

た
た

め
、

⼦
ど

も
が

よ
り

ス
ム

ー
ズ

に
活
動

で
き

る
よ

う
、
補
充

や
整

理
の
仕

組
み

を
改
善

し
た

い
と

思
う

。
⼦

ど
も

の
発
想

を
広
げ

る
た

め
に
⼗

分
な

材
料

と
選
択
肢

を
⽤
意

し
、
主
体
的

な
活
動

を
⽀

え
る

環
境

を
整

え
た

こ
と

は
、

個
別
最
適

な
学

び
に
繋

が
っ

て
い

た
の

は
良

か
っ

た
。

 
 【

考
え

る
機
会

の
保
障

】
 

恐
⻯

チ
ー

ム
が
「

⼿
裏
剣

が
⼝

に
⼊

ら
な

い
」

と
悩

ん
で

い
た

時
、
保

育
者

は
す
ぐ

に
解
決
策

を
⽰

さ
ず

、「
ど

う
し

た
ら

う
ま

く
い

く
と

思
う
？
」

と
問

い
か

け
、

⼦
ど

も
同

⼠
の

話
し
合

い
を

⾒
守

っ
た

。
メ

ダ
ル
屋

さ
ん

の
⾊
塗

り
で

は
、絵

の
具

遊
び

に
没
頭

す
る
姿

を
⼗

分
に

⾒
届

け
、満

⾜
す

る
ま

で
続

け
ら

れ
る

よ
う

に
し

た
。こ

う
し

た
援
助

は
、

⼦
ど

も
が

⾃
分

で
考

え
、
仲
間

と
相
談

し
な

が
ら

解
決

す
る
⼒

を
育

む
こ

と
に

つ
な

が
り

、
協
働
的

な
学

び
を
深

め
る

場
⾯

に
繋
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

⼀
⽅

で
、
AT

M
作

り
に

つ
い

て
は

、
い

ろ
い

ろ
ラ
ン
ド

の
開
催

⽇
が
決

ま
っ

て
い

た
た

め
、も

っ
と

試
⾏
錯
誤

で
き

る
時
間

を
保
障

で
き

た
の

で
は

な
い

か
と
反
省

し
て

い
る

。今
後

は
、⼦

ど
も

の「
考

え
た

い
」

と
い

う
気
持

ち
を
尊
重

し
、
援
助

を
ヒ
ン

ト
に

と
ど

め
る

⼯
夫

を
意
識

し
た

い
。

⼦
ど

も
の

試
⾏
錯
誤

を
尊

重
し

、
考

え
る
機
会

を
奪
わ

な
い

よ
う

に
⾒
守

り
な

が
ら

、
必
要

な
時

に
問

い
か

け
で
⽀

え
る

こ
と

が
重
要

だ
と

考
え

る
。

 
 【
仲
間

と
の

つ
な

が
り

を
⽣

む
声

か
け

】
 

準
備

が
進

ま
ず

に
い

た
K

児
に

対
し

て
、「

ど
ん

な
お
店

が
あ

る
と

い
い

か
な
？
」

と
問

い
か

け
、
G

児
の
ア

イ
デ

ア
を
拾

っ
て
「
袋
屋

さ
ん
」

と
い

う
新

し
い

役
割

を
提
案

し
た

。
K

児
へ

の
声

か
け

が
遅

れ
た

た
め

、
最

初
の
希
望

で
あ

っ
た「
お
ば

け
や

し
き
」に

は
つ

な
が

ら
ず

、も
っ

と
早

い
段
階

で
ア

イ
デ
ア

を
引

き
出

す
⼯

夫
が
必
要

だ
っ

た
が

、
今
回

は
、絵

を
描

く
得
意

を
⽣

か
し

て
活
動

に
参

加
で

き
、仲
間

と
の
関
わ

り
が

⽣
ま

れ
た

。そ
の

後
、⾃

分
か

ら「
お

⾵
呂

や
さ

ん
」

を
提
案

し
、
仲
間

と
協
⼒

し
て
実
現

す
る

と
い

う
経
験

を
す

る
こ

と
も

で
き

た
。

ま
た

、
リ
ハ

ー
サ

ル
後

に
は
「

ど
う

す
れ
ば

も
っ

と
よ

く
な

る
？
」

と
問

い
か

け
、

⼦
ど

も
同

⼠
が
改
善
点

を
話

し
合

う
場

を
設

定
し

た
。

こ
う

し
た
援
助

は
、
仲
間

と
協
⼒

し
な

が
ら
活
動

を
よ

り
よ

い
も

の
に

す
る
⼒

を
育

て
る

こ
と

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

。
⼦

ど
も

の
得
意

を
⽣

か
せ

る
役

割
を

⾒
つ

け
る
声

か
け

と
、
仲
間

と
の
協
⼒

を
促

す
場

づ
く

り
が
ポ

イ
ン

ト
に

な
っ

た
。

 
 【
活
動

の
⾒
通

し
を

も
た
せ

る
援
助

】
 

「
や

ま
ぐ
み

い
ろ

い
ろ

ラ
ン
ド
」

を
開

く
⽇

を
伝

え
、

準
備

の
⾒
通

し
を

も
た
せ

る
こ

と
で

、
⼦

ど
も

た
ち

は
⾃

分
た

ち
で
計
画

を
⽴

て
、

役
割

を
決

め
て

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。
降

園
時

の
振

り
返

り
で

は
、
各

チ
ー

ム
が
気

づ
き

を
共
有

し
、
改
善
点

を
話

し
合

う
時
間

を
設

け
た

。
こ

の
援
助

に
よ

り
、

⼦
ど

も
は

⾃
分

た
ち

の
活
動

を
振

り
返

り
、
次

に
ど

う
す

る
か

を
考

え
る
⼒

を
育

ん
だ

。
仲
間

と
協
⼒

し
て

進
め

る
姿

が
⾒

ら
れ

、
達
成

感
を
共
有

す
る

場
に

も
つ

な
が

り
、
協
働
的

な
学

び
の

場
⾯

を
⾒

取
る

こ
と

が
で

き
た

。
た

だ
、

準
備

に
追
わ

れ
る

チ
ー

ム
も

あ
り

、
余
裕

を
も

っ
た

ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

調
整

が
課
題

と
し

て
残

っ
た

。
計
画
段
階

で
時
間
配

分
を

⼦
ど

も
と

⼀
緒

に
考

え
る

こ
と

も
で

き
る

と
良

か
っ

た
。

 
 

 
 

 

 
「

お
薬

作
り

が
お

店
屋

さ
ん

に
」

 
 

園
名

：
岩

⼿
⼤

学
教

育
学
部

附
属

幼
稚

園
 

 【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
５
歳

児
８

⽉
 
Ⅱ

期
（

６
〜
９

⽉
）

 
友

達
と

の
つ

な
が

り
の
中

で
、
互

い
に

考
え

や
イ
メ

ー
ジ

を
出

し
合

っ
て

、
試

し
た

り
⼯

夫
し

た
り

し
な

が
ら

、
遊

び
を

進
め

て
い

く
よ

う
に

な
る

時
期

 
ね

ら
い
（
８

⽉
）

い
ろ

い
ろ

な
遊

び
に

取
り

組
み

な
が

ら
、

友
達

と
の

つ
な

が
り

を
取

り
戻

し
た

り
ク

ラ
ス

の
つ

な
が

り
を

 
 

 
 

 
 

 
 

感
じ

た
り

す
る

。
 

友
達

や
教

師
か

ら
の
刺
激

を
受

け
、

興
味

の
あ

る
こ

と
に

取
り

組
も

う
と

す
る

。
 

（
９

⽉
）

友
達

と
イ
メ

ー
ジ

を
出

し
合

い
な

が
ら

、
⼀

緒
に

遊
び

楽
し

さ
を

味
わ

う
。

 
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

園
庭

で
ド

ク
ダ

ミ
の
葉

を
⾒

つ
け

た
A

児
と
B

児
が

、
匂

い
を
嗅

い
で
「

う
わ
！

こ
れ

く
さ

い
！
」

と
⾔

っ
た

。
教

師
に
ド

ク
ダ

ミ
の
葉

を
持

っ
て

き
て
「

ね
え

、
こ

れ
く

さ
い

よ
！
先

⽣
も
嗅

い
で
み

て
！
」

と
A

児
が
⾔

っ
た

。
夏
休
み

が
明

け
⽔

遊
び

も
終
盤

に
差

し
掛

か
っ

て
お

り
、

⼦
ど

も
た

ち
が
次

の
遊

び
を
模
索

し
て

い
る

と
時

期
と

感
じ

て
い

た
。

教
師

は
⼦

ど
も

た
ち

が
⾃

分
に
ド

ク
ダ

ミ
の
葉

を
⾒

つ
け

た
発

⾒
を

教
え

て
く

れ
た
嬉

し
さ

を
感

じ
た

と
共

に
、「

く
さ

い
」

と
い

う
表
現

で
は

な
く

、
違

う
表
現

を
す

る
こ

と
で

、
次

の
何

か
に

つ
な

が
っ

て
ほ

し
い

と
考

え
た

。
教

師
は
「

う
わ

あ
！

な
ん

だ
か
不

思
議

な
匂

い
だ

ね
。」

と
⼦

ど
も

の
思

い
に

共
感

し
な

が
ら

、「
な

ん
か

、
お
薬
み

た
い

な
匂

い
。」

と
呟

い
た

。
教

師
の
⾔
葉

を
聞

き
、
A

児
は

再
び
葉

の
匂

い
を
嗅

い
だ

。「
お
薬

だ
！
」

と
⽬

を
⾒
開

く
と

、
す

り
鉢

に
⽔

を
⼊

れ
、
ド

ク
ダ

ミ
の

葉
を

⼊
れ

た
。
作

っ
た
⾊

⽔
に
ド

ク
ダ

ミ
の
匂

い
が

つ
い

て
い

る
こ

と
を
確

か
め

る
と

、
で

き
た
薬

を
ボ

ト
ル

に
⼊

れ
始

め
た

。
 

A
児

や
B

児
が

す
り
鉢

を
使

い
、
薬

を
作

っ
て

い
た

同
じ

テ
ー
ブ

ル
に

は
、
⽯
鹸

を
泡

⽴
て

て
作

っ
た

ク
リ

ー
ム

を
作

っ
て

遊
ぶ

⼦
ど

も
が

い
た

。
泡

に
⾊

を
つ

け
た

い
と

い
う

⼦
ど

も
た

ち
の
姿

が
⾒

ら
れ

た
た

め
、

教
師

は
３

⽇
ほ

ど
前

か
ら
⾚

・
⻘

・
⻩

の
⾷
紅

を
⽔

で
溶

か
し

た
も

の
を

テ
ー
ブ

ル
に
置

い
て

い
た

。
 

み
ん

な
が
薬

や
⽯
鹸

ク
リ

ー
ム

を
作

る
姿

を
⾒

に
来

て
い

た
C

児
は

、
様

々
な
葉

を
使

っ
て
⾊

⽔
作

り
を

し
て

い
た
A

児
や
B

児
の
隣

で
思

い
つ

い
た

よ
う

に
「
僕

も
お
薬
作

る
！
」

と
⾔

っ
た

。
C

児
は

ボ
ト

ル
に
⾷
紅

を
⼊

れ
る

と
、

⽔
で
薄

め
、「
僕

の
お
薬

が
で

き
た
！
」

と
嬉

し
そ

う
に

教
師

に
⾒
せ

た
。
周

り
の

⼦
ど

も
た

ち
も

興
味

を
持

ち
、
真
似

し
て

遊
び

始
め

た
こ

と
か

ら
「
お
薬
作

り
」

の
遊

び
が

始
ま

っ
た

。
 

 ２
．

事
例

の
記

⼊
 

８
⽉
29

⽇
（
晴

：
園

庭
）

 
①

 
C

児
は

⾃
分

で
作

っ
た
薬

を
誰

か
に
渡

し
た

い
と

思
い

、
そ
ば

に
い

た
副

園
⻑

に
「
薬

い
り

ま
せ

ん
か

。」
と
声

を
か

け
た

。
副

園
⻑

は
、「
（
養
護

教
諭
）

が
、

咳
が
出

る
っ

て
⾔

っ
て

い
た

よ
。」

と
⾔

う
と

、
C

児
は
養
護

教
諭

に
声

を
か

け
に
⾏

っ
た

。
 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
①

【
a】
作

っ
た
薬

を
買

っ
て
ほ

し
い

と
思

い
、

⾃
分

か
ら
近

く
に

い
た
副

園
⻑

に
声

を
か

け
た

。【
b】
副

園
⻑

の
話

を
聞

き
、
他

に
も
薬

が
必
要

な
⼈

が
い

る
、

と
考

え
養
護

教
諭

に
声

を
か

け
に
⾏

っ
た

。
 

【
c】
養
護

教
諭

も
、
薬

を
作

っ
て
売

り
に
来

て
く

れ
た

こ
と

を
喜

ん
だ

。
薬

を
売

り
に
来

て
く

れ
た

こ
と

を
喜

び
、
C

児
の

思
い

に
寄

り
添

っ
た

。
お

そ
ら

く
C

児
は

、
こ

の
薬

は
ど

ん
な
効
果

が
あ

る
と
決

め
て

い
な

か

16



養
護

教
諭

は
「
最
近
咳

が
ひ

ど
く

て
…

。」
「

こ
れ

は
何

の
お
薬

な
の
？
」

と
聞

く
と

、
C

児
は
「

こ
れ

は
…
咳

が
⽌

ま
る
お
薬

で
す

。」
と
⾔

っ
て
薬

を
渡

し
た

。
 

  ９
⽉

１
⽇
（
晴

れ
：

園
庭
）

 
②
B

児
は
次

の
⽇

も
ド

ク
ダ

ミ
の
葉

を
⾒

つ
け

に
⾏

っ
た

。
匂

い
の
強

い
薬

を
作

る
と
⾔

っ
て

、
様

々
な
葉

を
摘

ん
で

は
⾊

⽔
を
作

り
、

ボ
ト

ル
に

⼊
れ

て
い

っ
た

。
B

児
が
「

で
き

た
！
」

と
⾔

っ
て
匂

い
を
嗅
ぐ

と
、「

う
わ

あ
。
苦

い
匂

い
が

す
る

。」
と
笑

っ
た

。
そ

の
姿

を
⾒

て
D

児
も

、「
私

に
も
嗅

が
せ

て
！
」

と
B

児
に
頼

ん
で

い
た

。
C

児
は

そ
の
隣

で
⾷
紅

を
混
ぜ

、
濃

い
⾊

が
で

き
る

と
「

う
わ

あ
、
苦

そ
う
…

。」
と

⾔
っ

た
。

 
         ９

⽉
２

⽇
（
⾬

：
室
内
）

 
③
普
段

は
⽯
鹸

ク
リ

ー
ム

を
作

っ
て

い
る

⼦
ど

も
た

ち
も

、
薬
作

り
の
仲
間

に
加
わ

っ
た

。
D

児
は

ス
ポ

イ
ト

で
１
滴

１
滴
⾷
紅

を
た

ら
し

な
が

ら
、

ど
の

よ
う

な
⾊

が
作

ら
れ

る
か

試
し
続

け
る

。
E

児
は

、
「

あ
た

ま
（

が
良

く
な

る
薬
）」
「

め
の

よ
く

な
る
（
薬
）」

と
札

を
書

い
た

。
教

師
が
「

も
も

組
（

３
歳

児
）

さ
ん

に
病
院

が
で

き
て

い
た

よ
。
お

医
者

さ
ん

も
い

た
み

た
い

。」
と
声

を
か

け
る

と
、
E

児
は
「

じ
ゃ

あ
お

薬
渡

し
て

こ
な

き
ゃ
！
」

と
⾔

っ
て

⾃
分

の
作

っ
た
薬

を
両

⼿
に
抱

え
、

３
歳

児
の
保

育
室

に
渡

し
に
⾏

っ
た

。
 

 ９
⽉

３
⽇
（
晴

れ
：

園
庭
）

 
④
E

児
は
透
明

の
ボ

ト
ル

で
何

本
も
違

う
⾊

の
薬

を
作

っ

っ
た

だ
ろ

う
。

し
か

し
、

様
々

な
や

り
取

り
の
中

で
⾃

分
の
薬

の
効
能

を
買

っ
て

く
れ

る
⼈

に
合
わ
せ

た
も

の
に

し
よ

う
と

考
え

た
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
 

【
c】
薬

の
イ
メ

ー
ジ

に
合

う
よ

う
、

ボ
ト

ル
の
種
類

を
増

や
し

て
環

境
に

設
定

し
た

。
 

  ②
【
a】
B

児
は

、「
も

っ
と
苦

い
に
お

い
に

し
た

い
。」

と
⾔

う
思

い
を

も
ち

、
葉

を
摘

ん
で

は
匂

い
を

嗅
い

で
い

た
。

 
【
c】

教
師

も
思

い
に
寄

り
添

い
、
ハ

ー
ブ

が
植

え
て

あ
る

と
こ

ろ
に

⼀
緒

に
⾏

き
な

が
ら
匂

い
の
強

い
葉

を
探

し
た

。
 

【
a】
昨

⽇
、
養
護

教
諭

に
⾃

分
の
作

っ
た
薬

を
買

っ
て

も
ら

っ
た
経
験

に
喜

び
を

感
じ

た
C

児
は

、
次

の
⽇

も
同

じ
⽅
法

で
薬

を
作

り
始

め
た

。
 

【
b】
B

児
の
姿

を
⾒

た
周

り
の

⼦
ど

も
も

、「
何

か
⾯

⽩
そ

う
な

こ
と

を
し

て
い

る
」

と
興

味
が
湧

い
た

の
で

は
な

い
か

。
こ

の
時
匂

い
を
嗅

い
だ
D

児
は

、
次

の
⽇

か
ら
薬
作

り
に

加
わ

っ
た

。
 

【
c】
⾷
紅

は
⼦

ど
も

た
ち

が
泡

に
⾊

を
つ

け
た

い
と

い
う

思
い

か
ら

環
境

に
⽤
意

し
た

も
の

で
あ

っ
た

た
め

、
そ

の
ま

ま
⾷
紅

を
混
ぜ

、
薬

を
作

る
C

児
を

⾒
た

時
、「
薬
」

な
の

だ
か

ら
、
匂

い
や

、
シ
ロ

ッ
プ

や
粉

な
ど

の
形
状

に
注
⽬

し
な

い
か

な
？

と
教

師
は

思
っ

て
い

た
。

し
か

し
、
⼆

⽇
間

同
じ
⽅
法

で
薬

を
作

り
続

け
て

い
た
C

児
の
姿

を
⾒

て
、「

調
合

す
る
」

楽
し

さ
が

、
C

児
に

と
っ

て
の

楽
し

さ
な

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
次

の
⽇

か
ら

、「
調
合

す
る
」

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

環
境

を
構
成

す
る

こ
と

に
し

、
ス
ポ

イ
ト

の
数

を
増

や
し

た
り

、
卵
パ

ッ
ク

を
出

し
た

り
す

る
こ

と
に

し
た

。
 

③
【
a】
D

児
は
卵
パ

ッ
ク

に
1滴

ず
つ

ス
ポ

イ
ト

で
⾊

を
⼊

れ
な

が
ら

、
⾊

の
変
化

を
楽

し
ん

で
い

る
。

 
【
a】
E

児
は

前
⽇

ま
で

の
B

児
、
C

児
の
姿

か
ら

、
⾃

分
の
薬

の
効
能

を
考

え
て

い
る

。
 

【
c】
D

児
や
E

児
は
作

っ
た
薬

を
棚

に
置

き
、

⼤
事

に
保
管

し
て

い
た

が
、
作

り
っ
ぱ

な
し

の
ま

ま
次

の
遊

び
に
移

る
⼦

ど
も

の
姿

も
⾒

ら
れ

た
。
充

分
作

っ
た

と
い

う
思

い
を

味
わ

っ
て

い
る

と
読
み

取
っ

た
と

と
も

に
、

た
だ
作

る
だ

け
で

は
な

く
、

何
か
次

の
遊

び
に

⽣
か

す
こ

と
が

で
き

な
い

か
と

考
え

た
。

教
師

は
、

３
歳

児
が
廊

下
で
病
院
ご

っ
こ

を
や

っ
て

い
た
今

⽇
の
姿

を
思

い
出

し
、
薬
作

り
を

し
て

い
た

⼦
ど

も
達

に
声

を
か

け
た

。
 

   ④
【
b】
昨

⽇
３
歳

児
が

⾃
分

た
ち

の
作

っ
た
薬

を
買

っ
て

く
れ

た
こ

と
を
嬉

し
い

と
感

じ
て

い
た

。
⾊

と
り

ど
り

に
で

き
た
薬

を
ま

た
売

り
た

い
と

い
う
気
持

ち
に

た
。
20

本
ほ

ど
薬

を
作

る
と

、
⼿
押

し
⾞

に
乗
せ

て
も

も
組

に
売

り
に

い
っ

た
。

そ
の

や
り

と
り

を
⾒

て
い

た
さ

く
ら

組
（
４
歳

児
）

の
⼦

ど
も

た
ち

も
薬

を
買

い
に
来

た
。
E

児
は
「

何
円

で
す

か
？
」

と
さ

く
ら

組
の
F

児
に

聞
か

れ
る

と
ち
ょ

っ
と
間

を
開

け
て

、「
お
⾦

は
い

り
ま

せ
ん

。」
と
⾔

っ
た

。
さ

く
ら

組
の
F

児
は
「

い
や

、
そ

れ
は

だ
め

で
す

。
じ
ゃ

あ
５
０
０
円
払

い
ま

す
。」
「

ま
た

来
ま

す
。」

と
⾔

っ
て
お
⾦

に
⾒

⽴
て

た
葉

を
置

い
て

い
っ

た
。
E

児
は

た
く

さ
ん
置

か
れ

た
葉

を
⾒

て
、「
（
お
⾦
）

こ
ん

な
に

い
ら

な
い

ん
だ

け
ど

な
。」

と
呟

い
た

。
E

児
は

そ
の

⽇
の
午

後
、「

あ
し

の
は

や
く

な
る

く
す

り
 
50
0え

ん
」「

め
の

よ
く

な
る

く
す

り
 

10
00

え
ん
」「

あ
た

ま
の

よ
く

な
る

く
す

り
 
20
00

え
ん
」

と
値
札

を
書

き
、
薬

の
ボ

ト
ル

に
貼

り
始

め
た

。
 

 ９
⽉
４

⽇
（
晴

れ
：

園
庭
）

 
⑤
E

児
は
今

⽇
も
薬

を
作

り
始

め
た

。「
⾒

て
！
オ

レ
ン
ジ

⾊
が

い
っ
ぱ

い
作

れ
る

よ
う

に
な

っ
た
！
」

と
教

師
に
⾔

う
と

、「
あ

た
ま

の
よ

く
な

る
く

す
り
」

と
書

い
た
値
札

の
上

に
作

っ
た
薬

を
何

本
も
並

べ
て

い
た

。
薬

を
買

い
に
来

て
く

れ
た

さ
く

ら
組
（
４
歳

児
）

の
G

児
は

、「
⾜

の
速

く
な

る
薬

を
く

だ
さ

い
。
⻘

が
い

い
。」

と
E

児
に
⾔

っ
た

が
、
⻘

い
薬

は
す

で
に
売

り
切

れ
て

い
る

。
E

児
は

「
う

ー
ん

、
ち
ょ

っ
と

待
っ

て
。」

と
動

き
を
⽌

め
た

。
E

児
は

あ
た

り
を

⾒
回

し
、

教
師

が
薬
作

り
の

道
具

を
持

っ
て

い
た
姿

を
⾒

て
「

あ
！

分
か

っ
た
！
」

と
⾔

っ
た

。
E

児
は

⽔
や
空

の
ボ

ト
ル

、
⾃

分
が
作

っ
て

い
た
⾊

⽔
の
原

⾊
を

⾃
分

が
座

っ
て

い
た

場
に
持

っ
て

き
て

、
G

児
の
⽬

の
前

で
薬

を
作

り
、

⼿
渡

し
た

。
注
⽂

さ
れ

た
⾊

を
⾃

分
の

⼿
元

で
作

る
こ

と
が

で
き

な
い

と
分

か
る

と
、「
誰

か
、

⾚
⾊

も
っ

て
な

い
？
」

と
ほ

か
の

⼦
ど

も
た

ち
に

聞
い

た
。

そ
れ

を
聞

い
た
D

児
は
「
⾚
⾊

あ
る

よ
！
」「

何
⾊

作
り

た
い

の
？
」

と
E

児
と

や
り

取
り

を
し

、
そ

の
や

り
と

り
を

⾒
て
ほ

か
の

⼦
ど

も
た

ち
も
お
店
屋

さ
ん

に
か

か
わ

り
始

め
た

。
 

そ
の

⽇
の

遊
び

が
終
わ

り
、
⽚
付

け
を

し
な

が
ら
E

児
は

「
い

っ
ぱ

い
売

れ
た

ね
。」

と
笑
顔

で
教

師
に
⾔

っ
た

。
 

     

つ
な

が
っ

た
。

 
【
b】
「

き
く

組
（
５
歳

児
）

さ
ん

、
何

し
て

る
の
？
」

と
4歳

児
F

児
に

話
し

か
け

ら
れ
E

児
は
「
お
薬
売

っ
て

る
の

。」
と
答

え
た

。
F

児
も

、「
僕

も
欲

し
い
！
」

と
⾔

っ
て
薬

を
買

い
に
来

た
姿

を
⾒

て
、
E

児
は

初
め
「

も
も

組
（

３
歳

児
）

に
売

り
た

い
ん

だ
け

ど
な

。」
と
⾔

っ
て

い
た

が
、
F

児
が

⾃
分

の
も

と
か

ら
動

か
な

い
姿

を
⾒

て
「

そ
れ

な
ら
…

。（
そ

ん
な

に
⾔

う
な

ら
売

っ
て

あ
げ

よ
う
）」

と
⾃

分
の
気
持

ち
に
折

り
合

い
を

つ
け

、
薬

を
渡

そ
う

と
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

３
歳

児
に

は
５
歳

児
と

の
兄
弟
関
係

が
多

い
こ

と
も

あ
り

、
３
歳

児
に
売

り
た

い
と

思
っ

て
い

た
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
 

【
a】
4歳

児
と

の
や

り
と

り
の
中

で
、
お
店

を
す

る
に

は
値
段

が
必
要

だ
っ

た
と
気

づ
い

た
E

児
が

、
⾃

ら
値
札

を
作

り
始

め
た

。
 

    ⑤
【
c】

ど
の

よ
う

な
店

に
し

よ
う

か
考

え
て
店
構

え
を
作

っ
た

り
、
客

を
待

つ
ド
キ
ド
キ

感
を

味
わ

っ
た

り
す

る
等

、
店

を
作

る
と

い
う
⾯
⽩

さ
も

⼦
ど

も
た

ち
に

感
じ

て
ほ

し
い

と
教

師
は

考
え

て
い

た
。

教
師

は
、
作

る
場

と
売

り
場

を
分

け
た
ほ

う
が

⼦
ど

も
た

ち
の

場
が

整
理

さ
れ

る
と

考
え

、
薬

を
作

っ
て

い
る
丸

テ
ー
ブ

ル
の
近

く
に

⻑
⽅

形
の

テ
ー
ブ

ル
を
置

い
た

。
す

る
と

⼦
ど

も
も

、
⾃

分
の
今

ま
で
作

っ
て

い
た
薬

を
⻑
⽅

形
の

テ
ー
ブ

ル
に
置

き
、

⾃
分

は
丸

テ
ー
ブ

ル
で
薬

を
作

り
続

け
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
【
a】
E

児
は

、
⾃

分
で

イ
メ

ー
ジ

し
た
オ

レ
ン
ジ
⾊

を
作

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

と
い

う
嬉

し
さ

を
感

じ
て

い
た

か
も

し
れ

な
い

。
E

児
が
飲

ん
だ

こ
と

が
あ

る
と
⾔

っ
て

い
た
薬

も
、
オ

レ
ン
ジ
⾊

だ
っ

た
。

 
【
b】
D

児
の
中

で
は

、
⾜

の
速

く
な

る
薬

は
⻩
⾊

、
⻘

い
薬

は
⾵
邪
薬

と
決

め
て

い
た

。
し

か
し

、
４
歳

児
か

ら
注
⽂

を
受

け
た

こ
と

に
よ

っ
て

、
⾃

分
の

こ
だ
わ

り
で

は
な

く
、

相
⼿

の
欲

し
い
物

を
作

っ
て

あ
げ

よ
う

と
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
【
b】
D

児
は
注
⽂

さ
れ

た
⾊

を
作

る
た

め
に

何
の
⾊

が
必
要

か
分

か
っ

て
お

り
、

⾃
分

の
⼿
元

に
そ

の
⾊

が
な

い
こ

と
が
わ

か
る

と
周

り
の

⼦
ど

も
に

聞
く
姿

が
⾒

ら
れ

た
。
周

り
の

⼦
ど

も
た

ち
も

、
そ

の
や

り
と

り
を

⾒
て

い
た

こ
と

か
ら

、
⾃

分
の
作

っ
て

い
る
薬

を
お
客

さ
ん

に
買

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

る
と
気

が
つ

き
、

お
店
屋

さ
ん

に
関
わ

る
⼦

ど
も

が
増

え
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

 
【
a】

⾃
分

た
ち

の
お
店

に
、

た
く

さ
ん

⼈
が
来

て
く

れ
た

こ
と

に
対

し
て

、
充
実

感
を

味
わ

っ
て

い
る

。
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９
⽉
５

⽇
（
⾬

：
ホ

ー
ル
）

 
⑥

前
⽇
４
歳

児
に
お
薬

を
売

っ
た

⼦
ど

も
た

ち
が

、
こ

の
⽇

も
ホ

ー
ル

に
お
店

を
作

り
始

め
た

。「
そ

の
⾊

き
れ

い
！
」「

ど
う

や
っ

て
作

っ
た

の
？
」

と
、
薬

を
作

っ
て

い
る

⼦
ど

も
同

⼠
の

会
話

が
⾒

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。
E

児
と
H

児
は

「
も

っ
と
薄

い
き

れ
い

な
⾊

が
作

り
た

い
。」

と
⾔

い
、
D

児
は
「

う
ー

ん
、

⽔
⼊

れ
れ
ば

い
い

ん
じ
ゃ

な
い

か
な
？
」

と
⾔

っ
て
作

っ
て
み

る
が

、
こ

の
⽇

は
上

⼿
く

い
か

な
か

っ
た

。
 

     ９
⽉
８

⽇
（
⾬

：
ホ

ー
ル
）

 
⑦
E

児
は

、「
も

っ
と

⽔
が

欲
し

い
。

た
だ

の
⽔
！
」

と
教

師
に
⾔

っ
た

。
教

師
は

テ
ラ

ス
に
出

し
て

い
た

⽔
タ
ン

ク
を
ホ

ー
ル
内

に
移
動

し
た

。
E

児
は

、
計

量
カ

ッ
プ

や
透
明

な
ボ

ト
ル

に
⾃

分
の
作

っ
た
⾊

を
少

量
⼊

れ
た

。
そ

し
て
計

量
カ

ッ
プ

に
⽔

を
⼊

れ
、

⾃
分

の
作

っ
た
⾊

を
薄

め
た

。
D

児
に
「

⾒
て
！
」

と
声

を
か

け
、
D

児
も

「
う
わ

あ
、

き
れ

い
！
」

と
⾔

う
と

、
作

っ
た
⾊

を
２

⼈
で

⾒
つ

め
て

い
た

。
そ

の
姿

を
確
認

し
、

教
師

は
そ

の
場

を
離

れ
た

。
そ

の
後
「
先

⽣
、

⾒
て
！

で
き

た
！
」

と
⾔

っ
て
D

児
と

が
教

師
に

⾒
せ

に
来

た
薬

の
⾊

は
、
今

ま
で

よ
り

も
薄

く
淡

い
⾊

に
な

っ
て

い
た

。
 

⑥
【
b】
今

ま
で

は
、

⾃
分

の
薬

を
作

る
こ

と
に

楽
し

さ
を

感
じ

て
い

た
が

、
昨

⽇
の
お
店
屋

さ
ん

を
経
験

し
、
周

り
の

⼦
ど

も
が

ど
の

よ
う

な
薬

を
作

っ
て

い
る

の
か

、
興

味
が
湧

い
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

友
達

が
作

っ
て

い
る
⾊

を
綺
麗

だ
と

感
じ

、
⾃

分
も
作

っ
て

み
た

い
、

そ
の

た
め

に
作

り
⽅

を
友

達
に

聞
き

た
い

と
思

っ
て

い
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
【
b】

⾃
分

た
ち

が
作

っ
て

い
る
薬

が
、
⾊

が
濃

い
も

の
ば

か
り

で
あ

る
と
気

が
つ

き
、

ど
う

し
た

ら
卵
パ

ッ
ク

の
中

の
⾊

を
⾃

分
の

イ
メ

ー
ジ

す
る
⾊

に
す

る
こ

と
が

で
き

る
か

考
え

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

こ
の

⽇
は

、
作

っ
て

い
た
元

の
⾊

が
濃

い
た

め
、
卵
パ

ッ
ク

に
透
明

な
⽔

を
⼊

れ
て

も
な

か
な

か
薄

い
⾊

に
な

ら
な

か
っ

た
。

ボ
ト

ル
に

⽔
を

⼊
れ

る
と

ボ
ト

ル
の
中

の
⾊

が
薄

く
な

っ
て

い
る

と
気

が
つ

い
て

い
る

た
め

、
卵
パ

ッ
ク

の
中

に
も

⽔
を

⼊
れ

れ
ば
⾊

が
薄

く
な

る
と
予
測

し
試

し
て

は
い

る
も

の
の

、
理
想

の
⾊

に
は

な
ら

ず
、
悩

む
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
【
c】

⾃
分

た
ち

で
悩

む
姿

が
⾒

ら
れ

た
た

め
、
励

ま
す
声

が
け

は
す

る
も

の
の

、
⾒
守

る
こ

と
に

し
た

。
 

  ⑦
【
b】
D

児
と
E

児
は
昨

⽇
の
経
験

か
ら

、
き

っ
と

⽔
を

⼊
れ

れ
ば
薄

い
⾊

が
で

き
る

は
ず

だ
と
気

が
つ

い
て

い
る

。【
c】
⾬

が
降

っ
て
お

り
、
室
内

で
遊

ん
で

い
た

。
⽯
鹸

ク
リ

ー
ム

を
作

っ
て

遊
ぶ

幼
児

も
⾒

ら
れ

た
た

め
、

テ
ラ

ス
に
共

⽤
の

⽔
タ
ン

ク
を

⽤
意

し
て

い
た

。
昨

⽇
ま

で
は

、
⾃

分
た

ち
で

テ
ラ

ス
に

⽔
を
汲
み

に
⾏

く
姿

が
⾒

ら
れ

た
が

、
⽔

を
使

う
量

が
少

な
か

っ
た

た
め

⽔
を
汲
み

に
⾏

く
回
数

も
少

な
か

っ
た

。
ホ

ー
ル

は
ア

ス
レ

チ
ッ

ク
な

ど
を
作

っ
て

遊
ぶ

⼦
ど

も
も

い
る

た
め

、
安
全
性

か
ら

も
い

ま
ま

で
⽔

タ
ン

ク
を
持

っ
て

き
た

こ
と

は
な

か
っ

た
が

、
思

い
つ

い
た

こ
と

を
す

ぐ
試

し
て
ほ

し
い

と
教

師
も

考
え

た
た

め
、
ホ

ー
ル
内

に
⽔

タ
ン

ク
を
持

っ
て

き
て
雑
⼱

を
⽤
意

し
た

り
、
ア

ス
レ

チ
ッ

ク
と

場
を
離

し
た

り
す

る
な

ど
し

て
、

す
ぐ

に
⽔

を
使

え
る

よ
う

に
し

た
。

 
【
a】
卵
パ

ッ
ク

だ
け

で
は

な
く

、
計

量
カ

ッ
プ

や
他

の
道

具
も

使
い

な
が

ら
、

⽔
を

使
っ

て
⾃

分
の
作

っ
た

⾊
を
薄

め
る
⽅
法

を
考

え
て

い
る

。
⾃

分
の

イ
メ

ー
ジ

す
る
⾊

に
近

づ
け

る
た

め
、

試
⾏
錯
誤

し
て

い
る

。
 

【
b】
E

児
が

思
い

つ
い

た
⽅
法

を
D

児
も
真
似

し
、

⾃
分

の
理
想

と
す

る
⾊

を
作

り
始

め
た

。
友

達
の
作

っ
た
⾊

を
美

し
い

と
感

じ
、

ど
の

よ
う

に
作

っ
た

の
か

聞
い

た
り

、
⾃

分
の
作

っ
た
⾊

と
友

達
の
⾊

を
⾒
⽐

べ
た

り
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
【
c】
⼆

⼈
の

願
い

が
叶

っ
た
姿

を
確
認

し
、

こ
の
⼆

⼈
で

あ
れ
ば

も
う

⾃
分

た
ち

で
遊

び
を

進
め

て
い

け
る

と
思

っ
た

た
め

教
師

は
そ

の
場

か
ら
離

れ
た

。
 

  

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
・
薬

と
い

う
イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
な

が
ら

、
⼦

ど
も

た
ち

が
思

い
思

い
に

⾃
分

な
り

の
薬

を
作

っ
て

い
た

こ
と

。
 

匂
い

に
着
⽬

す
る

⼦
ど

も
も

い
れ
ば

、⾊
で

⾒
⽴

て
る

⼦
ど

も
、⾃

分
な

り
に
表
現

し
よ

う
と

す
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

⼦
ど

も
た

ち
の
中

で
「
薬
」

と
い

う
イ
メ

ー
ジ

が
広

が
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

⼦
ど

も
が

⾃
分

な
り

の
「
薬
」

を
作

り
始

め
た

。
に
お

い
に
注
⽬

し
た

⼦
ど

も
、
⾊

に
注
⽬

し
た

⼦
ど

も
、

事
例

に
は
挙
げ

て
い

な
い

が
、
ド

ラ
イ
フ

ラ
ワ

ー
に

す
る

た
め

に
乾
燥

さ
せ

て
い

た
葉

を
す

り
鉢

で
擦

り
潰

し
、
粉
薬

を
作

っ
た

⼦
ど

も
も

い
る

。
⾃

分
な

り
に

イ
メ

ー
ジ

し
た

も
の

を
作

り
上
げ

よ
う

と
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

⾃
ら

の
イ
メ

ー
ジ

に
合

う
道

具
や

材
料

を
選
択

し
た

り
、

様
々

な
物

を
組
み
合
わ
せ

た
り

し
な

が
ら

、
⾃

分
の

イ
メ

ー
ジ

を
再
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

。
 

・
遊

び
の

楽
し

さ
が

、
⾃

ら
イ
メ

ー
ジ

を
し

た
⾊

を
作

る
と

い
う

思
い

に
変
化

し
て

い
る

⼦
ど

も
が

⾒
ら

れ
た

。
 

ス
ポ

イ
ト

は
、

⼀
滴

⼀
滴
⾷
紅

を
垂

ら
す

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
⾊

の
変
化

が
わ

か
り

や
す

い
。

ま
た

、
卵
パ

ッ
ク

は
、

⼀
つ

⼀
つ

の
部
屋

が
分

か
れ

て
い

る
た

め
、
隣

同
⼠
違

う
⾊

を
作

る
こ

と
が

で
き

る
。

⼦
ど

も
た

ち
は
薬

を
作

る
と

い
う

遊
び

を
繰

り
返

し
⾏

い
な

が
ら

、
試

し
な

が
ら
⾊

を
混
ぜ

て
い

た
た

め
、

⾃
然

と
⾊

の
三
原
⾊

の
原

理
を

捉
え

て
い

た
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ら
れ

る
。

 
・

様
々

な
⼦

ど
も

た
ち

が
丸

テ
ー
ブ

ル
で
活
動

し
て

い
た

こ
と

で
、
互

い
に
⾏

っ
て

い
る

こ
と

を
⾒
合

い
な

が
ら

遊
ぶ
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

⾃
分

の
発
想

を
も

と
に

⾃
分

な
り

に
探

究
を
⾏

い
な

が
ら

も
、

友
達

の
遊

び
に

興
味

を
も

ち
、

⾃
分

の
発
想

に
活

か
そ

う
と

し
た
姿

で
あ

る
と

考
え

た
。

 
ま

た
、

友
達

の
⾏

っ
て

い
る

こ
と

を
⾯
⽩

そ
う

で
あ

る
と

感
じ

、
⾃

ら
も
⾏

っ
て
み

よ
う

と
す

る
姿

は
、

⼦
ど

も
た

ち
が
安
⼼

感
を

も
と

に
遊

ん
で
お

り
、
互

い
に
刺
激

し
合

う
関
係
性

を
築

く
こ

と
が

で
き

て
い

る
姿

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 
・

⼦
ど

も
達

が
⾃

分
の
知

り
た

い
こ

と
を
互

い
に

聞
き
合

い
な

が
ら

遊
び

を
進

め
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

⾃
分

の
知

り
た

い
こ

と
を

友
達

に
尋

ね
た

り
、
共

に
試
⾏
錯
誤

し
よ

う
と

し
た

り
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
・

⼦
ど

も
の

発
⾒

と
教

師
の
意
図

が
異

な
る

と
感

じ
た

時
、

⼦
ど

も
の

考
え

を
変
化

さ
せ

る
の

で
は

な
く

、
⼦

ど
も

の
楽

し
さ

を
読
み

取
り

、
教

師
の

考
え

を
柔
軟

に
変
化

さ
せ

よ
う

と
す

る
こ

と
。

 
 

②
【
ｃ

】
の

よ
う

に
、

教
師

の
意
図

と
⼦

ど
も

の
思

い
が
異

な
る

と
思

っ
て

も
、

教
師

の
イ
メ

ー
ジ

す
る
「
薬
」

に
さ
せ

る
た

め
に
声

を
か

け
る

こ
と

は
や

め
た

。「
薬
」と

い
う

イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
て

い
る

こ
と

を
読
み

取
っ

た
後

、保
育

後
の
振

り
返

り
の
中

で
教

師
も

ウ
ェ
ビ
ン
グ

マ
ッ

プ
を

使
い

な
が

ら「
薬
」の

イ
メ

ー
ジ

を
も

う
⼀
度

考
え
直

し
た

。
各

々
の

イ
メ

ー
ジ

に
合
わ
せ

た
環

境
を
構
成

で
き

る
よ

う
に

考
え

た
。

 
・

⼦
ど

も
が

様
々

な
素

材
を

組
み
合
わ
せ

た
り

道
具

を
使

⽤
し

た
り

す
る
姿

を
⾒
守

っ
た

こ
と

。
 

・
⼦

ど
も

た
ち

が
思

い
を

も
っ

て
遊

ん
で

い
る
姿

に
寄

り
添

い
、

⼀
緒

に
悩

ん
だ

り
⾒
守

っ
た

り
し

た
こ

と
。

⼦
ど

も
の

遊
び

に
提
案

す
る

教
師

の
姿

が
多

く
な

り
す
ぎ

な
い

よ
う

に
関
わ

っ
た

こ
と

。
 

・
⼦

ど
も

の
発

⾒
を

⼀
緒

に
⾯
⽩

が
る

こ
と

が
で

き
る
関
係

を
築

く
こ

と
。

 
・

そ
の

時
期

の
ね

ら
い

を
も

と
に

⼦
ど

も
の
姿

を
考

え
、

教
師

の
意
図

を
考

え
る

こ
と

。
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「

ス
テ

ー
ジ

遊
び

〜
ウ

イ
ン

タ
ー

ラ
イ

ブ
ス

テ
ー

ジ
づ

く
り

〜
」

 
 

園
名

：
宮
城

教
育

⼤
学

附
属

幼
稚

園
 

 【
１

１
⽉

下
旬

 
こ

の
期

の
ね

ら
い

】
 

〇
⾒

た
こ

と
や

感
じ

た
こ

と
を

様
々

な
⽅
法

で
表
現

す
る

。
 

〇
⾝
近

な
年
中
⾏

事
や

⾃
然

の
変
化

な
ど

に
興

味
・
関
⼼

を
も

ち
、

遊
び

の
中

に
取

り
⼊

れ
る

。
 

〇
友

達
と

の
関
わ

り
を
通

し
て

、
相

⼿
の

よ
さ

を
認

め
、

思
い

や
り

の
気
持

ち
を

さ
ら

に
も

つ
。

 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
年
中

の
頃

に
、
憧

れ
の
キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

に
な

り
切

っ
て

ス
テ

ー
ジ

遊
び

を
し

て
い

た
⼦

ど
も

た
ち

を
中
⼼

に
、

年
⻑

で
も

ス
テ

ー
ジ

遊
び

を
続

け
た

い
⼦

ど
も

が
集

ま
り

、ア
イ
ド

ル
グ

ル
ー

プ
と

し
て

遊
ん

で
い

る
。季

節
に
合
わ
せ

た
ラ

イ
ブ

の
企
画

や
⾐
装

づ
く

り
な

ど
を
通

し
、⾃

分
が

思
い
描

い
て

い
る
ア

イ
ド

ル
の
世
界

を
、⾃

分
た

ち
の

⼿
で
創

り
出

す
楽

し
さ

と
達
成

感
を

味
わ

っ
て
ほ

し
い

と
い

う
教

師
の

願
い

の
も

と
、⼦

ど
も

た
ち

の
思

い
に
⽿

を
傾

け
、対

話
を
繰

り
返

し
な

が
ら

、
⼦

ど
も

た
ち

の
世
界
観

を
⼤
切

に
し

た
遊

び
が
展
開

で
き

る
よ

う
に
援
助

し
て

き
た

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

１
１

⽉
２
５

⽇
 

①
ウ

イ
ン

タ
ー

ラ
イ
ブ

の
た

め
に

ス
テ

ー
ジ

の
飾

り
付

け
を

し
た

い
と

考
え

た
⼦

ど
も

た
ち

 
は

、
⽤
意

さ
れ

た
モ

ー
ル

や
リ

ボ
ン

を
組
み
合

 
わ
せ

な
が

ら
、
飾

り
付

け
 

へ
の

思
い

を
交
流

し
て

い
た

。
 

  ②
⼀
通

り
友

達
の

考
え

を
聞

い
た

 A
 児

が
「

じ
ゃ

あ
、

ち
ょ

っ
と

や
っ

て
み

よ
う

よ
！
」

と
⾔

い
、

イ
メ

ー
ジ

に
合
わ

せ
て
飾

り
を

組
み
合
わ

せ
始

め
た

。
 

③
飾

り
を

組
み
合
わ
せ

て
い

る
と

、
B 

児
が
「

も
っ

と
リ

ボ
ン

を
離

し
た

ら
い

い
ん

じ
ゃ

な
い
？
」

と
提
案

す
る

 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
［
b］
⾔
葉

で
お
互

い
の

イ
メ

ー
ジ

を
交
流

し
な

が
ら

、
⼀

つ
の

イ
メ

ー
ジ

に
集
約

し
よ

う
と

し
て

い
た

。
［
c］
秋

に
⾏

っ
た
ハ
ロ

ウ
ィ
ン

ラ
イ
ブ

で
は

、
秋

や
ハ
ロ

ウ
ィ
ン

を
イ
メ

ー
ジ

し
た
飾

り
付

け
を

し
て

い
た

。
ウ

イ
ン

タ
ー

ラ
イ
ブ

も
冬

や
ク
リ

ス
マ

ス
の

イ
メ

ー
ジ

に
し

た
い

と
い

う
⼦

ど
も

た
ち

と
の

対
話

を
基

に
、

幼
児

の
イ
メ

ー
ジ

に
合

う
よ

う
な

素
材

を
⽤
意

し
た

。
 

  ②
［
b］
Ａ

児
は

友
達

の
⾔
葉

を
聞

い
た
上

で
、

も
っ

と
イ
メ

ー
ジ

を
具
体
化

さ
せ

た
い

と
考

え
て

、
実
際

に
飾

り
を

使
い

な
が

ら
イ
メ

ー
ジ

の
共
有

を
し

よ
う

と
し

た
と

思
わ

れ
る

。
 

     ③
［
a］
飾

り
そ

の
も

の
を
操
作

す
る
以

外
に

も
⾃

分
の

イ
メ

ー
ジ

を
具
体
的

に
伝

え
る

⼿
段

が
あ

る
こ

と
に

 

が
、
C 

児
は
「

え
？

ど
ん

な
感

じ
？
」

と
⾔

い
、

あ
ま

り
伝
わ

っ
て

い
な

か
っ

た
。そ

こ
で

、Ｂ
児

は
リ

ボ
ン

を
動

か
そ

う
と

し
た

が
、
括

り
付

け
て

し
ま

っ
て

い
て
動

か
す

こ
と

が
難

し
く

、
⾃
由
画
帳

に
改

め
て
絵

で
表

し
な

が
ら
説

明
し

始
め

た
。

 
 ④
Ｂ

児
の
絵

を
⾒

た
C 

児
は「

そ
っ

か
！

そ
う

い
う

こ
と

ね
。

じ
ゃ

あ
、

外
し

て
や

っ
て
み

よ
う
」

と
⾔

っ
て

、
リ

ボ
ン

を
外

し
て
改

め
て

組
み
合
わ
せ

て
い

た
。

 
         １

１
⽉

２
６

⽇
 

⑤
翌

⽇
、

組
み
合
わ
せ

た
飾

り
を

園
庭

の
ス

テ
ー
ジ

の
後

ろ
に
付

け
る

こ
と

に
な

っ
た

。
仲
間

と
協
⼒

し
て
ビ

ー
ル
ケ

ー
ス

を
運

び
込
み

、
⾜

場
を

組
む

こ
と

 
か

ら
始

ま
っ

た
。

 
「

あ
と

な
ん

こ
ー
？
」
「

２
こ

も
っ

て
き

て
ほ

し
い
！
」
「
わ

た
し

も
っ

て
く

る
ね

ー
！
」

と
、

⾃
分

た
ち

で
互

い
に
声

を
掛

け
合

い
な

が
ら

遊
ん

で
い

た
。

 
 ⑥
⾼

い
位
置

に
キ

ラ
キ

ラ
し

た
銀
⾊

の
モ

ー
ル

を
飾

り
付

け
よ

う
と

、
友

達
と
協
⼒

し
な

が
ら
「

も
っ

と
こ

っ
ち

か
な
？
」
「

と
ど

く
よ
！
」

と
声

を
掛

け
合

い
、

試
⾏
錯
誤

を
繰

り
返

し
て

い
た

。
 

   ⑦
⼀
⽅

で
、
装
飾

が
進

む
に

つ
れ

て
、
A 

児
は
「

も
っ

と
こ

う
し

た
い
」

と
い

う
具
体
的

な
イ
メ

ー
ジ

が
膨

ら
ん

だ
よ

う
で

、
⾃
由

画
帳

に
ス

テ
ー
ジ

の
完
成

 
予
想
図

を
描

き
始

め
た

。
 

 

 Ｂ
児

が
気
付

き
、
Ｃ

児
に

⾃
分

の
考

え
を
絵

で
伝

え
よ

う
と

考
え

た
。

 
    ④
［
b］
Ｂ

児
の

イ
メ

ー
ジ

が
表
現

さ
れ

た
絵

を
⾒

た
こ

と
で

、
Ｃ

児
は
Ｂ

児
の

考
え

を
受

け
⼊

れ
、

⾃
分

の
中

の
イ
メ

ー
ジ

を
ア

ッ
プ
デ

ー
ト

し
た

。
［
c］
Ｂ

児
 

は
、
他
者

に
⾃

分
の

思
い

や
考

え
を

伝
え

る
⼿
段

は
多

様
に

あ
る

と
い

う
こ

と
に
気
付

き
、
実
践

し
た

こ
と

で
、

相
⼿

が
⾃

分
の

考
え

を
受

け
⼊

れ
て

く
れ

た
こ

と
に
安
⼼

感
を
得

ら
れ

た
の

で
は

な
い

か
。
Ｃ

児
は

、
他

者
の

考
え

を
⾃

分
の
中

に
取

り
⼊

れ
る

こ
と

で
、

遊
び

が
よ

り
よ

く
な

っ
て

い
く
実

感
を
得

ら
れ

た
の

で
は

な
い

か
。

 
   ⑤
［
b］

⼀
⼈

の
⼒

で
は
難

し
い
ビ

ー
ル
ケ

ー
ス

の
運

搬
を

役
割

分
担

し
、
協
⼒

し
て

取
り

組
ん

で
い

た
。

 
［
c］

教
師

は
、

⼦
ど

も
同

⼠
が
関
わ

り
合

い
な

が
ら

⾃
⽴

し
た
活
動

を
し

て
ほ

し
い

と
考

え
、

様
⼦

を
⾒
守

り
、
極
⼒

⼿
を
出

さ
な

い
よ

う
に

し
た

。
遊

び
を

よ
り

よ
く

す
る

た
め

に
、

役
割

分
担

を
し

な
が

ら
遊
ぶ

こ
と

が
、

⼦
ど

も
た

ち
の
社
会
性

を
育

む
き

っ
か

け
に

な
っ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
。

 
   ⑥
［
b］
飾

り
付

け
を
通

し
て

、
互

い
の
動

き
を

調
整

し
な

が
ら

試
⾏
錯
誤

を
重

ね
て

遊
ん

で
い

た
。
［
c］
飾

り
付

け
の

イ
メ

ー
ジ

を
前

⽇
に
固

め
、
仲
間

同
⼠

で
共
有

し
て

い
た

こ
と

に
よ

り
、
翌

⽇
も
互

い
に
声

を
掛

け
合

い
な

が
ら

ス
ム

ー
ズ

に
遊

び
始

め
る

こ
と

が
で

き
た

と
思
わ

れ
る

。
 

 ⑦
［
a］

ス
テ

ー
ジ

の
飾

り
付

け
が

進
む

に
つ

れ
て

、
よ

り
具
体
的

な
イ
メ

ー
ジ

が
膨

ら
み

、
「
未
来

の
ス

テ
ー

ジ
」

を
絵

で
表
現

し
た

い
と

考
え

た
の

で
は

な
い

か
。

［
c］

ク
リ

ス
マ

ス
を
意
識

し
た
⾊
合

い
の

ス
テ

ー
ジ

だ
と

い
う

こ
と

が
伝
わ

っ
て

き
た

た
め

、
「
絵

で
詳

し
く

教
え

て
く

れ
て

あ
り

が
と

う
」

と
、
肯

定
的

な
声
掛

け
を

し
た

。
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 ⑧
A 

児
は

、
さ

ら
に

こ
の
絵

を
は

さ
み

で
切

り
出

 
し

、
⽴
体

に
な

る
よ

う
に

紙
を
折

っ
て

か
ら

、
指

で
 

細
部

を
指

し
⽰

し
、
「

こ
こ

は
、
⾚

の
モ

ー
ル

に
し

 
て

、
先

⽣
か

ら
⾒

て
こ

っ
ち

は
緑

に
し

た
い

ん
だ

よ
」

と
熱
⼼

に
説
明

を
始

め
た

。
 

 １
２

⽉
１

７
⽇

 
⑨
A 

児
が
飾

り
付

け
た

ス
テ

ー
ジ

の
飾

り
を

⾒
て

、他
の
仲
間

も「
か
わ

い
い

ね
」と
賛

同
し

て
い

た
。

ウ
イ
ン

タ
ー

ス
テ

ー
ジ

当
⽇

は
、

年
少

や
年
中

の
⼦

 
ど

も
た

ち
も
集

ま
り

、
歌

や
ダ
ン

ス
の
披
露

を
楽

し
ん

で
 

い
た

。
 

 ⑧
［
a］
頭

の
中

に
あ

る
イ
メ

ー
ジ

を
⾔
葉

と
絵

で
表

現
し

、
他
者

に
伝

え
よ

う
と

す
る
姿

か
ら

は
、

⾃
分

の
遊

び
に

⾒
通

し
を

も
っ

て
取

り
組

む
⼒

や
、
他
者

に
⾃

分
の

考
え

を
伝

え
た

い
と

い
う

思
い

の
⾼

ま
り

が
感

じ
ら

れ
た

。
 

     ⑨
［
b］

本
番

に
向

け
て
み

ん
な

で
⼒

を
合
わ
せ

て
準

備
を

し
て

き
た

こ
と

で
、

⾃
分

の
遊

び
に

⾒
通

し
を

も
っ

て
取

り
組
み

、
友

達
と
協
⼒

し
て

遊
び
へ

の
思

い
を

実
現

さ
せ

た
こ

と
に

達
成

感
や
満

⾜
感

を
味
わ

っ
て

い
た

と
思
わ

れ
る

。
 

 
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 

 【
遊

び
へ

の
思

い
を
膨

ら
ま
せ

、
他
者

に
発
信

し
よ

う
と

す
る

】
 

〇
A 

児
が

⾃
⾝

の
興

味
・
関
⼼

に
基

づ
き

、
絵

を
描

い
た

り
、

⽴
体

に
し

て
み

た
り

す
る

な
ど

、
⾃

分
に
合

っ
た
⽅
法

で
イ
メ

ー
ジ

を
具
体
化

さ
せ

、
⾃

ら
の

遊
び

を
調

整
し

よ
う

と
す

る
姿

は
個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
る

も
の

で
あ

る
と

考
え

る
。
A 

児
は

、
教

師
に
認

め
ら

れ
た

こ
と

で
、
「

伝
え

た
い
」

と
い

う
意
欲

が
⾼

ま
り

、
さ

ら
に

具
体
化

さ
せ

た
⾃
⾝

の
イ

メ
ー
ジ

を
、

相
⼿

が
理

解
で

き
る

よ
う

に
⾔

い
⽅

を
⼯

夫
す

る
な

ど
、
⾔
葉

に
よ

る
伝

え
合

い
の
深

ま
り

が
⾒

ら
れ

た
。

集
団

で
の
活
動

の
中

に
あ

り
な

が
ら

、
A 

児
な

り
に
「

も
っ

と
こ

う
し

た
い
」

と
い

う
思

い
を
深

め
て

、
試
⾏
錯
誤

し
な

が
ら

よ
り

よ
い
表
現
⽅
法

を
探

し
出

そ
う

と
し

て
お

り
、

こ
れ

は
個

の
可
能
性

を
引

き
出

す
学

び
に

つ
な

が
る

も
の

で
あ

る
と
⾔

え
る

。
 

 【
同

じ
⽬
的

を
共
有

す
る
仲
間

と
の
協
働
的

な
遊

び
】

 
〇
「

ウ
イ
ン

タ
ー

ラ
イ
ブ
」

と
い

う
共
通

の
⽬
的

に
向

け
て

、
⼦

ど
も

た
ち

が
ビ

ー
ル
ケ

ー
ス

や
飾

り
を
共
有

し
、

役
割

分
担

し
な

が
ら

試
⾏
錯
誤

を
重

ね
る
姿

は
、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
考

え
ら

れ
る

。
⼀

⼈
で

は
困
難

な
活
動

で
も

、
他
者

の
考

え
を
積
極
的

に
取

り
⼊

れ
、
集

団
と

し
て
課
題

を
解
決

し
よ

う
と

し
て
お

り
、
み

ん
な

で
対

話
を

し
な

が
ら
助

け
合

っ
て
ゴ

ー
ル

を
⽬
指

す
⼤
切

さ
と
お

も
し

ろ
さ

を
感

じ
取

っ
て

い
た

。
ウ

イ
ン

タ
ー

ラ
イ
ブ

の
開
催

や
ス

テ
ー
ジ

づ
く

り
と

い
う
共
通

の
⽬
的

に
向

け
て
協

同
的

に
遊

ん
だ

こ
と

が
、

⼦
ど

も
た

ち
の
協

同
性

や
思

考
⼒

の
深

ま
り

に
つ

な
が

っ
て
お

り
、
集

団
の
中

で
個

々
の

個
性

が
響

き
合

い
な

が
ら
社
会
性

が
育

ま
れ

て
い

く
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

 

２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 【

⼦
ど

も
の

⾃
⽴
的

な
活
動

を
信

じ
て

⾒
守

り
、
関
わ

る
】

 
〇

⼦
ど

も
が
実
現

し
た

い
思

い
を

ど
の

よ
う

に
実
現

し
た

い
の

か
を
適
切

に
理

解
し

、
⼦

ど
も

の
思

い
を
認

め
、
励

ま
す

こ
と

で
、

教
師

が
直
接

⼿
を
貸

す
の

で
は

な
く

、
⾃

分
た

ち
の
⼒

で
ス

テ
ー
ジ

を
完
成

さ
せ

る
こ

と
で

、
強

い
達
成

感
を

得
ら

れ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 【
集

団
の

遊
び

の
中

に
あ

る
個

の
思

い
に
寄

り
添

う
援
助

】
 

〇
ス

テ
ー
ジ

づ
く

り
と

い
う
協
働
的

な
活
動

の
中

で
⽣

じ
た

個
の

思
い

を
保

育
者

が
適
切

に
⾒

取
り

、
価
値
付

け
る

こ
と

で
、

個
⼈

の
探

究
が
再

び
集

団
の

遊
び

の
質

を
⾼

め
る

こ
と

が
で

き
た

と
⾔

え
る

。
教

師
が

⼦
ど

も
と

の
対

話
を
繰

り
返

す
中

で
⼦

ど
も

た
ち

の
思

い
を
引

き
出

す
こ

と
が

、
個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の

⼀
体
的

な
充
実

に
つ

な
が

る
と
⾔

え
る

の
で

は
な

い
か

。
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「
も

っ
と

⾼
く

し
よ

う
よ

」
 

 
園

名
：
秋
⽥

⼤
学

教
育
⽂
化

学
部

附
属

幼
稚

園
 

 【
９

⽉
中
旬

か
ら

下
旬

 
こ

の
期

の
ね

ら
い

】
 

○
友

達
の

考
え

や
⼯

夫
に
⽬

を
向

け
て

、
同

じ
⽬
的

に
向

か
っ

て
遊

び
を

楽
し

む
。

 
・

遊
び

の
中

で
、

考
え

や
⼯

夫
を

伝
え

た
り
受

け
⼊

れ
た

り
す

る
。

 
・

⼀
緒

に
遊
ぶ

友
達

同
⼠

で
⽬
的

を
共
有

し
な

が
ら

遊
び

を
進

め
る

。
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
A

児
は

年
中

の
頃

か
ら
砂

場
で

遊
ぶ

こ
と

が
多

い
。

川
や

⼯
事
現

場
な

ど
様

々
な

イ
メ

ー
ジ

を
も

ち
、

ひ
た

す
ら

に
⽳

を
掘

っ
た

り
、

⽔
路

を
伸
ば

し
た

り
し

て
遊

ん
で

い
る

。
Ａ

児
の

イ
メ

ー
ジ

は
毎
回
異

な
る

も
の

の
、
保

育
者

か
ら

⾒
る

と
、

使
う

道
具

や
遊

び
⽅

に
あ

ま
り
変
化

は
な

く
、
周
囲

の
⼦

ど
も

た
ち

も
、
Ａ

児
が

し
て

い
る

遊
び

の
後

を
追

っ
て

い
る

よ
う

に
⾒

え
た

。
保

育
者

は
、
Ａ

児
な

ら
も

っ
と
新

し
い

⼯
夫

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

、
友

達
と

考
え

を
伝

え
な

が
ら

遊
ぶ

こ
と

で
、

よ
り
満

⾜
感

の
あ

る
遊

び
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
、

と
考

え
て

い
た

。
 

B
児

は
、

夏
休
み
明

け
か

ら
、

よ
く
Ａ

児
に
誘
わ

れ
て

⼀
緒

に
砂

場
で

遊
ぶ
姿

が
⾒

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

た
。
Ｂ

児
は

、
⽳

を
掘

っ
た

り
樋

を
つ

な
い

だ
り

す
る

よ
り

は
、
樋

に
⽔

が
流

れ
る

様
⼦

や
砂

や
草

が
流

れ
る

様
⼦

を
楽

し
ん

で
い

る
よ

う
だ

っ
た

。
だ

が
、

興
味

が
他

に
移

る
と

、
す
ぐ

に
そ

の
場

を
離

れ
て

い
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
多

い
。
保

育
者

は
、
B

児
が

友
達

や
対
象

と
じ

っ
く

り
か

か
わ

っ
て

遊
ぶ
機
会

を
⼤
切

に
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

た
。

 
C

児
は

、
Ａ

児
と
Ｂ

児
が
樋

を
使

っ
て

遊
ん

で
い

る
様

⼦
に

興
味

を
も

ち
、

遊
び

に
加
わ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。
樋

を
流

れ
る

⽔
に
関
⼼

が
あ

る
が

、
ど

ち
ら

か
と

い
う

と
、
樋

の
組
み
合
わ
せ

に
⽅

に
よ

る
流

れ
の
変
化

や
流

れ
る

速
さ

な
ど

に
も
着
⽬

し
て

い
る

様
⼦

で
あ

る
。
普
段

か
ら
他

の
⼦

ど
も

が
思

い
付

か
な

い
よ

う
な

こ
と

で
遊
ぶ

⼦
ど

も
で

あ
る

が
、

友
達

と
の

か
か
わ

り
は

少
な

い
こ

と
が
保

育
者

は
気

に
な

っ
て

い
た

。
好

き
な

遊
び

を
楽

し
む

中
で

、
友

達
の

よ
さ

や
⼀

緒
に

遊
ぶ

楽
し

さ
を

感
じ

て
ほ

し
い

と
願

っ
て

い
た

。
ま

た
、
Ｃ

児
の
豊

か
な

発
想

が
、

Ａ
児

ら
の

遊
び

に
新

た
な
展
開

を
も

た
ら

す
の

で
は

な
い

か
と

期
待

し
て

い
た

。
 

 
２

．
事

例
の

記
⼊

 
９

⽉
11

⽇
（
⽊
）

 
 

こ
の

⽇
も
A

児
が
B

児
を
誘

い
、
⽳

を
掘

っ
た

り
、
樋

を
つ

な
い

だ
り

し
始

め
た

。
そ

の
様

⼦
を

⾒
て

、
C

児
も

「
僕

も
仲
間

に
⼊

れ
て
」

と
⼀

緒
に

遊
び

始
め

た
。

 
 ①
A

児
と
B

児
は

⽔
道

の
蛇
⼝

か
ら

ま
っ

す
ぐ

に
砂

場
に

樋
を

つ
な
げ

よ
う

と
し

て
い

る
。
C

児
は
樋

の
継
ぎ
⽬

か
ら

⽔
が
漏

れ
て

い
る

こ
と

に
気
付

き
、
A

児
と
B

児
に
声

を
掛

け
る

こ
と

な
く
樋

を
動

か
し

た
。

 
  ②

つ
な

い
だ
樋

を
C

児
が
動

か
し

て
い

る
こ

と
に
気
付

い
た
A

児
は

、「
C

児
く

ん
、
壊

さ
な

い
で

。
A

児
が

つ
く

っ
た

の
に
」

と
今

に
も
泣

き
出

し
そ

う
な
顔

で
叫

ん
だ

。
 

C
児

は
「

だ
っ

て
⽔

が
漏

れ
て

る
ん

だ
よ
」

と
⾃

分
が
動

か
し

た
理
由

を
伝

え
る

が
、
A

児
は
「

⽔
が
流

れ
て

き
て

る
か

ら
⼤
丈

夫
な

ん
だ

よ
」

と
ま

だ
怒

っ
て

い
る

よ
う

な
⼝

調
だ

。
そ

の
様

⼦
に
C

児
も
「
僕

は
こ

う
し

た
い

ん
だ
」

と
声

を
張

り
上
げ

始
め

た
。

 
 ③

そ
の

様
⼦

を
⾒

て
、
保

育
者

は
「

い
い

も
の

が
あ

る
か

も
。
み

ん
な

待
っ

て
て
」

と
⼦

ど
も

た
ち

に
伝

え
て

、
塩

ビ
管

を
持

っ
て

き
て

⼦
ど

も
た

ち
に

⾒
せ

た
。

 
 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
     ①

 
［
b］
A

児
と
B

児
は

こ
れ

ま
で

の
経
験

か
ら

、
 

樋
を

つ
な
げ

て
⽔

を
流

そ
う

と
し

て
い

た
の

だ
ろ

う
。

［
a］
C

児
は

、
以

前
に

も
樋

か
ら

⽔
漏

れ
し

た
部

分
か

ら
樋

を
分
岐

さ
せ

て
⼿
洗

い
場

を
作

っ
た

こ
と

が
あ

っ
た

。
 

 ②
 
［
b］
A

児
、
C

児
は
共

に
⾃

分
が

考
え

た
こ

と
を

 
伝

え
合

っ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
相

⼿
の
意

⾒
を

聞
い

て
、

⾃
分

の
⾔
動

の
理
由

を
付

け
⾜

し
て

伝
え

て
い

る
。

 
     ③

 
［
c］

こ
の

ま
ま
⼝
論

が
続

い
て

遊
び

が
続

か
な

く
 

な
る

の
で

は
な

い
か

と
⼼
配

に
な

り
、
他

の
こ

と
に
⽬

を
向

け
ら

れ
る

よ
う

に
、

⼦
ど

も
た

ち
が

ま
だ

使
っ

た
こ

と
の

な
い
塩
ビ
管

を
提
案

し
た

。
 

 ④
C

児
と
B

児
が

そ
れ
ぞ

れ
興
奮

し
た

様
⼦

で
塩
ビ
管

に
近
寄

る
中

、
A

児
は

ま
だ
怒

り
が
残

っ
て

い
る

の
か

、
あ

ま
り
表

情
を
変

え
ず

に
「

そ
れ

ど
う

や
っ

て
使

う
の
」

と
保

育
者

に
尋

ね
た

。
保

育
者

は
三

⼈
に
向

か
っ

て
「

ど
う

や
っ

て
使
お

う
か
」

と
尋

ね
返

し
た

。
 

 ⑤
A

児
は
塩
ビ
管

を
⼿

に
し

、
掘

っ
た
⽳

の
中

に
⽴

て
、
倒

れ
な

い
よ

う
に
砂

を
寄
せ
集

め
た

。
そ

し
て

、
「

こ
の
中

に
⽔

を
溜

め
よ

う
」

と
⾔

っ
て

じ
ょ

う
ろ

を
持

っ
て

き
た

。
 

 ⑥
A

児
の

様
⼦

を
⾒

て
、
B

児
も
「
僕

も
や

っ
て
み

よ
う
」

と
⾔

い
、
A

児
の
塩
ビ
管

の
隣

に
、

同
じ

よ
う

に
も

う
1本

の
塩
ビ
管

を
⽴

て
た

。
 

 ⑦
⼆

⼈
の

様
⼦

を
じ

っ
と

⾒
て

い
た
C

児
は

、
⽔

道
の

す
ぐ

下
の
樋

の
先

に
塩
ビ
管

を
差

し
込

ん
だ

。
そ

し
て

、「
⾒

て
！

⽔
が
流

れ
て

い
く

の
が

⾒
え

る
よ
」

と
嬉

々
と

し
た

様
⼦

で
声

を
上
げ

る
。
A

児
と
B

児
の
⽅

を
⾒

な
が

ら
伝

え
て

い
る

が
、
⼆

⼈
は

あ
ま

り
関
⼼

は
⽰

さ
な

か
っ

た
。

そ
こ

で
保

育
者

は
C

児
の
隣

に
⾏

き
、

⽔
の
流

れ
る

様
⼦

を
⼀

緒
に

楽
し

ん
だ

。
 

  ⑧
C

児
は

興
奮

し
な

が
ら
「
A

児
、
B

児
も

⾒
て
み

て
よ
」

と
、

少
し
離

れ
て

遊
ん

で
い

る
A

児
、
B

児
の

名
前

を
呼

ん
だ

。
そ

の
声

に
、

す
ぐ

に
A

児
と
B

児
が

様
⼦

を
⾒

に
来

た
。
A

児
は
淡

々
と
「

き
れ

い
だ

ね
」

と
⾔

う
と

、
す
ぐ

に
⾃

分
が

遊
ん

で
い

た
場

所
に
戻

っ
た

。
 

    ⑨
B

児
は

、「
あ

、
そ

う
だ

。
こ

こ
に
キ
ャ

ッ
プ

を
流

し
て

み
よ

う
」

と
思

い
つ

き
、
保

育
室

に
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
キ
ャ

ッ
プ

を
取

り
に
⾏

き
、
流

し
始

め
た

。
B

児
と
C

児
は
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
キ
ャ

ッ
プ

や
砂

、
草
花

な
ど

、
流

し
て
み

た
い

も
の

を
次

々
に
集

め
、
順
番

に
流

し
た

り
、
流

れ
る

様
⼦

を
楽

し
ん

で
い

た
。

 
  ⑩
保

育
者

は
⼦

ど
も

た
ち

の
遊

ん
で

い
る
横

に
ボ

ト
ル

コ
ン

テ
ナ

と
樋

を
運

ん
だ

。
そ

し
て

、
も

っ
と
樋

に
傾
斜

を
付

け
て
み

よ
う

と
積
み
上
げ

た
ボ

ト
ル

コ
ン

テ
ナ

に
樋

を
つ

な
い

で
み

た
。

し
か

し
、

も
ち

ろ
ん
樋

は
つ

な
い

で
も

す
ぐ

に
崩

れ
て

し
ま

う
。

 
  

 ④
 
［
c］

⾃
分

た
ち

で
塩
ビ
管

の
使

い
⽅

を
考

え
た

 
り

、
試

し
な

が
ら

遊
ん

で
ほ

し
い

と
考

え
た

。
 

    ⑤
 
［
a］
A

児
は

、
塩
ビ
管

を
⽴

て
て

、
砂

に
埋

め
る

 
こ

と
で

、
底

が
で

き
て

⽔
を
溜

め
る

こ
と

が
で

き
る

と
考

え
た

の
で

は
な

い
か

。［
c］
保

育
者

に
と

っ
て

は
意

外
な

発
想

だ
っ

た
が

、
Ａ

児
の
新

し
い

発
想

を
⾯
⽩

い
と

思
い

、
⾒
守

っ
た

。
 

  
⑥

 
［
a］
B

児
は
A

児
の

使
い
⽅

に
関
⼼

を
も

ち
、

 
ま

ね
て
み

よ
う

と
考

え
た

の
だ

ろ
う

。
 

  ⑦
 
［
a］
塩
ビ
管

が
透
明

な
た

め
、
C

児
は

⽔
の
流

れ
 

を
⾒

よ
う

と
樋

の
先

に
塩
ビ
管

を
繋
げ

る
こ

と
を

思
い

つ
い

た
の

で
は

な
い

か
。

そ
し

て
、
お

も
し

ろ
い

と
感

じ
、
A

児
と
B

児
に

伝
え

よ
う

と
し

て
い

る
。［
c］

ま
ず

は
保

育
者

が
C

児
の

⼯
夫

を
認

め
る

こ
と

で
、
A

児
と
B

児
の
関
⼼

が
向

く
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
。

 
   ⑧

 
［
b］
C

児
は

や
は

り
A

児
と
B

児
に

⾃
分

が
や

 
っ

て
み

た
こ

と
を

伝
え

た
か

っ
た

の
だ

ろ
う

。
名

前
を

呼
ば

れ
た

こ
と

で
、
A

児
と
B

児
も
C

児
の
誘

い
に

応
じ

て
、

様
⼦

を
⾒

に
来

た
。［
a］
A

児
な

り
に

、
C

児
の
気
持

ち
を
受

け
⽌

め
て

、
様

⼦
を

⾒
に
⾏

っ
た

り
、
認

め
る
⾔
葉

を
掛

け
た

り
し

た
の

だ
ろ

う
。

し
か

し
、

⾃
分

の
し

て
い

た
こ

と
以
上

に
関
⼼

も
つ

こ
と

な
く

、
⾃

分
の

遊
び
へ

と
戻

っ
て

い
っ

た
の

だ
ろ

う
。

 
 ⑨

 
［
b］
B

児
は
C

児
の

遊
ぶ

様
⼦

に
新

た
な

⼯
夫

 
を

加
え

る
こ

と
を

思
い

つ
い

た
よ

う
だ

。
B

児
と
C

児
は

こ
れ

ま
で

も
⼀

緒
に
物

を
流

し
て

遊
ん

だ
経
験

が
あ

っ
た

。
C

児
は
B

児
が

興
味

を
⽰

し
た

こ
と

を
嬉

し
く

思
っ

た
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
流

し
て

い
る

う
ち

に
C

児
も

楽
し

く
な

り
、
新

た
に
流

し
て
み

た
い

も
の

な
ど

を
次

々
と
集

め
る
姿

に
つ

な
が

っ
た

の
だ

ろ
う

。
 

 ⑩
 
［
c］
B

児
と
C

児
の

楽
し

そ
う

に
遊
ぶ
姿

を
認

 
め

つ
つ

も
、

こ
れ

ま
で

の
遊

び
か

ら
の

発
展

が
あ

ま
り

な
い

よ
う

に
感

じ
た

。
保

育
者

が
試

す
姿

を
⾒

て
、

⼦
ど

も
た

ち
が

興
味

を
も

っ
た

り
、

そ
こ

か
ら

⼯
夫

を
思

い
付

い
た

り
す

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
。

 
  

 
【
Ａ
児
が
砂
の
中
に
 

 
 
立
て
た
塩
ビ
管
】
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⑪
そ

の
様

⼦
に
気
付

い
た
B

児
と
C

児
が
「
先

⽣
何

し
て

る
の
」

と
そ
ば

に
来

た
。「

こ
う

し
た

ら
⽔

道
が
遠

く
て

も
⽔

を
運

ん
で
流
せ

る
と

思
っ

た
ん

だ
け

ど
、
崩

れ
ち
ゃ

う
ん

だ
」

と
保

育
者

は
困

っ
て

い
る

様
⼦

を
⾒
せ

た
。
C

児
が
「

こ
う

し
た

ら
い

い
ん

じ
ゃ

な
い
」

と
樋

が
重

な
っ

て
い

る
部

分
の
上

下
を

⼊
れ
替

え
る

な
ど

、
保

育
者

と
⼀

緒
に

考
え

始
め

た
。
B

児
も
樋

を
⽀

え
る

な
ど
C

児
の

⼿
助

け
を

し
て

い
る

。
B

児
と
C

児
、
保

育
者

の
三

⼈
で

し
ば

ら
く

試
す

が
う

ま
く

い
か

な
い

。
そ

の
様

⼦
を

⾒
て

、
A

児
が
「

ど
う

し
た

の
」

と
そ
ば
へ
来

た
。

 
 ⑫
保

育
者

は
「
樋

が
崩

れ
な

い
よ

う
に

、
⽀

え
に

な
る

よ
う

な
い

い
も

の
な

い
か

な
」

と
問

い
掛

け
た

。
 

   ⑬
C

児
が

は
っ

と
し

た
様

⼦
で
「

そ
う

だ
、

い
い

も
の

あ
る

よ
」

と
、
先
ほ

ど
樋

の
先

に
つ

な
い

で
い

た
塩
ビ
管

を
持

っ
て

き
た

。
A

児
が
「
確

か
に
」

と
賛

同
す

る
と

、
B

児
も
「

や
っ

て
み

よ
う
」

と
乗

り
気

だ
。
C

児
が
樋

と
樋

を
塩
ビ
管

に
通

そ
う

と
す

る
と

、
A

児
は

⼿
を
添

え
て
⽀

え
よ

う
と

し
、
B

児
も
覗

き
込

ん
で

様
⼦

を
⾒
守

っ
て

い
る

。
塩
ビ
管

を
使

っ
た

こ
と

で
樋

が
と

う
と

う
つ

な
が

っ
た

。「
こ

れ
で

⼤
丈

夫
だ

ね
」

と
A

児
が
⾔

う
と
B

児
が

「
や

っ
た

あ
」

と
喜

ん
だ

。
そ

し
て

、「
じ
ゃ

あ
⽔
流

し
て

み
る

よ
」

と
C

児
が

じ
ょ

う
ろ

を
使

っ
て

⽔
を
流

す
と

、
B

児
は

当
然

の
よ

う
に
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
キ
ャ

ッ
プ

を
持

っ
て

き
て
流

し
始

め
た

。
 

 ⑭
す

る
と

、
A

児
が
⽳

の
中

に
⽴

て
て

い
た
塩
ビ
管

を
崩

し
て
持

っ
て

き
て

、「
ね
ぇ

、
こ

れ
使

っ
て

も
っ

と
⾼

く
し

よ
う

よ
」

と
B

児
と
C

児
に
提
案

し
た

。
 

B
児

と
C

児
も
「

そ
れ

い
い

ね
」

と
A

児
の

考
え

に
賛

同
し

、
三

⼈
は

ボ
ト

ル
コ
ン

テ
ナ

を
運

び
階
段

の
よ

う
に

並
べ

て
積
み
上
げ

た
。
今

ま
で

よ
り

も
傾
斜

の
強

い
樋

の
⽔
路

が
完
成

し
た

。
 

 

⑪
 
［
a］
困

っ
て

い
る
保

育
者

を
⾒

て
、
C

児
は

⾃
分

 
な

り
に

考
え

た
こ

と
を

試
し

て
み

る
。［
b］
B

児
も
気

に
な

っ
て

そ
ば

を
離

れ
ず

、
C

児
と

⼀
緒

に
な

り
な

が
ら

様
⼦

を
⾒
守

っ
て

い
る

。
B

児
も
重

ね
る
部

分
を

多
く

す
る

な
ど

、
⼀

緒
に

試
し

て
い

た
。
A

児
も
み

ん
な

が
何

を
し

て
い

る
の

か
様

⼦
が
気

に
な

り
、

そ
ば

に
来

た
の

だ
ろ

う
。

 
    ⑫
［
c］

⼦
ど

も
た

ち
⾃
⾝

か
ら
必
要

な
も

の
に
気
付

い
た

り
⼯

夫
を

考
え

た
り

す
る

き
っ

か
け

に
な

る
こ

と
を

願
い

、
ヒ
ン

ト
に

な
る

よ
う

な
問

い
掛

け
を

し
た

。
 

  ⑬
 
［
a］
C

児
は

⽔
道

に
樋

に
つ

な
げ

た
経
験

か
ら

、
 

塩
ビ
管

を
使

う
こ

と
で
樋

同
⼠

を
⽀

え
る

こ
と

が
で

き
る

と
気
付

い
た

の
だ

ろ
う

。［
b］
C

児
の

考
え

に
A

児
、
B

児
の
関
⼼

が
よ

り
⾼

ま
っ

た
よ

う
に

感
じ

た
。

樋
が

つ
な

が
っ

た
際

の
喜

び
も

、
⼦

ど
も

た
ち

同
⼠

で
共
有

し
て

い
る

よ
う

に
⾒

え
た

。［
a］

じ
ょ

う
ろ

を
持

っ
て

き
た
C

児
と
キ
ャ

ッ
プ

を
持

っ
て

き
た
B

児
は

、
そ

れ
ま

で
の

遊
び

を
続

け
よ

う
と
再

び
試

し
始

め
た

の
だ

ろ
う

。
 

    ⑭
 
［
a］
A

児
は

こ
れ

ま
で

よ
り

も
傾
斜

の
つ

い
た
樋

 
を

⾒
て

、
塩
ビ
管

を
使

う
こ

と
で

さ
ら

に
⾼

く
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
い

う
こ

と
に
気
付

き
、
挑
戦

し
た

く
な

っ
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。［
b］
A

児
の
提
案

は
B

児
、
C

児
に

と
っ

て
も
魅
⼒
的

で
あ

り
、
樋

を
⾼

く
し

よ
う

と
、

様
々

に
⼯

夫
す

る
姿

に
つ

な
が

っ
た

。
 

 ９
⽉
26

⽇
（
⾦
）

 
⑮
A

児
が
C

児
を
誘

い
、
⼩

さ
い
⽅

の
砂

場
に
樋

を
繋

い
で

遊
び

始
め

た
。
A

児
は
普
段

よ
り

も
⼩

さ
め

の
⽳

を
掘

  ⑮
 
［
a］
A

児
、
C

児
は

そ
れ
ぞ

れ
に

や
っ

て
み

た
い

 
こ

と
を

試
し

な
が

ら
遊

ん
で

い
る

。［
b］
C

児
は

⾃
分

り
、
砂

場
の
真

ん
中

に
C

児
が
砂

の
⼭

を
つ

く
っ

て
い

た
。

さ
ら

に
、
A

児
は

⽔
路

を
つ

く
ろ

う
と

し
て

い
る

の
か

、
⼭

の
周

り
を
囲

む
よ

う
に
細

く
掘

り
進

め
て

い
る

。
C

児
が
「
A

児
く

ん
、
砂

を
掘

っ
た

ら
こ

こ
に
集

め
て

い
い

よ
」

と
A

児
に

伝
え

た
。
A

児
も
C

児
が
⼭

を
つ

く
っ

て
い

る
様

⼦
に
気
付

い
て

い
る

の
か
「

う
ん

、
分

か
っ

た
」

と
す
ぐ

に
応

え
た

。
 

 ⑯
そ

こ
へ
「
僕

も
仲
間

に
⼊

れ
て
」

と
B

児
も
仲
間

に
加

わ
っ

た
。
B

児
は

ス
コ

ッ
プ

を
持

っ
て

き
た

が
、
⼭

が
で

き
て

い
る

様
⼦

を
⾒

て
、「

ね
ぇ
C

児
く

ん
、

ト
ン
ネ

ル
つ

く
ら

な
い
」

と
誘

っ
た

。
C

児
も
「

そ
れ

い
い

ね
」

と
す
ぐ

に
意
気
投
合

し
た

。
 

   ⑰
B

児
と
C

児
は
⼭

を
は

さ
ん

で
向

か
い
合

い
、

そ
れ
ぞ

 
れ
砂

を
⼿

で
か

き
出

し
始

め
た

。
し

か
し

、
し
ば

ら
く

か
 

き
出

し
て

い
る

う
ち

に
⼭

の
上

の
部

分
が
崩

れ
て

き
て

し
 

ま
っ

た
。

す
る

と
、
C

児
が
「
B

児
く

ん
、
崩

さ
な

い
 

で
」

と
少

し
怒

っ
た
⼝

調
で
⾔

っ
た

。
B

児
は

少
し
沈
黙

 
し

た
後

、「
ご

め
ん

ね
」

と
返

す
。
保

育
者

は
「
⽳

が
開

く
 

と
崩

れ
て

き
ち
ゃ

う
の

は
仕
⽅

な
い

よ
ね

。
B

児
く

ん
だ

 
け

の
せ

い
じ
ゃ

な
い

ん
じ
ゃ

な
い

か
な

。
も

う
１
回

つ
く

 
っ

て
み

よ
う
」

と
B

児
と
C

児
を
励

ま
し

た
。

 
 ⑱

そ
こ
へ

、
A

児
が
「

こ
れ

使
っ

て
み

た
ら
」

と
塩
ビ
管

 
を
持

っ
て

き
た

。
C

児
は

⼀
気

に
気
持

ち
が
⾼
揚

し
た

の
 

か
、「

こ
れ

を
埋

め
た

ら
、

本
物

の
ト
ン
ネ

ル
み

た
い

に
な

 
る

か
も
」

と
⼤

き
な
声

で
応

え
た

。
B

児
も
「

い
い

ね
」

 
と
笑
顔

を
⾒
せ

た
。
今
度

は
三

⼈
で
崩

れ
た
⼭

の
砂

を
寄

 
せ

、
塩
ビ
管

を
横
向

き
に
置

き
、
砂

を
掛

け
て
埋

め
よ

う
 

と
し

て
い

る
。

 
 ⑲

す
る

と
C

児
が
「

そ
う

だ
、

こ
こ

に
⽔

を
流

そ
う
」

と
⾔

い
、

す
ぐ

に
樋

を
取

り
に
⾏

っ
た

。
そ

し
て

、
⽊
製
ベ

ン
チ

に
樋

を
⽴

て
掛

け
る

と
、
樋

の
先

に
ト
ン
ネ

ル
に

⾒
⽴

て
た
塩
ビ
管

に
つ

な
い

だ
。

さ
ら

に
じ
ょ

う
ろ

を
持

っ
て

き
て
「

⽔
が
流

れ
ま

す
、
ご
注
意

く
だ

さ
い
」

と
A

児
と
B

児
に

伝
え

た
。

 
  ⑳
A

児
と
B

児
も

、
C

児
が

何
を

し
よ

う
と

し
て

い
る

の
か

す
ぐ

に
分

か
っ

た
よ

う
で

、
ト
ン
ネ

ル
の
出
⼝

の
部

分
が

⾒
え

る
位
置

に
移
動

し
、「

い
い

よ
」

と
C

児
に
声

を
掛

け
た

。
C

児
が
「

じ
ゃ

あ
⾏

く
よ
」

と
⾔

っ
て

⽔
を
流

す
と

、
B

児
が
「
流

れ
て

き
ま

し
た
」

と
報
告

す
る

。
A

児
も
「

す
ご

い
、

す
ご

い
」

と
⼤
喜

び
だ

。
B

児
が
「
今

度
は
僕

が
や

っ
て
み

た
い
」

と
伝

え
る

と
、
C

児
は
「

じ
ゃ

あ
次

は
僕

も
⾒

て
み

る
」

と
⾔

い
、

す
ぐ

に
じ
ょ

う
ろ

を
B

児
に
渡

し
た

。
 

の
⼭

を
⼤

き
く

す
る

た
め

に
、
A

児
の
協
⼒

を
得

よ
う

と
⾔
葉

に
し

て
伝

え
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
      ⑯

 
［
b］
B

児
も

こ
れ

ま
で
砂

場
で

遊
ん

だ
楽

し
さ

や
 

⼀
緒

に
遊

ん
だ

楽
し

さ
か

ら
、

こ
の

⽇
も

期
待

感
を

も
ち
仲
間

に
加
わ

っ
た

の
だ

ろ
う

。［
a］
B

児
は
以

前
砂

場
で
⼭

を
つ

く
っ

た
際

に
保

育
者

と
⼀

緒
に

ト
ン
ネ

ル
を

掘
っ

た
こ

と
が

あ
っ

た
。

そ
の
経
験

も
ト
ン
ネ

ル
を

つ
く

ろ
う

と
思

い
付

く
き

っ
か

け
の

⼀
つ

だ
っ

た
か

も
し

れ
な

い
。

 
 ⑰
［
b］
⼆

⼈
は

ト
ン
ネ

ル
の

完
成

に
向

か
っ

て
懸
命

 
に

掘
っ

て
い

た
の

だ
が

、
よ

う
や

く
ト
ン
ネ

ル
が

つ
な

が
り

そ
う

だ
っ

た
と

こ
ろ

で
⼭

が
崩

れ
て

し
ま

い
、

ど
ち

ら
も
残
念

に
思

っ
た

こ
と

だ
ろ

う
。［
c］
保

育
者

か
ら

は
ど

ち
ら

か
の
せ

い
で
⼭

が
崩

れ
た
わ

け
で

は
な

い
よ

う
に

⾒
え

た
。

う
ま

く
い

か
な

い
こ

と
を

相
⼿

の
せ

い
に

す
る

の
で

は
な

く
、

も
う

少
し
⼆

⼈
で
協
⼒

し
て

ト
ン
ネ

ル
を

つ
く

っ
て
ほ

し
い

と
考

え
て

い
た

。
 

  ⑱
 
［
a］
A

児
な

り
に

、
少

し
気

ま
ず

い
雰
囲
気

に
な

 
っ

て
い

る
⼆

⼈
の

様
⼦

を
察

し
、
気

に
な

っ
た

の
だ

ろ
う

。
き

っ
と
A

児
は

、
ト
ン
ネ

ル
と

聞
い

て
塩
ビ
管

を
横
向

き
に
置

く
イ
メ

ー
ジ

を
も

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
［
b］
A

児
の
新

た
な

発
想

に
よ

り
、
⼭

が
崩

れ
て
落

ち
込

ん
で

い
た
B

児
、
C

児
も
再

び
ト
ン
ネ

ル
を

つ
く

る
こ

と
に
気
持

ち
が
向

か
っ

た
よ

う
に

⾒
え

た
。

 
 ⑲

 
［
a］
C

児
は
以

前
も
塩
ビ
管

を
つ

な
げ

る
こ

と
で

 
⽔

の
通

り
道

を
つ

く
っ

た
。

そ
の

時
の
経
験

か
ら

、
⽔

を
流

そ
う

と
考

え
つ

い
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

ま
た

、
⽔

道
と
樋

を
つ

な
げ

な
く

て
も

、
⽔

を
運

ん
で

く
れ
ば

よ
い

こ
と

も
知

っ
て

い
る

。
 

   ⑳
 
［
b］
A

児
と
B

児
も

、
C

児
が

や
り

た
い

こ
と

 
が

分
か

っ
て
お

り
、
樋

の
先

の
⽔

が
流

れ
出

る
部

分
を

⾒
て

、
う

ま
く

い
っ

た
こ

と
を
確
認

し
て

い
る

。
ト
ン

ネ
ル

の
出
⼝

か
ら

⽔
が
流

れ
て

き
た

ら
成
功

だ
と

思
っ

た
の

だ
ろ

う
。
塩
ビ
管

の
ト
ン
ネ

ル
内

を
⽔

が
通

り
、

そ
れ

を
A

児
も
B

児
も
喜

ん
で

く
れ

た
こ

と
も
C

児
は

う
れ

し
か

っ
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。
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B
児

が
「
流

し
ま

あ
す
」

と
声

を
掛

け
て

⽔
を
流

す
と

、
C

児
は
「

き
た

き
た

き
た

あ
」

と
⼤

興
奮

し
て

い
る

。
⼦

ど
も

た
ち

は
代
わ

る
代
わ

る
⽔

を
流

す
⼈

と
、
流

れ
て

く
る

の
を

⾒
る

⼈
に

分
か

れ
て

、
し
ば

ら
く

の
間

⽔
の
流

れ
る

様
⼦

を
楽

し
ん

で
い

た
。

 
 

 

 

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
 【

⼀
⼈

⼀
⼈

の
育

ち
と
経
験

】
 

 
A

児
は

⼀
⼈

で
⾃

分
が

し
た

い
遊

び
を

し
な

が
ら

も
、

友
達

の
様

⼦
を

よ
く

⾒
て
お

り
、

そ
の

様
⼦

か
ら

も
発
想

を
得

て
い

る
よ

う
に

感
じ

た
。
樋

を
⾼

く
し

て
み

よ
う

と
思

い
付

い
た

り
、
塩
ビ
管

を
使

う
こ

と
を
提
案

し
て
み

た
り

と
ア

イ
デ
ア

を
出

し
、

そ
れ

を
友

達
と

⼀
緒

に
試

し
て
み

る
こ

と
が

楽
し

か
っ

た
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
 

B
児

は
、

こ
れ

ま
で

に
⼀

緒
に

遊
ぶ

こ
と

の
多

か
っ

た
A

児
だ

け
で

な
く

、
新

た
に
C

児
と

⼀
緒

に
遊

び
始

め
た

。
興

味
が
似

て
い

る
こ

と
を

き
っ

か
け

と
し

て
、

友
達

と
の

か
か
わ

り
を

広
げ

て
い

る
。

ま
た

、
⽔

の
流

れ
る

場
や

ト
ン

ネ
ル

を
つ

く
る

な
ど

、
A

児
だ

け
で

は
な

く
新

し
い

友
達

と
遊
ぶ

楽
し

さ
を

味
わ

う
経
験

が
で

き
た

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。
 

C
児

は
、

⾃
分

の
思

い
を
通

そ
う

と
友

達
と
気
持

ち
が
ぶ

つ
か

っ
て

し
ま

い
、

遊
び

が
続

か
な

く
な

る
と

い
う
経
験

が
多

か
っ

た
。

そ
の
C

児
が

、
保

育
者

の
⼿

を
借

り
な

が
ら

も
、

⾃
分

な
り

に
折

り
合

い
を

つ
け

て
友

達
と

⼀
緒

に
⽬

的
に
向

か
っ

て
遊

び
続

け
る

こ
と

が
で

き
た

。
⾃

分
の

発
想

を
友

達
が

⼀
緒

に
な

っ
て
喜

ん
だ

り
楽

し
ん

だ
り

し
た

こ
と

が
、
Ｃ

児
の
充
実

感
に

つ
な

が
っ

た
と

考
え

る
。

 
【

友
達

と
の

か
か
わ

り
に

つ
な

が
る
気
付

き
】

 
 

初
め

て
⾒

る
塩
ビ
管

を
ど

の
よ

う
に

使
う

の
か

、
⾃

分
な

り
に

試
す
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

⾃
分

の
考

え
た

こ
と

を
じ

っ
く

り
試

し
た

こ
と

で
、

き
っ

と
様

々
な

発
⾒

や
気
付

き
が

あ
っ

た
こ

と
だ

ろ
う

。
で

も
、

も
し

か
し

た
ら

⼀
⼈

だ
け

で
は
物

⾜
り

な
さ

も
感

じ
て

い
た

の
か

も
し

れ
な

い
。
C

児
が

⾃
分

の
発

⾒
を

友
達

に
伝

え
る
姿

や
、
A

児
や
B

児
が

⾃
分

の
思

い
を

伝
え

た
り
ア

イ
デ
ア

を
出

し
た

り
し

な
が

ら
か

か
わ

る
姿

か
ら

は
、

友
達

と
⾃

分
の
気
付

き
を
共
有

し
た

い
と

い
う

思
い

が
感

じ
ら

れ
た

。
と

き
に

は
、

⾃
分

の
思

い
が

相
⼿

に
伝
わ

ら
な

い
こ

と
や

う
ま

く
い

か
な

く
て
⾯
⽩

く
な

い
気
持

ち
に

な
る

こ
と

も
あ

っ
た

が
、
気
持

ち
に
折

り
合

い
を
付

け
、

相
⼿

の
考

え
を
受

け
⼊

れ
て

、
続

け
て

遊
ん

で
い

た
。

友
達

と
認

め
合

い
な

が
ら

遊
ぶ

こ
と

に
よ

り
、

⾃
信

を
も

ち
、
満

⾜
感

を
味
わ

う
こ

と
が

で
き

た
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

 
２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 【

⼀
⼈

⼀
⼈

の
や

り
た

い
こ

と
を
保
障

す
る

】
 

 
こ

の
時

期
の

ね
ら

い
の
姿

を
意
識

す
る

と
、
保

育
者

は
友

達
同

⼠
の
関
係

を
深

め
た

り
広
げ

た
り

し
よ

う
と
急
ぎ

が
ち

に
な

る
が

、
ま

ず
は

⼀
⼈

⼀
⼈

の
⼦

ど
も

が
今

楽
し

ん
で

い
る

こ
と

や
思

い
を
受

け
⽌

め
る

こ
と

が
⼤
切

に
し

た
い

※
左
側
の
樋
と
ド
ー
ナ
ツ
状
の
水
路
は
Ａ
児
が
中
心
と
な
っ
て
 

 
つ
く
っ
た
も
の
 

【
ト
ン
ネ
ル
に
つ
な
が
る
樋
に
じ
ょ
う
ろ
で
水
を
流
す
Ｂ
児
】
 

と
考

え
て

い
た

。
こ

の
⽇

、
⼦

ど
も

た
ち

は
保

育
者

が
そ
ば

に
い

る
安
⼼

感
が

あ
る

こ
と

で
、

⾃
分

の
考

え
を

じ
っ

く
り

試
し

、
次
第

に
⾃

分
の
気
付

き
を

伝
え

た
り

、
友

達
の

考
え

を
受

け
⼊

れ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

た
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
保

育
者

は
、

⼦
ど

も
が

対
象

と
じ

っ
く

り
か

か
わ

っ
て

い
る

と
き

や
、

友
達

と
⼒

を
合
わ
せ

て
い

る
と

き
に

は
、

あ
え

て
あ

ま
り
声

を
掛

け
ず

に
⾒
守

っ
た

。
⼦

ど
も

た
ち

だ
け

で
は
新

た
な
変
化

が
な

い
と

き
や

、
か

か
わ

り
⽅

で
⾏

き
詰

ま
っ

た
と

き
に

は
、
仲
間

の
⼀

⼈
と

し
て

、
道

具
を
提
案

し
た

り
⼦

ど
も

同
⼠

を
つ

な
ぐ
⾔
葉

を
か

け
た

り
す

る
な

ど
、

遊
び

の
モ
デ

ル
と

し
て

の
役

割
を

す
る

こ
と

を
⼼
掛

け
た

。
状
況

に
応

じ
て
保

育
者

と
し

て
の

役
割

に
変

化
を

も
た
せ

な
が

ら
援
助

を
⾏

っ
た

。
 

 【
⼦

ど
も

同
⼠

の
思

い
を

つ
な
げ

る
】

 
 

⼦
ど

も
た

ち
は

、
遊

び
な

が
ら

試
し

た
り

考
え

た
り

し
て

、
⼀

⼈
⼀

⼈
が

⾃
分

な
り

の
楽

し
み
⽅

で
遊

ん
で

い
た

。
次
第

に
⾃

分
の

思
い

を
伝

え
よ

う
と

い
う
気
持

ち
に

な
っ

た
と

こ
ろ

で
、
保

育
者

が
そ

れ
を
受

け
⽌

め
た

り
他

の
友

達
に

つ
な
げ

た
り

し
た

こ
と

に
よ

り
、
新

し
い
ア

イ
デ
ア

や
⾯
⽩

さ
が

⽣
ま

れ
て

い
っ

た
。
保

育
者

は
⼦

ど
も

た
ち

の
や

り
た

い
こ

と
や
表

し
た

い
こ

と
を
認

め
な

が
ら

、
仲
間

の
⼀

⼈
と

し
て

試
⾏
錯
誤

を
⼀

緒
に

楽
し

む
こ

と
を
⼼
掛

け
た

。
受

け
⽌

め
る
存
在

が
あ

る
こ

と
で

、
⼦

ど
も

た
ち

が
安
⼼

し
て

⾃
分

の
思

い
を
表

す
姿

に
つ

な
が

り
、

さ
ら

に
考

え
た

り
⼯

夫
し

た
り

し
な

が
ら

友
達

と
か

か
わ

っ
て

遊
ぶ
姿

に
つ

な
が

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。
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「
鍵

は
ど

う
す

る
？

」
 

 
園

名
：
福
島

⼤
学

附
属

幼
稚

園
 

 【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
 ２

⽉
上
旬

 
 ○
グ

ル
ー

プ
の

友
達

と
⽬
的

を
持

っ
て

取
り

組
み

、
そ

の
中

で
個

々
の
良

さ
が

⽣
か

さ
れ

た
り

、
他

の
グ

ル
ー

プ
の
動

き
を

取
り

⼊
れ

た
り

し
て

、
⾃

分
な

り
の
課
題

を
持

っ
て

遊
び

を
進

め
る

よ
う

に
な

る
。

 
○

友
達

と
の

つ
な

が
り

の
中

で
個

々
に

考
え

た
り

、
⼯

夫
し

た
り

、
挑
戦

し
た

り
し

な
が

ら
、

よ
り
⾼

い
課
題

に
向

け
て

取
り

組
む

よ
う

に
な

る
。

 
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

 
１

学
期

、
A

児
の
滑
⾞

に
対

す
る

興
味

か
ら
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
作

り
が

始
ま

り
、

そ
れ

を
真
似

て
作

っ
た

り
、
仕

組
み

に
興

味
を
持

つ
幼

児
が
増

え
て

い
っ

た
。

２
学

期
に

は
他

の
幼

児
が

ボ
ー

ル
転

が
し
ゲ

ー
ム

を
作

る
遊

び
の
中

で
A

児
の

作
っ

た
滑
⾞

を
取

り
⼊

れ
る

こ
と

も
あ

っ
た

。
 

独
特

な
興

味
を
持

つ
A

児
で

は
あ

る
の

で
、

そ
の
良

さ
を

学
級
全
体

の
中

で
受

け
⽌

め
て

い
き

た
い

と
常

に
思

っ
て

い
た

。
ま

た
A

児
が

い
ろ

い
ろ

な
物

を
作

る
姿

に
刺
激

を
受

け
て

、
学

級
全
体

の
中

に
物

の
「
仕

組
み
」

に
つ

い
て

考
え

た
り

、「
も

っ
と

こ
う

で
き

な
い

か
？
」

と
試
⾏
錯
誤

す
る
姿

も
⽣

ま
れ

て
き

て
い

る
。

 
 
今
回

の
事

例
は

、
発
表
会

の
劇

に
向

け
て

の
と

り
く
み

で
あ

る
。

本
園

の
発
表
会

は
、

幼
児

と
保

育
者

と
で

話
し
合

い
な

が
ら

、遊
び

の
中

に
出

て
き

た
こ

と
を

つ
な
げ

て
ス

ト
ー
リ

ー
を
作

っ
て

い
く

ス
タ

イ
ル

で
あ

る
。囚
わ

れ
た
モ
デ

ル
役

の
⼥

の
⼦

を
逃

が
す
（

解
放

す
る
？
）

た
め

に
、「
魔
法

の
⼒

で
檻

の
鍵

を
あ

け
た

い
」

つ
ま

り
、

⼈
が

⼿
で
開

け
て

い
る

の
で

な
く
魔
法

で
勝

⼿
に

解
錠

さ
れ

た
よ

う
に
観
客

に
⾒
せ

た
い

、
と

い
う

発
想

か
ら

、
ど

ん
な
檻

、
鍵

に
す

る
の

か
を

⼦
ど

も
た

ち
が

試
⾏
錯
誤

し
て

い
く

事
例

で
あ

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

１
⽉

３
０

⽇
 

 
モ
デ

ル
チ

ー
ム

の
数

名
の
⼥

児
が
囚
わ

れ
た

時
の
檻

が
欲

し
い

と
⾔

い
出

し
た

。
 

①
保

育
者

は
幼

児
と

⼀
緒

に
物
置

の
中

に
材
料

を
探

し
に
⾏

っ
た

。
 

  
②

い
ろ

い
ろ

な
サ

イ
ズ

の
段

ボ
ー

ル
が

あ
っ

た
が

、「
こ

れ
だ

と
、捕

ま
っ

て
も

⾒
え

る
か

ら
こ

れ
が

い
い

ん
じ
ゃ

な
い
？
」と

B
児

が
い

っ
た

こ
と

で
、
中
央
部

が
⼤

き
な
⾶
沫
防
⽌
パ
ネ

ル
（
フ
ィ

ル
ム

で
透

け
る
）

に
な

っ
て

い
る
段

ボ
ー

ル
が
選
ば

れ
た

。
 

 
 
③
段

ボ
ー

ル
の
檻

に
何

と
か
全
員

を
⼊

れ
る

た
め

に
は
パ
ネ

ル
を

何
枚

つ
な
ぎ
合
わ
せ

た
ら
良

い
の

か
の

、
数

⼈
で

相
談

に
な

っ
た

。
 

 C
児「
み

ん
な

が
座

っ
て

も
⼤
丈

夫
な

く
ら

い
だ

か
ら

、み
ん

な
で

⼊
っ

て
、

つ
な
げ

て
い

こ
う
！
」

 
D

児
「

い
い

ね
！

で
も

、
鍵

ど
う

す
る
？
」

 
B

児
「（
捕

ら
え

ら
れ

て
い

る
の

に
）

⾃
分

た
ち

で
開

け
た

ら
変

だ
よ

ね
？
」

 
C

児
「

ど
ん

な
鍵

に
す

る
？
」

 
B

児
「

そ
う

だ
！
A

児
く

ん
の
滑
⾞

で
開

け
た

ら
い

い
ん

じ
ゃ

な
い
？
」

 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
   ①
［
ｃ
］

幼
児

の
持

つ
「
檻
」

の
イ
メ

ー
ジ

を
探

る
た

め
に

は
保

育
者

が
提
⽰

す
る

の
で

は
な

く
、

幼
児

⾃
⾝

に
選
ば
せ

た
い

と
考

え
た

。
 

 ②
［
ｂ
］

幼
児

が
⾃

分
た

ち
で
段

ボ
ー

ル
を
選
ぶ

こ
と

に
し

た
こ

と
に

よ
り

、
友

達
と

話
し
合

い
、

考
え

を
提
⽰

し
た

り
、
受

け
⼊

れ
た

り
し

な
が

ら
材
料

を
選

ん
で

い
く
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
  ③
［
ｂ
］

⾃
分

た
ち

で
作

り
⽅

を
考

え
る

と
い

う
⽬

的
が

相
談

を
促

し
た

。
相
談

を
機

に
、
グ

ル
ー

プ
外

の
友

達
に

も
⽬

が
向

い
て

い
く

。
そ

の
よ

う
に
⽬

が
向

い
た

の
は

、
１

学
期

や
２

学
期

の
、

友
達

の
良

さ
へ

の
気

づ
き

、
遊

ん
で

き
た
経
験

が
あ

る
か

ら
で

は
な

い
か

。
 

      

D
児
「

そ
う

か
、
A

児
く

ん
に

相
談

し
て
み

よ
う

か
」

 
 
A

児
が
呼
ば

れ
、
鍵

の
こ

と
を

相
談

し
て
み

た
。

 
 ④

初
め

は
⾯
倒

く
さ

そ
う

だ
っ

た
A

児
は

、
檻

の
ほ

う
に
⽬

を
や

る
と

、
遊
戯
室

の
窓

や
ド
ア

な
ど

の
鍵

が
か

か
る
箇

所
を

⾒
に
⾏

っ
た

。
 

 
 
「

こ
れ

は
、
⼒

が
い

る
か

ら
滑
⾞

で
は
無

理
！
」

 
 
「

こ
れ

は
、
先

⽣
の
鍵

じ
ゃ

な
い

と
あ

か
な

い
か

ら
ダ
メ
！
」

と
鍵

を
調

べ
な

が
ら

考
え

て
い

た
。

 
 
「
先

⽣
、
他

に
鍵

は
あ

る
？
」

と
聞

い
て

き
た

。
 

   ⑤
そ

こ
で

、教
師

が「
外

の
プ

ー
ル

の
と

こ
ろ

に
も
鍵

は
あ

っ
た

か
な
？
」

と
ヒ
ン

ト
を
出

す
と

、
プ

ー
ル

ま
で

⼀
緒

に
⾒

に
⾏

く
。

 
            ⑥
鍵

が
重

さ
で
落

ち
る

こ
と

を
何
度

も
繰

り
返

し
て

試
す

と
「

こ
れ

は
、
作

れ
る

か
も
･･
･こ

れ
を
滑
⾞

の
ひ

も
で
引

っ
張

れ
ば
開

く
か

な
？
」

 
    ⑦

す
ぐ

に
A

児
は

、
B

児
や
D

児
に

報
告

す
る

と
、

⼀
緒

に
鍵

を
作

り
始

め
た

。
 

A
児
「

こ
こ

に
落

ち
て

く
る

よ
う

に
す

れ
ば

い
い

ん
だ

よ
」

 
D

児
「

で
も

、
そ

の
ま

ま
落

っ
こ

ち
る

よ
ね
？
」

 
A

児
「

何
か

で
、
押

さ
え

て
た
」

 
    ⑧
保

育
者

は
「

そ
う

だ
ね

、
ど

う
な

っ
て

た
か

な
？
」

と
⾔

い
な

が
ら

、
さ

り
げ

な
く
持

っ
て

き
て

い
た
箱

や
ダ
ン

ボ
ー

ル
を

ド
ア

に
つ

け
な

が
ら

、
保

育
者

も
そ

の
実
験

に
参

加
し

て
い

く
。

 
 ⑨
A

児
が

、
指

を
ま
げ

て
「

こ
ん

な
感

じ
」

と
⽰

し
た

こ
と

で
、

⼦
ど

も
た

ち
の

試
⾏
錯
誤

が
始

ま
っ

た
。

 

   ④［
a］

⾃
分

の
得
意

な
物

の
仕

組
み

に
関

す
る

こ
と

だ
っ

た
こ

と
も

あ
り

、
こ

れ
ま

で
の
経
験

を
活

か
し

て
様

々
な
鍵

を
⾒

て
そ

の
違

い
に
気

づ
い

て
い

る
。

ま
た

、
滑
⾞

遊
び

の
経
験

か
ら

、
滑
⾞

を
使

え
る

か
ど

う
か

も
⾃

分
で

考
え

て
い

る
。

 
［
ｂ
］

初
め

は
遊

び
が
中
断

す
る

こ
と

を
⾯
倒

に
思

っ
た

が
友

達
か

ら
頼

り
に

さ
れ

た
こ

と
が
嬉

し
く

て
、

友
達

の
た

め
に

何
と

か
し

よ
う

と
い

う
気
持

ち
が
湧

い
た

の
で

は
な

い
か
？

 
 ⑤
［
ｃ
］
A

児
だ

け
で

は
、
滑
⾞

に
使

え
る
鍵

に
た

ど
り

つ
け

そ
う

に
な

い
、

こ
こ

で
諦

め
て

し
ま

っ
て

は
も

っ
た

い
な

い
と

思
い

、
プ

ー
ル

の
打
掛
錠
（
写

真
参
照
）

の
あ

る
場

所
を
提
案

し
た

。
ま

た
、

こ
こ

で
A

児
が

ど
の

よ
う

に
考

え
る

の
か

、
こ

の
鍵

を
受

け
⼊

れ
る

の
か

ど
う

か
を

⾒
て
み

た
い

と
思

っ
た

。
 

         ⑥［
ａ
］⼿

を
離

す
と
落

ち
る

こ
と

を
確
認

し
た

り
、

引
き
上
げ

て
鍵

を
外

し
た

り
、
5

分
以
上

試
し

て
い

た
。
滑
⾞

と
結

び
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

か
、
鍵

の
仕

組
み

だ
け

で
終
わ

っ
て

し
ま

う
の

か
多

少
不
安

に
は

思
っ

た
が

、
A

児
の

考
え

を
待

つ
こ

と
に

し
た

。
 

 ⑦
［
ｂ
］

⾃
分

が
⾒

て
き

た
こ

と
を
作

り
な

が
ら

、
説
明

し
て

友
達

に
伝

え
よ

う
と

し
て

い
る

。
相

⼿
も

そ
れ

を
受

け
⽌

め
て
疑
問

を
伝

え
る

な
ど

を
 

⾃
分

の
考

え
を
出

そ
う

と
し

て
い

る
。

こ
の

時
に
A

児
が

説
明

し
や

す
い

よ
う

に
写
真

な
ど

を
提
⽰

す
れ
ば
良

か
っ

た
と

後
か

ら
考

え
た

。
 

 
 

   ⑧
［
ｃ
］

幼
児

だ
け

で
は
鍵

を
再
現

す
る

の
は
難

し
い

か
も
知

れ
な

い
と

思
い

、
い

ろ
い

ろ
使

え
そ

う
な

材
料

を
近

く
に
置

い
た

り
、

⼀
緒

に
作

り
な

が
ら
ヒ

ン
ト

を
与

え
て

い
こ

う
と

思
っ

た
。

 
 ⑨
［
ｂ
］
保

育
者

が
予
想

し
て

い
た

こ
と

は
、
空

き
箱

で
受

け
⽌

め
る

考
え

だ
っ

た
が

、
A

児
の

伝
え

た

24



 
り
段

ボ
ー

ル
で

コ
の
字

型
に
作

る
こ

と
が
決

ま
る

と
、
実
際

に
滑
⾞

に
つ

け
て
実
験

が
繰

り
返

さ
れ

た
。

 

 ⑩
段

ボ
ー

ル
の

た
め

、
な

か
な

か
う

ま
く
鍵

が
動

か
な

い
こ

と
に
A

児
が
苦
労

し
て

い
た

。
E

児
は
モ
デ

ル
チ

ー
ム

で
は

な
か

っ
た

が
、⼀

緒
に

な
っ

て
考

え
て

い
た

。滑
⾞

に
興

味
を
持

っ
た

こ
と

、
劇
全
体

の
進
⾏

を
気

に
し

て
い

た
た

め
で

あ
ろ

う
。

 
   ⑪
C

児「
や

っ
ぱ

り
さ

、そ
っ

と
⼿

で
開

け
れ
ば
わ

か
ん

な
い

じ
ゃ

な
い
？
」

 
そ

れ
を

聞
い

て
、
A

児
は
滑
⾞

を
倒

し
て
泣

き
出

し
た

。
 

D
児「

で
も

、A
児

く
ん

が
こ

ん
な

に
考

え
て

く
れ

て
る

の
に
悪

い
よ
」

 
E

児
「

あ
き

ら
め

ち
ゃ

ダ
メ
！
」

 
A

児
は

、
そ

の
場

か
ら

い
な

く
な

っ
た

。
 

E
児
「
先

⽣
、

う
ま

く
鍵
開

け
ら

れ
な

い
か

な
？
」

と
相
談

に
来

た
。

 
⑫
保

育
者

も
⼀

緒
に

な
っ

て
、段

ボ
ー

ル
を
補
強

し
た

り
、プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の
板

に
変

え
て
み

た
り

し
て

い
る

と
、A

児
が
戻

っ
て

き
た

。
 

保
育
者「

こ
こ

が
あ

と
少

し
な

ん
だ

け
れ

ど
、う

ま
く
⾏

か
な

い
ん

だ
よ

ね
」

と
滑
⾞

の
紐

の
位
置

を
決

め
れ
ば

う
ま

く
い

く
よ

う
に

し
て

、
A

児
に

相
談

し
た

。
 

A
児
「

こ
こ

に
、

つ
け

れ
ば

い
い

ん
だ

よ
！
」

 
E

児
「

や
っ
ぱ

り
、
A

児
く

ん
だ

ね
！
」

と
⾔

う
と

、
照

れ
く

さ
そ

う
に

し
て

い
た

。
 

こ
と

を
他

の
幼

児
が
受

け
⽌

め
て

、
そ

れ
ら

し
く
作

っ
て

い
っ

た
。

 
               ⑩
［
ｂ
］
仕

組
み

は
わ

か
っ

て
い

る
幼

児
が
⼆

⼈
で

微
妙

な
調

整
を

し
て

い
る

。
E

児
は

、
⾃

分
の

取
り

組
む

役
で

は
な

か
っ

た
が

、
興

味
の

あ
る

こ
と

を
友

達
と

⼀
緒

に
取

り
組

む
楽

し
さ

を
感

じ
て

い
た

の
で

は
な

い
か
？

ま
た
劇
全
体

の
こ

と
も

考
え

て
い

て
、

⾃
分

か
ら

進
ん

で
取

り
組

ん
で

い
た

と
思
わ

れ
る

。
 

 ⑪
［
ｂ
］「

う
ま

く
動

か
な

い
」

と
い

う
現
象

に
対

し
て

、そ
れ
ぞ

れ
の

思
い

が
交
差

し
て

い
る

。し
か

し
、

相
⼿

の
気
持

ち
に

⽴
と

う
と

し
た

り
、
誰

か
の
せ

い
に

す
る

こ
と

も
な

く
、

解
決

し
よ

う
と

す
る
気
持

ち
が

育
っ

て
き

て
い

る
。

こ
こ

で
は

、
⼀
瞬
介

⼊
し

よ
う

か
と

思
っ

た
が

、
幼

児
た

ち
が

⾃
分

た
ち

で
解
決

し
よ

う
と

し
て

い
る

の
で

⾒
守

る
こ

と
に

し
た

。
 

  ⑫
［
ｃ
］

こ
こ

は
幼

児
だ

け
で

は
解
決

で
き

な
い

と
判
断

し
て

、
幼

児
が

⾃
由

に
使

え
る

も
の

で
は

な
い

材
料

を
持

っ
て

き
て

、
保

育
者

も
⼀

緒
に

な
っ

て
試

⾏
錯
誤

し
た

。
 

そ
の
上

で
、
A

児
が

⾃
分

で
仕
上
げ

た
と

思
え

る
よ

う
に

、
最

後
の

調
整

の
所

は
、
A

児
が

や
れ

る
よ

う
に
仕
向

け
た

。
 

２
⽉

１
⽇

 
⑬
「

本
当

の
檻

は
⿊

い
か

ら
、
⿊

く
し

な
い

と
檻

ら
し

く
な

い
よ

ね
」

と
、

そ
の

場
に

い
た
「
全
員

で
檻

を
⿊

く
す

る
作
業

も
始

ま
っ

た
。

 
     

 ⑬
［
ｂ
］
今

ま
で
鍵
作

り
に

は
あ

ま
り

興
味

を
⽰

さ
な

か
っ

た
幼

児
も
集

ま
っ

て
、
段

ボ
ー

ル
に
⾊

を
塗

る
こ

と
で

、「
⾃

分
た

ち
の

役
割
／
⽬
的
」

を
意
識

し
て
動

い
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

 
    

⑭
 そ

の
後

、
滑
⾞

を
檻

に
つ

け
直

し
て

、
動

き
な

ど
を

試
し

な
が

ら
 

B
児
「

こ
の
鍵

あ
け

る
と

こ
ろ
誰

が
や

る
？
」

 
D

児
「（
捕

ま
っ

て
い

る
）
私

た
ち

じ
ゃ
お

か
し

い
か

ら
、
誰

か
に
頼

ま
な

き
ゃ
？
A

児
く

ん
？
」

 
C

児
「
A

児
く

ん
は

、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
（

の
操
作
）

と
か
忙

し
い

ん
じ
ゃ

な
い
？
他

の
⼈

に
頼

ま
な

き
ゃ
」

と
相
談

し
て

い
た

。
 

D
児
「
E

児
ち
ゃ

ん
で

し
ょ

う
！
A

児
く

ん
と

⼀
緒

に
考

え
て

く
れ

た
ん

だ
も

ん
。」

 
C

児
「

そ
う

だ
よ

ね
。
E

児
ち
ゃ

ん
だ
！
」

 
 発
表
会

当
⽇

、
E

児
は

、
 
滑
⾞

で
鍵

を
劇

の
セ
リ
フ

の
合
間

の
ち
ょ

う
ど
良

い
タ

イ
ミ
ン
グ

で
あ

け
る

役
割

に
集
中

し
て

い
た

。
 

             ⑭
［
ｂ
］

相
⼿

の
良

さ
や

⽴
場

、
気
持

ち
な

ど
を

考
え

な
が

ら
相
談

し
て

い
る

。
⾃

分
た

ち
の

場
⾯

だ
け

で
な

く
、

学
級
全
体

の
流

れ
や
動

き
も
意
識

し
て

話
し
合
お

う
と

し
て

い
る

。
 

 
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
 【
尊
重

し
あ

う
関
係
性

】
 

 ①
 

う
ま

く
い

か
な

い
と

き
に

あ
き

ら
め

る
⼦

、
そ

れ
を

②
知

っ
て
泣

い
て

⽴
ち
去

る
⼦

、
③
他

児
が

⾃
分

達
の

た
め

に
頑
張

っ
て

く
れ

て
い

る
と

分
か

っ
て

い
て

、
あ

き
ら

め
ち
ゃ

ダ
メ
！

と
他

児
を
励

ま
す

⼦
、

そ
し

て
④

⽴
ち
去

っ
た

⼦
が
戻

っ
て

き
て

、
そ

の
結
果

う
ま

く
い

っ
た

こ
と

を
⑤
喜

び
合

う
⼦

ど
も

た
ち

。
こ

の
よ

う
な
互

い
を
尊

重
し
合

う
関
係
性

を
⼟
台

と
し

て
協
働
的

学
び

が
⽣

ま
れ

る
と

考
え

る
。

①
〜
⑤

の
全

て
が

、
尊
重

し
合

っ
て

い
る
姿

と
い

う
わ

け
で

は
な

く
、

①
・

②
の
葛
藤

や
経
緯

を
分

か
っ

て
い

る
か

ら
こ

そ
、
④

や
上

⼿
く

い
っ

た
こ

と
が

⼀
層
喜

べ
る
関
係
性

。
や

り
ご

た
え

の
あ

る
活
動

に
難

所
は

つ
き

も
の

で
、

そ
れ

を
み

ん
な

で
乗

り
越

え
る
際

に
は
葛
藤

が
ほ
ぼ
必
然
的

に
伴

う
。
課
題

解
決

と
葛
藤

の
解
決

の
ど

ち
ら

も
が

幼
児

同
⼠

の
関
係
性

に
か

か
っ

て
い

る
。

ま
た

こ
う

し
た

達
成

感
の

分
か

ち
合

い
の
経
験

が
⼦

ど
も

の
関
係
性

も
つ

く
っ

て
い

く
と

考
え

て
い

る
。

 
 【
得
意

な
こ

と
を
積
み
上
げ

て
、

広
げ

る
。】

 
 

個
別
最
適

な
学

び
及

び
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
と

し
て

、
ま

ず
、

⾃
分

が
好

き
な

こ
と

、
得
意

な
こ

と
が
わ

か
り

、
そ

の
楽

し
さ

を
た

く
さ

ん
積
み
上
げ

て
き

た
こ

と
）

が
挙
げ

ら
れ

る
。
次

に
、

そ
の

好
き

な
こ

と
を

、
他

の
遊

び
で
活

か
せ

て
い

る
こ

と
が
挙
げ

ら
れ

る
。

 
 

１
つ

め
の

、
楽

し
さ

の
積
み
上
げ

に
関

し
て

、
例

え
ば
A

児
の
滑
⾞

や
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
へ

の
興

味
を

、
他

児
に

伝
え

る
援
助

を
重

ね
て

き
た

こ
と

で
、

個
別
最
適

な
学

び
が
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る
経
路

を
作

っ
て

い
る

と
も

考
え

25



る
。

本
事

例
で

は
、
鍵

の
作

り
⽅

を
A

児
か

ら
学
ぶ

こ
と

が
、

幼
児

の
⽅

か
ら

発
案

さ
れ

て
い

る
。

 
 

２
つ

め
の

、
他

の
遊

び
で
活

か
せ

る
こ

と
に

つ
い

て
、

本
事

例
の

場
合

、
は

じ
め

か
ら
「
鍵
」

を
作

る
の

で
は

な
く

、
「
滑
⾞
」

や
「
仕

組
み
」

と
い

っ
た

幼
児
（
A

児
）

の
好

き
な

こ
と

、
得
意

な
こ

と
を
媒
介

と
し

て
、「
鍵
」

に
ア

プ
ロ

ー
チ

し
た

。
こ

う
し

て
、

幼
児
（
A

児
）

の
経
験

が
広

が
っ

て
い

る
。

 
⾃

分
が

好
き

な
こ

と
、
得
意

な
こ

と
が
わ

か
り

、
そ

の
楽

し
さ

を
た

く
さ

ん
積
み
上
げ

て
き

た
こ

と
が
他

の
遊

び
の
中

に
も
活

か
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
、

個
別
最
適

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
と
⾔

え
る

の
で

は
な

い
か

。
こ

の
事

例
の

場
合

、
は

じ
め

か
ら
「
鍵
」

を
作

る
の

で
は

な
く

、「
滑
⾞
」

や
「
仕

組
み
」

と
い

っ
た
（
A

児
の
）

好
き

な
こ

と
、
得
意

な
こ

と
を
媒
介

と
し

て
、「
鍵
」

に
ア

プ
ロ

ー
チ

し
た

。（
A

児
の
）
経
験

が
広

が
る

こ
と

に
な

っ
た

こ
と

が
、

個
別
最
適

に
つ

な
が

る
と

し
た
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

。
ま

た
、

個
々

の
遊

び
と

し
て
追
求

し
た
経
験

だ
け

は
な

く
、

そ
れ

が
学

級
全
体

に
広

ま
っ

た
経
験

は
、

個
別
最
適

が
協
働
的

な
学

び
と

つ
な

が
る
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

。
 

 【
お
互

い
の
良

さ
を
認

め
合

い
、
共
通

の
⽬
的

に
取

り
組

む
／
共
通

の
⽬
的

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
お
互

い
の
良

さ
を
認

め
合

う
】

 
 ○

⼀
つ

の
⽬
的

に
向

け
て

の
遊

び
（
劇

を
作

る
、
鍵

を
作

る
）

が
あ

る
こ

と
で

、
①
お
互

い
の
良

さ
を
認

め
て
⾏
動

し
た

り
、

②
相

⼿
の
気
持

ち
や
③

⽴
場

を
考

え
る

よ
う

に
な

る
。

あ
る

幼
児

が
実
現

し
た

い
こ

と
を

、
相

⼿
に

ど
の

よ
う

に
伝

え
る

か
、

そ
れ

を
相

⼿
が

ど
う
受

け
⽌

め
る

か
、

相
⼿

の
気
持

ち
や

学
級
全
体

の
流

れ
を

ど
う

考
え

る
の

か
が
協

働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
と
⾔

え
る

の
で

は
な

い
か

。
 

 ２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 【

幼
児

の
主
体
性

と
必
要

な
援
助

の
バ

ラ
ン

ス
】

 
○

 
幼

児
が

⾃
分

で
選

ん
で

考
え

て
で

き
る

よ
う

に
、

様
々

な
環

境
（
段

ボ
ー

ル
や

材
料

を
選
ぶ
）

を
準

備
す

る
。

し
か

し
、

あ
く

ま
で

も
幼

児
の

考
え

で
進

め
て

い
け

る
よ

う
に

す
る

。
 

⼀
⽅

、
幼

児
だ

け
で

は
た

ど
り

つ
け

な
い

と
こ

ろ
（

プ
ー

ル
の
鍵

 
鍵
作

り
の

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

な
ど
）

は
保

育
者

も
⼀

緒
に

な
っ

て
作

る
。

し
か

し
、

そ
こ

に
⾃

分
た

ち
で

た
ど

り
着

け
る
（

と
幼

児
に

は
感

じ
ら

れ
る

よ
う

に
）、
援
助

を
ヒ
ン

ト
に
留

め
た

り
、
最

後
の
部

分
は

幼
児

に
残

し
て
置

い
た

り
し

た
。

個
別
最
適

な
学

び
も
協
働
的

な
学

び
も

、
保

育
者

の
指
⽰

で
は

な
く

、
幼

児
の

⽇
頃

の
⾏
動

の
読
み

取
り

に
基

づ
く
適
切

な
援
助

に
よ

り
、

そ
の
芽

が
出

て
く

る
。

 
 【

⾒
守

る
保

育
の
重
要
性

】
 

○
幼

児
が

⾃
分

た
ち

で
試
⾏
錯
誤

し
て

い
る

時
に

は
、
保

育
者

は
⾒
守

り
な

が
ら

も
ど

の
タ

イ
ミ
ン
グ

で
介

⼊
す

べ
き

か
常

に
葛
藤

し
て

い
る

。
援
助

が
先
⾛

る
こ

と
で

幼
児

が
⾃

分
た

ち
で

考
え

た
り

、
解
決

し
よ

う
と

す
る
姿

を
摘
み

取
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

る
。
保

育
者

も
仲
間

と
し

て
参

加
し

な
が

ら
⾒
守

る
よ

う
に

し
、
失
敗

し
て

も
⾃

分
た

ち
で
軌

道
修
正

し
て

い
く
姿

を
信

じ
て

⾒
守

る
よ

う
に

す
る

。
タ

イ
ミ
ン
グ

を
⾒
極

め
る

こ
と

が
難

し
く

、
と

て
も

⼤
切

で
あ

る
。

 
   

 

「
栗

の
⽊

は
ど

こ
？

」
 

 
園

名
：
福
島

⼤
学

附
属

幼
稚

園
 

 【
５

⽉
中
旬

 
こ

の
期

の
ね

ら
い

】
 

○
２

〜
３

⼈
の

友
達

と
遊

び
を

進
め

る
中

で
、

⾃
分

の
考

え
や

イ
メ

ー
ジ

を
出

そ
う

と
す

る
。

 
〇

相
⼿

の
イ
メ

ー
ジ

を
受

け
⼊

れ
て
動

く
と

楽
し

い
と
わ

か
り

、
⾃

分
た

ち
で

遊
び

を
進

め
よ

う
と

す
る

。
 

〇
友

達
か

ら
の
刺
激

を
受

け
て

、
⾃

分
な

り
に

考
え

た
り
挑
戦

し
た

り
し

よ
う

と
す

る
。

 
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

4歳
ク

ラ
ス

の
時

に
、

園
庭

に
落

ち
て

い
た
栗

を
拾

っ
た
A

児
ら

は
、
栗

の
実

を
イ
ガ

か
ら

外
し

て
拾

い
集

め
る

こ
と

に
夢
中

に
な

り
、

や
が

て
、「
⾷

べ
て
み

た
い
」

と
、
保

育
者

と
友

達
と
共

に
栗

を
煮

る
と

い
う
体
験

を
し

て
い

る
。 

こ
の

遊
び

を
通

し
て

、
⼦

ど
も

達
は
「

や
っ

て
み

た
い
」

と
思

っ
た

こ
と

を
実
現

す
る

楽
し

さ
、

友
達

と
⼀

緒
に

や
っ

て
み

る
楽

し
さ

を
味
わ

っ
た

。
そ

の
際

は
、
栗

の
⽊

や
葉

の
こ

と
に

興
味

は
向

い
て

い
な

か
っ

た
よ

う
だ

。
 

 
５
歳

ク
ラ

ス
の

⼦
ど

も
達

に
は

、「
や

っ
て
み

た
い
」こ

と
に

取
り

組
み

、友
達

や
先

⽣
か

ら
の
刺
激

を
受

け
合

い
な

が
ら

、
⾃

分
な

り
に

考
え

た
り

、
興

味
を
追

究
し

た
り

す
る

楽
し

さ
を

味
わ

っ
て
ほ

し
い

と
い

う
保

育
者

の
願

い
が

あ
っ

た
。

 
２

．
事

例
の

記
⼊

 
５

⽉
１

２
⽇

 
①
A

児
が
「
栗

を
拾

っ
た
！
」

と
嬉

し
そ

う
に
保

育
者

に
⾒
せ

に
来

た
。

 
 ②

そ
の

様
⼦

を
⾒

て
い

た
B

児
が
「
栗

は
⽊

の
実

な
ん

だ
よ

。」
と
⾔

っ
て

き
た

。
B

児
の

発
⾔

か
ら

、
先
週

、
幼

稚
園

の
畑

に
何

を
植

え
る

か
学

級
全
体

で
相
談

し
た
際

に
、
C

児
が

「
り

ん
ご

と
か

、
桃

と
か

、
ぶ

ど
う

と
か

が
い

い
」

と
⾔

っ
た

こ
と

に
対

し
て

、D
児

が「
り

ん
ご

は
⽊

の
実

な
ん

だ
よ

（
だ

か
ら

、
畑

に
は
植

ら
れ

な
い

よ
の
意

味
）」

と
⾔

っ
て

い
た

こ
と

を
保

育
者

は
思

い
出

し
た

。
 

 
③
A

児
も

そ
れ

を
思

い
出

し
た

よ
う

で
、「
栗

の
⽊

は
ど

こ
？
」

と
周
辺

を
⾒

ま
わ

し
、
探

し
始

め
た

。
Ａ

児
は

、
栗

が
落

ち
て

い
た

場
所

の
、上

の
⽅

を
⾒
上
げ

、「
な

い
ね

ー
。

栗
の
⽊

。」
⾒
上
げ

た
先

に
⽊

は
あ

っ
た

が
、（
実

は
そ

れ
が

栗
の
⽊
）
栗

の
実

も
イ
ガ

も
つ

い
て

い
な

か
っ

た
。

 
 A

児
と
B

児
と
保

育
者

の
様

⼦
に
気

づ
い

た
５
歳

ク
ラ

ス
の

幼
児

た
ち

が
、
５

〜
６

⼈
集

ま
っ

て
来

た
。

 
 ④

す
る

と
、Ｂ

児
が「

⼀
列

に
並

ん
で
！
」と
⾔

い
、A

児
、

C
児

、
Ｅ

児
、
Ｆ

児
、
Ｇ

児
、
Ｈ

児
が
Ｂ

児
の

後
ろ

に
並

ん
だ

。
昨

年
度

の
5歳

児
が
「
探
検
隊

だ
」

と
⾔

っ
て

、
⼀
列

に
並

ん
で

園
庭
中

を
歩

き
回

る
遊

び
を

し
て

い
た

様
⼦

を
、

B
児

は
憧

れ
の

ま
な

ざ
し

で
⾒

て
い

た
の

か
も

し
れ

な
い

。
⼀
列

に
並
ぶ

こ
と

は
、学

級
全
体

で
⻤
ご

っ
こ

を
す

る
際

の
チ

ー
ム

分
け

で
体
験

し
て

い
た

の
で

、
他

の
幼

児
も
B

児
の
⾔
葉

か
ら

、ど
う
動

け
ば

い
い

か
を
連
想

し
や

す
か

っ
た

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
［
a］

 園
庭

に
落

ち
て

い
た
栗

の
実

を
⾒

つ
け

た
こ

と
で

、
A

児
は

、
昨

年
の

楽
し

か
っ

た
遊

び
を

思
い
出

し
、
保

育
者

に
⾒
せ

に
来

た
の

だ
ろ

う
。

 
  ②［
c］
D

児
が
⾔

っ
て

い
た

こ
と

か
ら

、B
児

の
A

児
へ

の
伝

え
が
引

き
出

さ
れ

て
い

る
。［
b］

さ
ら

に
、B

児
の

発
⾔

が
、
A

児
の
「

や
っ

て
み

た
い
」

に
つ

な
が

っ
て

い
る

と
思
わ

れ
る

。
友

達
の

発
⾔

を
互

い
に

聞
い

て
お

り
、
刺
激

し
合

っ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

 
    ③
［
c］

 
A

児
は
「
栗

の
⽊
＝
栗

の
実

や
イ
ガ

が
つ

い
て

い
る
」

と
推
測

し
た

の
だ

ろ
う

。
 

        ④
［
b］

②
の
A

児
の

発
⾔

を
受

け
た
B

児
の

イ
メ

ー
ジ

は
⼀
列

に
並

ん
で
⽊

を
探

す
探
検
隊

の
よ

う
な

イ
メ

ー
ジ

で
、友

達
に
並
ぶ

よ
う

に
話

し
た

の
だ

ろ
う（
B

児
は
昨

年
度

の
体
験

に
刺
激

を
受

け
た
可
能
性

も
あ

る
）。

つ
ま

り
、
A

児
と
B

児
に

は
、「
栗

の
⽊

を
探

す
」と

い
う
共
通

の
⽬
的

が
あ

っ
た

。
そ

の
他

の
幼

児
に

は
⼆

⼈
の
共
通

の
⽬
的

は
伝
わ

っ
て
お

ら
ず

、
お

も
し

ろ
そ

う
だ

か
ら

、
並

ん
で

つ
い

て
い

く
幼

児
が

多
か

っ
た

の
で
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の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
 

 ⑤
⼦

ど
も

達
は

、
⼀
列

に
並

ん
で

、
園

庭
を
歩

き
、
栗

の
⽊

を
探

し
始

め
た

。保
育
者

は
お

も
し

ろ
そ

う
だ

と
思

い
、写

真
を
撮

り
な

が
ら

⼀
番

後
ろ

を
つ

い
て
⾏

っ
た

。最
後
尾

の
H

児
と
保

育
者

が
遅

れ
る

と
、Ｂ

児
が「

待
っ

て
！
H

児
と

先
⽣

が
遅

れ
て

る
。」

と
み

ん
な

を
⽴

ち
⽌

ま
ら
せ

、
つ

い
て

き
た

か
を
確
認

し
て

、ま
た

進
む

。保
育
者

の
前

を
歩

い
て

い
た
H

児
が
振

り
返

っ
て
「
先

⽣
も
探
検
隊
？
」

と
愉

快
そ

う
に

聞
い

て
き

た
の

で
、「

う
ん

。」
と
返

す
と

、
Ｈ

児
は
「

楽
し

い
ね
！
」

と
に

っ
こ

り
笑

っ
た

。
 

 ⑥
Ｂ

児「
⾒

て
！

何
か

あ
る

よ
」測

量
⽤

の
⽮
印

が
描

い
て

あ
る
⽯
柱

を
発

⾒
し

、⽮
印

の
⽅
向
へ

進
む

。
 

 ⑦
２
⽅
向

に
⽮
印

が
あ

る
と

、み
ん

な
で「

あ
っ

ち
か

な
。」

「
こ

っ
ち

か
も

。」
等

と
⾔

い
合

い
、Ｂ

児
が

そ
れ
ぞ

れ
の

考
え

を
聞

い
て「

こ
っ

ち
ね
」

と
決

め
、
み

ん
な

が
後

ろ
を
着

い
て

い
く

。
 

⑧
Ａ

児
「

何
か

こ
の
⽊

に
看
板
書

い
て

あ
る

よ
」（
⽊

の
種

類
を
カ

タ
カ

ナ
で
⽰

し
た

名
札

が
あ

っ
た

。）
Ｂ

児「
読

め
な

い
。誰

か
読

め
る

⼈
い

る
？
」
Ｅ

児
、
Ｆ

児
、
Ｇ

児
が
「
読

め
る

よ
！
」

と
⼿

を
あ
げ

た
。『
ケ
ヤ
キ
』と
書

い
て

あ
る
札

を
Ｅ

児
は「

く
や

き
！
」と
読

ん
だ

。
周
囲

の
幼

児
た

ち
は

感
⼼

し
た

よ
う

に
E

児
と

名
前

の
札

を
⾒

つ
め

て
い

た
。続

け
て
F

児
が
『
シ

ラ
カ
シ
』

を
「

し
ら

か
ん
！
」

と
読
み

、『
ナ

ツ
ツ
バ
キ
』を
G

児
が「

な
な

む
は
ぎ
！
」

と
読

ん
だ

。 
 ⑨
H

児
ら
他

の
幼

児
は

、友
達

が
看
板

を
読

む
声

を
聞

き
、感
⼼

し
た

よ
う

に「
へ

ぇ
〜

。」
「

そ
う
書

い
て

あ
る

ん
だ

。」
と

、
う

な
ず

い
て

い
た

。
 

 ⑩
Ｂ

児
が
「

な
い

ね
ぇ
…
栗

の
⽊

。」
と

、
た

め
息

を
つ

き
な

が
ら

つ
ぶ

や
い

た
。

 
  ⑪

そ
の

と
き

、
Ａ

児
が
列

を
離

れ
、
⾛

り
出

し
た

。
も

う
⼀

は
な

い
か

。
 

 ⑤
［
b］
B

児
は

、
の

ん
び

り
後

を
つ

い
て

き
て

い
る
H

児
や
保

育
者

の
こ

と
も

、
仲
間

と
し

て
受

け
⼊

れ
て

い
る

。
ま

た
、
B

児
の
⾔
動

に
他

の
幼

児
も
従

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
お
お

ま
か

な
イ
メ

ー
ジ

を
受

け
⼊

れ
て

遊
ぶ

楽
し

さ
を

味
わ

っ
て

い
る

と
思
わ

れ
る

。
し

か
も

、
保

育
者

が
遊

び
を
リ

ー
ド

す
る

役
で

な
く

、
遅

れ
れ
ば

待
っ

て
い

て
あ
げ

る
対
象

と
捉

え
ら

れ
て

い
る

。［
c］

実
際

に
幼

児
の

遊
び

に
参

加
す

る
中

で
、
Ｂ

児
が

⾃
分

を
受

け
⼊

れ
て

く
れ

る
嬉

し
さ

や
、
Ｂ

児
の
良

さ
を
改

め
て
実

感
し

、
H

児
と
共

感
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
 ⑥
［
c］

た
ま

た
ま

⾒
つ

け
た
測

量
⽤

の
⽯
柱

の
⽮
印

だ
っ

た
が

、
探
検
隊

の
イ
メ

ー
ジ

に
合

っ
て

い
た

の
だ

ろ
う

。
 

 ⑦
［
b］

そ
れ
ぞ

れ
が

⾃
分

の
考

え
を

話
し

、
B

児
が

そ
れ

を
聞

い
て
判
断

し
て

い
る

。［
c］

⼀
⻫

形
態

の
活

動
の
中

で
、
５

〜
６

⼈
の
グ

ル
ー

プ
で

相
談

す
る
要

素
を
活
動

の
中

に
取

り
⼊

れ
て

き
た

こ
と

が
、

こ
の
姿

に
つ

な
が

っ
て

い
る

の
か

も
し

れ
な

い
。

 
 

 
 ⑧
［
b］

こ
れ

ま
で

は
、「

⾃
分

が
⼀
番

で
き

る
」

と
ア

ピ
ー

ル
す

る
こ

と
が

多
か

っ
た
B

児
が

、
友

達
の
⼒

を
借

り
て

解
決

し
よ

う
と

し
て

い
る

。
 

          ⑨
［
c］

ひ
ら

が
な

が
読

め
る

幼
児

達
が

⼿
を
上
げ

た
が

、
看
板

の
⽂
字

は
カ

タ
カ

ナ
だ

っ
た

た
め

、
正
確

に
は
読

め
て

い
な

い
。
正
確

な
読
み

を
教

え
る

べ
き

か
、

⼀
瞬
迷

っ
た

が
、
他

の
幼

児
が
「
字

が
読

め
る

っ
て

す
ご

い
」

と
感
⼼

し
て

い
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
た

め
、

こ
の

場
⾯

で
は
訂
正

し
な

い
で

⾒
守

っ
た

。
幼

児
達

の
こ

の
姿

は
、
⽂
字

に
対

す
る

興
味

が
深

ま
り

、
友

達
の
良

さ
を
認

め
る

こ
と

に
つ

な
が

っ
て

い
く

き
っ

か
け
（

学
び

の
芽
）

だ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
 

 ⑩
［
a］
B

児
は

、
看
板

の
⽂
字

に
「

ク
リ
」

は
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、
看
板

が
つ

い
て

い
る
⽊

は
栗

の
⽊

で
は

な
い

と
判
断

し
た

よ
う

だ
。

 
 ⑪
［
a］
A

児
も

同
様

に
、
栗

の
⽊

は
な

い
と
判
断

度
、
栗

が
落

ち
て

い
た

場
所
へ
⾛

っ
て
戻

っ
た

よ
う

だ
。

 
 そ

こ
へ

、
I児

が
『

し
ぜ

ん
か

ん
さ

つ
ず

か
ん
』

を
⾸

か
ら

下
げ

て
や

っ
て
来

た
。
Ａ

児
「

ち
ょ

っ
と

⾒
せ

て
」。
み

ん
な

で
I

児
の
図
鑑

を
の
ぞ

き
込

ん
だ

が
、
栗

の
ペ

ー
ジ

に
は

、イ
ガ

の
中

に
栗

が
⼊

っ
て

い
る
写
真

だ
け

で
、⽊

は
載

っ
て

い
な

か
っ

た
。
偶
然
通

り
か

か
っ

た
I児

の
図
鑑
（

個
⼈
持

ち
の
ポ
ケ

ッ
ト
図
鑑
）に

、栗
の
⽊

が
載

っ
て

い
る

こ
と

を
期

待
し

て
⾒

た
よ

う
だ

が
、
載

っ
て

い
な

か
っ

た
。

 
 ⑫
Ａ

児「
あ

の
…

あ
れ
…

⼤
き

い
絵

本
み

た
い

な
の（
図
鑑
）

に
は

、
書

い
て

あ
る

か
も
！
」

と
、
保

育
室

か
ら
植
物
図
鑑

を
持

っ
て

き
た

。
 

 ⑬
図
鑑

に
載

っ
て

い
る
栗

の
⽊

や
、
葉

や
栗

の
実
（

イ
ガ
）

の
絵

と
、栗

が
落

ち
て

い
た

場
所

の
す
ぐ
上

の
⽊

の
葉

と
⾒

⽐
べ

て
、
A

児
「

こ
れ
（
図
鑑

の
栗

の
葉
）

と
、

同
じ
葉

っ
ぱ
！
」

と
興
奮

し
た

様
⼦

で
⾔

っ
た

。
 

 ⑭
保

育
者
「
へ
ぇ

ー
、

本
当

だ
！

同
じ

に
⾒

え
る

ね
。」

 
 ⑬
B

児
「

で
も

、
チ

ク
チ

ク
（

イ
ガ
）

は
、

な
い

よ
ね
ぇ

。」
 

A
児
「

⾒
て
！
葉

っ
ぱ

は
、チ

ク
チ

ク
！
」 

F
児

が
葉

を
触

っ
て

「
ほ

ん
と

だ
。

チ
ク

チ
ク

ー
！
」

 
そ

れ
ぞ

れ
に
葉

を
触

っ
て
確
認

し
て

い
る

。
 

 ⑭
保

育
者

も
葉

を
触

っ
て「

う
ん

。チ
ク

チ
ク

し
て

る
ね

。」
と
共

感
し

た
。

 
 ⑮

し
か

し
、Ｂ

児
だ

け
は
納
得

が
い

か
な

い
よ

う
な
顔

を
し

て
い

た
。

し
ば

ら
く

す
る

と
、
B

児
も
他

の
幼

児
も
違

う
遊

び
へ
移

っ
て

い
っ

た
が

、
A

児
だ

け
は
残

っ
て

、
熱
⼼

に
栗

の
⽊

を
⾒

て
い

た
。そ

し
て

、栗
の
花

や
葉

を
触

っ
て

、「
こ

れ
か

な
ぁ
？

こ
れ

が
チ

ク
チ

ク
に

な
る

の
か

な
ぁ
…
」と

つ
ぶ

や
い

た
。

 
  ５

⽉
下
旬

 
 ⑯
H

児
は

、
遊

び
の
中

で
友

達
が
⽂
字

を
読

ん
で

い
る
姿

を
⾒

た
後

か
ら

、
図
鑑

の
⽂

字
に

興
味

を
⽰

し
、

⾃
分

で
も
読

ん
で
み

よ
う

と
し

た
り

、
お
店
ご

っ
こ

の
遊

び
の
中

で
、
看
板
（「

や
き

に
く

や
さ

ん
」

な
ど
）

を
書

い
た

り
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

ま
た

、

し
、

も
う

⼀
度
現

場
に
戻

っ
て
み

た
よ

う
だ

。
 

        ⑫
［
c］
A

児
は

、
図
鑑

に
載

っ
て

い
る
栗

の
⽊

と
、
⽬

の
前

の
⽊

を
⾒
⽐

べ
よ

う
と

し
て

い
る

。
以

前
、
ポ
ケ

ッ
ト
図
鑑

に
載

っ
て

い
な

い
植
物

を
保

育
者

と
⼀

緒
に

⼤
き

い
図
鑑

で
探

し
て

⾒
つ

け
た
経
験

が
、

こ
の
姿

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
 

 ⑬
［
b］
A

児
は

、
図
鑑

に
載

っ
て

い
た
栗

の
⽊

の
葉

に
着
⽬

し
、
⽬

の
前

の
⽊

と
葉

の
形
状

が
同

じ
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
イ
ガ

は
つ

い
て

い
な

い
が

、
こ

れ
は
栗

の
⽊

だ
と
判
断

し
た

よ
う

だ
。

⼀
⽅

、
B

児
は

、
や

は
り

イ
ガ

が
つ

い
て

い
な

い
⽊

は
、
栗

の
⽊

と
は
⾔

え
な

い
と

思
っ

た
の

だ
ろ

う
。

そ
れ
ぞ

れ
に

⾃
分

の
考

え
を

話
し

た
り

、友
達

の
⾔
葉

を
聞

い
て
確
認

し
た

り
し

て
い

る
。 

       ⑭
［
c］
保

育
者

は
、
栗

の
⽊

が
ど

こ
に

あ
る

か
は
わ

か
っ

て
い

た
が

、
A

児
や
B

児
が

⾃
分

な
り

に
発

⾒
し

た
り
推
測

し
た

り
し

て
い

く
姿

が
⼤
切

だ
と

考
え

、
敢

え
て
結
論

を
出

さ
ず

に
、

⾒
守

り
共

感
す

る
援
助

を
⾏

っ
た

。
A

児
や
B

児
が
今

後
、「
栗

の
⽊

は
ど

こ
に

あ
る

か
？
」

と
い

う
問

い
に

ど
う
向

き
合

っ
て

い
く

か
も

楽
し
み

に
待

ち
た

い
と

思
っ

た
。

 
  ⑮
［
b］
A

児
も
葉

の
形

で
、
栗

の
⽊

だ
と
判
断

し
た

も
の

の
、
B

児
の

考
え

を
聞

い
て

、
本

当
に

イ
ガ

が
で

き
る

の
か

、
ど

ん
な
ふ

う
に

イ
ガ

が
で

き
る

の
か

と
、
再

び
考

え
た

よ
う

だ
。

 
 ⑯
［
a］
H

児
が
⽂
字

や
⾃
然

に
⽬

を
向

け
、

⾃
分

も
や

っ
て
み

よ
う

と
思

え
た

き
っ

か
け

は
、
上

記
の

事
例

に
⾒

ら
れ

る
よ

う
な

友
達

の
姿

に
刺
激

を
受

け
た

こ
と

で
あ

る
。

そ
れ

ま
で

は
、

友
達

の
後

ろ
を

つ
い

て
い

く
こ

と
が

多
か

っ
た
H

児
だ

っ
た

が
、

こ
の
頃

か
ら

、
⾃

分
の

や
っ

て
み

た
い

こ
と

に
、

⼀
⼈

で
も

取
り

組
む
姿

が
⾒

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。
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個
⼈
持

ち
の
『
ポ
ケ

ッ
ト
図
鑑
』

を
常

に
持

ち
歩

き
、

園
庭

の
草
花

や
⾍

な
ど

と
照

ら
し
合
わ
せ

て
確
認

す
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。や

が
て

、バ
ッ

タ
を

⼿
で
捕

ま
え

る
に

は
ど

う
し

た
ら

い
い

か
を

考
え

、⾃
分

な
り

に
推
測

し
た

り
、試

し
て

み
た

り
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 
 ⑰
保

育
者

は
、
H

児
を
認

め
た

り
共

感
し

た
り

し
な

が
ら

、
H

児
の

考
え

を
聞

い
て
応
援

し
た

り
、み

ん
な

の
前

で
発
表

（「
バ

ッ
タ

は
⻑

い
草

の
と

こ
ろ

に
い

る
よ
」

な
ど
）

す
る

機
会

を
作

っ
た

り
し

て
き

た
。

 
  ⑱
次
第

に
、
周
囲

の
幼

児
が
「
今

、
バ

ッ
タ

が
跳

ん
だ

か
ら

H
児

に
教

え
よ

う
」と
知

ら
せ

に
来

た
り

、捕
ま

え
た
バ

ッ
タ

の
名

前
を
H

児
と

⼀
緒

に
図
鑑

を
⾒

て
調

べ
た

り
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 
 

 9
⽉

10
⽇

 
F

児
が

、プ
ー

ル
の
掃
除

に
使

っ
て
⼲

し
て

あ
っ

た
タ
ワ
シ

の
⼊

っ
た

か
ご

を
持

ち
、
保

育
者

の
と

こ
ろ
へ
来

た
。
F

児
「
先

⽣
！

⾒
て
！

タ
ワ
シ

の
中

に
栗

が
隠

れ
て

る
！
」タ
ワ

シ
の
中

に
栗

の
イ
ガ

が
⼀

つ
⼊

っ
て
お

り
、イ
ガ

は
半

分
が

茶
⾊

で
半

分
が
緑
⾊

を
し

て
い

た
。そ

の
た

め
、イ
ガ

の
茶

⾊
い
部

分
が

タ
ワ
シ

と
擬
態

し
て

い
る

よ
う

に
⾒

え
て

い
た

。
 

 ⑲
保

育
者
「
お

も
し

ろ
ー

い
。

か
く

れ
ん
ぼ

し
て

る
ね

。」
F

児
は
嬉

し
そ

う
に

、
保

育
者

や
友

達
に

⾒
せ

て
い

た
。

 
 ⑳

そ
こ
へ

、
A

児
が
通

り
か

か
り

、「
え

っ
？

何
そ

れ
！
？

ど
こ

に
あ

っ
た

の
？
」

と
聞

い
た

。
F

児
「

あ
そ

こ
（
職
員

室
の

前
）

だ
よ

ー
。

あ
っ
！

で
も

ね
、

あ
っ

ち
（
太
⿎
橋
）

の
と

こ
に

も
落

ち
て

た
よ
！
」 
A

児
が
急

い
で
太
⿎
橋

の
下
へ
⾛

っ
て
⾏

く
と

、
緑
⾊

の
イ
ガ

が
落

ち
て

い
た

。（
中

の
栗

は
、４
歳

児
が

と
っ

て
し

ま
っ

た
後

ら
し

く
、イ
ガ

だ
け

が
落

ち
て

い
た

。）
A

児
は

、
そ

の
後

す
ぐ

に
、
５

⽉
に

「
こ

れ
が
栗

の
⽊

だ
ろ

う
」

と
推
測

し
た
⽊
（
⑪
）

の
下
へ

⾛
っ

て
⾏

っ
た

。
近

く
に

い
た
B

児
が

そ
れ

に
着

い
て
⾏

く
。そ

し
て

、⽊
の
上

の
⽅

に
緑
⾊

を
し

た
栗

の
イ
ガ

が
つ

い
て

い
る

の
を

発
⾒

し
、A

児
が
⽊

の
上

の
イ
ガ

を
指

さ
し

て
「

あ
ー

ー
ー

っ
！
」

と
声

を
上
げ

た
。
B

児
も

イ
ガ

を
指

さ
し

て
同

じ
よ

う
に
叫

ん
だ

。（
保

育
者

も
思
わ

ず
叫

ん
だ

。）
A

児
は
B

児
と
顔

を
⾒
合
わ
せ

て
笑

い
合

い
、
保

育
者

と
⽬

を
合
わ

せ
、
驚

い
た

よ
う

な
、
誇

ら
し
げ

な
表

情
を

⾒
せ

た
。
A

児
と
B

児
は
「

や
っ

      ⑰［
c］
⑨

の
場
⾯

で
保

育
者

が
⾒

取
っ

た『
学

び
の
芽
』

が
、
H

児
の

遊
び

に
反
映

さ
れ

て
い

る
と
捉

え
た

。
そ

こ
で

、
H

児
の
姿

を
保

育
者

が
認

め
、

友
達

に
知

ら
せ

る
働

き
か

け
を
⾏

っ
た

。
こ

の
働

き
か

け
が
⑱

の
姿

に
つ

な
が

っ
て

い
る

と
思
わ

れ
る

。
 

 ⑱
［
b］
H

児
の

学
び

が
、
保

育
者

の
働

き
か

け
を

き
っ

か
け

に
、
他

の
友

達
の

学
び
へ

と
つ

な
が

っ
て

い
る

。
 

             ⑲
［
c］
保

育
者

は
、
栗

の
⽊

に
イ
ガ

が
つ

い
て

い
る

こ
と

は
わ

か
っ

て
い

た
。し

か
し

、こ
れ

ま
で

、つ
い

つ
い

保
育
者

が
正

し
い
答

え
に
導

こ
う

と
し

て
し

ま
っ

た
反

省
を

⽣
か

し
、
今
回

は
敢

え
て

教
え

る
の

で
は

な
く

、
⼦

ど
も

達
が
気

づ
く

ま
で

待
っ

て
み

よ
う

と
考

え
て

い
た

。い
つ

か
き

っ
と
気

づ
く

時
が
来

る
の

で
は

な
い

か
、

で
も

、
も

し
気

づ
か

な
か

っ
た

ら
保

育
者

と
し

て
ど

ん
な

対
応

を
し

よ
う

か
、な

ど
と

考
え

を
巡

ら
せ

な
が

ら
、

楽
し
み

に
待

っ
て

い
た

。
タ
ワ
シ

に
栗

の
イ
ガ

が
混

じ
っ

て
い

た
の

は
予
想

外
で

あ
り

、（
似

た
よ

う
な

形
状

を
し

て
い

る
の

で
、
４
歳

児
が
混
ぜ

た
の

か
も

し
れ

な
い

。）
F

児
が
お

も
し

ろ
い

と
思

っ
た
気
持

ち
に
保

育
者

も
素
直

に
共

感
し

た
が

、こ
の
保

育
者

の
反
応

が
、A

児
に

伝
わ

り
、
⑳

の
姿

が
引

き
出

さ
れ

た
の

だ
ろ

う
。

 
 ⑳
［
a］
栗

の
イ
ガ

を
⾒

つ
け

た
こ

と
で

、
５

⽉
の
栗

の
⽊
探

し
の

こ
と

を
思

い
出

し
た

よ
う

だ
。
４

か
⽉

も
前

の
こ

と
だ

が
、
A

児
が

⾃
分

で
考

え
、

友
達

の
意

⾒
を

聞
い

て
迷

い
、再

考
し

て
い

た
こ

と
だ

っ
た

か
ら

こ
そ

、
忘

れ
な

い
で

い
た

の
だ

ろ
う

。
つ

い
に
栗

の
⽊

を
⾒

つ
け

た
、

⾃
分

の
考

え
が

や
は

り
正

し
か

っ
た

ん
だ

と
い

う
喜

び
が

学
び

に
つ

な
が

っ
て

い
る

と
思
わ

れ
る

。
５

⽉
に

は
納
得

が
い

か
な

か
っ

た
B

児
に

と
っ

て
も

、
⾃

分
の
⽬

で
⾒

て
確
認

し
、
A

児
の
⾔

う
こ

と
が

本
当

だ

た
ー
！

や
っ

た
ー
！
栗

の
⽊

⾒
つ

け
た
！
」と

、栗
の
⽊

の
周

り
を
跳

び
は

ね
な

が
ら
回

っ
て

い
た

。
そ

し
て

、
B

児
が

「
や

っ
ぱ

り
、
A

児
の
⾔

う
こ

と
は

本
当

だ
っ

た
ん

だ
・

・
・

。」
と
納
得

し
た

よ
う

に
つ
ぶ

や
い

た
。

 
  

っ
た

と
納
得

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
教

え
ら

れ
て
得

た
知
識

と
は
別

の
、
実

感
を
伴

っ
た

学
び

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
の

で
は

な
い

か
。［
b］

ま
た

、
⾃

分
な

り
の
答

え
を

⾒
つ

け
る

こ
と

が
で

き
た
喜

び
を

、
友

達
や
先

⽣
と
共
有

す
る

こ
と

が
で

き
た
経
験

は
、
今

後
の

学
び

に
つ

な
が

っ
て

い
く

だ
ろ

う
。

 

 
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
 【

⾜
り

な
い
図
鑑

の
情

報
が
A

児
の

学
び

を
深

め
る

】
 

 
 ◯
A

児
が
「
栗

の
⽊

を
探

し
た

い
」

と
い

う
「

や
っ

て
み

た
い
」

を
⾒
出

し
た
点

は
、

個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
る

。
特

に
、
図
鑑

の
情

報
で

は
 
葉

の
形

や
特
徴

か
ら

、
園

庭
の
⽊

が
栗

の
⽊

で
あ

る
こ

と
の
確
信

に
⾄

れ
な

か
っ

た
か

ら
こ

そ
、

⾃
分

な
り

の
根
拠

を
探

す
た

め
に

、
よ

り
熱
⼼

に
⽊

の
様

⼦
を

調
べ

る
と

い
う
「

個
別
最
適

な
学

び
」

に
つ

な
が

っ
た

と
⾔

え
る

。
 

 【
確
信

を
も

ち
た

い
A

児
と
納
得

し
た

い
B

児
と

の
意

⾒
の

や
り

と
り

】
 

 
◯
互

い
に

⾃
分

の
考

え
に
予
想

や
根
拠

を
も

っ
て
出

し
合

い
や

り
と

り
を

し
て

い
る
姿

は
、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る
姿

と
⾔

え
る

だ
ろ

う
。A

児
は

早
く
確
信

を
得

た
い

の
で

、こ
れ

が
栗

の
⽊

で
あ

る
⽅
向

で
根
拠

な
ど

を
述

べ
る

。
B

児
は
納
得

を
重
視

し
て

い
る

の
で

、
A

児
の
意

⾒
に
簡
単

に
は
流

さ
れ

な
い

。
そ

の
よ

う
な

２
⼈

だ
か

ら
こ

そ
、

い
ろ

い
ろ

な
意

⾒
の

や
り

と
り

が
弾

ん
で

い
た

。
そ

の
中

で
、

相
⼿

の
考

え
を

聞
い

て
意

⾒
が
揺

ら
ぎ
再

考
し

よ
う

と
す

る
、

相
⼿

の
意

⾒
を

聞
い

て
も
納
得

が
い

か
な

い
と

は
っ

き
り
主
張

す
る

、
最
終
的

に
そ

れ
ぞ

れ
が
納
得

す
る

答
え

を
⾒

つ
け
出

す
な

ど
、
協
働
的

な
学

び
か

ら
個
別
最
適

な
学

び
へ

の
往
還

と
⾔

え
る

の
で

は
な

い
か

。
 

 【
共
通

の
イ
メ

ー
ジ

の
基

に
な

る
共
通

の
遊

び
経
験

】
 

 ◯
ま

ず
、
昨

年
度
５
歳

児
の
探
検
隊

の
憧

れ
が

あ
っ

た
か

ら
こ

そ
、

⼀
列

で
探

し
に
⾏

く
の

が
楽

し
そ

う
、

と
興

味
を

惹
い

た
と

い
う

こ
と

は
、
協
働
的

な
学

び
と

個
別
最
適

な
学

び
が
結

び
つ

い
て

い
る

と
⾔

え
る

の
で

は
な

い
か

。
ま

た
、

前
週

の
ク

ラ
ス

の
話
題

を
元

に
栗

の
⽊

を
予
想

し
て

い
る
姿

も
、
協
働
的

な
学

び
か

ら
個
別
最
適

な
学

び
へ

の
往
還

と
⾔

え
る

の
で

は
な

い
か

。
 

 ２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 【
保

育
者

が
⼊

る
け

れ
ど

、
遊

び
を
引

っ
張

る
の

は
⼦

ど
も

】
 

 〇
保

育
者

が
仲
間

の
⼀
員

と
し

て
遊

び
に

加
わ

る
意

味
は

、
幼

児
同

⼠
を

つ
な
ぐ

た
め

と
い

う
場
合

も
あ

る
。

こ
の

事
例

で
は

そ
の

よ
う

な
直
接
的

な
援
助

は
な

か
っ

た
が

、
保

育
者

が
幼

児
と

同
じ

⽴
場

で
発

⾒
や

感
動

を
共
有

す
る

と
い

う
間
接
的

な
援
助

が
、
保

育
者

も
幼

児
も
共

に
遊

び
の

楽
し

さ
を
共
有

す
る

こ
と

に
つ

な
が

り
、
結
果
的

に
幼

児
同

⼠
を

つ
な
ぎ

、
協
働
的

な
学

び
と

な
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

 
 【
仲
間

と
認
識

さ
れ

る
保

育
者

】
 

 ◯
こ

の
事

例
の
中

で
、
保

育
者

は
共

に
遊
ぶ
仲
間

と
し

て
⼦

ど
も

達
か

ら
認
識

さ
れ

て
い

る
。
保

育
者

は
遊

び
に
参

加
し

て
も

、
遊

び
を
主
体
的

に
進

め
て

い
く

の
は

⾃
分

達
で

あ
る

と
い

う
認
識

が
幼

児
の
中

に
あ

り
、
保

育
者

を
仲

28



間
の

⼀
員

と
し

て
受

け
⼊

れ
て

い
る

。
こ

の
姿

は
、

３
歳

児
４
歳

児
ク

ラ
ス

か
ら

の
遊

び
の
積
み
上
げ

を
通

し
て

育
っ

た
姿

で
あ

り
、保

育
者

が
幼

児
の
主
体
性

を
重

ん
じ

て
援
助

し
て

き
た
成
果

な
の

で
は

な
い

か
。ま

た
、保

育
者

が
保

育
を

楽
し

む
こ

と
も

、
無

理
に
意
識

す
る

の
で

な
く

、
⾃
然

に
で

き
て

い
る

。
 

 【
訂
正
せ

ず
に

楽
し

む
保

育
者

】
 

 
 ◯
保

育
者

は
、
カ

タ
カ

ナ
の
読
み
違

い
や
栗

の
⽊

を
⾒

つ
け

よ
う

と
す

る
思

考
の
過
程

を
敢

え
て

⾒
守

っ
て

い
る

。
正

し
い
読
み
⽅

を
知

ら
せ

る
こ

と
が
保

育
者

の
役

割
と

考
え

ず
に

、
幼

児
た

ち
が

⾃
分

達
で

教
え
合

っ
た

り
、
お
互

い
を
認

め
合

っ
た

り
す

る
姿

が
⼤
切

で
あ

り
、協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
捉

え
た

。そ
の

た
め

、保
育
者

⾃
⾝

が
、

間
違

い
と

は
い

え
⼀

⽣
懸
命
カ

タ
カ

ナ
を
読

む
な

ど
の

幼
児

の
姿

を
肯

定
的

に
受

け
⼊

れ
、
今

後
、

幼
児

が
ど

う
向

き
合

っ
て

い
く

か
を

楽
し
み

に
待

ち
な

が
ら

⾒
守

る
援
助

が
で

き
た

。
こ

の
よ

う
な
保

育
者

の
援
助

が
、

幼
児

の
個

別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
を
⽀

え
る

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

 
 

 
  

 

 
「

も
っ

と
違

う
⽅

法
で

つ
く

れ
な

い
か

な
？

」
 

 
園

名
：
茨
城

⼤
学

教
育

学
部

附
属

幼
稚

園
 

 【
５

⽉
中
旬

〜
 

そ
の

時
期

の
ね

ら
い

】
 

〇
友

達
と
気
付

い
た

こ
と

や
発

⾒
し

た
こ

と
な

ど
イ
メ

ー
ジ

を
伝

え
合

い
な

が
ら

遊
び

や
活
動

を
進

め
充
実

感
を

味
わ

う
。 

〇
友

達
の

考
え

や
教

師
の

話
を

聞
い

た
り

、
受

け
⽌

め
た

り
し

な
が

ら
⾃

分
か

ら
関
わ

ろ
う

と
す

る
。

 
〇
⾝
近

な
⾃
然

に
親

し
み
直
接

触
れ

る
体
験

を
通

し
て

、
好
奇
⼼

を
持

っ
て

遊
び

に
⽣

か
そ

う
と

す
る

。
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
 

本
事

例
は

、
今

年
度

の
研

究
テ

ー
マ

で
あ

る
「
科

学
す

る
⼼

を
育

て
る
」

と
い

う
視
点

に
基

づ
き

、
⼦

供
達

が
⽇

常
の

遊
び

の
中

で
出
会

っ
た
不

思
議

や
発

⾒
に

ど
の

よ
う

に
向

き
合

い
、
探

究
を
深

め
て

い
っ

た
の

か
を

考
察

し
た

も
の

で
あ

る
。

 
本

園
は
PT
A
活
動

が
盛

ん
で

、
花

の
植

え
替

え
の

時
期

に
は
「
ぜ

ひ
遊

び
に

使
っ

て
く

だ
さ

い
」

と
花

を
い

た
だ

て
い

る
。
５

⽉
初
旬
A

児
ら

が
パ
ン
ジ

ー
の
花

び
ら

を
使

っ
た
⾊

⽔
づ

く
り

を
始

め
た

。
遊

び
進

め
る
中

で
「

も
っ

と
濃

い
⾊

の
⾊

⽔
を
作

り
た

い
」「
⾊

⽔
を
残

し
て
お

く
た

め
に

は
ど

う
し

た
ら

い
い

だ
ろ

う
？
」

と
い

う
思

い
が

⽣
ま

れ
道

具
を

⼯
夫

し
た

り
、「
部
屋

を
ぬ

ら
さ

な
い

よ
う

に
し

よ
う
」

と
⾊

⽔
遊

び
を

す
る
実
験
室

を
作

り
テ

ー
ブ

ル
に

ク
ロ

ス
を
敷

い
た

り
し

て
場

を
整

え
な

が
ら

遊
び

を
深

め
て

い
っ

た
。
春

か
ら

夏
へ
季

節
が
変
わ

る
と

と
も

に
使

う
花

の
種
類

が
変
化

し
、

⾃
然

の
移

り
変
わ

り
を

味
わ

い
実

感
し

な
が

ら
⾃
然

の
不

思
議

さ
や
⾯
⽩

さ
に
気
付

い
て

い
っ

た
。

 
年

⻑
ク

ラ
ス

の
⼦

供
達

に
は

、
気
付

い
た

こ
と

や
⾃

分
の

思
い

を
伝

え
た

り
、

友
達

の
思

い
を
受

け
と

め
た

り
し

な
が

ら
「
不

思
議

だ
な
」「

も
っ

と
や

っ
て
み

た
い
」

と
い

う
興

味
関
⼼

を
深

め
、

試
⾏
錯
誤

し
て
欲

し
い

と
い

う
願

い
が

あ
る

。
 

 
２

．
事

例
の

記
⼊

 
５

⽉
１
４

⽇
 

保
育
室

に
袋

い
っ
ぱ

い
の
パ
ン
ジ

ー
の
花

び
ら

が
届

い
た

。
 

 ①
A

児
が
保

育
室

に
あ

っ
た
⼩

さ
な
ガ

ラ
ス
瓶

と
割

り
箸

を
使

い
⾊

⽔
を
作

り
、

で
き

た
⾊

⽔
を
⽜
乳
パ

ッ
ク
へ

⼊
れ

る
と

い
う

遊
び

を
始

め
た

。
 

           ５
⽉

１
５

⽇
 

②
瓶

は
⼒

を
⼊

れ
て
作

り
や

す
く

⼈
気

だ
っ

た
が
数

が
少

な
か

っ
た

た
め
⾊

⽔
づ

く
り

の
順
番

を
待

つ
⼦

が
増

え
た

。
教

師
が
「
別

の
⽅
法

で
で

き
な

い
か

な
」

と
⼦

供
達

に
問

い
か

け
て
み

た
と

こ
ろ

、
B

児
が
「
ビ
ニ

ー
ル
袋

だ
っ

た
ら
み

ん
な

で
作

れ
る

よ
」

と
ビ
ニ

ー
ル
袋

に
花

び
ら

と
⽔

を
⼊

れ
て
⾊

⽔
を
作

る
と

い
う
⽅
法

を
提
案

し
た

。
す

る
と
強

く
も
み

す
ぎ

て
袋

が
破

れ
て

し
ま

っ
た

り
、

量

３
．

 研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

①
 

    
①
［
a］
花

び
ら

を
つ
ぶ

す
と
⾊

が
出

る
と

い
う

年
中

の
経
験

か
ら

、
A

児
は
⼩

さ
な
ガ

ラ
ス
瓶

と
割

り
箸

を
使

っ
た

ら
⾊

⽔
が

で
き

る
と

考
え

、
さ

ら
に

で
き

た
⾊

⽔
を
⽜
乳
パ

ッ
ク
へ

⼊
れ

る
と

い
う

遊
び

を
⾒
出

し
た

と
考

え
る

。
 

  
[c
]A

児
が
ガ

ラ
ス
瓶

と
割

り
箸

で
⾊

⽔
づ

く
り

を
始

め
、
出
来
上

が
っ

た
⾊

⽔
を
成
果

と
し

て
⽜
乳
パ

ッ
ク
へ

⼊
れ

る
と

い
う

遊
び

を
始

め
た

。
A

児
が

遊
ぶ
姿

を
興

味
深

そ
う

に
⼦

供
達

が
⾒

て
お

り
、

そ
の
姿

か
ら

協
働
的

な
遊

び
に
繋

が
っ

て
い

く
の

で
は

な
い

か
と

考
え

⾒
守

っ
た

。
 

   ②
[ｂ
]瓶

が
少

な
く
⾊

⽔
遊

び
に
参

加
し

た
い

と
待

つ
⼦

が
増

え
た

こ
と

に
対

し
B

児
が
「
ビ
ニ

ー
ル
袋

だ
っ

た
ら
み

ん
な

で
作

れ
る

よ
」

と
提
案

し
道

具
と
⽅
法

の
変
更

を
試
み

た
。

友
達

と
の
関
わ

り
の
中

で
、

遊
び

を
共
有

・
改
善

し
よ

う
と

し
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。
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が
作

れ
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
 

         ５
⽉

１
６

⽇
 

③
そ

こ
で
破

れ
た

り
せ

ず
、

た
く

さ
ん
⾊

⽔
を
作

る
た

め
に
B

児
が
「
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
で
作

れ
ば

い
い

ん
じ
ゃ

な
い
」
C

児
が
「

プ
リ
ン

の
カ

ッ
プ

で
も

い
い

ん
じ
ゃ

な
い
？
」

と
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に
花

び
ら

と
⽔

を
⼊

れ
て
振

っ
た

り
、

プ
リ
ン
カ

ッ
プ

と
割

り
箸

を
使

っ
て
混
ぜ

た
り

し
て
⾊

⽔
を
作

る
⽅
法

に
変

え
た

。
 

                     ④
家

庭
で
⾊

⽔
づ

く
り

を
経
験

し
て

い
た
B

児
が
「
ア

ル
コ

ー
ル

を
⼊

れ
る

と
い

い
⾊

に
な

る
ん

だ
よ
」

と
友

達
に

伝
え

た
こ

と
か

ら
、
作

っ
た
⾊

⽔
に
消
毒

⽤
ア

ル
コ

ー
ル

や
泡
⽯
鹸

を
混
ぜ

て
⾊

の
変
化

を
楽

し
む

遊
び

も
始

ま
っ

た
。

 
        

  
[c
]道

具
の

少
な

さ
に

よ
る

⼦
供

の
待

ち
時
間

を
⾒

取
っ

た
教

師
が
「
他

の
⽅
法

で
は

つ
く

れ
な

い
か

な
」

と
⼦

供
達

に
質
問

を
投
げ

か
け

る
こ

と
で
B

児
か

ら
「
ビ
ニ

ー
ル
袋

に
替

え
て
作

る
」

と
い

う
新

し
い
提
案

が
出

て
き

た
。
答

え
を

教
え

る
の

で
は

な
く

⾃
分

で
考

え
る

こ
と

が
好
奇
⼼

や
発
想

を
刺
激

す
る

こ
と

に
繋

が
る

と
い

う
こ

と
を
改

め
て
認
識

し
た

。
 

   ③
[ｂ
]ビ
ニ

ー
ル
袋

が
破

れ
て

も
⾊

⽔
づ

く
り

を
諦

め
ず

、
友

達
と

考
え

を
出

し
合

う
中

で
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
や

プ
リ
ン
カ

ッ
プ

な
ど

、
保

育
室

で
い

つ
も
⽬

に
し

て
い

た
⾝
近

な
素

材
か

ら
代
替
品

を
⾒

つ
け
出

す
柔
軟

な
発

想
⼒

が
⽣

ま
れ

試
⾏
錯
誤

し
よ

う
と

す
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
と

考
え

る
。［
a］
[ｂ
]個

々
の

考
え

に
基

づ
い

た
新

た
な

解
決
策

を
協
働

し
て

⾒
つ

け
出

し
て

い
る

と
考

え
る

。
 
［
a］

道
具

が
多

様
化

し
た

こ
と

で
、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
は

⽔
と
花

び
ら

を
⼊

れ
て
振

る
、

プ
リ
ン
カ

ッ
プ

は
割

り
箸

で
混
ぜ

る
な

ど
、
⾊

⽔
づ

く
り

の
⽅
法

も
多

様
に

な
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
 

[ｂ
]初

め
は
A

児
の
花

び
ら

か
ら
⾊

⽔
が

で
き

る
と

い
う

個
別
的

な
遊

び
だ

っ
た

が
、

道
具

を
⼯

夫
す

る
こ

と
で
⾊

⽔
づ

く
り

を
み

ん
な

で
楽

し
み

た
い

友
達

と
遊

び
を
共
有

し
た

い
と

い
う
協
働
的

な
遊

び
へ

と
⽬
的

が
変
化

し
て

い
っ

た
の

だ
と

思
わ

れ
る

。
 

[c
]A

児
や
B

児
が

、
ビ
ニ

ー
ル
袋

が
破

れ
た

こ
と

か
ら

学
ん

で
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
や

プ
リ
ン

の
カ

ッ
プ

と
い

う
新

た
な

道
具

と
⽅
法

を
試
⾏
錯
誤

し
て

い
る

様
⼦

を
⾒
守

っ
た

。
教

師
が
⼝
出

し
す

る
こ

と
は
せ

ず
に

遊
び

に
使

え
そ

う
な

道
具

を
保

育
室

に
準

備
し

待
つ

こ
と

で
⼦

供
達

が
⾃

分
た

ち
の
⼒

で
解
決
策
（
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
、

プ
リ
ン
カ

ッ
プ
）

を
⾒

つ
け

る
経
験

に
繋

が
っ

た
。

 
  
④
［
a］
［
b］
B

児
が
家

庭
で

の
⾊

⽔
に
ア

ル
コ

ー
ル

を
⼊

れ
る
経
験

を
友

達
に
共
有

し
、
⾊

⽔
の
変
化

を
楽

し
む

と
い

う
新

た
な

遊
び

を
提
案

し
、
経
験

し
た

こ
と

の
応

⽤
と
協
働
的

な
遊

び
に
繋

が
っ

た
と

考
え

る
。

 
 
[c
]B

児
が
家

庭
で

の
経
験
（
ア

ル
コ

ー
ル
）

を
基

に
、
⾊

⽔
に
化

学
的

な
変
化

を
起

こ
さ
せ

て
遊

ん
で

い
る
状
況

や
⼦

供
が
⾊

の
変
化

に
興

味
を
持

っ
て

い
る

と
い

う
⽅
向
性

を
⾒

取
っ

た
。

⾃
分

が
得

た
知
識

を
他

の
こ

と
に
応

⽤
し

た
り
類
推

し
た

り
す

る
こ

と
の
芽

⽣
え

と
捉

え
た

。
 

  

⑤
た

く
さ

ん
で

き
た
⽜
乳
パ

ッ
ク

の
中

の
⾊

⽔
を

教
師

が
「

た
く

さ
ん
作

っ
た

ん
だ

ね
」

と
声

を
か

け
、

⼦
供

達
と

⼀
緒

に
の
ぞ

い
て
み

た
と

こ
ろ

同
じ
パ
ン
ジ

ー
で
作

っ
た

⾊
⽔

が
パ

ッ
ク
ご

と
に
濃
淡

の
違

い
が

あ
る

こ
と

に
気
付

い
た

。
   

 
 

 
 

５
⽉

１
９

⽇
 

⑥
⾊

⽔
の
濃
淡

が
分

か
り

や
す

い
よ

う
に

と
教

師
が
保
存

⽤
に

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
製

の
コ

ッ
プ

を
準

備
し

た
。

 
          5⽉

23
⽇

 
⑦
花

び
ら

に
含

ま
れ

る
⾚

い
⾊

素
に

は
ア
ン

ト
シ
ア
ニ
ン

が
含

ま
れ

て
お

り
、
PH

の
変
化

に
よ

っ
て
⾊

⽔
の
⾊

が
変
化

す
る

。
ア

ル
コ

ー
ル

や
泡
⽯
鹸

を
使

い
遊

ん
で

い
た

⼦
供

達
が

興
味

を
持

つ
の

で
は

な
い

か
と

考
え

、
教

師
が

ク
エ
ン
酸

⽔
(酸
性
)や
重
曹

⽔
(ア

ル
カ
リ
性
)、
砂
糖

⽔
(中
性
)、
塩

⽔
(中
性
)な

ど
を
「
魔
法

の
⽔

だ
よ
」

と
登

場
さ
せ

た
。

 
 ⑧

⼦
供

達
は
「
魔
法

の
⽔

を
試

し
て
み

た
い
」

と
つ

つ
じ

や
バ

ラ
か

ら
作

っ
た
⾊

⽔
に

ク
エ
ン
酸

⽔
や
重
曹

⽔
を

加
え

、
⾊

が
濃

く
な

っ
た

り
透
明

に
近

く
な

っ
た

り
す

る
変

化
を
⾯
⽩

が
り

、
さ

ら
に
⾊

を
変

え
る

こ
と

に
興

味
を
持

っ
た

。
つ

く
っ

た
⾊

⽔
同

⼠
を
混
⾊

し
⾃

分
が
作

り
た

い
と

思
う
⾊

を
⽬
指

し
て

試
⾏
錯
誤

す
る

こ
と

を
楽

し
む
姿

も
み

ら
れ

た
。

 
              

⑤
［
a］

た
く

さ
ん
並

ん
だ
⽜
乳
パ

ッ
ク

の
中

を
の
ぞ

く
こ

と
で

同
じ
パ
ン
ジ

ー
で
作

っ
た
⾊

⽔
が
パ

ッ
ク
ご

と
に
濃
淡

の
違

い
が

あ
る

こ
と

に
気
付

い
た

と
考

え
る

。
 

 
[c
]⼦

供
達

に
声

を
か

け
、
⽜
乳
パ

ッ
ク

の
中

の
⾊

⽔
に
注
⽬

さ
せ

る
こ

と
で
濃
淡

の
違

い
に

⾃
ら
気

づ
け

る
よ

う
に
促

し
た

。
 

 ⑥
［
a］
濃
淡

の
違

い
に
気
付

い
た

こ
と

を
き

っ
か

け
に

、
で

き
た
⾊

⽔
の
⾊

を
分

か
り

や
す

く
保
存

す
る

と
い

う
新

た
な
⽬
的

に
向

か
い

、
教

師
の
援
助

を
受

け
て

活
動

を
広
げ

て
い

る
と

考
え

る
。

 
  [
c]

 保
存

⽤
に

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
製

の
コ

ッ
プ

を
準

備
す

る
こ

と
で
⾊

⽔
の
濃
淡

の
違

い
が
可
視
化

・
共
有

さ
れ

⼀
⽬

で
分

か
り

や
す

く
な

り
、

さ
ら

に
⾊

の
違

い
に

対
す

る
興

味
を
深

め
た

。
具
体
的

な
環

境
構
成

の
援
助

が
⼤
切

だ
と

考
え

る
。

さ
ら

に
濃
淡

の
違

い
を
知

る
こ

と
で
花

び
ら

の
量

や
つ
ぶ

し
⽅

、
⽔

の
量

で
の
違

い
な

ど
次

の
探

究
へ

と
繋

が
る

⾜
場

が
で

き
た

と
考

え
る

。
 

 ⑦
[c
]④

の
B

児
が
家

庭
で

の
経
験
（
ア

ル
コ

ー
ル

を
⾊

⽔
に

加
え

る
）

を
基

に
、
⾊

⽔
に
化

学
的

な
変
化

を
起

こ
し

て
遊

ん
で

い
る
状
況

や
⼦

ど
も

の
興

味
の
⽅
向

性
（
⾊

の
変
化

そ
の

も
の
）

を
⾒

取
り

、
ア
ン

ト
シ
ア

ニ
ン

の
特
性

に
基

づ
く
科

学
的

な
現
象
（
PH

に
よ

る
⾊

の
変
化
）
へ

の
関
⼼

を
深

め
た

い
と

材
料

の
準

備
を

⾏
っ

た
。

 
 ⑧
［
a］
［
b］
最

初
の
B

児
の

遊
び

は
偶
然
ア

ル
コ

ー
ル

を
⼊

れ
た

ら
⾊

が
変
わ

っ
た

と
い

う
経
験

に
基

づ
く

も
の

で
あ

っ
た

が
、

教
師

が
ク
エ
ン
酸

⽔
（
酸
性
）

や
重
曹

⽔
（
ア

ル
カ
リ
性
）

を
導

⼊
し

た
こ

と
で

、
な
ぜ

⾊
が
変
わ

る
の

か
と

い
う
科

学
的

な
視
点

で
の
探

究
へ

と
質
的

に
変
化

し
た

と
考

え
る

。
さ

ら
に

ク
エ
ン
酸

⽔
や
重
曹

⽔
に

よ
る
⾊

の
変
化

に
強

い
関
⼼

を
持

ち
、

⾃
分

が
作

り
た

い
⾊

を
⽬
指

し
て
混
⾊

す
る

な
ど

様
々

な
試
⾏
錯
誤

を
⾏

っ
て

い
っ

た
。

こ
ん

な
⾊

に
し

た
い

と
い

う
⽬
標

設
定

に
基

づ
く
探

究
（

個
別
）

と
、「

ク
エ

ン
酸
3プ

ッ
シ
ュ

で
こ

ん
な
⾊

に
な

っ
た

よ
」「

ク
エ

ン
酸

と
重
曹

を
い

れ
た

ら
こ

ん
な
⾊

に
な

っ
た

よ
」

と
友

達
と

情
報

を
共
有

す
る

こ
と

で
協
働
的

な
実
験
（
協

働
）

に
繋

が
っ

た
と

考
え

る
。

 
  
[c
]⼦

供
達

の
興

味
が
ア
ン

ト
シ
ア
ニ
ン

に
よ

る
PH

の
変
化

に
関
わ

る
現
象

で
あ

る
こ

と
を

⾒
取

り
、

そ
の

探
究

を
深

め
る

た
め

、
ク
エ
ン
酸

⽔
（
酸
性
）、
重
曹

⽔
（
ア

ル
カ
リ
性
）

な
ど

の
「
魔
法

の
⽔
」

を
登

場
さ

せ
た

こ
と

で
⼦

供
達

が
⾊

が
濃

く
な

っ
た

り
、
透
明

に
近

く
な

っ
た

り
す

る
変
化

を
⾯
⽩

い
と

感
じ

、
さ

ら
に

30



 
 

 ５
⽉

２
９

⽇
 

⑨
作

っ
た
⾊

⽔
を
透
明
カ

ッ
プ

に
⼊

れ
保

育
室

に
保
管

 
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
時
間

が
経

つ
に

つ
れ
⾊

が
汚

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

り
、

に
お

い
が
出

た
り

、
⾍

が
寄

っ
て

き
た

り
と
困

っ
た

こ
と

が
出

て
き

た
。

 
 

⾊
を
変

え
た

い
、

⾃
分

で
好

き
な
⾊

を
作

り
た

い
と
混

⾊
な

ど
の

試
⾏
錯
誤

を
⾏

う
よ

う
に

な
っ

た
。

 
 ⑨
［
b］
⾊

⽔
の
劣
化

に
直
⾯

し
た

こ
と

で
、

き
れ

い
な
⾊

⽔
を

つ
く

る
と

い
う

遊
び

の
成
果

が
⾊

⽔
が
汚

く
な

っ
て

し
ま

う
と

い
う
共
通

の
困

り
事
へ
変
化

し
、

友
達

と
⼀

緒
に

考
え

る
機
会

と
な

っ
た

と
思
わ

れ
る

。
 

  
⑩

そ
こ

で
「
せ

っ
か

く
作

っ
た
⾊

⽔
を

ど
う

や
っ

た
ら
残

せ
る

だ
ろ

う
ね
」

と
教

師
が
問

い
か

け
た

。
 

   ⑪
初

め
て
⾊

⽔
づ

く
り

を
し

た
際

に
画

⽤
紙

に
⾊

⽔
を

使
っ

て
絵

を
描

い
た
経
験

を
思

い
出

し
「
紙

に
⾊

を
う

つ
し

た
い
」「
紙

に
⾊

を
う

つ
せ
ば
⾊

⽔
の
⾊

を
残
せ

る
」

と
画

⽤
紙

に
⾊

う
つ

し
を

し
て
み

る
こ

と
に

し
た

。
 

        ６
⽉

２
⽇

 
⑫

し
か

し
薄

い
⾊

⽔
で

は
あ

ま
り
⾊

が
画

⽤
紙

に
移

ら
 

な
か

っ
た

。
以

前
に

じ
み
絵

で
使

っ
た
「
和
紙

な
ら

ど
う

だ
ろ

う
？
」

と
和
紙

を
⾊

⽔
に
浸

し
て
み

た
と

こ
ろ
薄

い
⾊

⽔
で

も
⾊

が
ほ

ん
の

り
と

つ
い

た
こ

と
か

ら
和
紙
へ

の
「
⾊

う
つ

し
」

が
始

ま
っ

た
。

 
      

 
６

⽉
４

⽇
 

⑬
年
中

の
時

に
⽔
性
ペ
ン

の
イ
ン

ク
を

使
っ

た
⾊

⽔
で
ジ

ュ
ー

ス
や

さ
ん
ご

っ
こ

を
し

て
遊

ん
だ

こ
と

が
あ

っ
た

た
め

、
初

め
は
薄

い
⾊

の
⾊

⽔
を
作

っ
て

い
た

が
、
⾊

⽔
で

和
紙

を
染

め
る
「
⾊

う
つ

し
遊

び
」

が
始

ま
る

と
B

児
C

児
は
和
紙

が
よ

く
染

ま
る

よ
う

に
と
濃

い
⾊

の
⾊

⽔
を
作

り
た

い
と

思
う

よ
う

に
な

っ
て

い
っ

た
。

す
り
鉢

と
す

り
こ
ぎ
棒

、
じ
ょ

う
ご

を
使

っ
た
経
験

が
あ

る
B

児
が
「
花

び
ら

を
す

り
つ
ぶ

す
と

も
っ

と
濃

い
⾊

の
⾊

⽔
が

で
き

る
よ
」

と
友

達
に

伝
え

、
す

り
鉢

と
す

り
こ
ぎ
棒

で
の
⾊

⽔
づ

く
り

も
始

ま
っ

た
。

 

⑩
[c
]⾊

⽔
の
劣
化

、
に
お

い
、
⾍

の
発

⽣
と

い
う
保

存
す

る
こ

と
の
課
題

が
発

⽣
し

て
い

る
状
況

を
把
握

し
、

⼦
供

達
の
困

り
感

を
⾒

取
り

、
問

い
か

け
る

こ
と

で
⼦

供
達

に
課
題

解
決
へ

の
思

考
を
促

し
た

。
 

 ⑪
［
a］
[c
]⾊

⽔
が
汚

れ
る

と
い

う
困

っ
た

こ
と

に
対

し
、

教
師

の
問

い
か

け
に

よ
っ

て
⼦

供
達

の
思

考
が
刺

激
さ

れ
、
⾊

⽔
で
画

⽤
紙

に
絵

を
描

く
と

い
う
過
去

の
経
験

を
応

⽤
し

た
紙

に
⾊

を
う

つ
す

解
決
策

を
⾃

分
た

ち
で

思
い

つ
く

こ
と

が
で

き
た

。
 

        ⑫
［
a］
過
去

の
に

じ
み
絵

の
経
験

を
基

に
和
紙

を
試

す
こ

と
を
気
付

き
、

試
し

て
み

る
こ

と
で

素
材

に
よ

る
染

ま
り
⽅

の
違

い
を

発
⾒

し
た

と
考

え
る

。
 

 
[c
]画

⽤
紙

の
ほ

か
、
和
紙

を
準

備
し

て
お

く
こ

と
 

で
、
画

⽤
紙

が
思

う
よ

う
に
⾊
付

か
な

い
と

い
う
失
敗

か
ら
和
紙
へ

の
切

り
替

え
を

⼦
供

達
が

⾃
分

た
ち

で
考

え
る

の
で

は
な

い
か

と
試
⾏
錯
誤

の
プ
ロ
セ

ス
を

⾒
守

っ
た

。
 

    ⑬
［
b］
和
紙

を
染

め
る

と
い

う
共
通

の
⽬
標

が
⽣

ま
れ

、
B

児
が

す
り
鉢

と
す

り
こ
ぎ
棒

と
い

う
過
去

の
知

識
・
技
術

を
友

達
に
共
有

し
伝

え
、
活
動
全
体

の
質

を
⾼

め
た

と
考

え
る

。
 

  
[c
]教

師
は

遊
び

の
⽬
的

が
⾊

⽔
づ

く
り

を
す

る
こ

と
と
⾊

う
つ

し
を

す
る

こ
と

の
2つ
へ

と
変
化

し
て

い
る

こ
と

や
B

児
が
過
去

の
経
験

を
応

⽤
し

て
技
術

の
共

有
を

始
め

て
い

る
様

⼦
を

⾒
取

っ
て

い
る

。
こ

の
共
有

は
友

達
と
協
働
的

な
遊

び
を
通

し
て
喜

び
や

達
成

感
を

共
に

味
わ

い
た

い
と

い
う

思
い

の
共
有

で
も

あ
る

と
考

 
       

7⽉
7⽇

 
⑭

た
く

さ
ん
作

っ
た
⾊

う
つ

し
和
紙

が
で

き
た

。
教

師
が

「
た

く
さ

ん
の

き
れ

い
な
和
紙

が
で

き
た

ね
」

と
B

児
C

児
、
D

児
に
声

を
か

け
た

と
こ

ろ
、
和
紙

を
使

っ
て

何
か

を
作

り
た

い
と

い
う

思
い

を
持

っ
て

い
る

よ
う

だ
っ

た
。

 
   

７
⽉
８

⽇
 

⑮
教

師
が

遊
び

の
振

り
返

り
で
「

⽔
⼾
市

の
イ
ベ
ン

ト
で

ラ
ン

タ
ン
⾶
ば

し
を
み

た
よ

。
と

っ
て

も
き

れ
い

だ
っ

た
よ
」

と
話

し
た
際

に
「
キ
ャ
ン

プ
で

使
っ

た
こ

と
が

あ
る

よ
」「

ど
う

し
て

あ
か

り
が
⾶
ぶ

の
？
」「
紙

で
も
作

れ
る

の
？
」「
作

っ
て
み

た
い
」

と
興

味
や
関
⼼

を
持

ち
和
紙

の
ラ
ン

タ
ン

づ
く

り
が

始
ま

っ
た

。
 

   
⑯

ま
ず

思
い

つ
い

た
の

が
⾊

⽔
づ

く
り

で
使

っ
て

い
た

２
ℓ
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に
和
紙

を
巻

い
て
作

る
⽅
法

だ
っ

た
。

 
 

  ⑰
教

師
が
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の
注
ぎ
⼝

を
カ

ッ
タ

ー
で
切

り
落

と
し

、
灯

り
を

⼊
れ

る
⼊
⼝

を
作

っ
た

も
の

を
準

備
し

た
。

 
   
⑱
B

児
と
C

児
、
D

児
が
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に
和
紙

を
巻

き
付

け
、
⾊

う
つ

し
し

た
紙

を
ち
ぎ

っ
て
貼

り
始

め
た

。
出

来
上

が
っ

た
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
ラ
ン

タ
ン

を
懐
中
電
灯

で
照

ら
し

て
み

た
が

き
れ

い
に
和
紙

の
⾊

が
で

な
か

っ
た

。
 

   
⑲
Ｂ

児
が
「

も
っ

と
違

う
⽅
法

で
作

れ
な

い
か

な
？
」

と
作

り
⽅

を
タ
ブ

レ
ッ

ト
で

調
べ

、
⾵
船

に
和
紙

を
貼

っ
て

ラ
ン

タ
ン

を
作

る
⽅
法

を
⾒

つ
け

た
。
膨

ら
ま
せ

た
⾵
船

に
薄

め
た

ボ
ン
ド
液

を
刷
⽑

で
塗

り
、
⽳

が
あ

か
な

い
よ

う
に

と
気

を
つ

け
な

が
ら

ち
ぎ

っ
た
和
紙

を
貼

っ
て
作

っ
た

。
 

え
た

。
B

児
の

す
り
鉢

と
す

り
こ
ぎ
棒

を
使

う
と

い
う

活
動

が
加
わ

っ
た

こ
と

で
、
集

団
で

の
知
識

・
経
験

の
伝

達
が
⾏
わ

れ
た

。
 

      ⑭
［
a］
⾊

う
つ

し
和
紙

で
何

か
を
作

り
た

い
と

い
う

⾃
発
的

な
創
造
意
欲

が
⽣

ま
れ

て
い

る
。

 
 
[c
]⼦

供
達

が
⾃

分
た

ち
で
頑
張

っ
て
作

っ
た
和
紙

を
活

⽤
し

た
い

と
い

う
意
欲

を
持

っ
て

い
る

こ
と

を
⾒

取
っ

た
。

 
  ⑮
［
b］
[c
]⼦

供
達

が
⾊

う
つ

し
し

た
和
紙

を
使

っ
て

、
何

か
作

り
た

い
と

い
う

思
い

を
持

っ
て

い
る

こ
と

を
⾒

取
っ

た
教

師
が

、
⼦

供
達

の
興

味
・
関
⼼

に
繋

が
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
、

話
題
提

供
し

た
。
他

の
遊

び
を

し
て

い
る

⼦
供

達
と

も
情

報
を
共
有

す
る

こ
と

で
ラ
ン

タ
ン

っ
て

素
敵

だ
な

ラ
ン

タ
ン

を
作

っ
て
み

た
い

と
い

う
思

い
に

つ
な

が
り

、
⼦

ど
も

の
創
造
意
欲

を
⽅

向
づ

け
る

き
っ

か
け

と
な

っ
た

と
考

え
る

。
 

 ⑯
［
a］
［
b］
最

初
に
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
と

い
う
⾝
近

な
素

材
を

使
っ

た
具
体
的

な
制
作
⽅
法

を
思

い
つ

く
と

同
時

に
、

そ
れ

を
友

達
と

⼀
緒

に
作

ろ
う

と
し

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
 

 ⑰
[c
]安
全
へ

の
配
慮

と
効
率
的

に
作
業

を
進

め
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
た

め
の

⼿
⽴

て
と

し
て

、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の
注
ぎ
⼝

を
カ

ッ
タ

ー
で
切

り
落

と
し

、
安
全

に
使

え
る

よ
う

に
道

具
の

加
⼯

を
⾏

っ
た

。
 

  ⑱
［
b］
B

児
と
C

児
、
D

児
が
協
⼒

し
て
和
紙

を
巻

き
付

け
、
光

の
通

り
具
合

な
ど

の
出
来
栄

え
を
評
価

し
、
⾊

が
き

れ
い

に
出

な
い

と
い

う
課
題

を
発

⾒
し

た
と

考
え

る
。

 
 
[c
]ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
で

は
和
紙

の
⾊

が
き

れ
い

に
出

な
い

と
い

う
課
題

が
あ

る
こ

と
を

⾒
取

っ
た

。
 

 
⑲
［
a］
［
b］
B

児
が

タ
ブ

レ
ッ

ト
で
別

の
作

り
⽅

を
探

す
と

い
う

個
別
的

な
探

究
と
⾵
船

を
使

っ
た
新

し
い

⽅
法

を
協
働
制
作

に
広
げ

た
。

 
 
[c
]⼦

ど
も

が
も

っ
と
違

う
⽅
法

を
探

す
た

め
に

、
タ
ブ

レ
ッ

ト
の

使
⽤

を
促

し
、

情
報
収
集

の
⼿
段

を
提

供
し

た
。
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⑳

ラ
イ

ト
を

⼊
れ
明

か
り

を
灯

し
て
み

る
と
⾊

う
つ

し
し

た
和
紙

の
⾊

が
き

れ
い

に
出

た
。

 
      
㉑

完
成

し
た

ラ
ン

タ
ン

を
「
み

ん
な

に
⾒
せ

た
い
」

と
年

少
や

年
中

、
別

の
ク

ラ
ス

の
友

達
に

⾒
せ

に
⾏

き
「

き
れ

い
」

と
褒

め
て

も
ら

い
達
成

感
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
       

  

        ⑳
［
b］

試
⾏
錯
誤

の
結
果

、
⽬
標
（
和
紙

の
⾊

が
き

れ
い

に
出

る
ラ
ン

タ
ン
）

を
達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

と
考

え
る

。
 

     ㉑
［
b］

完
成
品

を
他
者

に
共
有

す
る

こ
と

で
、

達
成

感
を
集

団
で

味
わ

う
こ

と
が

で
き

た
の

だ
と

考
え

る
。

 
  

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

 こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に
繋

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
〇

個
別
最
適

な
学

び
 

【
今

ま
で

の
経
験

が
新

た
な

遊
び

の
着
想

と
独

⾃
の

遊
び

の
発

⾒
に
繋

が
る

】
 

①
 
A

児
の
花

び
ら

を
つ
ぶ

す
と
⾊

が
出

る
と

い
う
過
去

の
経
験

か
ら

、
⼩

さ
な
ガ

ラ
ス
瓶

と
割

り
箸

で
⾊

⽔
が

で
き

 
る

と
考

え
、

さ
ら

に
で

き
た
⾊

⽔
を
⽜
乳
パ

ッ
ク
へ

⼊
れ

る
と

い
う
独

⾃
の

遊
び

を
⾒
出

す
こ

と
が

で
き

た
。

 
④
B

児
が
家

庭
で
⾊

⽔
に
ア

ル
コ

ー
ル

を
加

え
た
経
験

を
他

の
友

達
に

伝
え
共
有

し
、
⾊

の
変
化

を
楽

し
む

と
い

う
新

た
な

遊
び

を
提
案

し
た

り
、
経
験

し
た

こ
と

を
応

⽤
し

た
り

し
て

遊
び

が
発
展

し
た

。
 

⑨
⑩
⑪
⾊

⽔
が
汚

れ
る

と
い

う
困

っ
た

こ
と

に
対

し
て
⾊

⽔
で
画

⽤
紙

に
絵

を
描

く
と

い
う
過
去

の
経
験

を
思

い
出

し
紙

に
⾊

を
う

つ
す

と
い

う
解
決
策

を
⾃

分
た

ち
で

思
い

つ
く

こ
と

が
で

き
遊

び
が

さ
ら

に
広

が
っ

た
。

 
 【
柔
軟

な
発
想
⼒

を
⽣

か
す

た
め

に
様

々
な

⽤
具

や
道

具
を

準
備

す
る

こ
と

】
 

②
 
ビ
ニ

ー
ル
袋

が
破

れ
る

と
い

う
経
験

に
も
諦

め
ず

、
⾝
近

な
素

材
の
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
や

プ
リ
ン
カ

ッ
プ

な
ど

、
代

 
替
品

を
⾒

つ
け
出

す
柔
軟

な
発
想
⼒

と
試
⾏
錯
誤
⼒

が
育

ま
れ

た
。

道
具

の
多

様
化

に
伴

い
つ
ぶ

す
だ

け
で

な
く

⽔
に

⼊
れ

て
振

る
、
混
ぜ

る
な

ど
⾊

⽔
づ

く
り

の
⽅
法

も
多

様
化

し
て

い
っ

た
。

 
 〇
協
働
的

な
学

び
 

【
⾃

分
の
持

っ
て

い
る
知
識

や
経
験

、
考

え
を
安
⼼

し
て

伝
え

ら
れ

る
場

】
 

遊
び

の
振

り
返

り
の

時
間

な
ど

⾃
分

の
意

⾒
や
経
験

を
伝

え
た

り
す

る
場

を
⽇
常
的

に
作

り
、

遊
び

の
中

で
安
⼼

し
て
失
敗

で
き

る
環

境
づ

く
り

が
、
協
働
的

な
学

び
の

素
地

と
し

て
⼤
切

だ
と

考
え

る
。

 
③

 
瓶

が
少

な
い

と
い

う
共
通

の
課
題

に
対

し
、
B

児
が
「
ビ
ニ

ー
ル
袋

だ
っ

た
ら
み

ん
な

で
作

れ
る

よ
」

と
提
案

し
、 

周
囲

の
友

達
と

道
具

と
⽅
法

の
変
更

を
試
み

た
。

こ
れ

は
友

達
と

の
関
わ

り
の
中

で
遊

び
を
共
有

し
た

り
、
改
善

し
よ

う
と

し
た

り
し

て
協
働

し
て

遊
ぶ

と
い

う
こ

と
に
繋

が
っ

た
と

考
え

る
。

 
④

 
B

児
が
家

庭
で

の
⾊

⽔
に
ア

ル
コ

ー
ル

を
使

う
と

い
う
経
験

を
友

達
に
共
有

し
た

こ
と

で
、
⾊

⽔
の
変
化

を
友

達
 

と
楽

し
む

と
い

う
新

た
な

遊
び

に
繋

が
っ

た
。

 
⑧

 
ク
エ
ン
酸

⽔
や
重
曹

⽔
に

よ
る
⾊

の
変
化

に
関
⼼

を
持

ち
、「

ク
エ
ン
酸
3プ

ッ
シ
ュ

で
こ

ん
な
⾊

に
な

っ
た

よ
」 

「
ク
エ
ン
酸

と
重
曹

を
⼊

れ
た

ら
こ

ん
な
⾊

に
な

っ
た

よ
」

と
友

達
と

情
報

を
共
有

す
る

こ
と

で
協
働
的

な
実
験

に
繋

が
っ

た
と

考
え

る
。

 
 ２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に
繋

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 【
問

い
か

け
に

よ
る

思
考

の
深
化

と
活
動

の
⽅
向

づ
け

】
 

教
師

は
、

具
体
的

な
解
決
策

を
与

え
る

の
で

は
な

く
、

⼦
供

達
⾃
⾝

が
考

え
る

た
め

の
き

っ
か

け
を
提

供
す

る
よ

う
に

し
た

。
②
⾊

⽔
づ

く
り

の
順
番

を
待

つ
⼦

供
達

に
「
別

の
⽅
法

で
で

き
な

い
か

な
」

と
問

い
か

け
、

そ
の
問

い
か

け
に

対
し

て
B

児
が
「
ビ
ニ

ー
ル
袋

だ
っ

た
ら
み

ん
な

で
作

れ
る

よ
」

と
道

具
と
⽅
法

の
変
更

を
試
み

た
り

、
⑤
「

た
く

さ
ん
作

っ
た

ん
だ

ね
」

と
⽜
乳
パ

ッ
ク

の
中

の
⾊

⽔
に
注
⽬

さ
せ

、
⼦

供
達

が
⾃

ら
⾊

⽔
の
濃
淡

の
違

い
に
気
付

け
る

よ
う

に
促

し
た

り
、⑩
⾊

⽔
の
劣
化

が
起

き
た
際

に
は「
せ

っ
か

く
作

っ
た
⾊

⽔
を

ど
う

や
っ

た
ら
残
せ

る
だ

ろ
う

ね
」

と
問

い
か

け
、

⼦
供

達
が
紙

に
⾊

を
う

つ
す

解
決
策

を
思

い
つ

く
よ

う
に
促

し
た

り
し

て
い

る
。

 
 

 
 【
適
切

な
場
⾯

で
発

⾒
を
深

め
る

環
境
構
成

】
 

⼦
供

達
の

興
味

や
課
題

を
⾒

取
り

、
学

び
を
深

め
る

た
め

に
必
要

な
道

具
や

素
材

を
適
切

な
場
⾯

で
提

供
で

き
る

よ
う
⼼
掛

け
た

。⑤
⑥

⼦
供

達
が
⾊

⽔
の
濃
淡

に
気
付

い
た
際

、教
師

は
保
存

⽤
の

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
製

コ
ッ

プ
を

準
備

し
、

⾊
⽔

の
濃
淡

の
違

い
な

ど
⼦

ど
も

の
発

⾒
を
可
視
化

・
保
存

で
き

る
よ

う
に

し
、
探

究
活
動

の
⾜

場
を
築

け
る

よ
う

に
準

備
し

た
。
④
⑦

で
は
「
ア

ル
コ

ー
ル

を
⼊

れ
る

と
い

い
⾊

に
な

る
ん

だ
よ
」

と
い

う
B

児
の

発
⾔

か
ら
⾊

の
変
化

に
注
⽬

し
て

い
る

こ
と

を
⾒

取
り

、
⾊

⽔
の
⾊

を
変
化

さ
せ

る
た

め
「
魔
法

の
⽔
」

と
し

て
ク
エ
ン
酸

⽔
や
重
曹

⽔
を
登

場
さ
せ

た
。
意
図
的

に
化

学
変
化

を
起

こ
す

こ
と

で
⾃
然

の
不

思
議

を
友

達
と
共
有

し
な

が
ら

楽
し

む
こ

と
に
繋

が
っ

た
。

ま
た
ア

ル
コ

ー
ル

を
加

え
る

と
い

う
⼦

供
達

の
偶
然

の
経
験

を
科

学
的

な
視
点
へ

と
発
展

さ
せ

、
現
象

の
背

後
に

あ
る
原

理
へ

の
興

味
を
引

き
出

し
た

。
⑰

ラ
ン

タ
ン
作

り
で

は
、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の

⼊
れ
⼝

を
カ

ッ
タ

ー
で
切

り
落

と
し

て
安
全

で
効
率
的

に
作
業

が
⾏

え
る

よ
う

に
援
助

し
、
危
険

な
作
業

を
教

師
が
代
⾏

す
る

こ
と

で
、
安
全

を
確
保

し
つ

つ
、

⼦
供

達
が
創
造
的

な
作
業

に
集
中

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
 

 【
⼦

ど
も

の
試
⾏
錯
誤

と
情

報
活

⽤
の
⽀
援

】
 

⼦
ど

も
が

⾃
⼒

で
問
題

を
乗

り
越

え
る
過
程

を
尊
重

し
、
図
鑑

や
草
⽊
染

の
本

、
タ
ブ

レ
ッ

ト
な

ど
を

準
備

す
る

こ
と

で
必
要

な
情

報
を

⾃
分

た
ち

で
得

ら
れ

る
よ

う
に
⽀
援

し
た

。
⑪
⑫
画

⽤
紙

か
ら
和
紙
へ

の
切

り
替

え
や

、
⑬

す
り

鉢
の
利

⽤
と

い
っ

た
、

⼦
供

達
主
体

の
試
⾏
錯
誤

と
知
識

の
共
有

の
過
程

を
尊
重

す
る

こ
と

で
⾃

分
た

ち
で

⾒
つ

け
た

、
考

え
た

と
い

う
⾃
信

や
⾃
⼰
肯

定
感

、
協
働
的

な
問
題

解
決
能
⼒

が
育

っ
た

。
⑯
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
ラ
ン

タ
ン

の
作

り
⽅

の
失
敗

に
対

し
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
で

調
べ

る
こ

と
を
促

し
、

⼦
ど

も
が
IC
T
ツ

ー
ル

を
使

っ
て

⾃
ら
課
題

を
解
決

し
、
現
代
的

な
情

報
活

⽤
能
⼒

を
⾝

に
つ

け
る

こ
と

を
⽀
援

し
た

。
 

⼦
ど

も
の

や
り

た
い

、
知

り
た

い
と

い
う
内

発
的

な
動
機

を
尊
重

し
つ

つ
、
活
動

の
質

を
⾼

め
る

た
め

の
環

境
設

定
と

対
話

を
適
切

に
⾏

う
こ

と
で

個
別
的

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
と

が
深

く
結

び
つ

い
て

い
く

と
考

え
る

。
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「
恐

⻯
作

る
！

T-
RE

X！
」

 
 

園
名

：
宇
都
宮

⼤
学
共

同
教

育
学
部

附
属

幼
稚

園
 

 【
９

⽉
中
旬

 
こ

の
期

の
ね

ら
い

】
 

〇
⾃

分
の

イ
メ

ー
ジ

し
た

も
の

に
向

け
て

、
⾝

の
周

り
の

も
の

を
⼯

夫
し

て
使

っ
た

り
、

遊
び

に
必
要

な
も

の
を
作

っ
た

り
す

る
。

 
〇

⾃
分

の
思

い
を

相
⼿

に
伝

え
た

り
、

相
⼿

の
思

い
に
気
付

い
た

り
し

て
遊

び
を

進
め

て
い

く
。

 
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

６
⽉
頃

、
ク

レ
ー
ン
ゲ

ー
ム

や
お
神
輿

を
作

る
と

き
に

ダ
ン

ボ
ー

ル
箱

を
使

っ
た

こ
と

を
き

っ
か

け
に

ダ
ン

ボ
ー

ル
箱

に
⽬

が
向

き
始

め
た

⼦
ど

も
た

ち
。

し
か

し
、

ダ
ン

ボ
ー

ル
箱

の
形

や
⼤

き
さ

を
活

か
し

て
作

る
の

で
は

な
く

、
ダ
ン

ボ
ー

ル
カ

ッ
タ

ー
で

⾃
分

の
好

き
な

形
に
切

る
こ

と
を

楽
し

ん
で

い
る

⼦
ど

も
が

多
か

っ
た

。
 

Ｂ
児

は
⽣

き
物

が
⼤

好
き

で
、夏
休
み

前
は
⾍
探

し
に
熱
中

し
て

い
た

。あ
る

⽇
Ｂ

児
は

学
級

で
使

う
⾍

か
ご

が
⾜

り
ず

に
困

っ
て

い
た

。そ
こ

で
ダ
ン

ボ
ー

ル
箱

で
⼤

き
な
⾍

か
ご

を
張

り
切

っ
て
作

っ
た

。ダ
ン

ボ
ー

ル
箱

に
⽳

を
あ

け
て

⾍
か
ご

を
作

り
満

⾜
そ

う
だ

っ
た

。別
の

⽇
に

は
、ダ
ン

ボ
ー

ル
箱

に
顔

や
⽿

を
書

い
て

⼤
き

な
猫

を
作

り
喜
ぶ
姿

も
あ

っ
た

。
ダ
ン

ボ
ー

ル
箱

を
使

っ
て

遊
び

に
必
要

な
も

の
や

好
き

な
も

の
を
作

る
こ

と
に

興
味

を
も

っ
て

い
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。作

る
こ

と
が

好
き

で
⾃

分
の
作

り
た

い
も

の
を

進
ん

で
作

ろ
う

と
す

る
Ｂ

児
だ

が
、さ

ら
に「

こ
う

し
て
み

た
い
」

と
い

う
思

い
を

も
ち

、
イ
メ

ー
ジ

を
広
げ

て
そ

の
実
現

に
向

け
て

⾃
分

な
り

に
⼯

夫
す

る
こ

と
の

楽
し

さ
を

味
わ

っ
て

ほ
し

い
と

い
う

教
師

の
願

い
が

あ
っ

た
。

 
２

．
事

例
の

記
⼊

 
９

⽉
１
０

⽇
 

①
A

児
が

ダ
ン

ボ
ー

ル
箱

や
⽜
乳
パ

ッ
ク

な
ど

で
ド

ラ
ゴ
ン

を
作

り
始

め
た

。
ド

ラ
ゴ
ン

の
⽻

を
作

っ
て
み

た
と

こ
ろ

、
A

児
は
「
ド

ラ
ゴ

ン
の
⽻

を
カ

ク
カ

ク
し

た
の

じ
ゃ

な
く

て
、ま

あ
る

く
て（
カ

ー
ブ

が
か

か
っ

て
い

る
）、

ひ
ら

ひ
ら

し
て

て
本

当
に
⾶

ん
で

る
よ

う
に

し
た

い
ん

だ
よ

。
」

と
教

師
に
⾔

っ
た

。
 

 ②
教

師
は
A

児
と

⼀
緒

に
材
料
置

き
場
へ
⾏

き
、
「

ど
れ

な
ら

思
い

通
り

の
⽻

に
な

り
そ

う
？
」

と
問

い
か

け
た

。
す

る
と

、
Ａ

児
は
「

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
の
芯

な
ら

で
き

そ
う

か
も

し
れ

な
い

。」
と
⾔

い
、

ペ
ー
パ

ー
芯

を
つ

な
げ

た
と

こ
ろ

に
カ

ラ
ー
ポ
リ
袋
⽚

を
貼

っ
て
⽻

を
作

る
こ

と
に

し
た

。
 

  ③
イ
メ

ー
ジ
通

り
の
⽻

を
作

る
こ

と
が

で
き

た
Ａ

児
。次

に
ド

ラ
ゴ
ン

を
絵

の
具

で
⾊

を
塗

っ
て
仕
上
げ

て
い

た
。普
段

⼀
緒

に
い

る
わ

け
で

は
な

い
A

児
と
B

児
だ

が
、
気

に
な

っ
た
Ｂ

児
も
⾊
塗

り
を

⼿
伝

っ
た

。
 

       

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
[a
] 
A

児
は

、ド
ラ
ゴ
ン

の
⽻

を
作

っ
て
み

た
と

こ
ろ
「

も
っ

と
こ

う
し

た
い
」

と
い

う
思

い
が

⽣
ま

れ
、

そ
の

思
い

を
実
現

し
よ

う
と

教
師

に
相
談

に
来

た
。

 
  ②
[ｃ
]A

児
の

思
い

を
受

け
⽌

め
、

使
っ

た
こ

と
の

あ
る

素
材
置

き
場
へ
促

し
た

こ
と

で
、
A

児
⾃

ら
イ
メ

ー
ジ

に
適

し
た

素
材

を
選
ぶ

こ
と

に
つ

な
が

っ
た

。
 

[a
]イ
メ

ー
ジ

の
実
現

に
向

け
て

、必
要

な
素

材
を
選
択

し
た

り
、

組
み
合
わ
せ

を
考

え
た

り
し

た
。

 
③
[a
]A

児
は

思
い

を
実
現

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

[ｂ
]Ｂ

児
は
Ａ

児
の
作

っ
た
ド

ラ
ゴ
ン

に
興

味
を

も
ち

、
⼿

伝
っ

た
。

 

９
⽉

１
１

⽇
 

④
登

園
後

す
ぐ
Ｂ

児
が
「
サ
メ

を
作

り
た

い
。
」

と
ダ
ン

ボ
ー

ル
箱

を
持

っ
て

く
る

。他
の

⼦
ど

も
た

ち
も

ダ
ン

ボ
―

ル
箱

や
廃

材
を

使
っ

て
思

い
思

い
に

⽣
き
物

を
作

り
出

し
た

。Ｂ
児

は
、ダ
ン

ボ
ー

ル
箱

に
ダ

ン
ボ

ー
ル
⽚

で
飾

り
を
付

け
て

、
⾊

を
塗

り
、
サ
メ

を
作

っ
た

。
 

 ④
[a
]Ｂ

児
は

、Ａ
児

の
遊

び
の
刺
激

を
受

け
て

⽣
き
物

を
作

り
た

い
と

い
う

思
い

を
も

ち
、

⾃
ら
新

し
い

遊
び

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
 

[ｂ
]他

の
⼦

た
ち

も
Ａ

児
と
Ｂ

児
の

遊
び

の
刺

激
を
受

け
、
新

た
な

思
い

を
も

っ
た

こ
と

で
、

⽣
き
物
作

り
の

遊
び

が
広

が
っ

た
。

 
９

⽉
１

２
⽇

 
⑤
登

園
後

、
Ｂ

児
は
「

ラ
イ
オ
ン

を
作

り
た

い
。
」

と
ダ
ン

ボ
ー

ル
箱

を
つ

な
げ

て
顔

と
⾝
体

を
作

り
始

め
る

。ラ
イ
オ
ン

の
た

て
が
み

を
作

る
た

め
に

、ダ
ン

ボ
ー

ル
⽚

を
貼

る
が

、ダ
ン

ボ
ー

ル
⽚

が
⽴

た
ず

に
す
ぐ

に
折

れ
て

し
ま

う
。

 
 ⑥

す
ぐ
隣

で
ト

ラ
を
作

っ
て

い
た
Ｃ

児
と

相
談

し
始

め
た

。
 

Ｃ
児
「
（

ダ
ン

ボ
ー

ル
⽚

を
）
強

く
し

な
き
ゃ

だ
め

だ
よ

。
」

 
Ｂ

児
「

ど
う

や
っ

て
強

く
し

よ
う

。
」

 
Ｃ

児
「

ダ
ン

ボ
ー

ル
を
ガ

ム
テ

ー
プ

で
巻

け
ば
固

く
な

る
ん

じ
ゃ

な
い

。
」

 
B

児
「

で
も
茶
⾊

く
し

た
い

ん
だ

よ
な

。（
ガ

ム
テ

ー
プ

の
上
塗

っ
た

絵
具

は
は

じ
い

て
し

ま
う

と
思

っ
て

い
る

。
）

 
C

児
「

じ
ゃ

あ
そ

の
上

に
（
ガ

ム
テ

ー
プ

で
巻

い
た
上

に
）
茶
⾊

の
カ

ラ
ー
ポ
リ

で
ま

け
ば
？
」

 
B

児
は

こ
の
案

に
納
得

し
、
再

び
作

り
始

め
た

。
 

 ⑦
⽣

き
物

や
動
物

で
い

っ
ぱ

い
に

な
っ

て
き

た
保

育
室

の
⼀
⾓

。お
弁

当
の

時
間

に
教

師
が
「

⽣
き
物
置

き
場

が
い

っ
ぱ

い
に

な
っ

て
き

た
ね

。
」

と
話
題

に
す

る
と

、
D

児
が
「
先

⽣
、
ジ
ャ
ン
グ

ル
に

し
よ

う
よ
！
」

と
⾔

う
。

 
 ⑧
⾷

後
、ジ
ャ
ン
グ

ル
を
作

れ
る

よ
う

に
ロ

ッ
カ

ー
を
動

か
し

て
、場

を
再
構
成

し
た

。
教

師
と
D

児
を
中
⼼

に
ジ
ャ
ン
グ

ル
作

り
が

始
ま

る
。

 
E

児
「
ジ
ャ
ン
グ

ル
っ

て
暗

く
な

い
？
」

 
D

児
「
暗

い
よ

ね
。
」

 
F

児
「
カ

ラ
ー
ポ
リ
貼

り
た

い
け

ど
。
」

 
D

児
「
窓
側

か
ら
ロ

ッ
カ

ー
に

つ
な
げ

れ
ば

。
」

 
と
⾔

い
や

っ
て
み

る
が

、
カ

ラ
ー
ポ
リ
袋

が
届

か
な

い
。

 
D

児「
カ

ラ
ー
ポ
リ

が
こ

の
く

ら
い

だ
か

ら
、合
わ
せ

て
ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
貼

ろ
う

よ
。
」

 
作

っ
た
⽊

に
ヤ
シ

の
⽊

の
葉

を
つ

け
よ

う
と

、ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
や
カ

ラ
ー
ポ
リ
袋

を
声

を
掛

け
合

い
な

が
ら
貼

っ
て

い
く
D

児
、
E

児
、
F

児
。他

の
⼦

た
ち

も
そ

れ
ぞ

れ
イ
メ

ー
ジ

を
わ

か
せ

な
が

ら
、ジ
ャ
ン

グ
ル

に
必
要

な
も

の
（
⽊

、
葉

っ
ぱ

、
つ

る
、

ど
く
へ

び
、

川
な

ど
）

を
友

達
と
作

っ
て

い
く

。
 

       

 ⑤
[a
]イ
メ

ー
ジ
通

り
の

も
の

が
で

き
な

か
っ

た
こ

と
が
今

後
の

試
⾏
錯
誤

や
友

達
と

の
か

か
わ

り
に

つ
な

が
っ

て
い

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
 

 ⑥
[ｂ
]互

い
の

考
え

を
伝

え
合

い
、
受

け
⽌

め
て

い
る
Ｂ

児
と
Ｃ

児
。

伝
え
合

う
中

で
よ

り
よ

い
⽅
法

を
⾒
出

そ
う

と
し

て
い

る
。
互

い
の

思
い

を
受

け
⽌

め
合

う
関
係
性

が
あ

る
こ

と
で

遊
び

が
展
開

し
て

い
っ

た
の

だ
ろ

う
。

 
[a
]こ

れ
ま

で
の
経
験

か
ら

、素
材

の
特
性

を
⽣

か
し

た
使

い
⽅

を
考

え
て

い
る

。
 

[a
]B

児
が
「

こ
う

し
た

い
」

と
い

う
思

い
を
明

確
に

も
ち

、
そ

れ
に
合

う
素

材
を

考
え

て
い

る
。

 
 ⑦
[ｃ
]教

師
は

、
互

い
に
刺
激

し
合

い
な

が
ら

友
達

と
の

遊
び

が
進

ん
で

い
き

そ
う

な
期

待
を

も
ち

、
話
題

に
し

た
。

 
  ⑧
[a
]Ｄ

児
は

教
師

の
⾔
葉

か
ら

、ジ
ャ
ン
グ

ル
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

を
わ

か
せ

て
や

り
た

い
遊

び
を

始
め

る
。

 
[ｃ
]Ｄ

児
の

思
い

を
受

け
⽌

め
て

、
思

い
が
途

切
れ

る
こ

と
な

く
す
ぐ

に
作

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

場
を
再
構
成

し
た

り
、

相
談

に
の

っ
た

り
し

た
。

 
[ｂ
]ジ
ャ
ン
グ

ル
作

り
と

い
う
⽬
的

の
実
現

に
向

け
て

、
友

達
同

⼠
で

相
談

し
な

が
ら

イ
メ

ー
ジ

や
ア

イ
デ
ア

を
出

し
合

い
、
必
要

な
材
料

を
選

び
、
協
⼒

し
て
作

っ
て

い
る

。
何

⼈
か

で
遊

び
を

進
め

て
い

く
こ

と
で

⼀
⼈

で
は

思
い

つ
か

な
い

こ
と

、
難

し
い

こ
と

も
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

 
[ｂ
]個

々
の

イ
メ

ー
ジ

が
集

ま
っ

て
み

ん
な

の
ジ
ャ
ン
グ

ル
の

遊
び

が
進

ん
で

い
く

。
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          ９
⽉

１
５

⽇
 

⑨
こ

の
⽇

も
登

園
後

、
動
物

を
作

り
始

め
る
B

児
。

 
「
今

⽇
は

何
を
作

る
の
？
」

と
教

師
が
尋

ね
る

と
、「
ワ
ニ

。
ジ
ャ
ン

グ
ル

の
川

に
は
ワ
ニ

が
い

る
か

ら
。
」

と
答

え
た

。
 

 教
師

は
⽣

き
物

を
作

っ
て

い
る

⼦
と

⼀
緒

に
遊

び
な

が
ら

、し
ば

ら
く

B
児

の
様

⼦
を

⾒
守

っ
て

い
た

。
す

る
と
B

児
は

ダ
ン

ボ
ー

ル
箱

を
２

つ
つ

な
げ

て
「

で
き

た
！
」

と
⾔

う
。

 
 教

師「
ワ
ニ

が
で

き
た

の
？
体

は
ワ
ニ

っ
ぽ

い
け

ど
、な

ん
だ

か
ジ
ャ

ン
グ

ル
の
ワ
ニ

な
の

に
怖

く
な

い
ね

。
」

 
D

児
「
⼝

が
開

か
な

い
か

ら
か

な
。
」

 
教

師
が
図
鑑

を
持

っ
て

き
て

、
⼝

が
開

い
て

い
る
ワ
ニ

を
⾒
せ

る
。

 
Ｂ

児
「

こ
ん

な
に
（

⼤
き

く
）
開

け
る

の
ど

う
す

れ
ば

い
い

か
な

。
」 

「
あ

、
こ

こ
を
切

れ
ば

い
い

の
か

。
」

 
B

児
は

ダ
ン

ボ
ー

ル
カ

ッ
タ

ー
を

使
っ

て
⼝

が
開

く
よ

う
に
切

り
込

み
を

⼊
れ

た
。

 
B

児
「

や
っ

た
ー

。
開

い
た

。
」

と
喜
ぶ

。
 

D
児
「
B、

す
ご

い
！
」

 
B

児
「

も
っ

と
怖

く
な

る
よ

う
に
⻭

を
付

け
よ

う
。
」

 
D

児
「

⼿
伝

う
よ

。
」

 
⼆

⼈
は

、ダ
ン

ボ
ー

ル
を
切

っ
て
⽩

く
て
ギ
ザ
ギ
ザ

な
⻭

に
す

る
こ

と
に

こ
だ
わ

っ
て
作

り
な

が
ら
作

っ
て

い
く

。
 

⼝
の
中

も
⾚

く
塗

っ
て

、本
⼈

な
り

に
本
物

の
よ

う
に

⾒
せ

よ
う

と
し

て
い

た
。

 

 ⑨
[a
]ジ
ャ
ン
グ

ル
の

場
か

ら
さ

ら
に

イ
メ

ー
ジ

を
広
げ

る
B

児
。

 
      [ｃ
]教

師
は
Ｂ

児
の

や
り

た
い

こ
と

を
受

け
⽌

め
⾒
守

っ
た

。
さ

ら
に

⾃
分

な
り

に
⼯

夫
し

て
ほ

し
い

と
思

い
「
怖

く
な

い
ね

。
」

と
伝

え
た

り
、

イ
メ

ー
ジ

を
具
体
的

に
す

る
た

め
に

⼀
緒

に
図
鑑

を
⾒

た
り

す
る

。
 

[a
]教

師
の
⾔
葉

や
図
鑑

か
ら
ジ
ャ
ン
グ

ル
に

い
る
ワ
ニ

の
イ
メ

ー
ジ

が
よ

り
は

っ
き

り
し

た
。

そ
れ

を
実
現

す
る

た
め

の
⽅
法

を
考

え
て

作
っ

た
。

そ
れ

に
よ

り
、

⾃
分

な
り

に
考

え
た

こ
と

が
う

ま
く

い
っ

た
満

⾜
感

を
得

た
。

そ
し

て
、

さ
ら

に
よ

り
よ

く
し

よ
う

と
新

し
い
ア

イ
デ
ア

が
わ

き
、
実
現

し
よ

う
と

す
る

。
 

 [ｂ
]う

ま
く

で
き

そ
う

な
雰
囲
気

を
感

じ
取

り
、
Ｂ

児
と
Ｄ

児
の
共
通

の
遊

び
が

進
ん

で
い

る
。

 
９

⽉
２

６
⽇

 
⑩
B

児
は

教
師

に
「
恐
⻯
作

る
！
T-
RE
X！
」

と
⾔

い
、
⾝
体

⽤
と
頭

⽤
の

ダ
ン

ボ
ー

ル
箱

を
つ

な
げ

て
作

り
始

め
た

。「
⾜

を
付

け
た

い
ん

だ
け

ど
。
T-
RE
X

は
２

本
⾜

で
⽴

つ
か

ら
。
」

と
材
料

を
探

し
に
⾏

く
B

児
。

 
 始

め
に

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
芯

を
持

っ
て

き
た

。ガ
ム

テ
ー

プ
で
ペ

ー
パ

ー
芯

を
ダ
ン

ボ
ー

ル
箱

に
付

け
よ

う
と

す
る

が
⽴

た
な

か
っ

た
。 

次
に
⽜
乳
パ

ッ
ク

を
持

っ
て

き
て

ダ
ン

ボ
ー

ル
箱

に
付

け
て
み

る
が

、
⽴

た
な

い
。⽜
乳
パ

ッ
ク

の
位
置

を
何
度

も
調

整
す

る
が

、⾼
さ

の
違

い
に

よ
り

う
ま

く
い

か
な

い
。

 
      

 ⑩
[a
]今

ま
で

の
⽣

き
物
作

り
で
得

た
満

⾜
感

や
達
成

感
か

ら
も

っ
と
作

り
た

い
と

い
う

思
い

を
も

ち
、

ど
う

し
た

ら
う

ま
く

い
く

か
を

⾃
分

な
り

に
考

え
て

試
⾏
錯
誤

し
て

い
る

。
 

 [a
]⽣

き
物
作

り
の

遊
び

の
中

で
経
験

し
て

き
た

素
材

の
扱

い
⽅

を
⽣

か
し

、
⼯

夫
し

て
遊

び
を

進
め

よ
う

と
し

て
い

る
。

 
        

         ⑪
教

師
は
B

児
に「

⼿
で
押

さ
え

て
い

て
も

が
た

が
た

す
る

ね
。」

と
話

す
。
B

児
は
「
（

⾜
の

⻑
さ

が
）
違

う
！
」

と
気
付

く
。

 
 ど

う
す

る
か
尋

ね
る

と
、「
恐
⻯

は
⽖

で
踏

ん
張

っ
て

る
か

ら
、
⽖

を
付

け
て
バ

ラ
ン

ス
を

と
る

。
」

と
段

ボ
ー

ル
を

取
り

に
⾏

っ
た
B

児
。

B
児

は
厚

さ
が
違

う
２

つ
の
段

ボ
ー

ル
を
持

っ
て

き
た

。か
ぎ
⽖

の
形

に
切

っ
て

、⽜
乳
パ

ッ
ク

の
下

に
合
わ
せ

て
、⾼

さ
を

調
節

し
て

い
た

。
何
度

か
位
置

を
調

節
し

て
、

２
本

⾜
で
T-
RE
X

を
⽴

た
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
          

         ⑪
[ｃ
]本

⼈
の

も
ど

か
し

い
思

い
に
共

感
し

な
が

ら
、
Ｂ

児
に

ど
う

し
た

ら
よ

い
か

⾃
分

で
考

え
さ
せ

る
た

め
に
声

か
け

を
す

る
。

 
 [a
]教

師
と

⼀
緒

に
考

え
る
中

で
う

ま
く

い
か

な
い
原
因

を
⾒

つ
け

た
Ｂ

児
。

か
ぎ
⽖

で
バ

ラ
ン

ス
を

と
る

と
い

う
ア

イ
デ
ア

が
⽣

ま
れ

、
⾃

分
な

り
に

考
え

て
実
現

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
○

個
々

の
イ
メ

ー
ジ

が
包
含

さ
れ

る
柔
軟

で
魅
⼒
的

な
イ
メ

ー
ジ
（
ジ
ャ
ン
グ

ル
）

 
 
（

こ
れ

に
よ

り
、

個
々

の
イ
メ

ー
ジ

が
集

ま
っ

て
共
通

の
遊

び
が

進
ん

で
い

る
。
）

 
 ○

友
達

の
よ

さ
や
ア

イ
デ
ア

を
受

け
⽌

め
合

い
な

が
ら

遊
び

を
進

め
て

い
く
経
験

 
 ○

素
材

を
扱

っ
て

き
た
共
通

の
経
験

 
 ○

こ
れ

ま
で

の
経
験

が
⽣

か
さ

れ
る

こ
と

で
、

⾃
分

た
ち

で
遊

び
を

⽣
み
出

し
、
充
実

感
を

味
わ

う
よ

う
な
経
験

 
 

 
○

よ
い

も
の

が
で

き
そ

う
な
雰
囲
気

の
中

で
友

達
と

⼀
緒

の
遊

び
が

進
ん

で
い

く
。

 
 

 
○

⼦
ど

も
に

と
っ

て
の
必
要

感
に
⽀

え
ら

れ
、

遊
び

が
展
開

し
て

い
く

。
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２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協

働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
○
互

い
に
刺
激

し
合

い
な

が
ら

遊
び

が
進

ん
で

い
き

そ
う

な
期

待
が

も
て

る
、

友
達

と
の
共
通

の
遊

び
を
拾

い
上
げ

て
い

く
。

 
 ○

⼦
ど

も
の

思
い

が
実
現

で
き

る
よ

う
に

場
や

も
の

を
保
証

し
、

遊
び

を
⽀

え
て

い
く

。
 

・
扱

っ
た
経
験

の
あ

る
素

材
を

⼿
に

取
れ

る
よ

う
に

し
て
お

き
、

⼦
ど

も
の
ア

イ
デ
ア

が
実
現

で
き

る
よ

う
に

す
る

。 
・

⼦
ど

も
の

思
い

を
捉

え
て
必
要

に
応

じ
て
必
要

な
援
助

を
す

る
。

 
・

環
境

を
再
構
成

す
る

。
 

 ○
教

師
が
⽰

す
の

で
は

な
く

、
⾃

分
で
選

ん
だ

り
、

考
え

た
り

で
き

る
よ

う
な
余
⽩

の
あ

る
⾔
葉

か
け

を
す

る
。

 

「
ス

ラ
イ

ム
実

験
」

 
 

園
名

：
群
⾺

⼤
学
共

同
教

育
学
部

附
属

幼
稚

園
 

 【
９

⽉
下
旬

 
こ

の
期

の
ね

ら
い

】
 

 
○

⾃
分

な
り

の
⽬
的

を
も

っ
て

遊
ん

だ
り

、
同

じ
遊

び
を
継
続

し
た

り
し

て
、
充
実

感
を

も
つ

よ
う

に
な

る
。

 
 

○
⾃

分
の

思
っ

た
こ

と
を

友
達

に
伝

え
た

り
、

友
達

の
⾔
葉

に
⽿

を
傾

け
た

り
し

て
⼀

緒
に

遊
ぶ

よ
う

に
な

る
。

 
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

 
こ

れ
ま

で
に

、「
⾃

分
が

⼊
れ

る
く

ら
い

の
⼤

き
な
シ
ャ

ボ
ン
⽟

を
作

り
た

い
！
」

と
い

う
思

い
の

も
と

、
シ
ャ

ボ
ン
⽟
実
験

を
経
験

し
て

い
る

。
 

 
Ａ

児
が

思
い

を
実
現

す
る

た
め

に
、
Ａ

児
の

こ
れ

ま
で

の
経
験

や
ア

イ
デ
ア

を
活

か
し

た
り

、
友

達
と

⼀
緒

に
考

え
た

り
試

し
た

り
し

て
、
継
続

し
て

遊
び

、
充
実

感
を

も
っ

て
ほ

し
い

。
学

級
の
他

の
幼

児
に

も
、
Ａ

児
の

ス
ラ

イ
ム
実
験

を
き

っ
か

け
に

、
⾃

分
の

興
味

を
広
げ

た
り

、
⾃

分
な

り
に

試
⾏
錯
誤

し
た

り
、

友
達

と
思

い
を

伝
え
合

っ
た

り
、
互

い
の

よ
さ

に
気
付

い
た

り
す

る
こ

と
を
経
験

し
な

が
ら

遊
ん

で
ほ

し
い

と
願

う
。

 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

９
⽉

２
５

⽇
（
⽊
）

 
①

 
A

児
が
「
先

⽣
、

ス
ラ

イ
ム

を
作

り
た

い
ん

だ
け

ど
さ
…
…

ど
う

や
っ

て
作

る
の
？
」

と
教

師
に
尋

ね
た

。
 

       ②
 
Ａ

児
は
「

う
〜

ん
…
…

。
ネ
バ
ネ
バ

し
て

て
、
伸

び
る

か
ら
…
…
糊

か
な
？
糊

と
⽔
混
ぜ

た
ら

で
き

る
か

な
？
」

と
予
想

し
た

。
教

師
が
「

な
る
ほ

ど
。
確

か
に

、
糊

っ
て
ベ

タ
ベ

タ
し

て
る

か
ら

、
似

て
る

か
も

。
い

い
ア

イ
デ
ア

だ
ね
！
」

と
⾔

う
と

、
Ａ

児
は

、「
う

ん
、
実
験

し
て
み

る
！
」

と
⾔

っ
て

、
カ

ッ
プ

や
糊

な
ど

を
準

備
し

た
。

 
③

ス
ラ

イ
ム
実
験

が
始

ま
る

と
、
Ｃ

児
や
Ｄ

児
も

興
味

を
も

ち
、

⼀
緒

に
や

り
始

め
た

。
Ｃ

児
、
Ｄ

児
は

、
Ａ

児
と

教
師

に
聞

き
、

や
る

こ
と

を
真
似

て
い

た
。
糊

や
⽔

、
お
花
紙

な
ど

を
混
ぜ

て
み

た
が

、
ス

ラ
イ

ム
状

に
は

な
ら

な
か

っ
た

。
C

児
は

、「
き

れ
い

な
⾊

が
で

き
た
！
」

と
嬉

し
そ

う
に

し
て

い
た

。
Ｄ

児
は

、「
先

⽣
、

実
験

が
終
わ

っ
た

ら
、
次

は
ぼ

く
と
お

う
ち
ご

っ
こ

し
て

遊
ぼ

う
？
」

と
⾔

っ
た

。
Ａ

児
は
「

う
ー

ん
、

う
ま

く
い

か
な

い
な
ぁ
」

と
呟

い
た

。
教

師
が
「

ど
う

し
た

ら
い

い
か

ね
ぇ
…
…

。
今

⽇
の
帰

り
に

、
⻘

組
の
み

ん
な

に
も

聞
い

て
み

る
？
」

と
尋

ね
る

と
、
Ａ

児
は
「

う
ん

。
誰

か
知

っ
て

る
か

な
ぁ
」

と
答

え
た

。
 

④
降

園
前

に
遊

び
の
振

り
返

り
を

す
る
中

で
、
Ａ

児
の

ス
ラ

イ
ム
実
験

を
話
題

に
出

し
た

。
す

る
と

、
Ｅ

児
が

「
知

っ
て

る
！
泡

の
ハ
ン
ド
ソ

ー
プ

と
、
洗
濯

の
り

と
、
お
洗
濯

の
洗
剤

を
⼊

れ
る

と
出
来

る
ん

だ
よ
！
」

と
興
奮
気

味
に
⾔

っ
た

。
そ

れ
を

聞
い

て
、
他

の
幼

児

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
［
c］
絵

の
具

を
使

っ
た

遊
び

に
興

味
を

も
っ

て
い

る
Ｂ

児
が

、
⼩

さ
な
ポ
リ
袋

に
絵

の
具

を
⼊

れ
て

、
⾊

の
混

ざ
り
⽅

や
感

触
を

楽
し

ん
で

い
た

と
こ

ろ
を

⾒
て

、
ス

ラ
イ

ム
を
連
想

し
た

の
か

も
し

れ
な

い
。

［
a］
Ａ

児
は

、
こ

れ
ま

で
の
経
験

や
ア

イ
デ
ア

を
活

か
し

て
、

考
え

た
り

、
試

し
た

り
し

な
が

ら
ス

ラ
イ

ム
を
作

る
だ

ろ
う

。［
c］

教
師

は
知

ら
な

い
ふ

り
を

し
て

、「
ス

ラ
イ

ム
ね
ぇ
…
…

ど
う

や
っ

て
作

る
ん

だ
ろ

う
ね
？
」

と
Ａ

児
に
⾔
葉

を
返

し
た

。
 

②
［
a］

ス
ラ

イ
ム

を
触

っ
た
経
験

を
思

い
出

し
な

が
ら

、
⾃

分
の
知

っ
て

い
る

材
料

の
特
徴

を
思

い
浮

か
べ

、
予
想

し
て

い
る

の
だ

ろ
う

。［
c］
以

前
の
シ
ャ

ボ
ン
⽟
実
験

で
も

、
試
⾏
錯
誤

し
た
経
験

が
あ

る
の

で
、

ま
た

、
⾊

々
試

し
て

や
っ

て
み

よ
う

と
い

う
気

持
ち

に
な

っ
た

の
か

も
し

れ
な

い
。

 
 ③
［
c］
Ｃ

児
、
Ｄ

児
は

、
Ａ

児
と

教
師

が
⼀

緒
に

楽
し

ん
で

い
る

こ
と

を
⼀

緒
に

や
り

た
い

と
思

っ
た

の
だ

ろ
う

。
Ｃ

児
は

、
き

れ
い

な
⾊

の
物

が
で

き
て
満

⾜
し

て
い

た
の

で
、

ス
ラ

イ
ム

を
作

る
こ

と
が
⽬
的

で
は

な
か

っ
た

の
だ

と
考

え
ら

れ
る

。
Ｄ

児
は

、
教

師
と

⼀
緒

に
し

た
い

遊
び

が
あ

っ
た

の
だ

ろ
う

。
［
b］
Ａ

児
の
「

ス
ラ

イ
ム

を
作

り
た

い
」

と
い

う
思

い
を

学
級

で
共
有

す
る

こ
と

で
、

友
達

と
考

え
を

出
し
合

っ
た

り
、

友
達

の
よ

さ
に
気
付

い
た

り
し

な
が

ら
、

⼀
緒

に
遊
ぶ

こ
と

の
楽

し
さ

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

だ
ろ

う
。

 
 ④
［
c］
Ｅ

児
は

、
こ

れ
ま

で
家

庭
で

ス
ラ

イ
ム

に
触

れ
て

遊
ん

だ
り

、
作

っ
た

り
し

た
こ

と
が

あ
る

の
だ

ろ
う

。［
b］

ス
ラ

イ
ム

の
魅
⼒

や
「
実
験
」

の
ワ

ク
ワ

ク
感

か
ら

、
学

級
の

幼
児
へ

興
味

が
広

が
っ

て
い

っ
た

。
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も
「
洗
濯

の
り

っ
て

何
？
」「
洗
濯

の
り

っ
て

さ
、
シ
ャ

ボ
ン
⽟

を
作

る
と

き
に

も
使

っ
た

よ
ね
！
」「

あ
あ

、
あ

の
ド
ロ
ド
ロ

し
て

る
や

つ
」

と
次

々
に

話
し

た
。

教
師

が
「

な
る
ほ

ど
、

そ
う

な
ん

だ
。
み

ん
な

に
聞

い
て
み

た
ら

、
材
料

が
分

か
っ

た
ね

。
じ
ゃ

あ
、
明

⽇
、
洗
濯

の
り

と
洗
剤

が
使

え
る

よ
う

に
、

準
備

し
て
お

く
ね
」

と
⾔

う
と

、「
ぼ

く
も
実
験

や
っ

て
み

た
い
！
」

と
何

⼈
か

の
幼

児
が

興
味

を
⽰

し
た

。
 

⑤
降

園
前

の
保
護
者
へ

の
話

の
中

で
も

、
ス

ラ
イ

ム
実
験

に
つ

い
て

話
し

た
。

⼦
ど

も
を
引

き
渡

し
た

後
、
Ｆ

児
の
⺟

が
、
Ｆ

児
に
「

ス
ラ

イ
ム

さ
ぁ

、
お
姉

ち
ゃ

ん
が

学
校

の
ク

ラ
ブ

で
作

っ
て

た
よ

ね
」

と
話

し
掛

け
た

。
Ｆ

児
は

、「
あ

あ
！

じ
ゃ

あ
ぼ

く
、

聞
い

て
く

る
！
」

と
意
気
込

ん
で

い
た

。
 

 ９
⽉

２
６

⽇
（
⾦
）

 
 
洗
濯

の
り

や
洗
濯
洗
剤

、
カ

ッ
プ

、
割

り
箸

な
ど

が
使

え
る

よ
う

に
出

し
て
お

い
た

。
⾊

を
付

け
た

い
と

い
う

幼
児

も
い

る
か

も
し

れ
な

い
の

で
、
⾷
紅

も
準

備
し

た
。

 
⑥
登

園
す

る
と

、
A

児
、
E

児
、
G

児
、
D

児
、
H

児
、
I

児
が

ス
ラ

イ
ム
実
験

を
始

め
た

。
洗
濯

の
り

の
ボ

ト
ル

は
初

め
１

本
だ

け
出

し
て

い
た

。
す

る
と

、「
誰

か
ら

使
う
？
」

と
幼

児
同

⼠
で

相
談

し
て

い
た

。
そ

の
後

、
J

児
、
F

児
、
K

児
、
L

児
、
B

児
も

加
わ

っ
た

。
後

か
ら
来

た
幼

児
が
「

ど
う

や
る

の
？
」

と
尋

ね
る

と
、
先

に
や

っ
て

い
た

幼
児

が
「

こ
れ

を
混
ぜ

る
ん

だ
よ
」

と
教

え
て

い
た

。
 

⑦
Ａ

児
、
Ｅ

児
は

、
会

話
を

し
な

が
ら

試
⾏
錯
誤

を
し

て
い

た
。

 
Ｅ

児
「

何
か

⾜
り

な
い

ん
だ

よ
な

〜
。

ボ
ン
ド

⼊
れ

た
ら

ど
う

か
な
？
」

 
Ａ

児
「

い
い

ね
、

⼊
れ

て
み

よ
う

。
糊

も
⼊

れ
て
み

る
？
」（
混
ぜ

て
み

る
が

、
何

か
違

う
。）

 
Ｉ

児
「

何
か

さ
、
固

ま
る

も
の

が
あ

る
と

い
い

ん
じ
ゃ

な
い
？
」

 
Ａ

児
「

う
ん

、
そ

う
、
固

ま
る

も
の

が
あ

る
と

い
い

ん
だ

け
ど
…
…

あ
、
紙

と
か
？
」

 
Ｅ

児
「

あ
、
先

⽣
！
紙

粘
⼟

あ
る
？
」

 
（
紙

粘
⼟

を
⼊

れ
る

と
、

少
し
固

ま
っ

た
。）

 
Ｅ

児
「

あ
、
固

ま
っ

て
き

た
！
良

い
感

じ
か

も
」

 
Ａ

児
「

で
も

さ
、

こ
れ

じ
ゃ
ビ
ヨ

〜
ン

っ
て
伸

び
な

い
よ
」

 
 
⑧

⼀
⽅

、
Ｊ

児
は
「

し
ば

ら
く
置

い
と

い
た

ら
固

ま
る

か
も
」

と
考

え
、
置

い
て
お

く
こ

と
に

し
た

。
Ｌ

児
は

、
ひ

た
す

ら
混
ぜ
続

け
、

教
師

に
「
Ｌ

児
の

、
あ
わ

あ
わ

が
い

っ
ぱ

い
！
」

と
⾒
せ

た
。
Ｂ

児
は

、
⾷
紅

を
使

っ
て

い
ろ

ん
な
⾊

を
作

っ
て

い
た

。
 

⑨
降

園
前

に
、

ス
ラ

イ
ム
実
験

で
試

し
た
⾊

々
な

材
料

や
作

り
⽅

を
紹
介

す
る

と
、
Ｍ

児
が
「
凍

ら
せ

た
ら

ど
う

        ⑤
［
b］
保
護
者

に
、「

ス
ラ

イ
ム

を
作

り
た

い
」

と
い

う
思

い
か

ら
実
験

が
始

ま
っ

た
こ

と
、

学
級

で
話
題

に
す

る
と

興
味

や
考

え
が

広
が

っ
て

い
っ

た
こ

と
な

ど
、

遊
び

の
様

⼦
や

育
ち

、
教

師
の

願
い

を
伝

え
た

こ
と

で
、
Ｆ

児
が
姉

に
作

り
⽅

を
聞

い
て
み

る
き

っ
か

け
が

で
き

た
。

 
      ⑥
［
c］

友
達

と
⼀

緒
に

考
え

な
が

ら
実
験

を
進

め
て

ほ
し

い
と

思
い

、
初

め
洗
濯

の
り

の
ボ

ト
ル

は
1本

だ
け
出

し
た

。［
b］

幼
児

同
⼠

で
順
番

を
決

め
て

い
た

こ
と

や
、

後
か

ら
来

た
幼

児
に

や
り
⽅

を
教

え
て

い
た

こ
と

か
ら

、
友

達
と

⼀
緒

に
遊

ん
で

い
る

、
⾃

分
た

ち
で
約
束

事
を

考
え

て
友

達
と

の
遊

び
を

楽
し

み
た

い
と

い
う
意
識

が
育

っ
て

き
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

⑦
［
b］
ア

イ
デ
ア

を
出

し
合

っ
た

り
、
他

の
幼

児
の

発
⾔

か
ら
ヒ
ン

ト
を
得

た
り

し
な

が
ら

、
思

い
の
実

現
に
向

け
て

試
⾏
錯
誤

し
て

い
る

。［
c］

教
師

は
、

今
の
洗
濯
洗
剤

に
は
ホ

ウ
酸

が
使
わ

れ
て

い
な

い
か

ら
固

ま
ら

な
い

の
だ

と
思

い
な

が
ら

も
、
Ａ

児
た

ち
の
ア

イ
デ
ア

に
「

い
い

か
も
！
」

と
乗

っ
て

⼀
緒

に
試

し
て
み

た
り

、
Ｉ

児
の
ヒ
ン

ト
に

な
る
⾔
葉

を
繰

り
返

し
た

り
、
必
要

な
も

の
を

準
備

し
た

り
、

幼
児

の
思

い
に
共

感
し

た
り

し
た

。
 

       ⑧
［
a］
Ｊ

児
、
Ｌ

児
は

そ
れ
ぞ

れ
に

⾃
分

な
り

の
⽅

法
で
探
求

を
し

て
い

る
。
Ｂ

児
は
変
わ

ら
ず
⾊
へ

の
興

味
が

あ
る

よ
う

だ
。
今

ま
で
絵

の
具

で
⾊

を
付

け
て

い
た

が
、
⾷
紅

を
使

っ
て
み

て
い

た
。

 
 ⑨
［
b］

学
級

で
共
有

し
た

こ
と

で
、
新

た
な

考
え

が
⽣

ま
れ

た
。

 

か
な
？
」

と
新

し
い
⽅
法

を
思

い
つ

い
た

。「
な

る
ほ

ど
」「

い
い

か
も
」

と
声

が
挙

が
っ

た
。
Ｆ

児
は
「

そ
れ

な
ら
ぼ

く
の

を
凍

ら
せ

た
い
！
」

と
⾔

い
、

試
し

て
み

た
。

 
 ９

⽉
２
９

⽇
（

⽉
）

 
⑩
冷
凍
庫

で
凍

ら
せ

た
ス

ラ
イ

ム
を
出

し
て
み

る
と

、「
凍

っ
た
！
冷

え
冷

え
だ
！
」「
Ｍ

児
く

ん
も

触
っ

て
み

て
！
」

と
、

友
達

と
顔

を
⾒
合
わ
せ

て
笑

っ
た

り
、「
固

ま
っ

た
け

ど
…
…

ス
ラ

イ
ム

じ
ゃ

な
い
」「

ま
た
実
験

や
り
直

し
だ

〜
」

と
少

し
が

っ
か

り
し

た
り

し
て

い
た

。
Ｊ

児
は

、「
置

い
と

い
た

け
ど

、
固

ま
ん

な
か

っ
た

か
…

…
も

っ
と
置

い
と

い
た

ら
固

ま
る

か
な
」

と
予
想

し
た

り
、
Ｌ

児
は
「

あ
わ

あ
わ

が
無

く
な

っ
た
」

と
⾦
曜

⽇
に
作

っ
た

も
の

と
の
違

い
に
気
付

い
た

り
し

て
い

た
。

 
  ９

⽉
３
０

⽇
（
⽕
）

 
⑪
Ｆ

児
は

、「
ぼ

く
の
お
姉

ち
ゃ

ん
が
⾔

っ
て

た
ん

だ
け

ど
さ

、
何

か
ね

、
⽔

を
⼊

れ
る

ん
だ

け
ど

、
そ

う
す

る
と

ス
ラ

イ
ム

で
き

る
ん

だ
っ

て
」

と
教

師
に

伝
え

た
。

教
師

が
「

⽔
っ

て
、

ど
ん

な
⽔
？
」

と
尋

ね
る

と
、「

う
ー

ん
、
忘

れ
ち
ゃ

っ
た
」

と
答

え
た

。
そ

の
会

話
を

聞
い

て
、
Ｎ

児
が
「

ス
ラ

イ
ム

っ
て

さ
、

ス
ラ

イ
ム

の
も

と
が

あ
る

ん
だ

よ
」

と
会

話
に

加
わ

っ
た

。
教

師
が
「

ス
ラ

イ
ム

の
も

と
？
」

と
尋

ね
る

と
、
Ｎ

児
は
「

そ
う

、
あ

の
さ

、
お
店

に
売

っ
て

る
ん

だ
よ

。
ス

ラ
イ

ム
の

も
と

。
Ｎ

児
、
お

う
ち

で
作

っ
た

こ
と

あ
る
」

と
答

え
た

。
Ａ

児
は
「

え
っ

、
ス

ラ
イ

ム
の

も
と
！
？
」

と
驚

い
た

様
⼦

だ
っ

た
。

教
師

は
、「

ス
ラ

イ
ム

の
も

と
か
ぁ

…
…

。
あ

、
実

は
、
先

⽣
も

⾒
付

け
た

ん
だ

け
ど
」

と
ホ

ウ
砂

を
出

し
た

。
 

⑫
教

師
が
注
意

事
項

を
伝

え
、
ホ

ウ
砂

⽔
に

し
て
出

す
と

、
Ａ

児
は

早
速
混
ぜ

始
め

た
。

す
る

と
、
洗
濯

の
り

が
固

ま
っ

て
ス

ラ
イ

ム
が
出
来
上

が
っ

た
。
Ａ

児
は

、
「
固

ま
っ

た
！

本
当

の
ス

ラ
イ

ム
に

な
っ

た
！
」

と
喜

び
、
出
来
上

が
っ

た
ス

ラ
イ

ム
を

何
度

も
⼿

で
伸
ば

し
て

い
た

。
Ａ

児
は

、「
え

〜
〜

、
な

ん
で

、
ホ

ウ
砂
？

⼊
れ

た
ら
固

ま
っ

た
ん

だ
ろ

う
」

と
不

思
議

が
っ

て
い

た
。

教
師

は
、「

そ
う

だ
ね

、
な

ん
で

だ
ろ

う
。
不

思
議

だ
ね
」

と
⼀

緒
に
不

思
議

が
っ

た
。

 
⑬
Ａ

児
の

ス
ラ

イ
ム

を
⾒

て
「

で
き

た
の
！
？
わ

た
し

も
作

り
た

い
」「

ど
う

や
っ

た
ら
固

ま
っ

た
の
？
」「

あ
の

コ
ッ

プ
の

⽔
を

⼊
れ

た
ん

だ
よ
」「
ホ

ウ
砂

だ
よ

。
こ

れ
を

⼊
れ

た
ら

ス
ラ

イ
ム

に
な

っ
た

の
！
」

と
Ａ

児
や
周

り
の

幼
児

で
会

話
を

し
て

い
た

。
そ

の
会

話
を

聞
い

た
り

、
出
来

た
ス

ラ
イ

ム
を

⾒
た

り
し

て
、
次

々
と
他

の
幼

児
も

や
っ

て
き

て
、

ス
ラ

イ
ム

を
作

り
始

め
た

。
う

ま
く
固

ま
ら

な
か

っ
た

り
、
固

ま
り

す
ぎ

て
し

ま
っ

た
り

す
る

と
、

う
ま

く
で

き
た

友
達

に
作

り
⽅

を
聞

い
た

り
、

何
度

も
試

し
た

り
し

て
い

た
。
Ｊ

児
が

ス
ラ

イ
ム

      ⑩
［
b］
実
験

の
結
果

や
、

感
じ

た
こ

と
を

友
達

と
共

有
し

て
楽

し
ん

だ
り

、
ま

た
悩

ん
だ

り
し

て
い

る
。

［
a］

⾃
分

の
実
験

が
ど

う
だ

っ
た

か
確

か
め

た
り

、
次

の
予
想

を
⽴

て
た

り
、

時
間

の
経
過

の
前

後
の

様
⼦

を
⽐

べ
た

り
し

て
い

る
。

 
       ⑪
［
b］
⑤

で
保
護
者

に
遊

び
の

様
⼦

を
伝

え
た

こ
と

が
、
Ｆ

児
の

話
に

つ
な

が
っ

た
。
Ｎ

児
は

こ
の
数

⽇
休

ん
で

い
た

の
で

、
ス

ラ
イ

ム
作

り
に
関

し
て
新
鮮

な
気
持

ち
で
会

話
に

加
わ

っ
て

い
る

。
Ａ

児
は

、
ス

ラ
イ

ム
の

も
と

が
あ

る
と

い
う

話
に
半
信
半
疑

な
様

⼦
で

あ
っ

た
。［
c］

様
々

な
材
料

、
混
ぜ
⽅

、
時
間

の
経
過

、
冷
凍

な
ど

、
こ

れ
ま

で
試
⾏
錯
誤

を
⼗

分
に

し
て

き
た

こ
と

と
、

話
題

に
挙

が
っ

た
よ

い
タ

イ
ミ
ン
グ

で
あ

る
と

思
い

、
準

備
し

て
い

た
ホ

ウ
砂

を
出

し
た

。
 

    ⑫
［
a］
Ａ

児
は

、
イ
メ

ー
ジ

し
て

い
た

ス
ラ

イ
ム

を
作

る
こ

と
が

で
き

て
満

⾜
し

た
様

⼦
で

あ
っ

た
。

こ
れ

ま
で

の
試
⾏
錯
誤

を
思

い
な

が
ら

、
ホ

ウ
砂

の
存

在
に
驚

き
、
不

思
議

に
思

っ
て

い
た

の
か

も
し

れ
な

い
。［
c］

調
べ

て
み

た
い

と
い

う
思

い
や
疑
問

を
も

つ
な

ど
し

て
、

こ
れ

か
ら

の
学

び
に

つ
な

が
っ

て
ほ

し
い

と
思

い
、
答

え
を

教
え

て
し

ま
う

の
で

は
な

く
、

⼀
緒

に
不

思
議

が
っ

た
。

 
 ⑬
［
b］

友
達

と
会

話
を

し
な

が
ら

、
ス

ラ
イ

ム
を
作

る
材
料

や
⽅
法

を
知

り
、

ス
ラ

イ
ム

を
作

っ
た

り
、

友
達

と
で

き
た

ス
ラ

イ
ム

を
⾒
せ
合

い
⽐

べ
た

り
、

互
い

の
よ

さ
を
認

め
た

り
、

分
量

や
混
ぜ
⽅

の
違

い
に
気
付

い
た

り
し

て
い

た
。［
c］

教
師

に
作

り
⽅

を
尋

ね
る

幼
児

も
い

た
が

、
友

達
と
関
わ

り
な

が
ら
作

っ
て
ほ

し
い

と
思

い
、「

○
○

ち
ゃ

ん
は

ど
う

や
っ

て
作

っ
た

ん
だ

っ
け
？
」

な
ど

と
友

達
と

つ
な
ぐ

よ
う

に
声

を
掛

け
た

。
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を
⻑

く
伸
ば

し
て

い
る

と
、

ス
ラ

イ
ム
作

り
を

し
て

い
な

か
っ

た
幼

児
も

、
そ

の
様

⼦
を

⾒
て

、「
Ｊ

児
ち
ゃ

ん
の

、
す
ご

い
ね
」

と
声

を
掛

け
て

い
た

。
⾊

や
、
固

ま
り
⽅

の
違

い
を

⾒
⽐

べ
て
「

そ
れ

い
い

ね
、

ど
う

や
っ

た
の
？
」「

こ
れ

は
ね
…
」

と
会

話
す

る
姿

も
⾒

ら
れ

た
。

 
   １
０

⽉
１

⽇
（

⽔
）

 
⑭
Ｉ

児
は
出
来

た
ス

ラ
イ

ム
で

形
を
作

っ
た

り
、

ス
ラ

イ
ム

の
家

を
作

っ
た

り
し

て
い

た
。

 

 ⑭
［
a］
Ｉ

児
は

、
友

達
の
真
似

を
し

て
遊
ぶ

こ
と

が
多

か
っ

た
が

、
こ

れ
は
Ｉ

児
発

の
ア

イ
デ
ア

で
あ

っ
た

。［
c］

⾃
分

発
で

遊
ぶ

こ
と

を
楽

し
む
経
験

を
積

ん
だ

り
、

⾃
信

を
も

っ
た

り
し

て
ほ

し
い

と
思

い
、

認
め

る
⾔
葉

を
掛

け
た

り
、

学
級

の
時
間

に
紹
介

し
た

り
し

た
。

 
 

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
 ［
a］

個
別
最
適

な
学

び
 

○
こ

れ
ま

で
の
経
験

を
思

い
出

し
な

が
ら

、
⾃

分
の
知

っ
て

い
る

材
料

の
特
徴

を
思

い
浮

か
べ

、
予
想

す
る
姿

 
○

⾃
分

な
り

の
⽅
法

で
探
求

を
す

る
姿

 
○

⾃
分

の
実
験

の
結
果

を
確

か
め

た
り

、
次

の
予
想

を
⽴

て
た

り
、

時
間

の
経
過

の
前

後
の

様
⼦

を
⽐

べ
た

り
し

て
い

る
姿

 
○
新

し
い

も
の

と
出
会

い
、
不

思
議

が
る
姿

 
○

友
達

の
真
似

を
し

て
遊
ぶ

こ
と

が
多

か
っ

た
幼

児
が

、
⾃

分
の
ア

イ
デ
ア

で
遊

び
始

め
る
姿

 
…
（

思
考
⼒

や
探

究
⼼

、
⾏
動
⼒

、
主
体
的

な
学

び
）

 
［
b］
協
働
的

な
学

び
 

○
友

達
と
ア

イ
デ
ア

を
出

し
合

っ
た

り
、

友
達

の
⾔
葉

か
ら
ヒ
ン

ト
を
得

た
り

し
な

が
ら

、
思

い
の
実
現

に
向

け
て

試
⾏
錯
誤

す
る
姿

 
○

学
級

で
話

し
合

う
場
⾯

で
、
新

し
い
ア

イ
デ
ア

が
出

さ
れ

、
そ

れ
を
「

い
い

ね
、

試
し

て
み

よ
う
！
」

と
皆

で
⽬
的

に
向

か
っ

て
い

こ
う

と
す

る
雰
囲
気

 
○
実
験

の
結
果

や
、

感
じ

た
こ

と
を

友
達

と
共
有

し
て

楽
し

ん
だ

り
、

⼀
緒

に
悩

ん
だ

り
す

る
姿

 
○

友
達

と
会

話
を

し
な

が
ら

、
ス

ラ
イ

ム
を
作

る
材
料

や
⽅
法

を
知

り
、

ス
ラ

イ
ム

を
作

っ
た

り
、

友
達

と
で

き
た

ス
ラ

イ
ム

を
⾒
せ
合

い
⽐

べ
た

り
、
互

い
の

よ
さ

を
認

め
た

り
、

分
量

や
混
ぜ
⽅

の
違

い
に
気
付

い
た

り
し

た
姿

 
○

幼
児

同
⼠

で
順
番

を
決

め
た

り
、

後
か

ら
来

た
幼

児
に

や
り
⽅

を
教

え
た

り
す

る
姿

 
○
Ｆ

児
の
家

庭
で

の
話

を
き

っ
か

け
に

、
Ｎ

児
が
会

話
に

加
わ

り
、

ス
ラ

イ
ム

の
も

と
が

あ
る

と
い

う
情

報
を
得

た
姿

 
…
（
⾔
葉

に
よ

る
伝

え
合

い
、
協

同
性

、
互

い
の

よ
さ

を
認

め
合

う
、

道
徳
性

・
規
範
意
識

、
社
会

⽣
活
（
家

庭
）

と
の
関
わ

り
）

 
２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 ［
a］

個
別
最
適

な
学

び
 

○
そ

れ
ぞ

れ
の

幼
児

に
こ

う
な

っ
て
ほ

し
い

と
い

う
願

い
や

そ
の

た
め

に
必
要

な
経
験

を
意
識

し
て
関
わ

る
 

→
幼

児
⼀

⼈
⼀

⼈
の

興
味

や
関
⼼

を
⼤
切

に
し

、
個

に
応

じ
た
指
導

を
す

る
こ

と
に

つ
な

が
る

 
○

幼
児

の
「

や
っ

て
み

た
い
」

と
い

う
思

い
を
⽀

え
る
（

⼀
緒

に
試

す
、
ヒ
ン

ト
に

な
る

幼
児

の
発
⾔

を
繰

り
返

す
、

必
要

な
物

の
準

備
、

幼
児

の
思

い
に
共

感
す

る
 
等
）

 
→

ス
ラ

イ
ム
実
験

を
楽

し
み

、
継
続

し
て

遊
び

、
や

り
遂
げ

て
、

達
成

感
や
満

⾜
感

を
感

じ
て

い
た

。
あ

き
ら

め
ず

に
粘

り
強

く
取

り
組

む
姿

、
試
⾏
錯
誤

す
る
姿

に
つ

な
が

っ
た

だ
ろ

う
 

○
答

え
を

教
え

る
の

で
は

な
く

、
⼀

緒
に

考
え

た
り

、
不

思
議

が
っ

た
り

す
る

 
→
問

い
を

も
つ

こ
と

、
問

い
を

も
ち
続

け
る

こ
と

が
、
今

後
の

学
び

に
つ

な
が

る
だ

ろ
う

 
［
b］
協
働
的

な
学

び
 

○
幼

児
の

興
味

や
疑
問

、
困

り
感

な
ど

を
学

級
で
共
有

す
る

 
→

⼀
緒

に
楽

し
ん

だ
り

、
問
題

を
解
決

し
た

り
し

よ
う

と
す

る
仲
間

が
で

き
る

、
仲
間

が
増

え
る

こ
と

に
つ

な
が

っ
た

。
友

達
と

⼀
緒

に
実
験

を
し

た
り

、
学

級
で

話
し
合

っ
た

り
す

る
中

で
、

友
達

の
考

え
の

よ
さ

に
気
付

く
こ

と
に

も
つ

な
が

っ
た

 
○

遊
び

の
様

⼦
を
家

庭
に

も
伝

え
る

 
→

幼
児

の
興

味
が

広
が

り
、
家
族

と
の
会

話
か

ら
新

し
い
知
識

を
得

る
き

っ
か

け
に

な
っ

た
 

○
友

達
と

の
関
わ

り
を
促

す
⾔
葉
掛

け
 

→
友

達
と
関
わ

り
、
⾔
葉

で
や

り
取

り
を

し
た

り
、

友
達

の
よ

さ
に
気
付

い
た

り
す

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
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「
ハ

シ
ビ

ロ
コ

ウ
研

究
所

」
 

 
園

名
：
埼
⽟

⼤
学

教
育

学
部

附
属

幼
稚

園
 

 【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
５
歳

児
９

⽉
上
旬

〜
11

⽉
中
旬

 
〇

い
ろ

い
ろ

な
こ

と
に

興
味

を
も

ち
、

試
し

な
が

ら
取

り
組

ん
だ

り
、

や
り
通

そ
う

と
し

た
り

す
る

。
  

〇
⽣
活

す
る
中

で
、

友
達

と
考

え
を

よ
く

伝
え
合
お

う
と

す
る

。
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
 

３
歳

児
、
４
歳

児
、
５
歳

児
そ

れ
ぞ

れ
１

学
級
編
制

で
あ

る
本

園
は

、
年
度
ご

と
の

ク
ラ

ス
替

え
の

な
い

こ
と

も
あ

っ
て

、
５
歳

児
頃

に
は

、
幼

児
が
互

い
の

好
き

な
も

の
や

興
味

の
あ

る
こ

と
を

分
か

り
、
互

い
の

よ
さ

を
感

じ
取

っ
て

い
る

様
⼦

が
あ

る
。

本
事

例
の
保

育
者

は
、

３
歳

児
学

級
で

も
担
任

を
し

て
お

り
、
A

児
が

⾃
分

の
イ
メ

ー
ジ

を
広
げ

て
遊

び
を
作

っ
て

い
く

場
⾯

に
た

び
た

び
出
会

い
、
A

児
の

よ
さ

を
捉

え
て

き
た

。
例

え
ば

、
３
歳

児
後
半

に
は

、
⾃

分
で
描

い
て
作

っ
た
ペ

ー
プ
サ

ー
ト

を
⽤

い
て
演

じ
て
み

よ
う

と
す

る
中

で
、
A

児
の

も
つ

イ
メ

ー
ジ

が
し

っ
か

り
と

あ
り

、
ス

ト
ー
リ

ー
展
開

も
い

ろ
い

ろ
考

え
て

い
る

様
⼦

を
⾒

取
っ

て
い

た
。

当
時

、
時

々
⾒
せ

に
来

て
く

れ
る
５
歳

児
の

⼈
形
劇

を
ヒ
ン

ト
に

も
し

て
い

た
よ

う
で

、
４
歳

児
に

な
っ

て
も
５
歳

児
が
招

い
て

く
れ

る
動

物
園
ご

っ
こ

に
憧

れ
る

な
ど

、
⼈

と
の
繋

が
り

の
中

で
展
開

さ
れ

る
ご

っ
こ

遊
び

の
⾯
⽩

さ
を

感
じ

、
刺
激

を
受

け
て

い
た

。
本

事
例

は
、

そ
の
A

児
が
５
歳

児
後
半

に
な

り
、
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

に
興

味
を

も
ち

、
そ

の
興

味
を
持
続

し
な

が
ら

、
様

々
な

遊
び

を
展
開

す
る
姿

で
あ

る
。
９

⽉
か

ら
11

⽉
に

か
け

て
、
Ａ

児
⼀

⼈
の

興
味

か
ら

、
次
第

に
他

の
幼

児
に

も
興

味
が

広
が

っ
て

い
く
姿

が
あ

っ
た

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

９
⽉
上
旬

〜
中
旬

 
①
Ａ

児
は

、
夏
休
み
中

に
上
野
動
物

園
へ
家
族

で
出

か
け

、
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

を
⾒

た
こ

と
が

だ
い
ぶ
嬉

し
か

っ
た

よ
う

で
あ

る
。昨

年
度

の
５
歳

児
が
招

待
し

て
く

れ
た
動
物

園
ご

っ
こ

を
思

い
出

し
、実
物

⼤
の
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

を
作

り
た

い
と
⾔

っ
て

く
る

。
段

ボ
ー

ル
板

を
使

え
る

よ
う

に
す

る
と

、
丁
寧

に
描

き
進

め
る

。翌
⽇

は
、花
壇

で
栽
培

し
て

き
た
ア

サ
ガ
オ

や
フ

ウ
セ
ン
カ
ズ

ラ
の
種

を
取

っ
て

、ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

の
エ
サ

に
⾒

⽴
て

て
い

る
。

 
 ②
数

⽇
後

、
⾷
休
み
中

に
「
お
絵
描

き
教
室
」

を
開

き
、
先

⽣
役

に
な

り
、

形
や
⾊

に
つ

い
て
「

〇
〇

で
い

い
で

す
よ
」

「
好

き
に

〇
〇

し
て

く
だ

さ
い
」と

友
達

や
教

師
に

や
り

と
り

す
る

。ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

を
モ

チ
ー
フ

に
し

て
い

る
⽇

も
あ

る
。

 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
［
a］
家

庭
で

の
体
験

を
基

に
、
昨

年
度

の
５
歳

児
の

遊
び
⽅

も
思

い
出

し
な

が
ら

、
Ａ

児
な

り
の

遊
び

を
始

め
た

い
様

⼦
だ

っ
た

。［
b］
動
物

園
を
再
現

し
て
み

た
い
気
持

ち
も

あ
る

よ
う

だ
っ

た
が

、
様

々
な

遊
び
へ

の
興

味
が
他

に
も

あ
っ

た
り

、
友

達
と
「
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ
」

の
興

味
を
共
有

す
る

に
は
⾄

ら
な

か
っ

た
り

し
て

い
た

。
 

   ②
［
c］
継
続

し
て
「
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ
」

と
い

う
⾔
葉

が
Ａ

児
か

ら
聞

か
れ

た
の

で
、

と
て

も
⼤
切

な
興

味
で

あ
る

と
保

育
者

が
⾒

取
り

、
そ

の
都
度

、
応

じ
る

よ
う

に
関
わ

っ
た

。
 

９
⽉

下
旬

 
③
Ａ

児
は

、し
ば

ら
く

遊
び

の
中

で
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

に
関

す
る

こ
と

は
し

て
い

な
か

っ
た

が
、

こ
の

⽇
は

、「
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

研
究

所
を

す
る
！
」と
⾔

い
、紅
⽩
帽

⼦
の

つ
ば

と
同

じ
形

に
紙

を
切

り
、『
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

け
ん

き
ゅ

う
じ
ょ
』

の
⽂
字

や
絵

を
か

い
て
貼

る
。

 
⾐
服

の
ポ
ケ

ッ
ト

に
も
『
ハ
』

と
書

い
た
紙

を
貼

り
付

け
て

、
研

究
所

の
所
員

に
な

っ
て

い
る

。
 

 ③
［
a］

２
学

期
が

始
ま

り
３
週
ほ

ど
た

ち
、
改

め
て

ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ
へ

の
興

味
を

、
遊

び
の

形
で
実
現

し
た

い
気
持

ち
が
⾼

ま
っ

た
様

⼦
だ

っ
た

。［
b］
他

の
幼

児
の
⽬

に
も

⼊
り

や
す

い
帽

⼦
な

ど
の
表
現

に
よ

り
、
Ａ

児
が

何
か
新

し
い

遊
び

の
イ
メ

ー
ジ

を
も

っ
て

い
る

こ
と

を
、

友
達

が
知

る
き

っ
か

け
に

な
っ

た
。

 

10
⽉
中
旬

 
④

学
級
全
員

で
上
野
動
物

園
に
遠

⾜
へ
出

か
け

る
機
会

が
あ

る
。Ａ

児
は

、⾃
宅

で
か

い
た

ま
と

め
の
紙

を
持
参

し
て

、
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

を
⾒

学
す

る
時

に
、友

達
に

も
説
明

し
て

い
る

。ま
と

め
は

、
Ａ

３
サ

イ
ズ

を
２

つ
折

り
し

た
も

の
で

、
表
紙

に
は

、『
ハ

シ
ビ
ロ

コ
ウ

を
ま

も
り

た
い
！
』

と
い

う
⽂
字

と
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

の
絵

を
か

い
て

い
る

。
表
紙

を
開

く
と
中

に
は

、
⽣
息
地

や
⾷

べ
る

も
の

な
ど

、
Ａ

児
が

興
味

を
も

っ
た

ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

の
情

報
が
書

い
て

あ
る

。
 

      ⑤
翌

⽇
、そ

の
ま

と
め

を
Ａ

児
が

園
に
持

っ
て

き
て

く
れ

た
の

で
、
保

育
者

か
ら
「

コ
ピ

ー
し

て
い

い
？

研
究

所
の
パ
ン
フ

レ
ッ

ト
に

し
た

ら
？
」

と
投
げ

か
け

る
。

そ
の

後
、お

⼟
産

⽤
の
塗

り
絵

も
丁
寧

に
ペ
ン

で
描

い
た

の
で

、そ
れ
ぞ

れ
50
部

コ
ピ

ー
し

て
使

え
る

よ
う

に
す

る
。

 
さ

ら
に
Ａ

児
は

、「
い

つ
も
⽚
付

け
っ

て
、

何
時

く
ら

い
？
」

と
保

育
者

に
尋

ね
、
開

所
時
間

を
９

時
半

か
ら

11
時

に
決

め
て

、
チ

ラ
シ

を
か

い
て

い
る

。
Ｂ

児
も

加
わ

り
、数

⽇
前

に
ニ
ュ

ー
ス
ご

っ
こ

を
す

る
た

め
に
段

ボ
ー

ル
で
作

っ
て
お

い
た
画
⾯

型
の
枠

も
、研

究
所

の
遊

び
に

取
り

⼊
れ

る
こ

と
に

し
て

い
る

。
 

 ④
［
a］

学
級
み

ん
な

で
動
物

園
に
⾏

く
体
験

の
中

で
、

Ａ
児

は
、
積
極
的

に
友

達
に

⾃
分

の
興

味
を
表
現

し
て

伝
え

よ
う

と
す

る
姿

が
あ

っ
た

。
 

               ⑤
［
b］

同
じ
動
物

を
⼀

緒
に

⾒
た

こ
と

で
、
他

の
幼

児
も
Ａ

児
が

遊
び

の
中

で
⾔

っ
て

い
た「
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ
」

に
つ

い
て

よ
く

分
か

り
、「

研
究

所
」

の
遊

び
を

⼀
緒

に
や

っ
て
み

た
い

と
い

う
姿

に
繋

が
っ

た
。［
a］
Ａ

児
に

と
っ

て
も

、
⾃

分
の

興
味

が
友

達
に

伝
わ

る
き

っ
か

け
と

な
り

、
そ

の
こ

と
に
嬉

し
さ

を
感

じ
な

が
ら

、
さ

ら
に

遊
び

を
進

め
て

い
き

た
い

と
い

う
意
欲

が
⾼

ま
っ

た
。

 
 

10
⽉

下
旬

 
⑥
Ａ

児
、
Ｂ

児
に
Ｃ

児
、
保

育
者

も
加
わ

り
、
段

ボ
ー

ル
板

を
囲

い
の

形
に

し
て

、研
究

所
の

場
を
作

り
進

め
る

。９
⽉

上
旬

に
Ａ

児
が
描

い
た
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

の
絵

を
⽬
印

に
し

て
、そ

の
横

を
段

ボ
ー

ル
カ

ッ
タ

ー
で
切

り
込
み

、出
⼊

り
⼝

を
設

け
て

、
研

究
所

の
中

に
⼊

れ
る

よ
う

に
作

っ
て

い
く

。
 

 翌
⽇

、
Ａ

児
、
Ｂ

児
に

加
え

て
４

⼈
が

、
研

究
所

の
場

に
集

ま
る

。
中

に
⼊

り
、

マ
ン

ト
を
⽻
根
代
わ

り
に

し
た

り
、
お

⾯
バ
ン
ド

に
頭

の
⽻

の
よ

う
な
紙

を
付

け
た

り
し

て
、ハ
シ

ビ
ロ

コ
ウ

に
な

り
き

る
こ

と
を
喜

ん
で

い
る

。ま
た

、ハ
シ

ビ
ロ

コ
ウ

が
じ

っ
と
動

か
な

い
様

⼦
を

同
じ

よ
う

に
イ
メ

ー
ジ

し
な

が
ら
再
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

。遠
⾜

で
Ａ

児
以

外
の

幼
児

も
⾒

学
で

き
た

の
で

、Ａ
児

を
の
動

き
を
真
似

て
い

く
他

の
幼

児
の
姿

も
あ

る
。そ

の
後

、ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

は
⿂

を
⾷

べ
る

と
い

う
こ

と
を
Ａ

児
か

ら
友

達
に

伝
え

る
と

、
夏

の
⽔

遊
び

の
時

期
に

楽
し

ん
だ
⾦
⿂

す
く

い
ご

っ
こ

を

 ⑥
［
a］
絵

で
描

い
た

り
、
⽂
字

で
書

い
た

り
し

て
ハ
シ

ビ
ロ

コ
ウ

を
表
現

す
る

こ
と

に
加

え
、場

を
作

っ
た

り
、

体
で

な
り

き
っ

た
り

す
る
姿

が
⾒

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。［
b］

ま
た

、Ａ
児

だ
け

の
ア

イ
デ
ア

で
は

な
く

、い
ろ

い
ろ

な
幼

児
が

、「
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

研
究

所
」

と
い

う
イ
メ

ー
ジ

を
も

ち
な

が
ら

、
新

た
な
ア

イ
デ
ア

を
出

し
て

遊
び

を
進

め
る

こ
と

も
⾒

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

Ａ
児

を
き

っ
か

け
に

し
た

遊
び

が
、
他

の
幼

児
に

と
っ

て
も
⾯
⽩

さ
を

感
じ

る
遊

び
と

な
り

、
ま

た
Ａ

児
に

と
っ

て
も

、
友

達
と

⼀
緒

に
遊

び
を

つ
く

っ
て

い
く
⾯
⽩

さ
に
繋

が
っ

て
い

た
。［
c］
保

育
者

は
、Ａ

児
の

イ
メ

ー
ジ

で
始

ま
っ

た
遊

び
で

あ
る

こ
と

を
⼤
切

に
し

て
、
Ａ

児
が

⼀
つ

⼀
つ
納
得

し
て

イ
メ

ー
ジ

を
実
現

で
き

て
い

る
か

を
確

か
め

な
が

ら
関
わ

っ
た

り
、
物

や
場

を
作

る
環

境
を

整
え

た
り

し
た

。
ま

た
、
Ａ

児
だ

け
で

は
実
現

し
き

れ
な

い
こ

と
が

、
友

達
と

の
中

で
実
現

で
き

る
こ

と
も

⼤
切

に
し

、⼀
気

に「
研

究
所
」を
作

り
上
げ

る
の
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思
い
出

し
、そ

の
時

に
使

っ
た

ミ
ニ

プ
ー

ル
を
再
度

使
う

こ
と

に
な

る
。ミ
ニ

プ
ー

ル
の
中

に
、⿂

の
絵

を
切

り
抜

い
た

も
の

な
ど

⼊
れ

て
い

る
。

 
      さ

ら
に
次

の
⽇

、Ａ
児

の「
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

の
⾊

に
し

た
い
」

と
い

う
ア

イ
デ
ア

か
ら

、段
ボ

ー
ル

で
囲

い
を
作

っ
た

研
究

所
を

、絵
の

具
で
塗

る
こ

と
に

な
る

。⼊
り
⼝
部

分
は
薄

い
オ

レ
ン
ジ

と
桃
⾊

を
混
ぜ

た
⾊
（

く
ち
ば

し
の
⾊
）、

そ
の

他
は
灰
⾊
（
体

の
⾊
）

を
絵

の
具

で
作

り
、
塗

り
進

め
る

。
Ａ

児
、Ｂ

児
で

始
め

た
後

、Ｄ
児

ら
７

⼈
も

⼊
れ
替
わ

り
加

わ
っ

て
塗

り
進

め
る

。外
側

が
全
体

に
灰
⾊

に
な

り
、暗

い
印
象

を
感

じ
た

よ
う

で
、研

究
所

の
内
側

は
明

る
い
⾊

が
よ

い
と

、
Ａ

児
が
⻩
⾊

を
選

び
、

２
⽇

か
け

て
塗

り
終

え
る

。 
 

 Ｄ
児

は
空

き
箱

で
カ
メ

ラ
を
作

り
、研

究
所

⽤
と

し
て
Ａ

児
に
渡

し
て

い
る

。
 

で
は

な
く

、
緩

や
か

に
い

ろ
い

ろ
な

幼
児

が
こ

の
遊

び
に
出

⼊
り

し
な

が
ら
ア

イ
デ
ア

を
形

に
し

て
い

け
る

よ
う

に
、

時
間

、
空
間

を
保
障

す
る

こ
と

を
⼼

が
け

た
。

 

10
⽉

下
旬

 
⑦

研
究

所
の
⾊
塗

り
を

し
た

⽇
の
⾷

事
中

に
会

話
が

あ
る

。 
Ｅ

児「
ど

う
し

て
Ａ

ち
ゃ

ん
は

、ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

が
好

き
に

な
っ

た
の
？
」

 
Ａ

児「
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

っ
て

、絶
滅
危
惧
種

だ
っ

て
教

え
て

も
ら

っ
て
…
」と

、夏
休
み

の
動
物

園
で

の
体
験

を
説
明

す
る

。
 

Ｄ
児
「

ス
マ

ト
ラ

ト
ラ

と
か

で
し
ょ

。
ぼ

く
、
知

っ
て

る
」 

 ⑧
翌

⽇
の
⾷
休
み

の
時
間

、
絶
滅
危
惧
種

の
カ

ー
ド

を
作

り
、そ

れ
も

研
究

所
に
置

い
て
紹
介

し
よ

う
と

い
う

こ
と

に
な

る
。保

育
者

が
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
上

か
ら

、絶
滅
危
惧
種

の
名

前
と
写
真
画
像

の
リ

ス
ト

を
印
刷

し
て

き
て

、カ
ー
ド

作
り

が
で

き
る

よ
う

に
し

て
み

る
。Ａ

児
ら

は
、画
像

を
切

り
取

っ
て

イ
ラ

ス
ト

ボ
ー
ド

を
貼

り
、名

前
を
書

く
形

で
作

り
進

め
る

。
Ａ

児
の
他

に
５

⼈
が

加
わ

る
。

 
Ｄ

児「
ク

マ
は

い
る
？
」と

興
味

の
あ

る
動
物

を
尋

ね
て

い
る

。
 

 ⑦
［
b］
Ｅ

児
の

素
朴

な
問

い
か

け
を

き
っ

か
け

に
、
Ａ

児
が

な
ぜ
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

に
関
⼼

を
も

っ
た

の
か

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。「
絶
滅
危
惧
種
」

と
い

う
新

た
な
⾔

葉
が
出

て
き

た
こ

と
で

、
他

の
幼

児
に

も
そ

の
関
⼼

が
伝
わ

っ
た

。
 

   ⑧
［
b］

と
て

も
多

く
の
動
物

が
「
絶
滅
危
惧
種
」

で
あ

る
こ

と
、
先

⽇
、
み

ん
な

で
動
物

園
に

て
⾒

た
動
物

の
多

く
も

そ
う

で
あ

る
こ

と
が

分
か

り
、
新

た
に
カ

ー
ド

を
作

っ
て
知

ら
せ

る
と

い
う

遊
び

に
な

っ
た

。［
c］
保

育
者

も
「
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

研
究

所
」の

⼀
員

、
ま

た
、
絶
滅

危
惧
種

に
関
⼼

を
も

つ
仲
間

の
⼀

⼈
と

い
う
意
識

で
、

⼀
緒

に
調

べ
て

い
っ

た
。
特

に
Ｄ

児
は

、
こ

の
遊

び
に

加
わ

る
以

前
、

⾃
分

の
し

た
い

遊
び

を
⾒

つ
け

て
取

り
組

む
こ

と
が

少
な

か
っ

た
が

、
Ａ

児
の

始
め

た
研

究
所

の
遊

び
や
絶
滅
危
惧
種

に
対

し
て

、
関
⼼

を
⽰

し
て

い
る
姿

を
捉

え
た

。
Ｄ

児
が

、
こ

の
遊

び
に
関
わ

っ
て

い
く

こ
と

を
き

っ
か

け
に

、
新

た
な
⼒

を
発
揮

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
⾒

取
り

、
保

育
を
展
開

し
た

。
 

２
⽇
続

け
て

取
り

組
み

、全
部

で
2種
類
ほ

ど
の
カ

ー
ド

が
で

き
る

。で
き

た
カ

ー
ド

は
⼀

つ
の
箱

に
⼊

れ
、研

究
所

の
⼀
⾓

の
テ

ー
ブ

ル
に
置

く
こ

と
に

し
て

い
る

。
 

 
11

⽉
上
旬

〜
中
旬

 
⑨
Ａ

児
は

、『
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

け
ん

き
ゅ

う
じ
ょ
へ

き
て

ね
！
』と
知

ら
せ

る
ポ

ス
タ

ー
を
作

っ
て

テ
ラ

ス
の
壁

な
ど

に
貼

っ
た

り
、段

ボ
ー

ル
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ

ら
し

い
形

を
作

っ
た

り
し

て
、

⾃
分

の
興

味
を

広
げ

て
い

る
。

ま
た

、
⾷

後
に
断
続

的
に
⾏

っ
て

い
る
「
お
絵
描

き
教
室
」

の
遊

び
で

は
、
新

た
に
「
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ
絵
描

き
歌
」

を
考

え
て

、
友

達
に

教
え

て
喜
ぶ
姿

も
あ

る
。

 
  ⑩
Ｂ

児
、
Ｄ

児
、
Ｆ

児
は

、
段

ボ
ー

ル
箱

に
、
灰
⾊

の
絵

の
具

を
塗

り
、さ

ら
に

、切
れ
端
部

分
に

は
⻩
⾊

の
絵

の
具

を
塗

っ
て

い
る

。頭
に

か
ぶ

れ
る

形
に

な
っ

て
お

り
、⽬

の
部

分
は

外
を

⾒
ら

れ
る

よ
う

に
⽳

を
開

け
て

い
る

。
 

 
      

１
⽇
乾

か
し

て
、翌

⽇
に

は
、Ａ

児
の

と
こ

ろ
に
持

っ
て

い
く

。
 

Ｂ
児
「
Ａ

ち
ゃ

ん
、

ち
ょ

っ
と

か
ぶ

っ
て
み

て
。
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

の
お
⾯

、
作

っ
た

か
ら
」

 

 ⑨
［
a］
Ａ

児
は

、
さ

ら
に
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ
へ

の
興

味
、

関
⼼

を
い

ろ
い

ろ
な
⽅
法

で
表

す
こ

と
を

楽
し

ん
で

い
る

。
⼀

⼈
の

興
味

で
留

ま
る

の
で

は
な

く
、
ポ

ス
タ

ー
で

⼈
に

伝
え

よ
う

と
し

た
り

、
オ
リ
ジ

ナ
ル

の
絵
描

き
歌

を
⼈

に
教

え
た

り
す

る
な

ど
、

友
達

の
存
在

を
意
識

し
な

が
ら
表
現

す
る

様
⼦

が
あ

っ
た

。
 

         ⑩
［
b］
Ｂ

児
、
Ｄ

児
、
Ｆ

児
の
お
⾯
作

り
で

は
、
ハ
シ

ビ
ロ

コ
ウ

に
関

す
る

遊
び

の
き

っ
か

け
で

あ
る
Ａ

児
の

存
在

を
意
識

し
な

が
ら

、
取

り
組

ん
で

い
る

よ
う

だ
っ

た
。
Ａ

児
の
ア

イ
デ
ア

か
ら

始
ま

り
、

そ
れ
ぞ

れ
の

幼
児

が
関
わ

り
あ

っ
て

遊
び

が
展
開

し
て

い
た

こ
と

が
わ

か
る

。
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Ｆ
児
「

い
い

、
い

い
」 

Ａ
児
「

あ
り

が
と

う
」

と
と

て
も
嬉

し
そ

う
に

、何
度

も
か
ぶ

る
こ

と
を

試
し

て
い

る
。

 
  ⑪

さ
ら

に
数

⽇
後

、Ａ
児

が
テ

ラ
ス

に
貼

っ
て
お

い
た
ポ

ス
タ

ー
を

⾒
た
４
歳

児
学

級
の

幼
児

が
、研

究
所

の
遊

び
に
来

た
い

こ
と

が
わ

か
る

と
、Ａ

児
と
Ｃ

児
で
呼

び
に
⾏

っ
て

い
る

。
Ｂ

児
、
Ｄ

児
ら

７
⼈

も
加
わ

り
、

研
究

所
の
中

に
案
内

し
て

、
ど

ん
な

も
の

が
あ

る
の

か
を
説
明

し
て

い
る

。
 

       

       ⑪
［
b］
４
歳

児
が
関
⼼

を
⽰

し
て

く
れ

た
こ

と
も

、
招

く
意
欲

に
繋

が
り

、
Ａ

児
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

⼀
緒

に
取

り
組

む
こ

と
の

多
か

っ
た

幼
児

は
、

⾃
分

た
ち

の
研

究
所

と
い

う
思

い
を
強

く
も

っ
て

い
る

様
⼦

で
あ

っ
た

。「
研

究
所
」

ら
し

く
や

り
と

り
で

き
た

こ
と

で
、

こ
の

遊
び

は
⼀
段
落

し
た

。
 

  
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
 【
表
現

の
つ

な
が

り
、
表
現

す
る
過
程

】
 

A
児

は
、

⾃
分

の
感

じ
た

こ
と

や
考

え
た

こ
と

を
、

様
々

に
表
現

し
て
お

り
、

そ
の
「
表
現

す
る
過
程
」

を
捉

え
て

い
く

と
、

そ
こ

に
学

び
が

⽣
ま

れ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

。
家

庭
で

の
基
盤

と
な

る
体
験

や
、
動
物

、
特

に
絶
滅
危
惧

種
へ

の
関
⼼

を
き

っ
か

け
に

、「
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

研
究

所
」を
開

き
た

い
と

い
う
気
持

ち
を

も
ち

、Ａ
児

の
こ

れ
ま

で
の

体
験

の
中

か
ら
描

き
⽅

、
作

り
⽅

、
書

き
⽅

を
選

ん
で
表
現

し
て

い
た

。
⾃

分
の

う
ち

に
あ

る
も

の
を

、
⾃

分
か

ら
伝

え
た

り
、

場
を
作

っ
た

り
動

き
で
表

し
た

り
し

て
い

く
A

児
の
姿

は
、

個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
る

も
の

で
あ

る
。

さ
ら

に
、
Ａ

児
⼀

⼈
の

興
味

か
ら

、
遠

⾜
で

の
体
験

の
共
有

を
き

っ
か

け
に

、
友

達
と

⼀
緒

に
表

す
こ

と
が

⽣
ま

れ
、

Ａ
児

の
表
現

し
た

い
気
持

ち
が

友
達

に
も

伝
わ

っ
て

い
き

な
が

ら
、

さ
ら

に
の

び
の

び
と
表
現

し
て

い
く
過
程

が
あ

っ
た

。
こ

の
過
程

の
中

に
は

、
協
働
的

な
学

び
を

⾒
取

っ
た

。
 

 【
⾃
然

の
意

味
】

 
Ａ

児
の

個
別
最
適

な
学

び
を
引

き
出

す
も

の
と

し
て

、
動
物

と
の
関
わ

り
、
動
物
へ

の
関
⼼

が
あ

っ
た

。
事

例
の
Ａ

児
が

遊
ん

で
い

く
過
程

を
⽀

え
て

い
た
原
動
⼒

は
、
絶
滅
危
惧
種

に
関

す
る
関
⼼

、
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

を
守

り
た

い
気
持

ち
で

あ
る

。
そ

の
関
⼼

や
気
持

ち
を

、
様

々
な
表
現

で
友

達
に

伝
え

よ
う

と
し

、
実
際

に
友

達
に

伝
わ

っ
て

い
く
体
験

を
す

る
こ

と
で

、
さ

ら
に

調
べ

た
り
表
現

し
た

り
す

る
こ

と
に
繋

が
っ

て
い

た
。

ま
た

、
Ａ

児
と
他

の
幼

児
と

の
協
働

的
な

学
び

を
繋
ぐ

も
の

も
、
動
物
へ

の
関
⼼

で
あ

る
。

事
例

は
、
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ
へ

の
関
⼼

、
特

に
、
絶
滅
危
惧
種

と
い

う
地
球
上

の
⽣
命
へ

の
関
⼼

で
あ

っ
た

が
、

幼
児

期
の

学
び

に
繋

が
る

き
っ

か
け

と
し

て
、

⾃
然

の
も

つ
意

味
は

⼤
き

い
と

考
え

る
。

 
 【

個
別
最
適

な
学

び
の

伝
播

】
 

本
事

例
の

遊
び

に
加
わ

る
以

前
の
Ｄ

児
は

、
学

級
の
中

で
⾃

分
の

し
た

い
遊

び
を

⾒
つ

け
て

取
り

組
む

こ
と

よ
り

も
、
特

定
の
決

ま
っ

た
２

⼈
の

幼
児

と
⼀

緒
に

い
る

こ
と

に
安
⼼

を
得

て
い

る
こ

と
が

多
か

っ
た

。
保

育
者

は
、
Ｄ

児
が
Ａ

児
の

始
め

た
「
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

研
究

所
」

の
遊

び
や
絶
滅
危
惧
種

に
対

し
て

、
緩

や
か

に
関
⼼

を
⽰

し
て

い
る
姿

を
捉

え
、

こ
の

遊
び

に
関
わ

っ
て

い
く

こ
と

を
き

っ
か

け
に

、
新

た
な
⼒

を
発
揮

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
⾒

取
り

、
保

育
を
展
開

し
た

。
Ｄ

児
は

、
Ａ

児
が
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

に
関
わ

っ
て
表
現

す
る
姿

に
刺
激

を
受

け
て

、
空

き
箱

や
段

ボ
ー

ル
で
作

っ
た

り
絵

の
具

で
塗

っ
た

り
す

る
⾯
⽩

さ
を

感
じ

て
い

っ
た

。
ま

た
、

遊
び

が
よ

り
⾯
⽩

く
な

る
よ

う
な
ア

イ
デ
ア

を
も

っ
て
作

り
加

え
た

り
、
Ａ

児
の

始
め

た
遊

び
が

よ
り

楽
し

く
な

る
よ

う
に
新

た
な
表
現

を
し

た
り

も
し

て
い

た
。
Ｄ

児
が

も
つ
動
物
へ

の
深

い
関
⼼

を
外

に
表

し
て

い
く

こ
と

の
楽

し
さ

に
も
気
付

け
た

よ
う

で
あ

っ
た

。
Ａ

児
は
Ａ

児
の
過
程

で
個
別
最
適

な
学

び
を

し
て

い
る

が
、

そ
の

学
び

は
、
Ｄ

児
の
過
程

に
お

い
て

、
Ｄ

児
の

個
別
最
適

な
学

び
と

し
て

伝
播

し
て

い
た

。
ま

た
、

個
別
最
適

な
学

び
が

伝
播

し
て

い
く

こ
と

の
間

に
、
協
働
的

な
学

び
が

あ
る

と
捉

え
る

こ
と

も
で

き
よ

う
。

 
２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 【

⼀
⼈

の
「

好
き
」

を
⼤
切

に
す

る
】

 
こ

の
事

例
に
関
わ

ら
ず

、
本

園
の
保

育
で

は
、

そ
の

幼
児

が
や

り
た

い
は

ど
ん

な
こ

と
か

、
そ

の
幼

児
の
「

好
き
」

は
何

か
を
保

育
者

が
⾒

取
り
（

理
解

し
）、
共

に
考

え
た

り
試

し
た

り
す

る
こ

と
を

⼤
切

に
し

て
い

る
。

事
例

の
A

児
に

と
っ

て
は

、「
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ

研
究

所
」

と
い

う
「

好
き
」

が
あ

り
、
漠
然

と
し

た
イ
メ

ー
ジ

を
形

に
し

た
い

時
期

か
ら

、
よ

り
具
体
的

な
物

や
場

を
明
確

に
し

て
形

に
し

た
い

時
期
へ

の
移

り
変
わ

り
が

あ
っ

た
。

幼
稚

園
教

育
要
領

（
20

17
）

で
は

、
幼

児
の
「

⾃
発
的

な
活
動

と
し

て
の

遊
び
」

を
幼

稚
園

教
育

の
基

本
の

⼀
つ

と
し

て
い

る
が

、
A

児
や
他

の
幼

児
が

そ
れ
ぞ

れ
、⾃

分
の「

好
き
」を

感
じ

な
が

ら
や

り
た

い
遊

び
を
実
現

し
て

い
く
中

で
は

、互
い

の「
好

き
」

や
考

え
が
絡
み
合

う
場
⾯

も
⽣

ま
れ

て
い

た
。

個
々

の
「

好
き
」

や
や

り
た

い
こ

と
（

加
え

て
、

そ
こ

で
の

個
別

最
適

な
学

び
）、

ま
た

、
互

い
の
「

好
き
」

や
考

え
が
絡
み
合

う
こ

と
（

加
え

て
、

そ
こ

で
の
協
働
的

な
学

び
）

を
丁
寧

に
保

育
者

が
捉

え
、

理
解

し
て

い
く

こ
と

が
、

⼀
つ

の
ポ

イ
ン

ト
で

あ
っ

た
。

 
 【
過
程

を
⼤
切

に
す

る
】

 
こ

の
事

例
の

場
⾯

で
の
「

学
び
」

は
、

こ
の

場
⾯

で
の
体
験

だ
け

で
実
現

す
る

も
の

で
は

な
い

。
冒
頭

の
「

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
」

に
⽰

し
た

よ
う

に
、

３
歳

児
期

か
ら

の
様

々
な

遊
び

を
通

し
た
体
験

が
積
み
重

な
っ

て
、

学
び

に
繋

が
っ

て
い

る
。

本
事

例
の
A

児
の
姿

を
基

に
、

３
歳

児
期

の
姿

を
振

り
返

っ
て
み

る
と

、
Ａ

児
が

友
達

と
繋

が
り

な
が

ら
、

⾃
分

の
イ
メ

ー
ジ

し
た

こ
と

を
表
現

し
た

い
気
持

ち
を
継
続

し
て

も
っ

て
い

た
と

⾒
取

る
こ

と
が

で
き

る
。

本
事

例
で
保

育
者

が
援
助

し
た

時
に

は
、

こ
れ

ま
で

の
A

児
や

そ
れ
ぞ

れ
の

幼
児

と
の
暮

ら
し

の
中

で
、
保

育
者

が
体

感
的

に
捉

え
て

き
た
A

児
の
「

個
別
最
適

な
学

び
」

の
過
程

と
、
A

児
と
他

の
幼

児
と

の
「
協
働
的

な
学

び
」

の
過
程

を
ふ

ま
え

て
、
瞬

時
の
判
断

を
し

て
き

た
こ

と
を
実

感
し

て
い

る
。

 
 【「

学
び
」

を
⽬
的

と
せ

ず
「

遊
ぶ
」

を
⽬
的

に
す

る
】

 
事

例
の
過
程

で
保

育
者

は
、

と
に

か
く
A

児
や
５
歳

児
の

幼
児

た
ち

が
実
現

し
た

い
こ

と
、

や
っ

て
み

た
い

こ
と

は
何

か
を
捉

え
、

そ
の
実
現

に
向

け
た

具
体
的

な
援
助

を
⼼

が
け

た
。

幼
稚

園
教

育
要
領

解
説
（
20

18
）

で
は

、「
遊

び
を
通

し
て

の
総
合
的

な
指
導
」

 に
関
連

し
、「

す
な
わ

ち
遊

び
は

遊
ぶ

こ
と

⾃
体

が
⽬
的

で
あ

り
，

⼈
の

役
に

⽴
つ

何
ら

か
の
成
果

を
⽣
み
出

す
こ

と
が
⽬
的

で
は

な
い
」

と
⽰

さ
れ

て
い

る
。
⼩

学
校

教
育

と
の
接
続

も
強

調
さ

れ
る
中

で
は

、
こ

の
⽂
⾔

に
続

く
「

し
か

し
、

幼
児

の
遊

び
に

は
幼

児
の
成

⻑
や

発
達

に
と

っ
て
重
要

な
体
験

が
多

く
含

ま
れ

て
い

る
」

と
い

う
部

分
に
視
点

が
あ

た
り

や
す

い
。「

学
び
」

と
い

う
⽤
語

で
保

育
や

遊
び

が
語

ら
れ

る
と

き
に

は
、「

学
び
」

を
実
現

す
る

⼿
段

・
⽅
法

と
し

て
「

遊
び
」

が
捉

え
ら

れ
る

こ
と

も
あ

ろ
う

。
ま

ず
は

、「
幼

児
が

遊
ぶ

こ
と

⾃
体

が
⽬
的

で
あ

る
」

こ
と

を
⼤
切

に
保

育
者

の
援
助

を
考

え
る

こ
と

が
、

遊
び

を
充
実

さ
せ

る
こ

と
に
繋

が
り

、
ひ

い
て

は
、

遊
び

の
中

に
「
成

⻑
や

発
達

に
と

っ
て
重
要

な
体
験
」

つ
ま

り
「

学
び
（

個
別
最
適

な
学

び
、
協
働
的

な
学

び
、

い
ず

れ
も
）」

が
含

ま
れ

る
こ

と
に
繋

が
る

も
の

と
考

え
る

。
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「
作

ろ
う

！
『

こ
ど

も
ワ

ー
ル

ド
』」

 
 

園
名

：
千
葉

⼤
学

教
育

学
部

附
属

幼
稚

園
 

 【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
時

期
：
2⽉
上
旬

〜
下
旬

 
 教

育
課
程
上

の
期

の
ね

ら
い

：
 

○
い

ろ
い

ろ
な

友
達

と
協

同
し

て
遊

び
や

⽣
活

を
進

め
る
充
実

感
を

味
わ

う
 

○
友

達
⼀

⼈
⼀

⼈
の

よ
さ

を
認

め
合

い
、
協

同
し

て
遊

び
や

⽣
活

を
進

め
る

楽
し

さ
を

味
わ

う
 

○
皆

で
考

え
を
出

し
合

い
、
共
有

し
な

が
ら

遊
び

や
⽣
活

を
よ

り
よ

い
も

の
に

し
よ

う
と

す
る

 
 週
案
上

の
ね

ら
い
（
お

よ
び
内
容
）：

 
○

友
達

と
⼀

緒
に

遊
び

や
⽣
活

を
⼗

分
に

楽
し

む
 

・
仲
間

と
共
通

の
め

あ
て

を
も

ち
、

相
談

し
な

が
ら

遊
び

や
活
動

を
進

め
る

 
・

⾃
分

た
ち

で
遊

び
の

場
を

準
備

し
た

り
、

整
え

た
り

し
な

が
ら

楽
し

く
遊
ぶ

 
・

⽣
活

に
⾒
通

し
を

も
ち

、
⾃

分
た

ち
で

進
め

よ
う

と
す

る
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
 
2年
保

育
の
4歳

児
か

ら
⼊

園
し

て
き

た
A

児
。
A

児
は

興
味

が
独
特

で
あ

っ
た

り
、

こ
だ
わ

り
が
強

か
っ

た
り

す
る

こ
と

が
多

く
、

⾃
分

の
知
識

と
少

し
で

も
⾷

い
違

う
こ

と
が

あ
る

と
納
得

で
き

ず
先

に
進

め
な

い
、

友
達

の
応
答

を
待

た
ず

に
動

き
出

す
、

⼀
⽅
的

に
喋

り
続

け
る

、
な

ど
と

い
っ

た
⾏
動

が
し
ば

し
ば

⾒
ら

れ
た

。
保

育
者

は
A

児
に

友
達

と
⼀

緒
に

遊
び

を
楽

し
ん

だ
り

場
⾯

に
応

じ
た
⾏
動

を
と

っ
た

り
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て
ほ

し
い

と
考

え
、

本
児

の
楽

し
い
気
持

ち
は
受

け
⽌

め
つ

つ
、

友
達

の
様

⼦
を
知

ら
せ

て
相

⼿
の

話
に
⽿

を
傾

け
た

り
落

ち
着

い
て
⾏
動

し
た

り
す

る
よ

う
に
声

を
か

け
て
援
助

を
重

ね
て

き
た

。
 

⽂
字

や
図

形
等
へ

の
関
⼼

が
⾼

く
、
特

に
数
字

に
関

す
る

興
味

が
と

て
も
強

い
。

好
き

な
遊

び
で

は
数
字

を
1か

ら
順
番

に
ひ

た
す

ら
何

⽇
も
書

き
連

ね
て
「
数
字

の
本
」

を
作

っ
た

り
、

幼
稚

園
の
地
図

を
⾃

分
な

り
に
描

い
て

そ
れ

を
も

と
に

園
庭

を
巡

る
ス

タ
ン

プ
ラ
リ

ー
ご

っ
こ

を
し

た
り

な
ど

し
て

楽
し

ん
で

い
た

。
1学

期
、
⾳

楽
に
乗

っ
て

流
れ

て
く

る
ア

イ
コ
ン

に
合
わ
せ

て
太
⿎

を
リ
ズ

ム
よ

く
叩

く
『
太
⿎

の
達

⼈
』

と
い

う
ゲ

ー
ム

を
⾃
宅

で
楽

し
ん

だ
こ

と
を

き
っ

か
け

に
、
保

育
者

に
丸

い
形

の
空

き
箱

を
要
求

し
て
太
⿎

に
⾒

⽴
て

、
ペ

ー
パ

ー
芯

で
叩

く
様

⼦
が

⾒
ら

れ
た

。
こ

の
時

に
は
単

に
1⼈

で
叩

く
こ

と
を

楽
し
み

、
そ

の
⽇
限

り
の

遊
び

で
終
わ

っ
て

い
た

。
 

 
本

事
例

は
2⽉
上
旬

、
A

児
の
在
籍

す
る
空

組
の

ク
ラ

ス
内

で
お
化

け
屋
敷
ご

っ
こ

が
始

ま
っ

た
こ

と
を

き
っ

か
け

に
、

年
⻑
2ク

ラ
ス
（

⽉
組

、
空

組
）

に
遊

園
地

を
作

る
『

こ
ど

も
ワ

ー
ル
ド
』
計
画

が
⼦

ど
も

た
ち

か
ら

も
ち

上
が

っ
た

と
こ

ろ
か

ら
始

ま
る

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

2
⽉

7
⽇

 
①
空

組
の
お
化

け
屋
敷

に
⽉

組
の
⼥

児
が
数

名
加
わ

る
。

そ
の

⽇
の

う
ち

に
⼥

児
た

ち
が

⽉
組
担
任

に
「

⽉
組

に
も

な
に

か
作

り
た

い
」「

年
⻑

の
遊

園
地
み

た
い

に
し

た
い
」

と
⾔

い
に

⾏
き

、
⾃

分
た

ち
で
『

こ
ど

も
ワ

ー
ル
ド
』

の
計
画
図

を
描

い
て

き
た

。
そ

れ
を
受

け
、
2ク

ラ
ス

の
担
任
間

で
相
談

を
し

、
翌

⽇
に

⼦
ど

も
た

ち
に

話
題

を
投
げ

か
け

て
み

る
こ

と
に

し
た

。
 

 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
[ｂ
]友

達
の

遊
び

を
⾒

て
、

⾃
分

た
ち

に
も

で
き

る
こ

と
を

考
え

て
い

る
。

ま
た

、
⾃

分
た

ち
だ

け
に
留

め
ず

学
年
全
体

に
広

め
る

形
で

遊
び

を
考

え
よ

う
と

し
て

い
る

。
 

[ｃ
]こ

れ
ま

で
の
経
験

か
ら

、
⾃
然

と
ク

ラ
ス

の
垣

根
を
越

え
て

遊
び

を
進

め
よ

う
と

す
る
姿

が
⾒

ら
れ

て
い

る
。

⼦
ど

も
か

ら
の
提
案

を
聞

き
、

こ
の

時
期

の
ね

ら
い

を
念
頭

に
置

き
つ

つ
も
保

育
者

の
主
導

に
な

り
す
ぎ

な
い

よ
う

に
留
意

す
る

こ
と

を
担
任
間

で
確
認

し
、
全
体

で
考

え
る

き
っ

か
け

を
作

る
こ

と
と

し
た

。
 

 

2
⽉
8

⽇
 

②
降

園
前

の
集

ま
り

の
時
間

に
2ク

ラ
ス

で
集

ま
り

、『
こ

ど
も
ワ

ー
ル
ド
』

を
作

り
た

い
と

い
う
ア

イ
デ
ィ
ア

が
出

て
い

る
こ

と
を
全
体

に
話

し
た

。
多

く
の

⼦
が

前
向

き
に

話
を

聞
く
中

、
ど

ん
な

も
の

が
必
要

か
？

と
い

う
話
題

に
な

り
、

そ
れ
ぞ

れ
が

⾃
分

の
考

え
を
知

ら
せ

て
い

く
。

⼀
⼈

の
⼦

が
「

遊
園
地

に
は
ゲ

ー
ム

が
あ

る
」

と
発
⾔

す
る

と
、
A

児
は
「

じ
ゃ

あ
『
太
⿎

の
達

⼈
』

を
作

っ
て

遊
べ

る
よ

う
に

し
た

ら
い

い
！
」

と
⾔

っ
て

、
み

ん
な

に
『
太
⿎

の
達

⼈
』

の
説
明

を
す

る
。

そ
の
他

に
も

い
ろ

ん
な
ゲ

ー
ム

が
あ

る
と

い
う
意

⾒
か

ら
、
B

児
ら

が
別

の
遊

び
で
段

ボ
ー

ル
な

ど
を

使
っ

て
作

っ
て

い
た

ク
レ

ー
ン
ゲ

ー
ム

や
⾞

を
運
転

す
る

レ
ー

ス
ゲ

ー
ム

な
ど

の
ア

イ
デ
ィ
ア

が
出

て
き

て
、

こ
ど

も
ワ

ー
ル
ド

に
ゲ

ー
ム

コ
ー

ナ
ー

を
作

る
こ

と
に

な
っ

た
。

 
 

 ②
[ｂ
]友

達
の

考
え

か
ら

始
ま

っ
た

話
題

に
つ

い
て

、
保

育
者

を
介

し
な

が
ら

学
年
全
体

で
相
談

し
た

り
⾃

分
の
意

⾒
を
知

ら
せ

た
り

す
る

場
に

な
っ

て
い

る
。

 
[ａ
]友

達
の
意

⾒
を

聞
き

、
⾃

分
が

こ
れ

ま
で

取
り

組
ん

で
き

た
遊

び
や

興
味

の
あ

る
事
柄

に
結

び
付

け
な

が
ら

考
え

て
い

る
。

 
[ｃ
]⼦

ど
も

た
ち

の
主
体
的

な
遊

び
と

な
る

よ
う

に
、
保

育
者

は
話
題

の
投
げ

か
け

や
意

⾒
の

整
理

と
い

っ
た
援
助

を
中
⼼

に
話

し
合

い
活
動

を
進

め
て

い
っ

た
。
A

児
が

1学
期

の
遊

び
の

イ
メ

ー
ジ

を
こ

こ
に
結

び
付

け
た

こ
と

に
驚

い
た

が
、
A

児
の
意

⾒
だ

け
を

⼤
き

く
取

り
上
げ

ず
全
体

の
⼀
意

⾒
と

し
て
受

け
⽌

め
、
他

児
の
意

⾒
と
併
せ

な
が

ら
同

じ
イ
メ

ー
ジ

の
中

で
取

り
組

ん
で

い
け

る
よ

う
に

し
た

い
と

考
え

た
。

 

2
⽉
9

⽇
 

③
登

園
し

て
き

た
A

児
は

す
ぐ

に
保

育
者

に
「『
太
⿎

の
達

⼈
』

を
作

る
か

ら
丸

い
⼤

き
め

の
箱

を
ち
ょ

う
だ

い
」

と
⾔

い
に
来

る
。

ど
ん

な
⾵

に
作

ろ
う

と
思

っ
て

る
の

か
と
尋

ね
る

と
、
台

に
な

る
箱

の
上

に
丸

い
箱

を
置

い
て
太
⿎

に
し

、
そ

れ
を
叩

い
て

遊
ぶ

と
い

う
明
確

な
イ
メ

ー
ジ

を
も

っ
て

い
た

。
そ

こ
で
保

育
者

と
⼀

緒
に
箱

を
選

ん
だ

り
、
台

と
な

る
段

ボ
ー

ル
の
上

に
丸

い
箱

を
置

い
て

た
り

す
る

と
、「

こ
れ

こ
れ
！
」

と
興
奮

し
て
作

り
始

め
る

。
A

児
と
普
段

⼀
緒

に
過
ご

す
こ

と
の

多
い
C

児
も
「

⼀
緒

に
作

る
」

と
⾔

い
、
2⼈

で
⼀

つ
ず

つ
丸

い
箱

を
も

ち
、
段

ボ
ー

ル
を

組
み

⽴
て

な
が

ら
『
太
⿎

の
達

⼈
』

を
作

っ
て

い
く

。
わ

い
わ

い
話

を
し

な
が

ら
⾃

分
た

ち
で

進
め

て
い

る
様

⼦
が

⾒
ら

れ
た

の
で

、
保

育
者

は
そ

の
場

を
離

れ
て
別

の
遊

び
の
援
助

に
向

か
っ

た
。

 
 ④
途
中

で
A

児
が
「

前
に
作

っ
た

や
つ

は
叩

い
て

る
と

だ
ん

だ
ん
（
打
⾯

に
し

て
い

る
部

分
が
）
へ

こ
ん

で
き

て
破

れ
ち
ゃ

っ
た

か
ら

、
強

く
し

て
破

れ
な

い
よ

う
に

し
た

い
」

と
保

育
者

に
相
談

に
来

た
。

そ
こ

で
、
丸

い
箱

の
中

に
新

聞
紙

を
詰

め
る

こ
と

を
提
案

し
、
2⼈

に
新

聞
紙

を
渡

し
た

。
A

児
は
C

児
に
説
明

し
な

が
ら

⼀
緒

に
新

聞
紙

を
詰

め
、
ふ

た
が
開

か
な

い
よ

う
に
ガ

ム
テ

ー
プ

で
固

定
し

た
。
実
際

に
叩

い
て
み

る
と
今

ま
で

の
空
洞

の
も

の
よ

り
も
打

感
が

し
っ

か
り

と
し

て
、

本
物

の
よ

う
な

感
触

が
あ

る
と
喜

ん
で

い
た

。
 

し
ば

ら
く

す
る

と
ま

た
保

育
者

の
元

に
来

て
、「
段

ボ
ー

ル
に
置

く
と

き
に

、
斜

め
に

な
る

よ
う

に
し

た
い
」

と
⾔

う
。
詳

し
く

聞
く

と
、
打
⾯

が
斜

め
に

な
る

よ
う

に
⽴

て
か

け
る

よ
う

な
形

で
置

き
た

い
と

の
こ

と
だ

っ
た

。
2⼈

と
相
談

し
た
結
果

、
⼩

さ
く
切

っ
た
段

ボ
ー

ル
を
三
⾓
柱

の
形

に
折

っ
て
留

め
、

そ
こ

に
太
⿎

を
固

定
す

る
こ

と
に

し
た

。
出
来
上

が
っ

た
太
⿎

は
2つ

を

 ③
[ａ
]普
段

か
ら
実
際

に
あ

る
も

の
を
再
現

す
る

形
で

遊
ぶ

こ
と

を
楽

し
む

こ
と

が
多

い
A

児
は

、
こ

こ
で

も
『
太
⿎

の
達

⼈
』

に
関

す
る
明
確

な
イ
メ

ー
ジ

を
も

っ
て
作

ろ
う

と
し

て
い

た
。

本
⼈

な
り

本
物

ら
し

く
作

る
こ

と
に

こ
だ
わ

り
、

楽
し

さ
を

感
じ

て
い

る
。

 
 
[ｃ
]そ

う
し

た
A

児
の
傾
向

を
踏

ま
え

、
丸

い
箱

を
要
求

さ
れ

た
際

に
す
ぐ

に
渡

す
の

で
は

な
く

、
ど

の
よ

う
な

イ
メ

ー
ジ

で
作

ろ
う

と
し

て
い

る
の

か
を

聞
く

こ
と

で
、

よ
り
A

児
の

イ
メ

ー
ジ

に
沿

っ
た

形
で

制
作

に
取

り
組

め
る

よ
う

に
し

た
い

と
考

え
て
援
助

を
⾏

っ
た

。
 

    ④
[ａ
]過
去

の
遊

び
の
経
験

か
ら

、
改
善

す
べ

き
点

や
⼯

夫
に

つ
い

て
考

え
よ

う
と

し
て

い
る

。
 

[ｂ
]以

前
の

同
じ

遊
び

の
時

に
は

⾃
分

⼀
⼈

で
楽

し
む

こ
と

に
終

始
し

て
い

た
が

、
今
回

は
⼀

緒
に

取
り

組
ん

で
い

る
C

児
に

⾃
分

の
イ
メ

ー
ジ

を
伝

え
た

り
、
保

育
者

か
ら

の
ア

イ
デ
ィ
ア

を
説
明

し
た

り
と

、
⼀

緒
に

進
め

よ
う

と
す

る
姿

が
多

く
⾒

ら
れ

て
い

る
。

ま
た

、
作

っ
た
太
⿎

を
2つ
並

べ
る

こ
と

で
⼀

緒
に

遊
ぶ

こ
と

を
楽

し
め

る
よ

う
に

考
え

て
い

る
様

⼦
が
わ

か
る

。
 

 
[ｃ
]A

児
が

⾃
分

な
り

の
提
案

を
し

て
く

る
こ

と
に

対
し

て
も

、
で

き
る

だ
け
A

児
・
C

児
の
2⼈

に
語

り
掛

け
⼀

緒
に
作

っ
て

い
る
仲
間
意
識

を
感

じ
ら

れ
る

よ
う

に
し

た
。

 

41



横
並

び
に

し
て
段

ボ
ー

ル
に
固

定
し

、
C

児
と

⼀
緒

に
2⼈

で
遊

べ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
た

。
 

 2
⽉

13
⽇

 
⑤
登

園
後

、
作

っ
た
太

⿎
を
叩

い
て

い
た
A

児
が
「
画
⾯

が
あ

っ
た

ら
も

っ
と

楽
し

く
な

る
」

と
⾔

う
。
実

際
の
ゲ

ー
ム

の
画
⾯

を
タ
ブ

レ
ッ

ト
に
映

し
て
流

し
た

い
と
⾔

う
の

で
、
映
像

を
流

す
の

は
難

し
い

け
れ

ど
⾳

楽
を

タ
ブ

レ
ッ

ト
で
選

ん
で
流

す
こ

と
は

で
き

る
こ

と
を
代
替
案

と
し

て
提
案

し
た

。
A

児
は

「
じ
ゃ

あ
画
⾯

は
⾃

分
た

ち
で
作

っ
た

ら
い

い
ね
」

と
、
C

児
と

⼀
緒

に
画

⽤
紙

を
細

⻑
く
切

っ
て
横

に
つ

な
げ

、
そ

こ
に
譜
⾯

を
描

き
始

め
た

。
譜
⾯

を
ど

う
す

る
の

か
尋

ね
る

と
、
太
⿎

の
前

に
置

い
て

、
そ

れ
を

⾒
な

が
ら
叩

く
と

の
こ

と
だ

っ
た

の
で

、
板
段

ボ
ー

ル
の

中
央

を
く

り
抜

い
て

ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル

を
貼

っ
た

も
の

を
⼀

緒
に
作

り
、

そ
こ

に
譜
⾯

を
挟

ん
で
画
⾯

の
よ

う
に

し
た

。
 

 

 ⑤
[ａ
]⾃

分
の

し
た

い
イ
メ

ー
ジ

を
保

育
者

に
伝

え
、

イ
メ

ー
ジ
通

り
に

な
ら

な
か

っ
た

と
し

て
も

そ
れ

を
代
わ

り
の
⽅
法

で
実
現

で
き

る
よ

う
に

考
え

て
い

る
。

 
[ｃ
]こ

れ
ま

で
の
A

児
で

あ
れ
ば

、
⾃

ら
の

イ
メ

ー
ジ
通

り
に

な
ら

な
い

場
合

、「
な

ん
で
？
」

と
納
得

で
き

ず
に

遊
び

が
停
滞

し
て

い
た

で
あ

ろ
う

場
⾯

だ
っ

た
。

し
か

し
、
保

育
者

が
単

に
A

児
の
ア

イ
デ
ィ

ア
を
却

下
す

る
だ

け
で

な
く

、
代
わ

り
と

な
る
案

を
提
案

し
た

こ
と

で
、

⾃
分

な
り

に
折

り
合

い
を

つ
け

て
遊

び
に
向

か
う

こ
と

が
で

き
た

の
か

も
し

れ
な

い
。

ま
た

、
⼀

緒
に

取
り

組
む
C

児
が

い
る

こ
と

で
、

⾃
分

だ
け

で
な

く
友

達
と

⼀
緒

だ
か

ら
取

り
組

む
気
持

ち
に

な
れ

た
と

も
考

え
ら

れ
る

。
 

 

2
⽉

14
⽇

 
⑥
登

園
し

て
き

た
A

児
が
「
流

し
た

い
曲

を
お

う
ち

で
考

え
て

き
た
」

と
⼤

量
の
曲

の
名

前
が
書

か
れ

た
紙

を
保

育
者

に
渡

す
。

あ
ま

り
に

も
膨

⼤
な

量
だ

っ
た

の
で
全

部
は

準
備

で
き

な
い

こ
と

を
伝

え
る

と
、「

で
も

こ
の
曲

と
こ

の
曲

は
絶

対
に
流

し
た

い
」

と
い

く
つ

か
の
曲

を
指

し
て

伝
え

て
く

る
。

そ
こ

で
、「

ど
う

し
て

も
こ

れ
だ

け
は
流

し
た

い
っ

て
い

う
曲

を
5曲

く
ら

い
選

ん
で
印

を
つ

け
て

く
れ

た
ら

、
そ

れ
だ

け
は
絶

対
に

準
備

す
る
」「

そ
れ
以

外
の
曲

は
準

備
で

き
た

ら
す

る
っ

て
い

う
の

は
ど

う
？
」

と
提
案

す
る

と
、

少
し
悩

ん
だ

後
に

「
そ

れ
で

い
い
」

と
了
承

し
た

。
再
度
A

児
が
持

っ
て

き
た
紙

に
は

、
い

く
つ

か
の
曲

に
「
ぜ

っ
た

い
い

る
」

と
書

か
れ

て
い

た
。

 
 

 ⑥
[ａ
][
ｃ
]⑤

と
同

様
に

、
⾃

分
な

り
に
折

り
合

い
を

つ
け

た
A

児
の
姿

と
保

育
者

の
援
助

だ
っ

た
。

 

2
⽉

15
⽇

 
⑦
実
際

に
⾳

楽
を

か
け

て
遊

び
始

め
た

こ
と

で
、
周
囲

の
⼦

ど
も

た
ち

も
『
太
⿎

の
達

⼈
』

に
興

味
を

も
ち

始
め

、
次
第

に
「

ち
ょ

っ
と

や
ら
せ

て
」

と
列

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
っ

た
。
A

児
は
「

い
い

よ
！
」

と
快

く
受

け
⼊

れ
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
の
中

か
ら
曲

を
選

ん
で

も
ら

っ
た

り
最

後
に
得
点

を
発
表

し
た

り
と

、
ゲ

ー
ム

の
ナ

レ
ー
シ

ョ
ン

の
よ

う
に
説
明

を
し

な
が

ら
運
営

を
し

て
い

た
。
お
客

さ
ん

が
途
切

れ
る

と
す
ぐ

に
⾃

分
が
座

席
に
座

り
、
曲

を
流

し
て
太
⿎

を
た

た
く

こ
と

を
楽

し

 ⑦
[ｂ
]こ

ど
も
ワ

ー
ル
ド

と
い

う
、

学
年
全
体

で
進

め
る

遊
び

の
イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
て

い
た

こ
と

で
、

こ
れ

ま
で
A

児
の

遊
び

に
あ

ま
り
関
わ

っ
て

こ
な

か
っ

た
⼦

も
関
わ

り
を

も
ち

や
す

く
な

り
、
A

児
の

イ
メ

ー
ジ

を
⾃
然

と
尊
重

し
な

が
ら

遊
び

を
楽

し
む

こ
と

に
つ

な
が

っ
て

い
た

。
 

[ａ
] 
お
客

さ
ん

が
来

た
こ

と
で

こ
れ

ま
で

と
は
違

っ
た

楽
し
み

を
感

じ
て

い
る

⼀
⽅

、
最

後
に

は
必

ず
⾃

ら
太
⿎

を
叩

く
こ

と
を

楽
し

ん
で
お

り
、
根

本
的

ん
で

い
た

。
 

 ⑧
こ

ど
も
ワ

ー
ル

ド
の
他

の
ア

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

が
看
板

を
付

け
て

い
る

の
を

⾒
る

と
、「
ゲ

ー
ム

コ
ー

ナ
ー

に
も

看
板

を
作

り
た

い
」

と
⾔

っ
て

、
C

児
と

⼀
緒

に
段

ボ
ー

ル
に
絵

の
具

を
使

っ
て
着
⾊

を
し

、
看
板

を
作

っ
た

。
 

に
は
A

児
本

⼈
が
最

も
こ

の
『
太
⿎

の
達

⼈
』

を
楽

し
ん

で
い

る
こ

と
が
わ

か
る
姿

だ
っ

た
。

 
[ｃ
]保

育
者

と
し

て
、

こ
の

時
期

の
ね

ら
い

と
し

て
ど

う
し

て
も
協
働
的

な
姿

を
⼦

ど
も

に
期

待
し

、
そ

の
⽅
向

に
援
助

を
考

え
て

し
ま

い
が

ち
だ

が
、

ま
ず

は
A

児
本

⼈
が

遊
び

を
楽

し
め

る
よ

う
に

す
る

こ
と

を
⼤
切

に
し

た
。

 
⑧
[ｂ
]周
囲

の
様

⼦
を

⾒
な

が
ら

、
共
通

の
イ
メ

ー
ジ

の
中

で
⾃

分
の

遊
び

に
⾜

り
な

い
も

の
は

何
か

を
考

え
⾏
動

す
る
姿

だ
と

考
え

ら
れ

る
。

 

2
⽉
22

⽇
 

⑨
A

児
が
再

び
曲

名
が
書

か
れ

た
紙

を
保

育
者

に
持

っ
て

く
る

。
曲

名
の
横

に
は
「
0:5
3 

1:4
8」

の
よ

う
に
数

字
が
書

か
れ

て
い

る
。
お
客

さ
ん

に
遊

ん
で

も
ら

っ
て

い
る
際

に
1曲

を
丸
ご

と
流

し
て

い
た

た
め

、「
待

ち
時

間
が

⻑
す
ぎ

る
」

と
い

う
意

⾒
が
出

た
こ

と
を
受

け
、

曲
の
中

で
⼀
番
盛

り
上

が
る
部

分
の

時
間

を
書

い
て

き
た

ら
し

い
。

ま
た

、
以

前
運
動
会

の
ダ
ン

ス
で
グ

ル
ー

プ
ご

と
に
曲

を
決

め
、
保

育
者

が
短

く
編
集

し
た

も
の

で
踊

っ
た

こ
と

を
踏

ま
え

、「
こ

こ
の

⻑
さ

に
編
集

し
て

ほ
し

い
」

と
頼

ん
で

き
た

。
 

 

 ⑨
[ｃ
]こ

ど
も
ワ

ー
ル
ド

の
遊

び
に

つ
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

コ
ー

ナ
ー

で
中
⼼
的

に
遊

ん
で

い
る

⼦
た

ち
に

そ
の

⽇
の

進
捗

や
困

り
ご

と
な

ど
を
降

園
活
動

時
に
全
体

で
話

し
て

も
ら

う
時
間

を
設

け
て

い
た

。
そ

う
す

る
こ

と
で

、
直
接
的

に
遊

び
に

加
わ

る
だ

け
で

な
く

、
意

⾒
を
出

す
・

⼿
伝

う
な

ど
の
間
接
的

な
参

加
の
仕
⽅

も
認

め
な

が
ら

、
み

ん
な

が
⾃

分
事

と
し

て
関
わ

る
こ

と
の

で
き

る
活
動

に
し

た
い

と
考

え
た

。
 

[ｂ
]A

児
は

友
達

か
ら

の
意

⾒
を

聞
き

、
⾃

分
が

楽
し

い
だ

け
で

な
く

、
ど

う
し

た
ら
み

ん
な

が
楽

し
め

る
か

と
い

う
視
点

で
⾃

分
な

り
に

考
え

て
ア

イ
デ
ィ

ア
を

も
っ

て
き

た
。

ま
た

、
運
動
会

と
い

う
み

ん
な

で
取

り
組

む
⾏

事
の
経
験

を
思

い
起

こ
し

て
保

育
者

に
曲

の
編
集

を
頼

ん
で
お

り
、

⼀
⼈

で
は
難

し
い

こ
と

を
他
者

に
協
⼒

し
て

も
ら

い
な

が
ら

解
決

し
よ

う
と

し
て

い
る
姿

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
 【

時
間

の
経
過

と
と

も
に
継
続

し
つ

つ
深

ま
る

イ
メ

ー
ジ

】
 

○
『
太
⿎

の
達

⼈
』

を
作

り
た

い
と

い
う
A

児
の

考
え

は
、
良

く
も
悪

く
も

1学
期

の
頃

と
変
わ

っ
て

い
な

い
。

そ
れ

だ
け

を
⾒

る
と

育
ち

が
な

い
よ

う
に

思
え

る
が

、
半

年
以
上

の
時
間

が
経
過

し
て

も
な
お
継
続

し
た

イ
メ

ー
ジ

を
も

っ
て

遊
び

に
取

り
組

め
る

環
境

は
個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
る
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

同
じ

イ
メ

ー
ジ

で
あ

っ
て

も
時
間

を
経

た
こ

と
で

、
よ

り
細
部

が
具
体
的

に
な

っ
た

り
実
現

の
た

め
の

⼯
夫

や
⼿

⽴
て

を
考

え
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

り
な

ど
、

イ
メ

ー
ジ

に
対

す
る
ア

プ
ロ

ー
チ

が
多

様
に

な
り
深

ま
り

が
出

て
い

る
。

⼀
つ

の
遊

び
・

イ
メ

ー
ジ

が
⼀

つ
の

タ
イ

ミ
ン
グ

だ
け

で
終
わ

る
も

の
で

は
な

い
と

い
う
点

も
、

個
別
最
適

な
学

び
を

捉
え

る
う

え
で
重
要

な
視
点

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

 
 【
A

児
の

遊
び

を
⼀

緒
に
⾯
⽩

が
っ

て
く

れ
る
C

児
の
存
在

】
 

○
本

事
例

に
は

、
1学

期
に

は
い

な
か

っ
た
C

児
の
存
在

が
あ

っ
た

。
C

児
は

な
に

か
新

た
な
ア

イ
デ
ィ
ア

を
A

児
に

提
案

し
た

り
、
意

⾒
を
交
わ

し
た

り
し

て
遊

び
を
展
開

し
て

い
っ

た
り

す
る

と
い

う
こ

と
は

あ
ま

り
な

か
っ

た
。

そ
れ

で
も

、
A

児
が

楽
し

ん
で

い
る

遊
び

を
同

じ
場

で
同

じ
⽬
線

で
対
等

に
楽

し
ん

で
⾯
⽩

が
っ

て
く

れ
る
存
在

で
あ

っ
た

。
C

児
の
存
在

が
い

る
こ

と
で

、
A

児
が

⾃
然

と
他
者

の
存
在

を
意
識

し
な

が
ら

遊
び

を
進

め
る

こ
と

に
つ

な

42



が
り

、
そ

れ
は
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る
ポ

イ
ン

ト
で

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

 

２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 【

⼦
ど

も
の

こ
だ
わ

り
を
尊
重

し
、
実
現

の
⽅
法

を
⼀

緒
に
探

る
】

 
○

本
事

例
で

は
⽇

を
追

う
ご

と
に

、
次

々
と
「

こ
う

し
た

い
」

と
い

う
A

児
の

こ
だ
わ

り
が
保

育
者

に
襲

い
掛

か
っ

て
く

る
。

そ
の

こ
だ
わ

り
に

対
し

て
保

育
者

は
決

し
て
否

定
を

す
る

こ
と

は
せ

ず
、

た
と

え
叶

え
ら

れ
な

い
場
合

で
も

「
こ

の
形

な
ら
実
現

で
き

る
」

と
い

う
代
替
案

を
提
⽰

し
た

り
、

ど
う

に
か

や
れ

る
⽅
法

を
⼀

緒
に

考
え

た
り

し
て

援
助

を
し

て
き

た
。

そ
う

し
た

こ
と

で
、
A

児
は
元

々
の

⾃
分

の
イ
メ

ー
ジ

と
異

な
る

形
に

遊
び

が
進

む
こ

と
に

な
っ

た
と

し
て

も
、「

⾃
分

の
し

た
い

こ
と

を
諦

め
た

・
や

め
た
」

と
い

っ
た
ネ
ガ

テ
ィ
ブ

な
思

い
を

も
つ

こ
と

な
く

、
遊

び
を

ど
ん

ど
ん

と
深

め
な

が
ら

楽
し

む
こ

と
が

で
き

た
。

こ
の

こ
と

は
、

個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
る
援
助

の
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

と
考

え
る

。
 

 【
個

の
興

味
を
集

め
て
全
体

の
興

味
や

楽
し

さ
に

つ
な
げ

る
】

 
○

こ
ど

も
ワ

ー
ル
ド

は
空

組
の
お
化

け
屋
敷
ご

っ
こ

か
ら
出

発
し

、
学

年
全
体

で
の

話
し
合

い
を
積
み
重

ね
な

が
ら
展

開
し

て
い

っ
た

遊
び

で
あ

る
。
保

育
者

は
⼦

ど
も

か
ら
「

こ
ど

も
ワ

ー
ル
ド

を
作

り
た

い
」

と
⾔
わ

れ
た
際

に
、

⼀
度
担
任
間

で
相
談

を
し

た
。

そ
れ

は
、

こ
の

遊
び

が
⼈
間
関
係
的

に
も

環
境
的

に
も

ク
ラ

ス
の
枠

を
超

え
て
展
開

さ
れ

う
る

も
の

に
な

る
と

考
え

た
か

ら
で

あ
る

。
そ

の
時
点

で
あ

る
程
度
協
働
的

な
学

び
へ

の
つ

な
が

り
を
意
識

し
て

い
た

こ
と

は
事
実

で
あ

る
が

そ
れ

が
援
助

の
ス

タ
ー

ト
で

な
く

、
あ

く
ま

で
も

⼀
⼈

⼀
⼈

の
興

味
や

や
り

た
い

こ
と

を
深

め
て

い
く

こ
と

で
全
体

の
興

味
や

楽
し

さ
へ

と
つ

な
げ

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

た
。

 
は

じ
め

か
ら
協
働

あ
り

き
に

し
て

し
ま

う
と

、
個

の
楽

し
さ

が
損

な
わ

れ
て

し
ま

っ
た

り
⼦

ど
も

の
主
体

が
失
わ

れ
保

育
者

の
思

い
や

願
い

で
遊

び
が

進
ん

で
い

っ
て

し
ま

っ
た

り
す

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。
全
体

を
構
成

す
る

個
⼈

で
あ

る
⼦

ど
も

⼀
⼈

⼀
⼈

が
⾃

分
の

興
味

に
し

た
が

っ
て

遊
び

を
選

び
、
直
接
的

・
間
接
的

を
問
わ

ず
⾃

分
な

り
の

参
加

の
仕
⽅

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
保

育
者

の
援
助

が
ポ

イ
ン

ト
で

あ
っ

た
と

考
え

る
。

 
 

  
 

「
い

つ
も

と
違

う
幼

児
関

係
の

関
わ

り
を

⽀
え

る
保

育
者

の
援

助
」

 
 

園
名

：
東
京

学
芸

⼤
学

附
属

幼
稚

園
⼩
⾦
井

園
舎

 
 【

１
０

⽉
下
旬

 
こ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
 

○
友

達
と

⼀
緒

に
め

あ
て

や
や

り
た

い
こ

と
を
共
有

し
な

が
ら

遊
ぶ

こ
と

を
楽

し
む

 
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

 
５
歳

児
の
担
任

に
な

り
保

育
を

す
る
中

で
A

児
の

遊
び

の
続

か
な

さ
や

、
稚
拙

さ
が
気

に
な

っ
て

い
た

。
ま

た
、

気
に

⼊
っ

た
友

達
以

外
の
誰

か
が

し
て

い
る

遊
び

に
仲
間

⼊
り

す
る

と
い

う
こ

と
が
ほ

と
ん

ど
な

く
興

味
の

広
が

り
に

く
さ

も
気

に
な

っ
て
お

り
、

様
々

な
援
助

を
⾏

っ
て

き
た

。
２

学
期

の
後
半

に
⼊

っ
た
辺

り
か

ら
、

少
し

ず
つ
作

り
た

い
も

の
を

本
物

ら
し

く
作

る
よ

う
に

な
り

、
10

⽉
下
旬

に
は
ハ
ロ

ウ
ィ
ン

と
い

う
季

節
の
⾏

事
に
A

児
か

ら
興

味
を

も
っ

て
遊
ぶ
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

そ
こ

で
、
次

は
遊

び
の
中

で
友

達
と

の
か

か
わ

り
が

広
が

っ
て
ほ

し
い

と
考

え
た

。
ち
ょ

う
ど

そ
の
頃

園
外
保

育
が

あ
り

、
そ

の
共
通
体
験

が
Ａ

児
と

友
達

と
の

遊
び

に
⽣

か
さ

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

10
⽉
25

⽇
 

①
 
A

児
と
B

児
は
仮
装

を
し

、
保

育
者

に
「

ト
リ

ッ
ク
オ

ア
ト
リ

ー
ト
！
」

と
⾔

っ
て
回

り
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ン

の
雰

囲
気

を
楽

し
ん

で
い

た
。

 
②

 
保

育
者

が
簡
単

に
お
菓

⼦
を
作

っ
て
渡

し
た

り
、
キ
ャ

ン
デ
ィ

ー
ポ

ッ
ト

の
作

り
⽅

を
提
案

し
た

り
し

た
こ

と
か

ら
、

さ
ら

に
ハ
ロ

ウ
ィ
ン

の
遊

び
が
盛

り
上

が
り

、
周

り
の

友
達

に
も

広
が

っ
た

。
 

③
 

そ
の

と
き

か
ら
C

児
も

⼊
り

、い
つ

も
と
違

う
友

達
と

の
関
わ

り
が

⽣
ま

れ
そ

う
だ

っ
た

の
で

そ
の

ま
ま
継

続
で

き
る

と
良

い
な

と
思

っ
て

い
た

。
 

 
④

 
ま

た
、

遊
園
地

が
併

設
さ

れ
た
動
物

園
に
遠

⾜
に
⾏

っ
た

こ
と

で
、
乗

り
物

や
動
物

な
ど

を
作

っ
て

い
る

幼
児

が
増

え
、

学
年

と
し

て
ゆ

う
え

ん
ち
ご

っ
こ

が
で

き
そ

う
な
雰
囲
気

が
出

て
き

た
。
Ａ

児
た

ち
の

遊
び

が
そ

の
⼀

つ
の

コ
ー

ナ
ー

に
な

る
と
良

い
な

と
思

い
、
遠

⾜
で

⾒
た

コ
ウ
モ
リ

を
作

る
こ

と
や

、
そ

れ
を

使
っ

て
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
お
化

け
屋
敷

を
す

る
こ

と
を
提
案

し
た

。
 

⑤
 
保

育
室

前
に
お
化

け
屋
敷

の
場

を
つ

く
り

、
お
客

さ
ん

を
呼
ぶ

た
め

の
景
品

づ
く

り
や
お
化

け
屋
敷

の
中

に
飾

る
コ

ウ
モ
リ

や
カ

ボ
チ
ャ

の
お
化

け
な

ど
の

準
備

が
始

ま
っ

た
。

 
            

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①

 
［
a］
家

庭
で

⾒
聞

き
し

た
こ

と
を

遊
び

に
取

り
⼊

れ
よ

う
と

し
て

い
る

の
だ

ろ
う

。
 

 ②
 
［
c］
ハ
ロ

ウ
ィ
ン

の
雰
囲
気

を
よ

り
楽

し
め

た
り

、
次

の
遊

び
に

広
が

っ
た

り
す

る
と
良

い
と

思
い

、
キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
ポ

ッ
ト

の
作

り
⽅

を
提
案

し
た

。
 

③
 
［
c］

こ
れ

ま
で

⼀
緒

に
遊
ぶ
姿

が
あ

ま
り

⾒
ら

れ
な

か
っ

た
３

⼈
だ

っ
た

の
と

、
Ｃ

児
は

発
想

が
豊

か
だ

っ
た

の
で

、
Ａ

児
の
刺
激

に
な

れ
ば

と
思

い
、
関
係

を
⽀

え
た

い
と

思
っ

た
。

 
④

 
［
b］
遠

⾜
で

の
共
通
体
験

が
あ

る
こ

と
で

コ
ウ

モ
リ

の
イ
メ

ー
ジ

が
共
有

さ
れ

や
す

そ
う

だ
っ

た
。

 
［
c］
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
お
化

け
屋
敷

も
ゆ

う
え

ん
ち
ご

っ
こ

の
⼀

つ
に

す
る

こ
と

で
、
お
客

さ
ん

を
呼
ぶ

と
い

う
共
通

の
⽬
的

を
も

ち
や

す
い

と
思

っ
た

。
 

 ⑤
 
［
c］
他

の
幼

児
か

ら
⾒

え
や

す
く

す
る

た
め

に
、

保
育
室

で
は

な
く

テ
ラ

ス
に

し
、

⼤
型
ブ
ロ

ッ
ク

式
遊

具
を

⽤
い

て
⼤

き
く

設
定

し
た

。
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10
⽉
26

⽇
 

⑥
 
Ａ

児
と
Ｂ

児
は

コ
ウ
モ
リ

⼈
形

を
持

っ
て

、
C

児
を
残

し
て
別

の
場

に
⾏

く
こ

と
が

多
か

っ
た

。
保

育
者

は
A

児
と
B

児
に

何
度

も
声

を
か

け
て
誘

っ
た

り
、⼀

緒
に

場
を

つ
く

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
た

り
し

た
。

 
⑦

 
遊

び
の
終
わ

り
に

何
を

す
る

か
を

相
談

す
る

と
、
お
化

け
屋
敷

の
場

を
も

っ
と

⻑
く

す
る

こ
と

や
、
カ

ボ
チ
ャ

の
お
化

け
を
中

に
貼

る
こ

と
、
他

の
お
化

け
も
作

る
こ

と
な

ど
を
共
有

し
た

。
 

                          10
⽉
28

⽇
 

⑧
 
仲
間

が
み

ん
な
登

園
し

て
か

ら
、

前
⽇

に
決

め
た

役
割

分
担

や
、

や
る

こ
と
（
景
品

の
お
菓

⼦
作

り
）

の
確
認

を
保

育
者

と
共

に
⾏

う
と

、
A

児
・
B

児
・
C

児
・
D

児
・
E

児
・
F

児
も
お
菓

⼦
作

り
を

始
め

る
。
F

児
は

あ
る
程
度
作

る
と
他

の
場

に
移

っ
て

い
た

が
、
他

の
幼

児
は

１
時
間

く
ら

い
か

け
て
作

り
続

け
た

。
 

         

 ⑥
 
［
c］
せ

っ
か

く
盛

り
上

が
り

そ
う

な
遊

び
だ

っ
た

の
で

、
ど

う
に

か
つ

な
ぎ
留

め
た

い
気
持

ち
で
積

極
的

に
呼

び
戻

し
た

り
、

場
を

つ
く

っ
た

り
し

た
。

 
⑦

 
［
c］

記
録

し
て
掲
⽰

す
る

こ
と

で
、

遊
び

始
め

の
と

き
に

⾃
分

た
ち

で
し

た
こ

と
や
決

め
た

こ
と

を
確
認

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
 

 
                           ⑧

 
［
c］
仲
間

の
⼈
数

が
多

か
っ

た
の

と
、

こ
れ

ま
で

⼀
緒

に
遊

ん
で

き
た
関
係

で
は

な
か

っ
た

の
で

、
保

育
者

が
整

理
す

る
必
要

が
あ

る
と

感
じ

た
。

［
b］

や
る

こ
と

を
共
有

し
、
⽬
的

を
も

っ
て

取
り

組
ん

で
い

る
。

 
          

⑨
 
お
菓

⼦
の

量
が
増

え
、

そ
れ
ぞ

れ
の
キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
ポ

ッ
ト

か
ら

あ
ふ

れ
る

よ
う

に
な

る
と

、
ま

だ
作

っ
て

い
な

か
っ

た
D

児
と
E

児
も
キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
ポ

ッ
ト

を
作

り
始

め
た

。
 

 
         ⑩

 
し
ば

ら
く
お
菓

⼦
作

り
に
夢
中

で
、

な
か

な
か
お
化

け
屋
敷

が
始

ま
る
気
配

が
な

か
っ

た
た

め
、
保

育
者

は
A

児
と
C

児
に

、
い

つ
か

ら
始

め
る

か
を

聞
い

て
み

た
。 

⑪
 
C

児
が
「

⻑
い
針

が
５

に
な

っ
た

ら
？
」

と
⾔

っ
て
み

る
が

、
そ

れ
だ

と
す
ぐ

に
⽚
付

け
に

な
っ

て
し

ま
う

た
め

、
A

児
と
B

児
は
「

う
う

ん
」

と
否

定
し

、
⼆

⼈
で

「
⻑

い
針

が
１

に
な

っ
た

ら
」

と
決

め
て

、
C

児
や
E

児
、
D

児
に

そ
れ

で
良

い
か

と
提
案

し
に
回

り
、
共
有

し
た

。
 

⑫
 

時
間

に
な

る
と

、
A

児
と
B

児
が
「

⻑
い
針

が
１

に
な

っ
た

よ
」

と
他

の
メ
ン
バ

ー
に
⾔

っ
て
回

り
、
仮
装

の
準

備
を

し
て
仲
間

が
集

ま
っ

て
き

た
。

 
⑬

 
役

割
の

と
こ

ろ
に
配
置

し
て

い
る

と
、
F

児
が

い
な

か
っ

た
の

で
、
D

児
が
F

児
を
呼

び
に
⾏

き
、
み

ん
な
集

ま
っ

て
か

ら
お
客

さ
ん

の
呼

び
か

け
を
⾏

っ
て

い
た

。
 

⑭
 
受
付

の
A

児
と
B

児
が
お
客

さ
ん

に
説
明

を
し

て
順

番
に
中

に
通

し
、お
客

さ
ん

が
中

に
⼊

る
と
F

児
と
D

児
が
吊

る
し

て
あ

る
コ

ウ
モ
リ

を
動

か
し

、
E

児
と
C

児
が
景
品

を
渡

し
て

い
た

。
 

            ⑮
 
A

児
は

、お
客

さ
ん

が
⼊

る
と

、「
お
客

さ
ん

が
⼊

り
ま

し
た
！
」「
F

児
く

ん
、

コ
ウ
モ
リ
動

か
し

て
！
」

と
出

⼝
に

い
る
C

児
や
F

児
た

ち
に

も
声

を
か

け
て
忙

し
く
動

い
て

い
た

。
 

 
 

⑨
 
［
a］
必
要

だ
と

思
っ

て
作

っ
た

の
だ

ろ
う

。
 

             ⑩
 
［
c］
お
客

さ
ん

に
来

て
も

ら
う

こ
と

が
⽬
的

で
あ

っ
た

の
で

、
相
談

し
て
決

め
て
ほ

し
い

と
思

っ
た

。
 

⑪
 
［
b］
先

の
⾒
通

し
（
⽚
付

け
）

が
分

か
り

、
何

時
か

ら
始

め
れ
ば
お
店

の
時
間

を
も

て
る

か
を

話
し
合

っ
て

い
た

。
⼀

緒
に

遊
ん

で
い

る
仲
間

に
も

伝
え

る
こ

と
で

、
み

ん
な

で
や

ろ
う

と
い

う
気
持

ち
が

育
っ

て
い

る
と

感
じ

た
。

 
 

⑫
 
［
b］
仲
間

に
声

を
か

け
て

、
お
化

け
屋
敷

を
開

店
す

る
⽬
的

を
共
有

し
よ

う
と

し
て

い
る

。
 

 ⑬
 
［
b］

あ
ま

り
そ

の
場

に
い

な
か

っ
た
Ｆ

児
も
仲

間
だ

と
い

う
意
識

を
も

っ
て

い
る

。
 

 ⑭
 
［
b］

役
割

分
担

を
し

な
が

ら
、

⼀
緒

に
遊
ぶ

楽
し

さ
を

感
じ

て
い

る
。［
c］

こ
れ

ま
で

あ
ま

り
お

店
屋

さ
ん
ご

っ
こ

の
よ

う
な

こ
と

を
し

て
こ

な
か

っ
た

が
、
お
客

さ
ん

に
丁
寧

に
接
客

し
て

い
る
姿

に
驚

い
た

。
 

 
          ⑮

 
［
b］
仲
間

の
役

割
を
把
握

し
な

が
ら

、
共
通

の
め

あ
て

に
向

か
っ

て
遊
ぶ

楽
し

さ
を

感
じ

て
い

る
。［
c］
仲
間

同
⼠

で
声

を
掛

け
合

え
る

よ
う

に
、
お
客

さ
ん

が
来

た
こ

と
や

、
困

っ
て

い
そ

う
な

と
こ

ろ
は
⽀

え
る

よ
う

に
し

た
。
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⑯
 
お
客

さ
ん

が
た

く
さ

ん
来

て
、
満

⾜
そ

う
な
Ａ

児
た

ち
。
翌

⽇
も
お
化

け
屋
敷

を
す

る
た

め
に

、
何

を
す

る
か
必
要

が
あ

る
か

を
話

し
合

っ
た

。
景
品

の
キ
ャ
ン
デ

ィ
ー

が
⾜

り
な

く
な

っ
た

の
で
追

加
す

る
こ

と
と

、
コ

ウ
モ
リ

が
壊

れ
か

け
て

い
た

の
で

、
そ

れ
を
修

理
す

る
こ

と
を

⼀
緒

に
確
認

し
、
⽚
付

け
を

始
め

た
。
翌

⽇
も

３
歳

児
や
４
歳

児
の

⼦
ど

も
た

ち
に

も
来

て
も

ら
い

、
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
お
化

け
屋
敷

は
盛

り
上

が
っ

た
。

 

⑯
 
［
b］

⾃
分

た
ち

で
必
要

な
こ

と
を

考
え

る
。

［
c］
翌

⽇
も
続

く
よ

う
に

、
や

る
こ

と
の
確
認

を
し

、
掲
⽰

し
て
お

く
こ

と
で

、
幼

児
そ

れ
ぞ

れ
が

や
る

こ
と

が
分

か
る

よ
う

に
し

た
。

 

 
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
 個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
る
ポ

イ
ン

ト
 

【
取

り
組

む
中

で
必
要

感
に
気
付

く
】

 
・

１
０

⽉
下
旬

で
⽣
活

の
中

に
ハ
ロ

ウ
ィ
ン

の
雰
囲
気

が
あ

り
、

そ
れ

を
遊

び
に

取
り

⼊
れ

よ
う

と
す

る
姿

や
、
モ

ー
ル

を
ね

じ
っ

て
キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
を
作

る
こ

と
に
挑
戦

す
る
姿

、
友

達
が
持

っ
て

い
る

も
の

を
⾒

て
、
キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
ポ

ッ
ト

を
作

ろ
う

と
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
・
最

初
か

ら
保

育
者

の
中

に
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
ご

っ
こ

や
、
ゆ

う
え

ん
ち
ご

っ
こ

を
す

る
計
画

が
あ

っ
た
わ

け
で

は
な

か
っ

た
。
A

児
⾃

ら
必
要

感
を

も
っ

て
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
ご

っ
こ

を
進

め
て

い
た

こ
と

が
、
製
作
へ

の
苦

⼿
意
識

を
超

え
て
⽬

的
に
向

か
う
⼒

に
な

っ
て

い
た

と
考

え
る

。
 

 協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る
ポ

イ
ン

ト
 

【
共
通
体
験

に
よ

る
イ
メ

ー
ジ

の
共
有

と
期

待
感

】
 

・
共
通

の
イ
メ

ー
ジ

の
元

と
な

る
遠

⾜
で

の
経
験

が
イ
メ

ー
ジ

を
共
有

す
る

基
盤

と
な

っ
て

い
た

。
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
お
化

け
屋
敷

を
し

て
友

達
を
驚

か
せ

た
い

と
い

う
期

待
感

が
お
客

さ
ん

を
呼
ぼ

う
と

い
う
共
通

の
め

あ
て

に
な

っ
て

い
た

。
こ

の
よ

う
な

イ
メ

ー
ジ

の
共
有

や
期

待
感

が
役

割
分
担

を
し

た
り

、
始

め
る

時
間

を
話

し
合

っ
た

り
す

る
姿

と
な

っ
た

。
ま

た
、
お
化

け
屋
敷

を
始

め
る

た
め

に
仲
間

を
呼

び
に
⾏

っ
た

り
、
仲
間

の
役

割
も
把
握

し
て
声

を
か

け
た

り
す

る
姿

な
ど
互

い
の
認

め
合

い
も
協
働
的

な
学

び
を
⽀

え
て

い
た

と
考

え
る

。
 

 ２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 【
簡
単

す
ぎ

ず
、
難

し
す
ぎ

な
い

が
本
物

ら
し

く
⾒

え
る

も
の

の
提
案

】
 

 ・
キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
ポ

ッ
ト

は
画

⽤
紙

と
の

り
を

使
っ

て
カ

ボ
チ
ャ

の
ラ
ン

タ
ン

の
形

に
す

る
も

の
で

、
景
品

の
キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
は

、
モ

ー
ル

を
ね

じ
っ

た
も

の
だ

っ
た

。
指
先

を
使

う
が

、
じ

っ
く

り
丁
寧

に
取

り
組

め
ば
作

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

あ
る

。
簡
単

す
ぎ

る
と
飽

き
て

し
ま

う
が

、
難

し
す
ぎ

る
と

や
る
気

を
な

く
し

て
し

ま
う

。
ち
ょ

う
ど

い
い
塩
梅

の
提
案

が
で

き
た

こ
と

が
個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
援
助

の
ポ

イ
ン

ト
と

考
え

る
。

 
    

【
魅
⼒
的

な
環

境
構
成

の
提
案

】
 

・
学

年
と

し
て
ゆ

う
え

ん
ち
ご

っ
こ

が
⾏
わ

れ
る

こ
と

に
な

り
、そ

の
コ

ー
ナ

ー
に
A

児
た

ち
の

遊
び

を
取

り
⼊

れ
た

こ
と

で
、
お
客

さ
ん

を
呼
ぶ

と
い

う
⽬
的

に
向

か
っ

て
遊

び
が
続

い
た

と
思

う
。
お
化

け
屋
敷

の
場

を
保

育
室

の
中

に
す

る
の

で
は

な
く

、
テ

ラ
ス

に
出

し
、

⼤
型
ブ
ロ

ッ
ク
式

遊
具

を
⽤

い
て

広
く

設
定

で
き

る
よ

う
に

し
た

こ
と

で
他

の
幼

児
の

興
味

に
つ

な
が

り
、
お
客

さ
ん

が
来

る
こ

と
で
お
化

け
屋
敷

を
開

く
と

い
う
⽬
的

の
達
成

を
⽀

え
た

と
考

え
る

。
 

 【
幼

児
同

⼠
の
関
係
性

や
個

の
取

り
組
み

を
踏

ま
え

た
保

育
者

の
援
助

】
 

・
あ

ま
り
関
わ

り
の

な
い
メ
ン
バ

ー
で

、
⼈
数

も
６

⼈
い

た
の

で
、
保

育
者

は
あ

え
て

役
割

や
こ

れ
か

ら
⾏

う
こ

と
を

確
認

で
き

る
よ

う
に
掲
⽰
物

の
⽤
意

や
積
極
的

な
声
掛

け
を
⾏

っ
た

。
ま

た
、
関
係
性

が
で

き
、

遊
び
へ

の
⾒
通

し
が

も
て

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
時

に
は

、
翌

⽇
に
⾏

う
こ

と
を
確
認

す
る
援
助

を
し

た
こ

と
で

、
⾃

分
た

ち
か

ら
遊

び
に

取
り
掛

か
り

進
め

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。
提
案

し
た

り
⾒
守

っ
た

り
と
バ

ラ
ン

ス
を

と
り

な
が

ら
援
助

し
た

こ
と

で
幼

児
同

⼠
が
声

を
掛

け
合

う
協
働
的

な
姿

や
⾃

分
の

す
る

こ
と

が
分

か
っ

て
取

り
組

む
姿

に
つ

な
が

っ
た

と
思

う
。
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「
電

⾞
の

街
」

 
園

名
：
お
茶

の
⽔
⼥

⼦
⼤

学
附

属
幼

稚
園

 
 【

概
ね

の
時

期
と

そ
の

時
期

の
ね

ら
い

】
 

3学
期
2⽉

 
○

友
達

と
互

い
の

思
い

や
考

え
に
⽿

を
傾

け
合

い
、

イ
メ

ー
ジ

を
重

ね
な

が
ら

、
遊

び
や

⽣
活

を
進

め
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

 
○
挑
戦

し
よ

う
と

す
る
気
持

ち
を

も
ち

、
⼀

⼈
ひ

と
り

の
⾃
信

に
つ

な
が

る
よ

う
に

。
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
A

児
は
電
⾞

好
き

で
、
⽜
乳
パ

ッ
ク

で
電
⾞

を
つ

く
り

、
年

少
の
頃

か
ら
繰

り
返

し
遊

ん
で

い
た

。
年

⻑
に

な
り

、
電
⾞

を
通

し
て

友
達

と
関
わ

り
も

⽣
ま

れ
て

い
た

が
、

こ
だ
わ

り
が
強

か
っ

た
り

、
電
⾞
以

外
に

興
味

が
広

が
り

づ
ら

く
、

⼈
と

の
関
わ

り
も
慎
重

で
あ

っ
た

り
し

た
た

め
、
関
わ

り
が

広
が

っ
て

い
か

な
い

こ
と

が
気

に
な

っ
て

い
た

。
3学

期
に

⼊
り

、
学

年
全
体
へ

の
願

い
と

し
て

、
⼦

ど
も

同
⼠

が
つ

な
が

り
な

が
ら

遊
ぶ

場
が

で
き

た
ら

い
い

な
と

思
っ

て
い

た
。
2⽉

、
A

児
が
廊

下
に
積
み
⽊

で
駅

や
廊

下
を

つ
く

り
、
⾛

ら
せ

る
こ

と
を

楽
し

ん
で

い
た

た
め

、
広

い
と

こ
ろ

で
場

を
つ

く
る

こ
と

で
い

ろ
い

ろ
な

⼈
と

の
関
わ

り
も

⽣
ま

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
、

多
⽬

的
に
利

⽤
で

き
る
ア

ト
リ
エ

を
提
案

し
た

。
ア

ト
リ
エ

で
あ

ま
り

遊
ん

だ
こ

と
の

な
い
A

児
に

は
ア

ト
リ
エ

で
の

遊
び

が
イ
メ

ー
ジ

し
づ

ら
か

っ
た

よ
う

で
、
最

初
は
⼾
惑

っ
て

い
た

。
し

か
し

、
あ

る
⽇
A

児
が
｢ト
ン
ネ

ル
と
踏
切

を
つ

く
り

た
い
｣と
⾔

っ
た

こ
と

か
ら

、
ア

ト
リ
エ

で
の

遊
び

が
始

ま
っ

た
。

 
２

．
事

例
の

記
⼊

 
2

⽉
5

⽇
 

こ
の
頃

、
A

児
は
廊

下
に
積
み
⽊

で
駅

や
ホ

ー
ム

を
つ

く
り

、
⽜
乳
パ

ッ
ク

の
電
⾞

を
⾛

ら
せ

る
こ

と
を
連

⽇
楽

し
ん

で
い

た
。

①
こ

の
⽇

、
A

児
が
｢ト
ン
ネ

ル
と
踏
切

を
つ

く
り

た
い
｣と
⾔

っ
た

た
め

、
教

師
も

⼿
伝

い
な

が
ら

、
⼯
作

⽤
紙

で
つ

く
り

始
め

た
。

そ
れ

を
⾒

た
B

児
、
C

児
が
改
札

、
公

園
、
交
番

な
ど

も
つ

く
る

こ
と

を
提
案

し
、

開
い

た
段

ボ
ー

ル
を
地
⾯

に
し

て
、
箱

や
ス

ト
ロ

ー
を

使
っ

て
、

そ
れ
ぞ

れ
が

つ
く

り
始

め
た

。
い

ろ
い

ろ
と

つ
く

っ
て

い
る

な
か

で
、
B

児
が
｢街

に
し

た
ら

い
い

ん
じ
ゃ

な
い
？
｣と
⾔

っ
た

。
⼦

ど
も

た
ち

の
な

か
で
｢い

い
ね
｣と

い
う
声

が
上

が
っ

た
。

し
か

し
、
昼
⾷

の
時
間

に
な

っ
て

し
ま

い
、
昼
⾷

後
も
続

き
を

し
た

い
と
⾔

う
の

で
、

ひ
と

ま
ず

つ
く

っ
た

も
の

は
多
⽬
的

に
利

⽤
で

き
る
ア

ト
リ
エ

に
置

い
て
お

く
こ

と
に

し
た

。
 

 
②
午

後
、
続

き
を

し
よ

う
と

、
A

児
と
ア

ト
リ
エ

に
つ

く
っ

た
も

の
を

取
り

に
⾏

き
、

教
師

が
｢こ

こ
(ア

ト
リ
エ
）

も
(遊

び
に
)使

え
る

よ
｣と
提
案

す
る

と
、
A

児
は
「

こ
こ

で
や

る
の

が
い

い
」と
廊

下
で

は
な

く
、ア

ト
リ
エ

を
選

ん
だ

。
そ

れ
に
気

づ
い

た
⼦

ど
も

た
ち

が
集

ま
り

、線
路

を
ど

ん
ど

ん
延
ば

し
て

い
っ

た
。線
路

が
つ

な
が

っ
て

⼤
き

な
円

に
な

る
と

、
周

り
に
建
物

や
駅

を
つ

く
り

始
め

る
⼈

が
出

て
き

た
。次
第

に
、⼦

ど
も

た
ち

は
こ

の
場

所
を
｢電
⾞

の
街
｣と

呼
ぶ

よ
う

に
な

り
、つ

く
っ

た
も

の
を

思
い

思
い

に
配
置

し
て

い
っ

た
。

 
③
C

児
は

、
最

初
か

ら
参

加
し

、
ア

イ
デ
ア

を
出

し
て

い
た

が
つ

く
る

こ
と

に
や

や
苦

⼿
意
識

が
あ

る
よ

う
で

、⾃
分

か
ら

は
つ

く
り

始
め

ら
れ

ず
に

い
た

。教
師

と
⼀

緒
に
電
柱

を
つ

く
る

な
ど

し
て

い
る

う
ち

に
、ラ

ー
メ
ン

の
空

き
箱

を
⾒

つ
け

た
C

児
は

何
か

ひ
ら

め
い

た
よ

う
で

、「
ラ

ー
メ
ン
」

の
⽂
字

と
写
真

を
切

り
取

る
と

、別
の
箱

に
貼

り
付

け
て
看

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
   ①
[a
][
c]

興
味

が
広

が
り

づ
ら

い
A

児
が
新

し
い

こ
と

を
や

っ
て
み

よ
う

と
思

っ
た

タ
イ

ミ
ン
グ

を
逃

さ
ず

、
思

い
を
実
現

で
き

る
よ

う
関
わ

っ
た

。
 

         ②
[a
][
c]
⼗

分
な

広
さ

が
あ

り
、

遊
び

が
続

け
ら

れ
る

場
所

に
す

る
こ

と
で

い
ろ

い
ろ

な
⼈

が
関
わ

り
な

が
ら

遊
べ

る
の

で
は

な
い

か
と

思
い

、
ア

ト
リ
エ

を
提
案

し
た

。
こ

れ
ま

で
イ
メ

ー
ジ

の
つ

か
な

か
っ

た
A

児
は
実

際
に
ア

ト
リ
エ

の
空
間

を
⾒

た
こ

と
で

や
っ

て
み

よ
う

と
す

る
気
持

ち
が
出

て
き

た
と

考
え

る
。

 
    ③
[a
][
c]

⾃
信

の
な

い
C

児
が

、
つ

く
っ

た
り

、
友

達
と
ア

イ
デ
ア

を
重

ね
な

が
ら

遊
ん

だ
り

す
る

こ
と

を
楽

し
め

る
と

い
い

な
と

思
い

、 
教

師
か

ら
⼀

緒
に

つ
く

ろ
う

と
提
案

し
た

。
そ

う
す

る
う

ち
に
良

い
ア

イ
デ
ア

を
ひ

ら
め

い
た

こ
と

が
き

っ
か

け
で
動

き
出

し
た
C

児
を

教
師

が
認

め
、

つ
く

っ
た

も
の

に
周

り
の

⼈
も
気

づ
け

板
に

し
、ラ

ー
メ
ン
屋

を
つ

く
っ

た
。本
物

の
よ

う
な

⾒
た

⽬
の

ラ
ー
メ
ン
屋

は
み

ん
な

か
ら「

い
い

ね
！
」と
認

め
ら

れ
た

。C
児

は
そ

の
後

学
校

や
⼭

な
ど

を
ど

ん
ど

ん
つ

く
り

始
め

、
遊

び
を
盛

り
上
げ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

た
。

 

る
よ

う
関
わ

っ
た

。
そ

の
結
果

、
C

児
は

い
ろ

い
ろ

な
も

の
を

つ
く

り
た

い
と

い
う
意
欲

と
⾃
信

が
出

て
き

た
と

考
え

る
。

 

2
⽉
6

⽇
〜
2

⽉
26

⽇
 

④
連

⽇
、

興
味

を
持

っ
た

⼈
が

⼊
れ
替
わ

り
⽴

ち
替
わ

り
ア

ト
リ
エ

に
集

ま
っ

た
。
街

と
い

う
イ
メ

ー
ジ

が
共
有

さ
れ

た
こ

と
で

、
電
⾞

好
き

の
⼈

だ
け

で
な

く
、

そ
う

で
な

い
⼈

も
⼤
勢

い
た

。
｢お
家

つ
く

っ
た

ら
い

い
ん

じ
ゃ

な
い
？
｣｢

海
を

つ
く

ろ
う
｣な

ど
、

そ
れ
ぞ

れ
が
街

か
ら

イ
メ

ー
ジ

し
た

も
の

を
つ

く
っ

た
。
建
物

だ
け

で
な

く
、
絵

の
具

で
⾊

を
塗

っ
て

海
や

川
、
空

を
描

く
⼈

も
い

て
、

⾃
分

の
好

き
な

こ
と

を
通

し
て
関
わ

っ
て

い
た

。
つ

く
る

こ
と

に
⾃
信

が
な

い
⼈

は
電
⾞

が
通

る
街
並
み

に
気

が
つ

き
、

｢こ
れ

な
ら

で
き

る
｣と
街
路
樹

を
黙

々
と

つ
く

っ
て

い
た

。
 

   ⑤
⼀
⽅

、
場

所
が

広
が

っ
て

い
く

と
、
A

児
の
気
持

ち
が
続

か
ず

、
廊

下
で
駅

を
つ

く
る

こ
と

に
戻

っ
て

い
っ

た
。

教
師

も
何
度

か
声

を
か

け
る

と
、

時
折

、
⾃

分
の
⽜

乳
パ

ッ
ク

の
電
⾞

を
ア

ト
リ
エ

に
持

っ
て

き
て

、
⾛

ら
せ

て
い

た
。

 
    

 
⑥
ア

ト
リ
エ

の
様

⼦
に
気

が
つ

い
た

３
歳
･４
歳

児
が

「
何

し
て

る
の
？
」

と
ア

ト
リ
エ

を
覗

き
に

く
る

よ
う

に
な

る
と

、
最

初
は
「

⼊
っ

た
ら

だ
め
」

と
⾔

う
５
歳

児
も

い
た

が
、
｢I
C
カ

ー
ド

を
持

っ
て

い
れ
ば

⼊
れ

る
こ

と
に

し
よ

う
！
｣と

い
う
声

が
出

た
。
IC
カ

ー
ド

を
タ

ッ
チ

す
る
「
改
札
機

も
つ

く
ろ

う
」

と
み

ん
な

の
イ
メ

ー
ジ

が
ひ

と
つ

に
な

り
、
せ

っ
せ

と
IC
カ

ー
ド

を
つ

く
り

始
め

る
⼈

が
出

て
き

た
。
接
客

が
得
意

な
⼈

が
IC
カ

ー
ド

を
配

り
始

め
る

と
、

た
く

さ
ん

の
３
歳
･４
歳

児
が

遊
び

に
き

た
。

は
じ

め
は

、
5歳

児
が

つ
く

っ
た
電
⾞

を
借

り
て

、
線
路

を
⾛

ら
せ

て
い

た
４
歳

児
だ

っ
た

が
、「

⾃
分

の
電
⾞

を
持

っ
て

き
て

も
い

い
で

す
よ
」

と
５
歳

児
が
声

を
か

け
る

と
、
嬉

し
そ

う
に

、
⾃

分
で

つ
く

っ
た
⽜
乳
パ

ッ
ク

の
電
⾞

を
⼀
⽬
散

に
取

り
に
戻

っ
た

。
３
歳

児
が
電
⾞

を
⾛

ら
せ

る
そ
ば

で
は

、
５
歳

児
た

ち
が

、
街

の
⾵
景

や
ト
ン

ネ
ル

、
踏
切

な
ど

を
丁
寧

に
説
明

し
て

い
た

。
ト
ン
ネ

ル
に

ラ
イ

ト
を

つ
け

、
部
屋

の
電
気

を
消

し
て

、
夜

の
街

に
す

る
ア

イ
デ
ア

も
⽣

ま
れ

、
３
歳
･４
歳

児
が
喜

ん
で

く
れ

る
と

、
５
歳

児
は
嬉

し
そ

う
で

、
さ

ら
に

⼯
夫

で
き

な
い

か
と

、
み

ん
な

で
考

え
る

様
⼦

が
⾒

ら
れ

た
。

 

 ④
[b
][
c]

 い
ろ

い
ろ

な
⼈

が
こ

の
遊

び
に
気

づ
け

る
よ

う
、

学
年

の
３

⼈
の

教
師

で
連
携

し
な

が
ら
代
わ

る
代
わ

る
関
わ

っ
て

い
た

。
ま

た
、

⼦
ど

も
た

ち
と

相
談

し
な

が
ら

⼀
⼈

⼀
⼈

の
イ
メ

ー
ジ

を
形

に
で

き
る

よ
う

に
製
作

の
材
料

や
絵

の
具

な
ど

を
適
宜
出

し
た

。
街

と
い

う
イ
メ

ー
ジ

か
ら

そ
れ
ぞ

れ
の

つ
く

り
た

い
も

の
を

つ
く

っ
て

い
た

た
め

、
時
折

、
互

い
の

イ
メ

ー
ジ

が
異

な
り

、
も

め
る

こ
と

も
あ

っ
た

。
そ

の
都
度

、
教

師
が

間
に

⼊
り

、
お
互

い
の

思
い

や
イ
メ

ー
ジ

を
伝

え
あ

っ
た

り
、

相
談

し
た

り
で

き
る

よ
う
関
わ

っ
た

。
そ

の
よ

う
に

す
る

な
か

で
、「
電
⾞

の
街

を
つ

く
り

た
い
」

と
い

う
同

じ
思

い
を
み

ん
な

が
持

っ
て

い
る

こ
と

に
、

⼦
ど

も
た

ち
が
気

づ
い

て
い

っ
た

と
考

え
る

。
 

 ⑤
[a
][
c]
A

児
に

と
っ

て
は

、
い

ろ
い

ろ
な

⼈
の
ア

イ
デ
ア

が
重

な
っ

た
電
⾞

の
街

は
、

⾃
分

の
イ
メ

ー
ジ

と
は
違

う
と

感
じ

た
の

か
も

し
れ

な
い

。
し

か
し

、
電
⾞

を
持

っ
て

き
て
⾛

ら
せ

る
こ

と
を
通

し
て

そ
の

場
所

を
楽

し
ん

で
い

て
、

⾃
分

の
ア

イ
デ
ア

か
ら

広
が

っ
た

遊
び

を
感

じ
て

い
る

よ
う

で
あ

っ
た

。
振

り
返

っ
て

、
A

児
の

イ
メ

ー
ジ

を
形

に
す

る
こ

と
を
援
助

し
た

り
、

友
達

と
の

や
り

と
り

を
⽀

え
た

り
す

る
こ

と
で

、
A

児
の

こ
の

遊
び
へ

の
関
わ

り
⽅

が
変
わ

っ
た

か
も

し
れ

な
い

と
考

え
た

。
 

⑥
[a
][
b]
IC
カ

ー
ド

と
改
札
機

と
い

う
⼦

ど
も

の
発
想

か
ら

、
5歳

児
だ

け
の
閉

じ
た

遊
び

で
は

な
く

、
他

学
年

と
の

つ
な

が
り

の
あ

る
遊

び
と

な
っ

た
。
他

学
年

と
の
関
わ

り
が

⽣
ま

れ
た

こ
と

で
、

つ
く

る
こ

と
だ

け
で

は
な

い
遊

び
に

な
り

、
他

学
年

の
お
世

話
や
接
客

が
好

き
な

⼈
も

加
わ

り
、

さ
ら

に
遊

び
が

広
が

っ
た

。
ま

た
、
3歳

・
4歳

児
を

楽
し

ま
せ

る
た

め
に

ど
う

し
た

ら
い

い
か

、
⾃

分
た

ち
で

考
え

、
話

し
合

う
姿

が
あ

っ
た

。
3歳

・
４
歳

児
に

つ
く

っ
た

も
の

を
説
明

し
た

り
、
喜

ん
で

く
れ

る
姿

を
⾒

た
り

す
る

な
か

で
、
5歳

児
が

⾃
信

を
つ

け
て

い
く

様
⼦

が
あ

っ
た

。
 

[c
]他

学
年

の
教

師
と

も
遊

び
の

様
⼦

を
保

育
後

な
ど

に
共
有

し
、
異

学
年

の
関
わ

り
を

⼀
緒

に
⽀

え
ら

れ
る

よ
う
⼼

が
け

た
。
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2
⽉
28

⽇
 

⑦
他

の
こ

と
で
ア

ト
リ
エ

を
使

う
こ

と
に

な
り

、
部
屋

を
空

け
な

け
れ
ば

な
ら

な
く

な
っ

た
。
電
⾞

の
街

づ
く

り
も

そ
ろ

そ
ろ

⼀
段
落

し
て

き
た
頃

で
も

あ
っ

た
の

で
、

⼦
ど

も
た

ち
に

相
談

す
る

と
、
｢“
親

⼦
で

遊
ぶ

⽇
”(
2/
27
)が

終
わ

っ
た

ら
⽚

づ
け

る
｣と

、
⾃

分
た

ち
で
⽚
付

け
る

⽇
を

決
め

た
。
⽚
付

け
の

⽇
、
D

児
は
｢解
体

⼯
事

す
る

よ
ー
！
｣と

や
る
気

い
っ
ぱ

い
に
登

園
し

て
き

た
。

そ
れ

を
聞

い
た
C

児
も
｢や

ろ
う

や
ろ

う
｣と
⾔

い
、

⼤
き

な
声

で
３

歳
・
４
歳

児
に

も
知

ら
せ

る
か

の
よ

う
に
｢解
体

⼯
事

始
め

ま
す
！
｣と
宣
⾔

し
な

が
ら
廊

下
を
⾏

き
来

し
た

。
そ

の
声

を
聞

き
つ

け
て

、
続

々
と
ア

ト
リ
エ

に
⼦

ど
も

た
ち

が
集

ま
っ

て
き

た
。

教
師

が
｢⼤

事
な

も
の

は
持

ち
帰

り
、

ま
だ

幼
稚

園
で

使
え

そ
う

な
も

の
は
リ
サ

イ
ク

ル
し

よ
う
｣と

伝
え

る
と

、
D

児
が
｢ま

だ
使

え
る

も
の

は
⼩

さ
い

組
が
欲

し
い

っ
て
⾔

う
か

も
し

れ
な

い
ね

。
お
店
屋

さ
ん

に
し

よ
う

か
な
｣と
⾔

っ
た

。
A

児
は

教
師

が
ア

ト
リ
エ

に
誘

う
と

、
⾃

分
で

つ
く

っ
た
踏
切

を
⼤

事
そ

う
に
持

ち
帰

っ
た

。
 
⑧
D

児
の
ア

イ
デ
ア

に
み

ん
な

が
賛

同
し

、「
お
店
屋

さ
ん

を
や

ろ
う
」

と
決

ま
る

と
、

⼦
ど

も
た

ち
は

、
机

を
廊

下
に
出

し
、

ま
だ

使
え

そ
う

な
も

の
を
並

べ
て

、
値
段

を
つ

け
て

い
っ

た
。
街
路
樹

10
0円

、
電
柱
20
0円

、
家

50
00
円

と
、

⼤
き

さ
や

つ
く

っ
た

と
き

の
こ

と
を

思
い
出

し
、

話
し
合

い
な

が
ら

、
価
格

設
定

を
し

て
い

っ
た

。
 

 ⑦
[b
][
c]
3週
間
ほ

ど
ア

ト
リ
エ

を
使

っ
て

遊
び
込

ん
で

い
た

た
め

、
⽚
付

け
ま

で
や

り
き

っ
た

と
感

じ
ら

れ
る

と
い

い
な

と
思

い
、
終
わ

り
に

す
る

期
⽇

は
⼦

ど
も

た
ち

と
相
談

し
、
任
せ

る
こ

と
に

し
た

。
す

る
と

、
⼦

ど
も

た
ち

は
直

後
に
親

⼦
で

遊
ぶ

⽇
が

あ
っ

た
た

め
、

保
護
者

に
⾒

て
も

ら
い

た
い

と
考

え
、
終
わ

り
の

⽇
を

決
め

た
。

そ
の

⽇
す

っ
き

り
し

た
表

情
で
⽚
付

け
を

始
め

た
姿

か
ら

友
達

と
関
わ

り
合

い
な

が
ら

、
遊

び
を

つ
く

り
あ
げ

て
い

っ
た
充
実

感
が

伝
わ

っ
て

き
た

。
 

         ⑧
[c
]教

師
は

こ
の

遊
び

が
違

う
形

で
つ

な
が

る
か

も
し

れ
な

い
な

と
い

う
思

い
も

あ
り

、
つ

く
っ

た
も

の
を

壊
す

、
捨

て
る

だ
け

で
な

く
、
持

ち
帰

っ
た

り
、
リ
サ

イ
ク

ル
し

た
り

す
る

こ
と

を
提
案

し
た

。
す

る
と

、
⼦

ど
も

た
ち

は
⽚
付

け
を

す
る

な
か

で
思

い
つ

い
た

、
お

店
屋

さ
ん

と
い

う
新

し
い

遊
び

を
始

め
た

。
つ

く
っ

た
も

の
を

３
歳

・
４
歳

児
に
売

る
と

い
う

発
想

は
、

教
師

の
予
想

を
超

え
る

も
の

だ
っ

た
が

、
教

師
の
提
案

を
き

っ
か

け
に

⼦
ど

も
た

ち
の

遊
び

が
別

の
形

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

。
 

  
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
 【

好
き

な
こ

と
を
通

し
て

遊
び

に
関
わ

る
】

 
電
⾞

が
好

き
な

⼈
た

ち
が
集

ま
っ

て
始

ま
っ

た
こ

の
遊

び
は

、
広

が
る

に
つ

れ
て

、
作

る
こ

と
が

好
き

、
描
画

が
好

き
、接
客

が
好

き
な

ど
、い

ろ
い

ろ
な

⼈
が

⾃
分

の
好

き
な

こ
と

を
通

し
て

遊
び

に
関
わ

っ
て

き
た

。｢
ど

う
し

た
ら

本
物

の
建
物

の
よ

う
に

⾒
え

る
か
｣、
｢海

に
す

る
に

は
絵

の
具

が
良

い
か

、カ
ラ

ー
ビ
ニ

ー
ル
袋

が
良

い
か
｣な

ど
、そ

の
⼈

な
り

に
考

え
て
探

究
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

ま
た

、
友

達
の
表
現

に
触

れ
、
互

い
に
刺
激

を
受

け
あ

い
、
重

ね
た

り
、

加
え

た
り

、
広
げ

た
り

し
な

が
ら

、
遊

び
を

つ
く

っ
て

い
っ

た
。
製
作

を
し

て
い

る
⼈

も
い

れ
ば

、
絵

の
具

で
塗

っ
て

い
る

⼈
も

い
る

と
い

う
、

⼀
⾒

そ
れ
ぞ

れ
思

い
思

い
に

取
り

組
ん

で
い

る
場

で
あ

っ
た

が
、
“街
”と

い
う
共
通

の
イ
メ

ー
ジ

で
つ

な
が

り
、

⼦
ど

も
た

ち
同

⼠
が
お
互

い
の

や
り

た
い

こ
と

を
認

め
合

っ
て

い
た

。
こ

れ
は

、
⼦

ど
も

た
ち

が
こ

れ
ま

で
の

幼
稚

園
で

の
経
験

の
な

か
で

、
⾃

分
の

好
き

な
こ

と
や

⾃
信

の
あ

る
こ

と
を

⾒
つ

け
て

き
た

こ
と

や
、
お

互
い

の
好

き
な

こ
と

や
興

味
の
違

い
な

ど
を
受

け
⼊

れ
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

こ
と

が
つ

な
が

っ
て

い
る

と
考

え
る

。
 

 
【
共
通

の
⽬
的

を
持

っ
て

、
イ
メ

ー
ジ

を
重

ね
る

】
 

そ
れ
ぞ

れ
が
街

か
ら

イ
メ

ー
ジ

し
た

も
の

を
つ

く
っ

た
り
描

い
た

り
す

る
な

か
で

、
時

に
は

イ
メ

ー
ジ

が
⾷

い
違

っ
て
揉

め
る

こ
と

も
あ

っ
た

。
そ

の
時

は
教

師
が
関
わ

り
を
⽀

え
る

こ
と

で
、
電
⾞

の
街

と
い

う
共
通

の
⽬
的

を
持

っ
て

い
る

こ
と

を
⼦

ど
も

た
ち

が
認
識

し
、

や
り

と
り

す
る

な
か

で
イ
メ

ー
ジ

を
擦

り
合
わ
せ

た
り

、
新

し
い
ア

イ
デ
ア

を
思

い
つ

い
た

り
す

る
⾯
⽩

さ
を
経
験

し
て

い
っ

た
。さ

ら
に

、こ
の

遊
び

に
お

い
て

は
、様

々
な
建
物

や
景
⾊

が
あ

り
、

多
様

な
⼈

が
い

る
と

い
う

、
本
来
“街
”が
持

つ
イ
メ

ー
ジ

の
幅

が
、

多
様

な
表
現

を
保
障

し
て

く
れ

た
こ

と
も

遊
び

が
広

が
る
要
因

で
あ

っ
た

と
考

え
る

。
 

  ２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 【

場
所

と
空
間

の
保
障

】
 

ア
ト
リ
エ

は
保

育
室

と
は
異

な
り

、つ
く

っ
た

も
の

を
そ

の
ま

ま
残

し
て
お

け
る

場
所

で
あ

る
。そ

の
た

め
、「
明

⽇
も

ま
た
続

き
し

よ
う
」

と
考

え
を
巡

ら
せ

た
り

、
⼦

ど
も

た
ち

そ
れ
ぞ

れ
が

興
味

を
も

っ
た

タ
イ

ミ
ン
グ

で
関
わ

っ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
ア

ト
リ
エ

は
⼗

分
な

広
さ

が
あ

る
た

め
、

こ
れ

ま
で

は
保

育
室

や
廊

下
で
直
線
的

に
し

か
伸
ば

す
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た
線
路

を
⼤

き
な
円

に
す

る
こ

と
が
可
能

で
、
出
来
上

が
っ

た
線
路

を
俯
瞰

で
き

た
。
俯
瞰

す
る

、
⾒
渡
せ

る
こ

と
で

⼦
ど

も
た

ち
は
街

の
イ
メ

ー
ジ

を
そ

れ
ぞ

れ
に
膨

ら
ま
せ

、
互

い
の
表
現

に
気

づ
き

、
重

ね
て

い
く
⾯
⽩

さ
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

た
。

こ
の

よ
う

な
時
間

と
空
間

の
⼗

分
な
保
障

が
こ

の
遊

び
を
⽀

え
る

基
盤

に
な

っ
た

と
考

え
る

。
 

 【
教

師
間

の
連
携

】
 

⽇
頃

よ
り

、
⽇

々
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
週
案

を
通

し
て

、
⼦

ど
も

た
ち

の
そ

の
時

の
姿

や
⼦

ど
も
へ

の
願

い
を
共
有

で
き

る
よ

う
⼼

が
け

て
い

る
。

こ
の

時
期

も
⼦

ど
も

た
ち

が
や

り
と

り
を
通

し
て

イ
メ

ー
ジ

を
重

ね
な

が
ら

遊
ぶ
経
験

を
し

て
ほ

し
い

と
い

う
思

い
を

学
年

の
教

師
間

で
共
有

し
て

い
た

。
そ

の
た

め
、
電
⾞

の
街

の
遊

び
に

も
学

年
の
3⼈

の
教

師
が
交
代

し
な

が
ら
関
わ

っ
た

こ
と

で
、

よ
り

多
く

の
⼦

ど
も

た
ち

が
こ

の
遊

び
に
気

づ
き
関
わ

る
こ

と
が

で
き

た
と

考
え

る
。

 
ま

た
、
他

学
年

の
教

師
間

で
も

遊
び

や
⼦

ど
も

の
様

⼦
を

伝
え
合

い
な

が
ら

、
連
携

を
図

っ
た

こ
と

で
、
異

学
年

の
交
流

が
よ

り
活

発
に

な
っ

た
。
5
歳

児
は

、
3･
4
歳

児
と

の
関
わ

り
を
通

し
て

、
よ

り
⾃
信

を
つ

け
て

、
友

達
同

⼠
で

相
談

し
な

が
ら

ど
う

し
た

ら
も

っ
と

楽
し

ん
で

も
ら

え
る

か
、

⼯
夫

し
た

り
、
作

り
込

ん
だ

り
す

る
よ

う
に

な
り

、
よ

り
主
体
的

に
遊

び
に
関
わ

る
姿
へ

と
つ

な
が

っ
て

い
っ

た
と

考
え

る
。
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「
も

っ
と

知
り

た
い

！
！

」
 

 
園

名
：
⼭
梨

⼤
学

教
育

学
部

附
属

幼
稚

園
 

【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
11

⽉
〜

２
⽉

 
〇
仲
間

と
価
値

や
⽬
標

を
共

に
し

な
が

ら
、

⼀
緒

に
活
動

を
進

め
て

い
く
（
９

⽉
〜

12
⽉
）

 
〇
仲
間

を
誇

ら
し

く
感

じ
な

が
ら

、
⾃

分
達

の
価
値

や
⽬
標

に
向

か
っ

て
背
伸

び
を

し
て

い
く
（

１
⽉

〜
３

⽉
）

 
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

本
園

で
は

、
⼦

ど
も

⾃
⾝

が
「
お

も
し

ろ
そ

う
！
」「

も
っ

と
〜

し
て
み

た
い
！
」

と
⼼

を
動

か
し

、
主
体
的

に
関
わ

り
な

が
ら

、
⾃

ら
遊

び
や

⽣
活

を
創

り
出

し
て

い
く

こ
と

を
⼤
切

に
し

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
保

育
者

は
⽇

々
の
関
わ

り
の
中

で
「

⼦
ど

も
の
声
」

を
丁
寧

に
聴

き
取

り
、

⼦
ど

も
⼀

⼈
⼀

⼈
が
「
お

も
し

ろ
そ

う
」「

や
っ

て
み

た
い
」

と
感

じ
た

こ
と

を
、
⼼
ゆ

く
ま

で
楽

し
め

る
よ

う
な

環
境

づ
く

り
や
援
助

を
⼼

が
け

て
い

る
。

 
毎

年
実
施

し
て

い
る

年
⻑

児
の

園
外
活
動

に
つ

い
て

も
、

そ
の

年
の

⼦
ど

も
た

ち
の

興
味

・
関
⼼

や
育

ち
の
姿

と
い

っ
た
実
態

を
踏

ま
え

、
⾏

き
先

や
活
動
内
容

を
検
討

し
た
上

で
実
施

し
て

き
て

い
る

。
こ

の
年

の
⼦

ど
も

た
ち

は
⾃
然
へ

の
関
⼼

が
⾼

く
、

遊
び

の
中

で
も
⽳

掘
り

や
泥

団
⼦
作

り
に
没
頭

し
て

い
た

た
め

、
地
域

の
⼤

⾃
然

に
触

れ
る
共
通
体
験

を
通

し
て

、
さ

ら
に

⼦
ど

も
た

ち
の

興
味

を
広
げ

て
い

き
た

い
と

考
え

、「
富

⼠
⾵
⽳
」

と
「
富

⼠
⼭
科

学
研

究
所
」

を
⽬
的
地

と
し

、
11

⽉
14

⽇
に
林
間
保

育
を
実
施

し
た

。
 

ま
だ
観
光
地
化

さ
れ

て
い

な
い
「
富

⼠
⾵
⽳
」

に
続

く
林

道
は

、
ゴ
ツ
ゴ
ツ

し
た
岩

や
根

が
む

き
出

し
に

な
っ

た
⼤
⽊

が
残

り
、

⼦
ど

も
た

ち
は
驚

い
て

い
た

。「
昔

、
富

⼠
⼭

が
噴
⽕

し
た

時
に

マ
グ

マ
が
流

れ
出

て
、

こ
こ

で
冷

え
て
固

ま
っ

た
か

ら
道

に
線
み

た
い

な
の

が
⼊

っ
て

い
た

り
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ

し
て

い
た

り
す

る
ん

だ
よ
」

と
林
務

環
境

事
務

所
の
職
員

さ
ん

か
ら

教
え

て
も

ら
う

と
、

⼦
ど

も
た

ち
は
「
ホ
ン

ト
だ

。
ゴ
ツ
ゴ
ツ

す
る
！
」「
固

い
ね
」

な
ど

と
岩

に
触

り
な

が
ら
歩

い
て
⾏

っ
た

。
は

し
ご

を
使

っ
て
恐

る
恐

る
降

り
て

い
っ

た
「
富

⼠
⾵
⽳
」

の
中

は
深

く
、
懐
中
電
灯

を
消

す
と
暗
闇

の
世
界

が
広

が
り

、「
ま

っ
く

ら
だ

ー
！
」「

何
も

⾒
え

な
い
！
」「
お
昼

な
の

に
」

と
⾮

⽇
常
体
験

を
楽

し
ん

で
い

た
⼦

ど
も

た
ち

。
そ

の
後

、「
富

⼠
⼭
科

学
研

究
所
」

で
は

、
ミ
ニ

チ
ュ
ア

模
型

で
の
⽕
⼭
灰

が
⾶
ぶ

様
⼦

や
、
⾝
近

な
素

材
を

使
っ

て
マ
グ

マ
が
噴
⽕

す
る
原

理
を
再
現

し
た
実
験

を
⾒
せ

て
も

ら
い

、
ク

ラ
ス

の
み

ん
な

で
⼼

が
動

く
経
験

を
共
有

し
て

き
た

。
そ

こ
か

ら
さ

ま
ざ

ま
な

形
で

興
味
関
⼼

が
広

が
り

、
⼦

ど
も

た
ち

の
学

び
に

つ
な

が
っ

て
い

っ
た

事
例

で
あ

る
。

 
２

．
事

例
の

記
⼊

 
11

⽉
21

⽇
 
「

前
、
歩

い
た

場
所

に
似

て
る
」

 
 
砂

場
で

遊
び

な
が

ら
⼤

き
な
⼭

を
作

り
始

め
た

⼦
ど

も
た

ち
。

1m
ほ

ど
の
⾼

さ
の
⼭

が
で

き
、

そ
の
頂
上

か
ら

⼀
気

に
⼤

量
の

⽔
を
流

す
と

、
⼭

の
下
流

に
泡

が
で

き
上

っ
た

。
①
A

児
が

「
あ

れ
、

こ
れ

前
、
⾵
⽳

に
⾏

っ
た

時
に
歩

い
た

場
所

と
似

て
る
」

と
気

づ
く

。
周

り
の

友
達

も
「

本
当

だ
！
」「

こ
の

前
の
ゴ
ツ
ゴ
ツ

し
た

道
に
似

て
い

る
！
」

と
⾔

い
、

⽔
を

⼤
量

に
流

し
て

は
泡

⽴
つ

様
⼦

を
⾒

た
り

、
⼭

の
下

に
葉

っ
ぱ

を
並

べ
、「
樹

海
」

に
⾒

⽴
て

た
り

し
て

い
っ

た
。

 
②

そ
こ

に
さ

ら
に

⽔
を
流

し
、
葉

っ
ぱ

が
流

れ
出

る
様

⼦
を

⾒
て

い
た
B

児
は

、「
こ

う
や

っ
て
森

が
消

え
て

、
ま

た
⽊

が
⽣

え
て

っ
て

な
っ

て
く

ん
だ

ね
ー
」

と
、

つ
ぶ

や
い

て
い

た
。

 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
    ①

 
［
b］
A

児
の
気

づ
き

を
き

っ
か

け
に

⼦
ど

も
た

ち
が
⾝
近

な
砂

や
⽔

を
使

っ
て

、
噴
⽕

や
樹

海
の

様
⼦

を
再
現

し
よ

う
と

し
て

い
っ

た
。

 
［
c］

遊
び

で
の
⼭
作

り
か

ら
林
間
保

育
で

の
体

験
が
想
起

さ
れ

た
の

だ
ろ

う
。
保

育
者

は
、

⼦
ど

も
た

ち
が
共
有

し
な

が
ら

遊
び

を
進

め
て

い
く

様
⼦

を
共

感
し

な
が

ら
⾒
守

っ
た

。
 

 ②
 
［
a］
B

児
は
⽬

の
前

で
起

き
て

い
る
状
況

と
 

「
富

⼠
⼭
科

学
研

究
所
」

で
聞

い
た

話
を
頭

の
中

で
つ

な
げ

な
が

ら
、
実
際

に
は

⾒
た

こ
と

の
な

い
森

の
再

⽣
に

つ
い

て
、

⾃
分

な
り

に
考

え
て

い
た

の
だ

ろ
う

。
 

11
⽉
25

⽇
〜

 
 
「

１
０
０
０
ｍ

の
⽳

が
掘

り
た

い
！
」

 
③

 
Ｃ

児
が
「

マ
グ

マ
が

⾒
た

い
！
」

と
み

ん
な

に
話

し
た

こ
と

が
き

っ
か

け
と

な
り

、
今
度

は
⽳

掘
り

が
始

ま
っ

た
。
数

⼈
の

⼦
ど

も
達

が
集

ま
り

、
年

⻑
保

育
室

前
の

中
庭

に
場

所
を
選

び
、

⼤
き

な
ス

コ
ッ

プ
で
⽳

を
掘

っ
て

い
っ

た
。

 
④

 
Ｄ

児
が
図
鑑

で
富

⼠
⼭

の
こ

と
を

調
べ

て
み

る
と

、
「

10
00
ｍ

下
に

マ
グ

マ
が

あ
る
」

と
い

う
こ

と
が
書

か
れ

て
い

た
。

⼦
ど

も
た

ち
は

、「
10
00
」

と
い

う
数
字

に
驚

き
な

が
ら

も
、

具
体
的

な
深

さ
の

イ
メ

ー
ジ

は
湧

い
て

い
な

い
よ

う
だ

っ
た

が
、
Ｃ

児
「

と
に

か
く
深

く
、

で
き

る
だ

け
掘

っ
て
み

よ
う
」

と
い

う
こ

と
に

な
り

、「
10
00
ｍ

の
⽳
」

を
⽬
指

し
て
み

ん
な

で
掘

り
進

め
て

い
く

こ
と

に
な

っ
た

。
 

⑤
 
Ｃ

児
達

の
⽳

掘
り

が
継
続

す
る
中

、
毎

⽇
少

し
ず

つ
深

く
な

っ
て

い
く

様
⼦

が
分

か
る

よ
う

に
保

育
者

が
⼀

緒
に

ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
で
測

り
、
降

園
前

の
「

何
し

た
の

会
」

で
ク

ラ
ス

の
友

達
と
共
有

し
て

い
く

よ
う

に
し

て
い

っ
た

。
ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
を

⼀
⽇
ご

と
に
並

べ
て
掲

⽰
す

る
こ

と
で

、
⼦

ど
も

た
ち

は
掘

り
進

ん
だ
成
果

を
感

じ
て

い
る

よ
う

だ
っ

た
。

 

 ③
［
a］
実
際

に
噴
⽕

や
樹

海
の

様
⼦

を
再
現

し
た

こ
と

か
ら

さ
ら

に
関
⼼

が
⾼

ま
り

、「
マ
グ

マ
が

⾒
た

い
！
」

と
い

う
思

い
が
C

児
に
湧

い
て

き
た

の
だ

ろ
う

。
 

 ④
［
a］
⽳

掘
り

を
し

な
が

ら
D

児
は

マ
グ

マ
へ

の
関
⼼

が
向

き
、
図
鑑

を
持

ち
出

し
た

の
だ

ろ
う

。
 

［
b］
「

10
00
m
」

と
い

う
数
字

か
ら
「

と
に

か
く

深
く

、
で

き
る

だ
け

掘
っ

て
み

よ
う
」

と
仲
間

同
⼠

で
⽬
標

を
共
有

し
た

こ
と

で
、
⼒

を
合
わ
せ

て
取

り
組

も
う

と
す

る
意
識

が
出

て
き

た
の

だ
ろ

う
。

 
⑤

 
［
c］
保

育
者

は
、
⽳

掘
り

の
成
果

を
視
覚
化

す
る

こ
と

で
取

り
組

ん
で

い
る

⼦
ど

も
た

ち
が
実

感
を
得

ら
れ

る
よ

う
に

、
ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
で
測

る
こ

と
を
提
案

し
た

。
ま

た
、

ク
ラ

ス
で

遊
び

や
活
動

を
共
有

し
、

友
達

の
し

て
い

る
こ

と
に
関
⼼

が
も

て
る

よ
う

に
し

て
い

っ
た

。
 

11
⽉
27

⽇
〜

 
 

「『
ふ

ん
か
』

っ
て

な
あ

に
？
」
富

⼠
⼭
科

学
研

究
所
開

設
 

⑥
 
⽳

を
掘

っ
て

い
た

所
に

や
っ

て
き

た
年
中

児
に
「『
ふ

ん
 

か
』

っ
て

な
あ

に
？
」

と
聞

か
れ

た
こ

と
か

ら
、「
林
間
保

育
に
⾏

っ
て

い
な

い
⼩

さ
い

⼦
た

ち
に

教
え

て
あ
げ

よ
う
」

と
い

う
新

た
な
活
動

が
始

ま
っ

て
い

っ
た

。
Ｅ

児
や
Ｆ

児
を

中
⼼

に
段

ボ
ー

ル
で
富

⼠
⼭

を
作

り
、
頂
上

か
ら
溶
岩

が
噴

き
出

す
よ

う
な
仕
掛

け
を

考
え

た
り

、
冷

え
固

ま
っ

た
溶
岩

を
イ
メ

ー
ジ

し
て
⿊

い
紙

で
溶
岩

を
付

け
た

り
す

る
な

ど
、

友
達

と
相
談

し
合

い
な

が
ら
活
動

を
進

め
て

い
っ

た
。

完
成

す
る

と
、

⼦
ど

も
た

ち
は
廊

下
に
「
富

⼠
⼭
科

学
研

究
所
」

を
開

設
し

、
年
中

児
を
招

待
す

る
こ

と
に

し
た

。
 

お
揃

い
の

研
究
員
バ

ッ
ジ

を
つ

け
た

⼦
ど

も
た

ち
は

、
⾃

分
た

ち
で
作

っ
た
富

⼠
⼭

を
使

っ
て
「

こ
う

や
っ

て
噴

⽕
す

る
ん

だ
よ
」

と
噴
⽕

の
様

⼦
を
再
現

し
た

り
、「
溶

岩
は
冷

え
る

と
ゴ
ツ
ゴ
ツ

に
な

る
ん

だ
よ
」

な
ど

と
、
⼩

さ
い

⼦
に

も
わ

か
る

よ
う

に
説
明

し
た

り
す

る
様

⼦
が

⾒
ら

れ
た

。
 

  ⑥
［
b］
「
⼩

さ
い

⼦
た

ち
に

教
え

て
あ
げ

よ
う
」

 
と

い
う

具
体
的

な
⽬
標

が
で

き
た

こ
と

か
ら

、
友

達
同

⼠
で

相
談

し
な

が
ら

、「
⼩

さ
い

⼦
に
わ

か
り

や
す

く
」

伝
え

る
⽅
法

を
考

え
て

い
っ

た
。

 
［
c］
保

育
者

は
⼦

ど
も

た
ち

と
相
談

を
し

な
が

ら
、
溶
岩

や
噴
⽕

の
様

⼦
を

よ
り
リ
ア

ル
に
表
現

で
き

る
よ

う
な

素
材

を
探

し
て

い
っ

た
。

⼦
ど

も
た

ち
は

、
研

究
員

に
な

り
き

る
こ

と
で

、
よ

り
本

物
ら

し
さ

を
追
求

す
る

感
覚

を
味
わ

っ
て

い
た

の
で

は
な

い
か

。
 

11
⽉
28

⽇
〜

 
「
⽯

を
割

っ
て
み

よ
う
！
」

 
 

⽳
掘

り
の
活
動

が
続

き
、

掘
り

進
む
中

で
⽯

が
⼤

量
に
出

て
く

る
よ

う
に

な
っ

て
い

っ
た

。
そ

れ
を
洗

っ
て
み

る
と

、
⾊

や
形

が
様

々
で

あ
る

こ
と

に
気
付

き
、

⼦
ど

も
た

ち
は
⽯
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の
違

い
に

も
関
⼼

が
向

い
て

い
っ

た
。

 
 
⑦

 
C

児
が
「
⽯

を
割

っ
て

 
み

よ
う
！
」

と
⾔

っ
た

こ
と

か
ら

、
で

割
っ

て
み

る
と

、
中

に
線

が
⼊

っ
て

い
る

も
の

や
、

少
し
キ

ラ
キ

ラ
し

て
⾒

え
る

も
の

も
あ

っ
た

。
 

⑧
 

そ
こ

か
ら
B

児
は

、
鉱
物

の
種
類

を
調

べ
る

よ
う

に
な

 
っ

て
い

き
、
次
第

に
「

こ
れ

は
セ
キ
エ

イ
か

も
し

れ
な

い
」

「
ウ
ン
モ

か
も

し
れ

な
い
」

な
ど

と
⾍
眼
鏡

を
使

っ
て

の
ぞ

き
込

ん
で
観

察
す

る
よ

う
に

な
り

、
休

⽇
に
家
族

と
⼭

の
中

に
⽯
集

め
に
⾏

く
ま

で
に

な
っ

て
い

っ
た

。
保

育
者

は
、
B

児
の
関
⼼

を
⽣

か
し

な
が

ら
、

⾒
つ

け
た
⽯

を
割

っ
た
現
物

や
写
真

を
掲
⽰

し
た

り
、「

何
し

よ
う
会
」「

何
し

た
の
会
」

で
B

児
か

ら
友

達
に

伝
え
合

う
機
会

を
作

っ
た

り
し

な
が

ら
、

ク
ラ

ス
で
共
有

す
る

よ
う

に
し

た
。

 

   ⑦
［
c］

 
⽯

の
⾊

や
形

に
⽬

が
向

き
、

そ
こ

か
ら
「
⽯

の
中

が
ど

う
な

っ
て

い
る

の
か

⾒
て
み

た
い
」

と
い

う
興

味
が
出

て
き

て
い

る
の

だ
ろ

う
。

 
 

 
   ⑧
［
a］
B

児
は

、
も

と
も

と
鉱
物
へ

の
関
⼼

が
⾼

か
っ

た
が

、
⾃

分
た

ち
で

⾒
つ

け
た
⽯

が
き

っ
か

け
と

な
り

、
さ

ら
に
探

究
⼼

が
膨

ら
み

始
め

た
の

だ
ろ

う
。

 
［
c］
実
際

に
割

っ
て
み

た
⽯

や
写
真

の
掲
⽰

、
ク

ラ
ス

で
の

伝
え
合

い
を
通

じ
て

、
B

児
の
関
⼼

を
み

ん
な

で
共
有

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
っ

た
。

 

12
⽉

19
⽇

 
専
⾨
家

に
聞

い
て
み

よ
う
！

 
⑨
B

児
の
⽯
へ

の
関
⼼

が
続

く
中

、
隣
接

す
る

附
属
⼩

学
 

校
の
校

⻑
先

⽣
が

⼤
学

で
「
活
断
層
」

を
専
⾨

に
研

究
し

て
い

る
こ

と
が
わ

か
っ

た
。

そ
こ

で
「

も
っ

と
⽯

の
こ

と
を
知

り
た

い
」

と
い

う
B

児
と
G

児
が
⼩

学
校

の
校

⻑
室

を
訪

れ
る

こ
と

に
な

っ
た

。
校

⻑
先

⽣
は

⼦
ど

も
た

ち
の

話
を
熱

⼼
に

聞
き

、
取

り
組
み

を
褒

め
て

く
れ

、
⼀

緒
に
⽯

の
話
題

で
盛

り
上

が
っ

て
い

た
。

園
で

⾒
つ

け
た
⽯

と
B

児
が
⼭

で
⾒

つ
け

て
き

た
⽯

を
持

っ
て
⾏

く
と

、
ル

ー
ペ

を
出

し
て

解
説

を
し

て
く

れ
、

幼
稚

園
か

ら
持

っ
て
⾏

っ
た
⽯

を
⾒

て
「

こ
れ

は
、
昔
噴
⽕

で
⾶

ん
で

き
た
⽯

か
も

し
れ

な
い
」

と
⼀
⾔

。
B

児
、
G

児
は

⼤
喜

び
で

、
園

に
戻

っ
て

か
ら

ク
ラ

ス
の
仲
間

に
「

幼
稚

園
に
⽕
⼭

の
⽯

が
あ

る
ん

だ
！
」

と
嬉

し
そ

う
に

報
告

す
る

と
、
み

ん
な

も
⼀

緒
に
喜

ん
で

い
た

。
 

 ⑨
 
［
c］
今

の
⼦

ど
も

た
ち

の
関
⼼

を
⽀

え
て

い
き

 
た

い
と

考
え

、
専
⾨
家

で
あ

る
校

⻑
先

⽣
と

の
出

会
い

の
場

を
設

定
し

た
。

こ
れ

ま
で

の
⾃

分
た

ち
の

取
り

組
み

を
認

め
て

も
ら

え
た

こ
と

で
、

⼦
ど

も
た

ち
は
誇

ら
し

さ
を

感
じ

て
い

た
の

で
は

な
い

か
。

 
［
b］
専
⾨
家

で
あ

る
校

⻑
先

⽣
も

⼦
ど

も
た

ち
も

、
同

じ
興

味
で

つ
な

が
り

、「
⽯
」
へ

の
探

究
を
お

も
し

ろ
が

っ
て

い
る

様
⼦

が
⾒

ら
れ

た
。

 
［
c］
「

幼
稚

園
に

あ
っ

た
も

の
が
⽕
⼭

の
⽯

か
も

し
れ

な
い
！
」

と
い

う
報
告

は
、

⼦
ど

も
た

ち
に

と
っ

て
、

⼤
き

な
驚

き
に

つ
な

が
っ

た
よ

う
だ

っ
た

。
こ

れ
ま

で
B

児
の
関
⼼

や
⽯

に
つ

い
て

の
発

⾒
を
共
有

し
て

き
た

こ
と

で
、
他

の
友

達
も

⼀
緒

に
喜

べ
た

の
だ

ろ
う

。［
a］
B

児
は

、
こ

こ
で

の
出
会

い
を

き
っ

か
け

に
さ

ら
に
鉱
物
へ

の
興

味
を

広
げ

て
い

っ
た

。
 

２
⽉
20

⽇
 

「
こ

こ
の
階
段

は
ウ
ン
モ

と
セ
キ
エ

イ
で

で
き

て
る

ん
だ

ね
」

 
➉

⼦
ど

も
達

の
⽯
へ

の
興

味
や
探

究
⼼

が
続

い
て

い
た

こ
と

も
あ

り
、

２
⽉

の
遠

⾜
で

は
、「
⼭
梨
県
ジ
ュ
エ
リ

ー
ミ
ュ

ー
ジ
ア

ム
」

を
訪

れ
る

こ
と

に
し

た
。
甲
府
駅
構
内

の
階
段

を
歩

い
て

い
た

時
に
ふ

と
B

児
が
「

こ
こ

の
階
段

は
、

ウ
ン

モ
と
セ
キ
エ

イ
で

で
き

て
る

ん
だ

ね
」

と
つ
ぶ

や
い

た
。
周

り
に

い
た

⼦
も
「
ホ
ン

ト
だ
！
」

と
階
段

に
注
⽬

。
こ

れ
ま

で
探

究
し

て
き

た
⽯
へ

の
関
⼼

を
つ

な
げ

、
⼦

ど
も

た
ち

が
階
段

の
素

材
に

ま
で
⽬

が
向

く
よ

う
に

な
っ

て
い

た
こ

と
に

保
育
者

は
驚

い
た

。
 

   ➉
［
c］

⼦
ど

も
た

ち
の

興
味

、
探

究
⼼

が
続

い
て

い
る

こ
と

を
ふ

ま
え

、
年

⻑
最

後
の
遠

⾜
の
⾏

き
先

を
「
ジ
ュ
エ
リ

ー
ミ
ュ

ー
ジ
ア

ム
」

に
選

ん
だ

。
 

［
b］

 
B

児
の
気

づ
き

か
ら

⼦
ど

も
た

ち
が
遠

⾜
に
向

か
う
途
中

の
階
段

の
素

材
ま

で
に
⽬

を
向

け
、

こ
れ

ま
で

の
経
験

と
つ

な
げ

て
い

る
様

⼦
が

捉
え

ら
れ

た
。

 

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。 

【
⼀

⼈
⼀

⼈
の
中

か
ら
湧

き
上

が
っ

た
興

味
・
関
⼼

を
も

と
に

、
⼦

ど
も

の
ペ

ー
ス

で
取

り
組

ん
で

い
く

こ
と

】
 

 
「
富

⼠
⾵
⽳
」

や
「
富

⼠
⼭
科

学
研

究
所
」

で
の
体
験

が
⼦

ど
も

た
ち

の
⼼

を
揺

さ
ぶ

り
、

そ
の

後
の
活
動
へ

と
つ

な
が

っ
て

い
っ

た
。

②
③
④
⑧

の
場
⾯

で
は

、
マ
グ

マ
や
森

の
再

⽣
、
噴
⽕

、
富

⼠
⼭

、
⽯

と
い

っ
た

⼀
⼈

⼀
⼈

に
異

な
る

興
味

・
関
⼼

が
⽣

ま
れ

、「
も

っ
と
知

り
た

い
」

と
い

う
思

い
を
原
動
⼒

に
、

そ
れ
ぞ

れ
が
探

究
を

進
め

て
い

っ
た

。
 

い
ず

れ
の
活
動

も
⼦

ど
も

た
ち

⼀
⼈

⼀
⼈

の
中

か
ら

⾃
然

に
湧

き
上

が
っ

て
き

た
興

味
や
関
⼼

が
軸

と
な

っ
て

お
り

、
個

々
の

⼦
ど

も
の

思
い

や
こ

だ
わ

り
が

、
そ

の
⼦

ら
し

く
表

れ
て

い
る

こ
と

に
意

味
が

あ
る

と
捉

え
た

。
ま

た
き

っ
か

け
は
林
間
保

育
で

の
共
通
体
験

で
あ

っ
た

が
、

そ
の

後
の
展
開

は
⼦

ど
も

が
主
体

と
な

り
、

⾃
分

た
ち

な
り

に
考

え
、

試
す

と
い

う
過
程

を
⼦

ど
も

た
ち

の
ペ

ー
ス

で
積
み
重

ね
て

き
た

。
こ

う
し

た
積
み
重

ね
が

、「
⾃

分
た

ち
の
活
動

で
あ

る
」と

い
う
実

感
を

も
ち

な
が

ら
学

び
を

進
め

て
い

く
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

 
【「
お

も
し

ろ
さ
」

を
も

と
に

⼦
ど

も
同

⼠
が

つ
な

が
っ

て
い

く
こ

と
】

 
 
林
間
保

育
で

の
共
通
体
験

を
ベ

ー
ス

に
「

こ
の

前
歩

い
た

場
所

に
似

て
る
」「

マ
グ

マ
が

⾒
た

い
！
」「
⽯

を
割

っ
て
み

た
い
」

な
ど

、
そ

の
時

々
の

⼦
ど

も
た

ち
の
⼩

さ
な
気

づ
き

や
お

も
し

ろ
さ

が
次

々
と
新

た
な
活
動
へ

と
広

が
っ

て
い

っ
た

。
①
④
➉

で
は

、
そ

れ
ぞ

れ
が

発
⾒

し
た

こ
と

や
気
付

い
た

こ
と

を
お

も
し

ろ
が

り
な

が
ら

伝
え
合

う
中

で
、

⼦
ど

も
同

⼠
の

学
び
合

い
が

⽣
ま

れ
て

い
っ

た
と
捉

え
て

い
る

。
 

こ
の

よ
う

に
個

々
の

興
味

・
関
⼼

が
⼦

ど
も

に
と

っ
て

の
「
お

も
し

ろ
さ
」

と
し

て
共
有

さ
れ

、
つ

な
が

っ
て

い
く

こ
と

で
、
協
働
的

な
学

び
と

し
て

⼦
ど

も
た

ち
の
中

に
⾃
然

に
し
み
込

ん
で

い
く

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
 

【
他
者

の
存
在

に
よ

る
学

び
の
深

ま
り

】
 

廊
下

に
「
富

⼠
⼭
科

学
研

究
所
」

を
開

設
し

た
⑥

の
場
⾯

で
は

、「
『
ふ

ん
か
』

っ
て

な
あ

に
？
」

と
問

い
か

け
て

く
れ

た
年
中

児
の
存
在

が
あ

っ
た

。
ま

た
、
⑨

の
「

幼
稚

園
に
⽕
⼭

の
⽯

が
あ

る
ん

だ
！
」

と
い

う
場
⾯

で
は

、
専

⾨
家

と
し

て
の
校

⻑
先

⽣
の
存
在

が
学

び
を

広
げ

る
契
機

と
な

っ
た

。
 

⑥
 

で
は
「

⾃
分

た
ち
」

と
は
違

う
「
⼩

さ
い

⼦
」

が
関
⼼

を
寄
せ

て
く

れ
た

こ
と

で
、

年
⻑

児
が

よ
り
互

い
を
仲

間
と

し
て

よ
り
意
識

し
、「
⼩

さ
い

⼦
に

も
わ

か
る

よ
う

に
」

と
相
談

し
合

っ
た

り
、

伝
え

る
喜

び
を
共
有

し
た

り
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

こ
う

し
た

や
り

と
り

が
、
協
働
的

な
学

び
の
姿

に
つ

な
が

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
 

 
⼀
⽅
⑨

で
は

、
専
⾨
家

と
の
出
会

い
を
通

し
て

、
B

児
が
鉱
物

に
対

す
る

⾃
分

の
興

味
を

さ
ら

に
深

め
て

い
く
姿

が
捉

え
ら

れ
た

。
⾃

分
の

好
き

な
こ

と
を
通

し
て
他
者

と
つ

な
が

り
、
認

め
て

も
ら

え
た
経
験

が
喜

び
や

⾃
信

と
な

り
、

よ
り

個
別
的

な
探

究
⼼

が
く

す
ぐ

ら
れ

た
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
 

２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
【

⼦
ど

も
の

興
味

・
関
⼼

、
思

い
に
応

じ
た

環
境

設
定

】
 

 
保

育
者

は
、そ

の
時

々
の

⼦
ど

も
の

興
味

・
関
⼼

に
寄

り
添

い
な

が
ら

、実
際

に
⼦

ど
も

た
ち

の
⼒

で
試

し
た

り
、

⼯
夫

し
た

り
で

き
る

よ
う

な
時
間

と
場

を
保
障

し
て

き
た

。
そ

の
中

で
③
④
⑧

の
場
⾯

で
は

、
⼦

ど
も

が
そ

れ
ぞ

れ
に
「

や
っ

て
み

た
い
」

と
思

っ
た

こ
と

を
試

し
、

個
々

の
学

び
を
深

め
て

い
く
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
ま

た
、
⑥

の
場
⾯

で
は

、
⼦

ど
も

と
⼀

緒
に
適
切

な
素

材
や
表
現

の
仕
⽅

を
考

え
て

い
く

こ
と

で
、「
⼩

さ
い

⼦
に
わ

か
り

や
す

く
伝

え
た

い
」

と
い

う
⼦

ど
も

た
ち

の
思

い
を
⽀

え
る

こ
と

が
で

き
た

の
で

は
な

い
か

。
 

【
視
覚
化

と
語

り
合

い
に

よ
る
活
動

の
共
有

】
 

 
保

育
室
内

に
は

、
活
動

の
様

⼦
が
わ

か
る
写
真

や
⽳

の
深

さ
を
測

っ
た

ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
を
掲
⽰

し
、

テ
ラ

ス
に

は
掘

り
出

し
た
⽯

の
現
物

を
展
⽰

す
る

な
ど

、
ク

ラ
ス

の
誰

も
が
視
覚
的

に
捉

え
ら

れ
る

⼯
夫

を
⾏

っ
て

き
た

。
活

動
に
直
接

加
わ

っ
て

い
な

い
⼦

ど
も

に
と

っ
て

も
、

友
達

の
取

り
組
み

を
知

る
き

っ
か

け
と

な
り

、
様

々
な

⼦
ど

も
が
参

加
す

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
で

、
関
⼼

の
持
続

や
広

が
り

が
⾒

ら
れ

た
。

 
さ

ら
に

、「
何

し
よ

う
会
」「

何
し

た
の
会
」

で
は

、
活
動

の
様

⼦
を
モ
ニ

タ
ー

に
映

し
な

が
ら
紹
介

し
、

取
り

組
ん

で
い

る
⼦

ど
も

⾃
⾝

が
⾃

分
な

り
の
⾔
葉

で
伝

え
、
関
⼼

を
も

っ
た

友
達

が
⾃
由

に
質
問

で
き

る
場

を
設

け
て

い
る

。
こ

う
し

た
語

り
合

い
を
通

し
て

、
活
動

が
ク

ラ
ス

で
共
有
化

さ
れ

て
い

っ
た

と
考

え
る

。
 

ま
た

同
時

に
、

取
り

組
ん

で
い

る
⼦

ど
も

た
ち

⾃
⾝

が
⾔
語
化

し
て

伝
え

よ
う

と
す

る
過
程

で
、

⾃
分

た
ち

の
活

動
を
振

り
返

り
、
新

た
な
気

づ
き

や
興

味
を

広
げ

て
い

く
こ

と
に

も
つ

な
が

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
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「
も

り
組

相
撲

」
 

 
園

名
：
新
潟

⼤
学

附
属

幼
稚

園
 

 【
10

⽉
下
旬

】
 

期
の

ね
ら

い
：

友
達

と
話

し
合

い
、
合
意

を
図

り
な

が
ら

、
意
欲
的

に
遊

び
を
創

り
出

す
 

〇
新

し
い

発
⾒

を
⾃

分
の

遊
び

に
取

り
⼊

れ
る
⽅
法

を
考

え
る

。
 

〇
⾃

分
の

や
り

た
い

遊
び

に
意
欲

を
も

っ
て
向

か
い

、
⼯

夫
を
重

ね
な

が
ら

じ
っ

く
り

と
浸

る
。

 
〇

感
じ

た
こ

と
を
⾔
葉

で
伝

え
な

が
ら

、
遊

び
へ

の
思

い
を
重

ね
協
⼒

す
る

。
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
 
９

⽉
中
旬

の
あ

る
⽇

、
遊

び
の
振

り
返

り
を

し
た
際

に
、
⾊

々
な
お
店

が
で

き
て

い
る

こ
と

に
気
付

い
た

⼀
⼈

の
⼦

が
「

ま
ち
み

た
い
」

と
つ
ぶ

や
い

た
。

そ
れ

を
聞

い
た

友
達

が
「

も
り
ぐ
み

ま
ち
」

を
作

ろ
う

と
提
案

し
、
翌

⽇
か

ら
学

級
全
体

で
の

ま
ち

づ
く

り
が

始
ま

っ
た

。
道
路

や
お
店

な
ど

、
⼀

⼈
⼀

⼈
が

⾃
分

の
か

た
ち

に
し

た
い

も
の

を
考

え
て

、
⼯

夫
し

て
い

た
。

教
師

は
、

⼀
⼈

⼀
⼈

が
や

り
た

い
こ

と
に
向

か
え

る
よ

う
に

、
⼀

⼈
⼀

⼈
の

興
味

・
関
⼼

や
こ

だ
わ

っ
て

い
る

と
こ

ろ
は

何
か
捉

え
よ

う
と

試
み

た
。

本
物

ら
し

さ
を
追

究
し

て
い

る
と
捉

え
た

教
師

は
、
絵

本
や
図
鑑

、
写
真

な
ど

、
本
物

を
⾒

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

環
境

を
構
成

し
た

。
ま

た
、

⼀
⼈

⼀
⼈

の
イ

メ
ー
ジ

を
共
有

で
き

る
よ

う
に

、
遊

び
の
振

り
返

り
を
意
図
的

に
設

定
し

、
友

達
の
作

っ
た

も
の

や
こ

だ
わ

っ
た
点

を
共
有

し
た

。
⽇

を
重

ね
る
ご

と
に

、
ま

ち
が

広
が

っ
て

い
き

、
約

1か
⽉
間

、
み

ん
な

の
わ

く
わ

く
が

つ
ま

っ
た

ま
ち

で
、

や
り

た
い

遊
び

を
楽

し
ん

だ
。

 
２

．
事

例
の

記
⼊

 
10

⽉
22

⽇
 

①
校

園
内

に
散
歩

に
出

か
け

た
。
Ａ

児
は
落

ち
葉

を
放

り
投
げ

て
遊
ぶ

友
達

を
⾒

て
、「

相
撲

の
塩
み

た
い
」

と
感

じ
た

。
 

②
Ａ

児
は

、
近

く
の

友
達

に
「

相
撲

し
よ

う
」

と
声

を
か

け
て

、
取

組
を

楽
し

ん
だ

。
 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
[a
]3
歳

児
、
4歳

児
学

級
の
際

に
、

相
撲

を
し

て
楽

し
ん

だ
経
験

や
相
撲

を
⾒

た
経
験

が
つ

な
が

っ
て

い
る

の
だ

ろ
う

。
 

②
[b
]友

達
と

相
撲

の
イ
メ

ー
ジ

や
楽

し
み

が
共
有

さ
れ

た
。
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⽉
23

⽇
 

③
⼟
俵

に
⾒

⽴
て

ら
れ

る
よ

う
、

⼟
俵

が
描

い
て

あ
る

マ
ッ

ト
を

遊
戯
室

に
⽤
意

し
て
お

い
た

。
 

④
登

園
後

、
そ

の
マ

ッ
ト

を
⾒

つ
け

た
Ａ

児
は

、
そ

の
場

に
い

る
友

達
を
誘

い
、

相
撲

を
取

り
始

め
た

。
 

⑤
Ａ

児
や

そ
の

友
達

の
相
撲

の
取

組
を

⾒
て

い
た
Ｂ

児
は

お
客

さ
ん

⽤
の
座
布

団
を

⽤
意

し
、
Ｃ

児
は
紙

ス
ト
ロ

ー
に
画

⽤
紙

を
貼

っ
て
軍
配

を
作

り
、「
私

は
⾏
司

を
や

る
」

と
⾔

っ
た

。
 

⑥
A

児
は

、「
ま
わ

し
を
作

っ
て

こ
な

い
と
」

と
つ
ぶ

や
き

、
保

育
室

に
も

ど
っ

た
。

素
材

の
中

か
ら
細

⻑
く
切

っ
て

あ
る
⽜
乳
パ

ッ
ク

の
ベ

ル
ト

を
選
ぶ

と
、
腰

に
巻

き
付

け
て

ま
わ

し
を
作

っ
た

。
も

う
⼀

つ
⽜
乳
パ

ッ
ク

の
ベ

ル
ト

を
⼿

に
取

り
、
⿊

い
折

り
紙

で
作

っ
た

ま
げ

を
つ

け
た

。
で

き
あ

が
っ

た
も

の
を

頭
に
付

け
て
「

ち
ょ

ん
ま
げ
！
」

と
い

う
と

、「
誰

で
も
来

お
い
！
！
」

と
⼤

き
な
声

を
あ
げ

な
が

ら
、

遊
戯
室

の
⼟

俵
へ
向

か
っ

て
⾏

っ
た

。
 

⑦
A

児
は

、
⾏
司

に
な

っ
た
B

児
の
「

は
っ

け
よ

ー
い

、
の

こ
っ

た
」

と
い

う
か

け
声

に
合
わ
せ

て
、

友
達

と
取

組

 ③
[c
]年

少
児

、
年
中

児
の
際

も
相
撲

を
楽

し
ん

で
い

た
こ

と
か

ら
、

遊
び

が
続

く
と
予
想

し
、

環
境

を
構
成

し
た

。
 

④
[a
]前

⽇
と

同
じ

よ
う

に
取

組
を

す
る

楽
し

さ
を

感
じ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
。

 
⑤
[b
]相
撲

を
す

る
友

達
の
姿

が
き

っ
か

け
と

な
り

、
⽣
活
経
験

と
つ

な
い

で
遊

び
が

⽣
ま

れ
て

い
る

。
 

 ⑥
[a
]相
撲

を
よ

り
楽

し
む
⽅
法

を
考

え
た

の
だ

ろ
う

。
そ

れ
が

、
⼒

⼠
に

な
り

き
る

こ
と

だ
っ

た
と
捉

え
て

い
る

。
 

          ⑦
[b
]「

相
撲
」

が
共
通

の
イ
メ

ー
ジ

に
な

り
、

遊
び

の
中

で
決

ま
り

が
共
有

さ
れ

て
始

め
て

い
る

。
 

を
楽

し
ん

だ
。

 
⑧
決
着

が
つ

く
と
B

児
は

、
勝

っ
た
A

児
に

は
⾦
⾊

の
ト

ロ
フ
ィ

ー
を

、
負

け
た
C

児
に

は
銀
⾊

の
ト
ロ
フ
ィ

ー
を

渡
し

た
。
A

児
は
「

よ
っ

し
ゃ

ー
」

と
笑
顔

を
⾒
せ

た
。

 

 ⑧
[b
]「

相
撲
」

に
対

す
る

思
い

思
い

の
関
わ

り
⽅

が
、

つ
な

が
り

始
め

て
い

る
。
[c
]多

様
な
関
わ

り
⽅

の
ど

れ
も

を
認

め
る
⾔
葉

が
け

や
保

育
者

の
姿
勢

が
要

因
で

は
な

い
か

。
 

10
⽉
24

⽇
 

⑨
A

児
を
含

め
た
数

⼈
で

相
撲

を
取

っ
て

い
た

。
そ

の
う

ち
に

ト
ー

ナ
メ
ン

ト
表

を
作

る
こ

と
に

な
っ

た
。
A

児
は

ト
ー

ナ
メ
ン

ト
表

を
作

り
な

が
ら

、「
こ

の
相
撲

は
最

後
に

勝
っ

た
⼈

が
優
勝

だ
よ
」

と
つ
ぶ

や
き

、
周

り
の

友
達

も
う

な
ず

い
て

い
た

。
 

⑩
B

児
は
⼒

⼠
が

⼟
俵
へ

⼊
場

す
る
際

の
道

を
作

り
た

い
と

考
え

た
。
ご

ざ
を
敷

い
て

道
を
作

り
、「
お

相
撲

さ
ん

は
こ

こ
か

ら
⼊

場
す

る
よ
」

と
友

達
に

伝
え

た
。

 
⑪

遊
び

の
振

り
返

り
の

時
間

に
は

、
こ

れ
ま

で
相
撲

を
し

て
こ

な
か

っ
た
D

児
や
E

児
が
「
私

も
相
撲

を
や

っ
て
み

た
い
」

と
⾔

う
の

を
聞

い
た
A

児
が

、
横
綱
（
A

児
）

と
相
撲

が
で

き
る
体
験
会

を
開

い
た

。
 

 ⑨
[a
]実
際

の
相
撲

の
勝
敗

の
仕

組
み

と
は
異

な
る

。
Ａ

児
や

友
達

の
⽣
活
経
験

が
反
映

さ
れ

た
仕

組
み

に
ア

レ
ン
ジ

さ
れ

て
い

る
。
[b
]こ

の
こ

と
が

、
遊

び
の
中

で
⾃
然

と
共
有

さ
れ

て
い

る
。

 
 ⑩
[a
]実
際

の
相
撲

を
⾒

た
経
験

か
ら

、
思

い
を

形
に

し
よ

う
と

し
て

い
る

。
 

 ⑪
[c
]相
撲

に
対

す
る

興
味

の
⾼

ま
り

を
⾒

取
り

、
学

級
全
体

で
の

遊
び

の
振

り
返

り
の

時
間

を
設

け
た

。
[b
]友

達
の

思
い

を
聞

い
た

こ
と

で
、

友
達

の
興

味
に

気
付

い
た

の
で

は
な

い
か

。
あ

く
ま

で
も

相
撲

の
イ
メ

ー
ジ

の
中

で
、

友
達

に
合
わ
せ

て
遊

び
の
⽂
脈

を
構
成

し
直

そ
う

と
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
10

⽉
27

⽇
 

⑫
F

児
は

、
遊
戯

室
に
置

い
て

あ
っ

た
絵

本
を

⾒
て

、
国
技
館

の
よ

う
な

吊
り
屋
根

を
再
現

し
た

い
と

考
え

た
。
ロ

ー
プ

を
張

り
、

レ
ー

ス
状

の
布

を
引

っ
掛

け
て

⼟
俵

の
上

に
屋
根

を
作

っ
た

。
 

⑬
遊

び
の
振

り
返

り
の

時
間

に
G

児
が
「（

相
撲

が
）

⾒
え

な
い

よ
。

⼤
き

す
ぎ

て
。」

と
⾔

う
と

、
A

児
と
F

児
が

屋
根

の
下

で
相
撲

を
試

し
て
み

た
。

す
る

と
屋
根

で
隠

れ
て

し
ま

い
、

相
撲

が
⾒

え
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
他

の
⼦

た
ち

が
気
付

い
た

。
 

⑭
B

児
が
「

だ
っ

た
ら

、
ひ

も
を

あ
そ

こ
に

か
け

た
ら

、
⾼

く
な

る
か

ら
…
」

と
提
案

す
る

と
、
翌

⽇
は
屋
根

を
⾼

く
し

て
や

っ
て
み

る
こ

と
に

な
っ

た
。

 

 ⑫
[c
]ま
わ

し
や

ま
げ

、
⼟
俵
周

り
の
作

り
込
み

か
ら

本
物

ら
し

さ
を
追

究
し

よ
う

と
し

て
い

る
こ

と
を

⾒
取

り
、
図
鑑

や
写
真

を
⽤
意

し
て

い
た

。
そ

れ
が

き
っ

か
け

と
な

り
、
Ｆ

児
の

遊
び

に
つ

な
が

っ
た

。
 

     ⑬
[b
]遊

び
の
最
中

は
気
付

か
な

か
っ

た
こ

と
に

、
振

り
返

り
の

時
間

で
気
付

い
て

い
る

。
 

   ⑭
[b
]友

達
の
困

っ
て

い
る

こ
と

に
共

感
し

、
解
決
策

を
考

え
て

い
る

。
[c
]遊

び
の
振

り
返

り
を
繰

り
返

し
意
図
的

に
設

定
し

て
き

た
こ

と
で

、
イ
メ

ー
ジ

の
共
有

が
⾏
わ

れ
、

友
達

の
思

い
を

⼤
切

に
し

な
が

ら
解
決

を
図

ろ
う

と
す

る
姿

に
つ

な
が

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
 

10
⽉
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⑮
⼦

ど
も

と
保

育
者

と
で
吊

り
屋
根

の
⾼

さ
を

調
節

し
た

。
良

さ
そ

う
な
⾼

さ
に

な
る

と
、
A

児
と
G

児
が

試
し

に
相
撲

を
と

っ
て
み

た
。
保

育
者

も
⽴

ち
合

い
な

が
ら

「
ど

う
？
」

と
聞

く
と

、
A

児
は
「

や
り

や
す

い
」

と
答

え
た

。
保

育
者

が
「

⾒
て

た
⼈

は
？
」

と
聞

く
と

、
観
客

席
で

⾒
て

い
た
D

児
や
E

児
は
「

⾒
や

す
い
」

と
答

え
た

。
 

⑯
遊

び
の
振

り
返

り
の
際

に
B

児
は
「

さ
く

ら
組
（

年
少

組
）

と
ば

ら
組
（

年
中

組
）

に
も

⾒
て
ほ

し
い
」

と
伝

え
、

友
達

も
返

事
を

し
た

り
、

う
な

ず
い

た
り

し
て
共

感

 ⑮
[b
]前

⽇
か

ら
の
流

れ
で

、
⾃

分
な

り
の
関
わ

り
⽅

で
相
撲

に
向

き
合

っ
て

い
る
姿

の
現

れ
で

は
な

い
か

。
 

    ⑯
[c
]⾃

分
た

ち
が

そ
の

場
で
⼗

分
に

楽
し

ん
だ

か
ら

こ
そ

、
他
者

に
も

そ
の

楽
し

さ
を

⾒
て
ほ

し
い

と
い

う
思

い
に
変
化

し
て

い
っ

た
。
[b
]下

級
⽣

を
招

待
し

た
い

と
い

う
思

い
が
共
有

さ
れ

、
共
通

の
⽬
的

に
な

っ
て
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し
て

い
た

。
 

い
っ

た
。

 

10
⽉
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⑰
G

児
と
B

児
は

相
談

し
な

が
ら

プ
ロ
グ

ラ
ム

を
、
F

児
と
H

児
は
招

待
状

を
、
A

児
は

チ
ケ

ッ
ト
作

り
を

始
め

た
。
A

児
は
在

園
児

⼀
⼈

⼀
⼈

に
チ
ケ

ッ
ト

を
渡

し
た

い
と

考
え

て
い

た
が

、
枚
数

が
多

か
っ

た
た

め
、「
誰

か
⼿

伝
っ

て
」

と
⾔

っ
た

。
そ

れ
を

聞
い

て
い

た
D

児
や
E

児
が

チ
ケ

ッ
ト
作

り
を

⼿
伝

い
始

め
た

。
 

⑱
A

児
は

、
実
際

に
年

少
組

の
保

育
室
へ
⾏

き
、

名
前

を
確

か
め

て
、

D
児

に
「
次

、
○

○
ち
ゃ

ん
や

っ
て
」

と
伝

え
た

。
 

 ⑰
[a
][
b]
共
通

の
⽬
的

に
向

か
い

、
⾃

分
の

や
り

た
い

こ
と

と
必
要

な
こ

と
を
結

び
付

け
な

が
ら
動

き
出

し
て

い
る

。
⽬
的

が
共
有

さ
れ

て
い

る
か

ら
こ

そ
、

⾃
然

と
⾒
通

し
を
共
有

し
た

り
、
共

同
作
業

が
始

ま
っ

た
り

し
て

い
る

。
 

 ⑱
[c
]こ

れ
ま

で
の
経
験

か
ら

、
招

待
さ

れ
た

⼈
が

ど
う

し
た

ら
喜
ぶ

の
か

を
考

え
て

、
実
⾏

し
よ

う
と

し
て

い
る

。
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⽉
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⑱
年

⻑
組
全
員

で
、

年
少

組
と

年
中

組
の
保

育
室
へ
⾏

き
、
招

待
状

と
チ
ケ

ッ
ト

を
渡

し
て

、
明

⽇
の

相
撲

⼤
会

に
来

て
ほ

し
い

こ
と

を
伝

え
た

。
A

児
や
B

児
は

、
年
中

組
が
⾊

々
な

も
の

を
作

っ
て

遊
ん

で
い

た
こ

と
に
気
付

く
と

、「
好

き
な
服

を
着

て
来

て
も

い
い

よ
」

と
伝

え
て

い
た

。
 

⑲
年

⻑
組

の
保

育
室

に
戻

る
と

、
横
綱

が
作

っ
た
お
弁

当
屋

さ
ん

、
⼒

⼠
と

⼀
緒

に
記
念
撮
影

が
で

き
る
写
真
屋

さ
ん

を
作

り
始

め
た

。
 

 ⑱
[b
][
c]

相
撲

に
対

し
て

思
い

思
い

の
関
わ

り
⽅

で
楽

し
ん

で
き

た
経
験

が
、

下
級

⽣
の

遊
び

も
⼤
切

に
し

な
が

ら
、

相
撲

を
楽

し
ん

で
も

ら
お

う
と

す
る
姿

に
つ

な
が

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

。
 

  ⑲
[a
][
b]

ど
う

す
れ
ば

相
撲

や
そ

の
場

が
も

っ
と

楽
し

く
な

る
の

か
考

え
て

、
場

を
再
構
成

し
よ

う
と

し
て

い
る

。
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⑳
年

少
組

や
年
中

組
が

遊
戯
室

に
や

っ
て

く
る

と
、
A

児
は
席
へ
案
内

し
た

。
H

児
は
お
弁

当
屋

さ
ん

の
店
員

さ
ん

に
な

っ
て

、
年

少
児

た
ち

に
お
弁

当
を
販
売

し
た

。
G

児
が
写
真
屋

さ
ん

に
お
客

さ
ん

を
呼

び
込
み

、
F

児
が
カ
メ

ラ
で
写
真

を
撮

っ
た

。
D

児
や
E

児
は
BG

M
に
合
わ
せ

て
ダ
ン

ス
を
踊

り
、

場
を
盛

り
上
げ

た
。

 
㉑
A

児
が
「
お
弁

当
屋

さ
ん

で
買

う
の

は
、

あ
と

⼀
分

で
す

。」
と
声

を
か

け
る

と
、
B

児
は

⽴
っ

て
い

る
お
客

さ
ん

に
「
み

な
さ

ん
席

に
つ

い
て

く
だ

さ
ー

い
」

と
伝

え
て

い
た

。
 

㉒
A

児
が
⼒

⼠
の

名
前

を
呼
ぶ

と
、
B

児
と
G

児
が

⼊
場

し
た

。
⾏
司

に
な

っ
た
A

児
の
「

は
っ

け
よ

ー
い

、
の

こ
っ

た
」

の
か

け
声

に
合
わ

せ
て

相
撲

を
取

っ
た

。
 

㉓
相
撲

⼤
会

が
終
わ

る
と
A

児
は

、「
も

り
組

ト
ン
ネ

ル
作

る
よ

ー
」

と
⾔

い
、

⼿
で
ア

ー
チ

を
作

っ
て
お
客

さ
ん

を
⾒
送

っ
た

。
 

 ⑳
[b
]⾃

分
が

や
り

た
い

こ
と

と
つ

な
げ

な
が

ら
、

そ
の

場
を
盛

り
上
げ

よ
う

と
し

て
い

る
。

 
    ㉑
[c
]全
体

の
流

れ
や

こ
の

後
の

⾒
通

し
を
共
有

し
な

が
ら

、
遊

び
を
続

け
よ

う
と

す
る
姿

と
捉

え
て

い
る

。
 

  ㉒
[c
]メ

イ
ン

と
な

る
「

相
撲

の
取

組
」

が
あ

る
こ

と
で

、
そ

こ
に
向

か
う

⾒
通

し
が

も
ち

や
す

か
っ

た
の

で
は

な
い

か
。

⼀
⼈

⼀
⼈

が
「

取
組
」

に
向

け
て

、
⾃

分
の

遊
び

を
調

整
し

て
い

た
。

 
   ㉓
[a
][
b]

下
級

⽣
に

感
謝

を
伝

え
つ

つ
送

り
出

し
た

い
と

い
う
Ａ

児
の

願
い

を
捉

え
た

友
達

が
、
動

き
出

し
た

場
⾯

と
捉

え
て

い
る

。
 

 

 
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
 

【
共
通

の
イ
メ

ー
ジ

の
中

で
、

⼀
⼈

⼀
⼈

が
や

り
た

い
こ

と
を

⾒
出

す
】

 
〇

環
境

や
⾃

分
た

ち
が
構
成

し
た

場
の
中

で
や

り
た

い
こ

と
を

⾒
出

し
て

い
た
姿

は
、

ま
さ

に
個
別
最
適

な
学

び
の
姿

と
捉

え
て

い
る

。
⼀

⼈
⼀

⼈
が

や
り

た
い

こ
と

に
向

か
い

な
が

ら
も

、
友

達
の

遊
び

に
影
響

を
受

け
た

り
、
共
通

の
⽬

的
に
向

か
っ

て
⾃
然

と
役

割
が

分
か

れ
て

い
っ

た
り

し
た

。
個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
を
往
還

さ
せ

て
い

る
姿

で
は

な
い

か
。

本
事

例
か

ら
、

⼀
⼈

⼀
⼈

の
遊

び
の
充
実

が
協
働
的

な
学

び
の
質

を
⾼

め
て

い
く

こ
と

に
つ

な
が

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
。

 
 【
共
通

の
⽬
的

が
⽣

ま
れ

、
⾃
然

な
協

同
へ

】
 

〇
ま

ず
は

、⾃
分

の
や

り
た

い
こ

と
、か

た
ち

に
し

た
い

も
の

に
向

か
っ

て
⼗

分
に
体

と
⼼

を
動

か
し

て
遊

び
込

ん
だ

。
そ

こ
で

は
、「

よ
り

本
物

ら
し

く
し

た
い
」、
「

よ
り

楽
し

い
相
撲

に
し

た
い
」

な
ど

、
⼀

⼈
⼀

⼈
が

⾃
分

の
願

い
を
追

究
し

て
い

た
。

そ
の

願
い

が
重

な
り
合

う
部

分
が
増

え
て

い
っ

た
こ

と
で

、
学

級
み

ん
な

で
楽

し
む

相
撲

が
実
現

し
た

の
で

は
な

い
か

。
学

級
み

ん
な

で
楽

し
み

、
⾃

分
た

ち
が
⼗

分
に

相
撲

遊
び

を
や

り
込

ん
だ

こ
と

で
、
他
者

を
招

き
た

い
と

い
う
⽬
的

が
⽣

ま
れ

、
⾃
然

な
協

同
へ

つ
な

が
っ

た
。

 
 ２
）

 こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 

【
⼀

⼈
⼀

⼈
の

や
り

た
い

を
⽀

え
る
豊

か
な

環
境

、
経
験

】
 

〇
本

事
例

は
、
散
歩

で
出

か
け

た
広

場
に
落

ち
て

い
た
葉

っ
ぱ

が
、

相
撲

の
塩

に
⾒

⽴
て

ら
れ

そ
う

と
感

じ
た

と
こ

ろ
か

ら
始

ま
っ

た
。

相
撲

遊
び

が
続

く
よ

う
に

な
っ

て
か

ら
も

、
保

育
者

は
⼦

ど
も

の
興

味
・
関
⼼

を
⾒

取
り

な
が

ら
、

本
物

ら
し

さ
や
⾯
⽩

さ
に

こ
だ
わ

る
⼦

ど
も

の
追

究
を
⽀

え
る

環
境
構
成

を
し

て
い

た
。

こ
の

環
境
構
成

が
個
別
最
適

な
学

び
の
充
実

を
⽀

え
て

い
た

の
で

は
な

い
か

。
ま

た
、
保

育
者

が
⼀

⼈
⼀

⼈
の

や
り

た
い

こ
と

や
、

そ
の

⼦
な

り
の

相
撲

遊
び
へ

の
関
わ

り
を
受

け
⽌

め
る
姿
勢

で
い

た
こ

と
も

⼤
き

な
要
因

と
考

え
ら

え
る

。
ま

ず
は
保

育
者

が
受

け
⽌

め
る

こ
と

で
、

⼦
ど

も
同

⼠
も
互

い
の

遊
び

を
受

け
⽌

め
る

こ
と

に
つ

な
が

っ
た

。
個
別
最
適

な
学

び
を
⽀

え
よ

う
と

す
る
保

育
者

の
姿
勢

が
、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

素
地

を
育

む
こ

と
に

も
つ

な
が

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
 

【
互

い
の

遊
び

を
共
有

す
る

】
 

〇
相
撲

遊
び

に
対

す
る

多
様

な
関
わ

り
⽅

が
⾒

ら
れ

て
い

た
こ

と
か

ら
、
保

育
者

は
、

⼦
ど

も
同

⼠
が
互

い
の

遊
び

に
気
付

き
、

友
達

の
わ

く
わ

く
を

取
り

⼊
れ

る
こ

と
で

、
遊

び
が

さ
ら

に
充
実

し
た

り
、
協

同
し

た
り

す
る
姿

に
つ

な
が

る
と

考
え

た
。

そ
こ

で
、
互

い
の

遊
び

が
⾒
合

え
る

よ
う

な
環

境
構
成

を
⼼
掛

け
た

。
ま

た
、

遊
び

の
振

り
返

り
を
⾏

い
、
互

い
の

遊
び

を
紹
介

し
合

う
機
会

を
継
続
的

に
設

定
し

た
。

こ
れ

ら
の
働

き
か

け
に

よ
り

、
互

い
の

遊
び

だ
け

で
な

く
、

イ
メ

ー
ジ

に
気
付

く
こ

と
が

で
き

た
。

こ
れ

ま
で

相
撲

遊
び

に
関
わ

ろ
う

と
し

な
か

っ
た

⼦
が

相
撲

を
や

っ
て

み
た

い
と

感
じ

る
よ

う
に

な
っ

た
り

、
相
撲

の
会

場
に
⾍

や
猫

の
た

め
の
席

が
で

き
た

り
し

た
。
互

い
の

遊
び

や
イ
メ

ー
ジ

を
取

り
⼊

れ
合

い
な

が
ら

、
学

級
み

ん
な

が
楽

し
め

る
場

や
遊

び
が
出
来
上

が
っ

て
い

っ
た

。
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「
ふ

じ
ぐ

み
て

つ
ど

う
は

く
ぶ

つ
か

ん
」

 
 

園
名

：
富
⼭

⼤
学

附
属

幼
稚

園
 

 【
５

〜
７

⽉
 

こ
の

時
期

の
ね

ら
い

】
 

○
様

々
な

素
材

を
⽤

い
な

が
ら

、
イ
メ

ー
ジ

を
膨

ら
ま
せ

て
遊
ぶ

こ
と

を
楽

し
む

。
 

○
互

い
の

思
い

や
考

え
を

伝
え
合

っ
て

、
遊

び
を

進
め

よ
う

と
す

る
。

 
○
⾝
近

な
環

境
に

⾃
分

か
ら
関
わ

り
、

発
⾒

を
楽

し
ん

だ
り

、
考

え
た

り
し

、
そ

れ
を

⽣
活

に
取

り
⼊

れ
よ

う
と

す
る

。
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
 

⼦
供

た
ち

は
、
気

の
合

う
友

達
と
誘

い
合

い
、
砂

場
で

の
⼭

や
⽔
路
作

り
、
草
花

を
使

っ
た
ジ
ュ

ー
ス
作

り
、
製

作
遊

び
な

ど
、

思
い

思
い

の
遊

び
を

楽
し

ん
で

い
る

。
こ

れ
ま

で
、

⾃
分

の
思

い
を
表

情
や
⾔
葉

、
動

き
、
作

っ
た

も
の
等

、
様

々
な

⼿
段

で
表
現

し
な

が
ら

友
達

と
⼀

緒
に

遊
ぶ
経
験

を
重

ね
て

き
た

。
そ

し
て

、
⾃

分
の

思
い

や
考

え
を

友
達

に
伝

え
る

だ
け

で
は

な
く

、「
こ

ん
な
ふ

う
に

し
た

い
の

だ
け

れ
ど

、
ど

う
か

な
？
」「

こ
う

す
る

の
は

ど
う
？
」

と
友

達
と
共
有

し
た

い
気
持

ち
が
⾼

ま
っ

て
い

る
。

 
 
Ａ

児
は

、
好

き
な

遊
び

の
時
間

に
、
製
作

し
た

り
絵

本
を
読

ん
だ

り
し

て
は

い
る

も
の

の
、

な
ん

と
な

く
物

⾜
り

な
さ

そ
う

な
様

⼦
が

⾒
受

け
ら

れ
た

。
そ

ん
な
Ａ

児
に

対
し

て
、

教
師

は
、

や
っ

て
み

た
い

と
思

え
る

遊
び

を
増

や
し

て
ほ

し
い

と
願

っ
て

い
る

が
、「

○
○

し
て
み

る
？
」

と
直
接
的

に
誘

っ
て

も
、
お

そ
ら

く
Ａ

児
は

遊
ば

な
い

と
捉

え
て

い
る

。
保
護
者

か
ら

、
電
⾞

が
好

き
と

聞
い

て
い

る
の

で
、「

で
ん

し
ゃ

の
ず

か
ん
」

を
絵

本
の

コ
ー

ナ
ー

に
配

置
し

、
さ

ら
に

教
師

が
電
⾞

を
つ

く
っ

て
遊
ぶ

様
⼦

を
⾒
せ

る
こ

と
を

き
っ

か
け

に
し

た
い

と
考

え
た

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

①
教

師
が
電
⾞

を
作

る
隣

や
向

か
い

に
Ａ

児
が
座

り
、
ア

ド
バ

イ
ス

を
す

る
⽇

々
が

１
週
間
ほ

ど
続

く
。

 
教

師
（
⽜
乳
パ

ッ
ク

で
ド

ク
タ

ー
イ
エ
ロ

ー
を
作

る
）

 
「
ド

ク
タ

ー
イ
エ
ロ

ー
っ

て
、
⻩
⾊

と
何
⾊

だ
っ

た
か

な
あ
…
」（
独

り
⾔

の
よ

う
に

つ
ぶ

や
く
）

 
Ａ

児
「
⻘

の
ラ

イ
ン

が
⼊

っ
て

い
る

よ
」

 
教

師
「
⻘

か
ぁ

。
ど

こ
か

な
あ
…
」（
絵

本
を

⾒
る
）

 
Ａ

児
「

こ
こ

だ
よ
！
」（
指

さ
す
）

 
教

師
「

本
当

だ
、

あ
り

が
と

う
。

じ
ゃ

あ
、
⻘
⾊

の
ガ

ム
テ

ー
プ

を
持

っ
て

こ
よ

う
。」

 
Ａ

児
「
細

い
ほ

う
が

い
い

と
思

う
。」
（
⻘

い
ビ
ニ

ル
テ

ー
プ

を
持

っ
て

く
る
）

 
教

師
「
確

か
に
！

使
っ

て
み

る
ね
！
…
Ａ
君

も
電
⾞

、
作

っ
て
み

る
？
」

 
А

児
「
僕

は
、

い
い
（

や
ら

な
い
）。
」

 
そ

の
後

、
教

師
が

つ
ぶ

や
い

た
こ

と
に
Ａ

児
が
反
応

し
て

い
た

が
、
徐

々
に

教
師

が
投
げ

か
け

な
く

て
も
Ａ

児
の
⽅

か
ら
「

こ
こ

に
は

ス
ト
ロ

ー
が

い
い

よ
」「
先
頭

は
も

っ
と

⻑
い

よ
、
違

う
潰

し
た
ほ

う
が

い
い

と
思

う
」

な
ど

、
教

師
に

話
し

か
け

て
く

る
こ

と
が
増

え
た

が
、

ま
だ

⾃
分

で
は
作

る
そ
ぶ

り
は

な
い

。
 

 ５
⽉

12
⽇

 
②
Ａ

児
が

、
教

師
の
電
⾞

づ
く

り
の

様
⼦

を
「

そ
う

じ
ゃ

な
く

て
…
」「

あ
の

材
料

が
…
」

な
ど

と
つ
ぶ

や
き

な
が

ら
⾒

て
い

る
。

 
Ａ

児
「
窓

は
⼩

さ
い

ん
だ

よ
。

あ
、

で
も
運
転
席

の
窓

は
⼤

き
い

か
ら

ね
。」

 
 ③

も
う

⼀
度
電
⾞

づ
く

り
を
提
案

す
る

。
 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
     ①
［
a］

 興
味

は
あ

る
。

 
 ①
［
a］

 ど
こ

に
掲
載

さ
れ

て
い

る
か
覚

え
て

い
る

く
ら

い
、「

で
ん

し
ゃ

の
ず

か
ん
」

を
読

ん
で

い
る

。
 

 ①
［
a］

 Ａ
児

の
こ

だ
わ

り
。

⾃
分

だ
っ

た
ら

こ
れ

を
使

っ
て
作

る
の

に
…

と
⾃

分
事

と
し

て
考

え
て

い
る

。
 

 ①
［
a］

 電
⾞

づ
く

り
に

興
味

を
持

っ
て

い
る

が
、

ま
だ

⾃
分

の
電
⾞

を
作

り
た

い
と

い
う

思
い

は
⾼

ま
っ

て
い

な
い

。
⼀

⼈
で
作

る
⾃
信

が
な

い
の

か
、「
作

り
た

い
」

と
⾔

い
出
せ

な
い

の
か

。
 

①
［
a］

 具
体
的

な
ア
ド
バ

イ
ス

が
増

え
て

き
た

。
電

⾞
づ

く
り
へ

の
イ
メ

ー
ジ

は
⾼

ま
っ

て
い

る
様

⼦
。

 
    ②
［
a］

 Ａ
児

の
中

の
「

こ
う

し
た

い
」「

こ
ん

な
ふ

う
に
作

っ
て
み

る
の

は
ど

う
だ

ろ
う
」

と
い

う
思

い
や

ア
イ
デ
ア

が
明
確

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
 

②
［
c］

 作
り

た
く

て
う

ず
う

ず
し

て
い

る
み

た
い

だ
な

。
⾃

分
だ

っ
た

ら
こ

う
作

る
の

に
…

と
作

る
イ
メ

ー
ジ

、
⾒
通

し
が

も
て

て
い

る
状
態

か
。

 
 

教
師
「

本
当

だ
。

あ
り

が
と

う
！
Ａ

児
君

の
お

か
げ

で
、

ド
ク

タ
ー

イ
エ
ロ

ー
が

で
き

て
き

た
よ

。
そ

う
い

え
ば

、
Ａ

児
君

っ
て

何
の
電
⾞

が
好

き
な

の
？
」

 
Ａ

児
「

い
ろ

い
ろ

あ
る

け
れ

ど
、『

は
や
ぶ

さ
』

が
⼀
番

す
き

か
な

。」
 

教
師
「

は
や
ぶ

さ
っ

て
ど

ん
な
電
⾞

だ
っ

け
？
」（
絵

本
を

⼿
に

と
り

、
ペ

ー
ジ

を
探

す
）

 
Ａ

児
「

も
っ

と
前

だ
よ
！

こ
れ

こ
れ
！
」

 
教

師
「

こ
れ

か
！

か
っ

こ
い

い
電
⾞

だ
ね

。
は

や
ぶ

さ
も

作
っ

て
み

る
？
⽜
乳
パ

ッ
ク

は
、

こ
こ

に
た

く
さ

ん
あ

る
よ
」（

材
料
カ
ゴ

を
指

さ
し

、
⽜
乳
パ

ッ
ク

を
１

本
⼿
渡

そ
う

と
す

る
）。

 
Ａ

児
「
作

る
の

は
⼭

⼿
線

に
し

よ
う

か
な

。」
（
絵

本
の
⼭

⼿
線

の
ペ

ー
ジ

を
開

い
て
）

 
Ａ

児
「
⽜
乳
パ

ッ
ク

は
３

本
い

り
そ

う
だ

な
」

と
、

１
本

受
け

取
り

、
残

り
２

本
は

⾃
分

で
取

り
に
⾏

き
、

電
⾞

を
作

り
始

め
る

。
 

   ④
Ａ

児
は

、
特

に
教

師
に

話
し

か
け

る
こ

と
も

な
く

、
真

剣
に
電
⾞

づ
く

り
に

取
り

組
む

。
 

教
師
「
先

⽣
、

園
庭
へ
⾏

っ
て

く
る

ね
。
困

っ
た

こ
と

や
⽤

事
が

あ
っ

た
ら

、
園

庭
に
向

か
っ

て
『

川
越
先

⽣
〜
』

っ
て
呼

ん
で

ね
」

 
Ａ

児
「

分
か

っ
た

。
で

も
、
僕

、
⼤

き
な
声
出
せ

な
い

か
ら

、
先

⽣
が
気
付

か
な

か
っ

た
ら

ど
う

す
る
？
」

 
教

師
「
気
付

け
る

よ
う

に
、
ふ

じ
組

の
⽅

を
⾒

て
お

く
ね

。
で

も
、

も
し
先

⽣
が
気
付

い
て

な
か

っ
た

ら
、

テ
ラ

ス
で

遊
ん

で
い

る
友

達
に

、『
川
越
先

⽣
を
呼

び
た

い
』

っ
て
⾔

っ
て
み

て
ね

、
き

っ
と

⼿
伝

っ
て

く
れ

る
と

思
う

よ
」

 
Ａ

児
「

分
か

っ
た

。
⾏

っ
て

ら
っ

し
ゃ

い
。」

 
教

師
（

テ
ラ

ス
で

遊
ん

で
い

る
Ｂ

児
、
Ｃ

児
に
）「
Ａ
君

が
川
越
先

⽣
を
呼

び
た

く
て
困

っ
て

い
た

ら
、

⼀
緒

に
『

川
越
先

⽣
〜
』

っ
て
呼

ん
で

く
れ

る
？
」

 
Ｂ

児
、
Ｃ

児
「
オ

ッ
ケ

ー
！

⼤
き

い
声

で
呼
ぶ

よ
！
」

 
・

・
・

し
ば

ら
く

し
て

・
・

・
 

Ａ
児

、
Ｂ

児
、
Ｃ

児
「
せ

ー
の

、
川
越
先

⽣
〜
！
」

 
C

児
「

び
っ

く
り

し
た
？
」

 
教

師
「

し
た

、
し

た
。

３
⼈

で
呼

ん
で

く
れ

た
か

ら
、

す
ぐ

に
気
付

け
た

よ
。」

 
  ⑤
Ａ

児
の
困

り
ご

と
 

Ａ
児
「

あ
の
電
⾞

に
⾞
輪

を
付

け
た

い
ん

だ
け

ど
…
」

 
教

師
「
⾞
輪

が
あ

っ
た

か
も

っ
と
電
⾞

ら
し

く
な

る
ね

。
ど

ん
な

形
の

も
の

が
あ

っ
た

ら
い

い
？
」

 
Ａ

児
「
丸

い
も

の
、

で
も

⼤
き

す
ぎ

る
と

ダ
メ

な
ん

だ
。」

 
教

師
「

ど
ん

な
⼤

き
さ

だ
っ

た
ら

い
い

か
な

あ
…

。
⼤

き
す
ぎ

な
い
物

だ
っ

た
ら

、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の
キ
ャ

③
［
c］

 A
児

の
ア
ド
バ

イ
ス

を
存

分
に

取
り

⼊
れ

た
ド

ク
タ

ー
イ
エ
ロ

ー
が

完
成

し
た

タ
イ

ミ
ン
グ

で
、

も
う

⼀
度
電
⾞
作

り
を
提
案

す
る

。
教

師
の
製
作
過
程

を
⾒

た
こ

と
が
安
⼼

材
料

に
な

る
だ

ろ
う

。
会

話
し

な
が

ら
、
Ａ

児
本

⼈
が
作

っ
て
み

た
い

と
思

っ
て

い
る
電
⾞

や
イ
メ

ー
ジ

を
表
出

さ
せ

、
⼀
歩
踏
み
出

さ
せ

た
い

。
 

 ③
［
a］

 ［
c］

 教
師

と
の

や
り

取
り

で
、

具
体
的

な
名

前
を
出

す
、
視
覚
的

イ
メ

ー
ジ

や
材
料

を
提
⽰

す
る

こ
と
等

に
よ

っ
て

、
⾃

分
で
作

り
た

い
と

い
う
意
欲

が
⾼

ま
っ

た
。
Ａ

児
の
作

っ
て
み

た
い

も
の

が
具
体
化

し
、「

こ
う

し
た

ら
作

れ
そ

う
」

と
⾒
通

し
を

も
ち

、
作

り
始

め
た

。
 

       ④
［
c］

 教
師

が
離

れ
て

も
⼤
丈

夫
そ

う
だ

。
電
⾞

づ
く

り
を

し
て

い
る

の
は
Ａ

児
⼀

⼈
だ

か
ら

、
困

っ
た

と
き

に
ど

う
す

れ
ば

よ
い

の
か
先

に
知

ら
せ

て
お

こ
う

。
 

  ④
［
a］

 Ａ
児

が
⾃

分
の
特
性

を
よ

く
知

っ
て

い
て

、
安
⼼

も
あ

る
が

、
万

が
⼀

の
こ

と
を

考
え

て
教

師
に
確

認
し

て
い

る
。
不
安

の
回
避

。
 

④
［
a］

 ［
b］

 ［
c］

 Ａ
児

の
不
安

を
取

り
除

く
た

め
で

も
あ

り
、
Ａ

児
が
新

し
く

始
め

た
遊

び
で
ほ

か
の

⼦
と
関
わ

る
き

っ
か

け
に

な
る

か
も

し
れ

な
い

。
 

 ④
［
a］

 安
⼼

し
て

⾃
分

の
活
動

に
没
頭

で
き

る
。

 
 ④
［
b］

 快
く
引

き
受

け
る
Ｂ

児
、
Ｃ

児
は

、
⽇
頃

か
ら
Ａ

児
と

よ
く
関
わ

っ
て

い
る

の
で

、
Ａ

児
も
頼
み

や
す

い
だ

ろ
う

。
 

④
［
c］

 Ｂ
児

、
Ｃ

児
は

、
⾃

分
た

ち
の

遊
び

を
⽌

め
て
Ａ

児
に
⼒

を
貸

し
て

く
れ

た
。

３
⼈

で
楽

し
そ

う
に

教
師

を
呼

ん
だ

。
３

⼈
と

も
嬉

し
そ

う
だ

っ
た

。
Ａ

児
に

は
、
助

け
て

も
ら

っ
た

感
謝

、
Ｂ

児
、
Ｃ

児
に

は
役

に
⽴

っ
た
有

⽤
感

が
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
ま

た
、

３
⼈

で
⼀

緒
に
声

を
（
⼼

を
）
合
わ
せ

て
先

⽣
を
呼

ん
だ
⾏
為

そ
の

も
の

が
楽

し
か

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
 

 ⑤
［
a］

 ［
c］

 Ａ
児

の
求

め
る

材
料

に
つ

い
て

、
問

い
か

け
な

が
ら
Ａ

児
の

思
い

を
聞

き
出

す
。
Ａ

児
が
作

り
た

い
⾞
輪

の
イ
メ

ー
ジ

が
は

っ
き

り
し

て
く

る
。

 
 ⑤
［
a］

 ［
c］

 Ａ
児

の
作

り
た

い
も

の
の

イ
メ

ー
ジ

と
、

そ
れ

に
合

っ
た

素
材

が
⾒

つ
か

っ
た

こ
と

で
意
欲

52



ッ
プ

は
ど

う
だ

ろ
う
？
」（
キ
ャ

ッ
プ

を
⾒
せ

る
）

 
Ａ

児
「

ち
ょ

う
ど

い
い
！

で
も

、
⾊

は
⿊

が
い

い
な

あ
。」

 
教

師
「
⿊
⾊

ね
…
（

⼀
緒

に
探

す
）
…

な
い

ね
ぇ

。」
 

Ａ
児
「

あ
、

で
も

、
⿊

の
テ

ー
プ

が
あ

る
！

テ
ー

プ
を
貼

っ
て
⿊

く
す

れ
ば

い
い

よ
！
」

 
教

師
「

い
い

ね
！

や
っ

て
み

よ
う

。
キ
ャ

ッ
プ

は
こ

こ
に

た
く

さ
ん
出

し
て
お

く
ね

。」
 

Ａ
児

は
、
キ
ャ

ッ
プ

を
２

つ
取

り
、
⿊

い
ビ
ニ

ル
テ

ー
プ

を
貼

り
付

け
、
⿊

い
⾞
輪

を
作

り
、
電
⾞

に
付

け
た

。
 

Ａ
児
「
先

⽣
、
⾞
輪

が
で

き
た

よ
」

 
教

師
「

本
当

だ
、
⿊

い
⾞
輪

が
２

つ
付

い
た

ね
！

か
っ

こ
い

い
！
」

 
 ⑥
お

は
な

し
タ

イ
ム

で
の
Ａ

児
 

ク
ラ

ス
の
半

分
以
上

の
⼦

が
⼿

を
挙
げ

て
い

る
が

、
Ａ

児
は

様
⼦

を
う

か
が

っ
て

い
た

。
１

⼈
⽬

の
発
表

後
、
挙

⼿
し

、
教

師
と
視
線

を
合
わ
せ

て
い

る
。

当
て

て
ほ

し
そ

う
な
表

情
で

あ
る

。「
今

だ
」

と
思

い
、
指

名
し

た
。

 
Ａ

児
「
電
⾞

を
作

っ
た

よ
」

 
D

児
「

ど
ん

な
電
⾞
？
」

 
C

児
「
私

た
ち

、
知

っ
て

る
よ

。
⾒
せ

て
も

ら
っ

た
よ

。」
 

教
師
「

ど
ん

な
電
⾞

を
作

っ
た

の
？
」

 
Ａ

児
「
⼭

⼿
線

だ
よ

。
四
⾓

で
、
緑

で
。
⾞
輪

も
付

け
た

ん
だ

よ
。」

 
教

師
「
四
⾓

で
、
緑

で
、
⾞
輪

も
あ

る
ん

だ
っ

て
。

す
ご

い
ね

え
。」

 
「
へ

え
〜
」「

⾒
て

⾒
た

い
！
」「
僕

も
！
」「
私

も
！
」

 
教

師
「
Ａ
君

、
⾒
せ

て
く

れ
る
？
」

 
Ａ

児
「

い
い

よ
。

で
も

、
壊

れ
ち
ゃ

う
か

も
・

・
・
」

 
教

師
「
壊

れ
た

ら
困

る
よ

ね
、

⼀
⽣
懸
命
作

っ
て

い
た

も
ん

ね
。

ど
う

や
っ

て
⾒

た
ら

い
い

か
な
？
」

 
Ｃ

児
「

触
ら

な
い

で
、

⾒
る

だ
け

に
し

た
ら
？
」

 
Ａ

児
「

そ
う

し
て
ほ

し
い

な
あ

。」
 

そ
し

て
、
Ａ

児
は

、
作

っ
た
⼭

⼿
線

を
両

⼿
に
持

ち
、
み

ん
な

の
席

を
回

っ
て

、
電
⾞

を
⾒

て
も

ら
っ

た
。

 
      Ｅ

児
「

す
ご

い
ね
！

こ
れ

で
完
成

な
の
？
」

 
Ａ

児
「

ま
だ
途
中

。
パ
ン

ダ
グ

ラ
フ

も
付

け
た

い
し

、
⾞

両
も
ふ

や
し

た
い

し
・

・
・
」

 
Ｄ

児
「
僕

の
電
⾞

に
も

タ
イ
ヤ

を
つ

け
よ

う
か

な
」

 
教

師
「
A
君

の
電
⾞

、
素
敵

だ
っ

た
ね
」

 
Ｆ

児
「
僕

も
作

っ
て
み

た
く

な
っ

た
！
」

 
Ｇ

児
「
僕

も
！
」
Ｃ

児
「
私

も
作

っ
て
み

た
い
」

 
 ⑦

そ
の

⽇
の
昼
⾷

後
、
Ａ

児
は
電
⾞

づ
く

り
を
続

け
る

。
 

Ａ
児
「
パ
ン

タ
グ

ラ
フ

を
つ

く
る

の
に

、
ま

ず
は
バ
ネ

を

が
⾼

ま
っ

て
い

る
。
会

話
し

な
が

ら
ど

ん
ど

ん
⾔
語
化

す
る

こ
と

で
、
Ａ

児
の
「

で
き

る
」

の
思

い
が
⾼

ま
っ

て
い

る
よ

う
だ

。
多

少
の
困
難

が
⽣

じ
て

も
、
乗

り
越

え
ら

れ
そ

う
な
気
持

ち
の
⾼

ま
り

が
う

か
が

え
る

。
 

 ⑤
［
c］

 思
い

ど
お

り
の
キ
ャ

ッ
プ

は
な

か
っ

た
が

、
そ

の
思

い
を
補

う
別

の
素

材
が

準
備

さ
れ

て
い

た
こ

と
で

、
Ａ

児
の
意
欲

が
増

し
、

⼯
夫

し
て

⾃
分

の
望

ん
だ

も
の

を
作

る
こ

と
が

で
き

た
と

い
う
充
実

感
に

つ
な

が
っ

た
。

 
   ⑥
［
c］

 他
の

⼦
供

た
ち

に
Ａ

児
電
⾞
作

り
の

遊
び

を
知

ら
せ

た
い

。
Ａ

児
に

は
み

ん
な

に
⾒

て
も

ら
う
嬉

し
さ

を
感

じ
て
ほ

し
い

。
 

⑥
［
a］

 電
⾞

を
つ

く
っ

た
こ

と
を
み

ん
な

に
知

ら
せ

た
い

。
⼯

夫
し

た
⾞
輪

の
こ

と
を

伝
え

た
い

の
か

な
。

 
 ⑥
［
b］

 以
前

、
電
⾞

を
作

っ
て

い
た
Ｄ

児
が

興
味

を
も

っ
た

。
 

⑥
［
c］

 ④
で

の
か

か
わ

り
が

⽣
か

さ
れ

て
い

る
。

き
っ

と
Ａ

児
も
C

児
も
嬉

し
い

だ
ろ

う
（
特
別

感
）。

 
⑥
［
c］

 Ａ
児

の
⾔
葉

を
繰

り
返

し
、

よ
さ

を
認

め
な

が
ら

、
教

師
が
Ａ

児
作
成

の
電
⾞

に
興

味
を

も
っ

て
い

る
よ

う
に

伝
え

る
こ

と
で

、
他

の
⼦

供
た

ち
の
関
⼼

や
「

⾒
た

い
」
気
持

ち
が
⾼

ま
っ

て
い

る
。

 
 ⑥
［
a］

 ［
c］

 ⾃
分

が
作

っ
た

も
の

を
⼤
切

に
し

て
ほ

し
い
気
持

ち
を

素
直

に
表
現

で
き

る
安
⼼

感
、
作

っ
た
電
⾞
へ

の
特
別

感
が

感
じ

ら
れ

る
。

そ
の
気
持

ち
を

も
て

る
よ

う
、
充
実

し
た
製
作

時
間

、
環

境
を
保
障

し
て

よ
か

っ
た

。
ま

た
、
Ｃ

児
の

発
⾔

は
、
④

で
の
Ａ

児
と

の
か

か
わ

り
か

ら
、
Ａ

児
の

取
組

の
様

⼦
や

思
い

を
共
有

で
き

て
い

た
か

ら
で

は
な

い
か

。
 

 ⑥
［
c］

 Ａ
児

は
み

ん
な

に
⾒

て
も

ら
い

、
声

を
か

け
て

も
ら

っ
て

と
て

も
嬉

し
そ

う
。
作

る
意
欲

、
作

っ
て

い
く

⾃
信

が
⾼

ま
っ

た
よ

う
だ

。
友

達
と

の
や

り
取

り
の
中

で
、
作

り
た

い
も

の
の

イ
メ

ー
ジ

や
⾒
通

し
を
Ａ

児
が

し
っ

か
り

も
っ

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
 

  ⑥
［
c］

 Ａ
児

の
取

組
に

触
発

さ
れ

て
、
電
⾞
作

り
に

興
味

を
も

っ
た

⼦
が

た
く

さ
ん

い
た

。
材
料

の
準

備
、

Ａ
児

の
電
⾞
製
作

の
様

⼦
を
み

ん
な

に
紹
介

で
き

る
よ

う
に

環
境

を
再
構
成

し
よ

う
。

 
  ⑦
［
a］

 材
料

を
提

供
す

る
と

、
⾃

分
で

使
い
⽅

を
⼯

夫
し

、
⾃

分
の

イ
メ

ー
ジ

を
形

に
す

る
こ

と
、

様
々

な

作
り

た
い

ん
だ

。
何

か
ぐ

る
ぐ

る
で

き
る

も
の

あ
る

か
な
」

 
教

師
「
ぐ

る
ぐ

る
・

・
・
モ

ー
ル

は
ど

う
か

な
。」

 
Ａ

児
は

、「
や

っ
て
み

る
！
」

と
⾔

い
、

試
⾏
錯
誤

し
て

い
た

。
そ

し
て

、
ス

ト
ロ

ー
に

 
モ

ー
ル

を
巻

き
付

け
、
ば

ね
 

の
形

の
も

の
を
作

っ
た

。
 

 ５
⽉

下
旬

〜
６

⽉
上
旬

 
⑧
Ａ

児
は
体

調
を
崩

し
、
⽋
席

が
続

い
た

。
登

園
再
開

後
は

、
担
任

の
そ
ば

で
遊
ぶ

こ
と

が
多

く
、
製
作

遊
び

は
す

る
も

の
の

、
電
⾞

の
製
作

か
ら
離

れ
て

い
た

。
 

 
粘

⼟
あ

そ
び

の
時
間

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
が

⾃
由

に
粘

⼟
で
作
品

を
作

り
、

⾒
合

い
っ

こ
す

る
活
動

を
し

た
。
Ａ

児
は

、
友

達
の
作
品

を
積
極
的

に
⾒

に
⾏

っ
た

り
、

⾃
分

の
作
品

を
⾒

に
来

て
く

れ
た

友
達

に
「

こ
れ

は
蝶

、
こ

っ
ち

は
・

・
」

と
伝

え
た

り
し

て
い

た
。

 
 

ま
た

、
友

達
が
捕

ま
え

た
⾍

を
飼

育
す

る
ケ

ー
ス

の
環

境
を

友
達

と
⼀

緒
に

整
え

る
、
砂

場
で

⼤
き

な
⼭

を
つ

く
る

、
池

で
オ

タ
マ
ジ
ャ

ク
シ

を
捕

ま
え

る
な

ど
、

友
達

と
関
わ

る
機
会

が
増

え
た

。
 

 Ａ
児

、
電
⾞

づ
く

り
再
開

 
６

⽉
17

⽇
 

 
⑨
Ａ

児
と

⼀
緒

に
「

で
ん

し
ゃ

の
ず

か
ん
」

を
⾒

て
い

る
と

、
Ａ

児
が
「
明

⽇
は
路
⾯
電
⾞

を
作

ろ
う

と
思

う
ん

だ
。
東
京
交
通
局

を
作

り
た

い
。
ポ

ッ
キ

ー
の
箱

が
ほ

し
い

な
あ

。」
と

話
し

た
。

教
師

は
、
明

⽇
ま

で
に
ポ

ッ
キ

ー
の
箱

を
⽤
意

し
て
お

く
こ

と
を
約
束

し
た

。
 

 ⑩
翌

⽇
（

６
⽉

１
８

⽇
）
登

園
後

す
ぐ

に
「
先

⽣
、
ポ

ッ
キ

ー
の
箱

あ
っ

た
？
」

と
確
認

す
る
Ａ

に
箱

を
渡

し
、
他

に
必
要

な
材
料

は
あ

る
か
尋

ね
た

。
 

Ａ
児
「

ミ
ラ

ー
を

何
で
作

ろ
う

か
迷

っ
て

い
る

ん
だ

。」
 

教
師
「

ど
ん

な
ミ

ラ
ー

に
し

た
い

の
？
」

 
Ａ

児
「
光

る
感

じ
に

し
た

い
ん

だ
。
鏡
み

た
い

に
。」

 
教

師
「

こ
れ
（
ア

ル
ミ
ホ

イ
ル
）

は
ど

う
か

な
？
」

 
Ａ

児
「

い
い

感
じ
！

使
っ

て
み

る
！
」

 
こ

の
あ

と
、
モ

ー
ル

、
⾚
⾊

の
画

⽤
紙
（
⾞
両

の
側
⾯

に
貼

る
⽤
）

が
ほ

し
い

と
教

師
に

伝
え

た
。

 
 ⑪

教
師

の
所
在

を
気

に
す

る
Ａ

児
 

Ａ
児
「
先

⽣
、
今

⽇
も

園
庭

に
⾏

く
の
？
」

 
教

師
「

何
を

し
て

遊
ぼ

う
か

考
え
中

だ
か

ら
、

園
庭

に
⾏

っ
た

り
、
ふ

じ
組

に
戻

っ
て
来

た
り

し
よ

う
か

な
と

思
っ

て
い

る
よ

。」
 

Ａ
児
「

じ
ゃ

あ
ふ

じ
組

に
い

な
か

っ
た

ら
園

庭
に
呼

び
に

⾏
く

ね
。」

 
教

師
「

分
か

っ
た

よ
〜

。
じ
ゃ

あ
、

園
庭

に
⾏

っ
て

き
ま

ー
す

。」
 

Ａ
児
「

は
ー

い
。
⾏

っ
て

ら
っ

し
ゃ

ー
い

。」
 

材
料

を
使

っ
て
作

る
こ

と
を

楽
し

ん
で

い
る

。
 

⑦
［
c］

 お
は

な
し

タ
イ

ム
で

友
達

に
認

め
て

も
ら

っ
た

こ
と

、
遊

び
の

イ
メ

ー
ジ

を
⾔
語
化

し
た

こ
と

で
、

作
り

た
い

も
の

が
は

っ
き

り
し

、
作

る
こ

と
へ

の
意
欲

が
⾼

ま
っ

て
い

る
。

ま
た

、
ク

ラ
ス

の
友

達
と

の
距
離

も
近
付

い
た

様
⼦

も
伺

え
る

。
こ

の
タ

イ
ミ
ン
グ

を
⼤

切
に

し
て

、
作

っ
た

も
の

を
き

っ
か

け
に

友
達

と
関
わ

る
機
会

を
作

り
た

い
。

 
 ⑧
［
a］

 ［
c］

 こ
ち

ら
か

ら
電
⾞

遊
び

を
提
案

す
る

の
で

は
な

く
、
Ａ

児
ペ

ー
ス

で
ま

た
作

り
た

い
と

思
っ

た
時

に
作

り
始

め
る

ま
で

⾒
守

る
。

あ
れ
ほ

ど
夢
中

だ
っ

た
電
⾞
作

り
だ

か
ら

、
絶

対
に

ま
た
作

り
た

い
と

思
っ

て
い

る
は

ず
。

本
⼈

に
委

ね
た

い
。

教
師

と
共

に
園

庭
へ
出

る
機
会

を
、

友
達

や
他

の
遊

び
に
⽬

を
向

け
興

味
を

も
つ

チ
ャ
ン

ス
と
捉

え
、
援
助

し
て

い
こ

う
。

 
 ⑧
［
b］

 ［
c］
作

っ
た

も
の

を
介

し
て

友
達

と
関
わ

る
こ

と
を
喜

ん
で

い
る

。
以

前
よ

り
も

友
達

に
対

し
て

打
ち

解
け

て
い

る
よ

う
に

⾒
受

け
ら

れ
る

。
好

き
な

こ
と

に
夢
中

に
な

っ
て

遊
ぶ

こ
と

、
ク

ラ
ス

の
友

達
と

の
つ

な
が

り
の
両
⽅

を
⼤
切

に
し

て
い

っ
て

あ
げ

た
い

。
 

  ⑨
［
a］

 タ
イ

ミ
ン
グ

が
来

た
！

も
う
作

り
⽅

の
イ
メ

ー
ジ

が
あ

る
よ

う
だ

。
 

    ⑩
［
a］

 電
⾞

づ
く

り
へ

の
思

い
が
再
燃

し
た

タ
イ

ミ
ン
グ

を
⼤
切

に
し

た
い

。
何

を
し

た
い

と
思

っ
て

い
る

の
か
問

い
か

け
、

思
い

や
イ
メ

ー
ジ

、
⾒
通

し
を

聞
き

出
し

た
い

。
 

       ⑪
［
a］

 電
⾞

づ
く

り
は
久

し
ぶ

り
だ

か
ら
不
安

な
の

か
、

そ
れ

と
も

⽤
が

あ
る

時
に
呼

び
た

い
か

ら
所
在

を
知

り
た

い
と

思
っ

て
い

る
の

か
。

 
 ⑪
［
a］

 ［
c］

 ④
で

の
経
験

が
、

⾃
信

と
安
⼼

に
な

っ
て

い
る

。
材
料

に
つ

い
て

も
、

教
師

に
伝

え
、

調
達

の
⾒
通

し
が

も
て

た
の

だ
ろ

う
。
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そ
の

後
、
Ａ

児
は
集
中

し
て
電
⾞

を
作

っ
て

い
た

。
 

 ⑫
作

っ
た
電
⾞

を
壊

れ
な

い
場

所
に

ず
っ

と
飾

っ
て
お

き
た

い
Ａ

児
に

、
廊

下
に

あ
る
棚

の
上

に
飾

る
こ

と
を
提
案

し
た

。
 

Ａ
児
「

こ
こ

を
、
鉄

道
博
物
館
み

た
い

に
し

た
い

な
あ

。」
 

  ⑬
６

⽉
23

⽇
に

う
め

組
（

年
⻑

児
）

の
「

う
め
ぐ
み
お

や
つ

や
さ

ん
」

に
、

６
⽉
26

⽇
に

は
、
ば

ら
組
（

年
中

児
）

の
「
ば

ら
ぐ
み

じ
ゃ

ん
ぐ

る
」

に
招

待
し

て
も

ら
い

、
客

に
な

っ
て
店
員

と
の

や
り

取
り

を
楽

し
ん

だ
。
振

り
返

り
で

は
、「
私

た
ち

も
う

め
組

さ
ん

を
招

待
し

て
遊

び
た

い
な

あ
」

と
い

う
声

が
聞

か
れ

た
。

 
 ６

⽉
26

⽇
 

⑭
ば

ら
組
ジ
ャ
ン
グ

ル
か

ら
戻

る
と

、「
⾃

分
た

ち
も

何
か

を
作

っ
た

り
準

備
し

た
り

し
て

、
ば

ら
組

や
う

め
組

の
友

達
を
招

待
し

た
い
」

と
い

う
思

い
を
⾼

め
て

い
た

。
し

か
し

、
夏
休
み

ま
で

あ
と

少
し

だ
か

ら
準

備
の

た
め

の
時
間

が
⼗

分
に

取
れ

な
い

こ
と

を
伝

え
る

。
そ

れ
で

も
、
ば

ら
組

、
う

め
組

を
招

待
し

た
い

と
い

う
思

い
が
強

か
っ

た
。

教
師

は
そ

の
思

い
に
共

感
し

、「
鉄

道
博
物
館

の
遊

び
は

ど
う

か
」

と
提
案

し
た

。
 

教
師
「
ホ

ー
ル

に
、

ず
っ

と
作

っ
て
飾

っ
て

あ
る
鉄

道
博

物
館

が
あ

る
よ

ね
。

う
め

組
さ

ん
た

ち
を
招

待
し

て
、

あ
れ

を
⾒

て
も

ら
う

の
は

ど
う

か
な

。」
 

⼦
ど

も
た

ち
「

い
い

ね
！
」「
他

の
コ

ー
ナ

ー
も
作

っ
て

も
い

い
？
」（
Ａ

児
は
嬉

し
そ

う
な
表

情
。）

 
D

児
「
僕

の
電
⾞

も
⾒

て
も

ら
い

た
い

な
。」

 
Ａ

児
「
僕

の
電
⾞

は
⾒

る
だ

け
。」

 
D

児
「
僕

の
電
⾞

は
、

触
っ

て
い

い
よ

。
町

を
⾛

ら
せ

て
遊

べ
る

の
に

し
た

い
。」

 
Ａ

児
「
ジ
オ

ラ
マ

だ
ね
」

 
D

児
「
街

だ
よ
」

 
教

師
（

ボ
ー
ド

に
書

き
な

が
ら
）「

②
⾒

て
楽

し
ん

で
も

ら
う

コ
ー

ナ
ー

と
③
街

の
コ

ー
ナ

ー
と

・
・

・
他

に
は

ど
ん

な
コ

ー
ナ

ー
が

で
き

そ
う

か
な
？
」

 
F

児
「
電
⾞

に
乗

れ
る

と
こ

ろ
が

あ
っ

た
ら

い
い

な
」

 
G

児
「

分
か

れ
道

と
か

、
⾏

き
⽌

ま
り

と
か
！
」

 
F

児
「
迷
路
み

た
い

に
し

た
い
！
」

 
H

児
「
電
⾞

で
お
出

か
け

し
て

、
何

か
⾷

べ
た

り
飲

ん
だ

り
す

る
コ

ー
ナ

ー
は

ど
う

か
な

。」
 

 ⑮
話

し
合

い
の
結
果

、
鉄

道
博
物
館
（
ジ
オ

ラ
マ

コ
ー

ナ
ー
）
/電
⾞

を
⾛

ら
せ

て
遊
ぶ
街

コ
ー

ナ
ー
/迷
路
/電
⾞
ご

っ
こ

で
お
迎

え
に
⾏

く
に
決

ま
っ

た
。

 
    

  ⑫
［
a］

 ［
b］

  
［
c］

 Ａ
児

の
満

⾜
感

を
⼤
切

に
す

る
だ

け
で

な
く

、
取

組
の

よ
さ

や
成
果

を
知

ら
せ

、
友

達
に
認

め
て

も
ら

う
場

に
す

る
。

 
⑫
［
a］

 ⽣
活
経
験

と
結

び
付

け
て

、
遊

び
の

イ
メ

ー
ジ

を
広
げ

て
い

る
。

 
 ⑬
［
b］

 他
の

ク
ラ

ス
に
客

と
し

て
楽

し
ま
せ

て
も

ら
う
経
験

し
た

こ
と

で
、

⾃
分

た
ち

も
誰

か
を

楽
し

ま
せ

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
、

⾃
分

た
ち

も
誰

か
を
招

待
し

た
い

、
今
度

は
お
店
屋

さ
ん

と
し

て
楽

し
み

た
い

と
い

う
思

い
が
芽

⽣
え

て
い

る
。

 
   ⑭
［
b］

 ク
ラ

ス
み

ん
な

が
「

⾃
分

た
ち

も
何

か
を
作

っ
た

り
準

備
し

た
り

し
て

、
ば

ら
組

や
う

め
組

の
友

達
を
招

待
し

た
い
」

と
い

う
共
通

の
思

い
を

も
っ

て
い

る
今

の
タ

イ
ミ
ン
グ

が
⼤

事
。

⾃
分

た
ち

に
も

で
き

そ
う

と
い

う
気
持

ち
が

⾒
て

取
れ

る
。

 
 ⑭
［
a］

 ［
b］

 Ａ
児

が
こ

れ
ま

で
に
作

っ
た
電
⾞

を
年

⻑
ホ

ー
ル

に
飾

っ
て
「
鉄

道
博
物
館
」
作

り
の

遊
び

を
し

て
い

る
こ

と
を

ク
ラ

ス
の
み

ん
な

が
知

っ
て

い
る

 
お

り
、
Ａ

児
⾃
⾝

も
、
み

ん
な

に
⾒

て
も

ら
い

た
い

と
い

う
思

い
を
以

前
よ

り
も
強

く
も

っ
て

い
る

。
 

 ⑭
［
b］

 他
ク

ラ
ス

の
友

達
を
招

待
し

た
い

と
い

う
共

通
の

思
い

を
実
現

す
る

た
め

の
⼿
段

と
し

て
「
鉄

道
博

物
館

の
遊

び
」

を
提
案

し
て
み

よ
う

。
 

 ⑭
［
a］

 ［
b］

 電
⾞

に
興

味
が

な
い

⼦
に

は
、

こ
れ

ま
で

の
遊

び
を

⽣
か

し
た
電
⾞
以

外
の

コ
ー

ナ
ー

も
作

る
こ

と
を
保
障

す
る

。
 

  ⑭
［
c］

 条
件

や
制
約

を
整

理
し

、
分

か
り

や
す

く
説

明
し

た
こ

と
、
Ａ

児
の

遊
び

の
イ
メ

ー
ジ

を
共
有

で
き

た
こ

と
が

、
こ

れ
か

ら
の

遊
び

の
イ
メ

ー
ジ

を
広
げ

、
⼦

供
た

ち
が

⾒
通

し
を

も
ち

、「
今

⾃
分

た
ち

に
で

き
そ

う
な

こ
と
」

を
考

え
る

⼿
⽴

て
と

な
っ

た
。

 
  ⑮
［
c］

 ⑭
で

は
電
⾞
以

外
の
ジ
ャ
ン

ル
の

コ
ー

ナ
ー

の
ア

イ
デ
ア

が
出

る
こ

と
を
予
想

し
て

い
た

が
、
電
⾞

と
関
連

さ
せ

た
ア

イ
デ
ア

が
主

だ
っ

た
の

は
、
Ａ

児
の

取
組

が
浸
透

し
て
お

り
、

⾃
分

た
ち

が
や

れ
そ

う
な

こ
と

と
⾯
⽩

く
で

き
そ

う
、
お
客

さ
ん

に
喜

ん
で

も
ら

え
そ

う
な

こ
と

の
イ
メ

ー
ジ

が
融
合

し
た

の
だ

ろ
う

。
 

 

                   
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
【
Ａ

児
の
特
性

を
⼤
切

に
す

る
・
Ａ

児
の

⾃
⼰
決

定
を

⼤
切

に
す

る
】

 
○
製
作

遊
び

が
好

き
な
Ａ

児
が

、
電
⾞

づ
く

り
へ

と
向

か
わ

な
い

の
は

ど
う

し
て

か
不

思
議

に
思

い
つ

つ
も

、
彼

の
⽇

頃
の

遊
び

の
様

⼦
を

⾒
守

っ
た

。
教

師
の
作

る
電
⾞

に
興

味
は

あ
り

つ
つ

も
作

り
始

め
な

い
Ａ

児
、

だ
ん

だ
ん

教
師

に
助
⾔

し
始

め
る
Ａ

児
に

対
し

、教
師

の
電
⾞

づ
く

り
の
過
程

を
実
際

に
⾒
せ

る
こ

と
で「

こ
ん

な
も

の
が
作

れ
る

ん
だ

。
僕

に
も
作

れ
そ

う
だ
（
僕

の
⽅

が
も

っ
と

う
ま

く
作

れ
る
）」

と
い

う
気
持

ち
の
⾼

ま
り

と
⾃

分
の

遊
び
へ

の
⾒
通

し
を

も
ち

、
遊

び
へ

の
歩
み
出

し
に

つ
な

が
っ

た
と

考
え

る
。

 
 【
Ａ

児
の

遊
び

の
結
果

を
残
せ

る
場

の
保
障

】
 

○
Ａ

児
⾃
⾝

が
、

⾃
慢

の
電
⾞

を
安
全

に
保
管

で
き

る
場

を
求

め
た

こ
と

は
、
彼

⾃
⾝

の
遊

び
の
満

⾜
感

の
表

れ
で

あ
る

。
そ

し
て

、
⻑

期
に
わ

た
っ

て
、
Ａ

児
の
電
⾞

づ
く

り
が
継
続

す
る
ポ

イ
ン

ト
と

な
っ

た
。

し
か

も
、
А

児
の
「

⾒
て
ほ

し
い

け
れ

ど
、

触
ら

れ
た

く
な

い
」

と
い

う
強

い
思

い
を

⼤
切

に
し

た
A

児
の

と
っ

て
お

き
の

場
と

な
っ

た
。

を
作

る
こ

と
で

、
更

に
意
欲
的

に
電
⾞

づ
く

り
に

取
り

組
む

こ
と

に
つ

な
が

り
、

ま
た

、
彼

の
遊

び
が

多
く

の
友

達
に

伝
わ

る
き

っ
か

け
と

な
っ

た
。

 
 【
他

の
ク

ラ
ス

と
の
交
流

】
 

○
他

の
ク

ラ
ス

に
招

待
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、「

⾃
分

た
ち

も
、う

め
ぐ
み

さ
ん

の
よ

う
に

、ク
ラ

ス
み

ん
な

で
協
⼒

し
て
ほ

か
の

ク
ラ

ス
を
招

待
し

た
い
」

と
い

う
、

ク
ラ

ス
み

ん
な

で
取

り
組

む
イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
つ

つ
、
他

の
ク

ラ
ス

と
は
違

う
、
ふ

じ
組

な
ら

で
は

の
何

か
が

し
た

い
と

い
う

願
い

の
共
有

に
つ

な
が

っ
た

。
 

 【
時
間

の
制
約

と
⼦

供
た

ち
の
意
欲

 
→

 
納
得

の
い

く
⾃
⼰
決

定
へ

】
 

○
夏
休
み
直

前
と

い
う

こ
と

も
あ

り
、
招

待
す

る
こ

と
に

つ
い

て
話

し
合

う
時
間

、
準

備
の

時
間

が
⼗

分
に

と
る

こ
と

が
で

き
な

い
状
況

だ
っ

た
。

時
間

の
制
約

を
⼦

供
た

ち
と
共
有

し
た

こ
と

が
、

⼤
き

な
ポ

イ
ン

ト
だ

っ
た

と
考

え
る

。
⾃

分
た

ち
の
「

や
り

た
い
」

と
「

で
き

そ
う
」

の
中

で
、

⼦
供

た
ち

が
納
得

で
き

る
内
容

、
⽅
法

を
⾃

分
た

ち
で

考
え

、
決

め
て

い
く

⼤
き

な
視
点

に
な

っ
た

。
 

 ２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
【
Ａ

児
の
今

の
姿

を
受

け
⽌

め
、「

や
っ

て
み

よ
う
」

を
待

つ
姿
勢

】
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○
な

か
な

か
遊

び
に
没
頭

す
る
姿
へ

と
つ

な
が

ら
な

い
Ａ

児
に

対
し

、製
作

遊
び

が
好

き
で

、電
⾞

が
好

き
な
Ａ

児
が

、
な
ぜ

園
で
電
⾞

を
作

っ
て

遊
ば

な
い

の
か

が
不

思
議

だ
っ

た
。

そ
れ

は
、
彼

の
電
⾞
へ

の
思

い
が
強

く
、
今

の
彼

の
状

況
、

環
境

で
は

ま
だ
「

つ
く

っ
て
み

た
い
」

と
思

え
な

い
の

か
も

し
れ

な
い

と
考

え
、「
Ａ

児
が
『

や
っ

て
み

よ
う
』

と
思

う
ま

で
待

つ
」

こ
と

に
留
意

し
た

。
そ

の
た

め
、「
電
⾞

づ
く

り
」
へ

の
導

⼊
の
⽅
法
（
絵

本
を

設
置

、
教

師
が
作

っ
て

遊
ぶ

、
Ａ

児
に
助
⾔

を
求

め
る
）

を
探

っ
た

こ
と

、「
Ａ

く
ん

も
作

ろ
う

よ
」

と
直
接
的

に
誘
わ

ず
に
「（

も
し

興
味

が
あ

る
な

ら
）や

っ
て
み

る
？（
別

に
断

っ
て

も
い

い
よ
）」

の
ス

タ
ン

ス
で
Ａ

児
に
電
⾞

づ
く

り
の

遊
び

を
始

め
る
判

断
を
委

ね
た

こ
と

が
ポ

イ
ン

ト
だ

と
考

え
る

。
 

 【
Ａ

児
の

個
別
最
適

な
学

び
を
⽀

え
る

友
達

と
の
関
わ

り
】

 
○
Ａ

児
は

、
製
作

遊
び

が
⼤

好
き

な
の

で
、

基
本

、
⼀

⼈
で

も
遊

び
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
だ

ろ
う

。
⼀
⽅

で
、

教
師

と
の
関
わ

り
は
強

く
求

め
て

い
る

。
そ

ん
な
Ａ

児
に

対
し

、
困

っ
た

と
き

に
先

⽣
を
呼
ぶ

環
境

に
友

達
存
在

を
含

め
た

こ
と

で
、
Ａ

児
⾃
⾝

が
安
⼼

し
て

遊
び

に
没
頭

で
き

る
だ

け
で

な
く

、「
友

達
が

い
て

く
れ

て
安
⼼

、
助

か
っ

た
、

友
達

と
何

か
を

す
る

の
は

楽
し

い
な
」

と
実

感
で

き
る
経
験

、
友

達
に
Ａ

児
の

取
組

の
様

⼦
を
知

っ
て

も
ら

う
機
会

と
な

っ
た

。
 

 【
個
別
最
適

な
学

び
の
充
実

が
核

と
な

り
、
協
働
的

な
学

び
を

⽣
み
出

す
】

 
○
今
回

の
事

例
で

は
、
Ａ

児
の

遊
び

が
核

に
な

り
、

そ
れ

が
ク

ラ
ス
全
体

を
巻

き
込

む
「
ふ

じ
ぐ
み

て
つ

ど
う

は
く
ぶ

つ
か

ん
」

の
活
動
へ

と
広

ま
っ

た
。

こ
れ

ま
で

の
ク

ラ
ス
全
体

の
遊

び
の
中

で
も

ひ
と

き
わ

テ
ー

マ
性

の
あ

る
遊

び
に

な
っ

た
の

は
、
Ａ

児
の

個
の

遊
び

が
充
実

し
て

い
た

こ
と

と
、
Ａ

児
の

遊
び

に
つ

い
て

ク
ラ

ス
み

ん
な

が
知

っ
て

い
る

こ
と

が
ポ

イ
ン

ト
と

し
て
挙
げ

ら
れ

る
。
今
回

、
時
間

の
制
限

が
あ

る
こ

と
で

教
師

か
ら

の
テ

ー
マ

の
提
案

で
は

あ
っ

た
が

、
Ａ

児
の

遊
び

を
中
⼼

に
し

て
ど

ん
な

遊
び

か
で

き
そ

う
か

話
合

い
の
焦
点

が
絞

ら
れ

、
活
動

の
ゴ

ー
ル

が
明
確

に
な

り
、
更

に
は

⾃
分

ら
し

さ
や

⾃
分

な
り

の
ア

イ
デ
ア

を
盛

り
込

ん
だ
活
動

に
な

っ
た

。
 

   
 

「
ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン
ご

っ
こ
」

 
 園
名

：
⾦
沢

⼤
学

⼈
間
社
会

学
域

学
校

教
育

学
類

附
属

幼
稚

園
  

６
⽉

の
ね

ら
い

 
【

・
⾃

分
な

り
に
⽬
的

を
も

っ
て

、
遊

び
や
活
動

に
取

り
組

む
】

 
【

・
友

達
や

教
師

と
⼀

緒
に

考
え

を
伝

え
合

い
な

が
ら

、
遊

び
や

⽣
活

を
進

め
る

楽
し

さ
を

味
わ

う
】

 
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

 
A

児
は

ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン

が
好

き
で

よ
く
真
似

を
し

て
い

た
。ま

ず
は
A

児
が

し
た

い
こ

と
を
⼗

分
に

楽
し

ん
で
ほ

し
い

と
思

い
、

好
き

な
キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

に
な

る
た

め
の
ア

イ
テ

ム
を

⼀
緒

に
つ

く
っ

た
。

⼿
⾸

の
バ
ン
ド

に
、
⽩

い
タ

フ
ロ

ー
プ

で
つ

く
っ

た
ク
モ

の
⽷

を
つ

け
、

ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン

に
な

り
、

本
当

に
⼿

か
ら
⽷

が
出

る
よ

う
に

と
ば

す
こ

と
を
繰

り
返

し
て

い
た

。
⼀

⼈
で

な
り

き
っ

て
遊
ぶ

こ
と

を
楽

し
ん

で
い

た
が

、
友

達
と

⼀
緒

に
考

え
を

伝
え
合

い
な

が
ら

遊
ぶ

楽
し

さ
も

感
じ

て
ほ

し
い

と
願

い
、

こ
の

後
ど

ん
な

遊
び

に
な

っ
て

い
く

と
そ

の
楽

し
さ

を
感

じ
ら

れ
る

の
か

を
探

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
っ

た
。

 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

５
⽉

２
９

⽇
 

A
児

が
⼿
⾸

の
バ
ン
ド

か
ら
⽩

い
タ
フ
ロ

ー
プ

の
⽷

を
と
ば

し
て

ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン

に
な

っ
て
ポ

ー
ズ

を
決

め
て

遊
ん

で
い

た
。

 
①

教
師

と
互

い
に

ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン

の
知
識

を
話

し
な

が
ら

楽
し

ん
で

い
る

と
、
A

児
が
「

本
当

の
ス
パ

イ
ダ

ー
マ

ン
は
⽷

で
⾶

べ
る

ん
だ
」

と
説
明

し
た

。
 

教
師
「

本
当

に
⾶

べ
た

ら
楽

し
い

よ
ね
」

 
A

児
「

で
も

、
で

き
な

い
よ
」

 
教

師「
そ

ん
な

こ
と

な
い

よ
。⼯

夫
し

た
ら

本
当

に
⾶

べ
る

か
も

よ
」

 
A

児
「

で
き

な
い

よ
」

 
教

師「
先

⽣
い

い
こ

と
考

え
た

。本
当

に
⾶

べ
る

よ
う

に
し

よ
う
」

 
と

材
料
室

に
⾏

き
、
ロ

ー
プ

の
⼊

っ
た
箱

を
出

し
て

き
た

。
教

師
が
「

こ
れ

は
？
」

と
、
⻩
⾊

と
⿊

の
ロ

ー
プ

を
出

す
と

、
A

児
は

、
納
得

の
い

か
な

い
顔

を
し

た
。

 
教

師
「

こ
れ

じ
ゃ

ダ
メ

っ
て

こ
と
？
」

 
A

児
「

・
・

・
、
⽩

だ
よ
」

 
教

師
「

じ
ゃ

あ
、

こ
れ

だ
」

 
と
⽩

い
細

い
ロ

ー
プ

と
少

し
太

い
ロ

ー
プ

を
出

し
た

。
A

児
は
「

そ
う
」

と
⾔

い
、
顔

が
少

し
明

る
く

な
っ

た
。

し
か

し
、

教
師

が
何

を
し

よ
う

と
し

て
い

る
か
わ

か
ら

な
い

た
め

、
半
信
半
疑

で
様

⼦
を

⾒
て

い
た

。
教

師
が
「

こ
れ

を
こ

こ
（

テ
ラ

ス
の
梁
）

に
結

ん
だ

ら
（
ぶ

ら
さ

が
る
真
似

を
し

て
）

楽
し

そ
う

じ
ゃ

な
い
？
」

と
話

す
と

、
A

児
は
ニ

コ
ッ

と
笑

っ
て
「

や
り

た
い
」

と
答

え
た

。
 

②
 

教
師

は
テ

ラ
ス

の
梁

に
ロ

ー
プ

を
か

け
て
ぶ

ら
下
げ

た
。

 
A

児
が
ロ

ー
プ

に
ぶ

ら
下

が
り

、ユ
ラ
ユ

ラ
と
揺

れ
る

こ
と

を
楽

し
ん

で
い

る
と

、
興

味
を

も
っ

た
B

児
、
C

児
、
D

児
、
E

児
、
F

児
、
G

児
、
H

児
ら

が
集

ま
っ

て
き

た
。

 
  

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
    ①
［
a］
A

児
の

好
き

な
ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン

に
つ

い
て

の
会

話
を

楽
し

ん
で

い
る
中

で
、

教
師

は
A

児
の

遊
び

が
⽣

ま
れ

そ
う

な
ヒ
ン

ト
を

⾒
つ

け
て

い
る

。
 

［
c］
A

児
の

好
き

な
ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン

を
き

っ
か

け
に

、
し

た
い

こ
と

が
思

い
つ

い
た

り
、

遊
び

が
⽣

ま
れ

た
り

す
る

か
も

し
れ

な
い

と
思

い
、
A

児
と

の
会

話
を

楽
し

ん
で

い
た

。
A

児
の
⾔
葉

を
き

っ
か

け
に

教
師

は
遊

び
の
ア

イ
デ
ィ
ア

が
思

い
つ

い
た

。
A

児
に

思
い
描

い
た

こ
と

を
実
現

さ
せ

る
楽

し
さ

を
感

じ
て
ほ

し
い

と
思

っ
て
援
助

し
た

。
ロ

ー
プ

は
⻩
⾊

と
⿊

で
は

ダ
メ

で
、
⽩

が
い

い
と
選

ん
で

い
る

こ
と

か
ら

、
A

児
も

ク
モ

の
⽷

の
イ
メ

ー
ジ

を
持

っ
て

い
た

と
思
わ

れ
る

。
A

児
の
表

情
は

少
し
明

る
く

な
り

、
何

か
楽

し
い

こ
と

が
で

き
そ

う
と

感
じ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
。

 
         ②
［
a］
［
b］
A

児
に

対
す

る
個
別

の
援
助

で
も

あ
る

が
、
他

の
幼

児
に

も
す
ぐ

に
関
わ

る
こ

と
が

で
き

る
場

に
ロ

ー
プ

を
ぶ

ら
下
げ

た
こ

と
で

、
協
働
的

な
遊

び
に

な
っ

て
い

く
環

境
の
構
成

で
も

あ
る

。
 

［
c］
A

児
が
ぶ

ら
下

が
っ

て
い

る
姿

を
⾒

て
興

味
を

も
っ

た
幼

児
が
集

ま
っ

て
い

る
。
周

り
で

遊
ん

で
い

る
幼

児
が

す
ぐ

に
⾒

え
る

、
関
わ

る
こ

と
が

で
き

る
場

に
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 ③
⼈
数

が
増

え
て

き
た

た
め

教
師

は
ロ

ー
プ

を
２

本
に

し
た

。
 

 ④
そ

の
後

、「
ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン

の
島

つ
く

ろ
う

か
」

と
教

師
が
投
げ

か
け

る
と

、幼
児

が
⼤

型
の
構
成

遊
具

を
使

っ
て

島
を

つ
く

り
、ロ

ー
プ

の
下

に
は

マ
ッ

ト
を
敷

い
た

。島
か

ら
ス

タ
ー

ト
し

て
ロ

ー
プ

に
ぶ

ら
下

が
っ

て
マ

ッ
ト

に
着

地
す

る
、と

い
う

遊
び
⽅

が
共
有

さ
れ

て
い

っ
た

。繰
り
返

し
て

い
る

う
ち

に
、「
⾚

い
マ

ッ
ト

は
⽕

だ
か

ら
落

ち
た

ら
ダ
メ
」「
⻘

い
マ

ッ
ト

は
海

や
し
サ
メ

が
居

る
」
等

、
マ

ッ
ト

の
⾊

に
合
わ
せ

て
イ
メ

ー
ジ

を
も

っ
て

遊
び

始
め

た
。

 

ロ
ー

プ
を

か
け

た
こ

と
が
影
響

を
与

え
て

い
る

。
 

③
［
b］

⼈
数

が
増

え
た

の
で
ロ

ー
プ

を
２

本
に
増

や
し

、
友

達
と

同
じ

場
で

同
じ

こ
と

を
し

て
遊
ぶ

こ
と

が
で

き
る

環
境

に
し

た
。

 
④
［
b］

こ
こ

か
ら

遊
び

が
展
開

さ
れ

て
い

く
よ

う
、

遊
び

の
イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
て

い
く

き
っ

か
け

を
つ

く
り

た
い

と
思

い
、

教
師

が
島

を
つ

く
る

こ
と

を
投
げ

か
け

た
。

 
［
c］

教
師

の
⾔
葉

に
反
応

し
て

、
幼

児
は

す
ぐ

に
⼤

型
構
成

遊
具

で
つ

く
る

こ
と

を
思

い
つ

き
、

⼀
⻫

に
運

び
始

め
て
島

を
つ

く
っ

た
。

そ
こ

か
ら

、
ロ

ー
プ

の
下

に
は

マ
ッ

ト
を
運

ん
で

き
て
敷

い
て
怪
我

を
し

な
い

よ
う

に
し

た
。

そ
の

マ
ッ

ト
か

ら
イ
メ

ー
ジ

を
広
げ

て
遊

び
⽅

が
決

ま
っ

て
い

っ
た

。
 

６
⽉
９

⽇
 

 
ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン
ご

っ
こ

が
続

き
、
ロ

ー
プ

の
本
数

や
⼤

型
構
成

遊
具

で
つ

く
っ

た
島

の
数

も
増

え
て

き
た

。
 

⑤
⻘

い
マ

ッ
ト

が
⽔

や
海

と
い

う
イ
メ

ー
ジ

か
ら

、
B

児
と
C

児
は
製
作

コ
ー

ナ
ー

で
空

き
箱

を
組
み
合
わ
せ

て
ワ

ニ
を

つ
く

り
始

め
た

。
タ
ブ

レ
ッ

ト
を

⾒
な

が
ら
⼝

の
開

閉
の

様
⼦

や
⻭

の
形

、
尾

の
⻑

さ
な

ど
に
着
⽬

し
て

よ
り

本
物

ら
し

く
つ

く
ろ

う
と

し
て

い
た

。
教

師
は

そ
の

様
⼦

を
⾒

て
製
作

コ
ー

ナ
ー

の
材
料

を
普
段

よ
り
増

や
し

、
使

い
そ

う
な
⾊

の
厚
紙

や
画

⽤
紙

を
追

加
し

た
。
B

児
と
C

児
は
落

ち
て

き
た

ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン

た
ち

を
⾷

べ
ら

れ
る

よ
う

、
鋭

い
⻭

で
⼿

や
⾜

が
挟

め
る

⼤
き

さ
の
⼝

を
も

つ
ワ
ニ

を
つ

く
っ

た
。

 
⑥
⻘

い
マ

ッ
ト

の
上

で
⼝

を
開
閉

さ
せ

な
が

ら
ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン

た
ち

が
落

ち
て

く
る

の
を

待
っ

た
り

、
落

ち
て

き
た

ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン

に
ワ
ニ

を
噛
み

つ
か
せ

た
り

し
て

楽
し

ん
で

い
た

。
A

児
ら

の
ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン

た
ち

も
「
絶

対
落

ち
ん

し
！
」

と
張

り
切

っ
て
ロ

ー
プ

に
掴

ま
っ

て
島

か
ら
島
へ

と
海

の
上

を
渡

っ
て

い
た

。
B

児
と
C

児
が
ワ

ニ
を

つ
く

る
と

い
う

話
を

聞
い

て
、
D

児
と
E

児
も
製
作

コ
ー

ナ
ー

で
海

の
⽣

き
物

を
つ

く
り

始
め

た
。
⼆

⼈
は

ク
ラ
ゲ

や
イ
カ

、
タ

コ
な

ど
を

つ
く

り
、
⻘

い
マ

ッ
ト

の
海

に
置

こ
う

と
し

た
が

、
落

ち
て

き
て

ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン

に
踏

ま
れ

て
し

ま
う

と
思

い
、

マ
ッ

ト
の

外
に

つ
く

っ
た

⽣
き
物

を
置

い
て

い
た

。
 

 
遊
ぶ

幼
児

が
増

え
て

場
が

⼿
狭

に
な

っ
て

き
た

た
め

、
教

師
は

場
が

広
が

る
よ

う
幼

児
が
這

っ
て

く
ぐ

れ
る

⼤
き

さ
の

、
⼤

型
家
電

が
⼊

っ
て

い
た
段

ボ
ー

ル
を

設
置

し
て

お
い

た
。

 
⑦

す
る

と
そ

の
段

ボ
ー

ル
を

使
い

、
F

児
、
G

児
、
H

児
が
新

聞
紙

を
ち
ぎ

っ
て

ク
モ

の
巣

に
⾒

⽴
て

、
段

ボ
ー

ル
の

い
ろ

い
ろ

な
と

こ
ろ

に
貼

り
付

け
て

ク
モ

の
巣

だ
ら

け
に

し
た

。
G

児
が
ふ

と
「

で
も

本
当

は
ク
モ

の
⽷

っ
て
⽩

な
ん

だ
よ
」

と
話

す
と

、
F

児
は
「

ク
レ
ヨ
ン

で
塗

る
？
」、
H

児
は
「

そ
ん

な
こ

と
し

た
ら

ト
ン
ネ

ル
く
ぐ

る
時

に
汚

く
な

る
じ
ゃ

ん
」

と
応

え
た

。
教

師
が
「

も
っ

と
他

に
ク
モ

の
⽷

を
つ

く
れ

そ
う

な
材
料

っ
て

何
か

あ
る

か

   ⑤
［
a］

ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン
ご

っ
こ

の
遊

び
の

イ
メ

ー
ジ

を
受

け
て

、
⽣

き
物

が
好

き
な
B

児
と
C

児
が
⻘

い
マ

ッ
ト

の
海

に
危
険

な
⽣

き
物

を
泳

が
せ

よ
う

と
考

え
て

い
る

。
  

［
c］

教
師

は
B

児
と
C

児
が

こ
れ

ま
で

に
も
⾊

々
な

⽣
き
物

を
本
物

ら
し

く
つ

く
ろ

う
と

し
て

き
た

こ
と

や
、

こ
の

⽇
も
ワ
ニ

の
細

か
な
部

分
に
着
⽬

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
本
物

ら
し

く
つ

く
る

た
め

に
必
要

で
あ

ろ
う

素
材

を
⽤
意

し
た

。
そ

の
結
果

、
２

⼈
は
鋭

い
⻭

に
し

た
り

、
⼿

や
⾜

を
挟

め
る

⼤
き

な
⼝

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
、

そ
の

本
物

ら
し

さ
に
満

⾜
し

た
り

、
友

達
の

反
応

を
楽

し
ん

だ
り

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

⑥
［
b］
B

児
と
C

児
が

⾃
分

た
ち

の
好

き
な

⽣
き
物

を
使

っ
た

遊
び

を
ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン
ご

っ
こ

の
コ

ー
ス

に
追

加
し

た
こ

と
で

、
ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン
ご

っ
こ

の
新

た
な

遊
び
⽅

が
増

え
、

そ
れ

を
ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン

た
ち

も
楽

し
ん

で
い

る
。

 
         ⑦
［
b］
段

ボ
ー

ル
の

ト
ン
ネ

ル
か

ら
イ
メ

ー
ジ

を
膨

ら
ま
せ

て
3⼈

の
ク
モ

の
巣

ト
ン
ネ

ル
づ

く
り

が
始

ま
っ

て
い

る
。

３
⼈

で
相
談

し
な

が
ら
適

し
た

材
料

に
つ

い
て

考
え

、
材
料

に
応

じ
て
貼

る
場

所
を
決

め
て

つ
く

っ
て

い
く
姿

か
ら

、
共
通

の
⽬
的

に
向

か
っ

て
⼒

を
出

し
合

い
な

が
ら

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
が
読
み

取
れ

る
。

 
［
c］

教
師

が
特

に
⽤
途

を
決

め
ず

に
使

え
そ

う
な
段

な
ぁ
」

と
つ
ぶ

や
く

と
、「

タ
フ
ロ

ー
プ

の
⽩

は
？
」「

テ
ィ

ッ
シ
ュ

と
か
」「
⽷

と
か
紐

な
ら

本
物
み

た
い
」

と
ア

イ
デ
ィ
ア

が
ど

ん
ど

ん
出

て
き

た
。

教
師

が
段

ボ
ー

ル
の
中

に
貼

る
な

ら
引

っ
掛

か
る
危
険

が
あ

る
こ

と
を
知

ら
せ

た
と

こ
ろ

、
ト
ン
ネ

ル
の

⼊
り
⼝

に
は
⽩

い
タ
フ
ロ

ー
プ

を
細

か
く
裂

い
た

も
の

を
貼

り
、

ト
ン
ネ

ル
内

は
ち
ぎ

っ
た

新
聞

を
張

り
巡

ら
せ

た
ク
モ

の
巣

ト
ン
ネ

ル
が
出
来
上

が
っ

た
。

ト
ン
ネ

ル
内

の
新

聞
は

⼈
が
通

る
た

び
に

ち
ぎ

れ
て

い
っ

た
が

、
そ

れ
は

そ
れ

で
ク
モ

の
巣

ら
し

く
な

っ
た

と
喜

ん
で

い
た

。
 

ボ
ー

ル
だ

け
置

い
て
お

い
た

こ
と

で
、

そ
れ

を
き

っ
か

け
に

幼
児

の
イ
メ

ー
ジ

が
⽣

ま
れ

て
遊

び
に

つ
な

が
っ

て
い

っ
た

。
そ

の
後

、
幼

児
が

材
料

に
つ

い
て

考
え

ら
れ

る
⽅
向

で
援
助

し
て

い
る

が
、

幼
児

の
会

話
の

様
⼦

と
今

ま
で

の
経
験

を
考

え
る

と
、

幼
児

⾃
ら

で
他

の
材

料
を

思
い

つ
い

た
よ

う
に

も
思
わ

れ
る

。
 

６
⽉

２
３

⽇
 

繰
り
返

し
遊
ぶ
中

で
楽

し
み
⽅

が
変
化

し
て

い
き

、
こ

の
⽇

は
「

マ
ッ

ト
を
⾶

び
越

え
た

い
」「

も
っ

と
遠

く
に

と
び

た
い
」

と
い

う
思

い
を

そ
れ
ぞ

れ
が

も
っ

て
遊

ん
で

い
た

。
体

の
使

い
⽅

を
⼯

夫
し

た
り

、
マ

ッ
ト

を
⾶

び
越

え
た
先

に
も

マ
ッ

ト
を
置

い
て
危

な
く

な
い

よ
う

に
し

た
り

し
て

い
た

。
 

⑧
遠

く
に
⾶
ぶ

こ
と

が
で

き
る
A

児
は

、
友

達
に
「
ロ

ー
プ

を
い

っ
ぱ

い
引

っ
張

っ
て

か
ら
ジ
ャ
ン

プ
す

る
」「
短

い
ロ

ー
プ

の
⽅

が
い

い
」

な
ど

⾃
分

な
り

の
コ
ツ

を
話

し
た

り
、
実
際

に
⾒
せ

た
り

し
て

い
た

。
時

に
は

友
達

と
ぶ

つ
か

っ
た

り
、
着
地

に
失
敗

し
て
痛

い
思

い
を

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
っ

た
が

、
友

達
同

⼠
で
励

ま
し
合

い
な

が
ら
繰

り
返

し
挑
戦

し
て

い
た

。
 

       ⑧
［
a］

も
っ

と
遠

く
に
⾶

べ
る

よ
う

に
な

り
た

い
と

い
う

思
い

を
も

ち
、

そ
れ
ぞ

れ
の

幼
児

が
⾃

分
な

り
の

⽬
標

を
も

っ
て

遊
ん

で
い

た
。

 
［
b］
A

児
は

⾃
分

が
こ

れ
ま

で
に
得

た
コ
ツ

を
、

⾃
信

を
も

っ
て

友
達

に
伝

え
て

い
た

。
友

達
が

マ
ッ

ト
を

⾶
び
越

え
る

こ
と

が
で

き
る

ま
で

何
度

も
⼿
助

け
を

し
て

い
た

り
、
失
敗

し
た

友
達

を
励

ま
し

た
り

し
て
協
⼒

し
て

い
た

。
友

達
が
成
功

し
た

と
き

は
⼀

緒
に

な
っ

て
喜

ん
で

い
た

。
 

［
c］
A

児
は

⾃
分

が
き

っ
か

け
で

始
ま

っ
た

遊
び

だ
か

ら
こ

そ
何
度

も
繰

り
返

し
楽

し
み

、
遠

く
に
⾶
ぶ

コ
ツ

を
得

て
い

た
。

⾃
信

を
も

っ
て

そ
れ

を
伝

え
た

り
⾒

せ
た

り
す

る
姿

に
充
実

感
を
得

て
い

る
こ

と
が
伺

え
る

。
 

 
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
 

個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

、
A

児
の

好
き

な
こ

と
か

ら
遊

び
が
展
開

し
て

い
っ

た
と

こ
ろ

で
あ

る
。
A

児
と

の
会

話
か

ら
ヒ
ン

ト
を

も
ら

い
、

ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン

に
な

っ
て
ロ

ー
プ

に
ぶ

ら
下

が
っ

て
遊
ぶ

こ
と

を
提
案

し
た

。
A

児
が

こ
れ

ま
で
体

を
動

か
し

て
遊
ぶ

こ
と

を
楽

し
ん

で
き

た
こ

と
も
踏

ま
え

て
の

遊
び

の
提
案

で
あ

っ
た

こ
と

も
、
A

児
に
合

っ
た

個
別

の
援
助

だ
っ

た
と

考
え

る
。

 
 
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

、
他

の
幼

児
か

ら
⾒

え
、
関
わ

り
易

い
場

に
ロ

ー
プ

を
吊

り
下
げ

て
ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン
ご

っ
こ

の
場

を
設

定
し

た
と

こ
ろ

で
あ

る
。

何
⼈

も
の

幼
児

が
⼗

分
に

遊
ぶ

こ
と

が
で

き
る

場
と

な
っ

て
い

た
。

ま
た

、
最

初
に

⼤
型
構
成

遊
具

で
島

を
つ

く
り

、
ど

う
や

っ
て

遊
ぶ

場
な

の
か

が
分

か
り

や
す

か
っ

た
こ

と
も

、
何

⼈
も

の
幼

児
が

⾃
ら
関
わ

っ
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

場
と

な
り

、
ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン
ご

っ
こ

の
イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
な

が
ら

⾃
分

た
ち

の
遊

び
を

つ
く

っ
て

い
く
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

。
 

 
個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
双
⽅

に
つ

な
が

る
と

⾒
な

し
た
ポ

イ
ン

ト
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

幼
児

が
ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン
ご

っ
こ

の
イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
、
互

い
の

し
た

い
こ

と
を
尊
重

し
合

い
、

⾃
分

な
り

の
思

い
で

加
わ

る
こ

と
が

で
き

る
遊

び
と

な
っ

て
い

た
点

で
あ

る
。

コ
ー

ス
上

の
⻘

い
マ

ッ
ト

に
海

の
⽣

き
物

を
設
置

し
た

こ
と

、
ク
モ

の
巣

ト
ン
ネ

ル
を

つ
く

っ
た

こ
と

は
、

そ
れ
ぞ

れ
の

興
味

に
沿

っ
た

個
別

の
関
わ

り
で

あ
る

が
、

コ
ー

ス
上

に
設
置

さ
れ

る
こ

と
で

ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン
ご

っ
こ

が
⾯
⽩

く
な

っ
て

い
っ

た
。
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２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 

個
別
最
適

な
学

び
と

つ
な

が
っ

た
援
助

の
ポ

イ
ン

ト
は

、
こ

れ
ま

で
A

児
が

楽
し

ん
で

き
た

こ
と

、
今
A

児
が

好
き

な
も

の
を
読
み

取
っ

て
い

た
か

ら
だ

と
考

え
る

。
ま

た
、
A

児
と

⼀
緒

に
イ
メ

ー
ジ

に
合

っ
た
ロ

ー
プ

を
選

ん
だ

こ
と

が
、
A

児
に

と
っ

て
⾃

分
の

遊
ぶ

場
を

⾃
分

で
つ

く
っ

て
い

く
気
持

ち
に

つ
な

が
っ

て
い

た
の

で
は

な
い

か
。

 
 
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
援
助

の
ポ

イ
ン

ト
は

、
最

初
に
拠
点

と
な

る
場

と
し

て
島

を
つ

く
る

こ
と

を
提
案

し
た

と
こ

ろ
で

あ
る

。
遊

び
⽅

が
分

か
り

や
す

く
、

ス
パ

イ
ダ

ー
マ
ン
ご

っ
こ

の
イ
メ

ー
ジ

の
共
有

、
そ

し
て

⾃
分

な
り

の
関
わ

り
⽅

が
で

き
る

よ
う

な
場

に
な

っ
て

い
た

と
考

え
る

。
 

   
 

 
「

ダ
ン

ス
パ

ー
テ

ィ
ー

で
踊

り
た

い
！

」
 

 
園

名
：
福
井

⼤
学

教
育

学
部

附
属

幼
稚

園
 

 ８
⽉

下
旬

〜
１

１
⽉
上
旬

 
こ

の
期

の
ね

ら
い

】
 

○
同

じ
⽬
的

を
も

つ
友

達
と

相
談

し
て

役
割

を
分
担

し
た

り
、
協
⼒

し
た

り
し

て
遊

び
を

進
め

る
。

 
〇

様
々

な
動

き
や
表
現

を
⾃

分
た

ち
で

考
え

、
ご

っ
こ

遊
び

や
⾏

事
な

ど
で
披
露

し
よ

う
と

す
る

。
 

〇
遊

び
の
中

で
思

い
を
実
現

さ
せ

よ
う

と
し

て
様

々
な

こ
と

を
試

す
。

 
〇

友
達

や
教

師
の

思
い

や
考

え
に
気

づ
き

、
受

け
⼊

れ
な

が
ら

⾃
分

の
思

い
に
折

り
合

い
を

つ
け

て
遊
ぶ

。
 

〇
友

達
と

の
や

り
取

り
の
中

で
、

⾃
分

の
役

割
に
気
付

き
果

た
そ

う
と

す
る

。
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
恐
⻯

や
深

海
の

⽣
き
物

な
ど

、
⾃

分
の
「

好
き
」

な
も

の
が

あ
る
A児

だ
が

、
５
歳

児
に

進
級

し
て

か
ら

も
、

⾃
分

の
「

好
き
」

な
こ

と
で

遊
ん

だ
り

、
⾃

分
の
「

好
き
」

を
通

し
て

友
達

と
関
わ

っ
た

り
す

る
こ

と
が

あ
ま

り
な

く
、

友
達

の
遊

び
の

様
⼦

を
⾒

て
い

る
こ

と
が

多
か

っ
た

。
し

か
し

、
⻑

期
の

夏
休
み
明

け
、
A児

は
、
新

し
い
キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

が
好

き
に

な
っ

た
こ

と
を
語

り
、

そ
の

後
、

⾃
分

の
「

好
き
」

を
遊

び
に

す
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

ま
た

、
⾃

分
の

「
好

き
」

が
友

達
と
関
わ

る
き

っ
か

け
に

な
り

、
⾃

分
の
「

好
き
」

と
友

達
の
「

好
き
」

が
共
存

し
な

が
ら

、
遊

び
を

展
開

す
る

こ
と

が
増

え
て

い
っ

た
。
保

育
者

は
、
A児

に
、

⾃
分

を
表
現

す
る

こ
と

を
楽

し
ん

だ
り

、
友

達
と
関
わ

る
⾯
⽩

さ
を

味
わ

っ
た

り
し

て
、

⾃
⼰

発
揮

し
て

も
ら

い
た

い
。

ま
た

、
５
歳

児
ク

ラ
ス

と
し

て
、

⼀
⼈

の
「

好
き
」

が
他

の
⼦

の
「

好
き
」

に
つ

な
が

っ
て

い
く

こ
と

を
願

っ
て

い
た

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
  

エ
ピ
ソ

ー
ド

１
「
私

さ
、
新

し
い
キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

が
好

き
に

な
っ

た
の
！
」
(８

⽉
26

⽇
) 

①
夏
休
み
明

け
の

初
⽇

、
A児

は
登

園
す

る
と

す
ぐ

に
「
私

さ
、

新
し

い
キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

が
好

き
に

な
っ

た
の
！
」

と
保

育
者

に
話

し
始

め
る

。
保

育
者

は
「
新

し
い
キ
ャ

ラ
ク

タ
ー
？

え
っ

、
何
？
先

⽣
も
知

り
た

い
な
！
」

と
A児

に
⾔

う
と

、
A児

は
「
韓

国
の
ア
ニ
メ

で
テ
ィ
ニ
ピ
ン

っ
て

い
う

の
」

と
答

え
る

。
保

育
者

は
「
先

⽣
知

ら
な

い
な

ー
。
A児

ち
ゃ

ん
、

夏
休
み

に
韓
国

に
⾏

っ
た

と
き

に
ア
ニ
メ

を
⾒

た
の
？
」

と
質
問

す
る

と
、
A児

は
「

⽇
本

で
も

⾒
ら

れ
る

よ
。
韓
国

で
は

、
テ
ィ
ニ
ピ
ン

の
お
箸

や
ス

プ
ー
ン

を
買

っ
た

よ
」

と
答

え
る

。
保

育
者

は
「

テ
ィ
ニ

ピ
ン

っ
て

、
ど

ん
な
キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

が
出

て
く

る
の
？
」

と
A児

に
質
問

す
る

と
、
A児

は
「

ス
マ
ホ

で
調

べ
て
み

る
と

分
か

る
よ
」

と
あ

っ
さ

り
と
答

え
た

。
保

育
者

は
A児

に
「
Aち
ゃ

ん
の

好
き

な
テ
ィ
ニ
ピ
ン

を
調

べ
て
み

る
ね
」

と
⾔

い
な

が
ら

ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン

で
調

べ
始

め
る

と
、

テ
ィ
ニ
ピ
ン

ら
し

き
も

の
が

表
⽰

さ
れ

る
。
保

育
者

は
A児

に
「
Aち
ゃ

ん
、

テ
ィ
ニ
ピ
ン

っ
て

こ
の
ア
ニ
メ

の
こ

と
？
」

と
聞

く
と

、
A児

は
「

そ
う

、
こ

れ
こ

れ
。

こ
れ

が
テ
ィ
ニ
ピ
ン
！
」

と
嬉

し
そ

う
に
答

え
た

。
保

育
者

は
、
A児

の
好

き
な

テ
ィ
ニ
ピ
ン

に
つ

い
て
知

り
た

く
な

り
、

テ
ィ
ニ
ピ
ン

の
画
像

を
プ
リ
ン

ト
ア

ウ
ト

し
て
A児

に
⾒
せ

る
。

す
る

と
、
A児

は
「

こ
れ

が
テ
ィ
ニ
ピ
ン

な
ん

だ
よ

ね
ー

。
キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

も
た

く
さ

ん
い

る
し

、
名

前
も
違

う
ん

だ
よ

ね
ー
」

と
、
嬉

し
そ

う
な
表

情
で
語

っ
た

。
 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
  ①
［
a］

 A
児

は
、

夏
休
み

に
出
会

っ
た
新

し
い
「

好
き
」

を
保

育
者

に
報
告

し
た

い
と

い
う

思
い

が
あ
ふ

れ
て

い
た

の
だ

と
思
わ

れ
る

。
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②
そ

し
て

、
A児

は
「

テ
ィ
ニ
ピ
ン

の
絵

本
を
作

り
た

い
！
」

と
⾔

い
、

テ
ィ
ニ
ピ
ン

の
画
像

を
は

さ
み

で
切

り
な

が
ら

、
⼿
作

り
の
ノ

ー
ト

に
、

セ
ロ
ハ
ン

テ
ー

プ
で
貼

っ
て

い
っ

た
。

 
③
保

育
者

は
、
A児

が
⻑

期
間

の
夏
休
み
明

け
の
登

園
に

、
不
安

を
抱

え
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
⼼
配

し
て

い
た

だ
け

に
、
A児

が
⾃

分
の
新

し
い
「

好
き
」

に
つ

い
て

、
楽

し
そ

う
に
語

る
姿

が
嬉

し
く

て
た

ま
ら

な
か

っ
た

。
そ

の
A児

の
姿

を
、

ク
ラ

ス
の

⼦
ど

も
た

ち
に

も
紹
介

し
た

い
と

思
い

、
「
み

ん
な

の
時
間
」

で
遊

び
の
振

り
返

り
を

始
め

た
。

 
「
実

は
さ

、
Aち
ゃ

ん
、
新

し
い
キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

が
好

き
に

な
っ

た
ん

だ
っ

て
。
Aち
ゃ

ん
の

好
き

な
キ
ャ

ク
タ

ー
っ

て
、
み

ん
な
知

っ
て

い
る

の
か

な
？
Aち
ゃ

ん
、

ど
う

思
う
？
」

と
保

育
者

が
A児

に
話

し
か

け
る

と
、
A児

は
嬉

し
そ

う
な
表

情
で

⾃
分

の
作

っ
た
絵

本
を

⾒
せ

な
が

ら
「

テ
ィ
ニ
ピ
ン

っ
て

い
う

の
」

と
⾔

う
。
直

後
、

A児
が
み

ん
な

に
ど

う
話

し
て

よ
い

か
⼾
惑

っ
て

い
る

様
⼦

が
⾒

ら
れ

た
の

で
、
保

育
者

は
「
み

ん
な

、
テ
ィ
ニ
ピ
ン

っ
て
知

っ
て

る
？
」

と
⼦

ど
も

た
ち

に
聞

い
た

。
す

る
と

、
⼦

ど
も

た
ち

は
「
知

ら
な

〜
い
」
「

う
〜

ん
、

あ
の
キ
ャ

ク
タ

ー
の

こ
と

か
な
？
」

と
、

⾔
い

始
め

る
。

 
④
保

育
者

は
A児

に
「
Aち
ゃ

ん
、

テ
ィ
ニ
ピ
ン

の
絵

本
を
作

っ
た

ん
だ

よ
ね

。
み

ん
な

に
⾒
せ

る
と

ど
う

か
な
？
」

と
伝

え
た

。
す

る
と

、
A児

は
「

う
ん
」

と
⾔

っ
て

⽴
ち
上

が
り

、
友

達
に

⾒
せ

始
め

る
。

か
わ

い
い
キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

が
好

き
な
⼥

児
た

ち
に

⾒
せ

る
と

、
「

か
わ

い
い

ね
」「
キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

が
た

く
さ

ん
い

る
ん

だ
ね
」

と
A児

と
の

や
り

と
り

が
始

ま
っ

た
。
A児

は
⾃

分
の

好
き

な
テ
ィ
ニ

ピ
ン

に
つ

い
て

、
⼥

児
た

ち
に
「

か
わ

い
い

ね
」

と
⾔
わ

れ
た

こ
と

が
嬉

し
く

て
、

少
し
緊
張

し
て

い
た
表

情
が

⼀
気

に
和

ら
ぎ

笑
顔

に
な

っ
た

。
 

②
［
a］
保

育
者

が
A児

の
好

き
に

な
っ

た
キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

を
プ
リ
ン

ト
ア

ウ
ト

し
た

こ
と

で
、

A児
に
絵

本
作

り
の
ア

イ
デ
ィ
ア

が
⽣

ま
れ

、
遊

び
が
展
開

さ
れ

た
と

思
わ

れ
る

。
 

  ③
［
ｃ
］
保

育
者

は
⾃

分
の
新

し
い
「

好
き
」

に
つ

い
て

、
楽

し
そ

う
に
語

る
A児

の
姿

が
嬉

し
く

て
た

ま
ら

な
か

っ
た

。そ
の
A児

の
姿

を
、

ク
ラ

ス
の

⼦
ど

も
た

ち
に

も
紹
介

し
た

い
と

考
え

た
。
（

本
園

で
は

、
遊

び
の
振

り
返

り
の

時
間

を
「
み

ん
な

の
時
間
」

と
呼
ぶ
）

 
          ④
［
ｃ
］
他

の
幼

児
に
A児

の
「

好
き
」

が
伝

わ
る

と
よ

い
と

思
い

、
A児

が
作

っ
た
絵

本
の

紹
介

を
勧

め
た

。
［
ｂ
］

⾃
分

の
「

好
き
」

が
⼥

児
た

ち
に
「

か
わ

い
い

ね
」

と
受

け
⼊

れ
ら

れ
た

こ
と

で
、
A児

は
⾃
信

を
も

っ
て
⼥

児
た

ち
と

の
や

り
と

り
を

始
め

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

 
      

エ
ピ
ソ

ー
ド

２
「
Bち
ゃ

ん
の

好
き

な
の

は
、
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

っ
て
⾔

う
ん

だ
ね
」
(８

⽉
28

⽇
) 

 
 

⑤
 
A児

が
テ
ィ
ニ
ピ
ン

の
塗

り
絵

を
し

て
い

る
と

、
絵

を
描

い
た

り
塗

り
絵

を
し

た
り

す
る

の
が

好
き

な
B児

が
「

何
し

て
い

る
の
？
」と
A児

の
と

こ
ろ

に
来

る
。A

児
が「

テ
ィ
ニ
ピ
ン

の
塗

り
絵

を
し

て
い

る
の
」

と
答

え
る

。
B児

は
「
私

も
や

っ
て
み

よ
う

か
な

ー
」

と
⾔

い
な

が
ら

、
テ
ィ
ニ
ピ
ン

の
塗

り
絵

を
始

め
た

。
B児

は
何

の
キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

か
は

分
か

ら
な

い
が

、
⾃

分
の

感
覚

で
⾊
彩
豊

か
に
⾊

を
塗

っ
て

い
る

。
そ

の
様

⼦
を

⾒
て

い
た
A児

は
「
B児

ち
ゃ

ん
の

テ
ィ
ニ
ピ
ン

か
わ

い
い

ね
。

こ
れ

、
私

の
好

き
な
キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

な
の
」と
B児

に
⾔

っ
た

。す
る

と
、B

児
は

「
そ

う
な

ん
だ

。
私

は
、
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

が
好

き
な

の
」

と
A

児
に

伝
え

る
。A

児
は「
Bち
ゃ

ん
の

好
き

な
の

は
、セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

っ
て
⾔

う
ん

だ
ね
」と
B児

に
⾔

う
と

、B
児

は
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

に
つ

い
て
語

り
始

め
た

。
A児

は
塗

り
絵

を
し

な
が

ら
、
B

  ⑤
［
ｃ
］
エ
ピ
ソ

ー
ド

１
の
翌

⽇
、

テ
ィ
ニ
ピ

ン
の
キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

を
「

か
わ

い
い

ね
」

と
⾔

っ
た
⼥

児
た

ち
が

、
テ
ィ
ニ
ピ
ン

に
興

味
を

も
ち

、A
児

と
⼀

緒
に
絵

本
作

り
を

始
め

た
。A

児
は

、
⾃

分
の

好
き

な
テ
ィ
ニ
ピ
ン

の
絵

本
作

り
を

⼀
緒

に
出
来

た
こ

と
に
喜

び
を

感
じ

て
い

た
と
推

察
す

る
。

こ
の
絵

本
作

り
が

、
エ
ピ
ソ

ー
ド

１
で

の
「
み

ん
な

の
時
間
」

が
き

っ
か

け
に

な
っ

た
と

し
た

ら
、
今

後
も

個
の

遊
び

を
つ

な
い

で
い

く
「
み

ん
な

の
時
間
」

に
し

て
い

き
た

い
と

思
っ

た
。

そ
こ

で
、
保

育
者

は
、

遊
び

⽅
が

い
ろ

い
ろ

あ
る

こ
と

で
、
A児

は
⾃

分
の

「
好

き
」を

よ
り

楽
し

め
る

の
で

は
な

い
か

と

児
の

話
を
頷

き
な

が
ら

聞
い

て
い

る
。

そ
し

て
、
B児

に
「
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

も
よ

ろ
し

く
ね
」

と
⾔
わ

れ
る

と
A児

は
「

分
か

っ
た
」

と
⾔

っ
た

。
 

⑥
直

後
に
「
私

は
、
エ

ル
サ

も
好

き
な

ん
だ
」

と
、
B児

に
伝

え
た

。
B児

は
「
私

も
エ

ル
サ

好
き

だ
よ
！
」

と
⾔

う
と

、
A児

は
「

⼀
緒

だ
ね
」と
嬉

し
そ

う
に
答

え
る

。A
児

は
エ

ル
サ

、B
児

は
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

に
気
持

ち
が
膨

ら
ん

で
い

っ
た

の
か

、テ
ィ
ニ
ピ
ン

の
塗

り
絵

を
や

め
て

⾃
然

と
踊

り
始

め
た

。
B児

が
「

ダ
ン

ス
パ

ー
テ
ィ

ー
だ

ね
」

と
⾔

う
と

、
A児

が
「

う
ん

、
ダ
ン

ス
パ

ー
テ
ィ

ー
だ

ね
」と
顔

を
⾒
合
わ
せ

な
が

ら
⼆

⼈
で
⾔

葉
を
交
わ

し
た

。
A児

と
B児

の
踊

る
姿

か
ら

、エ
ル
サ

や
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

に
な

り
き

っ
て

い
る

様
⼦

が
⽣

き
⽣

き
と

伝
わ

っ
て

き
た

。
 

 ⑦
⽚
付

け
が

始
ま

る
と
A児

は「
私

、ダ
ン

ス
パ

ー
テ
ィ

ー
の

こ
と

、
み

ん
な

に
紹
介

し
た

い
」と
保

育
者

に
伝

え
に
来

る
。保

育
者

は「
エ

ル
サ

に
な

っ
て
踊

っ
た

こ
と
？

い
い

よ
ね

〜
。
紹
介

し
よ

う
」

と
A

児
に
⾔

う
と

、A
児

は「
そ

う
、B

ち
ゃ

ん
と

ダ
ン

ス
パ

ー
テ
ィ

ー
し

た
こ

と
」と
嬉

し
そ

う
に
⾔

っ
た

。
保

育
者

は
、「
み

ん
な

の
時
間
」

に
A児

の
ダ
ン

ス
パ

ー
テ
ィ

ー
の

遊
び

を
最

初
に

取
り
上
げ

た
い

と
思

い
、
「
Aち
ゃ

ん
、
み

ん
な

に
紹
介

し
た

い
こ

と
が

あ
る

ん
だ

よ
ね
」

と
問

い
か

け
た

。
 

⑧
す

る
と
A児

は
、
「
私

が
エ

ル
サ

に
な

っ
て

、
Bち
ゃ

ん
が
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

に
な

っ
て

ダ
ン

ス
パ

ー
テ
ィ

ー
を

し
た

の
」

と
話

す
。「

ダ
ン

ス
パ

ー
テ
ィ

ー
っ

て
ど

ん
な

こ
と

す
る

の
？
」と
質
問

さ
れ

る
と

、
A児

は
「
エ

ル
サ

に
な

っ
て
踊

る
の
」

と
答

え
る

。
「
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

っ
て

何
？
」

と
質
問

さ
れ

た
と

き
は

、A
児

は
、「
Bち
ゃ

ん
の

好
き

な
キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

で
、
悪

い
こ

と
を

し
た

⼈
と
戦

う
ん

だ
っ

て
。
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

は
う

さ
ぎ
み

た
い

な
ん

だ
け

ど
、

６
⼈

い
る

ん
だ

っ
て
」

と
、
⾔
葉

と
⼿
ぶ

り
で
嬉

し
そ

う
に
語

っ
た

。
ク

ラ
ス

の
⼦

供
た

ち
も

、
保

育
者

も
、A

児
の
嬉

し
そ

う
な

様
⼦

と
語

り
に
引

き
込

ま
れ

て
い

っ
た

。 

思
い

、
テ
ィ
ニ
ピ
ン

の
塗

り
絵

を
準

備
し

た
。

 
  ⑥
［
ｂ
］
「
塗

り
絵

遊
び
」

と
い

う
共
通

の
遊

び
か

ら
始

ま
っ

た
A児

と
B児

だ
が

、「
エ

ル
サ

が
好

き
」

と
い

う
互

い
の
「

好
き
」

の
接
点

が
⾒

え
た
瞬
間

、
互

い
に

⾃
然

に
⾝
体

が
動

い
た

こ
と

で
、
A児

と
B児

の
関
係
性

も
繰

り
上

が
っ

た
よ

う
だ

っ
た

。
 

       ⑦
［
ｂ
］
B児

と
の

ダ
ン

ス
パ

ー
テ
ィ

ー
が

よ
ほ

ど
楽

し
か

っ
た

の
だ

ろ
う

。
テ
ィ
ニ
ピ
ン

の
絵

本
の

と
き

は
保

育
者

か
ら
促

さ
れ

て
み

ん
な

に
⾃

分
の
「

好
き
」

を
紹
介

し
て

い
た
A児

が
、

こ
の

⽇
は

⾃
分

か
ら
紹
介

し
た

い
と
⾔

っ
て

い
て

、
⾃

分
か

ら
み

ん
な

に
つ

な
が

ろ
う

と
し

て
い

た
。

 
 ⑧［
a］

⼀
緒

に
踊

る
こ

と
＝

同
じ
踊

り
で

は
な

く
て

も
よ

い
こ

と
が
A児

、
B児

の
姿

か
ら

理
解

で
き

る
。

そ
れ
ぞ

れ
の
「

好
き
」

に
な

り
き

る
か

ら
こ

そ
、

⼀
⼈

⼀
⼈
違

う
か

ら
こ

そ
「

ダ
ン

ス
パ

ー
テ
ィ

ー
」

に
な

っ
て

い
る

。
個
別
最

適
な
姿

と
は

、
協
働
性

の
中

で
こ

そ
発
揮

さ
れ

る
の

で
は

な
い

か
。
［
ｃ
］
保

育
者

は
、

初
め

は
「

な
ぜ
B児

は
、
エ

ル
サ

で
は

な
く
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

な
の

だ
ろ

う
」

と
不

思
議

だ
っ

た
。

⼆
⼈

で
エ

ル
サ

に
な

っ
て
踊

る
と

思
っ

た
か

ら
だ

。
し

か
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

好
き

な
も

の
に

違
い

が
あ

る
か

ら
こ

そ
、
新

し
い
価
値

が
⽣

ま
れ

た
の

で
は

な
い

か
、

同
質
性

の
中

で
は

⽣
ま

れ
に

く
か

っ
た
価
値

が
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。
 

エ
ピ
ソ

ー
ド

３
「
エ

ル
サ

の
洋
服

を
作

り
た

い
！
」
(９

⽉
１

⽇
) 

  
A児

が
「
エ

ル
サ

の
洋
服

を
作

り
た

い
！
」

と
⾔

う
。
保

育
者

は
「

ダ
ン

ス
パ

ー
テ
ィ

ー
に
エ

ル
サ

の
洋
服

が
あ

る
と

い
い

か
も
！
」

と
A児

に
⾔

う
と

、「
そ

う
い

う
こ

と
！
」と
A児

か
ら
返

っ
て

き
た

。
す

る
と
B児

が
「

じ
ゃ

あ
、
私

は
、
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

ね
」

と
⾔

っ
て

、
洋
服
作

り
に
気
持

ち
が
⾼

ま
っ

て
い

る
。
A児

は
「
エ

ル
サ

は
⽔
⾊

だ
か

ら
、

⽔
⾊

が
あ

る
か

な
〜
」

と
呟

き
な

が
ら
カ

ラ
ー
ビ
ニ

ー
ル

を
探

し
、

⽔
⾊

の
カ

ラ
ー
ビ
ニ

ー
ル

を
２
枚
保

育
者

の
と

こ
ろ

に
持

っ
て

き
た

。
 

⑨
「
私

は
、

⻑
い
ド

レ
ス

に
し

た
い

ん
だ

。
だ

か
ら
上

の
服

と
下

の
ス
カ

ー
ト

で
２
枚
必
要

な
の
」

と
⾔

う
。
保

育
者

は
、
A児

の
思

い

          ⑨［
a］

し
っ

か
り

と
⾃

分
の

考
え

を
主
張

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
「

ダ
ン

ス
パ

ー
テ
ィ

ー

58



を
聞

き
な

が
ら

⼿
伝

っ
て

い
く

と
、
「

こ
れ

い
い
！
気

に
⼊

っ
た
」

と
A児

が
嬉

し
そ

う
に
⾔

っ
た

。
B児

は
「
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

は
、
胸

に
⾚

い
リ

ボ
ン

が
付

い
て

い
る

の
。
真

ん
中

は
⻩
⾊

ね
。
⽩

の
ビ
ニ

ー
ル

が
な

い
か

ら
⽔
⾊

の
ス
カ

ー
ト

に
し

て
お

く
」

と
⾔

う
。
保

育
者

と
⼀

緒
に
リ

ボ
ン

や
ス
カ

ー
ト

を
作

り
、

完
成

し
た
洋
服

を
⾝

に
つ

け
る

と
、
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

に
な

り
き

る
様

⼦
が

⾒
ら

れ
た

。
 

⑩
洋
服

を
着

た
A児

と
B児

は
、早

速
ス

テ
ー
ジ

で
踊

り
出

す
。洋
服

を
⾝

に
つ

け
た

か
ら

か
、
ポ

ー
ズ

も
ダ
ン

ス
も

い
つ

も
以
上

に
な

り
き

っ
て

い
る
A児

と
B児

。
特

に
、
A

児
の
表

情
や
動

き
か

ら
、
エ

ル
サ

に
な

り
き

る
こ

と
で

⾃
分

を
よ

り
表
現

で
き

て
い

る
よ

う
に

感
じ

た
。

 
A児

と
B児

が
楽

し
そ

う
に
踊

っ
て

い
る

様
⼦

を
⾒

て
、C

児
、D

児
が

ス
テ

ー
ジ

の
と

こ
ろ

に
や

っ
て
来

る
。
C児

は
「
私

も
Aち
ゃ

ん
の

よ
う

な
洋
服

が
ほ

し
い
」

、
D

児
は

「
Bち
ゃ

ん
の

よ
う

な
リ

ボ
ン

を
つ

け
た

い
」

と
⾔

う
。
保

育
者

も
⼿

伝
い

な
が

ら
⼀

緒
に
作

る
と

、
C児

や
D

児
も

ス
テ

ー
ジ

に
⽴

ち
、

踊
り

始
め

た
。

そ
れ
ぞ

れ
が

⾃
分

の
好

き
な
キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

に
な

り
き

っ
て

、
⾃

分
を
表
現

し
て

い
る

よ
う

に
⾒

え
た

。
 

 
⑪

そ
れ
ぞ

れ
の

好
き

な
キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

が
共
存

し
な

が
ら

も
、
み

ん
な

で
踊

る
こ

と
が

楽
し

い
と

感
じ

て
い

る
よ

う
で

あ
っ

た
。

 
   ⑫
「
み

ん
な

の
時
間
」

で
は

、
エ

ル
サ

の
洋
服

を
作

っ
て

、
ダ
ン

ス
パ

ー
テ
ィ

ー
を

し
た

こ
と

を
話

し
始

め
た
A児

。
「
エ

ル
サ

は
、

⻑
い
ド

レ
ス

じ
ゃ

な
い

と
エ

ル
サ

で
は

な
く

な
る
」と
A児

が
⾔

う
と

、
隣

の
幼

児
が
確
認

す
る

か
の

よ
う

に
A児

の
後

ろ
を
覗

い
た

。
ま

た
他

の
幼

児
が

、
「
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

に
は

な
ら

な
い

の
？
」

と
、
A児

に
尋

ね
る

と
、
A児

は
「
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

に
は

な
ら

な
い

よ
。

だ
っ

て
、
私

は
エ

ル
サ

だ
か

ら
」と

⾃
信

を
も

っ
て
答

え
た

。
 

 エ
ピ
ソ

ー
ド
４
「
雪

の
結
晶

を
カ

チ
ュ

ー
シ
ャ

に
つ

け
た

い
！

〜
異

学
年
交
流

〜
」
(９

⽉
３

⽇
) 

⑬
A児

の
ダ
ン

ス
パ

ー
テ
ィ

ー
を

⾒
に
来

て
く

れ
て

い
た
４
歳

児
の
保

育
者

が
、モ

ー
ル

で
作

っ
た
雪

の
結

晶
を
A児

に
プ

レ
ゼ
ン

ト
す

る
と

、
A児

は
、

本
物

っ
ぽ

く
⾒

え
る
モ

ー
ル

の
雪

の
結
晶

に
惹

か
れ

て
い

く
。

A児
は

、
雪

の
結
晶

を
作

っ
て

く
れ

た
保

育
者

に
「
私

も
作

り
た

い
！
」

と
⾔

い
、
４
歳

児
の
保

育
室

に
⼀

緒
に
向

か
っ

た
。
A児

は
、

プ
レ
ゼ
ン

ト
で

も
ら

っ
た
雪

の
結
晶

で
エ

ル
サ

に
な

っ
て
踊

る
」

と
い

う
⽬
的

を
B

児
と
共
有

し
て

い
る

か
ら

こ
そ

、
⾃
信

を
も

っ
て

⾃
分

の
こ

だ
わ

り
を
語

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

る
。

 
  ⑩
［
ｃ
］
A児

に
つ

い
て

、
普
段

の
「
私
」

は
、

⾃
分

を
表
現

す
る

こ
と

が
得
意

で
は

な
い

け
れ

ど
、
エ

ル
サ

に
な

っ
た

か
ら
殻

を
破

り
、
エ

ル
サ

を
通

し
て

⾃
⼰

発
揮

で
き

る
場

に
な

っ
て

い
っ

た
の

で
は

な
い

か
と

い
う

⾒
取

り
を

職
員

で
話

し
合

っ
た

。
 

         ⑪
［
ｂ
］
A児

、
B児

の
遊

び
が

、
C児

や
D

児
の
「

や
っ

て
み

た
い
」

を
引

き
出

し
て

い
る

と
思
わ

れ
る

。
も

し
A児

と
B児

が
同

じ
エ

ル
サ

だ
っ

た
ら

、
C児

や
D

児
は

こ
の

ダ
ン

ス
パ

ー
テ
ィ

ー
に
参

加
し

よ
う

と
は

思
わ

な
か

っ
た

か
も

し
れ

な
い

。
 

 ⑫
［
ｃ
］
保

育
者

は
こ

の
A児

の
⾔
葉

を
聞

い
て

、
エ

ル
サ

に
な

り
き

る
と

い
う

よ
り

も
、
A

児
⾃
⾝

が
エ

ル
サ

と
し

て
「
私
」

を
表
現

し
て

い
る

と
い

う
感
覚

を
得

た
 

          ⑬
［
ｃ
］
「

好
き

な
遊

び
の

時
間
」

は
、
全

て
の

学
年

の
園

児
が

園
内

の
好

き
な
空
間

を
⾏

き
来

し
て

遊
ぶ

の
で

、
保

育
者

同
⼠

も
臨
機
応

変
に
⾏

き
来

し
て
保

育
し

て
い

る
。
４
歳

児
の

保
育
者

が
雪

の
結
晶

を
A児

に
プ

レ
ゼ
ン

ト
し

た
こ

と
で

、
A児

の
「
私

も
作

り
た

い
！
」

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

。
 

  

を
⾒

本
に

し
な

が
ら

、
同

じ
よ

う
に
作

っ
て

い
く

。
こ

の
雪

の
結
晶

が
と

て
も
気

に
⼊

っ
て

い
る

様
⼦

で
あ

る
。

 
⑭

そ
こ

に
、
４
歳

児
の
E児

が
や

っ
て
来

た
。
A児

に
「

何
し

て
い

る
の
？
」と
声

を
掛

け
る

。E
児

は
、５

歳
児

の
保

育
室

で
A児

が
ダ
ン

ス
を

踊
っ

て
い

る
の

を
何
度

も
⾒

て
い

る
の

で
、
親

し
み

が
あ

る
様

⼦
で

あ
る

。
A児

は
「
雪

の
結
晶

を
作

っ
て

い
る

の
」と
答

え
る

。E
児

は「
僕

も
⼿

伝
お

う
か
」

と
⾔

っ
て

、
雪

の
結

晶
を
作

り
始

め
た

。
 

 ⑮
A児

は
雪

の
結
晶

を
２

個
作

る
と

、「
雪

の
結
晶

を
カ

チ
ュ

ー
シ
ャ

に
つ

け
た

い
！
」

と
、
４
歳

児
の
保

育
者

に
伝

え
た

。
保

育
者

は
「

ど
ん

な
カ

チ
ュ

ー
シ
ャ

に
す

る
と

い
い

か
な
？
」

と
A児

に
寄

り
添

い
な

が
ら

⼀
緒

に
考

え
て

く
れ

て
い

る
。そ

の
中

で
ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
の
カ

チ
ュ

ー
シ
ャ

を
作

る
こ

と
に
決

ま
っ

た
。

ま
た

、
ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
に

は
、
A児

の
好

き
な
紫
⾊

が
⼊

っ
て

い
て

、
普
段

と
は
違

う
シ

チ
ュ
エ

ー
シ

ョ
ン

で
も

⾃
分

の
思

い
を
出
せ

て
い

る
A児

に
嬉

し
さ

を
感

じ
た

。
雪

の
結
晶

が
つ

い
た
カ

チ
ュ

ー
シ
ャ

が
で

き
る

と
、
保

育
者

に
付

け
て

も
ら

う
A児

。
嬉

し
そ

う
に
５

歳
児

の
保

育
室

に
戻

っ
て

く
る

様
⼦

か
ら

、
A児

の
満

⾜
感

が
伝
わ

っ
て

き
た

。
 

し
ば

ら
く

す
る

と
、
E児

が
５
歳

児
の
保

育
室

に
や

っ
て
来

る
。

そ
の

様
⼦

は
、

少
し
恥

ず
か

し
そ

う
に

⾒
え

た
。
E児

は
、
A児

の
と

こ
ろ

に
⾏

き
、
「
雪

を
持

っ
て

き
た

よ
」

と
A児

に
⾔

う
。
E児

は
、
エ

ル
サ

が
踊

る
と

き
に
雪

が
降

る
か

ら
、
雪

を
降

ら
せ

る
と
キ

ラ
キ

ラ
し

て
き

れ
い

に
な

る
と

思
い

、
チ

ョ
ー

ク
を

は
さ
み

で
削

っ
て
雪

を
作

っ
た

よ
う

だ
。
A児

は
「

あ
り

が
と

う
」

と
は

に
か
み

な
が

ら
答

え
る

。
チ

ョ
ー

ク
で
作

っ
た
雪

は
、

実
際

に
降

ら
せ

る
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

が
、

と
て

も
き

れ
い

だ
っ

た
。

そ
の

後
、

ダ
ン

ス
パ

ー
テ
ィ

ー
が

始
ま

る
。エ

ル
サ

や
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

に
な

り
き

っ
て
踊

る
A児

や
B

児
に

、⼿
拍

⼦
を

し
た

り
拍

⼿
を

し
た

り
し

な
が

ら
⾒

て
い

る
E児

。
そ

ん
な
E児

の
温

か
い
気
持

ち
に

、
A児

や
B児

も
嬉

し
そ

う
で

あ
り

、
思

い
切

り
踊

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
 エ
ピ
ソ

ー
ド
５
「
お

友
達

の
好

き
な
曲

で
踊

る
の

も
楽

し
い

ね
！
」

(９
⽉

11
⽇
) 

⑯
保

育
室

で
の

ス
テ

ー
ジ

を
使

っ
た

ダ
ン

ス
パ

ー
テ
ィ

ー
が

定
着

し
、

こ
の

ス
テ

ー
ジ

で
踊

り
た

い
と

い
う

⼦
ど

も
た

ち
が
増

え
て

き
た

。
C児

が
「

ス
テ

ー
ジ

の
後

ろ
が

き
れ

い
だ

と
い

い
ん

じ
ゃ

な
い
」

と
提
案

し
た

り
、
G児

が
「

か
わ

い
い
リ

ボ
ン

や
模

様
を
付

け
る

と

  ⑭
［
ｂ
］
A児

は
こ

の
⽇

、
４
歳

児
の
保

育
者

だ
け

で
な

く
、
A児

の
ダ
ン

ス
パ

ー
テ
ィ

ー
を

楽
し
み

に
し

て
い

る
４
歳

児
E児

と
の
出
会

い
が

あ
っ

た
。E

児
に

と
っ

て
も

、⼤
好

き
な
A児

を
応
援

し
た

い
と

い
う

思
い

が
叶

っ
た

⽇
で

あ
っ

た
と

思
う

。［
ｃ
］

そ
し

て
、
A児

、
E児

⼆
⼈

の
こ

の
姿

は
、

学
年

を
越

え
た
保

育
者

同
⼠

の
連
携

に
よ

っ
て

⽣
ま

れ
た

も
の

と
⾔

え
る

。
 

 ⑮
［
a］
A児

は
こ

こ
で

も
⾃

分
の
「

好
き
」

を
表
現

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
以

前
は

、
５

歳
児

ク
ラ

ス
で

も
⾃

分
の

思
い

を
表
現

す
る

こ
と

は
苦

⼿
だ

っ
た

が
、
４
歳

児
の
保

育
室

、
保

育
者

と
い

う
普
段

と
は
違

う
状
況

で
も

し
っ

か
り

と
表
現

で
き

た
の

は
、⾃

分
の「

好
き
」

が
保
障

さ
れ

て
い

る
と

い
う
安
⼼

感
が
A児

に
あ

っ
た

か
ら

だ
と

思
わ

れ
る

。
 

                           ⑯［
ｂ
］A

児
の「

好
き
」を

と
こ

と
ん
表
現

で
き

る
場

で
あ

る
ス

テ
ー
ジ

で
の

ダ
ン

ス
パ

ー
テ
ィ

ー
は

、
⼀
種

の
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

と
な

っ
て

い
っ

た
。
G

児
や
F児

な
ど

の
新
参
者

を
取

り

59



い
い

か
な
」

と
考

え
た

り
し

て
、

少
し

ず
つ

ス
テ

ー
ジ

に
も
変
化

が
⾒

ら
れ

る
。ラ

イ
オ
ン
キ
ン
グ

を
踊

り
た

い
F児

は
、「

ス
テ

ー
ジ

に
⽕

を
付

け
た

い
」

と
⾔

い
、
F児

が
ラ

イ
オ
ン
キ
ン
グ

を
踊

る
と

き
は

、
ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
の
炎

が
登

場
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。
今

⽇
も

A児
た

ち
が
踊

っ
て

い
る

と
、
踊

り
た

い
⼦

ど
も

た
ち

が
次

々
と

ス
テ

ー
ジ

に
上

が
っ

て
く

る
。
F児

が
「
デ

ー
モ
ン
ハ
ン

タ
ー
ズ

を
踊

り
た

い
！
」

と
⾔

い
な

が
ら
踊

り
出

す
と

、
G児

も
⼀

緒
に

ス
テ

ー
ジ

で
踊

り
始

め
た

。
H児

が
タ
ブ

レ
ッ

ト
を
操
作

し
「
私

は
、

こ
の

曲
」

と
⾔

い
な

が
ら

好
き

な
曲

を
流

し
て

ス
テ

ー
ジ

の
上

で
踊

り
始

め
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

⼦
ど

も
た

ち
が

な
り

き
っ

て
楽

し
ん

で
い

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
⑰「
み

ん
な

の
時
間
」で

は
、ス

テ
ー
ジ

で
踊

っ
た

⼦
ど

も
た

ち
が

、
ど

ん
な
曲

で
踊

っ
た

か
、

ど
ん

な
ふ

う
に
踊

っ
た

か
を

伝
え

た
。
保

育
者

が
「

⾃
分

の
好

き
な
曲

で
踊

る
っ

て
ど

ん
な
気
持

ち
？
」

と
尋

ね
る

と
「

楽
し

い
」「
気
持

ち
い

い
」

と
返

っ
て

く
る

。
H児

は
「
お

友
達

の
好

き
な
曲

で
踊

る
の

も
楽

し
い

ね
！
」と

話
す

。保
育
者

は
、

最
初

は
A児

と
B児

の
ス

テ
ー
ジ

か
ら

始
ま

っ
た

が
、み

ん
な

が
踊

る
み

ん
な

の
ス

テ
ー
ジ

に
変
化

し
て

き
て

い
る

と
感

じ
た

。
 

    エ
ピ
ソ

ー
ド

６
「
氷

の
お
城

を
作

り
た

い
！
」
(９

⽉
19

⽇
) 

⑱
A児

が
突
然
「
氷

の
お
城

を
作

り
た

い
！
」

と
呟

い
た

。
I児

は
A

児
の
呟

き
に

、
「
氷

の
お
城

だ
っ

た
ら

、
私

た
ち

が
寝

て
も

⼤
丈

夫
な

く
ら

い
広

い
お
城

に
し

た
い

ね
」

と
A児

に
伝

え
る

。
保

育
者

は
「
寝

て
も

⼤
丈

夫
な

く
ら

い
広

い
お
城

、
い

い
ね
！
先

⽣
も
氷

の
お

城
で
寝

た
い

な
ー
」

と
、
I児

た
ち

に
伝

え
る

と
、
F児

が
「

そ
れ

じ
ゃ

、
す
ご

ー
く

⼤
き

く
な

い
と

だ
め

だ
ね
」

と
答

え
る

。
I児

が
「

こ
こ

だ
っ

た
ら

い
い

ん
じ
ゃ

な
い

。１
回
寝

て
み

よ
う

よ
」と
⾔

っ
て

、
保

育
室

の
窓
際

に
寝

て
み

る
。I

児
が

す
っ
ぽ

り
⼊

る
ス
ペ

ー
ス

で
あ

る
。
保

育
者

は
「
I児

ち
ゃ

ん
、

い
い

感
じ

。
こ

こ
な

ら
、
寝

て
も

⼤
丈

夫
な
お
城
作

れ
そ

う
だ
わ
」と
⾔

う
と

、「
先

⽣
も
寝

て
み

る
？
」

と
I児

か
ら
返

っ
て

く
る

。
保

育
者

も
寝

て
み

る
と

、
I児

が
「
先

⽣
も

い
い

感
じ

。
ち
ゃ

ん
と

⼊
っ

て
い

る
よ
」

と
、

ス
ペ

ー
ス

を
確
認

し
な

が
ら
答

え
た

。J
児

が
、「
氷

の
お
城

っ
て

ど
う

や
っ

て
作

る
？
」

と
話

し
始

め
た

。I
児

が「
透
明

が
い

い
よ

ね
！
冷

た
い

⽔
を

⼊
れ

る
と

か
？
」

と
呟

く
。

 
⑲
A児

は
、

イ
メ

ー
ジ

が
湧

か
な

い
の

か
、
I児

、
J児

、
保

育
者

の
や

り
と

り
を
静

か
に

聞
い

て
い

る
。
保

育
者

は
「
透
明

で
、
冷

た
い

⽔
か

あ
！
」

と
呟

き
な

が
ら

考
え

て
い

る
と

、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
が

い
い

か
も
！

と
思

い
つ

く
、
「
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
で

で
き

る
か

な
〜
」

と
⾔

う
と

、
I児

と
J児

か
ら
「

い
い

ね
！
」

と
返

っ
て

く
る

。
A児

は
、
実

際
の
氷

の
お
城

の
イ
メ

ー
ジ

が
強

い
の

か
き
ょ

と
ん

と
し

て
い

た
。

保
育
者

は
「

ち
ょ

っ
と

、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
探

し
て

く
る

ね
」

と
I児

た
ち

に
伝

え
る

と
、
I児

は
「

た
ー

く
さ

ん
必
要

な
ん

じ
ゃ

な
い
」

と
⾔

う
。保

育
者

は「
そ

う
だ

よ
ね

〜
。で

き
る

だ
け

⾒
つ

け
て

く
る
わ
」

と
⾔

っ
て
探

し
に
出

か
け

た
。

⼤
量

の
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
を

⾒
つ

け
て

持
っ

て
⾏

く
と

、
J児

が
「

こ
ん

な
に

〜
」

と
驚

い
て

い
る

。
I児

の

込
み

、
誰

で
あ

っ
て

も
⾃

分
の
「

好
き
」

を
表

現
で

き
る

場
と

な
っ

て
い

っ
た

。
 

         ⑰
［
ｃ
］

こ
の

と
き
保

育
者

は
、
A児

も
⼗

分
⾃
⼰

発
揮

で
き

て
い

る
と

考
え

て
い

た
が

、
お

友
達

の
好

き
な
曲

で
踊

る
の

も
楽

し
い

ね
！
」

と
話

し
た

の
は
A児

で
は

な
く
H

児
で

あ
っ

た
こ

と
を
振

り
返

る
と

、
「
み

ん
な

で
踊

る
」

こ
と

を
A児

は
本

当
に

は
楽

し
め

て
い

な
か

っ
た

の
か

も
し

れ
な

い
。A

児
、B

児
は
エ

ル
サ

や
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

で
あ

り
な

が
ら

、
ラ

イ
オ
ン
キ

ン
グ

や
デ

ー
モ
ン
ハ
ン

タ
ー
ズ

の
曲

で
踊

る
こ

と
が
求

め
ら

れ
た

が
、

初
め

か
ら
エ

ル
サ

の
曲

で
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

に
な

り
切

れ
た
B児

と
違

い
、
A児

は
や

は
り

、
エ

ル
サ

の
曲

で
エ

ル
サ

と
し

て
踊

り
た

か
っ

た
の

か
も

し
れ

な
い

。
 

 ⑱［
ｃ
］A

児
が「
氷

の
お
城

を
作

り
た

い
」と

⾔
っ

た
の

は
な
ぜ

か
。
保

育
者

は
、
５
歳

児
ク

ラ
ス

と
し

て
、

⼀
⼈

の
「

好
き
」

が
他

の
⼦

の
「

好
き
」

に
つ

な
が

っ
て

い
っ

て
ほ

し
い

と
い

う
願

い
を

も
っ

て
い

た
の

で
、

ダ
ン

ス
パ

ー
テ

ィ
ー

が
新

た
な
「
氷

の
お
城

づ
く

り
」

に
展
開

し
て

い
く

こ
と

を
期

待
し

た
。

そ
こ

で
、
男

児
も

加
わ

り
な

が
ら

、
試
⾏
錯
誤

し
て
「
氷

の
お

城
づ

く
り
」

に
取

り
組

ん
だ

。
 

      ⑲
［
ｃ
］
協
働
的

に
遊

び
始

め
る
I児

、
J児

ら
と

は
対
照
的

な
A児

の
様

⼦
に

、
保

育
者

は
、

A児
は

、
実
際

の
氷

の
お
城

の
イ
メ

ー
ジ

が
強

い
の

か
も

と
感

じ
た

。
氷

を
「

⾒
⽴

て
る
」

こ
と

の
楽

し
さ

が
A児

に
伝
わ

る
と

よ
い

と
考

え
、
透
明

・
⽔

と
い

う
I児

、
J児

の
⾔
葉

か
ら

、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
を

準
備

し
た

。
 

    

「
同

じ
形

で
つ

な
げ

て
い

く
と

い
い

ん
じ
ゃ

な
い
」

の
声

で
、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の
種
別

を
始

め
た

。
⼤

き
い
サ

イ
ズ

や
⼩

さ
い
サ

イ
ズ

に
分

け
、

同
じ
サ

イ
ズ

の
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
を
横

に
横

に
と

つ
な
げ

て
い

く
。
I児

と
J児

は
、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
と
養

⽣
テ

ー
プ

を
う

ま
く
回
転

さ
せ

な
が

ら
、
囲

い
の

よ
う

な
も

の
を
作

っ
て

い
っ

た
。

 
⑳

そ
ん

な
中

、
A児

は
「
私

ね
、

⼊
⼝

の
ア

ー
チ

が
作

り
た

い
ん

だ
」

と
呟

く
。
J児

が
「

ト
ン
ネ

ル
み

た
い

な
ア

ー
チ

だ
と

、
⾼

く
つ

な
げ

て
い

か
な

い
と
！
」

と
A児

の
呟

き
に
答

え
た

。
A児

の
呟

き
で

、
ア

ー
チ

を
作

る
こ

と
に

な
り

、
今
度

は
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
を
縦

に
重

ね
て

い
っ

た
。
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の
上

と
底

を
ガ

ム
テ

ー
ム

で
く

っ
つ

け
た

り
、
上

と
上

、
底

と
底

と
い

う
形

で
つ

な
げ

た
り

す
る

が
な

か
な

か
う

ま
く

い
か

な
い

。苦
戦

し
て

い
る

と
こ

ろ
に
K児

が
や

っ
て
来

た
。

K児
は
状
況

を
⾒

て
縦

に
つ

な
げ

て
い

き
た

い
A児

た
ち

の
思

い
を

理
解

し
た

様
⼦

で
、
「
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
を
切

っ
て
重

ね
て

い
っ

た
ら

つ
な

が
る

ん
じ
ゃ

な
い

の
？
」と
⾔

っ
た

。保
育
者

は「
な

る
ほ

ど
！

１
回

や
っ

て
み

よ
う

か
？
」

と
I児

た
ち

に
問

い
か

け
る

。
I児

と
J児

は
「

や
っ

て
み

る
」

と
⾔

い
、
保

育
者

は
カ

ッ
タ

ー
で
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の
上

の
部

分
を
切

っ
て

い
っ

た
。
K児

も
な

ん
と

か
つ

な
げ

て
い

こ
う

と
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
を

は
め
込

ん
で

い
く

。
A児

に
「

こ
こ

に
テ

ー
プ

を
つ

け
て
」

と
⾔

う
と

、
A

児
は
「

分
か

っ
た
」

と
⾔

っ
て

⼀
⽣
懸
命

テ
ー

プ
を
巻

き
付

け
て

い
っ

た
。

テ
ー

プ
を
付

け
て

も
は

ず
れ

て
し

ま
う

こ
と

を
繰

り
返

す
う

ち
に

、
K児

も
A児

も
ア

ー
チ
作

り
へ

の
気
持

ち
が
薄

れ
て

い
っ

て
し

ま
っ

た
。

 
 エ
ピ
ソ

ー
ド

７
「
氷

の
お
城

で
レ

ス
ト

ラ
ン

を
開

き
た

い
！
」
(９

⽉
22

⽇
) 

 
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
で

の
お
城
作

り
が
難

し
い

と
感

じ
た
保

育
者

は
、

３
歳

児
の
透
明
ビ
ニ

ー
ル

か
ら
ヒ
ン

ト
を
得

て
、発
泡
シ

ー
ト

を
天

井
か

ら
吊

し
て
み

た
。発
泡
シ

ー
ト

の
半
透
明

感
と

プ
チ

プ
チ

し
た

で
こ
ぼ

こ
が
氷

の
お
城

の
イ
メ

ー
ジ

と
結

び
つ

く
か

は
⼦

ど
も
次

第
だ

が
、⼦

ど
も

の
様

⼦
を

⾒
て
み

る
こ

と
に

し
た

。I
児

が
登

園
し

て
く

る
と

、
発
泡
シ

ー
ト

に
気
付

く
。
I児

が
「
先

⽣
、

あ
れ

っ
て
氷

の
壁
？
」

と
聞

い
て

く
る

。
保

育
者

は
「
氷

の
壁
み

た
い

に
な

る
と

い
い

な
と

思
っ

た
ん

だ
け

ど
、ち
ょ

っ
と
違

う
か

な
？
」と
I児

に
聞

く
と

、I
児

は「
あ

そ
こ

に
キ

ラ
キ

ラ
の
折

り
紙

で
、雪

の
結
晶

と
か

付
け

た
ら

い
い

ん
じ
ゃ

な
い
？
」

と
答

え
た

。
保

育
者

は
「

な
る
ほ

ど
〜

、そ
う

す
る

と
キ

ラ
キ

ラ
し

て
氷

っ
ぽ

く
な

る
よ

ね
」と
I児

に
⾔

っ
た

。
I児

は
「
キ

ラ
キ

ラ
の
折

り
紙

で
や

っ
て
み

た
い

ん
だ

け
ど

、
折

り
紙

あ
る
？
」

と
保

育
者

に
尋

ね
て

き
た

。
保

育
者

は
「

あ
る

よ
！
」

と
⾔

っ
て
I児

に
渡

す
と

、
I児

は
切

り
紙

を
始

め
た

。
I児

の
様

⼦
を

⾒
て

い
た
C児

も
「
私

も
や

る
」

と
⾔

っ
て
切

り
紙

を
始

め
る

。I
児

は
、切

り
込
み

を
⼊

れ
た
折

り
紙

を
開

い
て「
雪

の
結
晶

ぽ
い

か
な

〜
」

と
⾔

い
な

が
ら

、
発
泡
シ

ー
ト

の
氷

の
壁

に
貼

り
付

け
て

い
っ

た
。

ま
た

、
C児

は
「
私

は
こ

ん
な

形
に

な
っ

た
よ
」

と
⾔

い
な

が
ら

、
I児

の
横

に
雪

の
結
晶

を
貼

っ
た

。
 

 
I児

と
C児

と
保

育
者

で
雪

の
結
晶

を
作

っ
て

い
る

と
、
A児

が
や

っ
て
来

る
。
A児

は
、
「
私

ね
、
お
家

で
マ
カ
ロ
ン

や
ジ
ュ

ー
ス

を

     ⑳
［
ｂ
］
A児

の
イ
メ

ー
ジ

し
て

い
た

も
の

が
「
ア

ー
チ
」

だ
と

分
か

り
、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
を

⾼
く
積

む
イ
メ

ー
ジ

が
A児

、I
児

、J
児

に
わ

い
た

と
思
わ

れ
る

。［
ｃ
］し

か
し

、A
児

が
作

り
た

い
と
⾔

っ
た
ア

ー
チ

は
、

試
⾏
錯
誤

し
た

が
う

ま
く
作

る
こ

と
が

で
き

ず
、
出
来

な
い

こ
と

で
気
持

ち
が
薄

れ
て

い
っ

た
。

素
材

や
環

境
を

準
備

す
る
際

は
、

⼦
ど

も
た

ち
が

試
⾏
錯
誤

し
な

が
ら

も
扱

う
こ

と
の
出
来

る
も

の
で

あ
る

こ
と

が
⼤

事
だ

と
感

じ
た

。
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作
っ

た
の
」

と
⾒
せ

て
く

れ
た

。
そ

し
て

、
家

で
作

っ
た

マ
カ
ロ
ン

な
ど

を
⼤

事
に
持

ち
な

が
ら「
氷

の
お
城

で
レ

ス
ト

ラ
ン

を
開

き
た

い
」

と
話

し
始

め
た

。
保

育
者

は
「
氷

の
お
城

で
レ

ス
ト

ラ
ン

が
で

き
る

と
い

い
よ

ね
〜

。
で

も
、

ま
だ
お
城

が
完
成

し
て

い
な

い
ん

だ
け

ど
ど

う
し

よ
う
」

と
、
A児

に
伝

え
る

が
、
A児

は
、
お
城

の
完
成

に
は

興
味

が
な

い
様

⼦
で

あ
っ

た
。

そ
し

て
、
A児

は
「

じ
ゃ

あ
、

も
っ

と
レ

ス
ト

ラ
ン

の
⾷

べ
物

を
作

る
ね
！
」

と
⾔

い
な

が
ら

、
パ

ス
タ

を
作

り
始

め
た

。
保

育
者

は
、
氷

の
お
城

を
作

り
た

い
と
A児

は
思

っ
て

い
る

と
考

え
て

い
た

が
、
お
城

を
作

り
た

い
の

で
は

な
く

、
出
来
上

が
っ

た
お
城

の
中

で
、

や
り

た
い

こ
と

が
あ

る
の

だ
と

実
感

し
た

。
し

か
し

、
保

育
者

は
、
ア

ー
チ

に
つ

い
て

は
ど

う
す

る
の

だ
ろ

う
と

思
い

、A
児

に「
Aち
ゃ

ん
、ア

ー
チ

を
作

り
た

い
と
⾔

っ
て

い
た

け
ど

ど
う

す
る
？
」

と
尋

ね
た

。
A児

は
、

そ
ん

な
こ

と
⾔

っ
た

か
な
？

と
い

う
雰
囲
気

で
、今

は
レ

ス
ト

ラ
ン
へ

の
気
持

ち
が
強

く
な

っ
て

い
る

と
感

じ
た

。
 

㉑
A児

と
保

育
者

の
近

く
で
ア

ー
チ

の
話

を
聞

い
て

い
た
L児

が
「

ダ
ン

ボ
ー

ル
で
作

っ
た

ら
出
来

る
ん

じ
ゃ

な
い
？
」と
保

育
者

に
伝

え
に
来

る
。
保

育
者

は
「

ダ
ン

ボ
ー

ル
も

い
い

ん
だ

け
ど

、
氷

の
お
城

だ
か

ら
透
明

に
し

た
い
み

た
い

な
の
」と
L児

に
答

え
た

。L
児

は
「

そ
れ

じ
ゃ

、
ダ
ン

ボ
ー

ル
に
⻘
⾊

の
画

⽤
紙

を
付

け
て

、
氷

っ
ぽ

く
す

る
と

い
い

ん
じ
ゃ

な
い
？
」

と
提
案

す
る

。
保

育
者

は
、
透

明
に

こ
だ
わ

っ
て

い
た

け
れ

ど
、
L児

の
⾔

う
通

り
、

ダ
ン

ボ
ー

ル
に
画

⽤
紙

を
貼

っ
て
氷

に
⾒

⽴
て

る
の

も
い

い
な

と
感

じ
た

。保
育

者
は
L児

に
「

ダ
ン

ボ
ー

ル
で
ア

ー
チ

を
作

る
の

は
、

い
い

か
も

し
れ

な
い

ね
。

や
っ

て
み

よ
う

か
？
」

と
⾔

い
、
ア

ー
チ

に
で

き
そ

う
な

ダ
ン

ボ
ー

ル
を
探

し
て

き
た

。
最

初
は
L児

と
ア

ー
チ
作

り
を

し
て

い
る

と
、
他

の
幼

児
が
次

々
と

、
「

⼀
緒

に
し

た
い
」

と
⼊

っ
て

き
た

。
そ

の
中

の
M

児
が
「
グ

ラ
グ

ラ
す

る
か

ら
、
真

ん
中

を
ダ
ン

ボ
ー

ル
で
⽀

え
る

と
い

い
ん

じ
ゃ

な
い
」

な
ど

と
、

⾃
分

の
考

え
を

伝
え

な
が

ら
⾃

分
の
ペ

ー
ス

で
作

っ
て

い
く

。グ
ラ
グ

ラ
し

な
い

よ
う

に
ダ
ン

ボ
ー

ル
で
補
強

す
る

た
び

、ア
ー

チ
の

イ
メ

ー
ジ

で
は

な
く

な
っ

て
い

っ
た

が
、
A児

は
そ

ん
な

に
気

に
し

て
い

る
感

じ
で

は
な

か
っ

た
。
保

育
者

は
、
A児

に
「
お
城

の
⼊
⼝

が
グ

ラ
グ

ラ
す

る
か

ら
、
Aち
ゃ

ん
持

っ
て

く
れ

な
い
？
」

と
伝

え
る

と
、
A児

は
「

分
か

っ
た
」

と
⾔

っ
て

ダ
ン

ボ
ー

ル
を
⽀

え
る

。
M

児
が
真

ん
中

の
⽀

え
を

取
り
付

け
る

ま
で

、
A児

は
し

っ
か

り
と
⽀

え
て

い
た

。
そ

の
後

、
M

児
た

ち
は

、
下

の
⼟
台
作

り
を

始
め

る
。
A児

は
、

レ
ス

ト
ラ
ン

に
必
要

な
も

の
作

り
を

始
め

た
。

 
 エ
ピ
ソ

ー
ド
８
「
僕

、
⼿

伝
お

う
か
！
」
(９

⽉
25

⽇
) 

㉒
⽋
席

が
続

い
て

い
た
O

児
が
登

園
す

る
と

、
氷

の
お
城

に
⽬

が
向

く
。
O

児
は
「

あ
れ

何
？
お
家
作

っ
て

い
る

の
？
」

と
保

育
者

に
話

し
か

け
て

き
た

。
保

育
者

は
「
今

ね
、
エ

ル
サ

の
氷

の
お
城

を
作

っ
て

い
る

の
」

と
O

児
に
答

え
る

と
、

O
児

は
組
み

⽴
て

た
ダ
ン

ボ
ー

ル
を

少
し
揺

ら
し

な
が

ら
「
グ

ラ
グ

ラ
す

る
か

ら
、

す
ぐ

に
壊

れ
て

し
ま

う
か

も
。
僕

、
⼿

伝
お

う
か
！
」

と
⾔

っ
た

。保
育
者

は「
そ

れ
は
嬉

し
い

。
O
君

て
、

な
ん

か
、

す
ご

ー
く
上

⼿
そ

う
っ

て
思

う
」

と
、
O

児
に

伝
え

る
。
O

児
は
「
僕

、
こ

               ㉑
［
ｃ
］
A児

の
思

い
を
受

け
て

、
い

ろ
い

ろ
な

⼦
ど

も
た

ち
が
ア

ー
チ
作

り
を

し
た

。
ダ
ン

ボ
ー

ル
で
作

る
と

い
い

の
で

は
な

い
か

、
ダ
ン

ボ
ー

ル
に

⽔
⾊

の
画

⽤
紙

を
貼

れ
ば
氷

に
⾒

⽴
て

ら
れ

る
の

で
は

な
い

か
な

ど
、

⼦
ど

も
の

発
想

が
⽣

か
さ

れ
て

い
っ

た
。
ア

ー
チ

を
作

り
た

い
と
⾔

っ
た
A児

が
、
ア

ー
チ
作

り
に

興
味

を
も

た
な

か
っ

た
こ

と
で

、
ダ
ン

ボ
ー

ル
を

組
み

⽴
て

て
⼤

き
な

⼊
⼝

を
作

る
こ

と
を

楽
し

む
場

と
な

っ
て

い
っ

た
。
A児

は
、
ア

ー
チ

を
⾃

分
で

ど
う
作

っ
て

い
く

と
よ

い
の

か
イ
メ

ー
ジ

が
も

て
な

か
っ

た
か

ら
ア

ー
チ
作

り
に

参
加

し
づ

ら
か

っ
た

の
か

、
レ

ス
ト

ラ
ン

に
必

要
な
⾷

べ
物

に
興

味
が
膨

ら
ん

で
い

っ
た

の
か

、
A児

の
気
持

ち
を

察
す

る
こ

と
が
出
来

な
か

っ
た

こ
と

を
反
省

す
る

。
そ

の
⼀
⽅

で
、
お

城
の

⼊
⼝
作

り
は

、
⼦

ど
も

た
ち

が
ど

う
す

る
と
グ

ラ
グ

ラ
を
⽀

え
ら

れ
る

か
を

考
え

な
が

ら
作

る
過
程

が
⾯
⽩

か
っ

た
。

⼀
⼈

⼀
⼈

の
知

識
や
知
恵

が
ぶ

つ
か

る
こ

と
も

あ
っ

た
が

、
⼀

⼈
⼀

⼈
の
⼒

が
発
揮

で
き

る
よ

う
な
伴
⾛

を
、

ま
た

、
そ

の
⼒

が
み

ん
な

の
⼒

と
し

て
表
現

で
き

る
場

を
作

っ
て

い
け

た
ら

と
思

っ
た

。
 

  ㉒
［
a］
⽋
席

が
多

か
っ

た
O

児
に

と
っ

て
、
氷

の
お
城
作

り
が
展
開

さ
れ

て
い

た
こ

と
は

、
O

児
の
得
意

と
重

な
り

、
O

児
の

⾃
⼰

発
揮

に
つ

な
が

っ
た

と
感

じ
た

。［
ｂ
］「

⼿
伝
お

う
か
？
」

と
い

う
O

児
の
⾔
葉

か
ら

は
、

⾃
分

が
思

い
付

い
た

遊
び

で
は

な
い

け
れ

ど
、

⾃
分

が
参

加
し

て
も

よ
い

と
い

う
安
⼼

感
が

あ
る

こ
と

が
感

じ
ら

れ
る

。
ま

た
、

そ
ん

な
O

児
の
提
案

を
周

り
の

幼
児

や
保

育
者

が
受

け
⼊

れ
、

こ
れ

ま
で

難
し

く
て
上

⼿
く

で
き

な
か

っ
た

こ
と

が
、
O

児
が

⼿
伝

っ
て

く
れ

た
お

か
げ

で
上

⼿
く

い

ん
な

の
好

き
な

ん
や

っ
て

。
ま

ず
は

、
こ

の
三
⾓

の
と

こ
ろ

に
⽀

え
を

⼊
れ

な
あ

か
ん

と
思

う
」

と
⾔

い
な

が
ら

、
⽜
乳
パ

ッ
ク

で
⽀

え
に

な
る
部

分
を
作

り
始

め
た

。
 

O
児

は
「

こ
れ

く
ら

い
か

な
？
」

と
呟

き
な

が
ら
三
⾓

の
部

分
を

作
り

、
平
⾏

に
な

る
よ

う
に

試
み

た
。
O

児
の

考
え

は
、
お
城

を
頑
丈

に
す

る
に

は
と

て
も
緻
密

な
考

え
だ

っ
た

が
、三
⾓

の
部

分
を

は
め
込

も
う

と
す

る
と

、す
で

に
建

っ
て

い
る
柱

の
⻑

さ
と
合
わ

な
く

な
り
O

児
は

試
⾏
錯
誤

し
て

い
た

。
O

児
は
「

あ
ー

、
も

う
、
サ

イ
ズ

が
合

わ
な

い
か

ら
、
三
⾓

は
や

め
に

す
る

。
Pち
ゃ

ん
、

こ
こ
持

っ
て

て
。

こ
こ

で
く

っ
つ

け
る
」

と
⾔

っ
て

、
⾃

分
の

考
え

を
変

え
な

が
ら
お
城

を
組
み

⽴
て

始
め

た
。「
Pち
ゃ

ん
、

テ
ー

プ
切

っ
て

。切
っ

た
ら

こ
こ

に
貼

っ
て

。
僕

が
押

さ
え

て
い

る
か

ら
」

と
、

友
達

に
指
⽰

を
出

し
て

い
く

。
O

児
に

は
、

こ
こ

を
こ

う
す

る
と

よ
い

と
い

っ
た
全
体

の
⾒
通

し
が

⽴
っ

て
い

て
、次

々
と
柱

を
補

強
し

な
が

ら
頑
丈

な
お
城

を
組
み

⽴
て

て
い

っ
た

。
 

O
児

が
「
終
わ

っ
た

ー
」

と
⾔

う
。
保

育
者

は
「
O
君

、
あ

り
が

と
う

。
す
ご

く
頑
丈

な
お
城

に
な

っ
た

。
O
君

て
す
ご

い
ね

。
な

ん
で

こ
ん

な
こ

と
で

き
る

の
？
」

と
、
O

児
に
尋

ね
る

と
「

だ
っ

て
簡

単
じ
ゃ

ん
。
僕

、
得
意

や
し
」

と
答

え
た

。
 

 エ
ピ
ソ

ー
ド
９
「

ム
ー
ン

ク
リ

ス
タ

ル
パ
ワ

ー
メ

ー
ク
ア

ッ
プ
！
」

(９
⽉
26

⽇
) 

㉓
M

児
や
O

児
た

ち
が
氷

の
お
城

の
⼟
台

を
作

っ
た

こ
と

で
、
今

ま
で

よ
り

も
お
城

っ
ぽ

く
⾒

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。
A児

も
氷

の
お
城

が
イ
メ

ー
ジ

で
き

る
の

か
、
氷

の
お
城

に
⼊

っ
た

り
、
出

た
り

し
て

い
る

。
B児

に
誘
わ

れ
て

、
B児

と
⼀

緒
に
氷

の
お
城

に
⼊

る
と

、
B

児
は
A児

の
⽿
元

で
「

あ
れ

を
し

よ
う
！
」

と
A児

に
⼿

を
差

し
出

す
。

す
る

と
、
A児

は
、
B児

が
何

を
し

た
い

の
か

す
ぐ

に
分

か
り

、
B児

の
⼿

に
⾃

分
の

⼿
を
乗
せ

た
。

そ
の
瞬
間

、
「

ム
ー
ン

ク
リ

ス
タ

ル
パ
ワ

ー
メ

ー
ク
ア

ッ
プ
！
」

と
、

⼤
き

な
声

で
呪
⽂

を
唱

え
、

ポ
ー
ズ

を
と

っ
た

。
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

の
呪
⽂

は
、
A児

と
B児

の
お

気
に

⼊
り

の
呪
⽂

で
、

こ
の
呪
⽂

が
エ

ル
サ

や
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

に
な

る
ス

イ
ッ

チ
な

る
こ

と
が

多
い

。
⼆

⼈
で
呪
⽂

を
唱

え
た

後
は

、
ア

ナ
と
雪

の
⼥
王

や
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

コ
ス
モ

ス
の
曲

を
か

け
、ス

テ
ー
ジ

や
氷

の
お
城

で
な

り
き

っ
て
踊

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
      

き
そ

う
だ

と
い

う
⾒
通

し
を

も
て

た
こ

と
も

、
⼀
気

に
氷

の
お
城
作

り
が

進
ん

だ
要
因

と
な

っ
た

の
だ

ろ
う

と
思
わ

れ
る

。
P児

も
み

ん
な

の
中

で
⾃

分
を
表
現

す
る

こ
と

が
苦

⼿
だ

っ
た

が
、
O

児
に
お

願
い

さ
れ

る
と

い
う

形
で

、
お
城
作

り
に
参

加
し

て
い

っ
た

。
 

                      ㉓
［
a］
氷

の
お
城

の
⼟
台

が
で

き
た

こ
と

で
、

⾃
分

で
⾔

い
出

し
て
お

き
な

が
ら
関
⼼

が
な

い
か

の
よ

う
に

思
え

た
A児

が
、
再

び
B児

と
氷

の
お
城

の
中

で
遊

び
始

め
た

。
A児

は
関
⼼

が
な

か
っ

た
の

で
は

な
く

、
イ
メ

ー
ジ

が
わ

か
な

か
っ

た
だ

け
な

の
か

も
知

れ
な

い
。
氷

の
お

城
の
製
作
過
程

に
お

い
て

、
何

も
な

い
初

め
か

ら
お
城

の
イ
メ

ー
ジ

を
も

て
る

幼
児

も
い

れ
ば

、
あ

る
程
度

形
が

⾒
え

る
よ

う
に

な
っ

て
く

る
と

、
全
体

の
イ
メ

ー
ジ

が
わ

い
て

遊
べ

る
幼

児
も

い
る

と
い

う
こ

と
だ

ろ
う

。
な

ら
ば

、
A

児
が
氷

の
お
城

の
イ
メ

ー
ジ

を
も

っ
て
安
⼼

し
て

遊
ぶ

と
い

う
個
別
最
適

は
、

⼀
⼈

で
は
為

し
得

な
い

も
の

で
、
協
働
的

な
学

び
の
上

で
可

能
に

な
っ

た
の

だ
と
⾔

え
る

だ
ろ

う
。
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エ
ピ
ソ

ー
ド

１
０
「
私

も
作

り
た

い
！
」
(1
0⽉
28

⽇
) 

B児
が
「

ま
た

、
⾐
装

を
作

り
た

く
な

っ
ち
ゃ

っ
た
」

と
保

育
者

に
伝

え
に
来

た
。
保

育
者

は
、

前
⽇

に
⼀

緒
に

ダ
ン

ス
パ

ー
テ
ィ

ー
を

し
た

３
歳

児
の
⾐
装

を
⾒

て
、
A児

た
ち

が
⾐
装

が
作

り
た

く
な

る
か

も
し

れ
な

い
と

思
い

、
カ

ラ
ー
ビ
ニ

ー
ル

袋
や
モ

ー
ル

な
ど

を
準

備
し

て
お

い
た

。「
⾐
装
作

り
た

く
な

る
よ

ね
〜

。
作

ろ
う
Bち
ゃ

ん
！
」

と
B児

に
⾔

う
と

、
B児

は
「
私

は
、

や
っ

ぱ
り
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

か
な
」と
⾔

い
な

が
ら

、準
備

を
始

め
た

。そ
れ

を
⾒

て
い

た
A児

も
「
私

も
作

り
た

い
！
」と
⾔

う
。保

育
者

は「
Aち

ゃ
ん
作

ろ
う
！
」

と
⾔

う
と

、
「
私

は
、
エ

ル
サ

な
ん

だ
け

ど
、
ハ
ロ

ウ
ィ

ー
ン

が
近

い
か

ら
オ

レ
ン
ジ

と
ピ
ン

ク
で
作

ろ
う

か
な
」

と
⾔

う
。

そ
の

様
⼦

に
C児

や
D

児
た

ち
も

や
っ

て
き

て
⾐
装
作

り
が

始
ま

っ
た

。
 

㉔
A児

が
オ

レ
ン
ジ

の
カ

ラ
ー
ビ
ニ

ー
ル
袋

を
持

ち
な

が
ら
「
先

⽣
、

こ
こ

を
切

っ
て
」

と
保

育
者

に
持

っ
て

き
た

。
前
回

、
⾐
装

を
作

っ
た

と
き

は
、
エ

ル
サ

に
な

り
き

り
た

い
と

い
う
A児

の
思

い
を

⼤
事

に
し

た
か

っ
た

の
で

、
保

育
者

が
⾐
装

を
作

っ
た

。
し

か
し

、
今
回

は
、
A児

が
⾃

分
で
作

る
こ

と
が

楽
し

さ
に

つ
な

が
る

の
で

は
な

い
か

と
思

い
、「
Aち
ゃ

ん
、

⾃
分

で
作

る
の

も
⾯
⽩

い
よ

。
Aち

ゃ
ん

が
好

き
な

よ
う

に
作

っ
て
み

る
と

素
敵

な
⾐
装

に
な

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
な
」

と
、
保

育
者

は
A児

に
返

し
た

。
A児

は
、
最

初
⼾
惑

っ
た

が
、
周
囲

で
⾐
装

を
作

っ
て

い
る
B児

や
C児

た
ち

の
様

⼦
を

⾒
な

が
ら

、
マ
ジ

ッ
ク

で
絵

を
描

い
た

り
、
モ

ー
ル

で
雪

の
結
晶

を
作

っ
て
付

け
た

り
し

て
い

っ
た

。
A

児
は

⻑
い
ド

レ
ス

に
な

る
よ

う
に

、
カ

ラ
ー
ビ
ニ

ー
ル
袋

を
セ
ロ
ハ
ン

テ
ー

プ
つ

な
げ

、
マ
ン

ト
の

よ
う

に
し

た
い

と
⾸

に
か

け
る

よ
う

に
し

た
。
C児

は
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ

ー
の
空

き
箱

で
靴

を
作

る
様

⼦
も

⾒
ら

れ
た

。⾐
装

が
出
来
上

が
っ

て
い

く
と

、
そ

れ
ぞ

れ
に
着

始
め

る
。
D

児
が
⾐
装

を
結

べ
な

く
て
困

っ
て

い
る

と
、
F児

が
「
私

が
結

ん
で

あ
げ

る
」

と
⾔

っ
て

⼿
伝

っ
て

い
た

。
A児

は
⾃

分
で
着

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

考
え

た
の

か
、マ
ン

ト
⾵

の
ド

レ
ス

を
⾝

に
つ

け
な

が
ら
嬉

し
そ

う
な
表

情
を

し
て

い
た

。
そ

れ
ぞ

れ
に

考
え

て
い

る
こ

と
、

⼯
夫

す
る

と
こ

ろ
が

違
っ

て
い

て
、
⾯
⽩

さ
を

感
じ

た
。

 
         

                   ㉔
［
ｃ
］
保

育
者

の
共
主
体
的

な
援
助

の
在

り
⽅

と
し

て
、
今

、
⽬

の
前

の
幼

児
が

何
に
気
持

ち
が
強

く
向

い
て

い
る

か
を
想
像

し
て
向

き
合

い
、
応
答

し
て

い
く

こ
と

が
重
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

こ
こ

で
は

、
A児

の
「
⾐
装

を
作

り
た

い
」

と
い

う
気
持

ち
が

、
以

前
の
「
エ

ル
サ

に
な

り
き

り
た

い
」

と
い

う
気
持

ち
と

は
異

な
る
段
階

に
あ

る
と
保

育
者

は
考

え
、
「

⾃
分

で
作

る
の

も
⾯
⽩

い
よ
」

と
促

し
た

。
［
ｂ
］

ま
た

、
今
回

は
周
囲

で
⾐
装

を
作

っ
て

い
る
B児

や
C児

、D
児

た
ち

の
存
在

が
あ

っ
た

。前
回

の
⾐
装

の
イ
メ

ー
ジ

が
あ

っ
た

こ
と

と
、
周
囲

の
幼

児
の
作

る
過
程

を
参

考
に

で
き

た
こ

と
で

、
A児

も
⾃
由

に
⾃

分
の

好
き

な
⾐
装

を
作

る
こ

と
が

で
き

た
の

だ
と

思
う

。
 

                 

エ
ピ
ソ

ー
ド

１
１
「

ラ
イ
ブ
み

た
い

だ
ね
！
」
(1
0⽉
29

⽇
) 

㉕
⾃

分
の
⾐
装

を
作

っ
た

こ
と

や
踊

る
曲

を
⼦

ど
も

た
ち

で
操
作

で
き

る
よ

う
に
CD
化

し
た

こ
と

で
、

ス
テ

ー
ジ

に
集

ま
り
踊

り
を

楽
し

む
姿

が
再

び
⾒

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。
J児

と
Q

児
は

、
兄

や
姉

が
運
動
会

で
踊

っ
た
曲

を
、

⾃
分

で
か

け
て
踊

り
始

め
た

。
「
私

、
踊

り
を
全
部
覚

え
て

い
る

ん
だ
」と
J児

が
⾔

う
と

、
Q

児
は
「
私

も
覚

え
て

い
る

よ
。

楽
し

い
よ

ね
」

と
⾔

い
な

が
ら

、
⾒
せ

る
踊

り
と

し
て
踊

っ
て

い
る

こ
と

が
伝
わ

っ
て

き
た

。
 

㉖
そ

ん
な
中

、
H児

が
「
ゴ

ー
ル
デ
ン

、
踊

り
た

い
な
」

と
⾔

う
。

J児
が
「
私

が
か

け
て

あ
げ

る
ね
」

と
⾔

っ
て

、
CD

を
取

り
出

し
て

か
け

る
と

、
H児

が
踊

り
始

め
た

。
H児

は
ア
ニ
メ

の
キ
ャ

ク
タ

ー
に

な
り

き
っ

て
い

て
、
表

情
も

ク
ー

ル
に
決

め
て

い
る

。
曲

の
盛

り
上

が
り

の
と

こ
ろ

で
は

、
H児

の
楽

し
い

様
⼦

が
伝
わ

っ
て

い
っ

た
の

か
、
側

に
い

た
C児

、
A児

た
ち

も
踊

り
始

め
た

。
ノ
リ
ノ
リ

で
踊

る
C児

、雰
囲
気

に
引

き
寄
せ

ら
れ

て
い

く
A児

な
ど

、ラ
イ
ブ

の
よ

う
な

⼀
体

感
が

伝
わ

っ
て

き
た

。C
児

は
「

な
ん

だ
か

ラ
イ
ブ
み

た
い

だ
ね
！
」

と
呟

い
た

。
 

   エ
ピ
ソ

ー
ド

１
２
「

な
ん

だ
か

楽
し

く
な

っ
て

き
た
！
」
(1

1⽉
５

⽇
) 
㉗
ア

ー
パ
ツ
ア
パ
ツ

の
曲

調
が

楽
し

さ
を
膨

ら
ま
せ

て
い

く
の

か
、

ア
ー
パ
ツ
ア
パ
ツ

を
踊

る
⼦

ど
も

た
ち

が
増

え
て

い
る

。何
度

も
曲

が
か

か
る

こ
と

で
A児

も
聞

き
慣

れ
て

き
た

の
か
ア

ー
パ
ツ
ア
パ

ツ
の
曲

に
親

し
み

を
感

じ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
今

⽇
も

、
ア

ー
パ
ツ
ア

パ
ツ

の
曲

が
か

か
る

と
、⾃

ら
ス

テ
ー

ジ
に

あ
が

る
。
A児

は
、
H児

、
C児

、
B児

が
気
持

ち
よ

く
踊

っ
て

い
る
横

で
、
踊

り
を
真
似

よ
う

と
し

て
い

る
。

１
回
⽬

が
終
わ

る
と

、
保

育
者

は
「
A

ち
ゃ

ん
、
ア

ー
パ
ツ
ア
パ
ツ
踊

ろ
う

と
し

て
い

た
ね
」

と
A児

に
声

を
か

け
た

。
す

る
と

、
A児

は
、
「

ち
ょ

っ
と
踊

っ
て
み

よ
う

と
思

っ
た
」

と
答

え
る

。
保

育
者

は
「
先

⽣
も

好
き

だ
よ

ー
」

と
踊

り
な

が
ら
A児

に
⾔

う
と

、
「
お

も
し

ろ
ー

い
！
」

と
笑

っ
た

。
し
ば

ら
く

す
る

と
２
回
⽬

の
ア

ー
パ
ツ
ア
パ
ツ

が
か

か
る

。
A児

は
、
再
度

ス
テ

ー
ジ

に
あ

が
り

、
今
度

は
⾃

ら
踊

り
出

し
た

。
保

育
者

も
ス

テ
ー
ジ

下
で
踊

っ
て

い
る

と
、
A児

が
笑

う
。

A児
は「

な
ん

だ
か

楽
し

く
な

っ
て

き
た
！
」と
⾔

い
な

が
ら

、動
き

が
⼤

き
く

な
っ

て
い

っ
た

。
 

 

 ㉕［
ｃ
］保

育
者

は
、こ

れ
ま

で
、A

児
た

ち
の

ス
テ

ー
ジ

⽤
の
⾳

楽
を

ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン

で
流

し
て

い
た

が
、
他

園
の
参
観
者

か
ら
「

⾃
分

の
ク

ラ
ス

で
は

、
幼

児
た

ち
が

⾃
分

で
曲

を
選

ん
で
流
せ

る
よ

う
に

、C
D

に
し

て
い

る
」と

い
う
ア
ド
バ

イ
ス

を
も

ら
い

、
踊

る
曲

を
⾃

分
た

ち
で
操
作

で
き

る
よ

う
に

環
境

を
⼯

夫
し

た
。

す
る

と
、
⾐
装

を
⾃

分
で
作

っ
た

こ
と

も
あ

り
、
再

び
ダ
ン

ス
が
盛

り
上

が
っ

て
き

た
。

 
 ㉖
［
ｂ
］
新

し
く

こ
の

⽇
ダ
ン

ス
に
参

加
し

て
き

た
H児

は
、

し
な

や
か

な
⾝
体

の
動

き
を

⽣
か

し
て

、
ク

ー
ル

な
ダ
ン

ス
を
披
露

し
た

。
こ

れ
ま

で
ダ
ン

ス
に
参

加
し

て
き

た
幼

児
も

し
て

い
な

か
っ

た
幼

児
も

、
多

く
の

幼
児

が
集

ま
っ

て
踊

っ
て

い
た

。
C児

の
「

な
ん

だ
か

ラ
イ

ブ
み

た
い

だ
ね
！
」

と
い

う
⾔
葉

か
ら

、
そ

の
場

で
即

興
的

に
、

そ
れ
ぞ

れ
が

好
き

な
ダ
ン

ス
を

思
い

思
い

に
踊

る
ラ

イ
ブ

感
が

あ
り

、
そ

れ
が
皆

に
と

っ
て

と
て

も
居
⼼
地

の
良

い
場

に
な

っ
て

い
た

の
だ

と
考

え
ら

れ
る

。
 

      ㉗
［
ｃ
］

ラ
イ
ブ

感
を

味
わ

っ
た

幼
児

た
ち

が
思

い
思

い
に
曲

を
か

け
、

ダ
ン

ス
を

楽
し

む
遊

び
が
展
開

さ
れ

て
い

っ
た

が
、
実

は
A児

に
と

っ
て
⼼
地

よ
い

、
⾃

分
を

発
揮

で
き

る
居

場
所

で
は

な
く

な
っ

て
い

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
る

。
保

育
者

は
、
A児

の
思

い
に

す
ぐ

に
気
付

け
な

か
っ

た
と
反
省

す
る

。
し

か
し

、
今

ま
で

の
A児

な
ら

、
ど

う
し

て
よ

い
か
困

る
と

そ
の

場
か

ら
い

な
く

な
る

こ
と

が
多

か
っ

た
が

、
A児

は
ず

っ
と
踊

り
の

場
か

ら
離

れ
な

か
っ

た
。

ま
た

、
ア

ナ
と
雪

の
⼥
王

や
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

コ
ス
モ

ス
の
曲

で
は

な
い
曲

で
踊

っ
て
み

た
り

、
ジ
ュ

ー
ス
屋

さ
ん

を
し

た
り

な
ど

、
⾃

分
な

り
に

や
っ

て
み

よ
う

と
試
み

て
い

た
。

好
き

で
は

な
い

け
れ

ど
、
他

児
の

遊
び

に
触

れ
て
み

よ
う

と
す

る
A児

を
通

し
て

、
踊

り
の

場
が

好
き

で
あ

る
こ

と
や

友
達

と
の
関
係

性
が
⽀

え
に

な
っ

て
い

る
と

感
じ

た
。
ア

ー
パ

ツ
ア
パ
ツ

を
繰

り
返

し
経
験

す
る

こ
と

で
、

⾃
分

の
好

き
な

こ
と

を
表
現

す
る

⾃
⼰

発
揮

か
ら

、
友

達
の

好
き

な
こ

と
に

触
れ

て
⾃

分
を
表

現
す

る
⾃
⼰

発
揮
へ

と
変
化

し
て

き
て

い
る

と
感

じ
た

。
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４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
 【

⾃
分

の
好

き
な
エ

ル
サ

に
な

り
き

る
こ

と
で

⼤
胆

に
表
現

で
き

た
】

 
◯
A児

が
、

う
ち

に
秘

め
た

思
い

を
表
現

で
き

た
の

は
、

⾃
分

の
好

き
な
エ

ル
サ

に
な

り
き

る
こ

と
で

⼤
胆

に
表
現

で
き

た
の

で
は

な
い

か
、
普
段

の
「
私
」

は
、

⾃
分

を
表
現

す
る

こ
と

が
得
意

で
は

な
い

け
れ

ど
、
エ

ル
サ

に
な

っ
た

か
ら
殻

を
破

り
、
エ

ル
サ

を
通

し
て

⾃
⼰

発
揮

で
き

る
場

に
な

っ
て

い
っ

た
の

で
は

な
い

か
と

い
う

⾒
取

り
を
保

育
者

同
⼠

で
話

し
合

っ
た

。
ま

た
、
エ

ル
サ

と
セ

ー
ラ

ー
ム

ー
ン

と
い

っ
た

よ
う

に
、

そ
れ
ぞ

れ
の

好
き

な
も

の
に
違

い
が

あ
る

か
ら

こ
そ

、
新

し
い
価
値

が
⽣

ま
れ

た
の

で
は

な
い

か
、

同
質
性

の
中

で
は

⽣
ま

れ
に

く
か

っ
た
価
値

が
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
い

う
視
点

に
、
私

⾃
⾝

に
新

し
い
価
値
観

が
⽣

ま
れ

た
よ

う
に

感
じ

た
。

 
 【

⾃
分

の
「

好
き
」

を
表
現

す
る

こ
と

か
ら

、
友

達
の
「

好
き
」

に
触

れ
て

⾃
分

を
表
現

す
る

こ
と
へ

】
 

◯
A児

は
、
エ

ル
サ

に
な

り
き

る
こ

と
で

⾃
分

を
表
現

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
そ

の
空
間

は
と

て
も
⼼
地
良

く
、
A児

が
個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
の
中

で
⾃
⼰

発
揮

し
て

い
る
姿

だ
っ

た
の

で
は

な
い

か
と
推

察
す

る
。

し
か

し
、
A児

と
B児

の
踊

り
か

ら
、
み

ん
な

の
ラ

イ
ブ

に
遊

び
が
展
開

し
た

こ
と

で
、
A児

が
な

り
き

っ
て
表
現

す
る
姿

が
少

な
く

な
っ

て
い

っ
た

。
そ

の
と

き
、
A児

は
、

ど
う

す
る

と
良

い
か
⼾
惑

い
な

が
ら

も
み

ん
な

の
ラ

イ
ブ

に
い

る
こ

と
が

多
か

っ
た

。
そ

れ
は

、
エ

ル
サ

に
な

り
き

っ
て
表
現

す
る

楽
し

さ
を

味
わ

っ
た

こ
と

で
、
今

後
も

も
っ

と
味
わ

い
た

い
と

思
っ

て
い

た
か

ら
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。
友

達
の
踊

り
に

触
れ

な
が

ら
、

⾃
分

を
表
現

し
た

い
気
持

ち
を
⾝

体
活
動

を
伴

っ
て

発
揮

で
き

る
よ

う
⾒

取
り

、
⽀

え
て

い
く

こ
と

が
⼤
切

だ
と

感
じ

た
。

 
 ２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 【
保

育
者
間

の
関
係
性

】
 

〇
A児

の
「

好
き
」

が
友

達
に

広
が

り
、

園
全
体

の
保

育
者

に
広

が
り

、
園
全
体

の
⼦

ど
も

た
ち

に
広

が
っ

て
い

る
。

そ
の
背
景

に
は

、
タ
エ

コ
の

遊
び

を
担
任
以

外
も

、
そ

れ
ぞ

れ
の
保

育
者

が
⾒

取
り
関
わ

る
、

⾒
取

り
関
わ

っ
た

こ
と

を
共
有

す
る

と
い

っ
た
保

育
者

同
⼠

の
関
係
性

が
あ

っ
た

。
保

育
者

同
⼠

が
、
A児

の
遊

び
に
主
体
的

に
関
わ

っ
た

こ
と

で
、

タ
エ

コ
の

遊
び

が
保
障

さ
れ

て
い

っ
た

と
感

じ
る

。
保

育
者
間

の
関
係
性

が
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
と

い
う

⾃
⼰

発
揮

し
な

が
ら

遊
び
込

む
⼦

供
の
姿

に
つ

な
が

っ
て

い
く

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

 
 【

遊
び

が
多

様
に

広
が

っ
て

い
く

】
 

◯
A児

が
氷

の
お
城

を
作

り
た

い
と
⾔

っ
て

か
ら

、
保

育
者

も
ど

の
よ

う
に
作

っ
て

い
く

と
よ

い
か
迷

い
、
A児

の
イ
メ

ー
ジ

が
湧

く
よ

う
な

素
材

や
ア

イ
デ
ィ
ア

と
い

っ
た

環
境

を
準

備
で

き
て

い
な

か
っ

た
と
反
省

す
る

。
保

育
者

の
迷

い
で

、
A児

の
タ

イ
ミ
ン
グ

を
逃

し
て

し
ま

っ
た

と
感

じ
る

。
⼦

ど
も

の
こ

う
し

た
い

を
保

育
者

は
⾒

取
り

、
環

境
を

整
え

て
い

こ
う

と
す

る
が

、
⼦

ど
も

の
思

い
と
合
致

し
な

い
こ

と
も

多
い

。
だ

か
ら

こ
そ

、
タ

イ
ミ
ン
グ

を
逃

さ
ず

、
⼦

ど
も

が
選
択

で
き

る
よ

う
な

環
境

の
下

準
備

を
し

て
お

く
こ

と
が
必
要

だ
と

考
え

る
。

そ
の

た
め

に
は

、
⼦

ど
も

の
具

体
的

な
今

の
姿

を
微
細

に
感

じ
取

れ
る

よ
う

に
な

る
こ

と
が
重
要

だ
と

考
え

る
。

⼀
⽅

で
、
氷

の
お
城
作

り
の

よ
う

に
、
踊

り
で

は
な

い
遊

び
へ

と
広

が
っ

て
い

く
と

、
そ

こ
に

様
々

な
幼

児
が
関
わ

り
、

⾃
分

の
好

き
や
関
⼼

、
得
意

に
出
会

う
こ

と
も

あ
る

と
感

じ
た

。
ひ

と
つ

の
遊

び
が

多
様

に
広

が
る

こ
と

で
、

⾃
分

の
好

き
や
関
⼼

、
得
意

に
出
会

っ
た

り
、

遊
び

と
遊

び
、

⼦
ど

も
と

⼦
ど

も
が

つ
な

が
っ

た
り
重

な
っ

た
り

し
て

い
く

の
だ

と
考

え
る

。
 

 

「
ぼ

く
の

⽅
が

強
い

メ
ン

コ
作

れ
る

よ
」

 
 

園
名

：
信
州

⼤
学

教
育

学
部

附
属

幼
稚

園
 

 【
５

⽉
中
旬

 
こ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
 

〇
イ
メ

ー
ジ

に
合

う
形

や
組
み
合
わ
せ
⽅

に
な

る
よ

う
に

考
え

な
が

ら
、

素
材

を
選

ん
だ

り
付

け
⾜

し
た

り
し

て
遊
ぶ

 
 

〇
⾃

分
な

り
に

考
え

た
遊

び
の

設
定

と
友

だ
ち

の
イ
メ

ー
ジ

し
て

い
る

設
定

を
伝

え
合

い
な

が
ら

⼀
緒

に
遊
ぶ

 
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

・
４

⽉
こ

ろ
か

ら
⽜
乳
パ

ッ
ク

を
四
⾓

く
切

り
、
重

ね
て
ガ

ム
テ

ー
プ

で
と

め
る
メ
ン

コ
遊

び
が
流
⾏

っ
て

き
て

い
た

。
 

・
四
歳

児
後
半

に
は

割
り
箸

に
ビ
ニ

ル
テ

ー
プ

を
巻

き
付

け
て

コ
マ

を
作

り
、

友
だ

ち
と

の
対
戦

を
楽

し
ん

で
い

た
。

 
・

様
々

な
素

材
と
関
わ

っ
て

き
た
5歳

児
だ

か
ら

こ
そ

、
や

り
た

い
こ

と
を
追
求

し
て

い
く
中

で
、

そ
れ
ぞ

れ
の

素
材

の
よ

さ
や

⼯
夫

の
仕
⽅

を
考

え
て
ほ

し
い

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

４
⽉
30

⽇
（

⽔
）

 
①

 
⾃
作

の
メ
ン

コ
で

の
勝
負

で
「

こ
の
メ
ン

コ
が
絶

対
⼀
番
強

い
」

と
教

師
が

話
し

て
い

る
の

を
聞

く
と
A

児
は

⼯
作
台

か
ら
「
絶

対
、
ぼ

く
の
⽅

が
強

い
よ
」

と
叫

ん
だ

。
 

  ②
 

そ
の

後
、
⽜
乳
パ

ッ
ク

を
四
⾓

く
切

り
始

め
た

。
同

じ
⼤

き
さ

の
⻑
⽅

形
を
８

つ
切

る
と
全
部

を
重

ね
て

、
何
度

も
そ

ろ
え

て
か

ら
ガ

ム
テ

ー
プ

で
固

定
し

た
。

教
師

が
「
今

⽇
の
メ
ン

コ
は

分
厚

い
ん

だ
ね
」

と
⾔

う
と
笑
顔

に
な

り
、

テ
ー

プ
で
バ
ツ
印

を
貼

り
、
裏
⾯

を
完
成

さ
せ

た
。

 
 ③

 
メ
ン

コ
の
バ

ト
ル

場
に
⾏

く
と

２
⾊

の
ガ

ム
テ

ー
プ

で
表
⾯

の
デ
ザ

イ
ン

を
作

り
、

⽴
ち
上

が
っ

て
「

よ
 

っ
し
ゃ

ー
！
」

と
ポ

 
 

 
ー
ズ

を
決

め
た

。
 

 ④
 
A

児
が

加
わ

り
、
勝
負

が
始

ま
る

と
、
A

児
の
メ
ン

コ
は

⼀
発

で
ひ

っ
く

り
返

っ
て

し
ま

っ
た

。
A

児
は

そ
の
バ

ト
ル

の
勝
者

を
気

に
す

る
こ

と
な

く
、

す
ぐ

に
⽴

ち
上

が
っ

て
、
空

き
箱

の
⼊

っ
た

か
ご

に
向

か
っ

た
。

 
  

 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
［
a］

こ
れ

ま
で

に
メ
ン

コ
を
作

っ
て

き
た
経
験

か
ら

、
“教

師
に

も
負

け
な

い
メ
ン

コ
を
作

れ
る
ぞ
”と

い
う

⾃
信

が
あ

り
、

そ
れ

を
掻

き
⽴

て
る

教
師

の
発

⾔
を
受

け
て
「
強

い
メ
ン

コ
作

り
」

と
い

う
課
題

に
向

か
っ

た
の

で
は

な
い

か
。

 
 ②
［
a］
“た

く
さ

ん
重

ね
て

そ
ろ

え
る

と
強

い
メ
ン

コ
に

な
る

ん
だ
”と

い
う
経
験

か
ら

つ
か

ん
だ
A

児
の

厚
み
へ

の
こ

だ
わ

り
を

感
じ

る
。

  
  
［
c］
厚

く
す

る
と
強

い
と

い
う

こ
だ
わ

り
の

⼯
夫

 
を
認

め
る
直
接
的

な
援
助

に
よ

り
、

よ
り
課
題

解
決

に
向

か
っ

て
い

る
。

 
 ③
［
c］
普
段

は
⼤

⼈
し

く
感

情
を

あ
ま

り
表

に
出

さ
な

い
A

児
だ

が
“こ

れ
で
バ

ト
ル

を
す

る
ぞ
”と

い
う

意
気
込
み

を
感

じ
る

。
メ
ン

コ
作

り
を
通

し
て

、
A

児
が

⾃
分

を
表
現

し
だ

し
て

い
る

。
 

    ④
［
b］

友
だ

ち
と

教
師

と
の
メ
ン

コ
勝
負

に
加
わ

る
こ

と
で

、
相

⼿
の
メ
ン

コ
の

形
や
厚
み

な
ど

の
特
徴

を
バ

ト
ル

を
通

し
て

⾃
然

と
感

じ
て

い
る

だ
ろ

う
。

 
［
a］
強

い
と

思
っ

て
い

た
⾃

分
の
メ
ン

コ
が

す
ぐ

に
負

け
て

し
ま

っ
た

こ
と

で
“も

っ
と
メ
ン

コ
を
強

く
し

な
い

と
”と
A

児
の
探

究
が

始
ま

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

。
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⑤
 
近

く
の
⽜
乳
パ

ッ
ク

の
切

れ
端

を
⼿

に
取

り
、
ガ

ム
テ

ー
プ

を
貼

り
、
メ
ン

コ
を
⽬

の
⾼

さ
に
持

ち
上
げ

て
横

か
ら

じ
っ

と
⾒

つ
め

た
。

そ
の

後
、
ガ

ム
テ

ー
プ

を
輪

の
よ

う
に

し
て
貼

り
、

そ
の
上

に
切

れ
端

を
置

い
た

。
切

れ
端

や
ガ

ム
テ

ー
プ

の
⾊

を
変

え
な

が
ら

、
同

じ
よ

う
に

３
回
重

ね
た

。
 

 ⑥
 
改
良

し
た
メ
ン

コ
を

⼀
度

、
机

の
上

で
投
げ

た
。

⼤
き

く
響

い
た
⾳

を
聞

く
と

、
早

⾜
に
バ

ト
ル

場
へ

と
向

か
っ

た
。

 
 ⑦

 
⾃

分
が
投
げ

る
順
番

に
な

り
、

思
い
切

り
ふ

り
か
ぶ

っ
て
投
げ

た
が

当
た

ら
な

か
っ

た
。「
ぐ
わ

ー
」

と
声

を
上
げ

る
。

そ
の

後
、

教
師

や
他

の
友

だ
ち

が
投
げ

て
も

ひ
っ

く
り
返

ら
な

い
⾃

分
の
メ
ン

コ
を
⾶

び
跳

ね
な

が
ら

⾒
た
A

児
。

次
の
順
番

で
、

友
だ

ち
の
メ
ン

コ
を

ひ
っ

く
り
返

し
た

A
児

は
両

⼿
で
ガ

ッ
ツ
ポ

ー
ズ

を
と

っ
た

。
 

 ⑧
 も

う
⼀
度
バ

ト
ル

を
し

て
、
負

け
る

と
「

も
う

⼀
回
強

く
し

よ
う
」

と
⼯
作
台
へ

と
向

か
っ

て
⾏

っ
た

。
 

⑤
 
［
a］
ガ

ム
テ

ー
プ

を
輪

に
し

て
貼

っ
て

い
く

や
り

⽅
が
A

児
の
新

し
い

⼯
夫

な
の

だ
ろ

う
。
メ
ン

コ
を

⾒
る

と
き

に
横

の
厚
み

を
気

に
し

て
い

る
姿

か
ら

、
A

児
の
中

に
は

、
強

い
メ
ン

コ
は

こ
の

く
ら

い
の
厚

さ
が

い
い

と
い

う
イ
メ

ー
ジ

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
、

と
考

え
た

。
 

    ⑥
 
［
a］

試
し

に
投
げ

た
メ
ン

コ
が
今

ま
で

に
な

い
⾳

を
出

し
た

こ
と

で
“勝

て
る
メ
ン

コ
が

で
き

た
ぞ
”

と
⼿
応

え
を

感
じ

た
の

だ
ろ

う
。

 
 ⑦
［
b］

友
だ

ち
や

教
師

が
投
げ

て
も

ひ
っ

く
り
返

ら
な

い
⾃

分
の
メ
ン

コ
を

⾒
て

、
⾃

分
の

⼯
夫

し
た
部

分
に

⾃
信

を
つ

け
て

い
る

の
で

は
な

い
か

。
 

         ⑧
［
a］
負

け
る

と
い

う
こ

と
を

き
っ

か
け

に
“も

っ
と

も
っ

と
”と
改
良

を
し

て
い

く
姿

が
あ

る
。

 
５

⽉
16

⽇
（
⾦
）

 
⑨

 教
師

が
厚
み

の
違

う
様

々
な
空

き
箱

を
⽤
意

し
て
お

く
 

と
、

こ
の

⽇
は
⽜
乳
パ

ッ
ク

と
は
違

う
厚
紙

の
空

き
箱

 
を

⼿
に

取
っ

た
。

 
  ⑩

 ⻑
⽅

形
に
切

り
取

り
ガ

ム
テ

ー
プ

を
巻

く
と

２
回
床

に
投
げ

つ
け

た
。

す
ぐ

に
バ

ト
ル

場
へ
⾏

き
、

教
師

と
メ

ン
コ
バ

ト
ル

を
始

め
た

。
A

児
が

、
メ
ン

コ
を
構

え
、
振

り
下

ろ
す

と
、

教
師

の
メ
ン

コ
を

ひ
っ

く
り
返

し
た

。
笑

顔
で

教
師

に
近

づ
き

「
ね
ぇ

、
⼀

発
！
」

と
⾔

っ
た

。
 

 ⑪
 教

師
が
A

児
の

使
っ

た
空

き
箱

を
⼿

に
取

り
、「

こ
れ

が
強

い
の
？
」

と
聞

く
と
「

う
ん

、
そ

れ
」

と
笑
顔

で
答

え
た

。
教

師
も

同
じ

素
材

で
作

り
、

２
回
⽬

の
勝
負

が
始

ま
っ

た
。

 
 

 ⑨
［
c］

素
材

を
重

ね
て
厚
み

を
出

し
て

い
る
A

児
に

別
の

素
材

に
よ

る
⼯

夫
や

組
み
合
わ
せ

も
⽣

ま
れ

る
よ

う
に
意
図
的

に
種
類
別

に
空

き
箱

を
⼯
作
台

に
置

い
た

。
 

 ⑩
［
a］

使
っ

た
こ

と
の

な
い

素
材

を
重

ね
ず

に
使

う
姿

か
ら

、
“⽜
乳
パ

ッ
ク

よ
り

も
厚

い
か

ら
、

こ
の

ま
ま

や
っ

て
み

よ
う
”と

思
っ

た
の

か
。
作

っ
た
メ

ン
コ

を
そ

の
場

で
試

し
、
今

ま
で

と
は
違

う
⾳

や
⼿

応
え

を
感

じ
た

の
だ

ろ
う

。
 

      ⑪
［
c］

素
材

の
違

う
も

の
を

使
っ

て
「
強

い
メ
ン

コ
」

を
作

り
始

め
て

い
る
A

児
に

⼯
夫

を
認

め
る
⾔

葉
が

け
を

し
て

い
る

。
 

  

⑫
 似

た
形

と
厚
み

の
勝
負

は
、

何
度
投
げ

て
も
勝
負

が
つ

か
な

か
っ

た
。
A

児
は
「
勝

て
な

い
」

と
つ
ぶ

や
く

と
、

同
じ

空
き
箱

を
⼿

に
取

り
、
メ
ン

コ
を

あ
わ
せ

、
そ

こ
に
沿

っ
て
箱

を
切

る
と
貼

り
付

け
た

。
 

  ⑬
 そ

の
後

、
友

だ
ち

に
誘
わ

れ
、
勝
負

が
始

ま
っ

た
。

 
    
⑭

 順
番

に
投
げ
続

け
て

い
る

と
10
回
⽬

で
A

児
は

⽴
ち

上
が

っ
て

、
勢

い
を

つ
け

て
投
げ

始
め

た
。

⽴
っ

て
投
げ

始
め

て
か

ら
３
回
⽬

。
つ

い
に

友
だ

ち
の
メ
ン

コ
を

ひ
っ

く
り
返

し
た

。
は

っ
と

し
た
表

情
を

す
る

と
、

友
だ

ち
が

「
負

け
た
」

と
⾔

っ
た

。
す
ぐ

に
笑
顔

に
な

り
教

師
の

も
と
へ
⾏

き
、
「

ね
ぇ

、
ぼ

く
勝

っ
た
」

と
報
告

し
た

。
 

 

⑫
［
a］
勝
敗

が
つ

か
な

い
と

き
も
“こ

う
い

う
時

は
、

厚
く

し
よ

う
”と
以

前
の
経
験

か
ら

も
う

⼀
枚

⾜
し

て
み

よ
う

と
思

い
付

き
、
メ
ン

コ
を
改
良

し
て

い
た

の
だ

ろ
う

。
 

    ⑬
［
b］
“先

⽣
に
勝

て
た

か
ら

友
だ

ち
に

も
勝

て
る

か
も
”と
意
識

が
友

だ
ち

に
向

き
始

め
た

。
友

だ
ち

も
⾃

分
が
勝

て
る

よ
う

に
メ
ン

コ
を
改
良

し
、

⼀
緒

に
強

い
メ
ン

コ
を
追
及

し
て

い
る

。
 

 ⑭
［
a］
メ
ン

コ
⾃
体

の
⼯

夫
だ

け
で

な
く

、
“も

っ
と

強
く

や
ら

な
い

と
ひ

っ
く

り
返

ら
な

い
”と
投
げ
⽅

に
も
着
⽬

し
始

め
た

の
だ

ろ
う

。
 

  
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
【
負

け
る
経
験

が
さ

ら
な

る
個

⼈
の
追

究
に

つ
な

が
る

】
 

〇
作

っ
た
メ
ン

コ
を

使
っ

て
勝
敗

の
あ

る
メ
ン

コ
バ

ト
ル

を
す

る
こ

と
で

、⾃
分

が
思

う
強

い
メ
ン

コ（
厚
み

を
増

す
、

素
材

を
変

え
て
み

る
、
投
げ
⽅

を
変

え
て
み

る
）

に
向

け
て

、
勝

て
る

ま
で

何
度

も
試
⾏

を
繰

り
返

し
、
追

究
す

る
姿

に
つ

な
が

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
 

 【
⼀

緒
に
メ
ン

コ
バ

ト
ル

を
楽

し
む

教
師

や
友

の
存
在

】
 

〇
バ

ト
ル

場
と

い
う

場
に
来

る
と

同
じ
⽬
的

を
も

っ
た

友
だ

ち
や

教
師

が
い

る
と

い
う
状
況

の
中

で
、

そ
れ
ぞ

れ
の
メ

ン
コ
へ

の
⼯

夫
は

様
々

で
あ

っ
た

。
⾃

分
も

何
度

も
試
⾏

を
重

ね
る

と
と

も
に

、
バ

ト
ル

を
通

し
て

⾃
然

と
友

だ
ち

の
メ
ン

コ
へ

の
⼯

夫
も
⽬

に
⼊

り
、
共

に
同

じ
⽬
的

に
向

か
っ

て
⾃

分
の

⼯
夫

が
広

が
っ

て
い

っ
た

り
、

友
の

⼯
夫

を
取

り
⼊

れ
た

り
す

る
姿

が
あ

っ
た

。
 

 【
今

ま
で

の
素

材
と

の
関
わ

り
の
経
験

】
 

〇
メ
ン

コ
作

り
と

い
う
経
験

だ
け

で
な

く
、
空

き
箱

を
使

っ
て

様
々

な
⼯
作

を
し

て
き

た
こ

と
が

、
素

材
の
特
徴

を
理

解
し

た
り

、
い

か
し

た
り

し
な

が
ら

、
メ
ン

コ
作

り
が

で
き

る
素
地

が
あ

っ
た

。
 

 ２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
【
負

け
な

い
存
在

と
し

て
の

教
師

の
存
在

】
 

〇
負

け
を
機

に
、
メ
ン

コ
を
改
良

し
て

い
く
姿

か
ら

、
序
盤

は
ど

ん
な

に
や

っ
て

も
勝

て
な

い
教

師
の
存
在

が
A

児
に

と
っ

て
ど

ん
ど

ん
改
良

を
重

ね
る

き
っ

か
け

と
な

っ
た

。
 

 【
A

児
の
追

究
に
合
わ
せ

た
環

境
の
構
成

】
 

〇
教

師
は
A

児
の

⼯
夫

を
⾒

取
り

、
そ

の
⼯

夫
に
直
接
的

に
⾔
葉

を
か

け
た

り
、
意
識

し
て

い
る
部

分
を
実
現

で
き

る
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よ
う

に
⽜
乳
パ

ッ
ク

の
量

を
⽤
意

し
た

り
、

様
々

な
素

材
を
選

び
や

す
い

よ
う

に
配
置

し
た

。
 

 【
遊

び
を

楽
し

む
伴
⾛
者

と
し

て
の

教
師

の
存
在

】
 

〇
時

に
は
バ

ト
ル

を
⼀

緒
に

楽
し

む
仲
間

と
し

て
、

友
だ

ち
と

⼀
緒

に
バ

ト
ル

が
始

ま
っ

た
と

き
に

は
⾒
守

り
、

⼀
緒

に
遊

び
を

楽
し
み

な
が

ら
、

何
に
⾯
⽩

さ
を

感
じ

て
い

る
の

か
、

ど
こ

に
躓

い
て

い
る

の
か

を
教

え
る

の
で

は
な

く
、

横
並

び
の
関
係

で
⽀

え
て

き
た

。
 

   
 

「
み

ん
な

で
お
祭

り
が

し
た

い
」

 
 

園
名

：
上
越

教
育

⼤
学

附
属

幼
稚

園
 

 【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
 ７

⽉
上
旬

か
ら
中
旬

 
  

教
師

や
友

達
と

の
か

か
わ

り
を

楽
し

む
時

期
 

・
友

達
と
ア

イ
デ
ア

を
出

し
合

い
、

⼯
夫

を
重

ね
な

が
ら

⼤
が

か
り

な
遊

び
を

つ
く

っ
て

い
き

、
⾃

分
た

ち
の

遊
び

の
中

に
年

下
の

幼
児

を
受

け
⼊

れ
て

遊
ぶ

よ
う

に
な

る
。

年
下

の
幼

児
が

⾃
分

た
ち

の
遊

び
を

楽
し

む
姿

や
、
共

に
遊
ぶ

こ
と

に
⼼
地

よ
さ

を
感

じ
て

い
く

。
 

・
互

い
の

か
か
わ

り
が
深

ま
り

、
理

解
し
合

う
仲
間

と
な

っ
て

い
く

。
遊

び
の
中

で
競

い
合

う
こ

と
を

楽
し

ん
だ

り
、

⾃
⼰

の
記
録

に
挑
戦

し
た

り
す

る
こ

と
を
通

し
て

、
仲
間

の
よ

さ
を
認

め
て

い
く

。
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

 
本

事
例

で
は

、
ク

ラ
ス

の
多

く
の

幼
児

が
夢
中

に
な

っ
た
「
お
祭

り
」

の
遊

び
に
お

い
て

、
個
別
最
適

な
学

び
や

協
働
的

な
学

び
と
み

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
や

、
環

境
構
成

や
援
助

の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
、
A

児
の
姿

を
中
⼼

に
考

察
し

て
い

く
。

 
７

⽉
、
A

児
は
５
歳

ク
ラ

ス
の
保

育
室

前
の

テ
ラ

ス
で

た
ら

い
に

⽔
を

た
め

、
そ

こ
に

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
ボ

ー
ル

を
浮

か
べ

て
い

た
。
A

児
は
ガ

ム
テ

ー
プ

の
芯

に
和
紙

を
貼

り
付

け
、

ス
ト
ロ

ー
で

取
っ

⼿
を
付

け
る

と
、「

ボ
ー

ル
す

く
い

だ
よ

ー
」

と
⾔

っ
て

、
た

ら
い

の
中

に
⼊

れ
て

い
た

。
し
ば

ら
く

⾒
て

い
る

と
、
和
紙

が
⽔

で
ふ

や
け

て
破

れ
て

し
ま

っ
た

。
A

児
は

こ
れ

を
と

て
も

楽
し

ん
で

い
る

よ
う

に
⾒

え
た

。
保

育
者

は
、

も
し

か
し

た
ら
A

児
は

、
⾦
⿂

す
く

い
を

イ
メ

ー
ジ

し
、
和
紙

が
破

れ
る

ま
で

に
ボ

ー
ル

を
す

く
え

る
か

、
す

く
え

な
い

か
の

ス
リ

ル
の

よ
う

な
感

じ
を

楽
し

ん
で

い
る

の
で

は
な

い
か

と
読
み

取
っ

た
。

 
Ａ

児
は

こ
の

遊
び

を
数

⽇
間
続

け
な

が
ら

、
あ

る
⽇
「
み

ん
な

で
お
祭

り
が

し
た

い
な
」

と
つ
ぶ

や
い

た
。
保

育
者

は
、
A

児
の

発
想

や
遊

び
が

ク
ラ

ス
全
体

に
広

が
り

、
か

か
わ

り
の
中

で
遊
ぶ
姿

を
思

い
描

い
た

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

７
⽉
８

⽇
 

①
Ａ

児
が
「
み

ん
な

に
話

し
た

い
こ

と
が

あ
る

か
ら

時
間

を
下

さ
い
」

と
⾔

っ
た

た
め

、
保

育
者

は
お
祭

り
の

遊
び

の
こ

と
を
み

ん
な

に
伝

え
る

の
で

は
な

い
か

と
読
み

取
り

、
そ

の
⽇

の
帰

り
の
集

ま
り

で
Ａ

児
が

話
す

時
間

を
設

定
し

た
。
Ａ

児
が
「
み

ん
な

で
お
祭

り
が

し
た

い
」

と
伝

え
る

と
ク

ラ
ス

の
幼

児
た

ち
は

、「
い

い
ね

、
じ
ゃ

あ
私

は
り

ん
ご

あ
め

を
つ

く
り

た
い
」「
ぼ

く
は
わ

た
あ

め
」

な
ど

、
⾃

分
の

思
い

を
話

し
て

い
っ

た
。

 
    ②

話
合

い
の
中

で
、
保

育
者

は
、「
先

⽣
が

準
備

す
る

こ
と

や
も

の
は

あ
る
？
」

と
幼

児
に

聞
い

た
。

 
       

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
［
a］
Ａ

児
は
み

ん
な

で
や

り
た

い
と

い
う
強

い
思

い
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

と
読
み

取
っ

た
。
Ａ

児
の

思
い

を
受

け
⽌

め
、

話
す

場
を

設
定

し
て

い
く

こ
と

が
、

Ａ
児

の
遊

び
の

広
が

り
に

つ
な

が
っ

て
い

く
と

考
え

た
。

 
①
［
b］
Ａ

児
の

思
い

を
聞

く
中

で
、
他

の
幼

児
も

や
っ

て
み

た
い

と
い

う
思

い
を

も
ち

、
今

後
の

遊
び

の
中

で
か

か
わ

り
が

⽣
ま

れ
て

く
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
 

   ②
［
c］

幼
児

か
ら

の
要
望

を
、
ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー
ド

に
書

き
出

し
、

下
の
写
真

の
よ

う
に

⼀
つ

の
テ

ー
ブ

ル
の

上
に
並

べ
て

準
備

し
た

。
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７
⽉
９

⽇
 

③
Ａ

児
は

、
朝

か
ら
Ｃ

児
や
Ｄ

児
と

と
も

に
、

り
ん
ご

あ
め

を
つ

く
っ

て
い

た
。
別

の
テ

ー
ブ

ル
で
製
作

を
し

て
い

た
B

児
が
A

児
の

と
こ

ろ
へ
来

て
、

前
⽇

に
保

育
者

が
準

備
し

た
道

具
の
中

に
あ

っ
た
⾚

い
ガ

ム
テ

ー
プ

を
持

っ
て

い
っ

た
。

 
Ａ

児
：「

ね
え

、
Ｂ

く
ん

、
そ

の
⾚

い
ガ

ム
テ

ー
プ
返

し
て

。
割

り
箸

と
ゴ

ム
も

。
こ

れ
は

り
ん
ご

あ
め

で
使

う
ん

だ
よ

。
先

⽣
が

り
ん
ご

あ
め

の
た

め
に

準
備

し
た

ん
だ

よ
」

 
Ｃ

児
：「

そ
う

だ
よ

、
こ

れ
は
お
祭

り
の

や
つ

な
ん

だ
よ
」

 
Ｂ

児
：「

で
も

さ
、

こ
れ

は
み

ん
な

の
も

の
じ
ゃ

ん
！
」

 
Ｄ

児
：「

そ
う

だ
け

ど
、

こ
こ
（
ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー
ド
）

に
も
お

ま
つ

り
の

道
具

が
書

い
て

あ
る

で
し
ょ
」

 
       

  ④
Ｂ

児
が
ガ

ム
テ

ー
プ

を
使

っ
て

い
た

の
で

、
保

育
者

は
、

ど
う

や
っ

て
り

ん
ご

あ
め

を
つ

く
ろ

う
か

、
⼀

緒
に

考
え

た
。
A

児
は
ガ

ム
テ

ー
プ

の
代
わ

り
に
ビ
ニ

ル
テ

ー
プ

を
使

う
こ

と
を

思
い

つ
き

、
ビ
ニ

ル
テ

ー
プ

で
代

⽤
す

る
こ

と
で
気
持

ち
に
折

り
合

い
を

つ
け

た
。

 
 

こ
の

⽇
か

ら
数

⽇
間

、
Ａ

児
は

り
ん
ご

あ
め

を
つ

く
り

続
け

て
い

た
。

 
７

⽉
14

⽇
 

⑤
こ

の
⽇

の
帰

り
の
集

ま
り

の
際

に
、
A

児
は
お
祭

り
を

他
の

ク
ラ

ス
に
知

ら
せ

る
看
板

を
つ

く
り

た
い

と
い

う
思

い
を
み

ん
な

に
話

し
た

。
ク

ラ
ス

の
幼

児
た

ち
は

、「
た

く
さ

ん
⼈

が
来

る
か

ら
、

⼤
き

な
看
板

が
い

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な
」

な
ど

、
ど

の
よ

う
な
看
板

が
い

い
か
意

⾒
を
出

し
合

っ
て

い
た

。
 

 ⑥
保

育
者

は
、

コ
ル

ク
ボ

ー
ド

、
ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー
ド

、
⼤

き
な
紙

な
ど

を
準

備
し

、
そ

れ
ら

を
Ａ

児
の

思
い

に
合
わ

せ
て
出
せ

る
よ

う
に

準
備

し
て
お

い
た

。
 

     ７
⽉

15
⽇

 
⑦
朝

の
⽀
度

を
終

え
た
A

児
、
B

児
、
C

児
、
D

児
は

、
⼀

緒
に
看
板

を
つ

く
ろ

う
と
盛

り
上

が
っ

て
い

た
。
B

 ③
［
a］
Ａ

児
が

遊
び

に
没
頭

す
る
姿

を
思

い
描

い
て

環
境
構
成

を
⾏

っ
た

つ
も

り
で

あ
っ

た
が

、
結
果
Ａ

児
と
Ｂ

児
の
⾔

い
合

い
と

な
り

、
Ａ

児
は

使
い

た
か

っ
た

ガ
ム

テ
ー

プ
を

使
え

な
か

っ
た

。
こ

の
後
Ａ

児
は

、
ビ

ニ
ル

テ
ー

プ
で
代

⽤
し

て
り

ん
ご

あ
め

を
つ

く
っ

て
い

た
た

め
、

⾃
分

で
何

と
か

し
よ

う
と

す
る
姿

は
⾒

ら
れ

た
も

の
の

、
Ａ

児
が
没
頭

で
き

る
環

境
構
成

と
は
⾔

い
難

い
。

ま
た

、
Ｂ

児
が

⾃
分

の
使

い
た

い
材
料

を
使

っ
て

遊
ぶ
姿
へ

の
思

い
描

き
が

⾜
り

な
か

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
も

考
え

た
。

 
③
［
c］

こ
の

環
境
構
成

は
、
帰

り
の
集

ま
り

の
時
間

に
幼

児
の

考
え

を
聞

き
な

が
ら

準
備

し
た

環
境
構
成

で
あ

る
た

め
、

⼀
⾒

、
幼

児
の

思
い

を
⽣

か
し

た
環

境
構

成
に

思
え

る
。

し
か

し
、

こ
の

環
境

に
よ

っ
て
「

こ
こ

の
道

具
は
お
祭

り
遊

び
に

使
う

も
の
」

と
い

う
暗
黙

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
与

え
て

い
た

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
Ｂ

児
の

よ
う

に
、
他

の
遊

び
に
⾚

い
ガ

ム
テ

ー
プ

を
使

い
た

い
幼

児
も

い
る

こ
と

を
考

え
る

と
、
お
祭

り
の

遊
び

の
み

に
誘
わ

れ
る

よ
う

な
限

定
的

な
環

境
構
成

と
い

う
よ

り
は

、
も

っ
と
緩

や
か

に
環

境
構
成

し
、

幼
児

の
遊

び
が

広
が

る
よ

う
に

す
る

べ
き

だ
っ

た
の

で
は

な
い

か
。

 
 ④
［
a］
Ａ

児
の

思
い

に
寄

り
添

い
な

が
ら

、
⼀

緒
に

ど
う

す
べ

き
か

を
考

え
て

い
く

こ
と

に
よ

っ
て

、
ビ
ニ

ル
テ

ー
プ

で
代

⽤
す

る
と

い
う
Ａ

児
の
新

た
な

発
想

が
⽣

ま
れ

、
気
持

ち
に
折

り
合

い
を

つ
け

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

 
   ⑤
［
b］
帰

り
の
集

ま
り

に
よ

っ
て

幼
児

の
思

い
を
共

有
す

る
場

を
重

ね
る

こ
と

で
、

⾃
分

の
し

て
い

る
遊

び
で

は
な

く
て

も
、

⾃
分
ご

と
と

し
て

考
え

る
姿

が
⽣

ま
れ

て
い

る
。

 
   ⑥
［
c］

遊
び

の
⽅
向
性

を
保

育
者

が
決

め
て

し
ま

う
よ

う
な

環
境

で
は

な
く

、
幼

児
の
決

定
や
選
択

を
⽣

か
し

た
環

境
を

つ
く

っ
て

い
く
必
要

が
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
そ

の
た

め
、

道
具

の
準

備
は

し
て
お

く
が

、
敢

え
て
保

育
室

に
は
出

さ
ず

、
Ａ

児
と

の
会

話
の
中

で
必
要

な
も

の
を
選
択

し
て
出
せ

る
よ

う
な

環
境

を
構
成

し
て
お

く
こ

と
に

し
た

。
 

  ⑦
［
b］
Ａ

児
の

思
い

を
全
体

で
共
有

し
た

こ
と

で
、

Ｂ
児

、
Ｃ

児
、
Ｄ

児
も

、
⼀

緒
に
看
板

を
つ

く
り

た
い

児
、
Ｃ

児
、
Ｄ

児
は

⼤
き

な
紙

が
ほ

し
い

と
⾔

っ
て

、
⼤

き
な
紙

に
看
板

を
書

い
て

い
た

が
、
A

児
は

、
い

つ
も
保

育
室

に
置

い
て

あ
る
Ａ
４
サ

イ
ズ

の
コ
ピ

ー
⽤
紙

を
⼿

に
取

っ
た

。
A

児
に

そ
の

理
由

を
聞

く
と

、
A

児
は
看
板

を
い

ろ
い

ろ
な

ク
ラ

ス
や
部
屋

に
貼

り
た

い
と

い
う

思
い

を
話

し
た

。
 

        ７
⽉

16
⽇

 
⑧
Ａ

児
は

、
看
板

を
つ

く
っ

た
後

、
お
祭

り
で
太
⿎

を
叩

き
た

い
と

い
う

思
い

を
も

ち
、
Ｅ

児
と

⼀
緒

に
太
⿎

づ
く

り
を

始
め

た
。
保

育
者

は
、

そ
の

様
⼦

を
⾒

て
、
お
祭

り
の
雰
囲
気

に
合

い
そ

う
な
CD

を
予

め
準

備
し

、
す
ぐ

に
Ｃ
Ｄ
デ

ッ
キ

が
使

え
る

よ
う

に
、
即
座

に
準

備
し

た
。

 
      ⑨
Ａ

児
は

、
準

備
し

て
あ

っ
た
Ｃ
Ｄ

プ
レ

イ
ヤ

ー
を
操
作

し
、

⾃
分

の
好

き
な
⾳

楽
を
流

し
て

、
太
⿎
演
奏

を
始

め
た

。
年

下
の

幼
児

が
た

く
さ

ん
集

ま
っ

て
き

た
。
Ａ

児
は

⾃
分

の
好

き
な
曲

が
終
わ

る
と

、
今
度

は
い

す
に
座

っ
て

い
た

年
下

の
⼦

た
ち

に
「

何
の
曲

が
い

い
？
」

と
尋

ね
て

い
た

。
４
歳

ク
ラ

ス
ａ

児
は

、
普
段

か
ら

幼
児

が
遊

び
の

中
で
踊

っ
て

い
る
曲

を
リ

ク
エ

ス
ト

し
、
次

い
で

、
３
歳

ク
ラ

ス
B

児
も

⾃
分

の
好

き
な
曲

を
リ

ク
エ

ス
ト

し
た

。
 

         

と
い

う
思

い
が

⽣
ま

れ
て

き
た

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
 

⑦
［
a］
Ａ

児
と

の
会

話
を
通

し
て

、
Ａ

児
が

思
い
描

く
看
板

は
、

チ
ラ
シ

に
近

い
よ

う
な

も
の

で
あ

る
こ

と
が
読
み

取
れ

た
。
Ａ

児
、
Ｂ

児
と

も
に

⾃
分

の
思

い
描

く
看
板

を
作
成

し
た

。
 

⑦
［
c］

話
合

い
の

場
を

設
定

し
て

き
た

こ
と

が
、
翌

⽇
の

遊
び
へ

の
興

味
を
⾼

め
、

⾃
然

と
集

ま
っ

て
遊
ぶ

姿
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

ま
た

、
⼦

ど
も

と
⼀

緒
に

つ
く

っ
て

い
く

環
境

を
意
識

し
、

多
様

に
看
板

を
思

い
描

い
て

い
た

こ
と

で
、

幼
児

た
ち

が
思

い
思

い
の
看
板

を
作
成

す
る

こ
と

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
 

   ⑧
［
a］
Ａ

児
の

思
い

を
聞

き
、

す
ぐ

に
お
祭

り
の
太

⿎
の

遊
び

が
で

き
る

環
境

を
整

え
た

た
め

、
Ａ

児
が

や
り

た
い

こ
と

を
や

っ
て
み

よ
う

と
す

る
姿

に
つ

な
が

っ
て

い
る

と
考

え
た

。
 

⑧
［
c］
保

育
者

は
、

幼
児

の
姿

を
思

い
描

き
な

が
ら

環
境
構
成

を
⾏

う
が

、
幼

児
は
無
限

な
発
想

を
も

っ
て

い
る

た
め

、
想

定
し
切

る
の

は
難

し
い

。
意
図

を
も

っ
て

環
境
構
成

を
す

る
の

だ
が

、
そ

の
意
図

や
想

定
を
超

え
て

く
る

こ
と

を
前
提

に
し

て
、

⼀
緒

に
遊

び
の

環
境

を
つ

く
っ

て
い

く
こ

と
が

⼤
切

で
あ

る
。

 
 ⑨
［
b］
Ａ

児
が
夢
中

に
な

れ
る

環
境

を
整

え
て

い
っ

た
こ

と
で

、
そ

こ
に

楽
し

い
雰
囲
気

が
⽣

ま
れ

、
年

下
の

幼
児

が
集

ま
り

、
⾃
然

と
異

年
齢

の
か

か
わ

り
に

も
つ

な
が

っ
て

き
た

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

 
⑨
［
c］
異

年
齢

の
か

か
わ

り
は

、
保

育
者

が
つ

な
ぐ

の
で

は
な

い
と

考
え

る
。

か
か
わ

り
を
⽀

え
た

い
と

思
っ

た
と

き
、

ま
ず

は
、

⼀
⼈

⼀
⼈

が
遊

び
に
夢
中

に
な

る
姿

を
⽀

え
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
そ

の
⼦

⾃
⾝

が
か

か
わ

り
た

い
と

い
う

思
い

が
⾼

ま
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

⼤
切

で
あ

る
。

 
   

 
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
「
ポ

イ
ン

ト
」

は
何

で
し

た
か

。 
【

⼀
⼈

⼀
⼈

が
遊

び
に
没
頭

す
る

】
 

 
太
⿎

を
叩

い
て

い
る

と
き

、
A

児
は

遊
び

に
没
頭

し
て

い
た

。
こ

れ
ま

で
の
お
祭

り
遊

び
の
中

で
、

り
ん
ご

あ
め

を
つ

く
っ

た
り

、
看
板

を
準

備
し

た
り

し
て
お
祭

り
を

す
る

こ
と
へ

の
期

待
感

が
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
読
み

取
っ

て

66



い
る

。
没
頭

し
て

い
る

⼦
か

ら
は

、
楽

し
い
雰
囲
気

を
感

じ
る

の
か

、
⾃
然

と
他

の
幼

児
た

ち
も
集

ま
っ

て
く

る
。

つ
ま

り
、

個
別
最
適

な
学

び
を
⽀

え
て

い
く

と
、
協
働
的

な
学

び
も

⾃
然

と
⽣

ま
れ

て
く

る
と

い
う

こ
と

が
で

き
る

。
こ

の
よ

う
に

、
⼀

⼈
⼀

⼈
が

遊
び

に
没
頭

す
る

こ
と

は
、
協
働
的

な
学

び
が

⾃
然

と
⽣

ま
れ

て
く

る
「
ポ

イ
ン

ト
」

に
な

る
と
⾔

え
る

だ
ろ

う
。

 
 【
互

い
の

思
い

を
聞

き
合

う
】

 
 
帰

り
の
集

ま
り

で
、
A

児
が
「
お

ま
つ

り
を

し
た

い
」

と
話

し
た

こ
と

が
他

の
幼

児
た

ち
と

⼀
緒

に
遊
ぶ
姿

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。互
い

の
思

い
を

聞
き
合

う
こ

と
が

、協
働
的

に
学
ぶ
姿

に
つ

な
が

っ
て

い
く

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
ま

た
、「

た
く

さ
ん

⼈
が
来

る
か

ら
、

⼤
き

な
看
板

が
い

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な
」

と
、

⾃
分

の
遊

び
以

外
の

こ
と

も
、

⾃
分
ご

と
と

し
て

と
ら

え
て

伝
え
合

う
姿

が
⾒

ら
れ

た
。
互

い
の

思
い

を
聞

き
合

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

個
々

の
遊

び
の
中

で
、

や
っ

て
み

た
い

と
い

う
思

い
が

⽣
ま

れ
る

と
考

え
る

と
、

個
別
最
適

な
学

び
に

も
つ

な
が

っ
て

い
く

と
捉

え
ら

れ
る

。
互

い
に

思
い

を
聞

き
合

う
こ

と
は

、
個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
が

⼀
体
的

に
充
実

す
る
「
ポ

イ
ン

ト
」

に
な

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

 
２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
【

幼
児

と
保

育
者

が
⼀

緒
に

つ
く

る
遊

び
の

環
境

】
 

保
育
者

は
、

環
境
構
成

に
よ

っ
て
Ａ

児
の
お
祭

り
遊

び
を
⽀

え
よ

う
と

願
っ

た
。

し
か

し
、

願
い

を
も

っ
て

環
境
構

成
を

し
て

も
、

そ
れ

は
保

育
者

の
意
図
通

り
に

い
く

と
は
限

ら
な

い
。

そ
れ

は
、

幼
児

た
ち

が
無
限

⼤
の

発
想
⼒

を
も

っ
た
存
在

だ
か

ら
で

あ
る

。
だ

か
ら

こ
そ

、
幼

児
の

発
想

は
保

育
者

の
意
図

や
想

定
を
超

え
て

く
る

こ
と

を
前
提

に
、

⼀
緒

に
遊

び
の

環
境

を
つ

く
っ

て
い

く
こ

と
が

個
別
最
適

な
学

び
や
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る
「
ポ

イ
ン

ト
」

に
な

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

環
境
構
成

を
し

て
、
保

育
者

の
意
図
通

り
に

遊
ん

だ
⽇

を
、

何
と

な
く
「

幼
児

の
思

い
を
読
み

取
れ

た
⽇
」「

環
境
構
成

が
成
功

し
た

⽇
」

と
捉

え
が

ち
で

あ
る

。
そ

れ
も

⼤
切

で
あ

る
か

も
し

れ
な

い
が

、
保

育
者

の
意
図

を
超

え
て

い
く

こ
と

を
前
提

に
し

て
、

幼
児

の
思

い
を
読
み

取
り
続

け
、
豊

か
な

遊
び

に
し

て
い

く
た

め
に

環
境

を
⼀

緒
に
更
新

し
続

け
て

い
く

こ
と

が
「
ポ

イ
ン

ト
」

に
な

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

 
 【

環
境
構
成

に
お

け
る

道
具

を
出

す
量

や
タ

イ
ミ
ン
グ

の
⾒
極

め
】

 
 
Ａ

児
の

楽
し
み

は
今

ど
こ

に
あ

る
の

か
を
読
み

取
り

、
Ａ

児
と

の
会

話
を
通

し
て

環
境
構
成

を
し

て
い

く
プ
ロ
セ

ス
に
お

い
て

、
道

具
を

ど
の

く
ら

い
の

量
を
出

す
の

か
、

ど
の

タ
イ

ミ
ン
グ

で
出

す
の

か
、

そ
の

⾒
極

め
が

⼤
切

な
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
。
Ａ

児
と
Ｂ

児
が
⾔

い
合

い
に

な
っ

た
の

は
、
保

育
者

の
し

た
環

境
構
成

が
、

り
ん
ご

あ
め

を
つ

く
る

プ
ロ
セ

ス
を
暗

に
⽰

す
よ

う
な

環
境
構
成

だ
っ

た
た

め
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、
帰

り
の
集

ま
り

で
の

幼
児

と
の

や
り

と
り

だ
け

で
は

な
く

、
Ａ

児
の

こ
れ

ま
で

の
遊

び
の
⽂
脈

、
経
験

の
幅

な
ど

を
多
⾯
的

に
読
み

取
り

、
⾒
極

め
る

こ
と

が
⼤
切

で
あ

る
と

い
え

る
。

こ
の

⾒
極

め
は
瞬

時
に
⾏
わ

れ
る

こ
と

も
多

い
が

、
こ

の
⾒
極

め
こ

そ
が
保

育
者

の
専

⾨
性

で
あ

り
、

個
別
最
適

な
学

び
や
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る
「
ポ

イ
ン

ト
」

で
あ

る
と

考
え

る
。

 
 【

形
成
的
ア
セ

ス
メ
ン

ト
と

し
て

の
振

り
返

り
】

 
 

本
事

例
で

は
、
帰

り
の
集

ま
り

で
Ａ

児
が

⾃
分

の
遊

び
に

つ
い

て
語

る
場
⾯

が
あ

っ
た

。
こ

こ
で
「
ポ

イ
ン

ト
」

に
な

る
の

が
、
帰

り
の
集

ま
り

の
場

が
、

形
成
的
ア
セ

ス
メ
ン

ト
と

し
て

の
振

り
返

り
の

場
に

な
る

こ
と

で
あ

る
。

幼
児

同
⼠

が
遊

び
の
共
有

を
し

た
り

、
時

に
幼

児
同

⼠
が

遊
び

の
評
価

の
主
体

と
な

っ
た

り
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

個
別
最

適
な

学
び

、
協
働
的

な
学

び
が

⽣
ま

れ
て

く
る

の
で

は
と
捉

え
て

い
る

。
 

   
 

「
こ

れ
な

ら
や

れ
そ

う
」

 
園

名
：
静
岡

⼤
学

教
育

学
部

附
属

幼
稚

園
 

 【
５
歳

児
９

⽉
〜

１
０

⽉
の

ね
ら

い
】

 
• 

様
々

な
体

を
動

か
す

遊
び

に
意
欲
的

に
取

り
組
み

、
友

達
と
体

を
動

か
し

て
遊
ぶ

楽
し

さ
を

味
わ

う
。（
９

⽉
）

 
• 

⼀
⼈

⼀
⼈

が
思

い
を
出

し
合

い
、
互

い
の

よ
さ

を
認

め
合

い
な

が
ら

遊
び

や
活
動

を
進

め
よ

う
と

す
る

。（
９

⽉
）

 
• 

友
達

と
遊

び
や
活
動

を
進

め
た

り
、
協
⼒

し
た

り
す

る
こ

と
を

楽
し

む
。（

１
０

⽉
）

 
• 

様
々

に
表
現

し
た

り
、
挑
戦

し
た

り
す

る
楽

し
さ

を
味
わ

う
。（

１
０

⽉
）

 
【

本
園

の
運
動
会

の
ね

ら
い

】
 

� 
家
族

や
友

達
の
声
援

を
受

け
な

が
ら
参

加
す

る
こ

と
で

、
体

を
動

か
す

楽
し

さ
を

味
わ

う
。

 
� 

こ
れ

ま
で

の
遊

び
の

つ
な

が
り

を
感

じ
な

が
ら

、
運
動
会

に
参

加
す

る
こ

と
を

楽
し

む
。

 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
１

学
期

の
終
わ

り
（

７
⽉
）に

、
年

⻑
児
 2
6 

名
（

２
ク

ラ
ス
各

１
３

名
）で
「（

１
学

期
に
）楽

し
か

っ
た

こ
と
」「
（

夏
休
み

の
あ

と
に
）

こ
れ

か
ら

や
り

た
い

と
思

う
こ

と
」

を
話

し
合

う
機
会

を
も

っ
た

。
そ

こ
で

、
⼦

ど
も

た
ち

か
ら
「
運
動

会
」
「

い
ろ

い
ろ

な
競
⾛
（
競
争
）
」
「
リ

レ
ー
」
「
⽟

⼊
れ
」
「
綱
引

き
」
「

⼤
⽟
転

が
し
」
「
⻤
ご

っ
こ
」
「
雑
⼱

が
け

⼤
会
」
「

コ
マ

⼤
会
」
等

、
昨

年
や

１
学

期
の
経
験

か
ら

い
ろ

い
ろ

な
意

⾒
が
出

た
。

こ
の

と
き

、
「
リ

レ
ー
」

や
「
競

⾛
」

の
⾔
葉

を
聞

い
て
「

や
り

た
く

な
い
」
「
⾛

る
の

は
い

や
」

と
い

う
発
⾔

や
、
⾔
葉

に
は
出

さ
な

い
が
不
安

を
感

じ
て

い
る
表

情
の

⼦
も
複
数

名
い

た
。

な
か

で
も

、
A 

児
と
 B
 児

は
、

年
少

・
年
中

時
の
運
動
会

で
も

⼈
前

で
⾛

る
こ

と
や
踊

る
こ

と
な

ど
種
⽬

に
出

る
こ

と
を
泣

い
て
嫌

が
り

、
み

ん
な

と
同

じ
よ

う
に

は
参

加
で

き
な

か
っ

た
。

そ
の

た
め

、
年

⻑
と

な
っ

て
も

、
例

年
、

年
⻑

児
が
挑
戦

す
る

ク
ラ

ス
対
抗
リ

レ
ー

の
話
題

に
な

る
と
表

情
が
暗

く
な

っ
た

り
、

話
を

聞
こ

う
と

し
な

か
っ

た
り

し
た

。
 

A 
児

と
 
B 

 
児
以

外
に

も
、
競
⾛

や
⼈

前
で
⾛

る
こ

と
に
抵
抗

感
の

あ
る

⼈
が

い
る

こ
と

も
踏

ま
え

、
今

年
度

の
運
動
会

は
例

年
通

り
の

や
り
⽅

や
遊

び
⽅
（
リ

レ
ー

、
障
害
物
競
⾛

、
綱
引

き
、
⽟

⼊
れ
等
）

で
は
全
員

に
と

っ
て

、
楽

し
い
運
動

会
に

は
な

ら
な

い
か

も
し

れ
な

い
と

い
う
危
機

感
を

も
っ

た
。

そ
こ

で
、
９

⽉
以
降

の
保

育
の
中

で
、
運
動
会

を
⼦

ど
も

た
ち

と
⼀

緒
に

つ
く

り
あ
げ

て
い

く
こ

と
を
決

め
た

。
運
動
会

に
向

け
て

⼦
ど

も
た

ち
と
充

分
に

話
し
合

い
な

が
ら
種
⽬

を
決

め
た

り
、
種
⽬

に
参

加
す

る
か

し
な

い
か

を
選

べ
る

よ
う

に
し

た
り

、
⼀

⼈
⼀

⼈
が
「

や
り

た
い
」「

や
っ

て
み

た
い
」「

こ
れ

な
ら

や
れ

そ
う
」

と
思

い
な

が
ら

、
運
動
会

に
参

加
で

き
る

よ
う

に
し

よ
う

と
い

う
願

い
を

も
っ

た
。
 

ま
た

、
こ

の
年

⻑
担
任

の
考

え
⽅

を
会
議
等

で
園

の
職
員

に
説
明

し
、

⼦
ど

も
の

思
い

を
⼤
切

に
す

る
た

め
「

プ
ロ
グ

ラ
ム

や
内
容

が
運
動
会
直

前
ま

で
決

ま
ら

な
い

こ
と
」を
承
諾

し
て

も
ら

っ
た

。同
時

に
、A

 児
と
 B
 児

の
保
護
者

に
は「
（
お

⼦
さ

ん
が
）
み

ん
な

と
同

じ
よ

う
に
参

加
す

る
と

い
う
選
択

を
し

な
い
可
能
性

が
あ

る
け

れ
ど

、
何

ら
か

の
形

で
運
動
会

に
参

加
し

た
と

思
え

る
よ

う
な

役
割

や
出
番

を
⼯

夫
す

る
の

で
⾒
守

っ
て
ほ

し
い

こ
と
」

を
説
明

し
て

了
承

を
得

た
。
 

２
．

 事
例

の
記

⼊
 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
１
０

⽉
２

⽇
 

①
 

年
⻑

児
全
員

で
集

ま
り

、
運
動
会

に
つ

い
て

の
話

し
合

い
を

し
た

。「
運
動
会

を
や

る
こ

と
」

に
つ

い
て

は
、

そ
の

場
で

 A
 

児
、
B 

児
も
賛
成

し
た

。
 

 ①
 【
ｂ

】
「
運
動
会
」

は
年

⻑
児
全
員

が
参
画

し
て

つ
く

る
も

の
だ

と
い

う
こ

と
を
確
認

し
た

。
 

67



 
②

 
し

か
し

、「
や

り
た

い
こ

と
」を
出

し
合

っ
て

い
る
中

で、
「リ

レー
はい

やだ
。」
「苦

⼿だ
から

やり
たく

ない
もの

が
あ

る
。
」

と
い

う
声

が
出

て
き

た
。

そ
の

場
で

は
 A

 児
も

 B
 児

も
黙

り
込

ん
で

し
ま

っ
た

。
 

           ③
 ク

ラ
ス

に
戻

り
担
任

が
 B

 児
に
「
運
動
会

を
や

る
こ

と
は
賛
成

な
の
？
」

と
聞

く
と

 B
 児

は
「

た
く

さ
ん

の
⼈

で
や

る
の

な
ら

で
き

そ
う

。
」

と
⾔

っ
た

。
近

く
に

い
た

 C
 

児
が

 
「

つ
な

ひ
き

と
か

⼤
⽟

と
か
み

ん
な

で
や

る
よ

ね
。

そ
れ

は
？
」と

聞
く

と「
そ

れ
は

で
き

る
か

も
。で

も
⼤
⽟

は
２

⼈
と

か
３

⼈
と

か
じ
ゃ

な
い

と
い

け
な

い
じ
ゃ

ん
。や

だ
な

。」
 C

 児
「

じ
ゃ

あ
、⽟

⼊
れ

と
か
？
A 

児
も

こ
の

前
⽟

を
投
げ

て
い

た
か

ら
で

き
る

の
か

も
し

れ
な

い
し

ね
。
」
Ｂ

児
「

た
し

かに
やっ

てた
。」
Ｃ

児「
好き

なの
かな

。」
Ｂ児
「か

もし
れ

な
い

ね
。」

と
話

を
し

て
い

た
。 

④
 B

 
児

と
 C

 
児

が
Ａ

児
に

と
こ

ろ
に
⾏

き
、
「
⽟

⼊
れ

好
き
？
」と

聞
く

と
、「

分
か

ら
な

い
。」

と
⾔

っ
た

。担
任

が「
運
動
会

を
や

る
こ

と
は
賛
成
？
」

と
聞

く
と
「

い
い

よ
。
」

と
い

う
返

事
だ

っ
た

。
 

②
 

【
ｃ

】
 Ａ

児
と
Ｂ

児
へ

の
個
別
的

な
対
応

は
考

え
 

て
い

た
が

、
そ

れ
以

外
に

も
運
動
会

に
対

す
る
不
安

を
抱

え
て

い
る

⼦
が

い
る

こ
と

に
気
付

い
た

。 
【
a】
Ａ

児
や
Ｂ

児
は
「

い
や
」

さ
え

、
⾔

え
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
 

          ③
 

【
ｃ

】
担
任

は
全
体

の
場

で
は
⾔

え
な

い
気
持

ち
も

、
ク

ラ
ス

で
な

ら
伝

え
ら

れ
る

か
も

し
れ

な
い

と
、

 Ｂ
児

の
気
持

ち
を

聞
い

た
。
近

く
に

い
た

【
ｂ

】
Ｃ

児
は
Ｂ

児
の
気
持

ち
を

思
い

や
り

つ
つ

、
具
体
的

な
提
案

や
質
問

を
し

て
Ｂ

児
が

思
い

を
表

し
や

す
い

よ
う

に
し

た
り

、
そ

の
場

に
い

な
い
Ａ

児
の
気
持

ち
ま

で
思

い
や

っ
た

り
し

て
い

た
。

 
  ④

 【
ｂ

】
Ｂ

児
や
Ｃ

児
に

対
し

て
は

素
直

に
「
わ

か
ら

な
い

。」
と

 A
 児

は
思

い
を
表

す
こ

と
が

で
き

た
。担
任

は
全
体

の
場

で
は

、Ａ
児

が
本

当
の
気
持

ち
を
⾔

え
な

か
っ

た
の

で
は

な
い

か
と

思
い

、
【
ｃ

】
改

め
て
Ａ

児
に
運

動
会

に
対

す
る

思
い

を
尋

ね
た

。Ａ
児

が
運
動
会

そ
の

も
の

を
嫌

が
っ

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
、と

い
う

こ
と

を
確

認
で

き
た

。
 

１
０

⽉
６

⽇
 

⑤
 
運
動
会

を
や

る
と
決

め
た

⼦
ど

も
達
へ

園
⻑
先

⽣
か

ら
「
運
動
会

の
開
催

⽇
に

つ
い

て
」
「
⼩

さ
い

組
の
メダ

ル
つ

く
り

の
お

願
い
」

の
話

が
あ

っ
た

。
メ

ダ
ル

つ
く

り
に
関

し
て

そ
れ
ぞ

れ
の
得
意

を
い

か
せ

る
よ

う
、
作
業

を
分
担
（
折

り
紙

・
シ

ー
ル
貼

り
・
リ

ボ
ン

を
結

ん
で
仕
上
げ
）す

る
こ

と
を
提
案

し
た

。
⼀

⼈
⼀

⼈
が
担

当
す

る
と

こ
ろ

を
選

び
、
A 

児
は
「
私

は
リ

ボ
ン

す
き

だ
か

ら
」

と
リ

ボ
ン
係

を
選

ん
だ

。
 

 ⑤
 
運
動
会

当
⽇

に
出

場
す

る
こ

と
が

で
き

な
く

て
も

、そ
の

準
備
への

取
り

組
み

に
参

加
す

る
こ

と
で「
私も
運
動

会
に
参

加
し

て
い

る
」と

い
う
意
識

が
⾼

ま
る

こ
と

を
期

待
し

て
、【
ｃ

】
A 

児
が
リ

ボ
ン
係

を
選

ん
だ

こ
と

を
嬉

し
く

思
っ

て
い

た
。

ま
た

、【
【
ｂ

】
メ

ダ
ル

つ
く

り
で

も
「

で
き

そ
う
」「
得
意

だ
よ
」と

思
い

な
が

ら
参

加
で

き
る

よ
う

に
、
作
業

を
分
担

し
て

つ
く

る
こ

と
に

し
た

。
 

 
１
0 

⽉
７

⽇
 

⑥
 ⾛

り
た

い
⼦

が
集

ま
っ

て
、コ

ー
ン

を
回

っ
て
戻

る
折

り
返

し
リ

レ
ー

を
楽

し
ん

で
い

た
。

 
⑦

 折
り
返

し
リ

レ
ー

で
繰

り
返

し
遊

ん
で

い
た

⼦
ど

も
達

が
ハ

ー
ド

ル
を

使
っ

て
コ

ー
ス

を
つ

く
り

始
め

た
。⾛

る
だ

け
の

時
は
参

加
し

て
い

た
 D

 児
が

遊
び

か
ら

抜
け

た
。し

か
し

気
に

な
る

よ
う

で
友

達
の

様
⼦

を
し
ば

ら
く

⾒
て

い
た

。
 

⑧
 そ

の
姿

を
⾒

た
担
任

が「
ハ

ー
ド

ル
跳

ん
で
み

る
？
」と

聞
く

と
、

D
 児

は
「

初
め

て
だ

し
、

や
っ

た
こ

と
な

い
か

ら
で

き
な

い
か

も
し

れ
な

い
か

ら
⾒

て
る

。」
と
⾔

っ
た

た
め

、担
任

も
⼀

緒
に
ベ

ン
チ

に
座

っ
て

や
っ

て
い

る
様

⼦
を

⾒
て

い
た

。D
 児
「

あ
れ

（
ハ

ー
ド

ル
）

ひ
っ

か
か

り
そ

う
だ

よ
ね

。⾼
い

の
か

な
。」
担任

「近
く

で
⾒

て
みた
？」
D

 児
「

⾒
て

な
い

。ど
こ

に
あ

る
？

⾒
た

い
。」

と
い

う
話

に
な

っ
た

。
 

⑨
 ハ

ー
ド

ル
を

取
り

に
⾏

き
、D

 児
が
ハ

ー
ド

ル
を

い
く

つ
か
並

べ
「

ち
ょ

っ
と
先

⽣
や

っ
て
み

て
。
」

と
⾔

っ
た

。
担
任

が
や

る
と
「

⾜
上
げ

れ
ば

い
け

る
？
転
ば

な
い
？
」

と
不
安

そ
う

だ
っ

た
。
担
任

が
「

⼀
緒

に
や

っ
て
み

よ
う

。
」

と
誘

う
と

、
⼀

緒
に

遊
び

始
め

た
。や

り
⽅

が
だ

ん
だ

ん
楽

し
く

な
っ

て
き

た
よ

う
で

、繰
り
返

し
遊

ん
で

い
た

。そ
の

様
⼦

を
⾒

て
い

た
B 

児
は
「

楽
し

い
の
？
」

と
 D

 児
に
声

を
か

け
た

。
D

 児
は
「

楽
し

く
な

っ
て

き
た

よ
。

や
っ

て
み

る
？
」

と
 B

 児
を
誘

う
が
B 

児
は
「

い
い

や
。
」

と
断

っ
た

。
 

⑩
Ｄ
児
は
そ
の
⽇
の
ク
ラ
ス
で
の
集
ま
り
で
「
ハ
ー
ド
ル

を
や
っ
て
み
た
ら
楽
し
か
っ
た
か
ら
も
っ
と
や
り
た
い
」

「
練
習
場
が
あ
る
よ
」
と
ク
ラ
ス
の
友
達
に
紹
介
し
た
。

す
る
と
Ｂ
児
が
「
そ
れ
な
ら
で
き
そ
う
。
」
と
反
応
し
て

い
た
。
 

 

 ⑥
 【
ｂ

】
や

り
⽅

を
友

達
と

相
談

し
、

そ
の

や
り
⽅

を
守

っ
て

遊
ん

で
い

た
。

 
⑦

 【
ｃ

】
そ

れ
ま

で
⼀

緒
に

遊
ん

で
い

た
Ｄ

児
が

抜
け

て
し

ま
っ

た
の

で
、

何
に
困

っ
た

り
不
安

を
感

じ
た

り
し

て
い

る
の

か
を
捉

え
よ

う
と

し
た

。
 

 ⑧
 

【
ｃ

】
Ｄ

児
の
気
持

ち
に
寄

り
添

い
な

が
ら

そ
ば

に
い

る
こ

と
で

、
Ｄ

児
が
安
⼼

し
て
不
安

を
表
せ

た
り

、
使

っ
て

い
る

道
具

に
着
⽬

し
た

り
、
Ｄ

児
の
ペ

ー
ス

で
興

味
関
⼼

が
⾼

ま
っ

て
い

っ
た

。
 

  ⑨
 【
ｃ

】ハ
ー
ド

ル
に
不
安

を
も

っ
て

い
た
Ｄ

児
に

対
し

て
、

⼀
緒

に
遊

び
な

が
ら

、
D

 児
が

⾃
分

な
り

の
ペ

ー
ス

で
ハ

ー
ド

ル
に
挑
戦

で
き

る
よ

う
に
配
慮

し
た。

【
a】

個
別

の
配
慮

の
も

と
で
安
⼼

し
て
繰

り
返

し
や

っ
て
み

た
こ

と
で

、【
ｂ

】ハ
ー
ド

ル
⾛

が
楽

し
く

な
っ

て
き

た
 D

 児
の

様
⼦

を
⾒

て
い

た
 B

 児
。楽

し
く

な
っ

て
き

た
Ｄ

児
は

ま
だ
挑
戦

し
よ

う
と

し
な

い
Ｂ

児
を
誘

う
が

、
Ｂ

児
は
断

っ
た

。
 

 ⑩
 

【
ｂ

】
ク

ラ
ス

の
集

ま
り

で
今

⽇
の

で
き
ご

と
を

振
り
返

り
、
Ｄ

児
の
「

や
っ

て
み

た
ら

楽
し

か
っ

た
」

 
「
練
習

場
が

あ
る

よ
」

と
い

う
⾔
葉

が
Ｂ

児
に

も
伝
わ

り
、

⾒
て

い
た

と
き

に
は
断

っ
た
Ｂ

児
が
「

で
き

そ
う
」

と
い

う
気
持

ち
を
抱

く
よ

う
に

な
っ

た
。

 

１
０

⽉
８

、
９

⽇
 

⑪
 
D

 
児

が
折

り
返

し
リ

レ
ー

と
は
別

の
場

で
前

⽇
と

同
じ

よ
う

に
ハ

ー
ド

ル
の
練
習

コ
ー

ス
を

つ
く

り
、

遊
び

始
め

た
。

 
B 

児
を

は
じ

め
と

す
る
数

名
の

⼦
が

そ
の

場
で

⼀
緒

に
ハ

ー
ド

ル
を

し
て

い
た

。
 

 ⑪
 【
ｂ

】
前

⽇
に

⾃
信

を
も

っ
た
Ｄ

児
が
中
⼼

と
な

っ
て

遊
び

始
め

た
。【
a】

少
⼈
数

で
の

遊
び

で
、「
練習

コ
ー

ス
」だ

っ
た
せ

い
か

、Ｂ
児

に
と

っ
て

も
無

理
な

く
参

加
で

き
た

。
 

68



 
１
０

⽉
１
０

⽇
 

⑫
 遊

び
の
途
中

で
ハ

ー
ド

ル
が
置

い
て

あ
る

場
所

の
横

を
通

る
と
急

に
⽴

ち
⽌

ま
っ

た
A 

児
。
「
こ
っ
ち
を
通
る
！
」
と

ハ
ー
ド
ル
を
並
べ
跳
ん
で
い
た
。
興
味
を
も
っ
た
の
か
と
思
っ
た
が
１

度
跳
ぶ
と
そ
の
ま
ま
通
り
過
ぎ
、
⽚
付
け
た
。
担
任
が
「
ハ
ー
ド
ル
上

⼿
に
跳
ん
だ
ね
。
」
と
⾔
う
と
 A
 児
は
「
簡
単
。
」
と
得
意
気
だ
っ

た
。
そ
の
後
も
ハ
ー
ド
ル
の
横
を
通
っ
た
り
、
や
っ
て
い
る
友
達
の
近

く
に
⾏
っ
た
り
し
た
が
 A
 児
が
や
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
 

  
 

 ⑫
 【
a】
ハ

ー
ド

ル
に

興
味

を
も

ち
、
近

づ
い

て
試

し
て
み

た
Ａ

児
。
そ
し
て
、
担
任
は
挑
戦
し
た
Ａ
児
の

姿
を
認
め
、
次
の
動
機
づ
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

⾔
葉
を
か
け
た
。
し
か
し
Ａ
児
は
、
興
味
は
あ
る
も
の

の
、
そ
の
１
回
を
の
ぞ
い
て
⾃
分
か
ら
や
ろ
う
と
は
し

な
か
っ
た
。
【
ｃ
】
Ａ
児
な
り
の
ペ
ー
ス
で
⾏
っ
た
り

来
た
り
し
な
が
ら
、
ハ
ー
ド
ル
に
近
づ
い
て
い
る
の
か

な
と
感
じ
た
。
 

 

１
０

⽉
１
４

、
１
５

⽇
 

⑬
 運
動
会

で
の
種
⽬

を
学

年
全
員

で
相
談

し
た

。や
り

た
い

こ
と

が
た

く
さ

ん
出

て
き

た
た

め
担
任

は「
ど

ん
な

と
こ

ろ
を

⾒
て
欲

し
い

と
思

っ
て

い
る
？
」

と
聞

い
た

。
 

⑭
⼦
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
す
ご
い
っ
て
⾔
わ
れ
た
い
」

「
す
て
き
っ
て
⾔
っ
て
欲
し
い
」
「
が
ん
ば
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
⾒
て
欲
し
い
」
と
い
う
意
⾒
が
出
て
き
た
。
 

⑮
 改

め
て「

や
り

た
い

こ
と
」を

考
え

る
と

、Ａ
児

や
Ｂ

児
だ

け
で

な
く

、他
の

⼦
か

ら
も「

や
り

た
く

な
い

こ
と
」も
出

て
く

る
よ

う
に

な
っ

た
。明
確

な
勝
敗

が
決

ま
る
種
⽬

よ
り

も
個

⼈
の
頑
張

り
を

⾒
て

も
ら

う
種
⽬

を
し

た
い

と
い

う
思

い
の

⼦
が

多
か

っ
た

。  

 ⑬
⑭
⑮
…

あ
ら

た
め

て
⼦

ど
も

た
ち

の
思

い
を

聞
い

て
み

る
と

、で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
や

⾃
信

を
も

っ
て

や
れ

る
こ

と
を

、
保
護
者

や
年
中

・
年

少
児

に
⾒

て
も

ら
い

た
い

と
の

こ
と

だ
っ

た
。

【
a】

ま
た

、
想

定
し

て
い

た
Ａ

児
と
Ｂ

児
だ

け
で

な
く

、ほ
か

に
も「

や
り

た
く

な
い
」

つ
ま

り
、⾒

て
も

ら
う

に
は
不
安

や
⼼
配

を
抱

え
て

い
た

り
、⾃
信

が
な

か
っ

た
り

す
る

と
い

う
思

い
が

伝
わ

っ
て

き
た

。【
c】
勝
敗

が
は

っ
き

り
と
わ

か
る

、
リ

レ
ー

や
競

⾛
を

や
り

た
い

と
い

う
強

い
意

⾒
も

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、⼦
ど

も
た

ち
の

思
い

を
汲

ん
だ
種
⽬

を
構
成

し
、Ａ

児
Ｂ

児
を
含

め
た
全
員

が
⾃
信

を
も

っ
て
参

加
で

き
る

よ
う

に
配
慮

し
た

。
 

 
⑯

 
以

前
に
出

て
い

た
種
⽬

を
「

と
く

い
（

⾃
分

の
得
意

な
こ

と
）」

「
み

ん
な

で
い

っ
し
ょ

に
」「

は
し

る
」の

３
つ

に
分

け
、

⼦
ど

も
達

が
⾃

分
で
選

ん
だ

と
こ

ろ
で

や
り
⽅

や
ル

ー
ル

を
 

考
え

る
こ

と
に

な
っ

た
。

 

⑯
 普
段

の
遊

び
と

同
じ

よ
う

に
、【
c】

少
⼈
数

で
相
談

し
た

り
、準

備
を

し
た

り
で

き
る

よ
う

に
種
⽬
別

の
係

を
つ

く
り

、
全
員

が
希
望

し
た
係

を
担

え
る

よ
う

に
し

た
。 

１
０

⽉
２
０

⽇
 

⑰
 
「

と
く

い
」

を
考

え
る
メ
ン
バ

ー
（
E〜
I 児

ら
）

が
集

ま
っ

て
話

を
し

た
。

 
 ⑱

 そ
れ
ぞ

れ
が
種
⽬

に
し

た
い

⾃
分

の「
と

く
い
」や
「

好
き

な
こ

と
」

を
出

し
た

。
Ｅ

児
が
Ｆ

児
に
「
Ｆ

ち
ゃ

ん
ま

り
つ

き
と

く
い
？
」

と
聞

い
た

。
Ｆ

児
が
「

と
く

い
じ
ゃ

な
い

。
鉄
棒

が
と

く
い

。
」

と
答

え
る

と
、Ｇ

児「
⼀

つ
に

し
ち
ゃ

う
と

と
く

い
じ
ゃ

な
い

っ
て

⼦
も

い
る

か
も

し
れ

な
い

よ
。
」
Ｅ

児
 

「
そ

れ
な

ら
何

個
か

と
く

い
を

考
え

れ
ば

い
い
？
」Ｆ

児「
鉄
棒

や
っ

て
い

る
⼦

た
く

さ
ん

い
る

よ
。
」H

 児
「

⼤
⽟
転

が
し

な
ら
み

ん
な

で
で

き
る

じ
ゃ

ん
。
」
I 

児
「

で
も

⼤
⽟

や
っ

た
こ

と
な

い
⼈

も
い

る
よ

。
」
Ｅ

児
「

⼤
⽟
転

が
し

っ
て
み

ん
な

で
や

る
と

楽
し

い
け

ど
が

ん
ば

っ
て

い
る
わ

け
で

は
な

い
と

思う
。」
I 児
「
み

ん
な

の
と

く
い

っ
て

な
ん

だ
ろ

う
。
」

と
な

っ
た

。
 

⑲
 
担
任

が
「

⼀
つ

に
決

め
な

く
て

い
い

よ
。
」

と
⾔

う
と

、
 

「
△

く
ん
上

⼿
だ

か
ら

こ
れ

い
い

ん
じ
ゃ

な
い

か
な

。
」
「

○
ち
ゃ

ん
コ

マ
⼤
会

は
出

て
い

た
か

ら
コ

マ
な

ら
選
ぶ

ん
じ
ゃ

な
い

か
な

。」
と

⼀
緒

に
遊
ぶ

友
達

や
運
動
会

や
集

団
で

の
遊

び
に

こ
れ

ま
で

抵
抗

を
⽰

し
て

い
る

友
達

の
こ

と
を

考
え

な
が

ら
話

し
合

い
を

進
め

た
。

そ
し

て
、
４

つ
の
中

か
ら

⾃
分

の
と

く
い

に
出

て
も

ら
う

こ
と

に
決

ま
っ

た
。

 
 ⑳

 Ｅ
児

ら
が

学
年

の
集

ま
り

で
⼀

⼈
ひ

と
つ

の
と

く
い

を
選

ん
で
欲

し
い

と
提
案

し
た

。
多

く
の

⼦
が
決

定
す

る
中

、
最

後
ま

で
動

か
な

い
 A

 児
に
担
任

が
「
悩

ん
で

い
る

の
？
」

と
聞

く
と
「
違

う
。

コ
マ

っ
て
決

め
て

る
。
」

と
す
ぐ

に
答

え
た

。
最

後
ま

で
残

り
、

 
A 

児
の

様
⼦

を
⾒

て
い

た
 B

 児
も
「

こ
れ

は
す
ぐ
決

ま
っ

た
。

と
く

い
だ

も
ん

。」
と
嬉

し
そ

う
だ

っ
た

。
 

 
⑰

 互
い

の
思

い
が
⾔

い
合

え
る

よ
う

、
種
⽬

の
詳
細

を
相
談

す
る

た
め

に
【
ｃ

】
少

⼈
数

で
の

話
し
合

い
の

場
を

設
け

た
。

 
⑱
⑲

 【
ｂ

】
話

し
合

い
の

場
に

い
る

友
達

の
こ

と
だ

け
で

な
く

、
学

年
全
体

の
友

達
の

こ
と

を
考

え
な

が
ら
意

⾒
を

ま
と

め
て

い
っ

た
。

ま
た

、
⼤
⽟
転

が
し

の
よ

う
に
み

ん
な

で
や

る
と

楽
し

い
け

れ
ど

、
⼀

⼈
⼀

⼈
の
頑
張

り
を

⾒
て

も
ら

う
の

に
ふ

さ
わ

し
い
種

⽬
で

は
な

い
と

い
う
意

⾒
も
出

て
き

た
。
全
体

の
話

し
合

い
の

場
で
出

て
き

た
「

す
ご

い
っ

て
⾔

っ
て
ほ

し
い
」
「
頑
張

っ
て

い
る

と
こ

ろ
を

⾒
て

も
ら

い
た

い
」

と
い

う
【
ｂ

】
み

ん
な

の
思

い
を
実
現

で
き

る
よ

う
に

考
え

た
り

、
相
談

し
た

り
し

て
い

た
。

そ
し

て
、

【
a】
全
員

が
⾃

分
の
「

と
く

い
」

を
選

べ
る

よ
う

、
複
数

の
遊

び
（
活
動
）

を
提
案

し
、

そ
の
中

か
ら
選

ん
で

も
ら

う
こ

と
に
決

め
た

。
 

       ⑳
 少

⼈
数

で
話

し
合

っ
た
内
容

を
、
再
度

、
学

年
全

体
の

友
達

に
投
げ

か
け

た
。
最

後
ま

で
意

思
を
表

そ
う

と
し

な
い
Ａ

児
を
担
任

は
援
助

し
よ

う
と

し
た

が
、

【
a】
Ａ

児
の

思
い

は
決

ま
っ

て
い

て
、

そ
の

や
り

と
り

を
み

て
い

た
Ｂ

児
も
嬉

し
そ

う
に

⾃
分

の
「

と
く

い
」

を
選

ん
で

い
た

。
こ

の
こ

ろ
に

は
、【
c】
Ａ

児
も

Ｂ
児

も
安
⼼

し
て

⾃
分

の
思

い
を
表

そ
う

と
し

て
い

た
し

、
主
体
的

に
運
動
会

に
参

加
し

よ
う

と
い

う
意
欲

が
⾼

ま
っ

て
き

て
い

た
と

考
え

ら
れ

る
。
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１
０

⽉
２

１
⽇

 
㉑

 「
は

し
る
」の
内
容

を
相
談

し
、こ

れ
ま

で
遊

ん
で

い
た
ハ

ー
ド

ル
や

コ
ー
ン

を
使

っ
た

コ
ー

ス
に

す
る

こ
と

が
決

ま
っ

た
。

 
㉒

 B
 児

も
こ

の
相
談

に
参

加
し

て
い

た
が

⾃
分

が
⾛

る
の

は
嫌

だ
と

い
う

こ
と

だ
っ

た
。
隣

の
ク

ラ
ス

の
担
任

が
「

ス
タ

ー
ト

の
合
図

を
す

る
の

は
ど

う
？
」と
提
案

す
る

と
、「

やっ
て
み

る
。」

と
前
向

き
だ

っ
た

た
め

 B
 児

に
は

ス
タ

ー
ト

の
合
図

を
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

 
 ㉓

  
「

は
し

る
」

で
決

ま
っ

た
コ

ー
ス

を
学

年
み

ん
な

で
や

っ
て
み

た
。
B 

児
は

準
備

を
し

な
が

ら
ハ

ー
ド

ル
を
跳

ん
だ

り
、

コ
ー

ス
を
⾛

っ
た

り
し

て
い

た
。

そ
の

た
め

、
担
任

が
改

め
て
「
⾛

る
？
」

と
聞

い
た

が
「

よ
ー

い
ド
ン

を
す

る
。
」

と
⾔

い
、

ス
タ

ー
ト

ラ
イ
ン

の
横

に
⽴

っ
た

。
B 

 児
は

時
間

い
っ
ぱ

い
⼤

き
な
声

で
ス

タ
ー

ト
の
合
図

を
出

し
続

け
た

。
 

㉔
 
終
わ

っ
た

後
に
担
任

や
隣

の
ク

ラ
ス

の
担
任

が
「

い
い

声
だ

ね
。

よ
く

聞
こ

え
た

よ
。
」

と
⾔

う
と
「
頑
張

っ
た
！
」

と
嬉

し
そ

う
に
答

え
た

。
ま

た
、
担
任

が
「

当
⽇

も
同

じ
よ

う
に

ス
タ

ー
ト

の
合
図

の
仕

事
を

し
て

く
れ

る
？
」

と
聞

く
と

、
 B

 児
は
「

や
る
！
」

と
即
答

だ
っ

た
。

 
      ㉕

  
⼀
⽅
、

A
 
児
は
参
加
せ
ず
近
く
で
⾒
て
い
た
。
担

任
が
「
や
っ
て
み
る
？
」
と
参
加
を
促
す
が
最
後
ま
で

参
加
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
そ
の
後
担
任
が
「
何
か

気
に
な
る
コ
ー
ス
は
あ
っ
た
？
」
と
聞
く
が
「
全
部
や

ら
な
い
。
」
と
⾔
っ
た
た
め
、
「

B
 
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に

お
仕
事
す
る
の
は
？
」
と
聞
い
た
が
、
「
う
う
ん
。
」

と
否
定
的
な
返
事
だ
っ
た
。

 

㉖
 こ

れ
ま

で
運

動
会

に
関

す
る

こ
と

に
つ

い
て

参
加

が
難

し
い

 A
 

児
だ

っ
た

が
、年

少・
年
中

児
の
メ

ダ
ル

つ
く

り
で
リ

ボ
ン

を
⼀

緒
に
担

当
す

る
Ｊ

児
に
「
リ

 
ボ
ン
通

す
仕

事
⼀

緒
に

や
ろ

う。
」と
⾔わ

れる
と「

やる
。」

とリ
ボン

を切
って

、結
ぶ作
業

を
丁
寧

に
や

り
き

っ
た

。で
き

た
メ

ダ
ル

を
嬉

し
そ

う
に

⾒
た

り
、

友
達

に
「

で
き

た
。
」

と
⾒
せ

に
⾏

っ
た

り
し

て
い

た
。

 
 

  ㉑
㉒

  
Ｂ

児
は

⾃
分

が
⾛

る
か

ど
う

か
は

さ
て
お

き
、

 
【
ｂ

】
み

ん
な

と
⼀

緒
に

コ
ー

ス
を

考
え

た
り

道
具

を
準

備
し

た
り

す
る

こ
と

に
は

、
積
極
的

に
参

加
し

て
い

た
。

そ
こ

で
【
ｃ

】
「

ス
タ

ー
ト

の
合
図
」

と
い

う
、

Ｂ
児

な
り

の
種
⽬
へ

の
参

加
の
仕
⽅

を
提
案

し
た

。
⼈

前
に
出

る
、

と
⾔

う
意

味
で

は
Ｂ

児
の
苦

⼿
な
部

分
で

も
あ

っ
た

た
め

、
【
ｃ

】
こ

の
提
案

を
す

ん
な

り
Ｂ

児
に
受

け
⼊

れ
ら

れ
て

、
担
任

と
し

て
は
拍

⼦
抜

け
す

る
く

ら
い

だ
っ

た
。

 
㉓
㉔

 Ｂ
児

は
コ

ー
ス

つ
く

り
の
段
階

で
は

、
⾃

分
で

も
試

し
に
跳

ん
で
み

た
り
⾛

っ
た

り
し

て
い

た
の

で
、

合
図

の
係

だ
け

で
な

く
、

【
ｃ

】
み

ん
な

と
⼀

緒
に
⾛

っ
て
み

る
か

ど
う

か
を
最

後
に
確
認

し
た

。【
a】

そ
れ

で
も
B 

児
は
⾛

ら
ず

に
合
図

に
専
念

す
る

と
い

う
意

思
を
表

し
た

の
で

、
【
ｃ

】
担
任

は
そ

の
思

い
を
尊
重

す
る

こ
と

に
し

た
。【
a】

⾃
分

が
決

め
た
合
図

の
係

を
、

B 
児

は
全
⼒

で
や

り
と
げ

た
。い

つ
も

よ
り

⼤
き

な
声

で
は

っ
き

り
と

聞
こ

え
、

【
ｂ

】
み

ん
な

に
と

っ
て

も
⾛

り
や

す
い
合
図

だ
っ

た
。

【
ｃ

】
そ

の
こ

と
を

伝
え

る
と

、B
児

本
⼈

も
満

⾜
し

て
い

た
こ

と
が

伝
わ

っ
た

。
B 

児
に

と
っ

て
は

、
⾛

る
こ

と
よ

り
も

、
こ

の
よ

う
に

種
⽬

に
関
わ

る
こ

と
の
ほ

う
が
意

味
が

あ
る

、
と
判
断

し
、
運
動
会

当
⽇

も
同

じ
よ

う
に
合
図

の
係

を
任
せ

た
い

こ
と

を
伝

え
、【
a】
B 

児
も

⾃
信

を
も

っ
て

そ
れ

に
応

え
よ

う
と

し
た

。
 

㉕
 

B 
児

に
⽐

べ
て

、【
ｃ

】
A 

児
は

ま
だ
「

は
し

る
」

の
種
⽬

に
対

す
る

興
味

や
思

い
が
薄

い
よ

う
だ

っ
た

。
 B

 児
の

よ
う

に
準

備
な

ど
で

道
具

や
友

達
と

の
関
わ

り
が
増

え
れ
ば

と
願

っ
て
誘

っ
た

が
、
断

ら
れ

て
し

ま
っ

た
。

 
  ㉖

 ⼀
⽅

で
、
メ

ダ
ル

つ
く

り
で

は
【
ｃ

】
担
任

の
援
助

を
受

け
な

が
ら

、【
a】

⾃
分

で
選

ん
だ
リ

ボ
ン

を
結
ぶ

仕
事

を
Ａ

児
は
丁
寧

に
や

り
き

り
、【
ｂ

】そ
れ

を「
で

き
た
」

と
友

達
に

⾒
せ

る
な

ど
、

達
成

感
を

味
わ

う
こ

と
が

で
き

た
。

 
 

  ㉗
 帰

り
の

あ
つ

ま
り

の
時

に
運
動
会

に
つ

い
て
「

か
け

っ
こ

頑
張

り
た

い
。」
「

と
く

い
に
練
習

を
た

く
さ

ん
し

て
い

る
。」

と
話

を
し

て
い

る
と

、Ａ
児

が
ふ

と「
⻘

組
さ

ん
に

な
っ

た
か

ら
頑
張

る
。」

と
⾔

っ
た

。そ
れ

を
聞

い
た

ク
ラ

ス
の

⼦
ど

も
達

は「
お
お

ー
！
A 

ち
ゃ

ん
が

や
る
気

に
な

っ
て

る
！

じ
ゃ

あ
⼀

緒
に

こ
ま
練
習

す
る
？
」「

は
し

る
も

園
庭

で
や

っ
て

い
る

か
ら

や
ろ

う
よ

。
」と

 A
 

児
を
誘

い
始

め
た

。
A児

に
と

っ
て

こ
の

発
⾔

は
思
わ

ず
本
⾳

が
出

て
し

ま
っ

た
⾔
葉

の
よ

う
で

、「
う

そ
う

そ
ー
違

う
ー

。」
と
恥

ず
か

し
そ

う
に
照

れ
な

が
ら

発
⾔

を
取

り
消

そ
う

と
し

て
い

た
。 

 ㉗
 

ク
ラ

ス
で

の
振

り
返

り
の
中

で
、【

a】
Ａ

児
が

思
わ

ず
つ
ぶ

や
い

て
し

ま
っ

た
⾔
葉
「
⻘
組
さ
ん
に
な
っ

た
か

ら
頑
張

る
。
」に

、【
ｂ

】周
囲

の
友

達
が
反
応

し
、

⼀
緒

に
練
習

し
よ

う
と
誘

う
姿

を
⾒

て
、【
ｃ

】担
任

だ
け

で
な

く
、ク

ラ
ス

の
友

達
も

、Ａ
児

が
み

ん
な

と
⼀

緒
に
運
動
会

に
参

加
で

き
る

よ
う

に
、

あ
る

い
は
参

加
し

て
ほ

し
い

と
願

っ
て

い
た

こ
と

が
分

か
っ

た
。【
a】

 A
 

児
も

つ
い

、
素
直

に
本
⾳

が
出

て
し

ま
っ

て
、

⾃
分

の
こ

と
な

が
ら
驚

い
た

り
、
照

れ
く

さ
か

っ
た

り
し

た
よ

う
だ

っ
た

。
今

ま
で

は
担
任

は
Ａ

児
の
負
担

に
な

ら
な

い
よ

う
に
慎
重

に
Ａ

児
を
誘

っ
て

い
た

が
、

こ
の

発
⾔

か
ら

 
【
ｃ

】
Ａ

児
が
頑
張

り
た

い
気
持

ち
と

や
り

た
く

な
い

気
持

ち
の
間

で
揺

れ
動

い
て

い
る

こ
と

が
分

か
り

、
Ａ

児
の

タ
イ

ミ
ン
グ

で
参

加
で

き
る

よ
う

に
あ

き
ら

め
ず

に
誘

っ
て
み

よ
う

と
思

え
た

。
 

１
０

⽉
２

３
⽇

 
㉘

 
園

庭
で

は
か

け
っ

こ
を

す
る

⼦
や
「

と
く

い
」

の
練
習

を
し

て
い

る
⼦

が
い

た
。
 

 ㉙
 Ａ

児
は
Ｈ

児
に「
A 

ち
ゃ

ん
こ

ま
選

ん
で

る
か

ら
⼀

緒
に

や
ろ

う
よ

。」
誘わ

れ
た

が「
や

ら
な

い
。」

と
断っ

て
い

た
。

す
る

と
Ｈ

児
は
担
任

に「
Ａ

ち
ゃ

ん
昨

⽇
頑
張

る
っ

て
⾔

っ
て

た
か

ら
誘

っ
た

け
ど

や
ら

な
い

っ
て
⾔
わ

れ
ち
ゃ

っ
た

。ま
た

あ
と

で
聞

い
て
み

る
。」

と
⾔

っ
た

。し
ば

ら
く

し
て
再

び
Ｈ

児
が
Ａ

児
を
誘

っ
た

。
す

る
と
Ａ

児
は
「

分
か

っ
た

。
」

と
こ

ま
を
持

っ
て

い
き

⼀
緒

に
遊

び
始

め
た

。H
 児

は
 A

 児
に「

こ
う

や
っ

て
投
げ

る
と

上
⼿

に
回

る
よ

。」
「
右

⼿
の
⽅

が
い

い
よ

。」
と
声

を
掛

け
て

い
た

。 
㉚

 好
き

な
遊

び
を
選

ん
で
過
ご

す
時
間

に
も

、か
け

っ
こ

の
ス

タ
ー

ト
の
合
図

を
し

た
り

、準
備

で
は

コ
ー

ス
を
⾛

っ
た

り
す

る
 B

 児
の
姿

を
⾒

て
、
種
⽬

を
「

つ
く

る
⼈
」

と
し

て
の

仕
事

で
な

ら
よ

り
参

加
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
 

た
担
任

は
 B

 児
に
折

り
返

し
地
点

の
「
旗

の
設
置
係
」

を
提

  ㉘
 

⾃
分

で
選

ん
だ
「

と
く

い
」

の
種
⽬

な
の

で
、

【
a】

ど
の

⼦
も

進
ん

で
「
練
習

し
た

い
」「

も
っ

と
で

き
る

よ
う

に
な

り
た

い
」

と
繰

り
返

し
挑
戦

し
て

い
た

。
 

㉙
 【
ｂ

】
こ

ま
を
選

ん
だ

 H
 児

が
前

⽇
の

 A
 児

の
⾔
葉

を
覚

え
て

い
て

、
誘

っ
た

が
断
わ

ら
れ

て
し

ま
っ

た
。

 
H 

児
は

 A
 児

の
気
持

ち
を
受

け
⽌

め
つ

つ
も

、
あ

き
ら

め
ず

に
誘

っ
た

。
【
c】

だ
か

ら
こ

そ
、

⼀
緒

に
や

ろ
う

と
い

う
 H

 児
の

思
い

を
、
A 

児
も
受

け
⼊

れ
る

こ
と

が
で

き
た

の
で

は
な

い
か

。
 

 ㉚
㉛

 ⾃
分

が
コ

ー
ス

を
⾛

ら
な

く
て

も
、【
c】
「
か
け
っ

こ
」
の
種
⽬
を
み
ん
な
と
⼀
緒
に
つ
く
っ
て
い
る
と
い

う
意
識
が
⾼
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
⾒
え
た
の
で
、

【
a】

保
育
者

は
Ｂ

児
も
運
動
会

当
⽇

に
コ

ー
ス

を
⾛

る
経
験

が
で

き
な

い
か

と
考

え
た

。
担
任

か
ら

の
提
案

は
、

や
は

り
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案

し
た

。「
み

ん
な

の
前

で
⾛

る
の
？
」と

始
め

は
不
安

そ
う

だ
っ

た
が

、
準

備
で

や
っ

て
き

た
こ

と
で

あ
る

こ
と

を
伝

え
る

と
「

そ
れ

な
ら

で
き

る
か

も
。

⼀
⼈

じ
ゃ

な
い

よ
ね

。
」

と
⼀

⼈
で

は
不

安
で

あ
る

と
の

こ
と

だ
っ

た
。A

 児
に

も
提
案

し
よ

う
と

思
っ

て
い

る
こ

と
を

話
す

と
「

そ
れ

い
い

ね
。
」と
担
任

と
⼀

緒
に
A 

児
を
誘

い
に
⾏

っ
た

。
 

㉛
 仲

の
よ

い
 B

 児
に
誘
わ

れ
た

 A
 児

は
「

い
い

よ
。
」

と
実
際

に
旗

を
持

っ
て
練
習

を
し

た
。こ

れ
ま

で
⼀
度

も
コ

ー
ス

を
⾛

っ
た

こ
と

な
か

っ
た

 A
 児

が
「
旗

の
設
置
係
」

と
し

て
⾛

っ
た

。
 

㉜
 「
み

ん
な

で
い

っ
し
ょ

に
」や

る
種
⽬

が
つ

な
ひ

き
に
決

ま
る

と
、
B 

児
は
「

つ
な

ひ
き

は
好

き
だ

か
ら

で
き

る
よ

。
」

と
嬉

し
そ

う
だ

っ
た

。
 

【
c】
Ｂ

児
に

と
っ

て
は
不
安

な
こ

と
だ

っ
た

が
、

あ
く

ま
で

も
準

備
で

あ
る

こ
と

や
友

達
と

⼀
緒

に
や

れ
る

こ
と

が
わ

か
る

と
、

や
っ

て
み

よ
う

と
思

え
た

よ
う

だ
っ

た
。
仲

の
よ

い
 A
 児

を
誘

う
こ

と
で

、
B 

児
の
不
安

が
軽
減

さ
れ

る
こ

と
、
A 

児
に

も
コ

ー
ス

を
⾛

る
機
会

が
で

き
そ

う
な

こ
と

を
期

待
し

な
が

ら
も

、
や

る
か

や
ら

な
い

か
の
判
断

は
Ａ

児
に
任
せ

よ
う

と
思

っ
て

い
た

。
と

こ
ろ

が
、

【
a】

あ
っ

さ
り
Ａ

児
は
承
諾

し
、

こ
れ

ま
で
⾛

っ
て

い
な

か
っ

た
コ

ー
ス

を
⾛

っ
た

。
 

 ㉜
 【
ｂ

】
み

ん
な

と
⼀

緒
に
出

る
綱
引

き
は

、
【
a】

 

Ｂ
児

も
最

初
か

ら
抵
抗

を
⽰

す
こ

と
は

な
か

っ
た

が
、

運
動
会

の
種
⽬

と
し

て
「

好
き

だ
か

ら
で

き
る
」

と
⾃

信
を

も
っ

て
嬉

し
そ

う
に

し
て

い
て

、
【
c】
担
任

も
嬉

し
く

思
っ

た
。
 

 

１
０

⽉
２
８

⽇
 
運
動
会

当
⽇

 
㉝

 
み

ん
な

で
⼀
⻫

に
球

を
投
げ

る
す

ず
わ

り
や

つ
な

ひ
き

、そ
れ
ぞ

れ
が「

と
く

い
」を
披
露

す
る
種
⽬

に
は

 A
 

児
、

 B
 児

と
も

に
参

加
し

た
。

 
㉞

 
か

け
っ

こ
が
A 

児
と

 B
 児

が
旗

を
設
置

す
る

と
こ

ろ
か

ら
始

ま
っ

た
。
旗

を
も

っ
て

コ
ー

ス
を
⾛

り
、
B 

 児
は

ス
タ

ー
ト

の
合
図

を
す

る
た

め
に

場
所

に
着

い
た

。
B 

 児
に

は
あ

ら
か

じ
め
困

っ
た

り
⾛

り
た

く
な

っ
た

り
し

た
ら

い
つ

で
も

担
任

が
交
代

す
る

こ
と

を
伝

え
た

が
、「

⼤
丈

夫
。全
部

⾃
分

で
合
図

を
出

し
た

い
。」と
⾔

っ
た

た
め

、様
⼦

を
⾒
守

っ
た

。
す

べ
て

の
ス

タ
ー

ト
の
合
図

を
 

出
し

、種
⽬

が
終
わ

る
と「
頑
張

っ
た

。ち
ょ

っ
と
疲

れ
た

け
ど

。」
と
笑顔

で
⾔

い
、充
実

し
た
顔

を
し

て
い

た
。

 
 ㉟

 ⼀
⽅

、
A 

児
は
旗

を
設
置

後
待
機
列

の
後

ろ
に
並

ん
だ

。
こ

れ
ま

で
並
ぶ

こ
と

を
し

な
か

っ
た

た
め

そ
の

ま
ま
⾛

る
の

か
と

思
っ

た
が

、
先
頭

に
な

る
と

最
後
尾

に
戻

る
こ

と
を
繰

り
返

 
し

て
い

た
。

何
度

が
繰

り
返

し
 

た
後

で
、
先
頭

に
な

っ
た

と
き

 
に
合
図

を
待

た
ず

に
ス

タ
ー

ト
し

て
し

ま
っ

た
。

そ
の

場
に

い
た
保

育
者

に
⾔
わ

れ
、

ス
タ

ー
ト

に
戻

る
こ

と
に

な
っ

た
Ａ

児
だ

が
、
再

び
最

後
尾

に
⾏

っ
た

。
そ

の
様

⼦
を

⾒
て
担
任

が
 A

 児
に
「

ど
の

コ
ー

ス
が

い
い
？
」

と
聞

い
た

が
返

事
は

な
か

っ
た

。
「

⼀
緒

に
⾛

る
？
」

と
聞

く
と
頷

い
た

の
で

⼀
緒

に
並

ん
だ

が
そ

の
後

も
 A

 児
は
担
任

の
⼿

を
握

っ
た

ま
ま
先
頭

に

 ㉝
 【
ｃ

】
そ

れ
ま

で
の
Ａ

児
、
Ｂ

児
の

様
⼦

か
ら

、
み

ん
な

で
参

加
す

る
種
⽬

に
つ

い
て

は
楽

し
ん

で
参

加
で

き
る

だ
ろ

う
と

思
っ

て
い

た
。

 
㉞

 B
 児

の
気
持

ち
が
変
わ

っ
た

ら
、

い
つ

で
も

役
割

を
変

え
ら

れ
る

こ
と

は
伝

え
た
上

で
、【
ｃ

】
Ｂ

児
の
選

択
を
尊
重

し
た

。【
a】
実
施

前
の
「

⼤
丈

夫
」

や
実
施

後
の
「
頑
張

っ
た
」の
⾔
葉

に
、【
ｃ

】
Ｂ

児
の

⾃
信

と
達
成

感
が

感
じ

ら
れ

た
。

 
       ㉟
㊱
 時
間
内

は
、
誰

で
も

何
度

で
も

、
ど

の
コ

ー
ス

で
も
繰

り
返

し
挑
戦

で
き

る
競
⾛

の
た

め
、

【
a】
Ａ

児
は
列

の
先
頭

に
な

る
と
最

後
尾

に
戻

る
こ

と
を
繰

り
返

し
た

。
【
ｃ

】
Ａ

児
が

、
⾛

る
・
⾛

ら
な

い
と

い
う

⼆
つ

の
気
持

ち
で
揺

れ
動

い
て

い
る

こ
と

を
感

じ
た

。
そ

し
て

、
【
a】
合
図

を
待

た
ず

に
⼀

⼈
で

ス
タ

ー
ト

し
て

し
ま

い
、

そ
の

場
に

い
た
保

育
者

に
ス

タ
ー

ト
に

戻
る

よ
う

に
⾔
わ

れ
て

し
ま

っ
た

。
【
ｃ

】
担
任

は
Ａ

児
に
近

づ
き

、
Ａ

児
の
不
安

な
気
持

ち
に

よ
り

そ
い

な
が

ら
、

そ
の

思
い

を
確

か
め

る
よ

う
に
⾔
葉

を
か

け
た

。
逡
巡

す
る
Ａ

児
の
気
持

ち
に
寄

り
添

い
つ

つ
も

、
Ａ

児
が
周
囲

の
様

⼦
を

⾒
た

り
感

じ
た

り
し

て
い

る
こ

と
を

感
じ

て
い

た
の

で
、
担
任

は
Ａ

児
が

⾃
分

で
決

め
る

ま
で

待
っ

て
い

た
。
終
わ

り
の
雰
囲
気

を
感

じ
て

、

な
る

と
最

後
尾

に
戻

る
こ

と
を
繰

り
返

し
た

。
常

に
ケ
ン

ス
テ

ッ
プ

の
コ

ー
ス

に
い

た
た

め
「

こ
こ

に
す

る
？
」

と
聞

く
が
⾸

を
振

っ
た

。
「

好
き

な
と

こ
ろ

に
先

⽣
を
連

れ
て
⾏

っ
て

。
」

と
⾔

う
と

コ
ー
ン

が
あ

る
コ

ー
ス

に
並

ん
だ

。
し

か
し
⾛

る
こ

と
は

な
く

、
A 

 
児

は
周

り
を

⾒
渡

し
て

い
た

。
み

ん
な

が
最

後
の

１
回

を
終

え
て

い
く
中

、
急

に
 A

 児
は「

ここ
に

す
る

。
⼀

緒
に
⾛

る
。
」

と
⾔

い
、

担
任

と
⼀

緒
に
⾛

り
始

め
、

コ
ー

ス
を
⾛

り
切

っ
た

。
⾛

り
終

え
た

時
笑
顔

で
嬉

し
そ

う
だ

っ
た

。
 

㊱
 
運
動
会
後
に
Ａ
児
に
会
う
と
、
運
動
会
の
メ
ダ
ル
を

ず
っ
と
か
け
た
ま
ま
過
ご
し
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
Ａ
児

は
「
運
動
会
楽
し
か
っ
た
。
メ
ダ
ル
嬉
し
い
。
」
と
嬉
し

そ
う
だ
っ
た
。
 

 

【
a】
Ａ

児
は

コ
ー

ス
を
決

め
、
担
任

と
⼀

緒
に
⾛

っ
た

。
⾛

り
終

え
た

後
も

、
運
動
会

の
後

も
、【【
ｃ

】
Ａ

児
は

と
て

も
嬉

し
そ

う
だ

っ
た

。
【
a】
Ａ

児
が

ず
っ

と
メ

ダ
ル

を
か

け
て
過
ご

し
て

い
た

こ
と

や
「
運
動
会

楽
し

か
っ

た
」

と
い

う
⾔
葉

は
、【
ｃ

】
⾏

事
の

ね
ら

い
の

ひ
と

つ
「
運
動
会

に
参

加
す

る
こ

と
を

楽
し

む
」

を
実
現

で
き

た
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
 

 

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
• 

み
ん

な
で

や
る
「
運
動
会
」

で
あ

っ
て

も
、
種
⽬

の
決

定
や
参

加
の
有
無

に
お

い
て

⼀
⼈

⼀
⼈

の
意

⾒
や
選
択

が
尊

重
さ

れ
て

い
た

か
ら

、
不
安

や
課
題

を
抱

え
て

い
た
Ａ

児
や
Ｂ

児
も
主
体
的

に
運
動
会

に
参

加
で

き
た

。
こ

の
こ

と
は

、
Ａ

児
と
Ｂ

児
以

外
の

、
す

べ
て

の
⼦

ど
も

た
ち

に
も

よ
い
影
響

が
あ

っ
た

。
主
体
的

に
練
習

を
し

よ
う

と
し

た
り

、
友

達
と

相
談

し
た

り
教

え
合

っ
た

り
し

な
が

ら
準

備
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

な
お

、
養
護

教
諭

か
ら

も
、

例
年

は
⾏

事
前

に
不
安

を
訴

え
て
保
健
室

に
来
室

す
る

園
児

が
増

え
る

が
、
今

年
度

は
誰

も
来

な
か

っ
た

、
と

い
う

振
り
返

り
が

あ
っ

た
。
Ａ

児
や
Ｂ

児
を

対
象

に
し

た
個
別
最
適

な
学

び
へ

の
配
慮

は
、

そ
の
ほ

か
の

⼦
ど

も
た

ち
の

不
安

を
解
消

す
る
援
助

に
も

な
っ

て
い

た
こ

と
を

、
改

め
て
職
員
全
体

で
確
認

で
き

た
。

 
• 

Ａ
児

と
Ｂ

児
だ

け
で

な
く

、
ほ

か
に

も
不
安

や
課
題

を
感

じ
て

い
る

⼦
が

、
そ

れ
を
み

ん
な

の
前

で
表
現

で
き

る
 

雰
囲
気

が
⾼

ま
っ

て
き

た
こ

と
の
影
響

は
⼤

き
い

。
友

達
の
不
安

を
知

っ
て

い
る

か
ら

こ
そ

、
種
⽬

の
詳
細

を
企
画

す
る

と
き

に
、

⾃
分

は
平
気

で
も
不
安

を
感

じ
て

い
る

友
達

の
こ

と
を

思
い

や
っ

た
り

、
相

⼿
の
反
応

を
⾒

な
が

ら
「

⼀
緒

に
や

ろ
う
」

と
あ

き
ら

め
ず

に
誘

い
か

け
た

り
、

友
達

の
不
安

や
課
題

を
⾃

分
ご

と
と

し
て

考
え

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
の

で
は

な
い

か
。

こ
う

い
っ

た
、

⾃
分

の
思

い
と

友
達

の
思

い
を
両
⾯

か
ら

考
え

る
機
会

に
恵

ま
れ

た
の

は
、
協
働
的

な
学

び
へ

と
つ

な
が

る
ポ

イ
ン

ト
だ

と
感

じ
た

。
 

 

 ２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働

的
な

学
び

に
つ

な
が

っ
た

と
思

っ
た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
• 

⼦
ど

も
の
「

い
や

だ
」

と
い

う
思

い
を

⾒
逃

さ
ず

、
学

年
全
体

で
思

い
を
共
有

し
た

。
そ

の
思

い
を
受

け
⽌

め
た

こ
と

で
 A

 児
、
B 

児
以

外
の

⼦
も

⾃
分

の
「

や
り

た
い
」

だ
け

で
な

く
、「

いや
だ」
「苦

⼿」
「不
安」

とい
う思

い
を

素
直

に
話

す
こ

と
が

で
き

た
。
保

育
者

が
Ａ

児
や
Ｂ

児
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ

な
思

い
を
否

定
し

な
か

っ
た

こ
と

で
、
「

そ
れ

で
い

い
ん

だ
」

と
い

う
雰
囲
気

が
⾼

ま
っ

た
こ

と
は

個
別
最
適

な
学

び
の
⾯

で
も

、
協
働
的

な
学

び
の
⾯

で
も
ポ

イ
ン

ト
だ

っ
た

と
思

う
。

 
• 

運
動
会

に
対

す
る
不
安

を
抱

え
て

い
る

友
達

の
思

い
を
知

り
、
全
員

が
思

い
を
出

し
合

う
中

で
「
運
動
会

を
す

る
こ

と
は
み

ん
な
賛
成
」

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

。
そ

の
た

め
、
運
動
会

と
い

う
共
通

の
⽬
的

が
で

き
、

そ
れ

に
向

か
っ

て
ど

う
⼯

夫
す

る
か

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
共
通

の
⽬
的

が
明
確

だ
っ

た
こ

と
は

⼦
ど

も
た

ち
に

と
っ

て
、

わ
か

り
や

す
か

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
 

• 
「
⾛

る
な

ら
」

と
い

う
前
提

で
は

な
く

、「
⾛

ら
な

い
」思

い
を
受

け
⽌

め
、「

ど
う
参

加
す

る
か

、関
わ

る
か
」と

い
う

こ
と

に
焦
点

を
当

て
た

。
⾃

分
が
納
得

で
き

る
運
動
会
へ

の
参

加
の
仕
⽅

を
⼦

ど
も

⾃
⾝

も
考

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

• 
⼦

ど
も

た
ち

が
「

と
く

い
」

を
考

え
る

と
き

に
、

⾃
分

だ
け

で
な

く
、

友
達

の
「

と
く

い
」

を
考

え
て

話
し
合

い
を

進
め

て
い

た
た

め
、
保

育
者

が
複
数
案

を
出

す
こ

と
を
提
案

し
た

。
結
果
的

に
全
員

が
「

と
く

い
」

を
、

⾃
信

を
も

っ
て

選
ぶ

こ
と

が
で

き
、
全
員

が
主
体
的

に
取

り
組

ん
で

い
た

。
 

• 
話

し
合

い
は

、
そ

の
内
容

や
対
象

と
な

る
⼦

ど
も

の
特
性

に
よ

っ
て

、
学

年
全
体

、
ク

ラ
ス

、
個
別

と
集

団
の

⼤
き

さ
に
配
慮

し
た

。
不
安

や
課
題

を
抱

え
て

い
る

⼦
も

、
保

育
者

や
友

達
が

思
い

を
受

け
⽌

め
て

く
れ

る
こ

と
が
わ

か
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っ
て

、
無

理
な

く
前
向

き
に
課
題

解
決

が
で

き
た

。
 

• 
保
護
者

に
は
直
接

、
あ

る
い

は
学

年
だ

よ
り

で
、

こ
れ

ら
の
活
動

の
様

⼦
や
保

育
者

の
思

い
を

伝
え

た
。
家

庭
で

も
運
動
会

を
話
題

に
し

た
り

、
⼦

ど
も

の
思

い
を

聞
い

た
り

す
る
機
会

が
あ

っ
た

ら
し

く
、
保
護
者

か
ら
家

庭
の

様
⼦

が
保

育
者

に
伝
わ

る
こ

と
も

あ
っ

た
。

こ
う

し
て

、
園

と
家

庭
の
両
⽅

で
⼦

ど
も

達
を
⽀

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
結

果
、
誰

も
が
安
⼼

し
て
運
動
会

に
参

加
し

、
充
実

感
を

味
わ

う
こ

と
が

で
き

た
。

 
   

 

「
⽕

⼭
が

作
り

た
い

」
 

〜
友

達
と

ア
イ

デ
ア

を
出

し
合

っ
て

⼤
き

な
⽕

⼭
が

で
き

る
ま

で
〜

 
 

園
名

：
愛
知

教
育

⼤
学

附
属

幼
稚

園
 

【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
９

⽉
上
旬

 
○

 
友

達
と

イ
メ

ー
ジ

や
考

え
を
出

し
合

い
な

が
ら

遊
ぶ

楽
し

さ
を

味
わ

う
。

 
○

 
⾃

分
な

り
の

思
い

や
イ

メ
ー

ジ
を

も
っ

て
遊

び
に

取
り

組
み

、
実

現
す

る
喜

び
を

味
わ

う
。

 
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

A 
児

は
困
難

だ
と

感
じ

る
と
諦

め
た

り
、

す
ぐ

に
周

り
の

⼤
⼈

を
頼

り
に

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

が
“⾃

分
の

イ
メ

ー
ジ

を
実
現

し
た

い
”と
強

い
思

い
を

も
つ

と
、⾃

分
な

り
の
⽅
法

で
試

し
て
み

よ
う

と
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

ま
た

、
進

級
当

初
は

⾃
分

の
ペ

ー
ス

で
遊
ぶ

こ
と

が
多

か
っ

た
が

、
６

⽉
頃

、
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
ご

っ
こ

で
Ａ

児
が

好
き

な
宇
宙

の
惑
星

を
作

り
、

友
達

に
イ
メ

ー
ジ

し
た

こ
と

を
話

し
な

が
ら

⼀
緒

に
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

を
完
成

さ
せ

た
経
験

を
す

る
と

、他
の

遊
び

で
も

友
達

に
思

い
を

伝
え

な
が

ら
遊
ぼ

う
と

す
る
姿

が
⾒

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

⼆
学

期
は

、
Ａ

児
が

試
し

た
り

⼯
夫

し
た

り
す

る
こ

と
を

楽
し

め
る

よ
う

に
し

た
い

。
ま

た
、

友
達

と
思

い
を
出

し
合

い
な

が
ら

遊
び

を
進

め
る

楽
し

さ
を

味
わ

っ
て
ほ

し
い

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

９
⽉

２
⽇

 
①
恐
⻯

が
好

き
で

、
年

少
組

の
時

か
ら
恐
⻯

が
出

て
く

る
遊

び
を

し
て

い
た
A 

児
が

、
教

師
に
「
恐
⻯

が
住

ん
で

い
る

と
こ

ろ
を
作

り
た

い
」

と
話

し
た

。
教

師
が
「
Ａ

く
 

ん
、
恐
⻯

好
き

だ
も

ん
ね

。
先

⽣
も
恐
⻯

好
き

だ
か

ら
楽

し
み

だ
な
」

と
⾔

う
と

、
Ａ

児
は
「

テ
ィ

ラ
ノ
サ

ウ
ル

ス
は

何
期

の
恐
⻯

か
知

っ
て

る
？
」

、
「
恐
⻯

は
、
草

の
場

所
に

も
海

の
場

所
に

も
暮

ら
し

て
い

た
ん

だ
よ
」

の
よ

う
に
知

っ
て

い
る

こ
と

を
得
意
気

に
話

し
た

。
教

師
が
「

い
ろ

い
ろ

な
場

所
を
作

る
な

ら
、

広
い

場
所

が
必
要

か
な
？
段

ボ
ー

ル
を
開

い
た
ぐ

ら
い

で
ど

う
？
」

と
提
案

す
る

と
、

 A
 

児
は
「

い
い

ね
」

と
答

え
た

の
で

、
す
ぐ

に
製
作

コ
ー

ナ
ー
近

く
の

広
い

場
に
段

ボ
ー

ル
を
切

り
開

い
た

も
の

を
園

児
机

に
乗
せ

て
⽤
意

し
た

。
 

②
A 

児
は

、
折

り
紙

で
⽊

を
作

り
⼟
台

に
貼

っ
た

。
し

か
し

、
幹

が
⻑
⽅

形
に
折

っ
た
平
⾯

の
折

り
紙

だ
っ

た
た

 
め

、
倒

れ
て

し
ま

っ
た

。
A 

児
は

、
何

も
⾔
わ

ず
製
作

机
に
⾏

く
と

、
今
度

は
幹

の
部

分
を
筒
状

に
し

て
⽊

を
作

 
り

、
⼟
台

に
貼

っ
た

。
今
度

は
倒

れ
な

か
っ

た
の

で
、

同
 

じ
も

の
を

３
つ
作

っ
て

⼟
台

に
貼

っ
た

。
次

に
、
⻘

の
布

 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 

 ①
[ａ
]Ａ

児
は

、教
師

に
好

き
な
恐
⻯

の
話

を
聞

い
て

も
ら

う
中

で
、
知

っ
て

い
る

こ
と

を
伝

え
た

い
気
持

ち
が

⾼
ま

っ
て

い
た

。
 

[ｃ
]教

師
は

、
Ａ

児
と

の
会

話
を
通

し
て
Ａ

児
の

思
い

や
イ
メ

ー
ジ

が
具
体
的

に
な

る
よ

う
に

し
、
A 

児
が
実

現
す

る
た

め
に
必
要

な
場

や
物

を
⽤
意

し
よ

う
と

考
え

た
。ま

た
、Ａ

児
が

材
料

を
⼯

夫
し

な
が

ら
作

れ
る

よ
う

に
製
作

コ
ー

ナ
ー

の
近

く
に

場
を

設
定

し
、
作

り
や

す
い
⾼

さ
に
段

ボ
ー

ル
を
置

く
こ

と
に

し
た

。
 

    ②
[ａ
]Ａ

児
は

思
い

の
ま

ま
に
作

っ
た

が
、作

っ
た
⽊

が
倒

れ
た

こ
と

で
、
平
⾯

で
は
倒

れ
て

し
ま

う
こ

と
に
気

付
い

た
。

⾃
分

の
イ
メ

ー
ジ

を
実
現

し
た

い
思

い
か

ら
、

ど
の

よ
う

に
⽊

を
作

る
と
倒

れ
な

い
か

こ
れ

ま
で

の
経

験
に

基
づ

い
て

考
え

、
試

し
て

い
た

。
 

[ｃ
]教

師
は

、
Ａ

児
に

広
範
囲

を
塗

り
つ
ぶ

す
た

め
の
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ガ
ム

テ
ー

プ
を
貼

っ
た

。
教

師
が
「
⻘

い
絵

の
具

で
塗

っ
た

り
、
⻘

い
画

⽤
紙

を
貼

っ
た

り
す

る
こ

と
も

で
き

る
 

よ
」

と
提
案

し
た

が
、
A 

児
は
「

こ
の

テ
ー

プ
が

い
い

か
ら
」

と
⾔

っ
て
貼

り
進

め
た

。
⻘

い
部

分
が

広
が

る
と

 
「

こ
こ

は
海

で
、
モ
サ
サ

ウ
ル

ス
が
暮

ら
し

て
い

る
ん

だ
」

と
話

し
た

。
 

 ③
⽚
付

け
に

な
り

、
明

⽇
も
続

き
が

で
き

る
よ

う
に
飾

っ
て
お

く
と

、
他

の
遊

び
を

し
て

い
た

幼
児

が
興

味
を

も
っ

て
⾒

て
い

た
。そ

こ
で

、恐
⻯

の
図
鑑

も
同

じ
場

に
⽤
意

し
て
お

い
た

。
 

９
⽉

３
⽇

 
④
A 

児
が
「
今

⽇
は
⽕
⼭

が
作

り
た

い
。
恐
⻯

の
時
代

 
は

、
⽕
⼭

が
噴
⽕

し
て
…
…
」

と
恐
⻯

の
時
代

の
知
識

を
う

れ
し

そ
う

に
話

し
た

。
教

師
が
「

い
い

ね
！

何
で
作

ろ
う
？
」

と
問

い
掛

け
る

と
「
新

聞
紙

で
作

っ
て
み

る
」

と
持

っ
て

く
る

が
、
丸

め
る

と
「

こ
れ

じ
ゃ

あ
、
⼩

さ
す
ぎ

る
。
新

聞
紙

も
全
然

⾜
り

な
い

。
新

聞
紙

を
塗

っ
て
作

り
た

い
の

に
」

と
困

っ
た

様
⼦

だ
っ

た
。

 
⑤
Ａ

児
と

遊
ぶ

こ
と

が
多

い
B 

児
、教

師
が

し
て

い
る

遊
び

に
興

味
を

も
っ

た
C 

児
、
D

 児
が

遊
び

に
加
わ

っ
た

。
教

師
が
「
新

聞
紙

が
⾜

り
な

く
て

、
⼤

き
な
⽕
⼭

が
作

れ
な

い
の

。
い

い
⽅
法

は
な

い
か

な
？
」

と
問

い
掛

け
た

が
 

「
う

う
ん

、
分

か
ら

な
い
」

と
、

な
か

な
か
ア

イ
デ
ア

が
出

な
か

っ
た

。
教

師
が

、
新

聞
紙

を
使

い
た

い
と

い
う
A

児
の

思
い

を
受

け
⽌

め
な

が
ら
「
箱

を
積

ん
で

、
そ

こ
に

新
聞
紙

を
被
せ

る
の

は
ど

う
か

な
？
」

と
問

い
掛

け
る

 
と

、
Ａ

児
が
「
持

っ
て

く
る
」

と
⼤

き
な
空

き
箱

を
持

っ
て

き
た

。
Ｂ

児
、
Ｃ

児
、
Ｄ

児
も

思
い

の
ま

ま
に
持

っ
て

き
て

、
次

々
と
積

ん
だ

。
積

ん
だ
空

き
箱

が
崩

れ
る

こ
と

も
あ

っ
た

が
、
積
み
重

ね
る

う
ち

に
⾔
葉

に
は

し
な

い
も

の
の

、
み

ん
な

が
下

の
⽅

は
⼤

き
な
空

き
箱

、
上

の
⽅

は
⼩

さ
な
空

き
箱

に
な

る
よ

う
に
積

む
よ

う
に

な
り

、
３
０

個
以
上

の
空

き
箱

が
積
み
重

な
っ

た
。

 
    ⑥
直
径

６
０
セ
ン

チ
、
⾼

さ
４
０
セ
ン

チ
程

に
な

る
と

、
黙

々
と
積

ん
で

い
た

幼
児

が
「

⼤
き

く
な

っ
て

き
た

ね
」

 
「

い
い

感
じ
」

と
⾔
葉

を
交
わ

す
よ

う
に

な
っ

た
。

教
師

 
も
「

⼤
き

い
⽕
⼭

が
で

き
そ

う
」

と
⾔
葉

を
掛

け
な

が
 

他
の
⽅
法

を
伝

え
、
Ａ

児
が
他

の
⼈

の
ア

イ
デ
ア

を
取

り
⼊

れ
な

が
ら

遊
ぶ

楽
し

さ
を

味
わ

う
き

っ
か

け
と

な
る

よ
う

に
し

た
い

と
考

え
た

。し
か

し
、Ａ

児
が

⾃
分

で
考

え
た

素
材

を
使

っ
て
真
剣

に
作

っ
て

い
る

様
⼦

を
⾒

て
、
A 

児
が

⾃
分

な
り

に
考

え
て

試
し

な
が

ら
作

っ
て

い
る

こ
と

を
感

じ
、

⾒
守

ろ
う

と
考

え
直

し
た

。
 

 ③
[ⅽ
]⽚
付

け
時

に
飾

っ
て
お

く
こ

と
で

、A
 児

の
遊

び
の
⾯
⽩

さ
が
周

り
の

幼
児

に
も

伝
わ

る
よ

う
に

し
た

い
と

考
え

た
。

ま
た

、
興

味
を

も
っ

た
幼

児
や
A 

児
が

イ
メ

ー
ジ

を
膨

ら
ま
せ

た
り

伝
え
合

っ
た

り
す

る
き

っ
か

け
に

な
る

よ
う

に
図
鑑

を
⽤
意

し
た

。
 

④
[ⅽ
]昨

⽇
、

⾃
分

の
イ
メ

ー
ジ

を
形

に
す

る
楽

し
さ

 
を

味
わ

っ
た

こ
と

で
、新

た
な

イ
メ

ー
ジ

を
実
現

し
た

い
と

い
う
意
欲

に
つ

な
が

っ
て

い
た

。教
師

は
A 

児
が
困

っ
た

様
⼦

を
⾒

て
、
A 

児
が
他

の
幼

児
と

⼀
緒

に
考

え
を
出

し
合

っ
て

遊
び

を
進

め
る
機
会

に
し

た
い

と
考

え
た

。
 

 ⑤
[ｃ
]昨

⽇
、
⽚
付

け
時

に
飾

っ
て
お

い
た

こ
と

で
Ａ

児
の

遊
び

に
興

味
を

も
ち

、
数

⼈
の

幼
児

が
遊

び
に

加
わ

っ
た

。
し

か
し

、
遊

び
に

加
わ

っ
た
ば

か
り

の
３

⼈
は

 “
何

と
か

し
て
実
現

さ
せ

た
い
”と
強

く
は

思
っ

て
お

ら
ず

、
教

師
が

待
っ

て
も
ア

イ
デ
ア

が
出

な
か

っ
 

た
。

幼
児

同
⼠

で
ア

イ
デ
ア

を
出

し
合

っ
た

り
試

し
た

り
し

て
ほ

し
い

と
考

え
た

の
で

、
教

師
が

ど
の

タ
イ

ミ
ン
グ

で
ど

の
よ

う
な
ア

イ
デ
ア

を
出

す
か
迷

っ
た

が
、

教
師

の
提
案

を
き

っ
か

け
に

、
新

た
に

遊
び

に
加
わ

っ
た

幼
児

も
試

し
て
み

よ
う

と
動

き
出

す
こ

と
が

で
き

た
よ

う
に

思
う

。
 

[ａ
]こ

れ
ま

で
の
経
験

か
ら

、⼤
き

い
も

の
が

下
の
⽅

が
安

定
す

る
こ

と
を
知

っ
て

い
た

。Ｂ
児

、Ｃ
児

、Ｄ
児

は
、

Ａ
児

と
教

師
の

思
い

を
知

っ
て

⼿
伝

う
気
持

ち
で
動

い
て

い
た

が
、
空

き
箱

を
積
み
重

ね
る

う
ち

に
倒

れ
な

い
よ

う
に
重

ね
た

い
と

い
う

思
い

を
も

つ
よ

う
に

な
っ

た
の

で
は

な
い

か
。

 
  ⑥
[ｂ
]空

き
箱

が
崩

れ
そ

う
に

な
る

と
、⼀

⼈
で

は
ど

う
に

も
な

ら
な

い
こ

と
を

感
じ

、
友

達
に

し
て
ほ

し
い

こ
と

を
伝

え
た

り
、

友
達

の
考

え
を

聞
い

た
り

し
な

が
 

ら
作

っ
て

い
た

。
作

り
進

め
る

う
ち

に
、

ど
の

幼
児

も
 

ら
、

⾒
守

っ
た

。
空

き
箱

が
崩

れ
そ

う
に

な
る

と
、
Ｃ

児
が
空

き
箱

を
⽀

え
な

が
ら
「

テ
ー

プ
で
貼

ら
な

い
と
」

と
⾔

っ
た

。
Ｂ

児
も

⼀
緒

に
⽀

え
る

と
、
A 

児
と
D

 児
が

急
い

で
布
ガ

ム
テ

ー
プ

を
持

っ
て

き
て
崩

れ
そ

う
な
部

分
に
貼

っ
た

。
Ｂ

児
が
「

こ
っ

ち
が

ま
だ
貼

れ
て

い
な

い
か

 
ら

、
お

願
い
」

と
声

を
掛

け
る

と
、

そ
れ

に
Ａ

児
が
応

じ
た

り
、
Ｂ

児
が
「

こ
こ

に
隙
間

が
あ

る
か

ら
、
⼩

さ
い
箱

持
っ

て
き

て
」

と
⾔

う
と

、
Ｄ

児
が
探

し
て
隙
間

を
埋

め
た

り
し

た
。

 
⑦
固

定
で

き
た
部

分
も

あ
る

が
、
床

の
空

き
箱

が
重
み

で
滑

り
崩

れ
そ

う
に

な
っ

た
。崩

れ
な

い
よ

う
に

、布
ガ

ム
テ

ー
プ

を
何
重

に
も
重

ね
て
貼

る
状
況

が
続

い
て

い
た

た
め

、
教

師
が

下
に
段

ボ
ー

ル
の
板

を
敷

く
こ

と
を
提
案

し
た

。
み

ん
な

で
箱

を
持

ち
上
げ

て
段

ボ
ー

ル
の
板

を
敷

い
て
み

た
が

、
崩

れ
て

し
ま

い
困

っ
て

い
る

と
、
B 

児
が

 
「

こ
こ

を
折

り
曲
げ

て
、こ

う
し

た
ら

い
い
」と
段

ボ
ー

ル
の
ふ

ち
を
折

り
曲
げ

て
空

き
箱

を
囲

い
固

定
し

て
⾒
せ

た
。

み
ん

な
は「
確

か
に
」「

本
当

だ
、ず

れ
な

い
」「

い
い

ね
」

と
⾔

い
、
再

び
、

役
割

分
担

し
な

が
ら
協
⼒

し
て
作

り
進

め
た

。 
  ⑧

⼤
き

な
⼭

が
で

き
、
Ａ

児
は
満

⾜
そ

う
に
「

こ
こ

に
新

聞
を
被
せ

て
、
⾊

を
塗

る
」

と
⾔

っ
た

。
Ｄ

児
が
「
絵

の
具

で
塗

っ
た

ら
い

い
ん

じ
ゃ

な
い
？
」

と
提
案

し
た

の
 

で
、

教
師

が
「
⽕
⼭

っ
て

ど
ん

な
⾊

だ
ろ

う
」

と
聞

く
 

と
、
Ａ

児
が
「
茶
⾊

と
⾚

が
混

ざ
っ

て
ど

ろ
お

っ
て

し
て

い
る

ん
だ

よ
。

ち
ょ

っ
と

待
っ

て
い

て
」

と
図
鑑

を
持

っ
て

き
て
開

き
、

友
達

や
教

師
に

⾒
せ

た
。

教
師

が
⾚

と
茶

⾊
の
絵

の
具

を
⽤
意

す
る

と
、
Ａ

児
ら

は
絵

の
具

と
⽔

を
混
ぜ

て
新

聞
紙

に
試

し
塗

り
を

し
、

⾃
分

た
ち

の
思

い
通

り
の
⾊

に
な

る
と

、
四
⽅
⼋
⽅

か
ら
塗

り
進

め
た

。
 

９
⽉
４

⽇
 

⑨
登

園
す

る
と
Ａ

児
は

⽕
⼭

が
乾

い
た

か
確
認

し
た

。す
る

と
、塗

れ
て

い
な

い
箇

所
を

⾒
付

け
た

よ
う

で
Ｂ

児
に

 
「

⼤
変

、
こ

こ
が

ま
だ

 
塗

れ
て

な
か

っ
た
」

と
話

 
し

た
。
Ａ

児
、
Ｂ

児
が
塗

り
進

め
る

と
、
C 

児
ら

も
加
わ

り
、
⽕
⼭

を
完
成

さ
せ

た
。

 

“⼤
き

な
⼭

を
完
成

さ
せ

た
い
”と

思
い

を
も

つ
よ

う
に

な
っ

た
と

感
じ

た
。
共
通

の
思

い
を

も
つ

こ
と

で
、

 
各

々
が
崩

れ
な

い
た

め
に

は
ど

う
し

た
ら

よ
い

か
こ

れ
ま

で
の
経
験

を
⽣

か
し

な
が

ら
考

え
た

り
、
協
⼒

し
て

作
っ

た
り

す
る
姿

に
つ

な
が

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
 

    ⑦
[ｃ
]教

師
は

、
幼

児
が
協
⼒

し
て

⾃
分

た
ち

で
作

り
進

め
て

い
る
姿

を
⾒
守

っ
て

い
た

が
、

幼
児

だ
け

で
は

実
現

す
る

こ
と

が
難

し
そ

う
だ

と
感

じ
、

イ
メ

ー
ジ

を
実
現

す
る

き
っ

か
け

と
な

る
ア

イ
デ
ア

を
出

し
た

。
 

[ｂ
]Ｂ

児
は

、
作

り
進

め
る
中

で
⼤

き
な
⼭

を
作

り
た

い
思

い
が
強

く
な

り
、
困

っ
た

こ
と

に
対

し
て

⾃
分

な
り

に
考

え
て

思
い
付

い
た

こ
と

を
⾔
葉

や
⾏
動

で
表

し
て

友
達

に
伝

え
た

。
共
通

の
困

り
感

を
感

じ
て

い
た
他

の
幼

児
は

、
⾃

分
の

こ
と

と
し

て
捉

え
、
Ｂ

児
の
ア

イ
デ
ア

を
よ

く
聞

い
て
受

け
⼊

れ
た

り
認

め
た

り
し

た
と

考
え

る
。

 
 ⑧
[ｂ
]Ａ

児
は

、
⾃

分
の
知

っ
て

い
る

こ
と

を
⼀

緒
に

遊
ぶ
仲
間

に
伝

え
た

い
と

思
い

、
⾔
葉

で
説
明

し
た

 
り

、
よ

り
相

⼿
に

伝
わ

り
や

す
く

な
る

よ
う

に
図
鑑

を
⾒
せ

た
り

し
た

。
[ａ
]Ａ

児
は
⽕
⼭

の
⾊

に
こ

だ
わ

り
、

イ
メ

ー
ジ
通

り
の
⾊

に
す

る
た

め
に

試
し

な
が

ら
⾊

を
作

っ
て

い
た

。
Ａ

児
が

好
き

な
こ

と
で

、
⾃

分
の

⼒
を

発
揮

し
て

い
る

と
感

じ
た

。
 

[ｂ
]み

ん
な

で
⼟
台

を
完
成

さ
せ

た
こ

と
で

友
達

と
⼀

緒
に
作

る
楽

し
さ

や
必
要
性

を
感

じ
、
協
⼒

し
な

が
ら

⾊
を
塗

っ
て

い
た

。
 

 ⑨
[ｂ
]Ａ

児
は

、塗
れ

て
い

な
い
箇

所
を

教
師

で
は

な
く

Ｂ
児

に
伝

え
た

こ
と

か
ら

、
⼀

緒
に
作

っ
た

友
達

を
意

識
し

、
⼀

緒
に

遊
び

を
進

め
よ

う
と

し
て

い
る

こ
と

を
感

じ
た

。
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４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 

 【
⾃

分
の
得
意

な
こ

と
や

好
き

な
こ

と
で

遊
び
込

む
】

 
〇
Ａ

児
は

、年
少

組
の

時
か

ら
恐
⻯

が
出

て
く

る
遊

び
を
繰

り
返

し
楽

し
み

、恐
⻯

に
関

す
る
知
識

が
豊
富

だ
っ

た
。豊

富
な
知
識

が
基

と
な

っ
て
作

り
た

い
も

の
が
次

々
と
浮

か
び

、
作

っ
て
表
現

す
る

こ
と

を
楽

し
ん

で
い

た
。
⽊

が
思

う
よ

う
に
作

れ
な

く
て

も
、“

⾃
分

が
好

き
な
恐
⻯

の
世
界

を
表
現

し
た

い
”と

い
う

思
い

を
も

っ
て

い
た

こ
と

で
、諦

め
ず

に
⼯

夫
し

て
作

る
こ

と
が

で
き

、
「

個
別
最
適

な
学

び
」

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

。
 

 【
⼀

⼈
⼀

⼈
の
“こ

う
し

た
い
”と

い
う

思
い

の
⾼

ま
り

】
 

○
最

初
は
受

け
⾝

だ
っ

た
 B

 児
、
C 

児
、
D

 児
は

、
作

り
進

め
る

う
ち

に
“倒

れ
な

い
よ

う
に
積
み
重

ね
た

い
”“

⼤
き

な
⽕
⼭

を
作

り
た

い
”と

い
う

思
い

が
⾼

ま
り

、
主
体
的

に
遊
ぶ
姿

に
な

っ
て

い
っ

た
。
主
体
的

に
遊
ぶ

こ
と

で
、

思
い
通

り
に

い
か

な
い

と
き

に
思

考
を
繰

り
返

し
た

り
、

試
し

た
り

し
て
「

個
別
最
適

な
学

び
」

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

。 
 【
共
通

の
思

い
を

も
つ

】
 

〇
幼

児
が
箱

を
積

む
姿

を
⾒

て
、み

ん
な

で
同

じ
こ

と
を

し
て

い
る

た
め

、協
⼒

し
て

い
る
姿

だ
と
捉

え
て

い
た

。事
例

を
分
析

す
る

と
、後

か
ら

遊
び

に
加
わ

っ
た

幼
児

は
、積
み

始
め

は
、Ａ

児
と

教
師

を
⼿

伝
っ

て
い

る
気
持

ち
や

何
と

な
く
⾯
⽩

そ
う

だ
と

い
う
気
持

ち
で
動

い
て

い
た

の
で

は
な

い
か

と
考

え
が
変
わ

っ
た

。
箱

が
⾼

く
積
み
上

が
り
⼭

の
形

に
な

っ
て

い
く

う
ち

に
、ど

の
幼

児
も
“⼤

き
な
⼭

を
作

り
た

い
”と

い
う

思
い

が
芽

⽣
え

、友
達

と
⼀

緒
に

役
割

を
分
担

し
な

が
ら
作

る
中

で
思

い
が
⾼

ま
っ

て
い

っ
た

よ
う

に
考

え
る

。
共
通

の
⽬
的

を
も

っ
た

こ
と

で
、

友
達

に
⾃

分
の

考
え

を
伝

え
た

り
友

達
の

考
え

を
聞

い
た

り
し

な
が

ら
協
⼒

し
て
作

る
姿

が
⾒

ら
れ
「
協
働
的

な
学

び
」

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

。
 

 【
共
通

の
思

い
を
実
現

す
る

た
め

に
、

個
々

が
こ

れ
ま

で
の
経
験

か
ら
経

た
知
識

を
⽣

か
す

】
 

〇
み

ん
な

で
考

え
を
出

し
合

っ
た

り
役

割
を

分
担

し
た

り
し

な
が

ら
作

る
過
程

で
協
働
的

な
学

び
が

⾒
ら

れ
、

⼀
⼈

で
は
実
現

で
き

な
か

っ
た

こ
と

が
実
現

で
き

た
。

ま
た

、
み

ん
な

で
協
⼒

し
て
作

る
（
協
働
的

な
学

び
）

の
中

で
、
各

々
が

こ
れ

ま
で

⾃
分

の
好

き
な

遊
び

の
中

で
得

た
知
識
（「

個
別
最
適

な
学

び
」
）

が
⽣

か
さ

れ
て

い
た

。
 

２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協

働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 【

幼
児

の
話

を
受

け
⽌

め
な

が
ら

聞
く

】
 

○
 Ａ

児
は

、
教

師
に

好
き

な
恐
⻯

の
話

を
聞

い
て

も
ら

う
中

で
、
知

っ
て

い
る

こ
と

を
伝

え
た

い
気
持

ち
が
⾼

ま
り

、
そ

の
後

、
恐
⻯

の
住

む
世
界

を
再
現

す
る
姿

に
も

つ
な

が
っ

た
。

 
 【

幼
児

の
し

た
い

こ
と

が
実
現

で
き

る
環

境
を

⽤
意

す
る

】
 

〇
A 

児
が
恐
⻯

の
世
界

を
作

り
た

い
と

話
し

た
と

き
、

教
師

は
 A

 児
の
⼒

が
発
揮

で
き

る
だ

ろ
う

と
捉

え
、
製
作

コ
ー

ナ
ー

の
近

く
に

場
を

⽤
意

し
た

。
製
作

コ
ー

ナ
ー

に
豊
富

な
材
料

が
あ

っ
た

こ
と

で
、
A 

児
は

⾃
分

の
イ
メ

ー
ジ

に
合

う
素

材
を
選

ん
だ

り
、
作

り
⽅

を
試

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き
「

個
別
最
適

な
学

び
」

に
つ

な
が

っ
た

。
 

【
友

達
の

遊
び

に
興

味
を

も
て

る
よ

う
に

す
る

】
 

〇
Ａ

児
の

遊
び

の
⾯
⽩

さ
が

伝
わ

る
よ

う
、⽚
付

け
時

に
ク

ラ
ス

の
幼

児
が

⾒
え

る
場

に
飾

っ
た

。興
味

を
も

っ
た

幼
児

が
加
わ

り
⼀

緒
に
作

る
こ

と
で

、⾃
分

で
は

思
い
付

か
な

か
っ

た
ア

イ
デ
ア

に
触

れ
た

り
、⾃

分
の

考
え

を
受

け
⼊

れ
て

も
ら

っ
た

り
す

る
経
験

が
で

き
「
協
働
的

な
学

び
」

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

。
 

 【
幼

児
が
困

っ
て

い
る

と
き

や
、
協
⼒

す
る
必
要

が
あ

る
瞬
間

を
捉

え
る

】
 

〇
Ａ

児
が

⼤
き

な
⽕
⼭

が
思

う
よ

う
に
作

れ
な

い
と
困

っ
た

と
き

、
教

師
は
協
働
性

に
つ

な
が

る
チ
ャ
ン

ス
と
捉

え
た

。
教

師
と

 A
 児

だ
け

で
考

え
る

の
で

は
な

く
、

興
味

を
も

っ
た

幼
児

を
巻

き
込
み

な
が

ら
友

達
と

考
え

を
出

し
合

う
機
会

を
作

っ
た

こ
と

で
「
協
働
的

な
学

び
」

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

。
 

 【
幼

児
が

思
い

を
実
現

で
き

る
よ

う
に
⽀

え
る

】
 

〇
⼀

⼈
⼀

⼈
の

遊
び

に
対

す
る

思
い

が
弱

い
遊

び
出

し
や

、幼
児

だ
け

で
実
現

が
難

し
い

と
き

に
は

、必
要

に
応

じ
て

教
師

が
⼀

緒
に

遊
び

な
が

ら
考

え
を
出

す
よ

う
に

し
た

。
ま

た
、

幼
児

が
共
通

の
⽬
的

を
も

ち
遊
ぶ
中

で
、

思
い

を
実
現

で
き

る
よ

う
、

幼
児

の
姿

に
合
わ
せ

て
⾒
守

っ
た

り
、

考
え

を
出

し
た

り
し

た
。

そ
の

こ
と

で
、

幼
児

そ
れ
ぞ

れ
が
経
験

を
基

に
⾃

分
な

り
に

考
え

試
し

た
り

、
友

達
の

考
え

に
⽿

を
傾

け
、

そ
の
良

さ
に
気
付

い
た

り
し

て
、
協
⼒

し
な

が
ら
⽬
的

に
向

け
実
現

し
よ

う
と

す
る

な
ど
「

個
別
最
適

な
学

び
」

や
「
協
働
的

な
学

び
」

に
つ

な
が

っ
た

。
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「
で

も
、

お
も

し
ろ

か
っ

た
！

」
 

 
園

名
：
三
重

⼤
学

教
育

学
部

附
属

幼
稚

園
 

 【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
 

１
０

⽉
上
旬

 
 

○
 

⾃
分

な
り

の
⽬
的

を
も

っ
て

遊
び

や
⽣
活

に
取

り
組
み

、
努
⼒

し
た

り
、

⼯
夫

し
た

り
、
挑
戦

し
た

り
し

て
⼒

い
っ
ぱ

い
遊
ぶ

。
 

○
 

感
じ

た
り

、
考

え
た

り
し

た
こ

と
を

友
達

同
⼠

で
伝

え
合

い
、
表
現

し
よ

う
と

す
る

。
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
今

年
の

年
⻑

児
は

、
昨

年
度

の
年

⻑
児

が
し

て
い

た
リ

レ
ー

に
憧

れ
の
気
持

ち
を
抱

い
て

、
や

り
⽅

を
教

え
て

も
ら

い
何
度

か
リ

レ
ー

を
経
験

し
て

き
て

い
る

。
⾃

分
た

ち
も
運
動
会

で
リ

レ
ー

を
し

た
い

と
い

う
気
持

ち
で

⾃
ら
選

ん
で
⾏

う
活
動

の
時
間

に
勝
敗

を
決

め
ず

に
繰

り
返

し
⾛

る
こ

と
を

楽
し

ん
だ

。
そ

の
後

、
１

つ
の

ク
ラ

ス
を

１
１

名
ず

つ
に

分
け

、
⻩

と
ピ
ン

ク
の

２
チ

ー
ム

を
作

り
、

学
級
全
体

で
も
リ

レ
ー

を
⾏

っ
て

い
る

。
 

こ
れ

ま
で

の
遊

び
の
中

で
は

、
⾃

分
が
優
位

に
な

り
た

い
気
持

ち
か

ら
⾃

分
に
都
合

の
い

い
よ

う
に

遊
び
⽅

を
変

え
た

 
り

、
⾃

分
の

思
い

が
通

ら
な

い
と
泣

い
た

り
、

そ
の

場
を
離

れ
た

り
す

る
幼

児
の
姿

が
あ

っ
た

。
リ

レ
ー

を
通

し
て

、
⾃

分
の
⼒

を
出

し
切

っ
て
最

後
ま

で
⾛

る
⼼
地

よ
さ

や
、

友
達

と
⼀

緒
に

思
い

を
出

し
合

い
な

が
ら

進
め

て
い

く
⾯
⽩

さ
を

感
じ

て
ほ

し
い

と
考

え
た

。
 そ

の
経
験

が
、
簡
単

に
あ

き
ら

め
な

い
、

多
少
困
難

な
こ

と
に
ぶ

つ
か

っ
て

も
す
ぐ

に
投
げ
出

さ
な

い
な

ど
の
姿

に
つ

な
が

っ
て

い
く

の
で

は
な

い
か

と
期

待
し

た
。

 
特

に
⻩

チ
ー

ム
の
Ａ

児
は
「

⾜
が
遅

い
か

ら
」

と
泣

い
た

り
、
負

け
そ

う
に

な
る

と
⾛

る
の

を
⽌

め
て

し
ま

っ
た

り
す

る
こ

と
が
続

い
た

。
た

だ
、
A 

児
は
「
⾛

り
切

り
た

い
」

と
い

う
思

い
を

も
っ

て
お

り
、

ま
た

同
じ
⻩

チ
ー

ム
の

友
達

は
、
Ａ

児
に
最

後
ま

で
⾛

れ
る

よ
う

に
な

っ
て
ほ

し
い

、
バ

ト
ン

を
つ

な
い

で
ほ

し
い

と
い

う
思

い
を

も
っ

て
、
⾛

る
前

の
 A

 児
を
励

ま
し

て
き

た
。

し
か

し
、
⾛

り
出

し
た
Ａ

児
が
途
中

で
⽌

ま
っ

て
し

ま
う

と
「
今

⽇
も
勝

て
や

ん
」

と
負

け
る

こ
と

を
確
信

す
る
姿

が
み

ら
れ

、
そ

れ
が

何
⽇

も
続

い
て

い
た

。
 

10
 ⽉

 2
 ⽇

に
は

、
リ

レ
ー

を
す

る
前

か
ら
「

も
う

い
や

や
」
「

ま
た
負

け
る

も
ん
」

と
い

っ
た
⾔
葉

を
⼝

に
す

る
幼

児
が
お

り
、

そ
し

て
こ

の
⽇

の
リ

レ
ー

も
⻩

チ
ー

ム
が
負

け
た

。
「
悔

し
い
」
「
勝

て
な

く
て

つ
ま

ら
な

い
」

「
も

う
嫌

だ
」

と
う

な
だ

れ
る

様
⼦

の
⻩

チ
ー

ム
を

⾒
た

教
頭

が
作
戦
会
議

に
加
わ

り
（

事
例

①
、

②
）

、
そ

の
後

も
⻩

チ
ー

ム
を
⽀

え
て

い
く

こ
と

に
な

っ
た

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

10
 ⽉

２
⽇

 
①

こ
の

⽇
は
皆

の
応
援

も
あ

り
 A

 児
が

初
め

て
最

後
ま

で
⾛

る
こ

と
が

で
き

、⾛
り
終
わ

っ
た

後
は
晴

れ
や

か
な
表

情
で

あ
っ

た
。し

か
し

、今
⽇

も
⼤
差

で
⻩

チ
ー

ム
は
負

け
、

A 
児

は
晴

れ
や

か
な
表

情
か

ら
⼀
変

し
⻩

チ
ー

ム
が
負

け
た

こ
と

を
悔

し
が

っ
た

。
 

 ②
「

も
う
嫌

だ
」

と
う

な
だ

れ
る
⻩

チ
ー

ム
に
「

こ
の

ま
 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 

 ①
［
a］
［
b］

初
め

て
最

後
ま

で
⾛

れ
て
嬉

し
い

は
ず

な
の

に
、⻩

チ
ー

ム
が
負

け
た

こ
と

に
悔

し
が

り
落
胆

し
て

い
る

様
⼦

が
⾒

ら
れ

た
。⾃

分
が
⾛

れ
る

か
ど

う
か
精

い
っ
ぱ

い
で

あ
っ

た
 A

 児
が

、
最

後
ま

で
⾛

り
切

れ
た

こ
と

で
⾃

分
の

チ
ー

ム
の
勝
敗

に
⽬

を
向

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
 

 
ま

だ
と
嫌

だ
よ

ね
。
先

⽣
と
作
戦
会
議

し
や
へ

ん
！
?」

と
声

を
か

け
た

。
B 

児
ら

は
す

が
る

よ
う

な
⽬

で
「

す
 

る
！
」

と
保

育
者

の
も

と
に

や
っ

て
き

た
。

 

 ③
「

ど
う

や
っ

た
ら
勝

て
る

ん
か

な
…
？
」

と
投
げ

か
け

る
と

、
C 

児
、
D

 児
は
「
最

後
ま

で
頑
張

っ
て
⾛

る
！
」

 
「
⼒

を
抜

か
な

い
で
⾛

る
」

と
答

え
た

。
「

そ
う

や
な

、
今

⽇
は

 C
 君

が
転

ん
じ
ゃ

っ
た

け
ど

、
す
ぐ
⾛

っ
て

い
た

  
し

、
A 

ち
ゃ

ん
も
最

後
ま

で
⾛

れ
た

よ
ね
」

な
ど

と
そ

れ
ぞ

れ
が
頑
張

っ
た

こ
と

を
認

め
た

後
「

で
も

さ
、

あ
ん

な
に

差
が
開

い
て
負

け
ち
ゃ

っ
た

ん
だ

よ
ね

・
・

・
。
他

に
何

を
ど

う
頑
張

っ
た

ら
い

い
と

思
う
？
」

と
投
げ

か
け

る
が

具
体

的
に

は
出

て
こ

な
か

っ
た

。
保

育
者

が
「

も
う

少
し
練
習

す
れ
ば

速
く

な
れ

る
か

な
っ

て
思

う
と

こ
ろ

が
あ

る
ん

だ
け

ど
・

・
・
」

と
⾔

う
と
皆

の
視
線

が
ぐ

っ
と
保

育
者

に
集

ま
っ

た
。
保

育
者

は
「
今

⽇
、
バ

ト
ン

を
も

ら
っ

た
り

、
渡

し
た

り
し

た
と

き
ど

う
や

っ
た
？
G

 君
か

ら
 D

 君
に
渡

し
た

時
ど

う
だ

っ
た
？
」

と
聞

く
と

、
「
落

と
し

ち
ゃ

っ
た

・
・

・
」

と
⼆

⼈
は
顔

を
⾒
合
わ
せ

て
⾔

っ
た

。
「

そ
の

時
ど

う
な

っ
た

の
？
」

と
さ

ら
に
尋

ね
る

と
 

「
す
ぐ

に
⾛

れ
な

く
て
遅

く
な

っ
た
」
「
ピ
ン

ク
チ

ー
ム

に
抜

か
さ

れ
ち
ゃ

っ
た

・
・

・
」

と
答

え
た

。
「
B 

ち
ゃ

ん
と

 F
 

ち
ゃ

ん
は

ど
う

だ
っ

た
？
」

と
そ

れ
ぞ

れ
に

聞
い

て
い

く
と

、
「
落

と
さ

な
か

っ
た

け
ど

、
あ

ま
り

う
ま

く
は

い
か

な
か

っ
た
」

と
、
ほ

と
ん

ど
の

幼
児

の
間

で
バ

ト
ン

の
受

け
渡

し
が

う
ま

く
い

っ
て

い
な

い
こ

と
に
気
付

い
た

。
「

だ
か

ら
あ

ん
な

に
差

が
開

い
ち
ゃ

っ
た

ん
だ

ね
」

と
⼀

⼈
⼀

⼈
に
投
げ

か
け

な
が

ら
振

り
返

っ
た

。
 

  ④
「

じ
ゃ

あ
さ

、
何

を
頑
張

る
と
今

よ
り

速
く

な
れ

る
と

思
う
？
」

と
再

び
尋

ね
る

と
、
「
バ

ト
ン

を
ち
ゃ

ん
と
渡

す
！
」

と
 C

 児
ら

が
⼝

々
に
⾔

う
。
「

じ
ゃ

あ
、
明

⽇
み

ん
な

で
集

ま
っ

て
バ

ト
ン

を
渡

す
練
習

す
る
？
」

と
提
案

す
る

と
、
「

そ
う

す
る
！
」
「

よ
し

、
が

ん
ば

ろ
う
！
」

と
少

し
明

る
い
表

情
に

な
っ

た
⻩

チ
ー

ム
の

⼦
ど

も
達

は
、
⼒
強

く
返

事
を

し
た

。
 

 ②
[c
]ず

っ
と
負

け
続

け
て
お

り
、
「

と
に

か
く
頑
張

ろ
う
」

と
い

う
よ

う
な
精
神
論

だ
け

で
は
到
底
乗

り
越

え
て

い
け

な
い

様
に
み

え
た

。
幼

児
ら

も
そ

う
感

じ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

、
⼀

緒
に

考
え

て
い

く
機
会

を
も

ち
、

具
体
的

に
ど

う
頑
張

る
と

い
い

か
わ

か
る

こ
と

で
気
持

ち
が
持

ち
直
せ

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
。

 
［
b］
今

ま
で

、
A 

児
が
最

後
ま

で
⾛

れ
な

か
っ

た
こ

と
で
勝
負

に
な

っ
て

い
な

い
こ

と
を
⻩

チ
ー

ム
の

⼦
ど

も
達

は
感

じ
て

い
た

だ
ろ

う
。
A 

児
が
⾛

り
切

れ
た

こ
と

で
、
負

け
た
落
胆

の
中

に
も
「

何
か

で
き

る
こ

と
が

あ
る

か
も

し
れ

な
い
」

と
い

う
思

い
が

あ
っ

た
の

で
は

な
い

か
。

 
③
[c
]⼀

⼈
⼀

⼈
が
頑
張

っ
て
⾛

る
だ

け
で

は
な

く
、

バ
ト
ン

の
受

け
渡

し
が
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

こ
と

に
ま

だ
気

づ
い

て
は

い
な

か
っ

た
。
振

り
返

る
中

で
バ

ト
ン
パ

ス
に
注
⽬

す
る

き
っ

か
け

を
作

り
、

⼦
ど

も
た

ち
⾃
⾝

が
課
題

で
あ

る
と

感
じ

、
頑
張

ろ
う

と
い

う
気
持

ち
を

持
つ

こ
と

を
期

待
し

た
。
［
a］

⼀
⼈

⼀
⼈

に
問

い
か

け
る

形
で
振

り
返

っ
て

い
く

こ
と

で
⾃

分
事

と
し

て
考

え
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

           ④
［
a］
バ

ト
ン

の
受

け
渡

し
が
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

こ
と

に
気
付

く
と

、
次

に
頑
張

る
こ

と
が
明
確

に
な

り
気

持
ち

の
⾯

で
の
⽀

え
に

も
な

っ
た

。
 

［
b］

ま
た

、
バ

ト
ン

を
つ

な
ぐ

こ
と

に
焦
点

が
当

た
る

と
、
必
然
的

に
「

友
達

や
チ

ー
ム

の
み

ん
な

で
」

と
い

う
意
識

に
つ

な
が

っ
て

い
く

の
で

あ
ろ

う
。
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10
 ⽉

 3
 ⽇

 
⑤
登

園
の

準
備

を
終

え
た

 B
 児

、
C 

児
ら

が
次

々
と
「
先

⽣
、
練
習

し
よ

う
！
」

と
保

育
者

を
呼

び
に
来

た
。「
⻩

チ
ー

ム
み

ん
な
誘

っ
て
お

い
て

ね
」と

伝
え

る
と

、B
 児

、C
児

ら
が
中
⼼

と
な

り
、皆

に
声

を
か

け
た

。リ
レ

ー
へ

の
気
持

ち
が

薄
か

っ
た

 E
 児

ら
も「

そ
う

だ
っ

た
！
」と

、し
て

い
る

遊
び

に
区
切

り
を

つ
け

て
集

ま
っ

た
。

 
 
⑥
「

ど
う

す
る

と
も

ら
い

や
す

い
か

、
渡

し
や

す
い

か
」

と
投

げ
か

け
、
実
際

に
バ

ト
ン

を
や

り
取

り
し

て
み

な
が

ら
皆

で
考

え
た

。
【

1】
「
腕

を
し

っ
か

り
伸
ば

し
⼿

の
ひ

ら
を

⼤
き

く
広

げ
て
バ

ト
ン

を
も

ら
う

の
を

待
つ

。
」
「
渡

す
⼈

は
し

っ
か

り
と

そ
の

⼿
の
平

に
お

い
て

あ
げ

る
。
」

と
い

う
こ

と
を
意
識

し
て

や
っ

て
み

る
こ

と
に

な
り

、
繰

り
返

し
す

る
中

で
「

は
い

っ
」

と
声

を
出

し
て
渡

す
姿

が
出

て
き

た
。

 
 
⑦
ピ
ン

ク
チ

ー
ム

と
の
リ

レ
ー

の
対
戦

の
前

、
「
⻩

チ
ー

ム
み

ん
な

で
練
習

し
た

か
ら

き
っ

と
今

⽇
は

い
つ

も
よ

り
⼒

が
出

る
よ
」

と
励

ま
し

、
今

⽇
頑
張

る
こ

と
（

下
線

【
1】
）を
確

認
し

た
。
⻩

チ
ー

ム
の

⼦
ど

も
達

か
ら

は
“今

⽇
こ

そ
勝

つ
ぞ
” と

い
う
気
持

ち
が
現

れ
て

い
た

。
 

  ⑧
Ｅ

児
ち

ゃ
ん

、
⼿

は
こ

う
だ

よ
。
F 

児
ち

ゃ
ん

来
る

よ
！

が
ん

ば
れ

！
」

と
い

う
保

育
者

の
応

援
を

聞
き

、
E 

児
が

し
っ

か
り

と
⼿

の
平

を
開

い
て

待
っ

て
い

る
と

、
F 

児
が

「
は

い
っ

」
と

丁
寧

に
バ

ト
ン

を
渡

し
た

。
ス

ム
ー

ズ
に

ス
タ

ー
ト

し
た
 E
 

児
は

、
バ

ト
ン

の
受

け
渡

し
で

も
た

つ
く

ピ
ン

ク
チ

ー
ム

を
抜

き
去

っ
た

。
 

 
   
⑨

そ
の
姿

に
チ

ー
ム

と
し

て
も
勢

い
づ

き
、

相
⼿

に
離

さ
れ

た
り
反

対
に

⾃
分

が
リ

ー
ド

し
た

り
し

て
差

が
つ

く
と
⼒

を
抜

い
て

し
ま

う
 D

 児
が
最

後
ま

で
⼒

を
抜

か
ず
⾛

り
切

り
、

A 
児

も
リ

ー
ド

さ
れ

て
の

ス
タ

ー
ト

で
あ

っ
た

が
、
保

育
者

が
伴
⾛

し
て
励

ま
す

こ
と

で
し

っ
か

り
と
次

の
友

達
へ

と
つ

な
い

だ
。

 

 ⑤
[c
]［
b］

⾃
分

た
ち

で
誘

い
合

う
よ

う
に
声

を
か

け
た

。
B 

児
ら

の
呼

び
か

け
に

、
作
戦
会
議

を
思

い
出

 
し

、
各

々
が

そ
の

時
し

て
い

た
別

の
遊

び
に
区
切

り
を

つ
け
集

ま
っ

て
く

る
こ

と
が

で
き

た
。
⻩

チ
ー

ム
み

ん
な

で
頑
張

ろ
う

と
い

う
気
持

ち
が

⼀
⼈

⼀
⼈

に
芽

⽣
え

て
き

た
。

 
 ⑥
[c
]［
b］

相
⼿

の
⼿

の
平

に
し

っ
か

り
と
渡

そ
う

と
意

識
す

る
と

⾃
然

と「
は

い
っ
」と
⾔

い
な

が
ら
渡

す
姿

に
つ

な
が

っ
た

。
も

ら
う
⽅

も
「

は
い

っ
」と
⾔

う
声

で
し

っ
か

り
バ

ト
ン

を
握

る
こ

と
が

で
き

、
息

が
合

う
と

い
う

感
覚

を
実

感
で

き
た

。
 

  ⑦
[c
]［
b］

こ
の

⽇
の
リ

レ
ー

で
⼦

ど
も

達
が

考
え

た
こ

と
、
練
習

し
た

こ
と

を
⾃

分
た

ち
な

り
に
実
践

で
き

る
よ

う
丁
寧

に
声

を
か

け
気
持

ち
を
盛

り
上
げ

た
。
共
通

の
頑
張

る
ポ

イ
ン

ト
が

あ
り

、
そ

れ
に
向

か
っ

て
頑
張

る
気
持

ち
が
⻩

チ
ー

ム
の

⼀
体

感
に

つ
な

が
っ

て
い

っ
た

。
 

 ⑧
[c
]E

 児
は

⾃
分

で
気
持

ち
を
作

っ
て

い
く

の
が
難

し
い

と
こ

ろ
が

あ
る

の
で

、
近

く
で

何
を

す
る

か
具
体

的
に
声

を
か

け
て
応
援

し
た

。
［
a］
保

育
者

の
声
掛

け
の
中

で
練
習

し
た

こ
と

を
き

っ
ち

り
と

や
っ

て
⾒
せ

 
た

。
こ

れ
は

 E
 児

に
と

っ
て

⾃
信

と
な

る
だ

ろ
う

。
［
b］
他

の
メ
ン
バ

ー
に

と
っ

て
も
意
識

し
て

取
り

組
ん

で
き

た
こ

と
が
成
果

と
し

て
⾒

え
た

こ
と

で
、
“こ

れ
は
勝

て
る

か
も
”と

い
う
気
持

ち
に

さ
せ

た
と

思
わ

れ
る

。
 

 ⑨
[c
]［
a］
Ａ

児
も

 D
 児

も
友

達
の
頑
張

り
に

後
押

し
さ

れ
て

、
い

つ
も
以
上

の
⼒

が
出

て
い

た
。
［
b］

Ａ
児

は
友

達
を

抜
か
せ

な
か

っ
た

け
ど

⾃
分

の
⼒

を
出

し
て
次

の
友

達
に

つ
な
ぐ

こ
と

が
で

き
た

。
そ

れ
が

、
⾃

分
だ

け
の
勝
負

で
は

な
く

チ
ー

ム
と

し
て

の
勝
負

と
い

う
意
識

に
つ

な
が

っ
て

い
っ

た
。

 

⑩
次
第

に
勢

い
づ

い
た

チ
ー

ム
の
雰
囲
気

に
B 

児ら
は「

〇 
〇

ち
ゃ

ん
お

願
い
！
」

と
バ

ト
ン

を
渡

す
と

き
に

相
⼿

の
名

前
を

呼
び

、
も

ら
っ

た
幼

児
も

い
つ

も
以
上

に
⾃

分
の
⼒

を
出

し
て
⾛

る
姿

が
あ

っ
た

。
 

  ⑪
リ

ー
ド

し
た

り
、抜

か
さ

れ
た

り
し

て
ア
ン
カ

ー
の
C 

児
ま

で
バ

ト
ン

が
渡

る
。先

に
ピ
ン

ク
チ

ー
ム

の
ア
ン
カ

ー
に
バ

ト
ン

が
渡

っ
て

い
た

が
、C

 児
は
負

け
じ

と
追

い
か

け
る

。あ
と

⼀
歩

の
と

こ
ろ

ま
で
追

い
つ

い
た

が
、結
局
僅
差

で
負

け
て

し
ま

っ
た

。
 

 ⑫
「

あ
ー

、
も

う
少

し
だ

っ
た

の
に
ぃ

ー
」

と
悔

し
が

る
保

育
者

に
B 

児
が
「

で
も

ね
、
先

⽣
、
お

も
し

ろ
か

っ
た

。
勝

っ
た

り
、

抜
か

さ
れ

た
り

し
た

か
ら
」

と
⽬

を
輝

か
せ

て
⾔

っ
た

。
 

 ⑬
ま

た
、
「
勝

ち
た

か
っ

た
」

と
悔

し
が

り
落
胆

す
る

 G
児

ら
に
結
果

発
表

の
後
バ

ト
ン

の
渡

し
⽅

が
上

⼿
に

な
っ

た
こ

と
を
認

め
「
昨

⽇
は

こ
ん

な
に

も
差

が
あ

っ
た

の
 

に
、

今
⽇

は
ほ

ん
の

こ
れ

だ
け

だ
っ

た
よ

。
も

う
少

し
で
勝

て
そ

う
だ

っ
た

ね
」

と
伝

え
た

。
G 

児
ら

も
「
次

は
勝

 
ち

た
い
！
」
「

よ
し

、
も

っ
と
練
習

し
よ

う
」

と
悔

し
が

る
だ

け
で

は
な

く
次
へ

の
意
欲

が
膨

ら
ん

だ
。

 

こ
の
勝
負

を
き

っ
か

け
に

、
毎

⽇
の

よ
う

に
⻩

チ
ー

ム
の
メ
ン
バ

ー
で
バ

ト
ン

の
受

け
渡

し
の
練
習

を
続

け
、
⻩

チ
ー

ム
優
勢

で
勝
負

が
展
開

す
る

こ
と

が
増

え
て

い
っ

た
。

 

⑩
[c
]［
b］

友
達

が
必
死

で
つ

な
い

だ
バ

ト
ン

を
今
度

は
⾃

分
が
出
せ

る
⼒

を
出

し
切

っ
て
次

の
友

達
に
託

す
と

い
う
⾯
⽩

さ
、

楽
し

さ
を

感
じ

て
い

る
よ

う
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
気
持

ち
の

つ
な

が
り

も
感

じ
た

。
 

  ⑪
［
b］
皆

が
最

後
の
最

後
ま

で
⼒

を
抜

か
ず
⾛

り
切

っ
た

。
誰

も
が
最

後
の

 C
 児

の
⾛

り
に
注
⽬

し
、

⾃
分

の
こ

と
の

よ
う

に
応
援

し
て

い
る
姿

が
印
象
的

で
あ

っ
た

。
[c
]そ

れ
ぞ

れ
が

や
り

き
っ

た
充
実

感
が

も
て

た
。

 
 ⑫
[c
]［
b］
両

チ
ー

ム
が

⾃
分

の
⼒

を
精

い
っ
ぱ

い
だ

し
、

最
後

ま
で
勝
負

が
わ

か
ら

な
い

く
ら

い
⼒

が
均
衡

し
て

い
た

。
こ

こ
に
勝

ち
負

け
で

は
な

い
⾯
⽩

さ
を

感
じ

た
の

だ
ろ

う
。

 
 ⑬
[c
]［
a］
勝

ち
負

け
に

こ
だ
わ

っ
て

い
た

 G
 児

に
対

し
、
差

が
縮

ま
っ

て
き

た
こ

と
を

具
体
的

に
⾔
葉

で
⽰

す
こ

と
で

、
⼿
ご

た
え

を
感

じ
ら

れ
る

よ
う

に
し

た
。

 
[c
]［
b］
バ

ト
ン

の
受

け
渡

し
を
意
識

し
た

こ
と

や
⾃

分
の
⼒

が
精

い
っ
ぱ

い
出
せ

た
こ

と
が

、
最

後
ま

で
勝
敗

が
わ

か
ら

な
い

よ
う

な
⼒

の
均
衡

し
た
勝
負

に
つ

な
が

っ
た

。
チ

ー
ム

と
し

て
の

⼤
き

な
⼿
応

え
を

感
じ

た
様

⼦
で

あ
っ

た
。

 

 
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
ま

ず
、

学
び

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

具
体
的

な
姿

を
挙
げ

る
。

 

・
A 

児
が

、
⾃
信

の
無

さ
や
諦

め
か

ら
⾛

り
き

れ
ず

に
い

た
が

、
保

育
者

の
援
助

や
友

達
の
励

ま
し

を
⽀

え
に

何
と

か
 

1 
周
⾛

り
き

る
こ

と
が

で
き

た
。
⾛

り
き

れ
た

こ
と

を
き

っ
か

け
に

、
A 

児
の
気
持

ち
は

チ
ー

ム
に
向

き
、

チ
ー

ム
が

負
け

た
こ

と
を
悔

し
く

思
い

、
チ

ー
ム

の
⼀
員

と
し

て
頑
張

ろ
う

と
す

る
気
持

ち
が
⾼

ま
っ

た
。

 
・

年
⻑

児
ら

に
と

っ
て

、
“⾃

分
の
⼒

を
発
揮

す
る
”と

は
⾃

分
な

り
に
精

⼀
杯
頑
張

る
と

い
う

こ
と

で
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
精
神
論

、
気

の
持

ち
よ

う
と
⾔

う
こ

と
も

で
き

る
が

、「
と

に
か

く
頑
張

る
姿
」に
留

ま
っ

て
い

た
。特

に
⻩

チ
ー

ム
に

つ
い

て
、
作
戦
会
議

や
そ

の
後

の
取

り
組
み

の
中

で
、
保

育
者

の
共

感
と

⼿
助

け
に

よ
り

具
体
的

に
取

り
組

む
べ

き
課
題
（
バ

ト
ン
パ

ス
）

を
個

々
に

⾃
分

事
と

し
て

と
ら

え
る

こ
と

が
で

き
、
“⾃

分
の
⼒

を
発
揮

す
る
”こ

と
に

つ
な

が
っ

た
。

そ
れ

が
ま

た
き

っ
か

け
と

な
り

、友
達

の
バ

ト
ン
パ

ス
を

す
る
姿

、⾛
る
姿

、チ
ー

ム
の
仲
間
意
識

な
ど

に
気
持

ち
が
向

い
て

い
っ

た
。 
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次
に

、
学

び
に

つ
な

が
る

と
み

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
考

察
す

る
。
ポ

イ
ン

ト
は

、【
そ

の
時々

の
リ

レ
ー

の
『
⾯
⽩

さ
』

】【
「

と
に

か
く
頑
張

る
   
→

   
こ

れ
を
頑
張

る
」
へ

の
変
化

】
の
⼆
点

で
あ

る
。

 
は

じ
め

に
、
「
リ

レ
ー

が
し

た
い
」

と
い

う
思

い
に

つ
な

が
る

も
の

は
何

か
と

考
え

る
と

、
『
⾯
⽩

さ
』

が
挙
げ

ら
れ

る
だ

ろ
う

。
例

え
ば

、
年

⻑
児

に
な

っ
て
ワ

ク
ワ

ク
し

た
気
持

ち
で

や
っ

て
み

る
時

の
「
新
鮮

さ
」

や
、

ひ
た

す
ら

に
繰

り
返

し
⾛

る
中

で
の
「

興
奮

や
⾼
揚
」

、
次
第

に
膨

ら
む
「
勝

ち
負

け
へ

の
意
識
」

と
勝

つ
た

め
の
「

⼯
夫

や
努
⼒
」

、
チ

ー
ム

の
友

達
と
気
持

ち
が

つ
な

が
っ

て
く

る
「
仲
間
意
識
」

や
、

本
気

に
な

っ
た

か
ら

こ
そ
勝

っ
て

も
負

け
て

も
⾃

分
た

ち
を
認

め
る
「
競

り
合

い
」
「
有
能

感
や

⼿
応

え
」

な
ど

、
そ

の
時

々
で

い
く

つ
も

の
要

素
が

あ
る

と
考

え
る

。
本

事
例

で
は

、
や

り
た

い
メ
ン
バ

ー
が

⾃
然

に
集

ま
っ

て
遊
ぶ
姿

、
ク

ラ
ス

の
皆

が
同

じ
場

で
遊
ぶ
姿

の
ど

ち
ら

も
が
み

ら
れ

た
。

や
り

た
い

と
き

に
で

き
る

環
境

の
中

で
、

⾃
分

で
選

ん
で

、
⾃

分
か

ら
動

き
出

し
て

遊
ぶ

こ
と

は
個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
と

ら
え

て
い

る
。

ま
た

、
友

達
が

い
る

か
ら
成

り
⽴

つ
リ

レ
ー

を
⼦

ど
も

⾃
⾝

が
楽

し
み

、
思

い
を

伝
え
合

っ
た

り
協
⼒

し
合

っ
た

り
し

な
が

ら
次
第

に
⾃

分
だ

け
で

な
く

⾃
分

た
ち

と
い

う
意
識

を
も

っ
て

い
く
中

に
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る
経
験

が
い

く
つ

も
あ

る
と

考
え

る
。

そ
の

た
め

、
⼀

つ
⽬

の
ポ

イ
ン

ト
は

【
そ

の
時

々
の
リ

レ
ー

の
『
⾯
⽩

さ
』

】
で

あ
る

と
考

え
る

。
も

う
⼀

つ
の
ポ

イ
ン

ト
は

、
【
「

と
に

か
く
頑
張

る
   
→

   
こ

れ
を
頑
張

る
」
へ

の
変
化

】
で

あ
っ

た
と

考
え

る
。

事
例

の
中

で
「
バト
ン

 パ
ス
」

に
注
⽬

し
た

こ
と

で
、

チ
ー

ム
の
仲
間

の
間

で
具

体
的

な
共
通

の
⽬
標

が
⽣

ま
れ

た
。

こ
れ

は
、

何
を
頑
張

れ
ば

よ
い

か
わ

か
り

や
す

く
、

個
々

に
「

こ
れ

を
頑
張

る
ぞ
」

と
い

う
意
識

を
も

つ
こ

と
を
⽀

え
、

そ
し

て
個

々
の
中

で
チ

ー
ム

の
⼀
員

と
し

て
の
居

場
所

を
確

か
に

し
て

い
く
意

味
も

あ
っ

た
よ

う
に

感
じ

る
。

ま
た

、
う

ま
く

で
き

た
こ

と
を
実

感
し

や
す

く
⼿
応

え
を

感
じ

や
す

い
と

も
感

じ
た

。
こ

の
「
バ

ト
ン
パ

ス
」

は
そ

も
そ

も
 1

 ⼈
で

は
成

り
⽴

た
な

い
も

の
で

⾃
然

と
⼿
渡

す
（

さ
れ

る
）

相
⼿

を
意
識

す
る

こ
と

に
も

な
り

、
そ

れ
が

友
達

と
の

つ
な

が
り

を
強

め
る

こ
と

に
も
影
響

し
た

だ
ろ

う
。

こ
の
変
化

、
と

い
う

か
意
識

の
広

が
り

に
よ

っ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

感
じ

る
『
⾯
⽩

い
』

が
後
押

し
さ

れ
て
新

た
な
『
⾯
⽩

い
』

に
も

⼿
が
届

く
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
と

考
え

る
。
 

本
事

例
を
通

じ
て

、
個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
は

、
遊
ぶ
中

で
互

い
に
引

き
出

し
合

い
、
刺
激

し
合

う
も

の
で

あ
る

と
い

う
こ

と
が
再
確
認

で
き

た
。

 
２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
ま

ず
、
保

育
者

の
援
助

に
つ

い
て

、
具
体
的

に
挙
げ

る
。

 

・
幼

児
の

思
い

や
気
付

き
を
引

き
出

し
な

が
ら

、
「
バ

ト
ン
パ

ス
」

に
注
⽬

す
る

き
っ

か
け

を
つ

く
っ

た
。

 

・
幼

児
が
集

ま
っ

て
「
上

⼿
く

な
る

た
め
」
「
勝

つ
た

め
」

に
練
習

し
よ

う
と

す
る
姿

に
寄

り
添

い
、

友
達

の
姿

や
頑
張

り
に
気

持
ち

を
向

け
る

き
っ

か
け

を
つ

く
り

な
が

ら
⼀

緒
に

取
り

組
ん

だ
。

 
次

に
、
保

育
者

の
援
助

の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

１
で
挙
げ

た
学

び
に

つ
な

が
る

と
み

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
か

ら
考

え
る

と
、

そ
の

時
々

の
リ

レ
ー

の
『
⾯
⽩

さ
』

と
、
「

と
に

か
く
頑
張

る
 →

 こ
れ

を
頑
張

る
」
へ

の
変
化

を
ど

の
よ

う
に
⽀

え
る

か
と

い
う

こ
と

が
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

に
な

る
だ

ろ
う

。
そ

れ
を
踏

ま
え

て
⾒
出

し
た
ポ

イ
ン

ト
は

、
【

幼
児

が
何

を
⾯
⽩

い
と

感
じ

て
い

る
の

か
読
み

取
る
姿
勢

】
【
バ

ト
ン
パ

ス
に
注
⽬

す
る

き
っ

か
け

づ
く

り
】

【
幼

児
の

思
い

を
受

け
⽌

め
後
押

し
で

き
る
頼

れ
る
仲
間

と
し

て
の
保

育
者

】
の
三
点

で
あ

る
。

 
例

え
ば

、
「
リ

レ
ー
＝
勝

ち
負

け
」

と
い

う
と

ら
え

に
つ

い
て

、
勝

ち
負

け
は

⼤
き

な
要
因

で
あ

り
そ

の
中

で
仲
間
意
識

な
ど

を
育
み
得

る
重
要

な
も

の
で

は
あ

る
が

、
保

育
の
中

で
リ

レ
ー

を
楽

し
む

た
め

に
は

、
勝

ち
負

け
だ

け
を
意
識

し
て
関

わ
る

の
は
適
切

で
は

な
い

だ
ろ

う
。

な
ぜ

な
ら

、
勝

ち
負

け
と

は
別

の
⾯
⽩

さ
も
リ

レ
ー

の
魅
⼒

で
あ

り
、

⼦
ど

も
た

ち
に
経
験

し
て
ほ

し
い

も
の

で
あ

る
。

そ
の
経
験

と
、
勝

ち
負

け
が

あ
る

か
ら

こ
そ

の
⾯
⽩

さ
、

あ
る

い
は
仲
間
意
識

の
⾼

ま
り

と
が

つ
な

が
っ

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

と
き

、
幼

児
理

解
の
重
要

さ
が
改

め
て
浮

か
び
上

が
っ

て
く

る
。

こ
の

幼
児

理
解

は
、
「
今

、
⼦

ど
も

た
ち

が
何

を
⾯
⽩

い
と

感
じ

て
い

る
か
」

と
い

う
視
点

と
共

に
、

ど
の

よ
う

な
こ

と
を

き
っ

か
け

に
「

も
っ

と
こ

う
し

た
い
」
「

じ
ゃ

あ
こ

う
し

た
ら

ど
う

だ
ろ

う
」
等

の
思

い
が

⽣
ま

れ
る

か
と

考
え

る
こ

と
が
肝
要

で
あ

ろ
う

。
「
⾯

⽩
さ
」

を
キ

ー
ワ

ー
ド

に
し

、
今

を
と

ら
え

る
だ

け
で

な
く

、
こ

れ
か

ら
を

思
い
描

い
て

⼦
ど

も
た

ち
に
関
わ

る
こ

と
が

、
個

々
の

遊
ぶ
姿

を
⽀

え
、

友
達

と
の

つ
な

が
り

を
求

め
る
姿

を
⽀

え
る

こ
と

に
な

る
と

考
え

る
。

な
お

、
本

事
例

で
は
「
勝

て
な

く
て

つ
ま

ら
な

い
」
「

も
う
嫌

だ
」

と
落

ち
込

む
⻩

チ
ー

ム
の

幼
児

が
、

教
頭

と
の

取
り

組
み

を
通

じ
て
⼒

を
発
揮

す
る

⼿
応

え
や

、
所
謂

い
い
勝
負

の
⾯
⽩

さ
を

味
わ

う
場
⾯

に
つ

い
て

考
え

た
。

こ
れ

は
、
リ

レ
ー

の
⾯
⽩

さ
に

は
い

く
つ

も
の
要

素
が

あ
る

こ
と

と
共

に
、

そ
の
⾕
間

に
「
⾯
⽩

く
な

い
」
「

も
ど

か
し

い
」
「
悔

し
い
」

な
ど

の
気
持

ち
も

⽣
ま

れ
る

と
い

う
こ

と
で

あ
る

と
と

ら
え

て
い

る
。

そ
れ

も
踏

ま
え

て
、

⼀
つ
⽬

の
ポ

イ
ン

ト
は

、
【

幼
児

が
何

を
⾯
⽩

い
と

感
じ

て
い

る
の

か
読
み

取
る
姿
勢

】
を
挙
げ

る
。
 

ま
た

、
本

事
例

に
お

い
て
「
バ

ト
ン
パ

ス
」
へ

の
注
⽬

を
促

し
、

⼀
緒

に
考

え
取

り
組

ん
だ

と
い

う
こ

と
も
ポ

イ
ン

ト
だ

っ
た

と
考

え
る

。
「
押

し
付

け
や
強
引

な
リ

ー
ド

に
な

っ
て

い
な

い
か
」

と
い

う
こ

と
は
常

に
考

え
る

べ
き

こ
と

で
あ

る
が

、
そ

の
上

で
今
回

の
保

育
者

の
援
助

は
、

⼦
ど

も
た

ち
の
「
勝

ち
た

い
」

と
い

う
思

い
に
応

え
る

形
で

の
関
わ

り
の
中

で
、
皆

で
共
有

で
き
（
わ

か
り

や
す

く
）

、
他
者

と
の
間

で
⾏

う
こ

と
、

同
時

に
⼿
応

え
を

感
じ

や
す

い
こ

と
を

幼
児

と
共
有

し
た

と
⾔

え
る

だ
ろ

う
。
⼆

つ
⽬

の
ポ

イ
ン

ト
は

、
【
バ

ト
ン
パ

ス
に
注
⽬

す
る

き
っ

か
け

づ
く

り
】

を
挙
げ

る
。
 

最
後

に
、

個
々

に
よ

っ
て
リ

レ
ー

に
強

い
関
⼼

を
持

つ
⼦

も
い

れ
ば

、
逆

に
苦

⼿
意
識

を
も

っ
て

い
た

り
、
関
⼼

が
強

く
な

か
っ

た
り

も
す

る
。

だ
か

ら
こ

そ
、
皆

で
⼀

緒
に
活
動

す
る

時
間

と
、

個
々

の
や

り
た

い
思

い
に
合
わ
せ

て
活
動

で
き

る
時
間

と
の
両
⽅

が
⼤
切

で
あ

ろ
う

。
個

々
の
ペ

ー
ス

や
タ

イ
ミ
ン
グ

に
合
わ
せ

て
遊
ぶ

こ
と

を
⽀

え
る

こ
と

が
、
次

の
『
⾯
⽩

さ
』

を
味
わ

う
後
押

し
に

な
る

と
考

え
る

。
そ

の
た

め
に
保

育
者

は
、

⼦
ど

も
た

ち
と

遊
び

の
場

を
つ

く
り

、
⼦

ど
も

た
ち

の
挑
戦

を
⽀

え
る
存
在

で
い

る
こ

と
が
求

め
ら

れ
る

。
 

三
つ
⽬

の
ポ

イ
ン

ト
は

、
【

幼
児

の
思

い
を
受

け
⽌

め
後
押

し
で

き
る
頼

れ
る
仲
間

と
し

て
の
保

育
者

】
を
挙
げ

る
。
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「

ぼ
く

た
ち

の
ふ

ね
を

つ
く

る
」

 
 

園
名

：
滋
賀

⼤
学

教
育

学
部

附
属

幼
稚

園
 

 【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
5歳

児
１

１
⽉

〜
１

２
⽉

 
・

考
え

た
こ

と
や

イ
メ

ー
ジ

し
た

こ
と

を
⼯

夫
し

て
表
現

し
て

い
こ

う
と

す
る

 
・

友
達

と
⽬
的

を
も

っ
て

取
り

組
み

、
⼒

を
出

し
合

い
な

が
ら

遊
び

を
進

め
る

 
・

様
々

な
事
象

に
つ

い
て
関
⼼

を
も

ち
、

遊
び

や
⽣
活

に
取

り
⼊

れ
よ

う
と

す
る

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
こ

れ
ま

で
も
制
作

遊
び

を
楽

し
ん

で
き

た
⼦

供
た

ち
で

あ
る

。
友

達
と
⽬
的

を
共
有

し
協
働
的

に
遊

び
を

進
め

て
い

く
楽

し
さ

を
感

じ
て

も
ら

い
た

い
と

考
え

、
グ

ル
ー

プ
を

つ
く

っ
て

進
め

る
こ

と
に

し
た

。
相
談

し
な

が
ら

遊
び

を
進

め
る
中

で
そ

れ
ぞ

れ
が
⼒

を
発
揮

し
⽣

か
し

あ
え

る
こ

と
を

願
っ

て
い

た
。

こ
れ

ま
で

は
運
動
会

な
ど

の
取

組
な

ど
、

初
⾒

の
こ

と
や

、
勝
負

が
あ

る
こ

と
に

対
し

て
参

加
が

で
き

な
い
Ａ

、
⾃

分
の

思
い

を
あ

ま
り
表
現

し
な

い
Ｂ

が
い

る
グ

ル
ー

プ
は
５

⼈
の
メ
ン
バ

ー
で

相
談

し
て
船

を
つ

く
る

こ
と

に
し

た
。

ま
た

、
継
続
的

な
遊

び
の
中

で
グ

ル
ー

プ
の

遊
び

の
経
過

が
わ

か
っ

た
り
⽬
的

を
明
確

に
す

る
た

め
に

遊
び

の
⽇
誌

を
写
真

を
⼊

れ
て

⼦
供

た
ち

と
共

に
作

る
よ

う
に

し
た

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

１
１

⽉
１

７
⽇

 
①

同
じ
グ

ル
ー

プ
に

な
っ

た
５

名
が
作

っ
て
み

た
い

も
の

を
相
談

し
て

い
る
中

で
、
C

が
「
船

に
乗

っ
て

い
ろ

い
ろ

な
と

こ
ろ

に
出

か
け

る
こ

と
に

し
よ

う
」

と
⾔

っ
た

こ
と

か
ら

イ
メ

ー
ジ

が
広

が
る

。
 

②
そ

れ
ぞ

れ
に

イ
メ

ー
ジ

し
た

こ
ろ

を
紙

に
描

き
だ

し
設

計
図

の
よ

う
な

も
の

を
つ

く
っ

て
A

は
「
お
ば

け
が
乗

っ
て

い
る
船

に
し

た
い
」

と
話

し
、
C

は
「
釣

り
も

し
な

い
と
⾷
料

が
な

い
な
ぁ
」

と
話

し
な

が
ら

イ
メ

ー
ジ
図

を
書

き
込

ん
で

い
く

。
 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
①
［
a］
C

は
船

に
興

味
を
持

ち
よ

く
写
真
絵

本
を

⾒
て

い
る

。
そ

の
こ

と
か

ら
思

い
つ

い
た

こ
と

を
メ
ン
バ

ー
に

話
し

、
受

け
⼊

れ
ら

れ
た

こ
と

で
強

く
意
欲

を
も

っ
た

。
A

も
そ

れ
に
応

じ
て

⾃
分

の
イ
メ

ー
ジ

を
⾔
葉

に
し

て
伝

え
る

。
 

②
 [
c]
A

は
そ

れ
ま

で
に
積
み
⽊

で
お
ば

け
の
迷
路

を
つ

く
っ

て
い

た
こ

と
か

ら
そ

の
遊

び
の

イ
メ

ー
ジ

を
⽣

か
そ

う
と

考
え

た
よ

う
だ

。
C
家
族

で
海

に
釣

り
に
⾏

っ
て

い
る

こ
と

な
ど

を
話

し
て

い
た

。
そ

の
こ

と
か

ら
釣

り
が

で
き

る
船

を
イ
メ

ー
ジ

し
た

の
だ

ろ
う

 
１

１
⽉

１
９

⽇
 

③
グ

ル
ー

プ
で

つ
く

る
と

い
う

こ
と

も
あ

り
、
段

ボ
ー

ル
箱

を
準

備
し

た
と

こ
ろ

、
Ｃ
「

⼤
き

い
船

を
つ

く
ろ

う
」

と
呼

び
か

け
５

⼈
で
船

の
本
体

を
つ

く
り

始
め

る
。

 
④
Ｄ
，
Ｅ

が
切

っ
た

り
、

つ
な
げ

た
り

し
て

い
く

ダ
ン

ボ
ー

ル
を
Ａ

、
Ｂ
，
Ｃ

が
ガ

ム
テ

ー
プ

で
つ

な
い

で
い

く
。

ガ
ム

テ
ー

プ
を
切

る
の

は
も

っ
ぱ

ら
Ｂ

の
仕

事
で
ほ

か
の

メ
ン
バ

ー
は

そ
の
ガ

ム
テ

ー
プ

を
も

ら
い

な
が

ら
ダ
ン

ボ
ー

ル
を

く
っ

つ
け

て
い

く
。

 
  １

１
⽉

２
０

⽇
 

④
船

を
ど

ん
な
⾊

に
す

る
か

の
相
談

を
し

、
虹

の
⾊

に
塗

る
こ

と
に

な
っ

た
。
⾊

を
塗

っ
て

い
く
中

で
Ｄ

が
「
虹

の
国

に
⾏

く
夢

の
船

だ
ね
」

と
⾔

っ
た

こ
と

に
み

ん
な

が
賛

同
し
船

の
名

前
は
『
ゆ

め
の
ふ

ね
』

に
し

た
。

 
⑤
⽚
付

け
の

時
間

に
な

っ
て

も
「
明

⽇
は
旗

を
つ

く
ろ

う
」「

う
ん

て
ん

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
」

と
、

イ
メ

ー
ジ

を
話

し
な

が
ら
⽚

づ
け

を
進

め
て

い
る

。
 

 

③
[c
]た

く
さ

ん
の

ダ
ン

ボ
ー

ル
箱

を
⽤
意

し
て
お

い
た

こ
と

が
「

こ
れ

を
使

え
ば

⼤
き

な
船

が
作

れ
る
」

と
い

う
思

い
に

つ
な

が
っ

た
の

だ
ろ

う
。

 
④
［
b］
ガ

ム
テ

ー
プ

を
⼿

で
ち
ぎ

る
こ

と
が
難

し
い

Ａ
に

と
っ

て
も

、
Ｂ

が
ど

ん
ど

ん
切

っ
て
渡

し
て

く
れ

る
の

で
⾃

分
も
船

を
つ

く
っ

て
い

る
と

い
う

思
い

を
し

っ
か

り
と

も
つ

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
Ｂ

も
ど

ん
ど

ん
ガ

ム
テ

ー
プ

を
要
求

さ
れ

る
が

、
⾃

分
へ

の
期

待
を

感
じ

て
喜

ん
で

い
る

 
④
［
b］

そ
れ
ぞ

れ
が
表

す
⾔
葉

を
互

い
が
受

け
⽌

め
あ

い
、

さ
ら

に
イ
メ

ー
ジ

を
豊

か
に

広
げ

、
や

り
た

い
こ

と
を

考
え

て
い

る
。

 
⑤
［
c］

こ
れ

ま
で

の
遊

び
の

様
⼦

を
振

り
返

っ
て

、
⼀

⼈
⼀

⼈
の

よ
さ

が
発
揮

で
き

る
よ

う
に
グ

ル
ー

プ
の

編
成

を
し

た
こ

と
で
⼒

が
発
揮

で
き

て
い

る
の

で
は

な
い

か
。

ま
た

、
教

師
が

そ
れ
ぞ

れ
の

思
い

を
認

め
形

に
し

て
い

く
た

め
の
ア
ド
バ

イ
ス

を
す

る
こ

と
で

、
思

い
が
明
確

に
な

っ
て

い
る

よ
う

だ
。

 

１
１

⽉
２
５

⽇
 

⑤
船

の
ハ
ン
ド

ル
が

い
る

と
考

え
た
Ｃ

が
そ

の
こ

と
を

伝
え

る
と
Ｂ

が
「
筒

に
棒

を
⼊

れ
た

ら
く

る
く

る
回

る
の

と
ち

が
う
？
」

と
ア

イ
デ
ア

を
出

し
、

教
師

と
い

っ
し
ょ

に
材
料

を
探

し
出

し
て
Ｃ

と
Ｂ

が
ハ
ン
ド

ル
を

つ
く

っ
た

。
 

⑥
「
屋
根

も
虹
⾊

に
し

た
い
」

と
Ｄ

が
⾔

う
の

で
教

師
が

⼿
伝

っ
て
橋
げ

た
を

つ
く

っ
た

。
材
料
ワ
ゴ
ン

に
あ

っ
た

ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
を
船

に
持

ち
込
み
柱

に
渡

し
た
軒
桁

に
虹

の
⾊

の
順
番

に
貼

っ
て

い
く

。「
⾚

の
次

は
オ

レ
ン
ジ
」

「
次

は
⻩
⾊
」
Ｄ

が
⻑

さ
を
計

っ
て
切

っ
た

ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
を
背

の
⾼

い
Ｃ

と
Ｅ

が
つ

け
て

い
く

。
 

 

 ⑤
［
a］
Ｂ

は
以

前
か

ら
⾞

の
制
作

遊
び

を
楽

し
ん

で
い

て
、
動

く
タ

イ
ヤ

を
つ

く
る

の
に

ス
ト
ロ

ー
に
⾞
軸

を
通

す
や

り
⽅

を
知

っ
て

い
た

。
そ

の
こ

と
を
船

の
ハ

ン
ド

ル
作

り
に

⽣
か
せ

る
と

思
っ

た
の

だ
ろ

う
。

 
⑥
［
b］
虹

は
歌

っ
た

り
、
絵

を
描

い
た

り
し

て
き

た
経
験

か
ら
光

の
順
番

を
知

っ
て

い
る

。「
Ｃ

と
Ｅ

は
背

が
⾼

い
か

ら
⼆

⼈
が
乗

れ
る

よ
う

に
⼀
番
⾼

い
と

こ
ろ

に
屋
根

を
つ

く
ら

な
い

と
ね
」

と
、
グ

ル
ー

プ
の
仲
間

が
そ

れ
ぞ

れ
に

⾃
分

の
⼒

を
発
揮

し
て

い
る

。
 

[c
] 
難

し
い
軒
桁

は
教

師
が
丈

夫
に

な
る

よ
う

に
⼿

伝
っ

た
が

、
軒
桁

が
あ

る
こ

と
で

ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
を
貼

る
と

い
う
ア

イ
デ
ア

に
つ

な
が

っ
た

の
で

は
な

い
か

 

１
１

⽉
２

７
⽇

 
⑦
「

や
っ

と
釣

り
に
⾏

け
る

よ
う

に
な

っ
た

し
⿂

を
つ

く
ろ

う
」

と
Ｃ

が
⾔

い
、
釣
竿

を
つ

く
っ

た
り
紙

に
描

い
た

⿂
を
切

り
抜

い
た

り
、
新

聞
紙

を
ポ
リ
袋

で
包

ん
だ

り
す

る
な

ど
そ

れ
ぞ

れ
に

⾃
分

の
や

り
⽅

で
⿂

を
つ

く
り

始
め

る
。

 
⑧
Ｂ

が
「
わ

た
し

は
カ
エ

ル
を

つ
く

り
た

い
」

と
い

う
と

Ｄ
が
「

い
い

よ
ー
」

と
応

え
る

。
Ｂ

は
教

師
に
緑

の
ポ
リ

袋
を
求

め
、
カ
エ

ル
を

つ
く

っ
た

。
 

⑦
［
a］

⼀
⼈

⼀
⼈

が
そ

れ
ぞ

れ
の
経
験

を
活

か
し

な
が

ら
も

、
メ
ン
バ

ー
の

や
り
⽅

を
⾒

て
作

り
⽅

を
聞

い
た

り
し

な
が

ら
⾃

分
の

や
り

た
い

思
い

を
表

し
な

が
ら

作
っ

て
い

る
 

⑧
［
a］

⽇
ご

ろ
か

ら
「
カ
エ

ル
の

研
究
者

に
な

る
」

と
⾔

っ
て

い
た
B

は
⾃

分
の

思
い

を
表

し
、
⿂

の
作

り
⽅

を
⽣

か
し

て
⾃

分
の

や
り
⽅

で
カ
エ

ル
を
作

り
上
げ

た
。

 
[c
] 

教
師

が
⾒
守

っ
て

い
た

こ
と

で
、

幼
児

が
⾃

分
た

ち
で

思
い

を
伝

え
合

い
な

が
ら

遊
ぶ
姿

に
つ

な
が

っ
た

 
１

２
⽉

１
⽇

 
⑨

ク
レ

ー
ン
ゲ

ー
ム

づ
く

り
を

し
て

い
る
グ

ル
ー

プ
か

ら
ヒ
ン

ト
を
得

て
、
釣

り
竿

の
紐

の
先

に
磁
⽯

を
つ

け
て
釣

り
を

楽
し

ん
で

い
る

。「
⽩
⾝
⿂

が
つ

れ
た
！
」「
焼

い
て

⾷
べ

よ
う
」

と
C

が
⾔

い
炭
⽕

を
つ

く
る

と
、
B

は
包
丁

や
お
⽟

を
つ

く
っ

て
い

る
。
A

は
ま

ま
ご

と
遊

び
の

場
か

ら
ま

な
板

を
持

っ
て

き
て

。
釣

っ
て

は
料

理
を

し
て
⾷

べ
た

り
ふ

る
ま

っ
た

り
す

る
遊

び
が
続

い
た

。
 

⑨
［
b］

イ
メ

ー
ジ

や
ア

イ
デ
ア

を
そ

れ
ぞ

れ
が
⼝

に
し

て
広
げ

て
い

き
、

そ
の
⾔
葉

に
応

じ
て
必
要

な
も

の
を

つ
く

っ
て

い
く

楽
し

さ
を

感
じ

て
い

る
。

 
[c
] 

教
師

こ
れ

ま
で

に
作

っ
て

き
た

も
の

に
使

っ
た

様
々

な
材
料

を
整

理
し

て
置

い
と

い
た

こ
と

で
、

⾃
分

な
り

に
材
料

を
考

え
て

⼯
夫

し
た

り
試

し
た

り
し

て
つ

く
る
姿

に
つ

な
が

っ
た

の
で

は
な

い
か

 

１
２

⽉
３

⽇
ご

ろ
か

ら
 

⑩
A

は
船

を
動

か
す

た
め

の
ガ
ソ
リ
ン

タ
ン

ク
を
作

る
。

 
D

は
船

を
動

か
す

た
め

の
プ
ロ
ペ

ラ
（

ス
ク
リ
ュ

ー
）

を
ハ
ン
ド

ル
と

同
じ

や
り
⽅

で
作

る
。
C

は
「
救
命

具
！
」

と
⾔

っ
て
浮

き
輪

を
作

り
、
紐

を
つ

け
て
船

か
ら
「

海
」

に
投
げ
込

ん
で

は
回
収

し
て

い
る

。
 

E
は
次

々
に
釣

れ
る
⿂

を
調

理
し

て
ふ

る
ま

っ
て

い
る

。
 

B
は
作

っ
た
カ
エ

ル
の
両

⼿
に

こ
っ

そ
り

と
磁
⽯

を
つ

け
て

だ
っ

こ
が

で
き

る
親

⼦
ガ
エ

ル
を

つ
く

っ
て

い
ろ

い
ろ

な
と

こ
ろ

に
お

い
て

い
る

。
 

⑩
［
a］
[b
]⼀

⼈
⼀

⼈
の

イ
メ

ー
ジ

や
遊

び
、
制
作

の
探

究
が

、
互

い
に

つ
な

が
り

あ
っ

て
⼀

つ
の

ス
ト

ー
リ

ー
と

し
て
「
ゆ

め
の
ふ

ね
」

の
中

で
の
協
働
的

な
遊

び
に

な
っ

て
い

る
。

 
[c
] 

教
師

が
こ

れ
ま

で
に

⼀
⼈

⼀
⼈

が
や

り
た

い
こ

と
を

聞
い

た
り

話
し

た
り

し
て

き
た

こ
と

が
、
仲
間
へ

の
寛
容

さ
や
包
容
⼒

の
あ

る
関
係

づ
く

り
を
⽀

え
、

⾃
分

た
ち

で
遊

び
を

進
め

る
姿

に
つ

な
が

っ
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
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４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
⼀

⼈
⼀

⼈
の
⼒

量
と
課
題

を
踏

ま
え

、
教

師
の

願
い

や
期

待
を
反
映

し
た
グ

ル
ー

プ
構
成

 
グ

ル
ー

プ
の
メ
ン
バ

ー
そ

れ
ぞ

れ
に

個
性

が
豊

か
で

あ
り

、
そ

の
こ

と
を

⽣
か

し
あ

え
る
関
係
性

を
考
慮

し
て
グ

ル
ー

プ
を
編
成

し
た

。
 

グ
ル

ー
プ

で
の
⽬
的

の
共
有

か
ら

個
別
探

究
と
協
働
へ

 
 
グ

ル
ー

プ
で

⼀
つ

の
⽬
的

を
⽴

て
て
活
動

を
ス

タ
ー

ト
し

た
。
⽬
的

は
共
有

し
た

が
そ

れ
ぞ

れ
の
着
眼
点

や
興

味
関

⼼
は
異

な
っ

て
い

る
こ

と
も

あ
っ

た
。

し
か

し
、

⼀
⼈

⼀
⼈

が
⾃

分
の
視
点

で
⾃

分
の

イ
メ

ー
ジ

や
つ

く
り

た
い

も
の

を
考

え
た

り
、

試
⾏

を
繰

り
返

し
て
深

め
た

り
し

な
が

ら
「
船

を
つ

く
る
」

と
い

う
⽬
的

に
迫

っ
て

い
く

こ
と

で
協
働

的
な

学
び

に
つ

な
が

っ
て

い
っ

た
。「

遊
び

の
⽇
誌
」が

あ
る

こ
と

で
、⼀

⼈
⼀

⼈
が

⾃
分

の
や

り
⽅

や
考

え
を
表

し
な

が
ら

友
達

と
の
⽬
的

の
共
有

に
向

か
う

こ
と

が
で

き
た

 
２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
⼀

⼈
⼀

⼈
の

思
い
へ

の
共

感
と
⽀
援

 
 

⼀
⼈

⼀
⼈

が
⾃

分
の

し
た

い
こ

と
を
存

分
に

楽
し
み
追
求

し
て

い
く

こ
と

か
ら
協
働
的

な
学

び
に
向

か
っ

て
い

く
と

考
え

、「
ゆ

め
の
ふ

ね
」

に
も

っ
た

そ
れ
ぞ

れ
の

イ
メ

ー
ジ

の
実
現

を
受

け
⽌

め
⽀

え
た

。
 

提
案

と
⾒
守

り
の
バ

ラ
ン

ス
 

⾃
分

た
ち

が
作

っ
て

い
く
中

で
起

こ
る
課
題

に
対

し
て

、
⼦

供
た

ち
の

イ
メ

ー
ジ

の
共
有

具
合

や
⼒

量
に
応

じ
て
⽀

え
合

え
る

材
料

や
や

り
⽅

を
提
案

す
る

よ
う

に
し

た
。

 
 遊
び

の
⽇
誌

 
                           

 
「

発
⾒

！
」

 
 

園
名

：
京
都

教
育

⼤
学

附
属

幼
稚

園
 

 【
３
歳

児
９

⽉
中
旬

 
こ

の
期

の
ね

ら
い

】
 

〇
全
⾝

を
動

か
し

て
遊
ぶ

こ
と

を
楽

し
む

 
〇
歌

や
表
現

な
ど

い
ろ

い
ろ

な
遊

び
に
参

加
し

、
み

ん
な

で
遊
ぶ

こ
と

を
楽

し
む

 
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

 １
学

期
に
「

幼
稚

園
に

は
あ

や
し

い
場

所
が

あ
る

。
何

か
い

る
か

も
し

れ
な

い
…
」

と
い

う
⼦

ど
も

の
発
想

を
受

け
、

初
め

て
の

園
⽣
活

、
園

環
境

を
知

る
機
会

に
も

つ
な
げ

た
い

と
思

い
、
保

育
室
以

外
の

場
所

に
出

か
け

る
探
検

ご
っ

こ
を

楽
し

ん
で

い
た

。
電
気

の
点

い
て

い
な

い
遊
戯
室

、
廊

下
に

あ
る
通
気
⼝

、
テ

ラ
ス

か
ら

⾒
え

る
隣
接

の
中

学
校

の
テ
ニ

ス
コ

ー
ト

に
溜

ま
っ

た
⽔
溜

ま
り
…

な
ど

、
⾊

々
な

も
の

を
⾒

つ
け

て
は
「
怪

し
い
」「
怖

い
」

と
⾔

い
な

が
ら

、
幼

稚
園

の
⾊

々
な

場
所

を
探
検

し
て

い
た

。
き

っ
と

⼦
ど

も
た

ち
に

と
っ

て
、

幼
稚

園
は

た
だ

楽
し

い
だ

け
で

は
な

い
、

あ
や

し
い
不

思
議

も
い

っ
ぱ

い
な

場
所

な
の

だ
ろ

う
。

そ
ん

な
時

に
「

よ
る

の
よ

う
ち

え
ん
」

と
い

う
絵

本
を
読

ん
だ

。
探
検
ご

っ
こ

と
「

よ
る

の
よ

う
ち

え
ん
」

の
イ
メ

ー
ジ

が
ぴ

っ
た

り
だ

っ
た

の
か

、
⼦

ど
も

た
ち

の
⼤

好
き

な
絵

本
に

な
っ

た
。

そ
こ

か
ら

⼦
ど

も
た

ち
の
探
検
ご

っ
こ

は
、
絵

本
に
出

て
く

る
不

思
議

な
登

場
⼈
物

の
「
ぽ

っ
と

さ
ん
」

た
ち

を
探

す
も

の
に

な
っ

て
い

っ
た

。
２

学
期

に
⼊

り
、

教
育
実
習

が
始

ま
っ

た
。
実
習

⽣
が
主
体

に
な

っ
て
保

育
を

し
て
お

り
、
担
任

は
そ

れ
を
観

察
し

な
が

ら
サ
ポ

ー
ト

を
す

る
よ

う
な

⽴
場

、
と

い
っ

た
状
況

の
⼀

場
⾯

で
あ

る
。

 
２

．
事

例
の

記
⼊

 
9⽉

5⽇
 

①
教

育
実
習

⽣
の
周

り
に
数

⼈
の

３
歳

児
が
集

い
、

遊
ん

で
い

る
。
気

が
付

く
と

、
⽬

に
つ

い
た

も
の

を
「

発
⾒
！
」

と
実
習

⽣
が
⾔

う
と

、
そ

こ
に

⼦
ど

も
た

ち
が
集

っ
て

そ
れ

を
⾒

る
、

と
い

う
１

学
期

の
探
検
ご

っ
こ

の
よ

う
な

遊
び

を
何
度

か
楽

し
ん

で
い

る
。

す
る

と
、
実
習

⽣
が
違

う
場

所
に
移
動

し
た

後
も

、
２

〜
３

⼈
の

⼦
ど

も
が

テ
ラ

ス
の

⼀
か

所
に
留

ま
っ

て
床

を
⾒

つ
め

て
何

や
ら

話
し

て
い

る
。
担
任

も
近

づ
い

て
覗

い
て
み

る
と

、
床

に
は

⽩
い
液
体

が
零

れ
た

よ
う

な
跡

が
つ

い
て

い
る

。
 

 ②
A

児
「
“ぽ

っ
と

さ
ん
”か

な
あ

。
夜

に
絵

の
具

を
ぽ

と
っ

て
し

た
ん

か
な

あ
」（

１
学

期
に
絵

本
“よ

る
の

よ
う

ち
え

ん
”で
探
検
ご

っ
こ

を
し

て
い

た
イ
メ

ー
ジ
）
B

児
「
お

兄
ち
ゃ

ん
は
絵

の
具
セ

ッ
ト
持

っ
て

る
け

ど
な

あ
。

〇
〇

⼩
学
校

や
か

ら
な

あ
（

だ
か

ら
幼

稚
園

に
は

い
な

い
は

ず
、

と
い

う
意
）」
担
任
「
お
兄

ち
ゃ

ん
、
夜

に
お
家
出

た
こ

と
あ

る
？
」
B

児
「

な
い
」
担
任
「

じ
ゃ

あ
、
違

う
ん

か
な

あ
」
A

児
「
⾚

ち
ゃ

ん
も

ち
ゃ

う
よ

な
あ
」
担
任

「
A

ち
ゃ

ん
の
お

う
ち

、
⾚

ち
ゃ

ん
い

る
も

ん
な

あ
。
⾚

ち
ゃ

ん
は

⼀
⼈

で
幼

稚
園
来

れ
へ

ん
も

ん
な

あ
」

 
    ③

そ
の

や
り

と
り

を
途
中

か
ら

聞
い

て
い

た
C

児
「
“ぽ

っ
と

さ
ん
”の

う
ん

ち
ち
ゃ

う
？
」
A

児
、
B

児
「

え
〜
」

と
⾔

い
な

が
ら
笑

い
合

う
。
担
任
「

じ
ゃ

あ
嗅

い
で
み

よ
う
」
床

に
⿐

を
近

づ
け

て
嗅
ぎ

、
特

に
表

情
も
変

え
ず

何

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
［
b］
保

育
者
（
実
習

⽣
）

を
核

に
し

て
、
数

⼈
の

⼦
ど

も
が
集

っ
て

い
る

。
こ

れ
は

、
特

に
３
歳

児
に

と
っ

て
、
保

育
者

と
の

つ
な

が
り

を
築

い
た

り
、

⾃
分

と
同

じ
よ

う
に
保

育
者

の
周

り
に

い
る
他

の
⼦

ど
も

た
ち

の
存
在

を
感

じ
た

り
す

る
機
会

に
な

る
だ

ろ
う

。
ま

た
、

同
じ

も
の

を
⾒

て
⼀

緒
に

話
を

す
る

と
い

う
共
通

体
験

は
い

ず
れ
仲
間
意
識

の
⼟
台

に
も

な
り
得

る
だ

ろ
う

 
  ②
［
a］
Ａ

児
は

テ
ラ

ス
の
⽩

い
跡

の
原
因

を
、
絵

本
「

よ
る

の
よ

う
ち

え
ん
」

か
ら

イ
メ

ー
ジ

し
て
探

ろ
う

と
し

て
い

る
。［
a］
［
b］
Ｂ

児
は
Ａ

児
の

発
⾔

を
受

け
て

、
絵

の
具
→
お
兄

ち
ゃ

ん
→

で
も
⼩

学
校

に
⾏

っ
て

い
る

は
ず

、
と

⾃
分

の
⽣
活
体
験

を
根
拠

に
考

え
て

い
る

。［
c］
保

育
者

は
A

児
B

児
が

⾃
分

な
り

に
考

え
て

い
る
姿

を
興

味
深

く
捉

え
、

そ
の
⽂
脈

に
沿

っ
て

⼀
緒

に
考

え
る

こ
と

に
し

た
。
ぐ

る
ぐ

る
と

思
考

す
る
⾯

⽩
さ

を
感

じ
ら

れ
る

よ
う

に
、

ま
た

⾃
分

な
り

に
答

え
を
出

そ
う

と
す

る
こ

と
を
⽀

え
た

い
と

思
い

、
少

し
⾔

葉
を
接
ぎ
穂

し
た

り
、

後
押

し
し

た
り

す
る

こ
と

に
し

た
。［
a］
［
b］
Ａ

児
も
Ｂ

児
の
⾔
葉

を
受

け
て

、
そ

れ
を

⾃
分

の
⽣
活
体
験

に
還

し
て

考
え

て
い

る
。

 
 ③
［
b］

少
し
冗
談

め
か

し
た

よ
う

に
話

す
Ｃ

児
の
⾔

葉
で

、
そ

れ
ま

で
ど

ち
ら

か
と

い
う

と
真
剣

さ
が

あ
っ

た
雰
囲
気

が
、
笑

い
で
和

む
。［
c］

し
か

し
ま

だ
⾊

々
と

考
え

る
楽

し
さ

を
味
わ

っ
て
ほ

し
い

と
思

い
、「

〜

79



も
⾔
わ

ず
、

⼦
ど

も
た

ち
と
⽬

を
合
わ

す
（
ほ

と
ん

ど
匂

い
は

し
な

か
っ

た
）。
A

児
は

そ
れ

を
⾒

て
⾃

ら
嗅
ぎ

、
「

く
さ

〜
！
」

と
⿐

を
つ

ま
み

な
が

ら
⾔

う
。

 
 ④
B

児
も

そ
れ

に
続

く
が

、「
何

も
匂

い
し

な
い
」

と
⾔

う
。
担
任

も
も

う
⼀
度
嗅

い
で

、
A

児
と

同
じ

よ
う

な
表

情
を

し
て

ま
た

⼦
ど

も
た

ち
と
視
線

を
合
わ

す
。
B

児
さ

ら
に
嗅

い
で
「

ち
ょ

っ
と

く
さ

い
匂

い
が

す
る
」

と
⾔

う
。
Ｃ

児
は

や
り

と
り

は
⾒

て
い

る
も

の
の

⾃
分

で
は
嗅

が
な

い
。

そ
う

し
な

が
ら

、
ま

た
別

の
⼦

ど
も

の
「

発
⾒
！
」

の
⾔
葉

が
聞

こ
え

、
⼦

ど
も

た
ち

は
そ

の
場
へ
移

動
し

て
い

っ
た

。
 

ち
ゃ

う
？
」

と
推
測

し
た

こ
と

を
感
覚

を
通

し
て
確

か
め

る
こ

と
を
提
案

し
た

。
 

  ④
［
a］
B

児
は
最

初
、
匂

い
を
嗅

い
で

も
「
匂

い
し

な
い
」

と
い

う
も

の
の

、
A

児
の

様
⼦

や
保

育
者

の
表

情
か

ら
も

う
⼀
度
確

か
め

る
。

す
る

と
、
今
度

は
「

ち
ょ

っ
と

く
さ

い
」

と
⾔

う
。
徐

々
に

な
ん

だ
か

本
当

に
匂

い
が

す
る
…

と
な

っ
て

い
く

の
は

、
虚
構

と
現
実

を
⾏

き
来

す
る

幼
児

期
な

ら
で

は
の
姿

だ
ろ

う
。

 

  
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
【

イ
メ

ー
ジ

の
世
界

】
 

「
あ

や
し

い
」「
“ぽ

っ
と

さ
ん
”か

も
」

な
ど

、
イ
メ

ー
ジ

の
世
界

に
浸

る
こ

と
が

⼦
ど

も
の
「

ど
う

し
て
」「
不

思
議
」「

き
っ

と
〜

だ
」

と
い

う
思

考
を
巡

ら
せ

て
い

る
。
虚
構

と
現
実

の
世
界

を
⾏

き
来

す
る

幼
児

期
だ

か
ら

こ
そ

、
イ

メ
ー
ジ

の
世
界

も
⼦

ど
も

に
と

っ
て

は
“本

当
”で

あ
り

、
そ

れ
は
必
要

感
と

な
っ

て
、
探

究
す

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

 
 【
保

育
者

を
核

と
し

た
遊

び
の
輪

】
 

 
保

育
者

と
の
関
係

の
中

で
、

⼦
ど

も
は
安
⼼

感
を
得

た
り

、
⾊

々
な

遊
び

の
⾯
⽩

さ
に
気

づ
い

て
い

く
が

、
保

育
者

の
周

り
に

団
⼦
状

に
⼦

ど
も

が
集

ま
っ

て
い

る
様

⼦
を

、
特

に
３
歳

児
で

よ
く

⾒
か

け
る

よ
う

に
感

じ
る

。
こ

の
場
⾯

で
も

、
実
習

⽣
（
保

育
者
）

の
周

り
に

⼦
ど

も
が
集

っ
て

⼀
緒

に
遊
ぶ

場
⾯

か
ら

始
ま

っ
て

い
る

。
⼦

ど
も

に
と

っ
て

は
保

育
者

の
近

く
に

い
る

と
安
⼼

す
る

、
⾯
⽩

い
こ

と
が
起

こ
る

、
と

い
う
⼼
持

ち
だ

と
思

う
が

、
結
果
的

に
、

同
じ

よ
う

な
状
況

の
友

達
の
⾔
葉

が
よ

く
聞

こ
え

、
様

⼦
が

よ
く

⾒
え

る
距
離

感
の

場
に

な
っ

て
い

る
。

そ
れ

が
き

っ
か

け
と

な
り

、
隣

の
友

達
の
存
在

に
気

づ
い

た
り

、
友

達
の
⾔
葉

か
ら

遊
び

が
広

が
っ

た
り

す
る

。
 

 【
⽣
活
体
験

を
根
拠

に
し

た
思

考
】

 
 
⽬

の
前

の
不

思
議

な
現
象

に
対

し
て

、「
な

ん
だ

ろ
う
？
」

と
考

え
る
際

の
材
料

は
、
絵

本
な

ど
の

イ
メ

ー
ジ

や
、

⽣
活
体
験

が
根
拠

に
な

っ
て

い
る

。
３
歳

児
に

な
り

に
⾃

分
が

⾒
聞

き
し

た
こ

と
、
体
験

し
た

こ
と

を
想
起

し
て

、
⽬

の
前

の
事
象

を
解
明

し
よ

う
と

考
え

て
い

る
こ

と
が
わ

か
る

。
こ

の
⽣
活
体
験

は
個

々
に

よ
っ

て
違

う
の

で
、

個
別
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

。
同

時
に

、
友

達
の

個
別
的

な
学

び
を
⽿

に
す

る
こ

と
で

⾃
分

の
体
験

を
思

い
返

す
な

ど
、
協

同
的

な
学

び
に

も
つ

な
が

っ
て

い
る

。
 

２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
【
保

育
者

を
核

と
し

た
遊

び
の
輪

】
 

 
上
述

し
た
通

り
、
保

育
者

を
核

と
し

た
輪

が
で

き
る

こ
と

で
、
隣

に
い

る
友

達
の
存
在

に
気

づ
い

た
り

、
友

達
の
⾔

葉
や

様
⼦

を
⾒

聞
き

で
き

た
り

す
る

。
 

 【
⼀

緒
に
世
界

に
浸

る
遊

び
⼼

】
 

 
 

 【
⼦

ど
も

の
⽂
脈

に
即

し
た
⾔
葉

】
 

   
 

「
だ

ん
じ

り
を

つ
く

っ
て

遊
ぼ

う
」

 
 

園
名

：
⼤
阪

教
育

⼤
学

附
属

幼
稚

園
 

 【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
１

学
期

後
半

 
○

友
達

や
先

⽣
と

考
え

を
出

し
合

い
、

遊
び

を
楽

し
く

す
る

。
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
 

本
園

の
地
域

で
は

、
毎

年
夏
祭

り
が
⾏
わ

れ
、

だ
ん

じ
り

が
町

を
練

り
歩

く
。
A

児
は

、
昨

年
度

も
積
み
⽊

や
段

ボ
ー

ル
で

だ
ん

じ
り

を
つ

く
っ

て
遊
ぶ

こ
と

を
楽

し
ん

で
お

り
、
５
歳

児
が

だ
ん

じ
り

を
つ

く
っ

て
曳

い
て

遊
ぶ
姿

に
あ

こ
が

れ
て

い
る

様
⼦

が
⾒

ら
れ

て
い

た
。

そ
こ

で
、
今

年
も

夏
祭

り
の

時
期

に
は

、
だ

ん
じ

り
づ

く
り

を
楽

し
む
姿

が
⾒

ら
れ

る
と
予
想

さ
れ

た
。

ま
た

、
A

児
は

、
⽇

々
、
気

の
合

う
友

達
と

⼀
緒

に
遊
ぶ
姿

は
⾒

ら
れ

る
が

、
そ

の
中

で
、

⾃
分

の
思

い
を

伝
え

る
こ

と
は

少
な

く
、

友
達

の
思

い
を
優
先

さ
せ

る
こ

と
が

多
か

っ
た

。
そ

の
た

め
、
保

育
者

は
、

だ
ん

じ
り

を
つ

く
っ

て
遊
ぶ

こ
と

を
通

し
て

、
A

児
が

⾃
分

の
思

い
を
出

し
た

り
、

⾃
分

の
思

い
を
叶

え
た

り
す

る
喜

び
を

感
じ

て
ほ

し
い

と
思

っ
て

い
た

。
そ

し
て

、
友

達
と

遊
び

を
楽

し
く

す
る

た
め

に
考

え
た

り
、

友
達

の
い

ろ
い

ろ
な

思
い

に
気
付

い
た

り
し

な
が

ら
遊
ぶ

こ
と

も
楽

し
ん

で
ほ

し
い

と
願

っ
て

い
た

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

６
⽉

１
８

⽇
 

①
A

児
が

、「
だ

ん
じ

り
を

つ
く

り
た

い
か

ら
、
段

ボ
ー

ル
が
ほ

し
い
」

と
保

育
者

に
⾔

い
に
来

る
。

 
 ②
保

育
者

は
、A

児
と

⼀
緒

に
倉
庫

に
段

ボ
ー

ル
箱

を
探

し
に
⾏

く
。「

本
当

に
乗

れ
る

だ
ん

じ
り

が
つ

く
り

た
い

か
ら

、⼤
き

い
⽅

が
い

い
」と

A
児

が
⾔

い
、い

く
つ

か
の

段
ボ

ー
ル

を
⾒
⽐

べ「
こ

れ
と

こ
れ

が
い

い
」と

⾃
分

が
中

に
⼊

れ
る

く
ら

い
の

⼤
き

さ
の
段

ボ
ー

ル
を
選

ん
だ

。 
 ③
保

育
室

に
戻

っ
て
来

る
と

、「
何

つ
く

る
の
？
」

と
B、

C、
D

児
が
声

を
掛

け
て

き
て

、
A

児
が
「

だ
ん

じ
り

つ
く

る
ね

ん
」と

答
え

る
と

、
「

⼀
緒

に
つ

く
り

た
い
」と

３
⼈

も
⼀

緒
に

つ
く

り
始

め
る

。
最

初
は

、「
こ

こ
、切

る
よ
」と
互

い
に
⾔

い
合

い
な

が
ら

も
、そ

れ
ぞ

れ
に
段

ボ
ー

ル
箱

を
切

り
開

く
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
 ④

し
ば

ら
く

す
る

と
、
A

児
が
「

ち
ょ

っ
と

待
っ

て
。

そ
こ

は
切

ら
な

い
で

。
そ

こ
は

、
こ

う
し

た
い

か
ら
」

と
、
段

ボ
ー

ル
を

組
み
合
わ
せ

て
⾒
せ

た
。す

る
と

３
⼈

は
、「

こ
こ

、
切

っ
て

も
い

い
？
」「

こ
こ

は
、

こ
う

し
た

ら
？
」

と
、
A

児
に

聞
い

た
り

⾃
分

の
思

い
を

話
し

た
り

な
が

ら
、
段

ボ
ー

ル
箱

を
切

っ
て

い
く

。
 

   

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
［
a］

⼤
好

き
な
「

だ
ん

じ
り
」

で
遊

び
た

い
と

い
う

思
い

が
、

⾃
分

の
思

い
を

進
ん

で
保

育
者

に
伝

え
に

来
る
姿

に
つ

な
が

っ
た

。
 

②
 [
c]

 A
児

の
も

つ
「

だ
ん

じ
り
」

の
考

え
に
合

っ
た

材
料

を
⾒

つ
け

ら
れ

る
よ

う
に

、
⼀

緒
に
探

し
に
⾏

く
こ

と
に

し
た

こ
と

で
、
A

児
が

⾃
分

の
思

い
を
⾔

っ
た

り
、

思
い

に
合

っ
た

材
料

を
選

ん
だ

り
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
 ③［
a］「

だ
ん

じ
り

を
つ

く
る
」と

い
う

楽
し

そ
う

な
活

動
が
B、
D

児
に

と
っ

て
は

興
味

を
ひ

き
、

⾃
分

た
ち

が
⼊

れ
る

く
ら

い
⼤

き
な
段

ボ
ー

ル
箱

が
C

児
に

と
っ

て
は
魅
⼒
的

で
、

そ
れ
ぞ

れ
が
A

児
の

遊
び

を
⼀

緒
に

し
よ

う
と

す
る
姿

に
つ

な
が

っ
た

。
 

         ④
［
a］

⾃
分

の
好

き
な
「

だ
ん

じ
り
」

を
つ

く
る

こ
と

で
、

⾃
分

の
思

い
や

考
え

を
友

達
に

伝
え

な
が

ら
⼀

緒
に

遊
ぼ

う
と

す
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
［
b］

友
達

と
⼀

緒
に

つ
く

る
こ

と
で

、
互

い
に

考
え

を
聞

い
た

り
話

し
た

り
し

な
が

ら
つ

く
っ

て
い

く
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
 [
c]

 ３
⼈

と
A

児
が

、
ど

ん
な
「

だ
ん

じ
り
」

を
つ

く
る

か
を
共
有
せ

ず
に

つ
く

り
始

め
る

様
⼦

を
教

師
は

⾒
守

っ
て

い
た

が
、

そ
の

こ
と

が
幼

児
が

⾃
分

た

80



  ⑤
保

育
者

は
、降

園
時

、今
⽇

の
遊

び
に

つ
い

て
話

し
合

う
機
会

に
、

だ
ん

じ
り

づ
く

り
に

つ
い

て
話

す
よ

う
促

し
、

A
児

た
ち

が
だ

ん
じ

り
づ

く
り

を
始

め
た

こ
と

を
話

す
。

数
名

の
幼

児
が

、「
⼀

緒
に

や
り

た
い
」と
⼝

々
に

話
す

。 

ち
で

話
を

し
な

が
ら

遊
び

を
進

め
る
姿

に
つ

な
が

っ
た

。
 

⑤
 [
c]
A

児
た

ち
が
み

ん
な

の
前

で
話

す
機
会

を
も

っ
た

こ
と

で
、
他

児
が

興
味

を
も

っ
て

遊
び

に
参

加
し

よ
う

と
す

る
姿

に
つ

な
が

っ
た

。
 

６
⽉

１
９

⽇
 

⑥
E

児
も

だ
ん

じ
り

づ
く

り
に
参

加
し

、何
も

聞
か

ず
に
段

ボ
ー

ル
箱

を
切

ろ
う

と
し

た
。

す
る

と
、
B

児
が
「

あ
！

こ
れ

は
切

ら
な

い
で
」

と
、
E

児
を
⽌

め
る

。
E

児
が
別

の
段

ボ
ー

ル
箱

を
切

ろ
う

と
す

る
と「

こ
れ

は
も

う
切

っ
た

ら
あ

か
ん
」

と
、
Ｄ

児
が
⽌

め
る

。「
じ
ゃ

あ
、

ど
れ

切
っ

た
ら

い
い

ん
？
」

と
、
Ｅ

児
が

聞
く

と
「

こ
れ

は
屋

根
に

す
る

か
ら

、
こ

こ
切

っ
て
」

と
、
Ａ

児
が
切

っ
て
ほ

し
い
部

分
に

マ
ジ

ッ
ク

で
線

を
描

い
て
⽰

し
た

。
 

 ⑦
そ

の
後

、
Ａ

児
 

 
 

が
ど

う
し

て
ほ

 
し

い
の

か
を

伝
 

え
た

り
、
他

児
 

が
「

こ
う

い
う

 
こ

と
？
」

と
聞

 
い

た
り

し
な

が
 

ら
つ

く
っ

て
い

く
。

 
 ⑧

だ
ん

じ
り

の
形

が
で

き
、「
動

か
そ

う
！
」

と
⾔

っ
て

、
⼀

⼈
乗

っ
た
状
態

で
、み

ん
な

で
直
接
段

ボ
ー

ル
箱

を
押

し
た

り
引

っ
張

っ
た

り
し

始
め

た
。

 
A

児
「

あ
ー

、
や

め
て

。
壊

れ
る

か
ら
」

 
B

児
「

じ
ゃ

あ
、

ど
う

や
っ

て
動

か
す

ん
？
」

 
 

し
ば

ら
く
沈
黙

が
あ

る
。

 
A

児
「

タ
イ
ヤ

が
な

い
と
動

か
へ

ん
わ
」

 
F

児
「

タ
イ
ヤ
無

い
か

な
ー
」

 
 
辺

り
を

⾒
回

す
が

、
適

当
な

も
の

は
⾒

当
た

ら
な

か
っ

た
。

 
 ⑨
保

育
者

が
「

だ
ん

じ
り

が
乗
せ

ら
れ

そ
う

な
も

の
、
探

し
に
⾏

こ
う

か
？
」

と
声

を
掛

け
る

と
、「
⾏

く
、
⾏

く
」

と
４

⼈
が
保

育
者

と
⼀

緒
に
探

し
に
⾏

く
。
体

育
倉
庫

の
中

で
台
⾞

を
⾒

つ
け

、
保

育
室

に
運

び
、

そ
の

上
に

だ
ん

じ
り

を
乗
せ

る
。

 
A

児
が
「
綱

が
 

 
い

る
」

と
⾔

う
 

の
で

、
綱

に
な

 
り

そ
う

な
も

の
 

を
探

し
に
⾏

 
く

。
E

児
が
紐

を
結

び
「

で
き

た
」と

、み
ん

な
で

だ
ん

じ
り

を
曳

い
て

遊
び

始
め

る
。

 

 ⑥
 ［
a］
「

だ
ん

じ
り
」

づ
く

り
に

興
味

を
も

っ
て

⼊
っ

て
き

た
E

児
は

、
昨

⽇
か

ら
遊

ん
で

い
る

幼
児

の
思

い
を

分
か

ら
ず

に
遊

び
始

め
た

の
で

、
Ａ

児
の

考
え

を
E

児
に

分
か

り
や

す
く

伝
え

る
⽅
法

と
し

て
、

マ
ジ

ッ
ク

で
線

を
描

い
て
⽰

す
⽅
法

を
考

え
た

の
だ

ろ
う

。
 

   ⑦［
b］
Ａ

児
の

思
い

を
聞

き
取

り
な

が
ら「

だ
ん

じ
り
」

を
⼀

緒
に

つ
く

ろ
う

と
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

る
。

 
[c
] 

教
師

が
⾒
守

っ
て

い
た

こ
と

で
、

幼
児

が
⾃

分
た

ち
で

思
い

を
伝

え
合

い
な

が
ら

遊
ぶ
姿

に
つ

な
が

っ
た

。
 

    ⑧
［
a］
実
際

に
乗

れ
る

⼤
き

さ
の
「

だ
ん

じ
り
」

を
つ

く
っ

た
こ

と
で

、
本

当
に
動

か
し

た
い

と
い

う
思

い
が
起

こ
り

、
動

か
す

た
め

に
必
要

な
も

の
を

考
え

る
機
会

と
な

っ
た

の
だ

ろ
う

。
 

［
b］
Ａ

児
の
「

つ
く

っ
た

も
の

は
⼤

事
に

し
た

い
」

と
い

う
思

い
と

、
他

児
の
「

つ
く

っ
た

か
ら
動

か
し

た
い
」

と
い

う
思

い
の
違

い
か

ら
、

⼀
緒

に
ど

う
す

れ
ば

よ
い

の
か

を
考

え
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
[c
] 

教
師

が
最

初
か

ら
必
要

な
も

の
を
全
部
出

さ
ず

、
⾜

り
な

い
も

の
が

あ
る

こ
と

で
、

友
達

と
⼀

緒
に

考
え

る
姿

に
つ

な
が

っ
た

。
 

 
⑨

 [
c]

 本
当

に
動

く
「

だ
ん

じ
り
」

を
つ

く
り

た
い

と
い

う
思

い
を
実
現

し
て
ほ

し
い

と
い

う
保

育
者

の
願

い
が

あ
っ

た
が

、
幼

児
だ

け
で

は
台
⾞

に
た

ど
り
着

け
な

い
だ

ろ
う

と
思
わ

れ
た

こ
と

で
、
台
⾞

を
⼀

緒
に
探

し
に
⾏

く
こ

と
を
提
案

し
た

。
本

当
に
動

か
せ

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
で

、
曳

く
た

め
に
必
要

な
も

の
を

⾃
分

で
考

え
る
姿

に
つ

な
が

っ
た

。
 

［
a］

本
物

ら
し

く
動

か
す

た
め

に
、

⾃
分

が
必
要

と
思

う
も

の
を

⼀
⼈

⼀
⼈

が
⾔
葉

に
す

る
よ

う
に

な
っ

た
の

だ
ろ

う
。

 
[c
] 
保

育
者

が
⼀

⼈
⼀

⼈
の
必
要

な
も

の
を

⼀
緒

に
探

し
た

こ
と

で
、

本
物

の
「

だ
ん

じ
り
」

に
近

く
な

り
、み

ん
な

で「
だ

ん
じ

り
」を
曳

く
姿

に
つ

な
が

っ
た

。
 

６
⽉

２
６

⽇
 

⑩
G

児
が
「
先

⽣
、

だ
ん

じ
り

の
掛

け
声

、
２

つ
あ

る
の
知

っ
て

る
？
G

は
、
⾔

え
る

で
」

と
、
町
内

の
だ

ん
じ

り
の

掛
け
声

を
覚

え
て

き
て

、登
園

時
に
保

育
者

に
話

す
。「

そ
の
掛

け
声

、
い

い
ね

。
掛

け
声

が
あ

る
と

、
も

っ
と

だ
ん

じ
り

を
曳

く
時

、楽
し

く
な

る
と

思
う
わ
」と
保

育
者

が
返

事
を

す
る

と
、
G

児
が

⼤
き

な
声

で
掛

け
声

を
⾔

う
。 

 ⑪
み

ん
な

の
前

で
掛

け
声

を
紹
介

す
る
機
会

を
も

つ
。G

児
が
最

初
に
掛

け
声

を
⾔

う
と「

も
う

⼀
回
⾔

っ
て
」と
他

児
か

ら
声

が
あ

が
り

、⼀
緒

に
掛

け
声

を
⾔

う
。そ

の
後

、
G

児
は

、
⾃

分
か

ら
「

⼊
れ

て
」

と
、
A

児
に
声

を
掛

け
だ

ん
じ

り
を
曳

い
て

遊
び

始
め

る
。

 
 ⑫
G

児
が
掛

け
声

を
⾔

い
始

め
る

と
、A

児
た

ち
が

使
っ

て
い

た
太
⿎

を
H

児
が
掛

け
声

に
合
わ
せ

て
叩

き
だ

す
。

保
育
者

が
「

そ
れ

、
い

い
ね
」

と
⾔

う
と

、
A

児
も

⼀
緒

に
太
⿎

を
叩

き
始

め
る

。そ
の

後
、だ

ん
じ

り
を
曳

い
て

遊
ぶ

時
に
「
せ

ー
の
」

や
「

そ
ー

れ
」

と
⾔

っ
て

か
ら
掛

け
声

を
掛

け
て

、
太
⿎

を
叩

く
よ

う
に

な
る

。
 

 ⑩
［
a］
G

児
は

、「
だ

ん
じ

り
」

を
つ

く
る

こ
と

に
は

興
味

を
⽰

さ
な

か
っ

た
が

、
友

達
の

遊
び

を
⾒

て
、

⾃
分

の
知

っ
て

い
る
掛

け
声

を
掛

け
る

こ
と

で
、

遊
び

に
参

加
し

た
い

と
思

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

 
   ⑪
[c
] 
掛

け
声

が
加
わ

る
こ

と
で

、「
だ

ん
じ

り
」

の
遊

び
が

、
ク

ラ
ス

に
広

が
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
、

紹
介

す
る
機
会

を
つ

く
っ

た
。

そ
の

後
、
G

児
が

だ
ん

じ
り

の
遊

び
に

⾃
分

か
ら
参

加
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 
 ⑫［
a］
H

児
は

、⾃
分

の
好

き
な
太
⿎

を
叩

く
こ

と
で

、
「

だ
ん

じ
り
」

の
遊

び
に

興
味

を
も

ち
、
参

加
し

よ
う

と
思

っ
た

と
思
わ

れ
る

。
 

[c
] 
保

育
者

が
認

め
た

こ
と

で
、
掛

け
声

と
太
⿎

を
合
わ
せ

て
叩

く
と

い
う

遊
び

と
な

り
、

友
達

と
息

を
合
わ
せ

て
遊
ぶ

楽
し

さ
を

感
じ

た
と

思
わ

れ
る

。
 

 
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
【

⾃
分

の
や

り
た

い
こ

と
を
実
現

し
て

い
く

】
 

○
⾃

分
の

好
き

な
こ

と
、

⾃
信

の
あ

る
こ

と
だ

っ
た

か
ら

、
A

児
は

⾃
分

の
思

い
を
出
せ

た
。

 
○

そ
れ
ぞ

れ
の

幼
児

の
好

き
な

こ
と

が
、

遊
び

を
広
げ

た
り

、
友

達
と

の
関
わ

り
を

⽣
ん

だ
り

す
る

き
っ

か
け

と
な

っ
た

。
 

 【
⾃

分
の

考
え

を
話

し
た

り
、

友
達

の
考

え
を

聞
い

た
り

し
な

が
ら

、
イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
て

遊
ぶ

】
 

○
⼀

緒
に

遊
ん

で
い

る
幼

児
の
経
験

や
思

い
の
違

い
が

あ
る

が
、
保

育
者

が
そ

の
様

⼦
を

⾒
守

り
な

が
ら

待
つ

こ
と

で
、

幼
児

が
話

し
合

い
、

イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
よ

う
と

す
る
姿

が
⾒

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 
○

⼀
⼈

⼀
⼈

の
好

き
な

も
の
（

だ
ん

じ
り

づ
く

り
、
掛

け
声

、
太
⿎
）

を
積
み
重

ね
て

い
く

こ
と

で
、

ク
ラ

ス
全
体

に
遊

び
（

だ
ん

じ
り
ご

っ
こ
）

が
広

が
っ

て
い

っ
た

。
 

２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
【

幼
児

の
思

い
を
叶

え
る

環
境
構
成

】
 

○
昨

年
度

の
姿

か
ら
予
想

し
て

、
A

児
や
他

児
が

、
⾃

分
で

考
え

た
だ

ん
じ

り
を

つ
く

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
段

ボ
ー

ル
箱

や
台
⾞

な
ど

の
素

材
や

⽤
具

は
、

事
前

に
⽤
意

を
し

て
い

た
。

し
か

し
、

⾃
分

の
「

つ
く

り
た

い
」

と
い

う
思

い
を

⼤
切

に
し

た
い

と
思

い
、

幼
児

か
ら
声

が
聞

か
れ

る
ま

で
待

っ
て
必
要

と
な

っ
た

時
に

、
⼀

緒
に
探

し
た

り
、
提
⽰

し
た

り
し

た
。

ま
た

、
遊

び
が

始
ま

っ
た
ば

か
り

の
頃

に
は

、
幼

児
が
困

っ
た

こ
と

に
対

し
て

ど
う

す
れ

ば
い

い
の

か
を

考
え

る
時
間

を
も

っ
た

が
、

遊
び

が
続

く
よ

う
に

、
タ

イ
ミ
ン
グ

を
み

て
教

師
が
声
掛

け
を
⾏

う
よ

う
に

し
た

。
遊

び
が
続

く
こ

と
に

よ
り

、
次

の
や

り
た

い
こ

と
が

⽣
ま

れ
、

そ
れ

を
実
現

す
る

た
め

に
考

え
て

い
く

姿
が

⾒
ら

れ
、

こ
の
姿

は
個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
思
わ

れ
る

。
ま

た
、

考
え

を
伝

え
合

い
な

が
ら

友
達

と
⼀

緒
に

遊
び

を
つ

く
ろ

う
と

す
る
姿

は
、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
思
わ

れ
る

。
 

 【
遊

び
を

楽
し

く
す

る
た

め
に

、
考

え
を
出

し
合

っ
た

り
友

達
の

思
い

に
気
付

い
た

り
で

き
る

よ
う

に
つ

な
ぐ
援

助
】

 
○

だ
ん

じ
り

の
何

に
興

味
を

も
つ

の
か

に
は

⼀
⼈

⼀
⼈

の
違

い
は

あ
っ

た
が

、
そ

れ
ら

が
つ

な
が

っ
て

い
く

と
だ

ん
じ

り
ご

っ
こ

と
い

う
楽

し
い

遊
び

に
な

っ
て

い
っ

た
。

遊
び
へ

の
関
わ

り
⽅

が
違

う
幼

児
の

思
い

を
そ

れ
ぞ

れ
認

め
、

互
い

に
つ

な
が

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
み

ん
な

に
紹
介

を
す

る
機
会

を
つ

く
っ

た
。

ま
た

、
⼀

⼈
の

幼
児

の
気
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付
き

を
他

児
に

広
が

る
よ

う
に
保

育
者

が
声
掛

け
を

し
た

こ
と

で
、
太
⿎

の
⾳

や
掛

け
声

を
合
わ
せ

る
と

い
う
新

し
い

楽
し

さ
に
気
付

く
姿

が
⾒

ら
れ

た
。
５
歳

児
の

⼀
学

期
に

は
、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

て
い

く
よ

う
に

、
遊

び
を

楽
し

く
し

よ
う

と
す

る
⼀

⼈
⼀

⼈
の

思
い

を
教

師
が
汲
み

取
り

、
個
別
最
適

な
学

び
を
繰

り
返

す
様

⼦
を

教
師

が
⾒
守

り
待

つ
こ

と
が

⼤
切

で
あ

る
と

考
え

る
。

 
   

 

「
砂

場
で

の
温

泉
作

り
」

 
 

園
名

：
兵
庫

教
育

⼤
学

附
属

幼
稚

園
 

 【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
５

⽉
〜

６
⽉

 
○
５
歳

児
と

し
て

の
⾃
覚

を
も

っ
て

、
⾒
通

し
を

も
っ

た
⽣
活

を
す

る
。

 
○

友
達

と
思

い
を

伝
え
合

い
、
協
⼒

し
合

っ
た

り
、
共
通

の
⽬
的

に
向

か
っ

て
取

り
組

ん
だ

り
す

る
。

 
○

遊
び

や
⽣
活

に
必
要

な
き

ま
り

を
つ

く
ろ

う
と

す
る

。
 

○
園

外
の

⼈
や

環
境

と
関
わ

り
、
社
会

と
の

つ
な

が
り

を
感

じ
る

。
 

○
友

達
の

様
々

な
考

え
⽅

や
感

じ
⽅

に
気
付

い
た

り
受

け
⼊

れ
た

り
す

る
。

 
○
動
植
物

に
愛

情
を

も
っ

て
関
わ

っ
た

り
世

話
を

し
た

り
し

な
が

ら
、

興
味

や
関
⼼

を
も

っ
た

り
、
命

の
⼤
切

さ
を

感
じ

た
り

す
る

。
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
本

園
の
今

年
度

の
5歳

児
園

児
数

は
２

1名
で

あ
る

。
２

ク
ラ

ス
に
別

れ
て

は
い

る
が

、
登

園
後

の
⾃
由

な
遊

び
の

時
間

に
は

園
内

の
様

々
な

場
所

で
⼊

り
混

じ
り

な
が

ら
遊

ん
で

い
る

。
4⽉

か
ら
砂

場
で
⼭
作

り
や

⽔
流

し
を

楽
し

む
姿

は
⾒

ら
れ

て
い

た
が

、
本

事
例

の
直
接
的

な
発
端

は
、
数

名
の

⼦
ど

も
が
「
⼭
」

を
作

ろ
う

と
し

て
掘

っ
た

「
⽳
」

の
深

さ
や
影

に
興

味
を
持

っ
た

こ
と

に
あ

る
。

そ
こ

か
ら

、
教

師
や

友
達

と
の

対
話

を
通

じ
て
⽬
的

が
「
温

泉
作

り
」
へ

と
転
換

さ
れ

、
⻑

期
的

な
探

究
活
動
へ

と
発
展

し
て

い
っ

た
。

 
事

例
の

き
っ

か
け

と
な

る
遊

び
を

始
め

た
A

児
は
⽋
席

が
多

く
、
登

園
後

も
保

育
者

の
傍

で
様

⼦
を
伺

う
よ

う
な

姿
が

⾒
ら

れ
て

い
た

。
そ

の
た

め
、

ま
ず

は
園

⽣
活

の
中

で
⾃

分
が
安
⼼

で
き

る
居

場
所

と
夢
中

に
な

れ
る

遊
び

に
出
会

い
、

そ
の
安
⼼

感
を

基
盤

と
し

て
、

⾃
分

を
の

び
の

び
と
表
現

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

く
姿

を
⽀

え
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
た

。
ま

た
、

ク
ラ

ス
の
中

に
は

、
⾃

ら
進

ん
で

遊
び

を
広
げ

た
り

、
様

々
な
気

づ
き

を
⾔
葉

に
し

て
皆

に
伝

え
た

り
す

る
幼

児
の
姿

も
多

く
⾒

ら
れ

る
。
彼

ら
に

対
し

て
は

、
⾃

分
の

思
い

を
⼤
切

に
す

る
だ

け
で

な
く

、
試
⾏
錯
誤

や
予

期
せ
ぬ
出
来

事
に
直
⾯

す
る
中

で
、

⾃
分

と
は
異

な
る

友
達

の
視
点

や
感

じ
⽅

に
気

づ
き

、
互

い
の

思
い

を
重

ね
合
わ
せ

な
が

ら
遊

び
を
共

に
楽

し
む
経
験

を
重

ね
て
ほ

し
い

と
い

う
願

い
を
抱

い
て

い
た

。
 

本
事

例
に
お

い
て

２
ク

ラ
ス

の
担
任

教
師

は
上

記
の

よ
う

な
⼦

ど
も

の
姿

を
互

い
に

相
談

し
た
上

で
、

あ
え

て
正

解
や
最
終
的

な
⽬
標

を
固

定
せ

ず
、

⼦
ど

も
た

ち
の
「

や
っ

て
み

た
い
」

と
い

う
衝
動

や
、

素
材

と
じ

っ
く

り
向

き
合

う
プ
ロ
セ

ス
そ

の
も

の
を
重
視

す
る

よ
う

に
し

た
。

う
ま

く
い

か
な

い
場
⾯

で
も

、
そ

れ
を
「
失
敗
」

と
捉

え
る

の
で

は
な

く
、

何
度

も
調

整
や
修
正

を
繰

り
返

す
中

で
新

た
な

発
⾒

を
し

て
い

く
探

究
の

チ
ャ
ン

ス
と

し
て

⾒
守

っ
て

い
く

こ
と

を
基

本
姿
勢

と
し

て
共
通

に
し

て
い

る
。

環
境

に
つ

い
て

も
、

⼦
ど

も
た

ち
が

⾃
ら

の
⼿

で
思

い
を

形
に

し
、

試
⾏
錯
誤

し
な

が
ら
創
造
的

に
思

考
を
展
開

し
て

い
く
経
験

こ
そ

が
学

び
の

基
盤

に
な

る
と

考
え

、
環

境
を

構
成

し
た

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

5⽉
20

⽇
 

①
 

⾃
由

遊
び

の
時
間

に
、
A児

と
B児

は
「
砂

場
で

⼤
き

い
⼭

を
作

ろ
う

よ
」

と
教

師
を
誘

い
、
3⼈

で
砂

場
へ
向

か
っ

た
。
他

の
⼦

の
姿

は
な

く
、

広
々

と
し

た
砂

場
の
中
央

の
場

所
を
選

ん
で
⼭

作
り

が
始

ま
っ

た
。

ス
コ

ッ
プ

で
砂

を
集

め
て

い
く

う
ち

、
教

師
が

掘
っ

た
場

所
が
縦

に
深

く
な

っ
て

い
る

の
に
気

づ
い

た
A

児
と
B児

は
、

そ
の
⽳

を
じ

っ
と

の
ぞ

き
込
み

、
「

こ
こ

、
め

っ
ち
ゃ
深

く
な

っ
て

る
」

と
声

を
あ
げ

る
。
⽳

の
奥

に
光

が
届

か
ず

、
影

が
で

き
て

い
る

様
⼦

が
⾯
⽩

か
っ

た
よ

う
で

、
し
ば

ら
く

そ
の

場
に

⾒
⼊

っ
て

い
た

。
 

 
②

 
A児

が
「

や
っ
ぱ

り
⼭

じ
ゃ

な
く

て
、
⽳

つ
く

ろ
う
」

と
提
案

す
る

と
、
B児

も
そ

れ
に
応

じ
、

⾃
然

と
遊

び
の
内
容

が
変
更

さ
れ

た
。

そ
の

後
、
3⼈

は
そ

れ
ぞ

れ
⾃

分
の
⽳

を
掘

り
始

め
る

。
掘

り
進

め
る

う
ち

に
、
⽳

が
崩

れ
て

広
が

り
、
次
第

に
隣

同
⼠

の
⽳

が
つ

な
が

っ
て

い
っ

た
。
縦

に
深

か
っ

た
⽳

は
、

や

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
[c
] 

掘
り

進
め

た
⽳

の
深

さ
や
影

の
⾯
⽩

さ
に

⼦
ど

も
た

ち
が
気

づ
い

た
際

、
先

を
急

が
ず

に
そ

の
発

⾒
に

じ
っ

く
り
浸

る
時
間

を
⼤
切

に
し

た
。

 
      ②
[a
]A

児
が

遊
び

の
変
更

を
提
案

す
る

と
、
B

児
も

そ
れ

に
応

じ
る
姿

か
ら

、
幼

児
⾃
⾝

の
興

味
・
関
⼼

の
変
化

に
基

づ
き

、
柔

軟
に

遊
び

の
内
容

を
変
更

し
て

い
る

。
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が
て

⼤
き

な
く
ぼ
み
へ

と
変
化

し
て

い
く

。
だ

が
、

そ
の
変
化

に
対

し
て

⼦
ど

も
た

ち
は
「
崩

れ
た
」
「
失
敗

し
た
」

と
捉

え
る

の
で

は
な

く
、
「

⼀
番

下
ま

で
掘

っ
た

ら
何

か
出

て
く

る
ん

じ
ゃ

な
い
？
」

と
、

な
お

も
前
向

き
に
活
動

を
続

け
て

い
た

。
 

③
 

く
ぼ
み

が
さ

ら
に
深

く
な

り
、
A

児
と
B

児
の

下
半
⾝

が
す

っ
ぽ

り
⼊

る
ほ

ど
の

⼤
き

さ
に

な
る

と
、
2⼈

は
交
代

で
中

に
⼊

り
な

が
ら
「

⾜
な

く
な

っ
た
！
」

と
笑

い
合

う
。

そ
こ
へ

、
B

児
が
ふ

と
「

な
ん

か
お
⾵
呂
み

た
い
」

と
つ
ぶ

や
く

。
A

児
が

そ
れ

に
応

じ
て
「

じ
ゃ

あ
、

こ
こ

を
温
泉

に
し

よ
う
」

と
提
案

し
た

。
 

④
 
「
温
泉
」

と
い

う
テ

ー
マ

が
加
わ

っ
た

こ
と

で
イ
メ

ー
ジ

が
広

が
り

、「
も

っ
と

広
く

し
な

き
ゃ
」「
受
付

つ
く

ろ
う
」「
階
段

も
い

る
ね
」

と
、

そ
れ
ぞ

れ
が
持

つ
“温
泉
”の

イ
メ

ー
ジ

を
⾔
葉

で
伝

え
合

い
な

が
ら

、
く
ぼ
み

の
形

を
変

え
、
空
間

に
役

割
や

意
味

を
与

え
て

い
く

。「
こ

こ
に

本
当

に
⽔

⼊
れ

た
ら
温
泉

に
な

る
よ
」「

で
も
服

が
び

し
ょ

び
し
ょ

に
な

っ
ち
ゃ

う
か

も
」

と
、

現
実

と
の
折

り
合

い
を

つ
け

な
が

ら
、
空
想

と
現
実

の
間

を
⾏

き
来

す
る

よ
う

な
や

り
と

り
も
交
わ

さ
れ

た
。

 
 

⑤
 

そ
の

後
、
他

の
⼦

ど
も

た
ち

が
砂

場
に

や
っ

て
き

て
、「

何
し

て
る

の
？
」

と
声

を
か

け
る

と
、
A

児
と
B

児
は

少
し
照

れ
な

が
ら

も
、

教
師

が
「
温
泉

つ
く

っ
て

る
ん

だ
っ

て
」

と
説
明

す
る

と
、「

じ
ゃ

あ
⼿

伝
っ

て
あ
げ

る
！
」

と
新

た
な
仲
間

が
加
わ

り
、

遊
び

は
さ

ら
に
拡
張

さ
れ

た
。
A

児
と
B

児
は

、「
も

っ
と

広
く

し
な

き
ゃ
」

と
再

び
⼿

を
動

か
し

は
じ

め
、

イ
メ

ー
ジ

に
応

じ
て
砂

場
の

形
を

さ
ら

に
変
化

さ
せ

て
い

っ
た

。
 

②
[b
]⽳

が
崩

れ
る

と
い

う
予

期
せ
ぬ
結
果

に
対

し
、

友
だ

ち
と
共
通

の
探

究
⼼

を
持

っ
て
意

味
づ

け
を
⾏

い
、
活
動

を
持
続

さ
せ

て
い

る
。

 
                  ④
[b
]そ

れ
ぞ

れ
が
持

つ
“温
泉
”の

イ
メ

ー
ジ

を
⾔
葉

で
伝

え
合

い
な

が
ら
互

い
の
ア

イ
デ
ア

を
出

し
合

い
、

多
様

な
他
者

と
協
働

し
て

⼀
つ

の
⽬
的
（
温
泉

の
完
成
）

に
向

か
っ

て
遊

び
を
深

め
て

い
る

。
 

 ④
[b
]友

だ
ち

と
の

対
話

を
通

じ
て

、
空
想

と
現
実

の
制
約

を
調

整
し
合

う
と

い
う

、
思

考
や

イ
メ

ー
ジ

の
共
有

が
⾏
わ

れ
て

い
る

。
 

 ⑤
[c
]教

師
は

後
か

ら
や

っ
て

き
た

幼
児

が
ス

ム
ー
ズ

に
遊

び
の
輪

に
⼊

れ
る

よ
う

、
状

況
や

遊
ん

で
い

た
幼

児
の

思
い

を
⾔
葉

に
し

て
伝

え
、
他
者

と
の
関
わ

り
を
援
助

し
た

。
こ

こ
で

友
達

が
遊

び
に

加
わ

っ
た

こ
と

で
A

児
と
B

児
の

イ
メ

ー
ジ

も
さ

ら
に

広
が

り
、

「
も

っ
と

広
く

し
な

き
ゃ
」

と
い

う
協
働
的

な
遊

び
へ

と
つ

な
が

っ
た

 
5⽉

22
⽇

 
⑥

 
⾃
由

遊
び

の
時
間

に
、

⼦
ど

も
た

ち
は
再

び
砂

場
で

の
「
温
泉

づ
く

り
」

に
夢
中

に
な

っ
て

い
た

。
遊

び
が

⼀
段
落

し
た

後
、

教
師

は
ク

ラ
ス
活
動

の
時
間

に
「

こ
れ

か
ら

も
っ

と
温
泉

を
楽

し
む

た
め

に
、

ど
ん

な
こ

と
を

し
た

い
？
」

と
投
げ

か
け

、
活

動
を
次

の
段
階
へ

と
つ

な
げ

る
問

い
を
差

し
出

し
た

。
 

  

 ⑥
 
[c
]遊

び
の
体
験

を
振

り
返

り
、

さ
ら

に
探

究
を
深

め
る

た
め

の
問

い
か

け
に

よ
る
援
助

を
⾏

っ
た

。
教

師
の

こ
の
問

い
か

け
に

よ
っ

て
、

⼦
ど

も
た

ち
の
中

に
遊

び
の
継
続

や
維
持

に
関
わ

る
課
題

が
⽣

ま
れ

、
次

の
⽇

の
活
動
へ

つ
な
ぐ

、
よ

り
具
体
的

な
⽬
標

設
定

を
⽣
み
出

す
き

っ
か

け
と

な
っ

た
。

 
  

⑦
 

そ
の

な
か

で
、
C

児
が
「

ま
だ
温
泉

で
き

て
な

い
け

ど
、
⼩

さ
い

⼦
た

ち
（
3歳

児
、
4歳

児
）

が
来

て
壊

し
ち
ゃ

う
か

も
し

れ
な

い
」

と
⼼
配

を
⼝

に
し

た
。

教
師

は
こ

の
発
⾔

を
受

け
て

、
「

ど
う

し
た

ら
壊

れ
な

い
よ

う
に
気

を
つ

け
て

も
ら

え
る

と
思

う
？
」

と
問

い
返

し
た

。
 

 ⑧
 

そ
の

後
の

話
し
合

い
で

は
、「

こ
わ

さ
な

い
で

ね
」

と
書

い
た
看

板
を

⽴
て

る
と

い
う
ア

イ
デ
ア

が
出

さ
れ

、
そ

れ
に

対
し

て
「
⼩

さ
い

⼦
は
字

が
読

め
な

い
」「
絵

で
伝

え
よ

う
」「
×

っ
て

描
こ

う
」

な
ど

、
仲
間

の
意

⾒
に
反
応

し
な

が
ら
内
容

を
柔
軟

に
拡
張

・
再
構
成

し
て

い
く

様
⼦

が
⾒

ら
れ

た
。

さ
ら

に
、

た
だ
「
壊

さ
な

い
で
」

じ
ゃ

な
く

て
、「
温
泉

で
や

っ
て

は
い

け
な

い
こ

と
」

を
書

き
た

い
と

い
う
提
案
へ

と
発
展

し
、

⼦
ど

も
た

ち
は

⾃
ら

の
遊

び
の
経
験

を
ふ

ま
え

て
、「
温
泉

の
中

で
ご
飯

を
⾷

べ
な

い
」「
⾛

ら
な

い
」「
⾶

び
込

ま
な

い
」

な
ど

、
ル

ー
ル

を
協
働
的

に
考
案

し
た

。
 

⑨
 
続

い
て

、
看
板

づ
く

り
で

は
、「

⼀
⼈

で
つ

く
り

た
い
」「

友
だ

ち
と
協
⼒

し
た

い
」

と
い

っ
た

多
様

な
や

り
⽅

で
、

そ
れ
ぞ

れ
が
廃

材
や
画

⽤
紙

を
⽤

い
て
製
作

に
取

り
組

ん
だ

。
活
動

の
中

で
は

、
⽂
字

が
う

ま
く
書

け
な

い
友

だ
ち

に
対

し
て
「

⼿
伝

う
よ
」「
真
似

し
て

い
い

よ
」

と
い

っ
た

⾃
然

な
助

け
合

い
の
姿

も
⾒

ら
れ

た
。

 
 

⑦
[c
]教

師
は
問

い
か

け
に

よ
っ

て
⼦

ど
も

た
ち

が
そ

の
課
題

に
対

し
て

⾃
ら

の
⼿

で
計

画
を

⽴
て

る
よ

う
促

し
た

。
こ

の
援
助

に
よ

っ
て

⼦
ど

も
た

ち
が

⾃
分

た
ち

の
遊

び
を
振

り
返

り
、
3歳

児
や
4歳

児
の
視
点

に
⽴

っ
て

、
遊

び
を
維
持

す
る

た
め

の
ル

ー
ル

や
看

板
の
表
現
⽅
法

を
協
働
的

に
考

え
る
活
動

が
始

ま
っ

た
。

 
            ⑧
[b
]こ

の
よ

う
な

相
互
作

⽤
は

、
試
⾏
錯

誤
を
繰

り
返

し
な

が
ら

、
⼦

ど
も

た
ち

が
ア

イ
デ
ア

を
可
視
化

し
て

い
く
過
程

と
し

て
捉

え
ら

れ
る

。
 

 ⑧
[b
]⼦

ど
も

た
ち

は
⾃
⾝

の
体
験

に
基

づ
き

、
集

団
⽣
活

に
必
要

な
規
範

や
ル

ー
ル

を
⾃

分
た

ち
⾃
⾝

で
考

え
て
作

り
上
げ

て
い

る
。

 
 ⑨
[b
]友

達
同

⼠
で
互

い
の
得
意

・
不
得
意

を
補

い
合

い
、
他
者

を
尊
重

し
⽀

え
合

う
と

い
う
協
働
性

が
発
揮

さ
れ

て
い

る
。
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⽇
 

⑩
 
A

児
は
登

園
す

る
と

す
ぐ

に
⾝
⽀
度

を
終

え
、「
先

⽣
！
温
泉
作

る
よ
！
」

と
⽬

を
輝

か
せ

な
が

ら
教

師
の

⼿
を
引

い
て
砂

場
へ

向
か

っ
た

。
 

  
⑪

 
砂

場
に
到
着

す
る

と
、
A

児
は
シ
ャ
ベ

ル
を

⼿
に

し
、「

も
っ

と
広

く
し

た
い
」

と
語

り
な

が
ら
黙

々
と
砂

を
掘

り
始

め
た

。
し

ば
ら

く
す

る
と

、
A

児
は

⾃
然

と
他

児
が

取
り

組
ん

で
い

る
「
温
泉

に
⽔

を
流

す
コ

ー
ス

づ
く

り
」
へ

と
活
動

の
焦
点

を
移

し
、
互

い
の

遊
び

が
重

な
り
合

う
か

た
ち

で
協
働

の
プ
ロ
セ

ス
が

始
ま

っ
た

。
 

 

 ⑩
[a
]「
温
泉

を
作

り
た

い
」

と
い

う
⾃

分
な

り
の

楽
し
み

を
⾒

つ
け

た
こ

と
で

、
迷

う
こ

と
な

く
積
極
的

に
遊

び
の

場
へ
向

か
う
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
 ⑪
[a
]「

も
っ

と
広

く
し

た
い
」

と
い

う
⾃

⾝
の

興
味

・
関
⼼

に
基

づ
き

、
⾃

分
の
ペ

ー
ス

で
遊

び
に
没
頭

し
て

い
る

。
 

⑪
[b
]個

⼈
の
活
動

か
ら

、
他
者

と
の
共
通

の
⽬
的
へ

と
ス

ム
ー
ズ

に
移
⾏

し
て
お

り
、

個
と
集

団
の

学
び

が
つ

な
が

っ
て

い
る

こ
と

が
分

か
る

。
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⑫
 

⼦
ど

も
た

ち
は
塩
ビ
パ

イ
プ

や
⾬

ど
い

を
つ

な
ぎ
合
わ
せ

、
⽔

道
の
蛇
⼝

か
ら
砂

場
へ

⽔
を
導

こ
う

と
試
み

る
。

し
か

し
、

コ
ー

ス
づ

く
り

は
⼀
筋
縄

で
は

い
か

な
い

。
⽔

が
途
中

で
「
漏

れ
る
」「

つ
な

い
だ
部

分
が
崩

れ
る
」「

思
っ

た
よ

う
に

⽔
が
流

れ
な

い
」

な
ど

そ
の

た
び

に
、

⼦
ど

も
た

ち
は
原
因

を
推
測

し
、

再
び

組
み
直

す
と

い
う

試
⾏
錯
誤

を
繰

り
返

し
て

い
た

。「
途
中

で
⽔

が
こ
ぼ

れ
ち
ゃ

う
…
」「

ま
た
崩

れ
た
！
」

と
い

う
声

に
は

、
失
敗

よ
り

も
次

に
向

け
た
課
題
意
識

が
に

じ
ん

で
い

た
。

 
 

⑬
 

そ
の

後
、

⽔
が
砂

場
に
届

か
な

い
こ

と
に
気

づ
い

た
C

児
が

「
ど

っ
か
壊

れ
て

る
ん

じ
ゃ

な
い
？
」

と
発
⾔

す
る

と
、

⼦
ど

も
た

ち
は
パ

イ
プ

の
接
続
部

を
確

か
め

た
り

、
新

た
な

素
材

の
組
み
合
わ
せ

を
試

し
た

り
し

な
が

ら
、

少
し

ず
つ
パ

イ
プ

を
調

整
し

て
い

っ
た

。
こ

の
プ
ロ
セ

ス
の
中

で
、「

ど
こ

か
に
傾
斜

を
つ

け
な

い
と

⽔
が
流

れ
に

く
い
」

と
い

う
こ

と
に

、
⼦

ど
も

た
ち

は
感
覚
的

に
気

づ
い

て
い

っ
た

よ
う

で
、
次
第

に
砂

場
に
近

づ
く
ほ

ど
⼟
台

を
低

く
す

る
⼯

夫
が

⾃
然

発
⽣
的

に
⾒

ら
れ

た
。

つ
い

に
⽔

が
コ

ー
ス

を
伝

っ
て
流

れ
出

す
と

、
⼦

ど
も

た
ち

は
歓
声

を
上
げ

た
。

 
⑭

 
し

か
し

、
そ

れ
は
次

の
問

い
の

始
ま

り
だ

っ
た

。
蛇
⼝

を
勢

い
よ

く
ひ

ね
る

と
、

⽔
量

が
多

す
ぎ

て
パ

イ
プ

が
崩

れ
て

し
ま

っ
た

り
、

⽔
が
跳

ね
返

っ
て
⽬
的
地

ま
で
届

か
な

い
こ

と
が
起

き
た

の
だ

。
C

児
が
「
出

し
す
ぎ

た
ら
壊

れ
る
！
」

と
声

を
あ

げ
、
適
切

な
⽔

量
を
探

り
な

が
ら
蛇
⼝

を
ひ

ね
る

と
い

う
新

た
な
気

づ
き

が
⽣

ま
れ

た
。

 
⑮

 
さ

ら
に

、
⼦

ど
も

た
ち

は
「
温
泉
」

と
は

何
か

と
い

う
イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
な

が
ら

、
湯
⼝

を
滝

の
よ

う
に

し
た

い
と

い
っ

た
構
想

を
語

り
合

い
、

そ
れ

を
実
現

す
る

た
め

に
「
出
⼝

を
⾼

く
す

る
」

あ
る

い
は
「
途
中

の
パ

イ
プ

を
砂

に
埋

め
て
安

定
さ
せ

る
」

と
い

っ
た
⽅
法

を
検
討

し
て

い
っ

た
。

 

 

⑫
[a
]⽬

の
前

の
事
象

か
ら

⾃
ら
「

ど
う

し
て

だ
ろ

う
」

と
い

う
問

い
を

⾒
出

し
、
納
得

が
い

く
ま

で
何
度

も
作

り
直

し
な

が
ら

、
⾃

分
な

り
の
答

え
を
探

り
当

て
よ

う
と

し
て

い
る

。
 

⑫
[b
]困
難

な
状
況

を
共
有

し
、

友
達

と
協

⼒
し

て
共

に
乗

り
越

え
て

い
く
探

究
的

な
課

題
と

し
て
捉

え
直

し
て

い
る

。
 

 ⑬
[b
]協
働

で
の

試
⾏
錯
誤

を
通

じ
て

、
物

理
的

な
法
則
（
傾
斜

と
⽔
流

の
関
係
）

を
経

験
的

に
発

⾒
・
共
有

し
て

い
た

。
 

       ⑭
[b
]原
因
（

⽔
量
）

と
結
果
（
パ

イ
プ

の
崩
壊
）

の
関
係

を
理

解
し

、
そ

れ
を

友
達

と
共
有

し
て

解
決
策

を
実
⾏

す
る

と
い

っ
た
協

働
的

な
思

考
が

⾒
ら

れ
る

。
 

  ⑮
[b
]「
滝
」

と
い

う
共
通

の
イ
メ

ー
ジ

に
向

け
て

、
多

様
な
ア

イ
デ
ア

を
出

し
合

い
、

具
体
的

な
実
現

⼿
段

を
協
議

し
て

い
た

。
 

６
⽉

１
０

⽇
 

⑯
 
登

園
準

備
を
終

え
た

⼦
ど

も
た

ち
は

、「
今

⽇
こ

そ
温
泉

完
成

や
な
！
」

と
期

待
を
膨

ら
ま
せ

な
が

ら
砂

場
へ
向

か
っ

た
。

し
ば

ら
く

す
る

と
、
C

児
が
「

⼤
変
！
来

て
！
」

と
慌

て
て
保

育
室

の
教

師
を
呼

び
に
来

る
。
砂

場
で

は
樋

か
ら

⽔
が
漏

れ
、

⼤
き

な
⽔

た
ま

り
が

で
き

て
い

た
の

だ
。
C

児
は
「

こ
の

ま
ま

じ
ゃ

、
ひ

ま
わ

り
組

に
⽔

が
⼊

っ
ち
ゃ

う
」

と
、
流

れ
出

る
⽔

の

 ⑯
[b
]⾃

分
た

ち
の

遊
び

が
４
歳

児
の

ク
ラ

ス
に
及
ぼ

す
影
響

を
想
像

し
、

⾃
ら
責
任

あ
る
⾏
動

を
と

る
姿

か
ら
社
会
性

の
芽

⽣
え

が
感

じ
ら

れ
る

。
 

  

⾏
き
先

を
確

か
め

な
が

ら
、
隣

の
ク

ラ
ス

に
知

ら
せ

に
⾛

っ
た

。
 

⑰
 

そ
の

場
に
残

っ
た
D

児
は

、「
こ

こ
か

ら
や
」

と
⽔
漏

れ
の
箇

所
を

発
⾒

し
、

ス
コ

ッ
プ

や
カ

ッ
プ

を
⽤

い
て

⽔
の
動

き
を
探

り
出

す
。
E

児
は

⽔
た

ま
り

に
砂

を
⼊

れ
て

⽔
を
⽌

め
よ

う
と

し
な

が
ら

、「
も

う
ち
ょ

っ
と
砂

が
い

る
」

と
繰

り
返

し
試

す
。

 
 

⑱
 

し
か

し
思

う
よ

う
に

⽔
は
⽌

ま
ら

ず
、

何
度

も
結
果

を
観

察
し

な
が

ら
⽔

が
漏

れ
て

い
る

個
所

を
観

察
す

る
。
E

児
の
「

こ
こ

、
⽔

が
多

い
な
」

と
い

う
つ
ぶ

や
き

や
、
C

児
の
「

じ
ゃ

あ
、

こ
っ

ち
に
砂

を
盛

っ
た

ら
？
」

と
い

う
提
案

は
、

こ
れ

ま
で

の
実
践

を
活

か
し

な
が

ら
、
修
復

し
て

い
く
姿

が
み

ら
れ

た
。

さ
ら

に
C

児
は
パ

イ
プ

や
樋

を
新

た
に

組
み
合
わ
せ

、
E

児
は

⽔
の

少
な

い
場

所
か

ら
改

め
て
砂

を
盛

り
始

め
た

。
こ

う
し

て
、

⽔
の
流

れ
を
制
御

す
る

こ
と

に
よ

う
や

く
成
功

し
た

。
 

 

  ⑰
[a
]予

期
せ
ぬ

ト
ラ
ブ

ル
に

対
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

幼
児

が
⾃

分
の
気

づ
き

や
判
断

に
基

づ
い

て
、
即
座

に
役

割
を

⾒
つ

け
⾏
動

し
て

い
る

。
 

 ⑱
[b
]個

々
の
気

づ
き

を
⾔
葉

で
交
換

し
合

う
こ

と
で

、
集

団
と

し
て

の
知
恵
へ

と
統

合
・

発
展

さ
せ

て
い

る
姿

が
⾒

ら
れ

る
。

 
 ⑱
[b
]役

割
分
担

と
対

話
を
通

じ
て

、
⼀

⼈
で

は
解
決
困
難

な
課
題

を
集

団
の
⼒

で
解
決

し
、

達
成

感
を
共
有

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

６
⽉

１
２

⽇
 

⑲
 
裸

⾜
に

な
っ

た
⼦

ど
も

た
ち

は
今

⽇
も
砂

場
の
温
泉

づ
く

り
に

夢
中

に
な

っ
て

い
た

こ
の

⽇
、
各

⾃
が

役
割

を
⾒
出

し
な

が
ら

活
動

が
進

め
ら

れ
て

い
た

。
H

児
は
梱
包

⽤
ス
ポ
ン
ジ

を
家

庭
か

ら
持
参

し
、「

プ
ー

ル
み

た
い

に
浮

か
べ

て
み

る
！
」

と
意
気

込
む

。
C

児
は
「

い
っ
ぱ

い
⽔

を
⼊

れ
よ

う
！
」

と
蛇
⼝

を
ひ

ね
り

、
樋

や
タ

ラ
イ

を
駆

使
し

て
⽔

を
温
泉

に
流

し
込

む
。「
流

れ
た
！
」「

い
い

感
じ
」

と
、
温
泉

が
満

た
さ

れ
て

い
く

様
⼦

に
歓
喜

の
声

が
上

が
る

。
そ

の
と

き
、「
緊
急

事
態

発
⽣
！
」

と
J

児
と
D

児
が
⾛

っ
て

き
て
知

ら
せ

る
。
保

育
室
横

ま
で

⽔
が

あ
ふ

れ
出

し
て

い
た

の
だ

。
 

⑳
 

こ
の
予

期
せ
ぬ
出
来

事
に

、「
先

⽣
、

⼤
変
！
」

と
教

師
を
呼

び
、「
誰

も
気

づ
か

な
か

っ
た

ん
や

な
…
」

と
⼀

同
は
驚

く
。

あ
ふ

れ
た

⽔
を
⽬

の
当

た
り

に
し

た
J児

は
「

コ
ー
ン

を
持

っ
て

き
て

。
⽔

を
⽌

め
な

い
と
」

と
動

き
出

し
、
F

児
は
「
バ
ケ
ツ

で
⽔

を
す

く
う
」

と
提
案

す
る

。
E

児
は
「
温
泉

に
は

⽔
が

い
る
」

と
主
張

す
る

が
、
K

児
は
「

ひ
ま
わ

り
組

に
⾏

っ
た

ら
困

る
」

と
⽔

を
⽌

め
る

こ
と

を
提
案

し
た

。
 

  
  

 ⑲
[a
]幼

児
が

⾃
分

の
興

味
や
得
意

な
こ

と
に

基
づ

き
、

⾃
律
的

に
集

団
の
中

で
の

役
割

を
⾒

つ
け
活
動

し
て

い
る

。
ま

た
、

遊
び

の
イ
メ

ー
ジ

を
深

め
る

た
め

に
、

⾃
宅

か
ら

素
材

を
選

び
持

ち
込

む
な

ど
、

⾃
発
的

に
環

境
を
構
成

し
よ

う
と

す
る
意
欲

が
感

じ
ら

れ
る

。
 

   ⑳
[b
]⽔

が
あ
ふ

れ
た
際

、
単

に
「

遊
び

が
中
断

さ
れ

た
」

と
嘆

く
の

で
は

な
く

、「
４

歳
児

ク
ラ

ス
へ

の
迷
惑
」

と
い

う
社
会
的

な
影
響

を
考
慮

し
て

い
る

。
こ

れ
は

、
⾃

分
た

ち
の

遊
び

や
⽣
活

が
他
者

と
つ

な
が

っ
て

い
る

こ
と

を
⾃
覚

し
、
５
歳

児
と

し
て
責
任

あ
る
⾏
動

を
と

ろ
う

と
し

て
い

る
。

 
⑳
[c
]⽔

が
あ
ふ

れ
る

と
い

う
予

期
せ
ぬ
出

来
事

に
対

し
、

幼
児

が
⾃

発
的

に
対

話
し

た
り
納
得

の
い

く
形

を
模
索

し
た

り
で

き
る

よ
う

、
⼀
歩
引

い
て

⼦
ど

も
た

ち
と

⼀
緒

に
驚

84



  
㉑

 
E

児
と
K

児
の
⾔

い
合

い
の

な
か

で
、「

ど
う

す
れ
ば
温
泉

も
成

り
⽴

ち
、

⽔
も

あ
ふ

れ
な

い
か
」

と
い

う
新

た
な
問

い
が

⽴
ち
上

が
る

。
K

児
は

⽔
の
出
⼝

に
お
⽫

を
置

き
、
砂

を
詰

め
て

あ
ふ

れ
を
⾷

い
⽌

め
よ

う
と

試
み

る
。
E

児
は

少
し

だ
け

⽔
を
出

す
こ

と
を

了
承

し
、
両
者

の
合
意

の
も

と
調

整
が

始
ま

る
。

ま
た

、
H

児
と
G

児
は

ス
ポ
ン
ジ

を
運

ん
で

き
て
「

こ
こ

に
置

こ
う
」

と
設
置

し
、
J児

は
「

⽔
を
吸

う
か

試
し

て
み

よ
う
」

と
実
験
的

に
確

か
め

る
。

 
 ㉒

ス
ポ
ン
ジ

を
設
置

後
、「

⽔
を
吸

っ
て

く
れ

る
」「

で
も
隙
間

が
あ

る
と
漏

れ
る
」

と
J児

が
観

察
結
果

を
共
有

す
る

。
E

児
と
H

児
は

「
上

に
乗

れ
ば

い
い

か
」

と
⾔

い
、

ス
ポ
ン
ジ

の
上

に
⽴

っ
て
重

さ
で
密
着
度

を
⾼

め
よ

う
と

す
る
姿

が
み

ら
れ

た
。

さ
ら

に
K

児
は

、
「
草

は
⽔

を
吸

う
」

と
発
想

を
広
げ

、
ほ

う
き

を
持

っ
て

き
て

⽔
を

草
む

ら
へ
掃

き
出

す
。「
野
菜

の
葉

っ
ぱ

も
⽔

を
吸

う
や

ろ
？

だ
か

ら
草

も
⼀

緒
や
」

と
⾃

ら
の

⽣
活
経
験

を
応

⽤
し

な
が

ら
、
別

の
経
路

で
⽔

の
⾏

き
先

を
確
保

す
る

。
 

 

き
、

そ
の
推
移

を
⾒
守

っ
た

。
 

 ㉑
[b
]幼

児
同

⼠
で
意

⾒
の

対
⽴

を
⽣

じ
さ

せ
な

が
ら

も
、
安
易

に
妥
協

す
る

の
で

は
な

く
、「

⽔
を
出

し
つ

つ
、

あ
ふ

れ
さ
せ

な
い
」

と
い

う
解
決
策

を
模
索

す
る

き
っ

か
け

と
な

っ
て

い
る

。
 

   ㉒
[b
] J

児
、
E

児
、
H

児
の
姿

か
ら

、
観

察
し

た
事
実

を
共
有

し
、

具
体
的

な
⾏
動

に
よ

り
協
働

で
問
題

解
決

を
試
み

て
い

る
こ

と
が

分
か

る
。

ま
た

、
K

児
は

、
幼

稚
園

で
の

栽
培
活
動

や
家

庭
で
得

た
科

学
的

な
知
識

を
、
全

く
別

の
⽂
脈

に
活

⽤
し

て
お

り
、

個
別
最
適

な
学

び
が
協
働
的

な
学

び
に
還
元

さ
れ

て
い

る
姿

で
あ

る
。

 

6⽉
16

⽇
 

㉓
 
久

し
ぶ

り
に
天
候

が
回
復

し
た

こ
と

で
、

し
ば

ら
く
中
断

さ
れ

て
い

た
温
泉

づ
く

り
の

遊
び

が
再
開

し
た

。
⼦

ど
も

た
ち

は
現

場
の

変
化

に
敏

感
に
気

づ
き

、「
こ

こ
さ

、
壁

が
つ
ぶ

れ
て

い
る
」「
葉

っ
ぱ

が
い

っ
ぱ

い
に

な
っ

て
い

る
」

と
語

り
合

い
な

が
ら

、
か

つ
て

の
遊

び
の
痕
跡

を
た

ど
っ

た
。

 
㉔
現
状

を
把
握

し
た

⼦
ど

も
た

ち
は

、
⾃
然

と
役

割
を

分
担

し
な

が
ら

、
ス

コ
ッ

プ
で

⼟
を
固

め
た

り
、
ほ

う
き

で
葉

を
掃

い
た

り
と

、
環

境
の
再

整
備

に
取

り
か

か
る

。
ま

た
、「

⽔
を

⼊
れ

る
の

も
簡
単
」

「
も

う
こ
ぼ

れ
な

い
⽅
法

を
知

っ
て

い
る
」

な
ど

、
以

前
の
経
験

か
ら
得

た
知
識

を
も

と
に

、
次

の
展
開

を
予
測

し
つ

つ
準

備
を

進
め

て
い

る
姿

も
⾒

ら
れ

た
。
中

に
は

、「
こ

っ
ち

の
ほ

う
が
坂

に
な

っ
て

る
よ
」

と
地

形
に
着
⽬

し
て

⼯
夫

す
る
姿

も
あ

っ
た

。
 

 ㉕
⼦

ど
も

た
ち

は
い

よ
い

よ
⽔

を
流

し
⼊

れ
る
作
業

に
取

り
か

か
り

、
樋

を
つ

な
げ

た
り
蛇
⼝

を
ひ

ね
っ

た
り

し
な

が
ら
温
泉

づ
く

り
を
再
開

す
る

。
⽔

の
動

き
を
⽬

で
追

い
な

が
ら

、「
こ
ぼ

れ
な

い
」

「
も

っ
と

い
っ
ぱ

い
出

そ
う
」

と
い

っ
た
⾔
葉

が
交
わ

さ
れ

て
い

た
。

 

      ㉔
[b
]温
泉
作

り
の
再
開

と
い

う
共
通

の
⽬

的
に
向

か
っ

て
、
⾔
葉

で
細

か
く
指
⽰

し
合

わ
な

く
て

も
⾃
然

と
役

割
分
担

と
協
働

に
よ

る
環

境
の
修
復

・
準

備
が
⾏
わ

れ
て
お

り
、

こ
れ

ま
で

の
遊

び
の
積
み
重

ね
に

よ
っ

て
共

有
さ

れ
た
知
識

や
経
験

が
⽣

か
さ

れ
て

い
る

。
 

 ㉕
[a
] 

こ
れ

ま
で

の
経
験

で
得

た
気

づ
き

を
活

か
し

、「
ど

う
す

れ
ば

こ
ぼ

れ
な

い
か
」

を
⾃

分
⾃
⾝

が
納
得

で
き

る
ま

で
⼯

夫
し

た
り

、
試

し
た

り
し

な
が

ら
作
業

を
進

め
て

い
る

。
 

㉖
ま

た
、「
バ
ケ
ツ

で
も

⼊
れ

よ
う
」「

⼀
緒

に
⼊

れ
た

ら
⽔

が
多

く
な

る
」

と
い

っ
た
提
案

が
⾃
然

と
⽣

ま
れ

、
仲
間

と
⼀

緒
に

よ
り

よ
い
⽅
法

を
模
索

す
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。
次

に
、

⽔
の
勢

い
や
溜

ま
り

具
合

を
確
認

し
な

が
ら

、「
こ

れ
な

ら
い

っ
ぱ

い
に

な
る
」「

も
う

こ
れ

く
ら

い
か

な
？
」

と
、

⾃
分

た
ち

の
活
動

の
成
果

を
⾔
葉

に
し

て
振

り
返

る
場
⾯

が
⾒

ら
れ

た
。

ま
た

、「
お
客

さ
ん

が
来

た
ら

チ
ケ

ッ
ト

を
配

る
」「
泡
⾵
呂
」「
⾚

ち
ゃ

ん
が

⼊
っ

た
ら
泣

い
て

し
ま

う
か

も
」

と
い

っ
た
⾔
葉

も
交
わ

さ
れ

て
い

た
。

 
 

㉗
⼀
連

の
活
動

の
な

か
で

、
⼦

ど
も

た
ち

は
遊

び
を
深
化

さ
せ

て
い

く
。「

も
っ

と
⼿

伝
っ

て
」「

⼀
緒

に
⽔

を
⼊

れ
よ

う
」

な
ど

、
仲
間

を
巻

き
込
み

な
が

ら
協
働
的

な
⼯

夫
が

広
が

り
、「
3・
2・

1」
の
カ

ウ
ン

ト
や
順
番

を
守

る
ル

ー
ル

が
⾃
然

に
⽣

ま
れ

て
い

る
。

さ
ら

に
、

完
成

後
に

は
遊

び
の

設
定

を
温
泉

か
ら
「
温
泉
ご

っ
こ
」
へ

と
発
展

さ
せ

、
⾃

分
た

ち
で
状
況

を
創
造

し
な

が
ら
改
善

・
拡
張

し
て

い
く

様
⼦

が
⾒

ら
れ

た
。

 

㉖
[a
] 
⽬
的

を
叶

え
る

た
め

に
、
バ
ケ
ツ

と
い

う
道

具
の
機
能

を
⾃

分
な

り
に
活

か
そ

う
と

考
え

、
よ

り
よ

い
⽅
法

を
考

え
て

試
す

こ
と

を
楽

し
ん

で
い

る
。

 
 ㉖
[b
]共

同
で

の
活
動

の
中

で
、

⽔
を
溜

め
る

と
い

う
作
業

を
よ

り
効
率

よ
く
⾏
お

う
と

考
え

た
こ

と
か

ら
様

々
な
提
案

が
⽣

ま
れ

、
他

児
と
協
働

し
て

試
⾏

し
て

い
る

。
 

㉖
[b
]「
お
客

さ
ん

が
来

た
ら

チ
ケ

ッ
ト

を
配

る
」「
泡
⾵
呂
」「
⾚

ち
ゃ

ん
が

⼊
っ

た
ら

泣
い

て
し

ま
う

か
も
」

と
い

っ
た
⾔
葉

か
ら

、
遊

び
の

テ
ー

マ
を

発
展

さ
せ

、
他
者

（
お
客

さ
ん

、
⾚

ち
ゃ

ん
）

の
視
点

を
取

り
⼊

れ
て
状
況

を
イ
メ

ー
ジ

し
、

遊
び

を
広
げ

て
い

く
姿

が
⾒

て
取

れ
る

。
 

       ㉗
[b
]他

児
と
協
⼒

し
て
作

り
上
げ

た
温
泉

を
基
盤

に
、

役
割

や
ル

ー
ル

を
持

つ
ご

っ
こ

遊
び
へ

と
展
開

さ
せ

、
協
働
的

な
表
現
活
動

を
深
化

さ
せ

て
い

る
。

 

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
l

 
個
別
最
適

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
：

 
▪ 
H

児
が
梱
包

⽤
ス
ポ
ン
ジ

を
家

庭
か

ら
持

ち
込

ん
だ

り
、
K

児
が
「
野
菜

が
⽔

を
吸

う
」

と
い

う
⽣
活
経
験

を
活

か
し

た
り

す
る

よ
う

に
、

⾃
ら

の
⽣
活

や
経
験

か
ら
得

た
知
識

を
⽬

の
前

の
状
況
へ

と
対
応

さ
せ

、
試

⾏
錯
誤

す
る

材
料

と
し

て
活

⽤
し

て
い

た
。

 
▪ 
「

掘
る
」「
仕

組
み

を
考

え
る
」「

⽔
の
流

れ
を

調
整

す
る
」

な
ど

、
幼

児
が

⾃
ら

の
興

味
に

し
た

が
っ

て
⾃

分
な

り
の

楽
し
み
⽅

や
遊

び
の
集

団
の
中

に
お

け
る

役
割

を
⾒
出

し
、

発
想
⼒

を
存

分
に

発
揮

し
な

が
ら

遊
び

に
没
頭

し
て

い
た

。
 

 
l

 
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
：

 
▪ 
パ

イ
プ

か
ら

の
⽔
漏

れ
や
氾
濫

と
い

っ
た
予

期
せ
ぬ
出
来

事
を
「
困

っ
た
失
敗
」

で
は

な
く
「
み

ん
な

で
挑

む
課
題
」

と
し

て
共
有

し
、

⼦
ど

も
た

ち
が
主
体

と
な

っ
て
知
恵

を
寄
せ
合

い
、
納
得

の
い

く
形

を
求

め
て

対
話

を
重

ね
て

い
た

。
 

 
２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
l

 
個
別
最
適

な
学

び
：

 
▪ 
6

⽉
12

⽇
の

場
⾯

で
、
緊
急

事
態

に
お

い
て

も
保

育
者

が
⼦

ど
も

た
ち

の
解
決

す
る
⼒

を
信

じ
て

、
共

に
考

え
た

り
驚

い
た

り
す

る
遊

び
の

⼀
員

で
あ

り
続

け
た

こ
と

で
、

⼦
ど

も
た

ち
が

⾃
ら

の
経
験

を
活

か
し

、
⾃

分
な

り
の
仮
説

を
の

び
の

び
と

試
す
探

究
の
機
会

が
保
証

さ
れ

た
。
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l

 
協
働
的

な
学

び
：

 
▪ 

⽇
頃

か
ら
「

ど
う

し
た

ら
い

い
だ

ろ
う

ね
」

と
⼦

ど
も

た
ち

の
思

考
に
寄

り
添

い
、
共

に
考

え
る
関
係

を
築

い
て

い
た

こ
と

が
、

⼦
ど

も
た

ち
が

⾃
ら
問

い
を

⽴
て

⼯
夫

を
凝

ら
し

て
い

く
と

い
う
探

究
的

な
姿
勢

を
育

む
⽀

え
と

な
っ

た
。

 
▪ 

幼
児

同
⼠

が
互

い
の

思
い

や
意

⾒
を
出

し
合

う
と

き
に

試
⾏
錯
誤

や
探
求

が
⽣

ま
れ

る
よ

う
、
保

育
者

が
安

易
に
⼝

を
出

さ
ず

対
話

の
過
程

を
⾒
守

っ
た

こ
と

で
、

⼦
ど

も
た

ち
が
互

い
の

思
い

や
考

え
を
汲
み

取
り

な
が

ら
、
新

し
い
ア

イ
デ
ア

を
共

に
創

り
出

し
た

り
解
決
⽅
法

を
模
索

し
た

り
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 
 

  
 

「
う

さ
ち

ゃ
ん

の
ト

イ
レ

を
綺

麗
に

し
よ

う
」

 
 

園
名

：
神
⼾

⼤
学

附
属

幼
稚

園
 

 【
５

⽉
中
旬

 
こ

の
期

の
ね

ら
い

】（
こ

の
期

の
こ

の
事

例
に
関
連

す
る
主

な
ね

ら
い
）

 
○
実
現

し
た

い
こ

と
に
向

け
て

、
考

え
た

り
試

し
た

り
し

て
取

り
組

も
う

と
し

た
り

、
友

達
に

⾃
分

の
気
持

ち
や

考
え

を
⾔

葉
で

伝
え

よ
う

と
し

た
り

、
伝

え
る

こ
と

の
よ

さ
を

感
じ

た
り

す
る

。
 

○
友

達
と
共
通

の
⽬
的

に
向

か
っ

て
、

思
い

つ
い

た
こ

と
を

し
よ

う
と

し
た

り
、

友
達

の
考

え
を

聞
い

て
⾃

分
の

す
る

こ
と

を
考

え
て

し
よ

う
と

し
た

り
す

る
。

ま
た

、
必
要

を
感

じ
て

、
当
番
活
動

の
仕
⽅

や
、
グ

ル
ー

プ
で

の
役

割
や
決

め
事

な
ど

を
、

⼀
緒

に
考

え
た

り
決

め
た

り
し

よ
う

と
す

る
。

 
○
⾝
近

な
動
物

を
⾒

た
り

触
っ

た
り

調
べ

た
り

し
な

が
ら

、
姿

や
動

き
、

え
さ

、
住
み

か
な

ど
の
特
徴

や
変
化

に
気
付

い
た

り
、
動
物

の
気
持

ち
を

考
え

、
命

に
責
任

を
も

っ
て

⼤
切

に
世

話
を

し
よ

う
と

し
た

り
す

る
。

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
4⽉

下
旬

か
ら

、
ウ
サ
ギ

の
世

話
を

⽣
活

の
グ

ル
ー

プ
で
順

に
⾏

っ
て
お

り
、
グ

ル
ー

プ
で

相
談

し
た

り
、
グ

ル
ー

プ
で
気
付

い
た

こ
と

や
困

っ
た

こ
と

を
ク

ラ
ス

の
み

ん
な

に
伝

え
、
共
有

す
る

こ
と

を
⾏

っ
て

き
て

い
た

。
遊

び
で

よ
く

⼀
緒

に
過
ご

す
友

達
と

で
は

な
い
状
況

で
、
誘

い
合

っ
た

り
思

い
や
気
付

き
を

伝
え
合

っ
た

り
し

な
が

ら
、
４

〜
５

⼈
の
グ

ル
ー

プ
で
協
⼒

し
た

り
分
担

し
た

り
し

て
進

め
て
ほ

し
い

、
ク

ラ
ス

の
み

ん
な

で
各
グ

ル
ー

プ
の
気
付

き
な

ど
を
共
有

し
な

が
ら

、
ク

ラ
ス

と
し

て
も

⼀
緒

に
進

め
て

い
き

た
い

と
願

っ
て

い
た

。
 

こ
の

⽇
は

、
A

児
B

児
C

児
D

児
の
グ

ル
ー

プ
が

、
登

園
後

、
好

き
な

遊
び

の
時
間

に
世

話
を

し
始

め
た

。
A

児
B

児
は

⼤
⼈

や
友

達
に
⾔
わ

れ
た

こ
と

や
決

ま
っ

て
い

る
こ

と
に
沿

っ
た

り
素
直

に
受

け
⼊

れ
た

り
し

て
動

こ
う

と
す

る
と

こ
ろ

が
あ

る
の

で
、

ど
う

し
て

そ
の
⽅

が
い

い
の

か
⾃

分
で

考
え

た
り

、
⾃

分
の

考
え

を
も

と
に
⾏
動

し
た

り
し

て
ほ

し
い

と
保

育
者

は
思

っ
て

い
る

。
D

児
は

、
複
数

の
幼

児
で

話
を

し
た

り
活
動

し
た

り
す

る
場
⾯

で
発
⾔

せ
ず

に
聞

い
て

い
る

こ
と

が
多

く
、
⾔
葉

で
の

や
り

と
り

が
多

い
場
⾯

や
そ

の
テ
ン
ポ

が
速

い
場
⾯

で
、

理
解

が
ど

れ
ほ

ど
か
注
視

し
て

い
た

。
本

児
が

分
か

ら
な

い
、
困

っ
た

と
感

じ
た

時
に

、
そ

れ
を

相
⼿

に
伝

え
る

こ
と

を
⽀

え
て

い
こ

う
と

考
え

て
い

た
。

 
２

．
事

例
の

記
⼊

 
５

⽉
17

⽇
 

①
 
A

児
B

児
C

児
が
3⼈

で
世

話
を

始
め

た
。
C

児
が

ウ
サ
ギ

の
ト

イ
レ

を
⾒

て
「

う
わ

ー
、

う
ん

ち
た

く
さ

ん
だ

ね
」

と
⾔

う
。
保

育
者

が
「

本
当

だ
。

網
よ

り
上

に
出

ち
ゃ

っ
て

る
ね
」

と
話

す
と
B

児
が

「
本

当
だ
」、
C

児
は

さ
ら

に
「
段

ボ
ー

ル
（
ペ

ー
パ

ー
マ

ッ
ト
）

も
出

ち
ゃ

っ
て

る
」

と
⾔

う
。

 
 

ウ
サ
ギ

に
と

っ
て

ど
う

か
を
保

育
者

が
呟

く
と

、
ト

イ
レ

を
⾒

な
が

ら
B

児
「
嫌

な
ん

じ
ゃ

な
い
？
」

C
児
「

う
ん
」
A

児
「

う
ん

、
多

す
ぎ
」

と
3⼈

が
話

す
。

そ
こ

で
保

育
者

が
「

ど
れ

く
ら

い
⼊

れ
る

と
い

い
だ

ろ
う

ね
」

と
尋

ね
る

と
、
C

児
が
「

当
た

ら
な

い
く

ら
い

か
な
」

と
⾔

い
、
A

児
B

児
も
頷

い
て

い
る

。
 

       ②
 

少
し
遅

れ
て

き
た
D

児
が
C

児
に
頼

ま
れ

、
ゲ

ー
ジ

の
天
井
部

分
を
開

い
て
⽀

え
て

い
る

。
A

児
B

児
が
ゲ

ー
ジ

か
ら

ト
イ

レ
を

取
り
出

し
、

ス
プ

ー
ン

で
う

ん
ち

と
ペ

ー
パ

ー
マ

ッ
ト

を
す

く
い

始
め

、

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
［
a］
C

児
は

、
ウ
サ
ギ

の
世

話
を

始
め

よ
う

と
し

て
、

う
ん

ち
の

量
の

多
さ

に
気
付

き
、

さ
ら

に
ペ

ー
パ

ー
マ

ッ
ト

も
出

て
し

ま
っ

て
い

る
こ

と
に
気
付

い
た

。
そ

こ
か

ら
、
ペ

ー
パ

ー
マ

ッ
ト

の
量

に
問
題
意
識

を
感

じ
、

当
た

ら
な

い
く

ら
い

に
す

る
と

い
い

と
考

え
て

い
る

。［
b］
関
⼼

の
⾼

い
C

児
の
気
付

き
に

よ
り

、
⼀

緒
に
世

話
を

進
め

て
い

る
A

児
B

児
も
関
⼼

を
寄
せ

、
ウ
サ
ギ

を
気
遣

っ
た

り
ペ

ー
パ

ー
マ

ッ
ト

の
量

に
共
通

の
問
題
意
識

を
感

じ
た

り
し

て
い

る
。［
c］

（［
a］

の
観
点

か
ら
）
関
⼼

の
⾼

い
C

児
に

対
し

て
は

、
た

だ
単

に
た

く
さ

ん
し

て
い

る
の

で
は

な
く

、
ペ

ー
パ

ー
マ

ッ
ト

の
量

が
多

い
た

め
に
溢

れ
て

い
る

こ
と

に
気
付

け
る

よ
う

に
、
網

よ
り
上

に
出

て
い

る
こ

と
を
⾔
葉

に
し

た
こ

と
で

、
う

ん
ち

だ
け

で
な

く
ペ

ー
パ

ー
マ

ッ
ト

も
溢

れ
出

て
い

る
と

問
題
意
識

を
の

も
つ

こ
と

に
つ

な
が

っ
た

。
さ

ら
に

、
ペ

ー
パ

ー
マ

ッ
ト

の
量

に
問
題

を
感

じ
て

い
る

の
で

、
具
体
的

に
ど

の
く

ら
い

の
量

が
適

し
て

い
る

の
か

考
え

て
い

け
る

よ
う

に
尋

ね
た

こ
と

で
、
C

児
が
「

当
た

ら
な

い
く

ら
い

に
」

し
よ

う
と

考
え

た
。（
［
b］

の
観
点

か
ら
）
保

育
者

が
C

児
の

気
付

き
を

取
り
上
げ

た
こ

と
で

、
A

児
B

児
の
気
付

き
や

、
問
題
意
識

の
共
有

に
つ

な
が

っ
た

。
 

②
［
b］
A

児
B

児
C

児
は

、
世

話
の
仕
⽅

の
⾒
通

し
を

あ
る
程
度

も
っ

て
お

り
、

友
達

の
し

て
い

る
こ

と
を

⾒
て

、
⾃

分
が

何
を

し
た

ら
い

い
か

考
え

て
動

い
て

い
る

。
C

児
は

、
⽴

っ
て

⾒
て

い
る
D

児
に

し
て
ほ

し
い

こ
と

を
伝

え
、

⼀
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C
児

が
ゴ

ミ
袋

を
広
げ

る
。
C

児
が
D

児
に
「
D

く
ん

、
こ

れ
押

さ
え

る
よ
」

と
声

を
か

け
る

と
、
D

児
は
「

何
を
押

さ
え

る
の
？
」

と
尋

ね
る

。
開

い
た
ゴ

ミ
袋

の
⼝

を
あ

ち
こ

ち
持

ち
替

え
な

が
ら
「

こ
れ

こ
れ

。
広
げ

る
よ
」

と
⾔

う
と
D

児
が
C

児
と

⼀
緒

に
ゴ

ミ
袋

を
持

っ
た

。
 

     ③
 
A

児
B

児
が
ペ

ー
パ

ー
マ

ッ
ト

を
ス

プ
ー
ン

で
す

く
っ

て
ゴ

ミ
袋

に
⼊

れ
る

こ
と

を
数
回
繰

り
返

す
。

よ
く

⾒
て

⼊
れ

て
い

る
が

、
袋

の
外

に
い

く
ら

か
落

ち
て

し
ま

い
、
C

児
と
D

児
が
「

あ
ー
！
」

「
こ
ぼ

れ
て

い
る

よ
！
」

と
⾔

う
。

何
度

か
繰

り
返

し
た

後
、
A

児
が
「

ね
ー

、
全
部

⼀
気

に
⼊

れ
る
？
」
B

児
「

う
ん
！

い
い

ね
！

い
い

ね
！
」

と
⽴

ち
上

が
っ

て
跳

ね
て

同
意

し
た

。
A

児
が
ゴ

ミ
袋

に
ト

イ
レ

を
ひ

っ
く

り
返

し
て
捨

て
る

。
保

育
者

が
、

「
ス

プ
ー
ン

で
し

た
⽅

が
い

い
時

と
全
部

ひ
っ

く
り

返
し

た
⽅

が
い

い
時

と
、

何
が
違

う
ん

か
な
？
」

と
呟

く
と

、
C

児
が
「

で
も

、
ざ

ー
っ

と
し

た
⽅

が
も

っ
と

速
い

し
」

と
⾔

う
の

で
、「

速
い

ね
！

ス
プ

ー
ン

で
し

た
⽅

が
い

い
時

は
あ

る
の

か
な
？

何
の

時
は

ス
プ

ー
ン

で
し

た
⽅

が
よ

さ
そ

う
？
」

と
尋

ね
る

と
、

C
児

は
少

し
黙

っ
て
「

遊
ば

な
く

て
い

い
時

と
か
？
」

と
⾔

い
な

が
ら

、
次

の
世

話
が

進
ん

で
い

っ
た

。
 

④
 A

児
B

児
C

児
が
次

は
⽔
換

え
だ

と
次

に
向

か
っ

た
。
D

児
が
「

う
わ

ー
！

こ
れ

ど
う

す
る

ん
で

す
か
？

こ
ぼ

し
ち
ゃ

っ
た

の
は

ー
。」

と
声

を
上
げ

る
が

、
B

児
「

ん
ー

後
で

ー
」

と
⾔

い
、
3⼈

は
他

の
こ

と
へ

取
り
掛

か
る

。
D

児
は

こ
ぼ

れ
て

い
る
ペ

ー
パ

ー
マ

ッ
ト

を
⼿

で
拾

っ
て
ゴ

ミ
袋

に
⼊

れ
て

い
く

。
保

育
者

は
「
D

く
ん

は
そ

れ
を

し
と

い
て

あ
げ

る
ん

だ
ね
」

と
声

を
か

け
、

さ
ら

に
、
4⼈

に
聞

こ
え

る
よ

う
に
「

ス
プ

ー
ン

の
ピ

ッ
タ
リ

な
使

い
⽅

が
よ

く
分

か
ら

な
い

か
ら

、
後

で
み

ん
な

に
聞

い
て
み

る
？
み

ん
な

は
ど

ん
な

時
に

使
っ

て
る

ん
だ

ろ
う

ね
。
ペ

ー
パ

ー
マ

ッ
ト

の
量

の
こ

と
も

、
知

ら
せ

て
あ
げ

た
ら

い
い

ね
」

と
話

し
た

。
 

こ
の

後
、
ペ

ー
パ

ー
マ

ッ
ト

の
量

を
多

す
ぎ

な
い

よ
う

に
、

そ
し

て
、
平

ら
に

し
た

ら
い

い
と

考
え

、
ふ

ん
わ

り
し

て
い

る
ペ

ー
パ

ー
マ

ッ
ト

を
押

し
な

ら
し

て
、
世

話
を
終

え
た

。
 

⑤
 好

き
な

遊
び

の
時
間

が
終
わ

り
、

ク
ラ

ス
で
絵

本
を

⾒
た

後
、
保

育
者

が
「
み

ん
な

に
聞

き
た

い
こ

と

緒
に

で
き

る
よ

う
誘

っ
て
お

り
、
協
⼒

し
て

進
め

て
い

こ
う

と
し

て
い

る
。［
a］
D

児
は

、
こ

の
段
階

で
は
C

児
に
⾔

っ
て

も
ら

っ
た

こ
と

を
し

よ
う

と
し

て
い

る
が

、
こ

れ
が

後
に

⾃
分

か
ら
動

く
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
い

る
の

だ
ろ

う
。

［
c］
（［
a］

の
観
点

か
ら
）
保

育
者

は
、
D

児
が
3⼈

に
合

流
し

た
後

も
⼦

ど
も

達
が
世

話
を

進
め

る
様

⼦
を

⾒
守

っ
て

お
り

、
保

育
者

が
直
接

し
た

こ
と

で
は

な
い

が
、

何
を

し
た

ら
い

い
の

か
⾒

つ
け

ら
れ

て
い

な
い
D

児
に
気
付

き
、

す
べ

き
こ

と
に
誘

っ
て

い
る
C

児
の
関
わ

り
が

、
後

に
D

児
が

⾃
分

で
気
付

い
た

こ
と

を
し

よ
う

と
動

き
始

め
る

き
っ

か
け

に
な

っ
て

い
る

。
 

③
［
a］
A

児
B

児
は

、
ス

プ
ー
ン

で
す

く
っ

て
捨

て
る

こ
と

を
実
際

に
何
度

か
や

っ
て
み

て
、
慎
重

に
し

て
も

こ
ぼ

れ
、

⼤
変

だ
と

感
じ

た
こ

と
か

ら
、

ひ
っ

く
り
返

し
て

⼀
度

に
捨

て
る

こ
と

を
思

い
付

い
た

。
こ

れ
ま

で
の
経
験

か
ら

ス
プ

ー
ン

を
使

っ
た

が
、

な
ぜ

ス
プ

ー
ン

を
使

う
の

か
に

考
え

は
及

ん
で

い
な

い
よ

う
だ

。
保

育
者

が
ス

プ
ー
ン

の
使

い
⽅

に
こ

だ
わ

っ
て
尋

ね
て

い
て

も
、

⼿
を
⽌

め
て

考
え

る
こ

と
は
せ

ず
、

と
に

か
く
世

話
を

進
め

よ
う

と
し

て
い

る
。［
b］

C
児
D

児
も

、
A

児
B

児
と
協
⼒

し
て

進
め

よ
う

と
し

て
い

る
。［
c］
（［
b］

の
観
点

か
ら
）
4⼈

で
⼀

つ
の

こ
と

を
協
⼒

し
て
⾏

っ
て

い
た

こ
と

か
ら

、
ス

プ
ー
ン

を
使

う
⼤
変

さ
を

感
じ

て
別

の
⽅
法

を
⾒
付

け
た

こ
と

は
、
4⼈

に
と

っ
て

学
び

に
な

っ
て

い
る

。（
［
a］

の
観
点

か
ら
）
保

育
者

は
、

ス
プ

ー
ン

を
使

う
仕
⽅

に
ど

ん
な

よ
さ

が
あ

る
の

か
気

付
き

、
次

か
ら

は
状
況

に
応

じ
て

使
い

分
け

た
り
選

ん
だ

り
し

よ
う

と
思

え
る

よ
う

に
、
⽅
法

に
よ

る
違

い
を
尋

ね
た

り
、

ス
プ

ー
ン

を
使

う
場
⾯

を
尋

ね
た

り
し

た
。
A

児
B

児
は

、
世

話
を

進
め

る
こ

と
に
意
識

が
向

い
て
お

り
、

⽴
ち
⽌

ま
っ

て
考

え
て

は
い

な
い

が
、
C

児
は

、
ど

う
違

う
の

だ
ろ

う
と

考
え

て
い

る
。

し
か

し
、

よ
く

分
か

ら
ず

に
い

る
。

 
 ④
［
a］
D

児
は

、
世

話
を

始
め

た
時

に
は

、
ど

う
動

い
た

ら
い

い
か

あ
ま

り
分

か
ら

ず
、

友
達

に
⾔
わ

れ
る

こ
と

を
し

て
き

て
い

た
が

、
こ

れ
ま

で
の
経
験

か
ら

、
ゴ

ミ
が
落

ち
た

ま
ま

で
は

よ
く

な
い

と
思

っ
た

こ
と

と
、
B

児
ら

が
別

の
世

話
に

取
り
掛

か
り

始
め

た
こ

と
か

ら
、

⾃
分

だ
け

で
拾

い
始

め
た

。［
b］
D

児
は

、
徐

々
に

、
グ

ル
ー

プ
の

⼀
員

と
し

て
、

友
達

が
し

よ
う

と
し

て
い

る
こ

と
や

⾃
分

の
役

割
を

感
じ
動

き
始

め
て

い
る

。［
c］
（［
a］

の
観
点

か
ら
）
保

育
者

は
、
D

児
が
気

に
な

っ
て
拾

い
始

め
た

こ
と

も
、
み

ん
な

で
し

て
い

る
世

話
の

⼀
部

だ
と

感
じ

な
が

ら
集

め
ら

れ
る

よ
う

に
、

分
担

し
た

⼀
部

と
感

じ
ら

れ
る
⾔
葉

で
D

児
が

し
よ

う
と

し
て

い
る

こ
と

を
⾔
葉

に
し

て
後
押

し
し

た
。（
［
b］

の
観
点

か
ら
）

ク
ラ

ス
み

ん
な

で
分
担

し
て

い
る

ウ
サ
ギ

の
世

話
に

つ
い

て
考

え
た

り
伝

え
合

っ
た

り
し

て
⼀

緒
に

進
め

て
い

け
る

よ
う

に
、
グ

ル
ー

プ
内

で
は

は
っ

き
り

し
な

か
っ

た
こ

と
を
尋

ね
た

り
、
み

ん
な

に
関
係

の
あ

る
こ

と
を
共
有

し
た

り
す

る
時
間

を
も

ち
た

い
と

考
え

、
促

し
た

。
 

⑤
［
a］
C

児
は

、
話

し
出

そ
う

と
し

た
が
保

育
者

に
⽌

め
ら

れ
、

前
に
出

て
話

し
た
⽅

が
い

い
と

考
え

、
⾏
動

し
て

い

が
あ

っ
た

ん
だ

よ
ね
」

と
ウ
サ
ギ

の
世

話
の

話
を

す
る

き
っ

か
け

を
作

る
と

、
C

児
が
保

育
者

を
⾒

て
、

「
う

ん
、

う
さ

ち
ゃ

ん
の
…
」

と
話

し
出

し
た

。
そ

こ
で

、「
待

っ
て

。
先

⽣
は

分
か

っ
て

い
る

か
ら
先

⽣
に
向

か
っ

て
じ
ゃ

な
く

て
、
み

ん
な

の
顔

を
⾒

て
⾔

っ
た
⽅

が
よ

さ
そ

う
じ
ゃ

な
い
？
」

と
促

す
と

、
さ

っ
と

⽴
ち
上

が
っ

て
保

育
者

の
横

に
⽴

っ
て
み

ん
な

の
⽅

を
向

い
た

。
そ

れ
を

⾒
た
A

児
B

児
も

⽴
ち
上

が
っ

て
C

児
の
隣

に
⽴

つ
。
B

児
が
「
D

児
く

ん
！
」

と
声

を
か

け
る

と
D

児
は
黙

っ
て

さ
っ

と
⽴

ち
上

が
り

、
横

に
並

ん
だ

。
 

     ⑥
C

児
が
「

ね
ぇ

、
み

ん
な

。
ト

イ
レ

の
茶
⾊

い
紙

、
ど

れ
く

ら
い

⼊
れ

て
る
？
」

と
聞

く
と

、
⼝

々
に
「
４
回

く
ら

い
！
」「

３
回
？
」「

１
回

で
バ
サ

ー
っ

と
！
」

と
返

っ
て

き
た

。
C

児
が
⾸

を
傾
げ

な
が

ら
「

ん
ー

、
い

ろ
い

ろ
で

分
か

ん
な

い
よ
」

と
⾔

う
。
保

育
者

が
撮
影

し
た

ト
イ

レ
の
写
真

を
iP
ad

で
⾒
せ

な
が

ら
「

ト
イ

レ
の
網

の
上

に
、
紙

と
う

ん
ち

が
は
み
出

て
て

、
う

さ
ち
ゃ

ん
の
お
尻

が
こ

そ
ば

そ
う

だ
ね

っ
て

話
し

て
た

ん
だ

よ
ね
」

と
⾔
葉

を
加

え
た

。
す

る
と

、
E

児
が
右

⼿
と
左

⼿
を
胸

の
前

で
⽔

平
に

し
て

１
５
セ
ン

チ
く

ら
い

の
幅

を
作

り
「

こ
れ

く
ら

い
、
半

分
ぐ

ら
い

が
い

い
ん

よ
」

と
⾔

い
な

が
ら
右

⼿
を
指

し
て

い
た

所
か

ら
半

分
く

ら
い

下
げ

て
伝

え
た

。
保

育
者

が
⾒
渡

し
な

が
ら

、「
ど

う
？
半

分
か
ぁ

。
紙

が
お
尻

に
当

た
ら

な
く

て
、

う
ん

ち
が
落

ち
る
隙
間

が
あ

っ
て

、
少

な
す
ぎ

な
い

の
が
半

分
く

ら
い

っ
て

こ
と

か
な
？
」

と
⾔
葉

を
⾜

し
た

。
B

児
が
「
ギ
ュ

ッ
て
平

ら
に

し
た

ら
い

い
よ
」

と
も

加
え

て
知

ら
せ

た
。
保

育
者

が
C

児
や
み

ん
な

を
⾒

な
が

ら
「

ど
う
？
次

か
ら

⼊
れ

る
時

、
⼊

れ
⽅

と
か

量
と

か
考

え
ら

れ
そ

う
？
」

の
尋

ね
る

と
C

児
は
「

う
ん

、
や

っ
て
み

る
！
」

と
応

え
た

。
 

        ⑦
保

育
者

が
「

あ
と

、
ト

イ
レ

の
掃
除

を
す

る
時

、
ス

プ
ー
ン

使
っ

て
る
？

ど
ん

な
時

に
ス

プ
ー
ン

を
使

う
ん

だ
ろ

う
ね

っ
て

、
今

⽇
分

か
ら

な
か

っ
た

ん
だ

よ
ね
」

と
話

を
振

る
と

、「
使

っ
た

こ
と

な
ー

い
」

「
私

も
な

い
」「
僕

使
っ

て
る

よ
」

な
ど
声

が
上

が
る

る
。［
b］
A

児
B

児
は

、
C

児
が

前
に
出

て
話

し
出

す
状
況

に
な

っ
た

時
に

、
⾃

分
た

ち
も

同
じ
グ

ル
ー

プ
で

あ
り

、
⼀

緒
に

前
に

⽴
っ

た
⽅

が
い

い
と

感
じ

て
い

る
。

こ
こ

で
も
C

児
が

、
D

児
に
動

き
が

な
い

こ
と

に
気
付

き
、
4⼈

で
揃

っ
て

話
を

始
め

る
た

め
に

、
D

児
を
呼

ん
だ

。
D

児
は

、
友

達
に

名
前

を
呼

ん
で

も
ら

っ
て

、
⾃

分
も
今

前
に
出

た
⽅

が
い

い
と
気
付

い
て

い
る

。［
c］
（［
a］

の
観
点

か
ら
）
保

育
者

は
、
C

児
が

、
誰

に
伝

え
た

い
か

や
そ

の
た

め
に

ど
う

伝
え

た
ら

い
い

か
を

考
え

ら
れ

る
よ

う
に

、
保

育
者

は
分

か
っ

て
い

る
こ

と
と

友
達

の
顔

を
⾒

て
話

す
よ

う
促

す
と

、
C

児
は

前
に
出

て
話

そ
う

と
し

た
。（
［
b］

の
観
点

か
ら
）
保

育
者

は
、

⼦
ど

も
達

同
⼠

で
共
有

し
た

り
考

え
た

り
し

て
話

し
合

っ
て

い
け

る
よ

う
に

、
話

し
出

す
き

っ
か

け
を
作

っ
た

こ
と

で
、
C

児
の
⾔
葉

を
⽪
切

り
に

、
同

じ
グ

ル
ー

プ
の
A

児
ら

も
、
グ

ル
ー

プ
み

ん
な

で
⼀

緒
に

、
ク

ラ
ス

の
み

ん
な

に
尋

ね
よ

う
と

い
う

思
い

に
な

り
、

前
に
並

ん
で

い
る

。
 

⑥
［
a］

ク
ラ

ス
の
み

ん
な

と
問
題

の
共
有

が
で

き
、

⼀
緒

に
考

え
ら

れ
た

こ
と

や
そ

の
中

の
E

児
の
⾝
振

り
を

使
っ

た
発
⾔

、
保

育
者

の
⾔
葉

の
付

け
加

え
に

よ
り

、
C

児
は
次

の
時

ど
う

し
よ

う
か
明
確

に
思

い
描

く
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

［
b］
C

児
ら

の
グ

ル
ー

プ
が
困

っ
て

い
た

こ
と

に
つ

い
て

、
ク

ラ
ス

の
み

ん
な

の
認
識

も
い

ろ
い

ろ
で

あ
っ

た
が

、
問
題

や
解
決
策

を
共
有

す
る

こ
と

が
で

き
た

。［
c］
（［
a］

の
観
点

か
ら
）
C

児
の
投
げ

か
け

に
対

し
、
⼝

々
に
⾔

っ
た

り
黙

っ
た

り
し

て
い

る
の

で
、

ウ
サ
ギ

の
ト

イ
レ

の
ペ

ー
パ

ー
量

の
話

で
あ

る
こ

と
や

な
ぜ

聞
き

た
い

の
か

が
具
体
的

に
分

か
っ

て
、

⼀
⼈

⼀
⼈

が
話

を
聞

い
た

り
考

え
を
出

し
た

り
で

き
る

よ
う

に
、
写
真

を
提
⽰

し
て
今

⽇
の
状
況

を
知

ら
せ

た
。

そ
う

し
た

こ
と

で
、
E

児
が
紙

を
⼊

れ
る
回
数

で
は

な
く

、
網

に
対

し
て

ど
の

く
ら

い
ま

で
⼊

れ
る

と
い

い
か

、
⼿

も
使

っ
て
⽰

し
な

が
ら

伝
え

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
の

だ
ろ

う
。（
［
b］

の
観
点

か
ら
）
保

育
者

は
、

ク
ラ

ス
の
み

ん
な

で
問
題

を
共
有

し
て

考
え

て
い

く
こ

と
に
重
点

を
置

い
て
お

り
、

こ
の

後
も

、
み

ん
な

が
次

に
世

話
を

す
る

時
に

、
ウ
サ

ギ
の
気
持

ち
や

う
ん

ち
の

量
を

考
え

て
ペ

ー
パ

ー
の

量
を

調
整

で
き

る
よ

う
に
E

児
の

発
⾔

か
ら
ポ

イ
ン

ト
と

な
る

こ
と

を
⾔
葉

に
す

る
と

、
B

児
も
ポ

イ
ン

ト
と

な
る

こ
と

を
⾔

い
⾜

し
た

。
ク

ラ
ス

の
み

ん
な

で
話

し
合

う
場

を
作

り
、
写
真

の
掲
⽰

と
ポ

イ
ン

ト
の
付

け
⾜

し
を
⾏

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

ク
ラ

ス
の
み

ん
な

で
問
題
意
識

や
解
決

の
案

を
考

え
た

り
共

有
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
た

。（
［
a］

の
観
点

か
ら
）
C

児
の

発
⾔

に
対

し
て

も
E

児
の

発
⾔

に
対

し
て

も
、
保

育
者

は
共
有

に
ポ

イ
ン

ト
を
置

い
て
援
助

し
た

が
、
C

児
や
E

児
⾃
⾝

が
、

な
ぜ
知

り
た

い
の

か
、

な
ぜ

そ
う

考
え

た
の

か
ま

で
伝

え
ら

れ
よ

う
に
⽀

え
る

こ
と

も
必
要

な
こ

と
で

あ
っ

た
。

 
⑦

 ［
c］
（［
a］

の
観
点

か
ら
）
A

児
B

児
に

は
、

分
か

ら
な

い
こ

と
を

分
か

ら
な

い
ま

ま
に

し
て
過
ご

す
の

で
は

な
く

、
ス

プ
ー
ン

を
使

う
か

使
わ

な
い

か
に

は
理
由

が
あ

り
、

そ
れ

を
感

じ
て

使
い

分
け

よ
う

と
思

っ
て
ほ

し
い

と
思

い
、

ス
プ

ー
ン

の
使

い
⽅

に
つ

い
て
保

育
者

か
ら

話
題

に
上
げ
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中
、
F

児
が
笑
顔

で
⼤

き
な
声

で
は

っ
き

り
と
「
バ

サ
っ

て
し

て
、

く
っ

つ
い

て
い

る
の

を
ス

プ
ー
ン

で
取

る
」

と
⾔

っ
た

の
を

聞
い

て
、
A

児
B

児
が
⽬

を
⼤

き
く

⾒
開

い
て
保

育
者

を
⾒

た
の

で
、
保

育
者

も
⽬

を
⾒
開

き
、「

な
る
ほ

ど
！

分
か

っ
た

ね
。
み

ん
な

に
聞

い
て

よ
か

っ
た

ね
。
今

⽇
困

っ
て

た
ん

だ
よ

ね
」

と
⾔

う
と

、
⼆

⼈
と

も
笑
顔

で
頷

い
た

。
 

 

た
。［
a］
F

児
の

考
え

を
聞

い
て

、
⼆

⼈
と

も
ス

プ
ー
ン

を
使

う
理
由

が
よ

く
分

か
り

、
合
点

が
い

っ
た

よ
う

だ
。［
b］

A
児

ら
だ

け
で

な
く

、
ス

プ
ー
ン

を
使

う
理
由

や
使

う
場
⾯

が
分

か
っ

て
い

な
い

⼦
ど

も
も

い
た

こ
と

か
ら

、
ク

ラ
ス
み

ん
な

で
も
共
有

す
る
機
会

に
な

っ
た

。
 

  
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
【
⽬
的

の
共
有

が
あ

る
か

ら
、

個
⼈

の
気
付

き
が

、
グ

ル
ー

プ
、

ク
ラ

ス
の
問
題
意
識
へ

と
共
有

さ
れ

る
】

 
 
C

児
が

ウ
サ
ギ

の
ト

イ
レ

を
⾒

て
、

う
ん

ち
だ

け
で

な
く
ペ

ー
パ

ー
マ

ッ
ト

の
量

が
多

い
こ

と
に
気
付

い
た

こ
と

か
ら

、
同

じ
グ

ル
ー

プ
で
世

話
を

し
て

い
る
A

児
B

児
に

も
問
題
意
識

が
広

が
り

、
さ

ら
に

、
C

児
が

ク
ラ

ス
の
み

ん
な

に
も
問

い
か

け
る

こ
と

で
、

ク
ラ

ス
全
員

で
考

え
た

り
、
困

っ
た

こ
と

や
次

か
ら

こ
う

し
よ

う
と

い
う

考
え

を
共
有

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
こ

の
ウ
サ
ギ

の
世

話
は

、
年

⻑
児

で
責
任

を
も

っ
て
担
お

う
と
共
通

で
思

っ
て

い
た

こ
と

で
あ

っ
た

。
ま

た
、

⽣
活

の
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

分
担

し
て
世

話
を

し
よ

う
と

ク
ラ

ス
で

も
決

め
て

い
た

。
個

⼈
で

し
た

い
⼈

が
し

た
い

時
に

す
る

も
の

で
は

な
く

、
グ

ル
ー

プ
や

ク
ラ

ス
み

ん
な

で
し

て
い

く
こ

と
、

分
担

し
て

い
る

こ
と

で
あ

る
と

い
う
意
識

が
あ

る
こ

と
が

、
グ

ル
ー

プ
で

の
協
⼒

や
ク

ラ
ス

で
の

相
談

に
つ

な
が

っ
て
お

り
、
協
働
的

な
学

び
と

な
る

⼤
き

な
ポ

イ
ン

ト
だ

ろ
う

。
 

 【
グ

ル
ー

プ
の

⼀
員

と
し

て
、

友
達

の
し

て
い

る
姿

を
間
近

で
⾒

た
り

、
す

る
こ

と
に
誘

っ
て

も
ら

っ
た

り
す

る
経

験
を
重

ね
る

】
 

 
 
D

児
は

、
集

団
の
中

で
発
⾔

が
少

な
か

っ
た

り
受

け
⾝

で
あ

っ
た

り
す

る
こ

と
が

多
く

、
気

に
か

け
て

い
た

。
こ

の
⽇

も
、

初
め

は
何

を
し

た
ら

い
い

か
⾒
付

け
ら

れ
ず

、
友

達
に
促

さ
れ

た
こ

と
を

し
て

⼀
緒

に
世

話
を

し
て

い
た

が
、

ウ
サ
ギ

の
世

話
を
4

⼈
で

す
る

と
い

う
⽬
的

が
あ

っ
た

こ
と

や
、

友
達

の
動

き
や

し
て

い
る

こ
と

が
よ

く
分

か
る
状

況
、

こ
れ

ま
で

に
培
わ

れ
た

⽣
活
経
験

に
⽀

え
ら

れ
、
ゴ

ミ
が
落

ち
て

し
ま

っ
て

い
る

こ
と

に
問
題

を
感

じ
、

そ
の

場
で
グ

ル
ー

プ
の

⼀
員

と
し

て
⾃

分
に

で
き

る
こ

と
を

⾒
付

け
、

⾃
分

の
役

割
と

感
じ

な
が

ら
⾏
動

し
て

い
る

。
協
⼒

・
協

同
す

る
活
動

の
中

で
、

そ
れ
ぞ

れ
の
ペ

ー
ス

を
守

り
つ

つ
、
経
験

を
積
み
重

ね
た

り
他
者

の
⾔
動

か
ら
刺
激

を
受

け
た

り
す

る
こ

と
が

、
個
別
最
適

な
学

び
を
⽀

え
る

こ
と

に
つ

な
が

る
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
 

 ２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
【

⼀
⼈

⼀
⼈

の
困

り
感

や
気
付

き
を

タ
イ

ミ
ン
グ

を
逃

さ
ず

、
取

り
上
げ

た
り
意

味
付

け
た

り
後
押

し
し

た
り

す
る

】
 

 
C

児
は

、
う

ん
ち

の
多

さ
か

ら
、
ペ

ー
パ

ー
マ

ッ
ト

の
量

の
多

さ
に
気
付

き
、

ど
れ

く
ら

い
⼊

れ
る

の
が
適
切

か
、

考
え

た
り

、
ク

ラ
ス

の
友

達
に
尋

ね
た

り
し

て
、
次

は
こ

う
し

て
み

よ
う

と
明
確

に
も

つ
に
⾄

っ
た

。
そ

れ
ま

で
に

教
師

は
、
C

児
が
気
付

い
た

タ
イ

ミ
ン
グ

で
、「
網

よ
り
」

と
よ

り
注
⽬

で
き

る
よ

う
⾔
葉

に
し

た
り

、
ど

う
し

た
ら

い
い

か
尋

ね
た

り
、
グ

ル
ー

プ
だ

け
で

な
く

ク
ラ

ス
の
み

ん
な

と
も

考
え

ら
れ

る
よ

う
、

話
し
出

す
き

っ
か

け
を
作

っ
た

り
し

て
い

る
。
A

児
B

児
に

対
し

て
は

、
ス

プ
ー
ン

の
使

い
⽅

で
困

っ
た

に
も
関
わ

ら
ず

、
解
決

に
⾄

ら
な

い
ま

ま
に

な
っ

て
い

る
こ

と
を
逃

さ
ず

、
ク

ラ
ス

の
み

ん
な

に
尋

ね
る

よ
う
促

し
た

り
、

話
題

に
あ
げ

た
り

し
た

。
ま

た
、
D

児
に

は
、
落

ち
て

い
る
ゴ

ミ
に
気
付

き
、

⾃
ら
拾

い
出

し
た

タ
イ

ミ
ン
グ

で
、

そ
の
⾏
為

が
グ

ル
ー

プ
の

⼀
員

と
し

て
の

役
割

に
な

っ
て

い
る

こ
と

を
⾔
葉

に
し

て
後
押

し
を

し
た

。
い

ず
れ

も
、
グ

ル
ー

プ
で

の
活
動

の
中

で
、

⼀
⼈

⼀
⼈

が
気

付
い

た
り
困

っ
た

り
し

て
い

る
タ

イ
ミ
ン
グ

を
逃

さ
ず

に
、
援
助

す
る

こ
と

が
、

⼀
⼈

⼀
⼈

の
学

び
を
⽀

え
て

い
る

だ
ろ

う
。

 
【
問
題
意
識

を
共
有

し
、
共

に
考

え
る

こ
と

を
⽀

え
る

た
め

の
視
覚
的
⽀
援

、
ポ

イ
ン

ト
の
明
確
化

】
 

 
C

児
ら

が
世

話
を

し
て

い
る

と
き

に
は

、溢
れ

て
い

る
ト

イ
レ

は
⽬

の
前

に
あ

り
、問
題

の
共
有

は
簡
単

だ
っ

た
が

、
ク

ラ
ス

の
場

で
話

を
し

始
め

た
時

、
C

児
の
「

ト
イ

レ
の
茶
⾊

い
紙

、
ど

れ
く

ら
い

⼊
れ

て
る
？
」

と
い

う
⾔
葉

だ
け

で
は

、
各

々
が

思
い

つ
い

た
こ

と
を

話
し

た
り

、
黙

っ
て

い
た

り
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
た

め
、

イ
メ

ー
ジ

や
理

解
が
難

し
い

⼦
ど

も
も

い
る

と
判
断

し
、
撮
影

し
て

い
た
写
真

を
iP
ad

で
提
⽰

し
た

り
、
C

児
が
⾔

っ
て

い
る

こ
と

の
理
由

や
状
況

が
分

か
る

よ
う

に
⾔
葉

を
加

え
て

理
由

や
状
況

を
詳

し
く
知

ら
せ

た
り

し
た

。
こ

の
こ

と
に

よ
り

、
何

を
尋

ね
ら

れ
て

い
る

の
か

、
何

が
問
題

で
あ

っ
た

の
か

、
多

く
の

⼦
ど

も
が

イ
メ

ー
ジ

で
き

、
さ

ら
に

、
E

児
の
⾔

っ
て

い
る

こ
と

も
理

解
し

や
す

か
っ

た
だ

ろ
う

。
ま

た
、
E

児
の

発
⾔

に
つ

い
て

も
、
保

育
者

は
E

児
が
⾔
お

う
と

し
て

い
る

こ
と

が
、

ク
ラ

ス
の
み

ん
な

に
伝
わ

り
、
共
有

で
き

る
よ

う
に

、
E

児
の

発
⾔

の
ポ

イ
ン

ト
と

な
る

こ
と

を
⾔

い
⾜

し
て

い
る

。
そ

の
こ

と
で

、
ク

ラ
ス

の
⼦

ど
も

た
ち

が
状
況

を
イ
メ

ー
ジ

し
共
有

す
る

こ
と

に
は

つ
な

が
っ

て
い

る
。
実
物

が
⾒

れ
な

い
状
況

や
多

く
の

⼈
数

で
共
有

し
て

話
を

進
め

て
い

く
場
⾯

に
お

い
て

、
写
真

を
活

⽤
し

た
り

、
保

育
者

が
ポ

イ
ン

ト
を
明
確

に
し

た
り
⾔
葉

を
⾜

し
た

り
す

る
こ

と
は
有
効

で
あ

る
と

考
え

る
。

 
し

か
し

、
E

児
や
C

児
が

⾃
分

⾃
⾝

で
、

⾃
分

の
気
持

ち
や

考
え

を
伝

え
る
機
会

を
奪

っ
て

し
ま

っ
て

い
る

。
⼆

⼈
の

個
別
最
適

な
学

び
と

い
う
観
点

で
は

、
な
ぜ
み

ん
な

に
尋

ね
た

い
の

か
、

な
ぜ

そ
う

考
え

た
の

か
が

伝
わ

っ
て

い
な

い
こ

と
に
気
付

か
せ

た
り

、
よ

り
伝
わ

る
⾔

い
⽅

を
考

え
て

伝
え

よ
う

と
し

た
り

す
る

た
め

の
⽀

え
が
必
要

で
あ

っ
た

と
考

え
る

。
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「
指

輪
屋

さ
ん

が
し

た
い

」
 

 
園

名
：
奈
良

教
育

⼤
学

附
属

幼
保
連
携

型
認

定
こ

ど
も

園
 

 【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
１

２
⽉
上
旬

 
◯

⾃
分

ら
し

さ
を

発
揮

し
、
認

め
ら

れ
る

こ
と

に
喜

び
を

感
じ

る
。

 
◯

⾃
分

な
り

の
課
題

を
も

っ
て

い
ろ

い
ろ

な
活
動

に
取

り
組

も
う

と
す

る
。

 
◯

友
達

と
⼀

緒
に
協
⼒

し
た

り
⼯

夫
し

た
り

し
て

、
遊

び
や
活
動

を
す

す
め

て
い

く
楽

し
さ

を
味
わ

う
。

 
  

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

１
２

⽉
半
ば

に
園
⾏

事
と

し
て

、
３
歳

児
、
４
歳

児
、
５
歳

児
で

の
「
お

楽
し
み
会
」

を
⾏

っ
て

い
る

。
年

⻑
組

の
⼦

ど
も

た
ち

に
年

少
・

年
中

組
の
み

ん
な

を
招

待
し

、
楽

し
い
「
お

楽
し
み
会
」

を
計
画

す
る

よ
う

に
と
保

育
者

か
ら

提
案

し
た

。
⾃

分
た

ち
が

ど
の

よ
う

な
こ

と
を

し
た

い
か

、
年

少
・

年
中

組
の

友
達

は
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
楽

し
い

と
感

じ
て

く
れ

る
か

、
⾃

分
の
気
持

ち
や

考
え

と
相

⼿
の
気
持

ち
を

考
え

て
計
画

し
、
活
動

を
進

め
て
ほ

し
い

と
考

え
、

保
育
者

か
ら
提
案

す
る

こ
と

に
し

た
。

 
「
お

楽
し
み
会
」

の
計
画

を
数

⽇
前

よ
り

始
め

る
。

ク
ラ

ス
の

話
し
合

い
で
「
お

楽
し
み
会
」

で
は

い
ろ

い
ろ

な
お

店
を
出

し
、

年
少

・
年
中

組
の

友
達

に
お
客

さ
ん

と
し

て
楽

し
ん

で
も

ら
う

こ
と

が
決

ま
っ

た
。

 
 ２

．
事

例
の

記
⼊

 
①

ク
ラ

ス
み

ん
な

で
「
お

楽
し
み
会
」

で
は

何
を

し
た

い
か

に
つ

い
て

話
し
合

う
。
新

聞
プ

ー
ル

、
ジ
ュ

ー
ス
屋

さ
ん

、
ア

イ
ス
屋

さ
ん

な
ど

様
々

な
ア

イ
デ
ア

が
出

さ
れ

た
。

そ
し

て
話

し
合

い
を

進
め

る
中

で
、

⾃
分

は
何

を
し

た
い

の
か

、
誰

と
⼀

緒
に

し
た

い
の

か
な

ど
の

話
に

な
っ

て
い

っ
た

。
A

児
は

そ
の
中

で
ど

の
グ

ル
ー

プ
に

も
⼊

ら
ず

、
じ

っ
く

り
と

考
え

て
い

る
様

⼦
が

あ
っ

た
。

 
    １

２
⽉

 ４
⽇

 
②
登

園
後
⾝
⽀
度

を
終

え
た
A

児
が

、「
お
店

や
さ

ん
何

す
る

か
決

め
た
！
」「
指
輪

や
さ

ん
が

し
た

い
」

と
嬉

し
そ

う
に
保

育
者

に
伝

え
に

く
る

。
保

育
者

は
「
指
輪

や
さ

ん
、

い
い

ね
」

と
共

感
す

る
。

 
        

  ③
そ

の
後

、「
ど

う
や

っ
て
作

る
の
？

ど
ん

な
材
料

で
作

ろ
う

と
思

っ
て

る
？
」

と
保

育
者

が
尋

ね
る

。
 

A
児
「
紙

で
輪

っ
か

を
作

っ
て

、
指
輪

に
す

る
ね

ん
」

 
「

そ
れ

で
こ

れ
（
キ

ラ
キ

ラ
の
シ

ー
ル
付

き
折

り

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
①
［
a］
「
新

聞
プ

ー
ル
」

な
ど

⾃
分

が
思

い
つ

い
た

こ
と

や
⾃

分
の

し
た

い
こ

と
を

ク
ラ

ス
み

ん
な

に
伝

え
る

。
 

［
b］

ク
ラ

ス
み

ん
な

で
お

楽
し
み
会

の
中

で
す

る
こ

と
を

話
し
合

う
。

 
［
c］

⾃
分

が
し

た
い

こ
と

や
好

き
な

こ
と

、
得
意

な
こ

と
を

⽣
か

し
て

、
思

い
や

考
え

を
実
現

す
る

楽
し

さ
を

味
わ

っ
て
ほ

し
い

。
⾃

分
よ

り
⼩

さ
い

友
達

の
気
持

ち
を

考
え
⾏
動

す
る
経
験

を
し

て
ほ

し
い

。
ま

た
友

達
と
⽬
的

を
共
有

し
、

相
談

し
た

り
協
⼒

し
た

り
し

な
が

ら
活
動

を
進

め
る

楽
し

さ
を

感
じ

て
ほ

し
い

と
考

え
た

。
 

②
［
a］
数

⽇
悩
み

、
A

児
が

⾃
分

で
考

え
た
店

は
そ

れ
ま

で
出

て
い

な
か

っ
た
指
輪

や
さ

ん
で

あ
っ

た
。

話
し
合

い
の
中

で
急

が
さ

ず
、
A

児
が

じ
っ

く
り

と
考

え
る

時
間

を
も

っ
た

こ
と

で
、
A

児
が

⾃
分

の
思

い
や

考
え

と
向

き
合

う
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
。

 
［
c］
A

児
が

⼀
⽣
懸
命

考
え

て
き

た
気
持

ち
を
受

け
⽌

め
、
ア

イ
デ
ア

が
実
現

で
き

る
よ

う
に
関
わ

り
た

い
と

い
う

思
い

と
、
“指
輪
”と

い
う
ア

イ
テ

ム
が
作

る
側

の
年

⻑
児

に
と

っ
て

も
、
受

け
取

る
側

の
年

少
・

年
中

児
に

と
っ

て
も
魅
⼒
的

な
物

な
の

で
は

な
い

か
と

い
う

思
い

か
ら

、
指
輪

や
さ

ん
を
実
現

で
き

る
よ

う
に
援
助

す
る

こ
と

を
決

め
た

。
 

  ③
［
a］

⾃
分

な
り

に
指
輪

の
作

り
⽅

を
考

え
、
出
来

上
が

り
を
予
測

し
な

が
ら

素
材

や
作

り
⽅

を
決

め
て

い
る

。
⾃

分
の

考
え

を
⾔
葉

で
保

育
者

に
伝

え
て

い
る

。
 

［
c］
A

児
の

こ
れ

ま
で

の
育

ち
の
中

で
、

様
々

な
製

紙
）

で
宝
⽯

を
作

っ
て

く
っ

つ
け

る
」

 
と

⾃
分

が
考

え
て

き
た

こ
と

を
保

育
者

に
伝

え
る

。
 

 「
紙

で
作

る
の
？
」

と
驚

き
つ

つ
、「
紙

っ
て

ど
ん

な
紙
？
」「
A

ち
ゃ

ん
が

思
っ

て
る
紙

が
あ

る
な

ら
出

し
て
み

よ
う

と
思

う
」

と
伝

え
る

と
、

 
④
A

児
「
紙

は
い

つ
も
お
絵
描

き
し

て
る

、
あ

の
⽩

い
の
」

 
と
答

え
、
作

る
こ

と
へ

の
期

待
を
膨

ら
ま
せ

て
い

る
様

⼦
で

あ
っ

た
。

 
A

児
に
⽩

い
コ
ピ

ー
⽤
紙

を
渡

し
、

様
⼦

を
⾒
守

る
。

 
      ⑤
指

で
紙

を
細

⻑
く

ち
ぎ

り
、「

こ
れ

く
ら

い
」

と
つ
ぶ

や
き

、
⻑

さ
の

具
合

を
⾒

な
が

ら
、

ち
ぎ

り
終

え
る

。
 

 
ち
ぎ

り
取

っ
た
細

⻑
い
紙

を
、
輪

っ
か
状

に
丸

め
て

、
セ

ロ
テ

ー
プ

で
⽌

め
よ

う
と

す
る

。
保

育
者

は
そ

の
様

⼦
を

⾒
守

る
。

 
        

  
⑥
輪

っ
か

が
⼩

さ
い

こ
と

と
、

テ
ー

プ
と
指
輪

を
両
⽅
持

た
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

で
、

う
ま

く
テ

ー
プ

で
⽌

め
ら

れ
な

い
。
指
輪

の
紙

の
端

と
端

を
重

ね
ず

に
、
端

同
⼠

を
ぴ

っ
た

り
く

っ
つ

け
て
⽌

め
よ

う
と

し
て

い
る

。
テ

ー
プ

や
紙

の
持

ち
⽅

を
変

え
た

り
、

⼿
の
⾓
度

を
変

え
た

り
と

⾃
分

な
り

に
考

え
な

が
ら
輪

を
と

め
よ

う
と

す
る

。
 

           
 

作
活
動

に
お

い
て

、
⾃

分
な

り
に

考
え

た
り

、
⼯

夫
し

た
り

、
じ

っ
く

り
取

り
組

ん
だ

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
⼒

が
育

ま
れ

て
い

る
こ

と
を
捉

え
て

い
た

の
で

、
き

っ
と
指
輪

に
つ

い
て

も
、

⾃
分

な
り

の
ア

イ
デ
ア

が
あ

る
と
保

育
者

は
考

え
、
A

児
の

考
え

や
思

い
を
認

め
た

。
 

 ④
［
a］

こ
れ

ま
で

の
経
験

か
ら

、
指
輪
製
作

に
必
要

な
、

⾃
分

の
イ
メ

ー
ジ

に
合

う
材
料

を
選

び
出

し
て

い
る

。
 

［
c］
製
作

す
る

こ
と

が
好

き
な
A

児
は

こ
れ

ま
で

の
経

験
か

ら
材
料

の
種
類

や
特
徴

も
よ

く
分

か
っ

て
い

る
。

だ
か

ら
こ

そ
⾃

分
の

イ
メ

ー
ジ

を
形

に
す

る
こ

と
が

で
き

る
だ

ろ
う

と
考

え
た

。
ま

た
A

児
が
指
輪

を
形

に
す

る
こ

と
で

、
周

り
の

友
達

に
も
A

児
の

考
え

や
楽

し
そ

う
な
雰
囲
気

が
伝
わ

り
、

興
味

や
関
⼼

を
も

っ
て
仲
間

が
加
わ

る
こ

と
を

期
待

し
た

。
 

 ⑤
［
a］
出
来
上

が
り

の
指
輪

を
イ
メ

ー
ジ

し
な

が
ら

、
指

で
必
要

な
⻑

さ
や

形
の
紙

を
ち
ぎ

り
取

り
、
指

輪
作

り
を

進
め

て
い

る
。

 
［
c］

素
材

を
紙

に
す

る
と
最

初
に

聞
い

た
と

き
に

は
、
“す
ぐ

に
破

れ
た

り
ち
ぎ

れ
た

り
す

る
の

で
は

な
い

か
”“
他

の
素

材
も
検
討

で
き

る
よ

う
に

し
た
⽅

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
”と

い
う

思
い

も
あ

っ
た

。
し

か
し

A
児

が
指
輪

を
作

る
様

⼦
を

⾒
る

と
、
指
先

の
⼒

加
減

を
調

整
し

な
が

ら
、

器
⽤

に
細

⻑
い
紙

を
ち
ぎ

り
取

っ
て

い
た

。
そ

の
調

節
で

き
る
⼒

に
驚

き
、

だ
か

ら
こ

そ
⾯
⽩

い
の

だ
と

い
う

こ
と

に
気

づ
い

た
。
⽬
的

は
指
輪

や
さ

ん
を
作

る
こ

と
（
協
働
的

な
学

び
）

で
あ

る
が

、
作

る
こ

と
⾃
体

が
楽

し
い

こ
と

で
な

け
れ
ば
意

味
が

な
い
（

個
別
最
適

な
学

び
）

こ
と

に
気

づ
き

、
指
輪

を
作

る
⼯
程

も
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
素

材
を
紙

と
し

た
。

 
⑥
［
a］
紙

の
端

同
⼠

を
合
わ
せ

て
と

め
る

考
え

の
よ

う
だ

が
、

⼀
⼈

で
⾏

う
こ

と
は
難

し
い

。
⼩

さ
い
紙

で
あ

る
こ

と
で
作

る
際

に
も

、
⾃

分
の

⼿
指

や
道

具
の

使
い
⽅

に
⼯

夫
が

う
ま

れ
、

試
⾏
錯
誤

し
て

い
る

。
 

［
c］
A

児
が

⾃
分

で
思

い
つ

い
た
ア

イ
デ
ア

だ
か

ら
こ

そ
、
強

い
思

い
を

も
っ

て
粘

り
強

く
取

り
組

ん
で

い
る

。
⽬
的

が
あ

る
か

ら
こ

そ
の

、
試
⾏
錯
誤

す
る
姿

を
⼤
切

に
し

た
い

と
考

え
⾒
守

っ
た

。
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 ⑦
 
「

少
し
お

⼿
伝

い
し

よ
う

か
」

と
保

育
者

が
声

を
か

け
、「
指
輪

の
⽅

を
持

っ
て

い
よ

う
か
？
」

と
提
案

し
、
A

児
か

ら
紙

を
受

け
取

り
、

テ
ー

プ
が
張

り
や

す
い

よ
う

に
持

つ
。「
端

と
端

を
少

し
重

ね
る

と
貼

り
や

す
い

か
も

し
れ

な
い

よ
」

と
伝

え
る

。
 

 
指
輪

の
輪

っ
か

に
続

い
て

、
キ

ラ
キ

ラ
折

り
紙

で
宝
⽯
部

分
も
作

り
、
指
輪

に
貼

り
付

け
、
指
輪

を
完
成

さ
せ

る
。

 
 

⑧
⾃

分
の

イ
メ

ー
ジ

し
た
指
輪

が
完
成

し
て
嬉

し
そ

う
に

笑
う

。
完
成

し
た

こ
と

の
嬉

し
さ

に
共

感
す

る
と
共

に
、

こ
れ

か
ら
先

の
A

児
の
予

定
や

思
い

を
尋

ね
る

。
 

た
く

さ
ん
作

り
た

い
と

い
う

思
い

が
あ

る
こ

と
を

聞
き

、
指
輪

の
紙

の
端

を
重

ね
て
貼

る
こ

と
で

、
少

し
張

り
や

す
く

な
る

こ
と

を
伝

え
る

。
い

く
つ

か
の
指
輪

⽤
の
紙

を
テ

ー
プ

で
⽌

め
る

⼿
伝

い
を

す
る

。
 

 
数

を
い

く
つ

か
作

る
う

ち
に

、
保

育
者

の
援
助

が
な

く
て

も
⾃

分
で
紙

を
丸

め
た

り
、

テ
ー

プ
で
⽌

め
た

り
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

⼀
つ

ず
つ
丁
寧

に
指
輪

を
作

っ
て

い
く

。
 

 １
２

⽉
５

⽇
 

⑨
A

児
の
指
輪
作

り
の

様
⼦

を
⾒

て
、
B

児
が
「

⾃
分

も
し

た
い
」

と
指
輪
屋

さ
ん

に
加
わ

っ
た

。
C

児
D

児
も

加
わ

る
。

 
A

児
と
B

児
が
作

っ
た
指
輪

を
⾒

な
が

ら
会

話
を

し
て

い
る

。
 

B
児
「

こ
の
指
輪

は
⼤

き
い

。
⼤

⼈
⽤

や
な

。」
 

 
 
「

こ
れ

は
A

ち
ゃ

ん
に

は
ぴ

っ
た

り
や

け
ど

、
B

に
は
⼩

さ
い
」

 
A

児
「

こ
れ

は
、

こ
の
指

に
ぴ

っ
た

り
！
」

 
          そ

の
様

⼦
を

⾒
た
保

育
者

が
、

い
ろ

い
ろ

な
輪

の
⼤

き
さ

の
指
輪

が
あ

る
こ

と
を
認

め
、「

年
少

組
さ

ん
や

年
中

組
さ

ん
達

も
、

き
っ

と
い

ろ
い

ろ
な
指

の
⼤

き
さ

の
⼈

が
い

る
だ

ろ
う

ね
。」
「

い
ろ

い
ろ

な
⼤

き
さ

の
指
輪

が
あ

る
と

い
い

ね
。」

と
伝

え
る

。
 

 指
に
ピ

ッ
タ
リ

の
指
輪

を
作

る
こ

と
を
意
識

し
な

が
ら
指

輪
を
作

る
。

⾃
分

の
指

に
⼊

れ
て

、
輪

の
⼤

き
さ

を
確

か
め

な
が

ら
作

る
。

 

 ⑦
［
c］

⾃
分

の
⼒

だ
け

で
輪

を
作

り
な

が
ら

テ
ー

プ
で
両
端

を
貼

り
付

け
る

こ
と

は
難

し
そ

う
だ

と
感

じ
た

。
し

か
し
A

児
の
強

い
思

い
を
実
現

し
や

り
遂
げ

ら
れ

る
よ

う
援
助

し
た

い
と

考
え

た
。

 
     ⑧
［
a］

⾃
分

の
イ
メ

ー
ジ

し
た

も
の

を
実
現

し
、

形
に

で
き

た
こ

と
の
嬉

し
さ

を
感

じ
て

い
る

。
そ

し
て

⾃
分

な
り

に
お
店

や
お

楽
し
み
会

に
対

し
て

の
思

い
や

⾒
通

し
を

も
っ

て
い

る
。

 
［
c］

⾃
分

な
り

に
⾒
通

し
を

も
ち

、
⽬
的

を
決

め
て

い
る

こ
と

が
分

か
り

、
実
現

で
き

る
よ

う
援
助

し
た

い
と

考
え

た
。
⽬
的

が
あ

り
、

そ
れ

ま
で

の
⾒
通

し
を

も
て

る
こ

と
が

粘
り
強

く
活
動

に
取

り
組

む
こ

と
に

つ
な

が
る

。
 

    ⑨
［
b］
夢
中

に
な

っ
て

取
り

組
む
A

児
の

様
⼦

を
⾒

て
、
B

児
が
仲
間

に
加
わ

る
。「
お

楽
し
み
会
」

の
中

で
指
輪

や
を

す
る

と
い

う
⽬
的

を
友

達
と
共
有

し
、

そ
の

た
め

に
協
⼒

し
て
指
輪
作

り
を

始
め

る
。

 
 ［
b］
指

の
太

さ
や

⼤
き

さ
は

⼈
そ

れ
ぞ

れ
で

あ
る

こ
と

に
気

づ
き

、
そ

の
こ

と
に

つ
い

て
友

達
と
共
有

し
て

い
る

。
 

           ［
c］

⼦
ど

も
が
気

づ
い

た
こ

と
を

き
っ

か
け

に
、
指

輪
を
受

け
取

る
相

⼿
の

こ
と

を
意
識

で
き

る
よ

う
に
関

わ
る

。
A

児
と
B

児
は
指

に
ピ

ッ
タ
リ

と
あ

う
指
輪

を
作

る
こ

と
を

思
い

つ
い

た
。

そ
れ

が
指

に
ピ

ッ
タ
リ

と
合

う
指
輪

を
作

る
と

い
う

、
さ

ら
な

る
遊

び
の
展
開
へ

と
つ

な
が

っ
た

。
 

   

 他
の

ク
ラ

ス
の
保

育
者

に
A

児
が
「

⼿
を
出

し
て

。」
と

頼
み

、
作

っ
た
指
輪

を
⼊

れ
て
み

る
。

 
試

し
て

は
指
輪
屋

に
戻

っ
て

、
指
輪

を
仕
上
げ

る
。

 
 ⑩

準
備

を
進

め
て

い
た

あ
る

⽇
、
指
輪

の
数

も
徐

々
に

多
く

な
っ

て
き

た
。

 
A

児
「
ぶ

ど
う

組
さ

ん
と

、
い

ち
ご

組
さ

ん
と

、
そ

ら
組

さ
ん

の
分
全
部
作

ろ
う
！
」

 
B

児
「

そ
れ

い
い
！
み

ん
な

の
分
作

ろ
う
」

 
と

年
少

組
と

年
中

組
全
員

分
の
指
輪

を
作

る
こ

と
を

思
い

つ
き

、
⾔
葉

に
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 
 ⑪
保

育
者

が
年

少
・

年
中

児
の

⼈
数

を
掲
⽰

す
る

。
掲
⽰

⽅
法

は
、
ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー
ド

に
、

ク
ラ

ス
ご

と
の

⼈
数

分
の
簡
単

な
“顔

の
絵
”を
描

く
。

年
少

組
（
ぶ

ど
う

組
15

⼈
、

い
ち
ご

組
 

15
⼈
）

年
中

組
（

そ
ら

組
３

３
⼈
）。

 
B

児
「

め
っ

ち
ゃ

多
い
！
」

 
A

児
「

め
っ

ち
ゃ

多
い
」

 
A

児
と
B

児
は
驚

き
、

楽
し

そ
う

に
笑

っ
て

い
る

。
掲
⽰

さ
れ

た
顔

の
絵

を
数

え
な

が
ら

友
達

と
⼈
数

の
話

を
す

る
。

 
 ⾃

分
の
作

っ
た
指
輪

を
数

え
る

。
必
要

な
数

と
⽐
較

す
る

。
 

 ⑫
⾃

分
で

は
残

り
数

が
分

か
ら

な
い

の
で

、
保

育
者

に
尋

ね
る

。
具
体
的

な
残

り
の
数

を
メ
モ

に
書

い
て
お

く
。

 
保

育
者

が
残

り
の
数

を
伝

え
る

。
 

⼀
つ
作

る
ご

と
に
数

え
た

り
、
書

い
た

り
を
繰

り
返

し
、

年
少

組
と

年
中

組
全
員

分
の
数

の
指
輪

を
作

っ
た

。
 

                  

     ⑩
［
b］
指
輪

を
全
員

分
作

り
、
み

ん
な

に
喜

ん
で

も
ら

い
た

い
と

い
う
気
持

ち
を

も
て

た
こ

と
で

、
新

た
な

⽬
的

が
う

ま
れ

た
、

よ
り
意
欲
的

に
活
動

を
進

め
た

。
 

［
c］
“全
員

分
だ

か
ら

た
く

さ
ん
作

る
”と

考
え

て
い

る
よ

う
で

あ
る

。
全
員

分
作

る
と

い
う
閃

き
が

、
さ

ら
に

楽
し

く
指
輪

を
作

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
。

友
達

と
協
⼒

す
る

か
ら

こ
そ

、
⽬
的

と
す

る
数

の
多

さ
を

も
楽

し
め

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 
⑪
［
a］
顔

の
並

ん
だ
絵

を
⾒

て
、
数

の
多

さ
を

イ
メ

ー
ジ

し
て

い
る

。
 

［
c］

具
体
的

な
数

を
意
識

す
る

こ
と

で
さ

ら
に
意
欲

が
⾼

ま
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
て

、
ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
に
掲
⽰

す
る

こ
と

に
し

た
。

⼈
数

の
数
字

を
書

く
こ

と
も

考
え

た
が

、
数
字

を
⾒

て
、
数

を
イ
メ

ー
ジ

す
る

⼒
に

は
個

⼈
差

が
あ

る
の

で
、

ク
ラ

ス
ご

と
に

ク
ラ

ス
⼈
数

分
の
顔

の
絵

を
描

い
て
⽰

す
こ

と
に

し
た

。
６

３
⼈

分
の
顔

が
並

ん
だ
ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー
ド

を
⾒

て
、

⼦
ど

も
た

ち
は

そ
の

多
さ

に
驚

き
、
数

を
数

え
て

友
達

同
⼠

会
話

を
弾

ま
せ

て
い

た
。

 
  ⑫
［
a］
必
要

な
指
輪

の
数

が
分

か
っ

た
こ

と
で

、
出

来
上

が
っ

て
い

る
指
輪

の
数

や
、
残

り
数

の
イ
メ

ー
ジ

な
ど

、
数

の
⽐
較

を
す

る
こ

と
や
数

量
の

イ
メ

ー
ジ
へ

と
つ

な
が

っ
た

。
 

［
b］

具
体
的

な
数

を
提
⽰

さ
れ

た
こ

と
で

、
相

⼿
へ

の
意
識

が
さ

ら
に
強

ま
っ

た
。

 
［
c］
A

児
と
B

児
も

⾃
分

た
ち

の
作

っ
た
指
輪

の
数

を
数

え
て

、
必
要

な
数

と
⽐
較

し
て

い
た

。
具
体
的

な
数
字

が
出

て
き

た
こ

と
で

、
よ

り
⽬
標

が
明
確

に
な

っ
た

。
⾃

分
が

⼀
つ
作

れ
ば
⽬
標

に
⼀
歩
近

づ
く

こ
と

に
喜

び
を

感
じ

、
そ

れ
が
次

の
意
欲
へ

と
つ

な
が

っ
た

。
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４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
 【

⾃
分

の
思

い
や

考
え

を
実
現

し
、
存

分
に

楽
し

む
こ

と
】

 
「
お

楽
し
み
会
」で
お
店

や
さ

ん
を

す
る

と
い

う
ク

ラ
ス
共
通

の
⽬
的

が
⽣

ま
れ（
協
働
的

な
学

び
）、
A

児
は
指
輪

を
作

り
た

い
と

思
い

つ
き

、
作

る
過
程

を
存

分
に

楽
し

ん
だ

。
⾃

分
が

何
を

し
た

い
か

を
じ

っ
く

り
と

考
え

、
答

え
を

出
し

、
そ

れ
を
⾔
葉

で
伝

え
る

こ
と

。
そ

し
て

ど
の

よ
う

な
素

材
や

⼯
程

で
指
輪

を
作

る
か

を
考

え
、
実
現

し
て

い
く

過
程

は
、こ

れ
ま

で
の
A

児
の
経
験

や
学

び
を
活

か
し

て
取

り
組

む
個
別
最
適

な
学

び
で

あ
る

と
⾔

え
る

の
で

は
な

い
か

。
 
A

児
が

楽
し

い
、
⾯
⽩

い
と

前
向

き
に
指
輪
作

り
を

楽
し

む
姿

や
雰
囲
気

は
、
周

り
の

友
達

に
も

伝
わ

り
、
周

り
の

友
達

も
遊

び
に

加
わ

っ
て

い
っ

た
。

楽
し

さ
や
⾯
⽩

さ
の
共
有

、
気
持

ち
の
共
有

は
友

達
と
協
働

す
る

こ
と

の
醍
醐

味
で

あ
る

。
こ

の
事

例
で

も
友

達
が

遊
び

に
加
わ

り
、
協
⼒

し
な

が
ら
指
輪

や
さ

ん
を
作

っ
て

い
っ

た
。

⼀
⼈

の
⼦

ど
も

の
思

い
や

考
え

の
実
現
（

個
別
最
適

な
学

び
）

が
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

。
 

 【
共
通

の
⽬
的

が
あ

る
こ

と
】

 
「
お

楽
し
み
会
」

や
「

年
中

組
・

年
少

組
を

楽
し

ま
せ

る
」

と
い

う
共
通

の
⽬
的

が
あ

る
こ

と
で

、
そ

の
た

め
に

ど
ん

な
こ

と
が

で
き

る
か

、何
が
必
要

か
な

ど
を

考
え

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
。“
全
員

分
の
指
輪

を
作

る
”や
“指

に
ピ

ッ
タ
リ

と
合

う
サ

イ
ズ

に
す

る
”な

ど
⽬
的

が
ワ

ク
ワ

ク
す

る
気
持

ち
を
増

⻑
し

、
⼦

ど
も

同
⼠

の
や

り
と

り
が

さ
ら

に
活

発
に

な
り

、
そ

れ
が
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
。

 
 【
⽬
的

を
共
有

し
な

が
ら

、
⾃

分
の

考
え

を
実
現

す
る

こ
と

】
 

 
「
お

楽
し
み
会

を
す

る
」

と
い

う
⽬
的

を
ク

ラ
ス

で
共
有

し
つ

つ
、

そ
の
中

で
“⾃

分
は

何
を

し
た

い
か
”と

い
う

⾃
分

の
思

い
や

考
え

を
形

に
し

た
。

⾃
分

の
思

い
や

考
え

を
実
現

し
よ

う
と

⼯
夫

し
た

り
、

試
⾏
錯
誤

し
た

り
す

る
こ

と
が

個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
る

。
⼀

⼈
⼀

⼈
の

思
い

の
実
現

は
周

り
の

友
達

の
⼼

を
動

か
し

、
友

達
が

加
わ

る
こ

と
で

様
々

な
や

り
取

り
や

⼯
夫

が
⽣

ま
れ

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

て
い

く
。

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
は
往
還

し
て

い
る

と
⾔

え
る

。
 

 【
相

⼿
意
識

を
も

つ
こ

と
】

 
 
「

年
少

組
や

年
中

組
が

楽
し

め
る

こ
と

を
考

え
る
」

と
い

う
相

⼿
を
意
識

す
る

こ
と

は
、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
思
わ

れ
る

。⾃
分

が
し

た
い

、⾃
分

は
こ

う
思

う
な

ど
⾃

分
の

こ
と

だ
け

で
な

く
、「
◯
◯

ち
ゃ

ん
は

ど
ん

な
指
輪

が
好

き
か

な
」「

年
少

組
さ

ん
の
指

は
こ

の
く

ら
い

か
な
」と

相
⼿

の
こ

と
を

考
え

る
⼒

は
、集

団
の
中

で
相

⼿
が

ど
う

考
え

る
か

な
ど

と
感

じ
取

る
⼒

に
つ

な
が

り
、
協
働
的

な
学

び
が

育
っ

て
い

く
。

 
 ２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 【

⼀
⼈

⼀
⼈

の
理

解
を
深

め
、

⼦
ど

も
の

思
い

や
考

え
に
丁
寧

に
寄

り
添

う
こ

と
】

 
 

ク
ラ

ス
の

話
し
合

い
の
中

で
、
A

児
は

⼀
⼈

で
考

え
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。
保

育
者

は
そ

れ
ま

で
の
A

児
の
姿

や
育

ち
か

ら
、
A

児
な

ら
き

っ
と

じ
っ

く
り

と
考

え
、
決

め
る

だ
ろ

う
と

思
い

、
時
間

が
か

か
っ

て
も

待
つ

こ
と

に
し

た
。

そ
の
結
果

、
A

児
は

⾃
分

で
考

え
、
強

い
気
持

ち
で
⽬
的

を
も

っ
て
活
動

に
取

り
組

む
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
。

そ
し

て
A

児
の
強

い
思

い
は

、
活
動

を
進

め
る
活
⼒

や
楽

し
そ

う
な
雰
囲
気

と
な

り
、
協
働
的

な
学

び
へ

と
つ

な
が

っ
た

。
 

【
⼦

ど
も

の
気

づ
き

を
捉

え
る

こ
と

】
 

A
児

は
作

っ
た
指
輪

を
⾃

分
の
指

に
⼊

れ
て

い
る

う
ち

に
、
指

の
サ

イ
ズ

が
さ

ま
ざ

ま
で

あ
る

こ
と

に
気

づ
い

た
。

保
育
者

は
こ

の
A

児
の
気

づ
き

を
捉

え
、
共

感
し

た
。

ま
た
「
全
員

分
作

り
た

い
」

と
い

う
⼦

ど
も

の
思

い
が
膨

ら
ん

だ
時

に
、
保

育
者

は
具
体
的

な
数

を
⽰

し
た

。
⼦

ど
も

が
活
動

を
進

め
る
中

で
、
気

づ
い

た
り

考
え

た
り

し
て

い
る

タ
イ

ミ
ン
グ

を
捉

え
て

、
⼦

ど
も

が
必
要

な
ポ

イ
ン

ト
で
保

育
者

の
思

い
や

考
え

を
伝

え
た

こ
と

が
個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

考
え

る
。

 
 【

⼦
ど

も
と

と
も

に
保

育
者

も
気
持

ち
を
共
有

し
活
動

を
楽

し
む

こ
と

】
 

⼦
ど

も
の

思
い

や
考

え
を
尊
重

し
、
保

育
者

も
遊

び
の
仲
間

と
し

て
と

も
に

考
え

、
楽

し
む

こ
と

を
⼤
切

に
し

た
い

と
考

え
て

い
る

。
A

児
が
「
紙

で
指
輪

を
作

り
た

い
」

と
伝

え
て

き
た

時
に

は
、
保

育
者

は
や
ぶ

れ
や

す
い

の
で

は
な

い
か

な
ど

の
不
安

を
感

じ
た

も
の

の
、
A

児
に
任
せ

る
と

、
紙

で
作

る
か

ら
こ

そ
の
⾯
⽩

さ
に
気

づ
い

た
。

⽣
き

⽣
き

と
指
輪
作

り
を

進
め

る
A

児
と

⼀
緒

に
作

る
う

ち
に

、
保

育
者

も
ワ

ク
ワ

ク
し

て
き

た
。
A

児
と

⼀
緒

に
指
輪
作

り
を

楽
し

む
中

で
⼒

を
貸

す
部

分
も
明
確

と
な

っ
た

。
保

育
者

が
仲
間

の
⼀

⼈
と

し
て

⼀
緒

に
楽

し
む

こ
と

は
、
協
働
的

な
学

び
に

も
、

個
別
最
適

な
学

び
に

も
つ

な
が

る
重
要

な
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

と
思
わ

れ
る

。
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「
う

め
け

ん
き

ゅ
う

」
 

 
園

名
：
奈
良
⼥

⼦
⼤

学
附

属
幼

稚
園

 
 【

６
⽉
上
旬

 こ
の

期
の

ね
ら

い
】

 
〇
⽬

の
前

に
ま

だ
な

い
活
動

の
⼤
枠

の
中

に
、

⾃
分

な
り

の
楽

し
み

を
⾒

つ
け

る
。

 
〇

同
じ
⽬
的

を
も

つ
友

達
と

相
談

す
る
必
要
性

を
感

じ
て
「

相
談
」

し
よ

う
と

す
る

。
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
保

育
室
裏

⼿
に

は
、

ウ
メ

の
⽊

が
あ

る
。
今

年
は

⽴
派

に
実

り
、
裏

⼿
に
通

ず
る
扉

を
開

け
る

と
ウ
メ

の
⾹

り
が

漂
う
ほ

ど
で

あ
っ

た
。

コ
ロ

ナ
禍
以

前
は
収
穫

し
て
梅
シ
ロ

ッ
プ

を
作

る
、

な
ど

の
ウ
メ

を
⽤

い
た
活
動

が
⾏
わ

れ
て

い
た

よ
う

だ
が

、
コ
ロ

ナ
渦

で
⾷

に
関

す
る
活
動

に
制
限

が
か

か
り
難

し
く

な
っ

て
い

た
。

 
と

同
時

に
、
5 
歳

児
の
彼

ら
も
⾷

に
関

す
る
活
動

を
あ

ま
り
経
験

し
て

こ
な

か
っ

た
。
偏
⾷

が
あ

る
⼦

ど
も

も
多

く
い

る
た

め
に

、
⾷

に
⾃

分
な

り
に
関
わ

る
こ

と
で
⾷
へ

の
興

味
が
湧

く
、

そ
ん

な
経
験

が
で

き
れ
ば

、
と

願
っ

て
い

た
。

ま
た

こ
の

時
期

、
ヨ
モ
ギ

を
⾒

つ
け

て
す

り
つ
ぶ

し
て
⾊

を
出

し
た

り
、

粘
⼟

と
混
ぜ

て
団

⼦
に

し
た

り
、

園
で
採

っ
た
ジ
ャ
ガ

イ
モ

を
家

で
調

理
し

、
そ

の
写
真

を
み

ん
な

に
共
有

し
た

り
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

そ
の

た
め

、
じ

っ
く

り
と

対
象

に
つ

い
て
探

究
し

、
⾃

分
が
関
わ

る
こ

と
に

よ
っ

て
対
象

が
変
化

す
る

こ
と

を
感

じ
る

、
そ

ん
な

プ
ロ
セ

ス
を
丁
寧

に
味
わ

え
る

よ
う
⽀

え
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
た

。
特

に
、

本
事

例
で
中
⼼
的

に
挙

が
っ

て
く

る
 A

 児
・
B 

児
・
C 

児
・
D

 児
は
戦

い
ご

っ
こ

な
ど

の
⼈

と
関
わ

っ
て

遊
ぶ

こ
と

を
好
み

、
そ

の
場

で
じ

っ
く

り
と

対
象

と
向

き
合

う
こ

と
が

少
な

か
っ

た
。

そ
ん

な
 A

 児
ら

か
ら
湧

い
た

興
味

に
じ

っ
く

り
と
向

き
合

う
場

を
保
障

す
る

と
と

も
に

、
対
象

と
の
関
わ

り
を
軸

に
周

り
の

友
達

の
思

い
や

考
え

の
⾯
⽩

さ
や

学
び

を
⾃

分
な

り
に

取
り

⼊
れ

る
経
験

 
が

で
き

れ
ば

、
と

考
え

て
い

た
。

 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

６
⽉

６
⽇
（
⾦
）

 
保

育
室
裏

⼿
に
置

い
て

い
る
空

き
箱

な
ど

を
取

り
に
向

か
っ

た
保

育
者

に
付

い
て

、
数

名
が
裏

⼿
に
出

た
。

 
 ①

 A
 児

が
「

ウ
メ

だ
！
」

と
落

ち
て

い
た

ウ
メ

の
実

を
拾

っ
て
保

育
者

に
⾒
せ

た
。

 
     ②

そ
の

様
⼦

を
⾒

た
B 

児
・
C 

児
・
D

 児
は

、
「

本
当

だ
」
「

ウ
メ

い
っ
ぱ

い
落

ち
て

る
」
「

こ
こ

に
も
」

と
拾

い
始

め
た

。
 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
      ①

 ［
 a

 
］
A 

児
に

と
っ

て
保

育
室
裏

⼿
は

、
保

育
者

に
付

い
て
空

き
箱

な
ど

を
取

り
に
⾏

く
場

所
で

あ
る

。
そ

の
よ

う
な

場
所

で
「

ウ
メ
」

と
い

う
馴
染
み

の
な

い
も

の
を

⾒
つ

け
た

こ
と

は
A児

に
と

っ
て

⼤
発

⾒
で

あ
っ

た
だ

ろ
う

。
 

    ②
 
［

 
b
 
］

そ
ば

に
い

た
A
 

児
や

A
 

児
に
応

答
す

る
教

師
の
声

や
様

⼦
か

ら
、

ウ
メ

が
落

ち
て

い
る

と
い

う
気

づ
き

を
得

て
、
探

し
て
み

よ
う

と
い

う
思

い
が
湧

い
た

の
だ

と
考

え
る

。
 

 

 
③

 A
 児

が
「

こ
こ

に
も

あ
る

よ
」

と
ウ
メ

の
⽊

を
指

さ
し

た
。

「
先

⽣
、
採

っ
て

も
い

い
？
」

と
尋

ね
た

の
で

、
保

育
者

は
「

あ
ん

ま
り

た
く

さ
ん
採

っ
た

ら
他

の
お

友
達

の
分

が
な

く
な

っ
ち
ゃ

う
か

ら
、
数

は
考

え
よ

う
ね
」

と
伝

え
た

。「5
 個
ぐ

ら
い

な
ら

い
い
？
」「
僕の

じ
ゃ

な
く

て
ク

ラ
ス

も
の

に
す

る
か

ら
、1
0 

個
ぐ

ら
い
採

っ
て

も
い

い
？
」と

話
し

た
の

で
、保

育
者

は
学

級
全
体

で
相
談

す
る

こ
と

を
提
案

し
た

。
 

 
         ④

 そ
の

様
⼦

を
部
屋

の
窓

か
ら

⾒
て

い
た

 E
 児

も
裏

⼿
に

や
っ

て
き

て
、
「

○
○

く
ん
（
弟
）

が
幼

稚
園

で
ウ
メ

拾
っ

て
た

か
ら

い
い

な
っ

て
思

っ
て

た
ん

だ
よ

ね
、

こ
ん

な
と

こ
ろ

に
も

あ
っ

た
ん

だ
」

と
嬉

し
そ

う
に

ウ
メ

の
実

を
拾

い
始

め
た

。
 

  ⑤
 そ

の
後

に
取

り
組

ん
だ
「
み

ん
な
へ

の
お
知

ら
せ
」の

時
間

に
、E

 児
が「

ウ
メ

を
採

り
ま

し
た
」と
お
知

ら
せ

を
し

た
。
E 

児
は
「
匂

い
は
モ
モ
み

た
い
」

と
話

し
た

の
で

、
聞

い
て

い
た

学
級

の
み

ん
な

が「
匂

い
を

か
ぎ

た
い
！
」と

話
す

。
保

育
者

は
学

級
の
み

ん
な

に
⾒
せ

て
回

る
よ

う
伝

え
た

。
「

本
当

だ
、
モ
モ

の
匂

い
」

 
「
⽢

い
匂

い
だ

ね
」
「

そ
の

ま
ま
⾷

べ
た

く
な

っ
ち
ゃ

う
」

と
話

し
た

。
 

  
⑥

 A
 児

が
「
持

っ
て
帰

っ
て

も
い

い
の

か
な
」

と
話

し
た

。
そ

の
声

を
聞

い
て
「
持

っ
て
帰

り
た

い
」

と
い

う
声

が
挙

が
る

。
保

育
者

は
⾃

分
の

⼀
存

で
決

め
ら

れ
る

こ
と

で
は

な
い

の
で

、
副

園
⻑

に
尋

ね
に
⾏

く
こ

と
を
提
案

し
た

。
他

に
も
尋

ね
た

い
こ

と
と

し
て

、「
保

育
室
裏

⼿
に
⾏

く
の

は
い

い
の

か
な
」「

ウ
メを
拾う

の
は

い
い

の
か

な
」

と
い

う
話

が
出

た
。

 
 

③
 ［

 c
 
］
A 

児
ら

は
制
作

の
材
料

や
⾃
然
物

を
あ

る
だ

け
採

ろ
う

と
す

る
節

が
あ

る
。

⾃
然
物

の
数

は
有
限

で
あ

る
。

ウ
メ

の
⽊

は
園
全
体

の
資
源

で
あ

る
。
全

園
児

に
収
穫

し
味
わ

う
権
利

が
あ

る
こ

と
を

感
じ

て
ほ

し
い

、
と

い
う

願
い

が
あ

っ
た

。
A 

児
ら

は
ウ
メ

を
採

っ
て

も
い

い
か
否

か
、

と
い

う
判
断

を
⾃

分
だ

け
で

し
て

は
い

け
な

い
と

は
思

っ
て

い
た

が
、

こ
こ

で
の
保

育
者

と
の

や
り

と
り

か
ら

、
園

の
⾃
然
物

を
ど

れ
ほ

ど
採

っ
て

い
い

か
、

そ
れ

は
学

級
で
共
有

す
る

も
の

か
、

そ
れ

と
も

個
⼈

の
も

の
か

、
と

い
う
視
点

が
⽣

ま
れ

た
と

考
え

る
。

 
         ④

 ［
 
a 
］
E 

児
の
弟

の
ウ
メ

は
保

育
室
裏

⼿
と

は
ま

た
異

な
る

場
所

で
採

っ
た

も
の

だ
が

、
E 

児
に

と
っ

て
は
弟

が
家

庭
に
持

ち
帰

っ
た

ウ
メ

 
と

、
保

育
室
裏

⼿
で
⽬

の
当

た
り

に
し

た
ウ
メ

と
が
重

な
り

、
⾃

分
も
関
わ

る
こ

と
が

で
き

る
喜

び
を
抱

い
た

の
だ

ろ
う

。
 

 ⑤
 ［

 b
 
］
E 

児
が

⾃
⾝

の
気

づ
き

を
全
体

で
共

有
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

学
級

の
み

ん
な

が
「

ウ
メ
」

と
出
会

い
、
匂

い
へ

の
気

づ
き

が
得

ら
れ

た。
［

 c
 
］
⾝
近

な
場

所
に

あ
る

ウ
メ

の
存
在

を
気
付

い
て
ほ

し
い

と
い

う
願

い
を
保

育
者

は
も

っ
て
お

り
、
「
み

ん
な
へ

の
お
知

ら
せ
」

の
時
間

を
逃

さ
ず

、
E 

児
の
喜

び
を

伝
え

る
機
会

を
保
障

し
た

。
そ

の
結
果

学
級

の
み

ん
な

が
ウ

メ
の
存
在

に
気
付

く
と

と
も

に
、

興
味

が
湧

く
き

っ
か

け
と

な
っ

た
。

 
 ⑥

 ［
 a

 
］
A 

児
が

ウ
メ

を
採

る
時

か
ら
問

い
を

抱
い

て
い

た
「
持

っ
て
帰

る
」

と
い

う
思

い
を

学
級
全
体

で
話
題

に
す

る
き

っ
か

け
が

あ
る

こ
と

で
、

と
も

に
考

え
る

こ
と

に
つ

な
が

っ
た

。
 

［
 c

 
］
③

で
挙

が
っ

た
資
源

の
有
限
性

と
所
有

権
に

つ
い

て
全
体

で
気
付

く
と

と
も

に
、

そ
れ

を
⾃

分
た

ち
で
決

め
る

の
で

は
な

く
園

の
ル

ー
ル

を
知

り
、
則

る
と

い
う
視
点

が
⽣

ま
れ

た
。
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 ⑦
学
級
全
員
で
副
園
⻑
に
尋
ね
に
向
か
っ
た
。
副
園
⻑

の
回
答
は
、
「
先
⽣
と
⼀
緒
だ
っ
た
ら
裏
に
は
⾏
っ

て
も
い
い
よ
」
「
ウ
メ
も
拾
っ
て
も
い
い
け
れ
ど
、

〇
く
み
だ
け
の
ウ
メ
じ
ゃ
な
い
か
ら
持
っ
て
帰
れ
る

か
ど
う
か
は
他
の
ク
ラ
ス
に
も
相
談
し
て
ね
」
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
保
育
室
に
戻
り
、
改
め
て
ウ
メ

を
ど
う
し
た
い
か
尋
ね
た
。
「
み
ん
な
で
ウ
メ
に
関

す
る
活
動
に
取
り
組
み
た
い
」
と
い
う
思
い
は
⼀
致

し
て
い
た
。
 

   ⑧
具
体
的

に
ど

の
よ

う
な
活
動

を
し

た
い

の
か

学
級
全
体

に
尋

ね
る

と
、
「
み

ん
な

で
梅
⼲

し
に

し
た

い
」
「

そ
の

ま
ま
み

ん
な

で
⾷

べ
て
み

た
い
」
「
茹

で
て
み

る
？
」

と
話

し
た

。
ま

た
保

育
者

は
、

ウ
メ

で
で

き
る

料
理

を
考

え
る

よ
う

伝
え

た
。
 

 ⑨
そ
の
⽇
の
⾃
⼰
選
択
活
動
の
時
間
、
A
 
児
・
B
 
児
・
C

児
・
D
 
児
は
、
泡
遊
び
⽤
に
置
い
て
い
た
お
ろ
し
器

で
ウ
メ
を
す
り
お
ろ
し
た
り
、
す
り
鉢
に
ウ
メ
を
⼊

れ
、
⽔
を
⼊
れ
て
つ
ぶ
し
た
り
し
て
い
た
。
保
育
者

は
、
彼
ら
の
中
に
は
「
今
」
「
調
理
し
た
い
」
と
い

う
思
い
が
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。
そ
う
い
っ
た
「
本

物
ら
し
く
」
「
本
物
を
」
作
り
た
い
と
い
う
 
A
 
児
ら

の
思
い
を
活
動
へ
と
つ
な
ぎ
、
学
級
の
み
ん
な
で
味

わ
い
、
ま
た
 A
児
ら
に
還
っ
て
い
く
、
そ
ん
な
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
考
え

た
。
 

 

 ⑦
 ［

 b
 ］
全
員

で
お

話
を

聞
き

に
⾏

く
こ

と
で

、持
ち
帰

る
と

い
う

思
い

の
ほ

か
に

、「
幼

稚
園

で
学

級
と

し
て

ウ
メ

に
関

す
る
活
動

に
取

り
組
み

た
い
」と

い
う

思
い

が
全
体
意

思
と

し
て

⽣
ま

れ
た

。
［

 c
 ］

役
職
柄

、
園

に
関
わ

る
全
員

が
⼼
地

よ
く
過
ご
せ

る
よ

う
に

、と
い

う
視
点

を
常

に
も

っ
て

い
る

副
園

⻑
に
直
接
尋

ね
る
機
会

を
設

け
る

こ
と

で
、改

め
て

幼
稚

園
に

属
す

る
⼀
員

と
し

て
⾝

を
置

い
て

い
る

か
ら

こ
そ

の
選
択

の
仕
⽅

が
⽣

ま
れ

た
の

だ
ろ

う
。

 
 ⑧

 ［
 b

 
］
A 

児
が

ウ
メ

を
⾒

つ
け

、
E 

児
が

お
知

ら
せ

し
た

こ
と

に
よ

っ
て

⽣
ま

れ
た

ウ
メ

と
の
関
わ

り
か

ら
、

学
級
全
体

で
ウ
メ

を
料

理
し

た
い

と
い

う
思

い
へ

と
派

⽣
し

て
い

る
。

 
  ⑨

 ［
 a

 ］
A 

児
・
B 

児
・
C 

児
・
D

 
児

そ
れ
ぞ

れ
が

、
ウ
メ

を
「
料

理
」

し
て
み

た
い

と
い

う
思

い
を
湧

か
せ

、
⾃

分
な

り
に

試
⾏
錯
誤

し
な

が
ら
向

き
合

お
う

と
し

て
い

る
。
［

 c
 ］
A 

児
ら

の
性
格
上

、
ウ
メ

を
⾃

分
な

り
に
料

理
し

よ
う

と
し

て
み

た
が

、
形

に
な

ら
な

い
か

ら
飽

き
る

、
と

い
う

こ
と

が
起

こ
り

う
る

。
学

級
の
み

ん
な

の
学

び
と

し
て

、
ま

た
A 

児
ら

の
じ

っ
く

り
対
象

と
向

き
合

う
こ

と
の
保
障

と
し

て
、
協
働

的
な
活
動

に
も

っ
て

い
く

こ
と

を
考

え
始

め
た
契
機

と
な

っ
た

。
ま

た
、
A 

児
ら

が
⽤

い
た
お

ろ
し

器
や

す
り
鉢

は
、

ウ
メ

を
調

理
す

る
た

め
に
置

い
た

も
の

で
は

な
い

。
そ

れ
ら

の
道

具
が

た
ま

た
ま

そ
の

場
に

あ
っ

た
こ

と
で
A 

児
ら

の
「
料

理
を

し
た

い
」

と
い

う
思

い
を

形
に

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
保

育
者

は
、

⽯
鹸

を
削

る
と

い
う

⽤
途

の
も

と
置

い
て

い
た
泡

だ
て

器
が

、
ウ
メ

を
お

ろ
す

た
め

に
使
わ

れ
始

め
た

と
き

、
内
⼼
⼾

惑
っ

た
が

、
今

は
A 

児
ら

の
⾃

分
な

り
に

ウ
メ

の
可
能
性

を
試

し
た

い
と

い
う

思
い

を
尊
重

す
る

こ
と

を
選

ん
だ

。
 

6 
⽉

 9
 ⽇
（

⽉
）

 
⑩

 週
明

け
の
登

園
時

、
B 

児
が
保

育
者

に
「
家

の
裏
⼭

で
梅

と
っ

て
シ
ロ

ッ
プ

に
し

た
。

と
っ

た
梅

の
⿊

い
と

こ
ろ

を
⽖
楊
枝

で
取

っ
て

、
砂
糖

と
漬

け
て
梅
シ

ロ
ッ

プ
に

し
た

ら
美

味
し

い
。
ソ

ー
ダ

⼊
れ

た
ら

め
っ

ち
ゃ
美

味
し

か
っ

た
」

と
話

し
た

。
 

  ⑪
 朝

の
「
み

ん
な
へ

の
お
知

ら
せ
」

の
時
間

に
、
B 

児
に

話
を
振

り
、
梅
シ
ロ

ッ
プ

に
し

た
経
験

を
話

し
て

も
ら

っ
た

。
学

級
の
み

ん
な

の
⽬

が
輝

い
た

。
「
美

味
し

そ
う
！
！
」
「
作

り
た

い
！
」

そ
の

よ
う

な
声

が
⾶

び
交

っ
た

。
 

    ⑫
 そ

の
⽇

の
降

園
前

も
梅
シ
ロ

ッ
プ

の
作

り
⽅

を
表
現

し
た
絵

本
を
読

ん
だ

。
ち
ょ

う
ど
保

育
室
裏

⼿
で

⽤
務
員

の
A 

さ
ん

が
ウ
メ

を
採

っ
て

い
た

。
絵

本
を

読
み
終

え
た

後
「

あ
っ

、
お

じ
ち
ゃ

ん
ウ
メ
採

っ
て

 
る
」
「
僕

た
ち

の
か

な
？
」

と
話

し
始

め
た

の
で

、
Aさ

ん
を
保

育
室

に
呼

ん
だ

。
絵

本
で

は
ウ
メ

を
冷
凍

し
て

い
た

が
、
B 

児
の
家

で
は
冷
凍

は
し

な
か

っ
た

よ
う

だ
。

そ
の

こ
と

に
つ

い
て
A 

さ
ん

に
伝

え
る

と
、
「
冷
凍

し
た

ら
早

く
で

き
て
み

ん
な

が
プ

ー
ル

⼊
る

時
期

に
飲

め
る

よ
」
「

プ
ー

ル
の

後
に
飲

ん
だ

ら
美

味
し

い
よ
」

と
い

う
お
返

事
を

い
た

だ
い

た
。

 
「

プ
ー

ル
」
「
ジ
ュ

ー
ス

が
飲

め
る
」

と
い

う
⾔
葉

が
ヒ

ッ
ト

し
た

よ
う

で
「
作

り
た

い
！
！
」

と
意
気
込

ん
だ

。
 

 ⑬
 そ

の
⽇

は
保
護
者

が
学

級
の

⼀
員

と
し

て
⽣
活

を
と

も
に

す
る
「
保

育
参

加
」

の
⽇

で
、
B 

児
の
⺟

も
来

て
い

た
。
B 

児
の

話
を

聞
い

て
、
保

育
者

に
も

そ
の

 
話

を
詳

し
く

聞
か
せ

て
く

だ
さ

っ
た

。
ま

た
、
参

加
さ

れ
て

い
た
保
護
者

同
⼠

で
「
梅
シ
ロ

ッ
プ
作

っ
た

こ
と

あ
る
？
」
「

⼦
ど

も
が
作

り
た

い
っ

て
い

う
か

ら
、

材
料
買

っ
て
来

て
さ
」

な
ど

と
話

し
て

い
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

  ⑩
 ［

 a
 
］

ウ
メ

と
の
出
会

い
に

つ
い

て
、
家

庭
で

話
を

す
る

こ
と

で
、
保
護
者

の
⽅

の
関
わ

り
も

あ
り

、
昨

年
梅
シ
ロ

ッ
プ

を
作

り
、
ソ

ー
ダ

で
割

っ
て
飲

ん
だ
経
験

を
思

い
起

こ
し

た
の

だ
ろ

う
。
B 

児
の
過
去

の
家

庭
で

の
経
験

と
幼

稚
園

で
の
活
動

が
つ

な
が

る
機
会

と
な

っ
た

。
 

 ⑪
 ［

 b
 
］
B 

児
が
過
程

で
の
経
験

を
鮮

や
か

に
語

っ
た

こ
と

が
学

級
全
体

の
興

味
へ

と
つ

な
が

っ
た

の
だ

ろ
う

。
［

 c
 
］
Ｂ

児
の

、
家

庭
で

の
経
験

を
保

育
者

に
受

け
⽌

め
て
ほ

し
い

、
と

い
う

思
い

を
⼤
切

に
し

な
が

ら
も

、
そ

の
話

を
学

級
全
体

に
伝

え
る
機
会

を
意
図
的

に
設

け
る

こ
と

で
、
Ｂ

児
の

思
い

や
学

級
全
体

の
気

づ
き

を
⽀

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 ⑫
 

 
［

 c
 
］
梅
シ
ロ

ッ
プ

づ
く

り
に
関

す
る
絵

本
を
読

ん
だ

り
、
保

育
室
裏

⼿
で

ウ
メ

を
採

る
⽤
務
員

の
A 

さ
ん

に
実
際

に
梅
シ
ロ

ッ
プ

づ
く

り
に

つ
い

て
尋

ね
た

り
す

る
こ

と
で

、
梅
シ

ロ
ッ

プ
づ

く
り
へ

の
イ
メ

ー
ジ

が
具
体
性

を
帯

び
、

期
待

感
が
⾼

ま
っ

た
と

考
え

る
。
A 

さ
ん

は
、

た
く

さ
ん

の
ウ
メ

が
実

っ
て

き
た
状
況

を
⽬

の
当

た
り

に
し

、
ウ
メ

を
採

っ
て
お

り
、

学
級

で
の

話
に
急
遽

⼊
っ

て
い

た
だ

い
た

の
だ

が
、
Aさ

ん
の
中

に
は

、
⼦

ど
も

と
と

も
に

い
る

⼀
職
員

と
し

て
、

⼦
ど

も
た

ち
の

学
び

と
な

る
た

め
に

い
つ

で
も
⾏
動

し
よ

う
と

す
る
⼼
持

ち
が

備
わ

っ
て

い
る

か
ら

こ
そ

⽣
ま

れ
た
営
み

で
あ

る
と

考
え

る
。

 
 ⑬

 ［
 a

 ］
保
護
者

に
と

っ
て

も
学

級
全

体
で

の
話

が
学

び
と

し
て
還

っ
て

い
る

。
⼦

ど
も

と
保
護
者

の
両
者

が
共
通

経
験

と
し

て
梅
シ
ロ

ッ
プ

の
作

り
⽅

を
知

っ
て

い
る

こ
と

で
、
家

庭
で

の
個
別

最
適

な
学

び
へ

と
還

っ
て

い
く

の
で

は
な

い
か

。
［

 c
 ］
保
護
者

が
⼦

ど
も

た
ち

の
相
談

や
学

び
の
機
会

に
、

当
事

者
と

し
て
参

与
し

て
い

る
が

、
こ

れ
は

「
保

育
参

加
」

と
い

う
在

り
⽅

や
⽇
頃

保
護
者

の
⽅

と
⼦

ど
も

が
と

も
に

学
び

を
つ

く
っ

て
い

く
、

と
い

う
こ

と
を
念

頭
に

、
そ

の
よ

う
な
機
会

を
意
図
的

に
設

け
た

り
、
保
護
者

の
⽅

に
保

育
で

の
様

⼦
を

伝
え

て
い

た
り

す
る

こ
と

が
関

係
し

て
い

る
の

で
は

な
い

か
。
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6 
⽉

 1
0 

⽇
（
⽕
）

 
⑭

 登
園

時
に
保

育
室

に
置

い
て

あ
る

ウ
メ

の
匂

い
を

か
ぎ

、
そ

の
も

の
を
観

察
し

て
い

る
姿

が
⾒

ら
れ

る
。

梅
シ
ロ

ッ
プ

の
作

り
⽅

を
紹
介

し
た

の
 

で
、
必
要

と
な

る
瓶

や
氷
砂
糖

を
⼦

ど
も

 
た

ち
が
⽬

に
す

る
場

所
 

に
置

い
て
お

く
と

、瓶
の
重

さ
を
確

か
め

た
り

、氷
砂

糖
を
眺

め
た

り
す

る
姿

も
⾒

ら
れ

た
。

 
 ⑮

 ウ
メ

と
の
関
わ

り
は
梅
シ
ロ

ッ
プ

づ
く

り
に
集
約

さ
れ

る
も

の
で

は
な

く
、

ウ
メ

そ
の

も
の

を
探

究
す

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
い

く
と

考
え

、
そ

の
⼀

環
と

し
て

ウ
メ

を
観

察
し
デ

ッ
サ
ン

を
し

た
り

、
特
徴

を
書

い
た

り
す

る
活
動

に
取

り
組

ん
だ

。
⼀

⼈
ひ

と
り

が
 

「
ウ
メ
」

を
じ

っ
く

り
と
探

究
す

る
機
会

を
保
障

す
る

こ
と

を
ね

ら
い

と
し

て
、

学
級
全
体
活
動

と
し

て
取

り
組

む
こ

と
に

し
た

。
取

り
組

ん
で

い
る

時
間

、
 

「
モ
モ

の
匂

い
だ
」
「

な
ん

か
ざ

ら
ざ

ら
」

な
ど

の
や

り
と

り
も

⾒
ら

れ
た

が
、

学
級
全
員

で
保

育
室

に
い

た
に

も
関
わ

ら
ず

、
沈
黙

の
時
間

が
流

れ
る

こ
と

が
多

か
っ

た
。

 
            

⑯
B 

児
は
「

ざ
ら

ざ
ら
」

と
⽂
字

で
か

い
た

。
F 

児
は

「
じ
ゃ

が
い

も
み

た
い

。
こ

こ
に
⿊

い
と

こ
ろ

が
あ

る
」

と
⾔
葉

で
表
現

し
た

。
か

き
終

え
た
メ
ン
バ

ー
で
「

⾒
せ

て
」
「
ほ

ん
と

に
？
確

か
め

て
み

る
！
」

と
話

す
姿

が
⾒

ら
れ

る
。

⾒
る
視
点

・
か

く
ポ

イ
ン

ト
が

そ
れ
ぞ

れ
異

な
る

こ
と

に
保

育
者

は
⾯
⽩

さ
を

感
じ

る
と

同
時

に
、
彼

ら
の

表
現

が
す

べ
て
合
わ

さ
る

こ
と

、
相
互
的

に
み

あ
う

こ
と

で
、
「

ウ
メ
」

が
捉

え
ら

れ
る

と
感

じ
さ
せ

ら
れ

た
。

 
    

 ⑭
 
［

 a
 
］
梅
シ
ロ

ッ
プ

づ
く

り
に

⽤
い

る
道

具
や

材
料

に
触

れ
る

こ
と

で
、
梅
シ
ロ

ッ
プ

づ
く

り
へ

の
期

待
感

が
⾼

ま
る

と
同

時
に

、
具
体
性

を
帯

び
て

き
た

と
考

え
る

。
［

 c
 
］

⼦
ど

も
た

ち
の
⽬

に
つ

き
や

す
い

場
所

に
梅
シ
ロ

ッ
プ

づ
く

り
に
関

す
る

本
や

、
実
際

に
⽤

い
る
瓶

、
ウ

メ
、
氷
砂
糖

な
ど

を
⽤
意

し
て
お

く
こ

と
が

、
梅
シ
ロ

ッ
プ

づ
く

り
と

の
距
離

を
縮

め
る

こ
と

に
な

っ
た

の
だ

ろ
う

。
 

    ⑮
 
［

 c
 
］

学
級
全
体
活
動

は
協
働
的

な
活
動

の
場

と
し

て
も

つ
こ

と
が

多
い

よ
う

に
思

え
る

。
し

か
し

、
今
回
「

学
級
全
体
活
動
」

と
い

う
形

態
を
選

ん
だ

の
は

、
協
働
的

な
活
動

と
し

て
、

と
い

う
よ

り
も

、
⼀

⼈
ひ

と
り

が
対
象

と
必
然

的
に
向

き
合

い
、
関
わ

る
場

を
保
障

し
た

い
と

い
う

思
い

が
あ

っ
た

か
ら

で
あ

る
。
「

学
級
全
体

 
活
動
」

と
し

て
場

を
設

け
る

こ
と

で
、

⼀
⼈

ひ
と

り
が
「

ウ
メ
」

と
出
会

い
、

じ
っ

く
り

と
関

わ
る
経
験

を
保
障

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

              ⑯
［

 a
 
］

ウ
メ

を
じ

っ
く

り
と

触
り

、
匂

い
を
嗅

ぐ
時
間

で
あ

っ
た

が
、

⼀
⼈

ひ
と

り
が
「

ウ
メ
」

と
い

う
対
象
物

と
じ

っ
く

り
と
向

き
合

う
姿

が
⾒

ら
れ

た
。
［

 b
 ］
［

 a
 ］

の
姿

が
あ

り
な

が
ら

も
、

か
い

た
も

の
を

⾒
合

っ
た

り
、

そ
こ

か
ら

⾃
分

で
も
確

か
め

た
り

す
る

、
と

い
う

相
互
的

な
学

び
を
得

て
い

た
。

 

   
              

A
 児

 
B 

児
 

G
 児

 
E 
児
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⑰
 

ウ
メ

の
記
録

は
、
フ
ァ

イ
ル

に
⼊

れ
て
「

う
め

け
ん

 
⑰

 
［

 b
 
］

⼀
⼈

の
学

び
が

、
「

う
め

け
ん

き
ゅ

 
う
」

を
読

ん
だ

友
達

に
も

伝
わ

り
、

つ
な

が
っ

た
り
深

ま
っ

た
り

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。
 

［
 c

 
］

⼀
⼈

ひ
と

り
の

ウ
メ

と
の
探

究
の
証

を
、

い
つ

で
も

⼿
に

取
り

や
す

い
形

で
保
管

し
て
お

く
こ

と
で

、
読
み

た
い

と
い

う
思

い
が
湧

く
と

同
時

に
、

ウ
メ
へ

の
理

解
を
深

め
る

こ
と

に
な

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
 

 
き
ゅ

う
」

と
し

て
学

級
の
絵

本
⽴

て
に
保
管

し
た

。
 

 
さ

ま
ざ

ま
な

ウ
メ

の
側
⾯

を
⾒

て
特
徴

を
よ

り
捉

え
 

 
て
ほ

し
い

、
多

様
な
表
現

か
ら

友
達

の
表
現

を
感

じ
 

 
る

こ
と

の
⾯
⽩

さ
を

味
わ

っ
て
ほ

し
い

、
と

い
う

願
 

 
い

か
ら

で
あ

る
。
ふ

と
し

た
と

き
に

、
そ

の
フ
ァ

イ
 

 
ル

を
開

き
、

じ
っ

く
り

と
眺

め
た

り
、

そ
の
フ
ァ

イ
 

 
ル

を
⾒

な
が

ら
ウ
メ

を
触

る
こ

と
で
「

あ
っ
ほ

ん
と

 
 

だ
、

な
ん

か
さ

ら
さ

ら
し

て
る
」

な
ど

と
話

す
姿

が
 

 
⾒

ら
れ

た
。

 
6 

⽉
 1

1 
⽇
（

⽔
）

 
⑱

 
⼦

ど
も

か
ら

も
保
護
者

の
⽅

か
ら

も
家

庭
で
梅
シ
ロ

ッ
プ

を
作

っ
た

と
い

う
お
知

ら
せ

を
聞

く
こ

と
が

多
く

な
っ

た
。
中

で
も
G 

児
は
梅
シ
ロ

ッ
プ

の
作

り
⽅

の
本

を
毎

⽇
眺

め
て

い
る

が
、

そ
こ

に
か

い
て

い
る
梅
シ
ロ

ッ
プ

づ
く

り
の

レ
シ
ピ

を
保
護
者

に
伝

え
な

が
ら

、
家

庭
で
梅
シ
ロ

ッ
プ

を
作

っ
た

よ
う

だ
。

 

 ⑱
  ［

 
a 
］

学
級
全
体

で
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

を
学

び
と

し
て
持

ち
帰

り
、
各
家

庭
で

も
学

び
を
体
現
化

し
て

い
る

。
G 

児
は

好
奇
⼼

が
強

く
様

々
な

遊
び

に
関
わ

ろ
う

と
す

る
⼀
⽅

で
、

⼀
つ

ひ
と

つ
を
深

く
追

究
し

た
経
験

が
少

な
い

。
そ

ん
な
G 

児
が
梅
シ
ロ

ッ
プ

づ
く

り
に

対
し

て
強

い
思

い
を

も
ち

、
家

庭
で

も
園

で
の

学
び

を
再
現

す
る

の
は

、
貴
重

な
在

り
様

で
あ

る
。

 

⑲
 

そ
ん

な
G 

児
が
「

ウ
メ

に
は
ヘ

タ
が

つ
い

て
る

か
ら

、
つ

ま
よ

う
じ

で
取

ら
な

い
と

い
け

な
い

ん
だ

 
よ

、
難

し
い

よ
」

と
話

し
た

。
採

っ
た

ウ
メ

に
は
ほ

と
ん

ど
ヘ

タ
が

つ
い

て
い

な
か

っ
た

が
、
梅
シ
ロ

ッ
プ

の
作

り
⽅

を
知

り
、

レ
シ
ピ
通

り
に
作

り
た

い
と

い
う
G 

児
の

思
い

や
ヘ

タ
と

り
を
実
際

に
経
験

す
る

こ
と

で
⽣

ま
れ

る
学

級
の
み

ん
な

の
気
付

き
を
⽀

え
る

た
め

に
、

ウ
メ

の
ヘ

タ
と

り
を

し
た

。
 

⑲
 
［

 
a 
］

ウ
メ

を
か

く
時

に
⿊

い
ヘ

タ
を

し
っ

か
り

と
か

い
た

 G
 児

は
、
絵

本
で

⾒
た

こ
と

と
実
際

に
家

庭
で
ヘ

タ
と

り
を
経
験

し
た

こ
と

を
重ね

て
い

る
。
［

 b
 
］
絵

本
で

も
ヘ

タ
と

り
を

し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

が
描

か
れ

て
い

た
が

、
G 

児
の
強

い
思

い
が

、
全
員

で
ヘ

タ
と

り
を
経
験

す
る

こ
と

に
つ

な
が

っ
た

。
［

 c
 
］

ヘ
タ

が
つ

い
て

い
な

い
も

の
が

多
い

こ
と

を
分

か
っ

て
い

な
が

ら
も

、
ヘ

タ
が

な
い

と
い

う
こ

と
も

あ
る

、
と

い
う

こ
と

を
⾃

分
た

ち
で
経
験

す
る
中

で
気

づ
き

、
⾃

分
な

り
に

理
解

す
る

こ
と

を
⽀

え
る

た
め

に
、

あ
え

て
何

も
⾔
わ

ず
に

そ
の
機
会

を
設

け
た

。
 

⑳
 

い
ざ

取
ろ

う
と

す
る

と
「
⿊

い
の

つ
い

て
い

な
い

よ
ね
…
？
」
「

こ
れ

、
ヘ

タ
あ

る
？
」

と
い

う
会

話
が
⾶

び
交

う
。
A 

児
は
「

取
っ

た
と

き
に
ヘ

タ
も

取
れ

た
の

か
な

あ
」

と
話

し
、
G 

児
は
「
僕

の
お

う
ち

で
ヘ

タ
と

り
し

た
と

き
に

は
、
ヘ

タ
い

っ
ぱ

い
あ

っ
た

 
よ
」

と
話

し
た

。
そ

の
中

で
も
ヘ

タ
の

つ
い

て
い

る
 

⑳
 
［

 a
 
］

⾃
分

な
り

に
ウ
メ

の
ヘ

タ
は

ど
こ

に
あ

る
の

か
懸
命

に
探

す
中

で
、

ウ
メ

の
特
性

を
知

っ
た

り
、
ヘ

タ
を

取
る
ポ

イ
ン

ト
を

⾃
分

な
り

に
錯
誤

し
た

り
す

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
。

 
A 

児
は

ウ
メ

を
毎

⽇
採

っ
て

い
た

こ
と

、
G 

児
は
家

庭
で

ウ
メ

の
ヘ

タ
と

り
に

取
り

組
ん

だ
こ

 

ウ
メ

を
探

し
、
「

取
れ

た
！
」

を
実

感
す

る
の

が
⾯
⽩

い
よ

う
で

、
そ

れ
ぞ

れ
何
度

も
「
お

か
わ

り
ウ
メ

す
る
！
」

と
い

い
な

が
ら

ウ
メ

を
取

り
ヘ

タ
を
探

し
た

 
        ㉑

 
降

園
時

に
B 

児
が
「
明

⽇
は
瓶
詰

だ
ね
」

と
話

す
と

、「
凍

ら
せ

た
⽅

が
い

い
っ

て
お

じ
ち
ゃ

ん
⾔

っ
て

た
け

ど
ち
ゃ

ん
と
凍

る
か

な
」「

⼀
⽇

で
凍

る
ん

じ
ゃ

な
い
？
」

と
会

話
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
      

   6 
⽉

 1
2 

⽇
（
⽊
）

 
㉒

 
そ

の
⽇

は
別

の
活
動

が
押

し
た

こ
と

で
、

ウ
メ

の
瓶
詰

め
を

あ
き

ら
め

よ
う

か
と
保

育
者

は
思

っ
て

い
 

た
。

学
級

で
集

ま
っ

た
と

き
に
「
瓶
詰

め
明

⽇
で

い
い
？
」

と
尋

ね
る

と
「
絶

対
や

り
た

い
」

と
い

う
声

が
揃

う
。

帰
り

の
準

備
を

早
く
済

ま
せ

る
と

、
瓶
詰

め
が

で
き

る
か

も
し

れ
な

い
、

と
い

う
こ

と
を

伝
え

る
と

、
そ

の
後

す
ぐ

に
降

園
準

備
を

そ
そ

く
さ

と
始

め
た

。
 

 ㉓
 
降

園
準

備
が

で
き

た
⼈

か
ら
梅

と
氷
砂
糖

を
詰

め
て

い
く

。
⾃

分
た

ち
で
詰

め
て
作

っ
た
梅
シ
ロ

ッ
プ

が
ど

の
よ

う
に
変
化

し
て

い
く

の
か

、
ま

た
「

⾃
分

た
ち

で
作

っ
た
」

と
い

う
こ

と
を
実

感
す

る
た

め
に

、
瓶

を
三

つ
⽤
意

し
、三

つ
の
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
て

取
り

組
ん

だ
。 

⼭
ほ

ど
氷
砂
糖

や
ウ
メ

を
⼊

れ
る
わ

け
で

は
な

い
。

 

と
か

ら
、
A 

児
と

 G
 児

の
⾔
葉

が
⽣

ま
れ

て
い

る
と

考
え

る
。
［

 b
 
］

ウ
メ

の
ヘ

タ
に

つ
い

て
友

達
同

⼠
で

や
り

と
り

し
な

が
ら

、
探

し
た

り
取

っ
た

り
す

る
、

そ
の
姿

は
相
互
的

な
学

び
を
⽀

え
て

い
る

と
考

え
る

。
［

 c 
］
「

⼀
⼈

何
個
ヘ

タ
を

と
る
」

と
は
課

さ
ず

に
、
⼆

つ
ほ

ど
渡

し
た

の
ち

に
、
残

っ
た

ウ
メ

は
前
⽅

の
机

に
置

い
て

い
た

。
課

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

が
「

も
っ

と
や

り
た

い
」

と
い

う
思

い
に

つ
な

が
っ

た
の

で
は

な
い

か
。

 
  ㉑

 
［

 b
 ］
［

 a
 
］

⼀
⼈

ひ
と

り
が

、
学

級
全
体

の
⾒
通

し
と

し
て
梅
シ
ロ

ッ
プ

づ
く

り
を
位
置
付

け
、

⾃
分

な
り

に
参

与
し

て
い

る
。

 
           ㉒

 
［

 a
 
］

⼀
⼈

ひ
と

り
に

と
っ

て
梅
シ
ロ

ッ
プ

づ
く

り
が

な
ん

と
し

て
も

や
り

た
い

と
思

え
る
ほ

ど
の
特
別

な
活
動

と
し

て
位
置

づ
い

て
い

る
。

［
 b

 ］
の

⼀
⼈

ひ
と

り
の

思
い

が
学

級
全
体

で
共
有

さ
れ

、
全
体
意

思
と

な
っ

て
い

る
よ

う
に

思
え

る
。

 
    ㉓

 
［

 a
 ］

⼀
⼈

ひ
と

り
が
瓶
詰

の
こ

と
を
把
握

し
て

い
る

か
ら

こ
そ

、
氷
砂
糖

や
ウ
メ

の
量

を
考

え
な

が
ら

、
取

り
組

ん
で

い
る

。
［

 b
 ］
「

ウ
メ

と
氷
砂
糖

を
交
互

に
⼊

れ
て

い
く
」

と
い

う
ウ
メ

の
瓶
詰

の
仕
⽅

を
軸

に
、

そ
れ
ぞ

れ
の

考
え

を
聞

き
合

い
、
重

ね
合
わ
せ

て
い

る
。

⾃
分

の
思

い
と

し
て

で
は

な
く

、
「
梅
シ
ロ

ッ
プ

を
完
成

さ
せ

る
た

め
に
」

考
え

を
交
わ

し
合

う
、

と
い

う
よ

い
も

の
を
作

る
た

め
の
協
働
関
係

が
⽣

ま
れ

て
い

る
。

 
 

95



「
も

う
ち
ょ

っ
と
氷

⼊
れ

な
い

と
だ

め
だ

よ
、隙
間

が
あ

る
よ
」「

も
う

ウ
メ⼊

れ
て

い
い
？
」「

い
っ
ぱ

い
に

な
っ

ち
ゃ

っ
た

、
こ

こ
に

も
う

ち
ょ

っ
と
氷
砂
糖

が
必
要

な
ん

じ
ゃ

な
い
？
」

な
ど

と
⼦

ど
も

た
ち

同
⼠

で
相

談
し

な
が

ら
進

め
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 

ま
た

、
材
料

を
詰

め
て

い
く

役
割

、
瓶

を
お

さ
え

て
お

く
役

割
、
声

を
あ
げ

る
役

割
、

と
い

っ
た

役
割

が
⽣

ま
れ

て
い

た
。［

 c
 ］

⼀
つ

の
瓶

に
対

し
て

、
7、
8 

⼈
で

取
り

組
ん

だ
。

⼈
数

と
し

て
は

や
や

多
か

っ
た

が
、

役
割

を
交
代

し
合

い
な

が
ら

、考
え

を
交
わ

し
な

が
ら

取
り

組
ま

れ
て

い
た

こ
と

を
考

え
る

と
、
声

を
聴

き
あ

い
、
協
働
的

な
活
動

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
る

、適
切

な
グ

ル
ー

プ
サ

イ
ズ

だ
っ

た
の

か
も

し
れ

な
い

。
 

7 
⽉

 4
 ⽇
（
⾦
）

 
㉔

 
プ

ー
ル

遊
び

の
後

に
、
梅
ジ
ュ

ー
ス

を
飲

む
こ

と
に

な
っ

た
。

ま
た
異

な
る
⽂
脈

で
梅
シ
ロ

ッ
プ

を
作

っ
て

い
た
隣

の
学

級
と

⼀
緒

に
飲

む
こ

と
に

な
っ

た
。

 
A 

児
は
「
次

は
梅
ジ
ュ

ー
ス

だ
よ

ね
」

、
G 

児
は
「

楽
し
み

だ
な

あ
」

と
話

し
て

い
た

。
D

 児
は
「
梅
ジ
ュ

ー
ス
飲

ん
だ

こ
と

な
い
」

と
話

し
、
H 

児
は
「
家

で
飲

ん
だ

ら
あ

ん
ま

り
お

い
し

く
な

か
っ

た
」

と
話

し
た

。
偏
⾷

の
⼦

ど
も

も
多

い
の

で
、
保

育
者

は
果

た
し

て
こ

れ
ほ

ど
ま

で
に

こ
だ
わ

っ
て
作

っ
て

き
た
梅
ジ
ュ

ー
ス

を
飲

め
る

の
か

、
確
信

が
も

て
な

か
っ

た
。

 
 ㉕

し
か

し
、「

い
た

だ
き

ま
す
」

の
あ

と
、
飲

ん
で

か
ら

の
⼀
⾔

は
「
お

い
し

い
！
」
「

あ
ま

い
！
」

で
あ

っ
た

。
今

ま
で
⼝

に
し

た
こ

と
の

な
い

も
の

を
あ

ま
り
⼝

に
し

な
い
G 

児
も
「
お

い
し

い
」
「

あ
ま

い
、

ち
ょ

っ
と

す
っ
ぱ

い
け

ど
」

と
⾔

い
な

が
ら

も
完
飲

し
た

。Ｂ
児

は
炭
酸

で
割

っ
て
飲

む
こ

と
に

こ
だ
わ

っ
て

い
た

が
「

⽔
で

割
っ

て
も

め
っ

ち
ゃ
お

い
し

い
、
み

ん
な

で
作

っ
た
梅
ジ
ュ

ー
ス
お

い
し

い
」

と
話

し
た

。
 

 

 ㉔
［

 c
 
］
隣

の
学

級
も
梅
シ
ロ

ッ
プ

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で
い

た
が

、
ウ
メ

を
⾒

つ
け

た
タ

イ
ミ
ン
グ

も
き

っ
か

け
も

、
梅
シ
ロ

ッ
プ

づ
く

り
の
過
程

も
全

く
異

な
る

。
し

か
し

、
互

い
の
異

な
る

プ
ロ
セ

ス
を

感
じ
合

い
な

が
ら

も
、
「
梅
ジ
ュ

ー
ス

を
飲

む
」

と
い

う
活
動

そ
の

も
の

の
重

な
り

は
⾯
⽩

く
感

じ
ら

れ
た

ら
と

思
い

、
機
会

を
同

じ
く

す
る

こ
と

に
し

た
。
両

学
級

の
梅
シ
ロ

ッ
プ

づ
く

り
を
⽀

え
て

く
だ

さ
っ

た
⽤
務
員

の
A 

さ
ん

に
も

、
み

ん
な

で
改

め
て
挨
拶

す
る

こ
と

も
可
能

と
な

っ
た

。
 

 ㉕
［

 a
 ］

⾃
分

な
り

に
ウ
メ

に
関
わ

っ
て

き
た

か
ら

こ
そ

、
飲

も
う

と
い

う
意
欲

が
湧

い
た

の
だ

ろ
 

う
。馴
染
み

の
な

い
も

の
で

あ
る

が
、⾃

分
た

ち
で
作

っ
た
梅
ジ
ュ

ー
ス

を
⼝

に
し

た
こ

と
で

、
対
象
物

と
し

て
の

ウ
メ

が
⾷

材
へ

と
変
わ

り
、

そ
の
お

い
し

さ
を

味
わ

い
、
知

る
こ

と
が

で
き

た
と

考
え

る
。

 
［

 b
 
］

こ
れ

ま
で
全
員

で
梅
シ
ロ

ッ
プ

づ
く

り
に

関
わ

り
、
全
員

で
飲

む
機
会

を
保
障

し
た

か
ら

こ
そ

、
互

い
に
お

い
し

さ
を
共
有

し
た

り
、
飲

む
こ

と
に
抵
抗

感
を
抱

く
友

達
に
お

い
し

さ
を

伝
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
た

の
だ

ろ
う

。
［

 c 
］
資
源

の
有
限
性

を
感

じ
な

が
ら

取
り

組
み

、
ま

た
全
員

で
学

び
を
深

め
て

き
た

か
ら

こ
そ

、
全
員

で
飲

む
こ

と
へ

の
こ

だ
わ

り
が

⽣
ま

れ
た

と
考

え
る

。
 

I 児
は
梅
ジ
ュ

ー
ス

を
飲

む
こ

と
を

た
め

ら
っ

た
が

、
G 

児
が
「

め
っ

ち
ゃ
お

い
し

い
よ
」
「
モ
モ
み

た
い

だ
よ
」

と
声

を
か

け
て

い
た

。
み

ん
な

で
作

っ
た
梅
シ

ロ
ッ

プ
。
み

ん
な

で
飲

む
お

い
し

さ
も

あ
る

の
だ

ろ
う

。
年

⻑
は

さ
ま

ざ
ま

な
⾏

事
に
追
わ

れ
て

い
る

が
、

こ
れ

だ
け

時
間

を
割

い
て
梅
シ
ロ

ッ
プ

を
作

っ
た

そ
の

甲
斐

が
あ

っ
た

こ
と

を
保

育
者

は
感

じ
さ
せ

ら
れ

た
。

 

 

 
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
【
家

庭
で

の
経
験

と
相
互

に
⾏

き
来

す
る

こ
と

】
 

Ｅ
児

が
弟

が
持

ち
帰

っ
た

ウ
メ

と
⽬

の
前

で
拾

っ
た

ウ
メ

と
の

つ
な

が
り

を
感

じ
て

い
た

り
、
B 

児
が
昨

年
度
家

庭
で
梅
シ
ロ

ッ
プ

づ
く

り
に

取
り

組
ん

だ
経
験

を
思

い
起

こ
し

た
り

し
て

い
た

が
、

そ
れ

ら
の
家

庭
で

の
個
別
最
適

な
学

び
が

学
級
全
体

に
共
有

さ
れ

る
こ

と
で

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。
E 

児
も
B 

児
も
家

庭
で
改

め
て

調
べ

た
り

し
た
わ

け
で

は
な

い
が

、
何
気

な
い
経
験

の
⼀
端

が
学

級
で

相
互
的

に
語

り
合

う
際

に
活

き
、

学
び

を
も

た
ら

し
た

。
ま

た
、

園
で
梅
シ
ロ

ッ
プ

づ
く

り
に

取
り

組
ん

だ
経
験

や
そ

こ
で

の
⾯
⽩

さ
を

、
そ

れ
ぞ

れ
が
家

庭
に
持

ち
帰

り
、
実
践

し
た

⼦
も

多
か

っ
た

。
家

庭
で

の
経
験

が
園

に
お

い
て
表
現

さ
れ

る
と

同
時

に
そ

の
学

び
が
周

り
の

⼦
ど

も
た

ち
に

も
波
及

す
る

こ
と

、
ま

た
そ

の
波
及

し
た

学
び

が
家

庭
で

も
表
現

さ
れ

、
家

庭
で

も
学

び
が
深

ま
る
―

。
そ

う
い

っ
た

園
と
家

庭
で

の
学

び
が
無
限

に
⾏

き
来

す
る

こ
と

が
、

個
別
最
適

な
学

び
を
⽀

え
る

と
同

時
に

、
⼦

ど
も

同
⼠

で
の
協
働
的

な
学

び
を

⽣
み
出

す
基
盤

と
な

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
 

 【
資
源

の
有
限
性

と
所
有
権

】
 

③
で
「
A 

児
ら

は
制
作

の
材
料

や
⾃
然
物

を
あ

る
だ

け
採

ろ
う

と
す

る
節

が
あ

る
」

と
考

察
し

た
が

、
地
域
社
会

と
の

関
わ

り
が
弱

ま
っ

た
こ

と
や

、
個

⼈
主
義
的

思
想

が
強

ま
っ

て
い

る
こ

と
、
限

り
な

く
⽣
み
出

す
こ

と
が

で
き

る
⼈

⼯
物

が
多

く
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
⼦

ど
も

た
ち

が
⽣

き
て

い
る
世
界

で
は

、
社
会

に
あ

る
資
源

が
有
限

で
あ

る
こ

と
や

、
そ

れ
ら

の
資
源

を
ど

の
よ

う
に

分
け
合

っ
て

い
く

か
、

と
い

う
視
点

が
弱

ま
っ

て
い

る
と

考
え

る
。
今
回

の
実
践

で
は

、
ウ
メ

を
何

個
採

っ
て

も
よ

い
か

、
持

ち
帰

っ
て

も
よ

い
か

、
と

い
う

話
か

ら
、「
み

ん
な

で
ウ
メに
関

す
る
活動

に
取

り
組

む
」

と
い

う
⽅
向
性

が
⾒

え
た

が
、

⾃
分

だ
け

の
利
益

と
せ

ず
資
源

を
分

か
ち
合

う
こ

と
で

、
そ

れ
ぞ

れ
が

と
も

に
資
源

を
分

け
合

う
他

の
⼈

の
存
在

を
感

じ
な

が
ら

も
、

⾃
分

の
学

び
を
深

め
て

い
く

こ
と

を
可
能

に
し

た
の

で
は

な
い

か
。

も
ち

ろ
ん

、
ウ
メ

を
持

ち
帰

る
こ

と
で

⽣
ま

れ
る

個
別
最
適

な
学

び
及

び
協
働
的

な
学

び
も

あ
っ

た
だ

ろ
う

。
し

か
し

、
園

の
資

源
と

し
て
限

り
が

あ
る

こ
と

、
園

に
い

る
全
員

に
そ

の
恩
恵

を
受

け
る
権
利

が
あ

る
こ

と
を
把
握

し
て
お

く
こ

と
で

、
ウ

メ
と

い
う

⾃
然
物

と
⼤
切

に
向

き
合

い
、

ウ
メ

と
の
関
わ

り
を
協
働
的

に
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

と
考

え
る

。
 

 【
「

⾃
分
」

と
向

き
合

う
―
語

り
合

い
⽣
成

し
て

い
く

と
い

う
⼟
壌

】
 

今
回

の
実
践

で
は

、
学

級
全
体

で
の
活
動

を
中
⼼

と
し

て
お

り
、
「
協
働
的

な
学

び
」

と
し

て
の
規
模

は
⼤

き
か

っ
た

。
し

か
し

、
学

級
全
体

で
活
動

を
⼀

つ
ひ

と
つ

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
で

、
⽣

ま
れ

た
学

び
が

あ
る

。
⼀

⼈
ひ

と
り

が
ウ
メ

と
い

う
⾃
然
物

と
じ

っ
く

り
と
関
わ

り
、

そ
の
特
性

を
感

じ
る

こ
と

で
、

⾃
⾝

の
探

究
が
深

ま
る

と
同

時
に

、
そ

の
探

究
を

学
級
全
体

で
も
共
有

す
る

こ
と

で
、
周

り
の

友
達

の
学

び
へ

と
還

っ
て

い
っ

た
。

ま
た

、
梅
シ
ロ

ッ
プ

を
作

る
際

に
も

、
梅

シ
ロ

ッ
プ

づ
く

り
に

つ
い

て
探

究
し

て
き

た
経
験

か
ら

、
氷
砂
糖

と
ウ
メ

を
如

何
に
詰

め
る

か
、

相
談

し
な

が
ら

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
り

、
飲

む
際

に
も
互

い
に
声

を
掛

け
合

い
な

が
ら
お

い
し

さ
を
共
有

す
る

こ
と

が
で

き
た

り
し

た
。

 
⽇
頃

か
ら

⼦
ど

も
た

ち
は

⾃
分

の
思

い
や

考
え

を
話

し
た

り
、

聞
い

た
り

し
な

が
ら

遊
び

や
⽣
活

を
つ

く
っ

て
い

る
。
3 

年
間

か
け

て
そ

の
よ

う
な

⼟
壌

が
⼦

ど
も

た
ち

に
培
わ

れ
た

が
、

⼦
ど

も
た

ち
は

そ
の

⼟
壌

を
⾃

分
の

も
の

に
し

な
が

ら
実
践

し
て

い
る

。遊
び

や
⽣
活

の
主
体

と
し

て
、⾃

分
の

感
じ

考
え

る
こ

と
を

⾃
覚
化

し
な

が
ら
⾔
葉

で
表
現

す
る

こ
と

、
ま

た
と

も
に
創

る
仲
間

と
そ

の
⾔
葉

を
交
わ

し
合

う
こ

と
、そ

し
て

そ
れ

が
織

り
な

さ
れ

る
こ

と
に

よ
っ

て
⽣
み
出

さ
れ

て
い

く
と

い
う

こ
と

を
体

感
的

に
得

て
い

る
こ

と
が

⼟
台

と
な

り
、

⽣
ま

れ
た
実
践

で
あ

る
。
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 【
⽣
成

の
過
程

を
時
間

を
か

け
て

味
わ
お

う
と

す
る
姿
勢

】
 

A 
児

・
B 

児
・
C 

児
・
D

 児
を
含

む
そ

れ
ぞ

れ
の
探

究
を
丁
寧

に
保
障

す
る

こ
と

、
ま

た
そ

こ
か

ら
学

級
に

学
び

が
還

り
学

級
で

の
共
通
経
験

と
し

て
つ

く
っ

て
い

け
た

ら
と

い
う

思
い

か
ら

、保
育
者

は
じ

っ
く

り
と
向

き
合

う
時
間

を
保
障

す
る
⼼

づ
も

り
で

あ
っ

た
が

、
⼦

ど
も

た
ち

⾃
⾝

も
、

ウ
メ

と
の
関
わ

り
を

⾃
分

な
り

に
試
⾏
錯
誤

し
た

り
、
家

庭
で

も
保
護
者

と
話

し
た

り
実
践

し
て
み

た
り

、
登

園
時

に
ウ
メ

を
な

が
め

た
り

、
⾃
⼰
選
択
活
動

で
ウ
メ

を
採

っ
た

り
、

梅
シ
ロ

ッ
プ

の
作

り
⽅

を
絵

本
で
読

ん
だ

り
、

ま
た

そ
れ

に
つ

い
て

友
達

と
話

し
た

り
、

と
い

っ
た

よ
う

に
、

⼦
ど

も
た

ち
⾃
⾝

が
⾃
主
的

に
時
間

を
か

け
て
向

き
合

っ
て

い
た

。
そ

の
姿

か
ら

、
今
向

き
合

い
た

い
と

思
っ

て
い

る
ウ
メ

を
じ

っ
く

り
と

味
わ

え
る

よ
う

に
、

と
保

育
者

が
意
図
的

に
時
間

を
多

く
設

け
た

と
こ

ろ
も

あ
る

が
、

⼦
ど

も
た

ち
⾃
⾝

が
ウ
メ

と
向

き
合

う
こ

と
の
⾯
⽩

さ
を

感
じ

、
ま

た
そ

れ
を

友
達

と
も
共
有

し
紡
ぎ

な
が

ら
ま

た
新

た
な
気

づ
き

を
得

る
こ

と
、

そ
う

い
っ

た
⽣
成

に
じ

っ
く

り
と

時
間

を
か

け
て
向

き
合
お

う
と

い
う
姿
勢

が
あ

っ
た

か
ら

こ
そ

、個
別
最
適

な
学

び
と

協
働
的

な
学

び
が
幾
度

と
な

く
往
還

す
る

こ
と

が
可
能

に
な

っ
た

の
で

は
な

い
か

。そ
れ

は
、5

 歳
児

 6
 ⽉

と
い

う
時

期
と

発
達
的

な
側
⾯

も
関
係

し
て

い
る

よ
う

に
思

え
る

。
 

 【
「

ウ
メ

の
⽊

が
す
ぐ

⾒
え

る
と

こ
ろ

に
あ

る
」

そ
の

環
境

に
あ

る
こ

と
】

 
保

育
室
裏

⼿
の

、
い

つ
で

も
⾒

る
こ

と
も

、
採

る
こ

と
も

で
き

る
場

所
に

ウ
メ

の
⽊

が
あ

っ
た

こ
と

も
、

こ
の

学
び

の
起
点

で
あ

り
、

学
び

を
深

め
て

い
く
鍵

で
あ

っ
た

と
考

え
る

。
⾃
然
物

と
保

育
室

の
距
離

は
物

理
的

に
遠

く
な

る
ケ

ー
ス

も
多

い
が

、
近

く
に

あ
り

、
ウ
メ

を
い

つ
で

も
拾

え
る

環
境

や
⽤
務
員

が
ウ
メ

を
採

る
様

⼦
を

⾒
る

こ
と

が
で

き
る

環
境

に
あ

る
こ

と
が

、
そ

れ
ぞ

れ
が

ウ
メ

と
の
関
わ

り
を
深

め
る

と
同

時
に

、
全
体

で
ウ
メ

と
の
関
わ

り
を

も
つ

こ
と

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

。
 

２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 

【
⼤
切

に
し

た
い

こ
と

を
軸

と
し

な
が

ら
も

、
⼦

ど
も

た
ち

の
興

味
関
⼼

に
応

じ
て

コ
ン

テ
ン
ツ

を
模
索

す
る

こ
と

】
保

育
活
動

の
中

で
は

、四
季

や
そ

の
時

期
に
可
能

と
な

る
⾃
然
物

と
の
関
わ

り
が

⼤
切

に
さ

れ
る

。⼦
ど

も
た

ち
の

 
発

達
経
過

も
相

ま
っ

て
「

年
⻑

の
 6

 ⽉
に

な
っ

た
ら

ウ
メ

を
採

り
、
シ
ロ

ッ
プ

づ
く

り
に

取
り

組
む
」

と
い

っ
た

コ
ン

テ
ン
ツ
ベ

ー
ス

で
進

め
ら

れ
る

こ
と

も
あ

る
。
今
回

の
ウ
メ

と
の
探

究
活
動

は
、

た
ま

た
ま
保

育
室
裏

⼿
に
数

⼈
が
出

て
ウ
メ

を
⾒

つ
け

た
こ

と
を
起
点

と
し

て
お

り
、

そ
の
過
程

も
⼦

ど
も

た
ち

と
⼀

緒
に

⾒
通

し
を

⽴
て

な
が

ら
取

り
組

ん
で

き
た

。何
か

し
ら
探

究
的

な
活
動

を
学

級
で

取
り

組
み

た
い

と
保

育
者

は
思

っ
て

い
た

が
、あ

の
時

、⼦
ど

も
た

ち
が

ウ
メ

を
⾒

つ
け

な
け

れ
ば

、
他

の
も

の
を
探

究
し

て
い

た
か

も
し

れ
な

い
。
四
季

や
⾃
然

の
状
況

を
考

え
る

こ
と

や
、

⼦
ど

も
た

ち
の

育
ち

の
タ

イ
ミ
ン
グ

を
⾒
計

ら
う

こ
と

は
⽋

か
し

て
は

な
ら

な
い
観
点

で
は

あ
る

が
、
活
動

あ
り

き
で

考
え

ず
、

⼤
切

に
し

た
い

こ
と

を
軸

に
す

る
こ

と
で

、
⼦

ど
も

た
ち

の
興

味
関
⼼

を
出

発
点

と
し

、
⼦

ど
も

た
ち

⾃
⾝

も
⾃

発
的

に
活
動

の
プ
ロ
セ

ス
を

試
⾏

し
て

い
く

こ
と

が
可
能

と
な

る
の

で
は

な
い

か
。

 
【

⾃
分

た
ち

で
感

じ
考

え
た

こ
と

を
実
践
的

に
表
現

し
て

い
け

る
よ

う
に
⽀

え
る

こ
と

】
 

ウ
メ

を
⾃
由

に
採

っ
た

り
、

⾃
分

た
ち

で
梅
シ
ロ

ッ
プ
漬

け
の

た
め

に
瓶
詰

を
し

た
り

す
る

こ
と

を
保
障

し
た

が
、

そ
れ

は
、

そ
れ
ぞ

れ
が

⾃
分

が
探

究
し

て
き

た
こ

と
を

、
互

い
に

感
じ
合

い
な

が
ら
表
現

す
る

こ
と

を
⽀

え
る

た
め

で
あ

る
。
⽅
法

を
教

師
が

伝
え

る
の

で
は

な
く

、
⼦

ど
も

た
ち

⾃
⾝

で
考

え
、

伝
え
合

い
な

が
ら

取
り

組
む

こ
と

で
⽣

ま
れ

た
学

び
で

は
な

い
か

。
１
）

で
述

べ
た

よ
う

に
、

⾃
分

と
向

き
合

っ
た

り
、

ま
た

そ
の

⾃
分

の
思

い
や

考
え

を
語

り
合

い
⽣
成

し
て

い
く

と
い

う
⼟
壌

が
⼦

ど
も

た
ち

に
は

備
わ

っ
て

い
る

。そ
の

⼟
壌

が
豊

か
に
培
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
信

じ
、

⼦
ど

も
た

ち
同

⼠
で
実
践

し
て
表
現

し
て

い
け

る
よ

う
な

場
や
機
会

を
保
障

し
て

き
た

こ
と

が
、

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の

相
互
的

な
学

び
の
深

ま
り

を
助

⻑
す

る
こ

と
に

な
っ

た
の

で
は

な
い

か
。

 
 

【
⼦

ど
も

た
ち

の
学

び
の
姿

や
ね

ら
い

に
応

じ
て

、
活
動

形
態

を
選
択

す
る

こ
と

】
 

今
回

の
事

例
で

は
、

学
級
全
体

と
い

う
規
模

で
活
動

に
取

り
組

ん
だ

。
そ

れ
ゆ

え
に

、
学

級
で
共
有

す
る

こ
と

で
⼀

⼈
ひ

と
り

が
⾃
覚
的

に
ウ
メ

と
の
探

究
を
深

め
て

い
く

こ
と

を
⼤
切

に
し

た
。
お
知

ら
せ

の
時
間

を
も

っ
た

り
、

ウ
メ

の
持

ち
帰

り
に

つ
い

て
み

ん
な

で
考

え
た

り
、
「

う
め

け
ん

き
ゅう
」

を
ファ

イ
リ
ン
グし

、
誰も

が
い

つ
で

も
⼿

に
取

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
た

り
、

と
い

う
よ

う
に

、
学

級
全
体

で
学

び
を
共
有

す
る
機
会

を
積
極
的

に
設

け
た

こ
と

が
、

個
別
最
適

な
学

び
を

⾒
え

る
化

す
る

と
同

時
に

、
相
互
的

に
つ

な
が

り
あ

っ
て

い
く

こ
と

を
誘

発
し

た
と

考
え

る
。

 
⼀
⽅

で
、

学
級
全
体
活
動

の
中

で
「

う
め

け
ん

き
ゅ

う
」

に
取

り
組

ん
だ

が
、

そ
こ

で
の

ね
ら

い
は
協
働
的

な
学

び
よ

り
も

個
別
最
適

な
学

び
を
⼗

分
に
保
障

す
る

こ
と

で
あ

っ
た

り
、ウ
メ

の
瓶
詰

で
は

⼀
⼈

ひ
と

り
の
梅
シ
ロ

ッ
プ

が
で

き
て

い
く
過
程

を
じ

っ
く

り
と

味
わ

え
る

よ
う

に
⼩
グ

ル
ー

プ
を

組
ん

だ
り

、ヘ
タ

と
り

は
互

い
に

考
え

を
通
わ
せ

な
が

ら
、

⾃
分

た
ち

で
助

け
合

い
な

が
ら
ヘ

タ
の
存
在

を
感

じ
、

⾃
分

な
り

に
挑

め
る

よ
う

に
、

テ
ー
ブ

ル
を

広
く

つ
な
げ

て
取

り
組

ん
だ

り
、

と
い

っ
た

よ
う

に
、

⼦
ど

も
の

学
び

の
姿

や
ね

ら
い

に
応

じ
て

、
活
動

形
態

を
選
択

し
て

き
た

。個
別
最
適

な
学

び
を
重
視

し
て

い
て

も
協
働
的

な
学

び
も

⽣
ま

れ
て

い
た

り
、ま

た
そ

の
逆

も
あ

っ
た

り
と

い
う

よ
う

に
、個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
を

分
け

て
活
動

形
態

を
選
ぶ

こ
と

は
不
可
能

だ
が

、⼦
ど

も
た

ち
の

学
び

の
姿

や
保

育
者

の
ね

ら
い

で
重
点

と
し

て
お

き
た

い
と

こ
ろ

か
ら

、活
動

の
形

を
多

様
に

考
え

る
こ

と
で

、個
別

と
協
働

が
誘

発
さ

れ
合

い
な

が
ら

も
、
重
点

と
し

た
い

と
こ

ろ
が
⽀

え
ら

れ
る

と
考

え
る

。
 

 
【
社
会
―

園
全
体

で
有
機
的

に
作

⽤
し

あ
い

と
も

に
創

っ
て

い
く
視
点

を
保

育
者

が
も

っ
て

い
る

と
い

う
こ

と
】

 
保

育
は
保

育
者

と
⼦

ど
も

だ
け

で
成

り
⽴

っ
て

い
る
わ

け
で

は
な

い
。
他

の
学

級
の

⼦
ど

も
た

ち
や
保
護
者

、
他

の
保

育
者

、
さ

ら
に

い
え
ば

園
を
⽀

え
る

さ
ま

ざ
ま

な
⼤

⼈
と

の
関
わ

り
合

い
の
中

で
⽣

ま
れ

て
い

る
。

ま
た

、
そ

の
よ

う
な

園
と

い
う
社
会

の
中

に
い

る
か

ら
、

さ
ま

ざ
ま

な
⼈

が
い

る
か

ら
こ

そ
、

⼤
切

に
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

が
多

く
あ

る
。
地
球

環
境

を
⽣

き
ぬ

く
た

め
に

は
、
限

り
あ

る
資
源

を
分

け
合

い
な

が
ら

⽣
き

て
い

か
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
そ

の
よ

う
な
視
点

を
保

育
者

が
念
頭

に
置

き
な

が
ら

、
⼦

ど
も

た
ち

の
思

い
や
姿

と
重

ね
合
わ
せ

て
い

く
こ

と
が

、
個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
を
⽀

え
る

と
考

え
る

。
以

下
は
今
回

の
事

例
に
お

い
て
有
機
的

に
作

⽤
し

あ
っ

て
い

た
も

の
の

具
体

で
あ

る
。

 
 ①

 
周

り
に

い
る

⼈
の
存
在

を
感

じ
、

と
も

に
創

ろ
う

と
す

る
こ

と
 

社
会

で
⽣

き
て

い
る
以
上

、
⾃

分
が

好
き

な
よ

う
に

何
で

も
や

っ
て

も
よ

い
わ

け
で

は
な

い
。
周

り
の

⼈
が

い
て

、
限

り
あ

る
資
源

が
あ

り
、

そ
の
中

で
互

い
に

ル
ー

ル
を
守

る
こ

と
で

、
秩
序

が
保

た
れ

て
い

く
。
互

い
に
⽀

え
合

い
な

が
ら

⽣
き

る
と

い
う
視
点

も
重
要

で
あ

る
。
今
回

の
事

例
で

は
、
副

園
⻑

に
尋

ね
た

り
み

ん
な

で
話

し
合

っ
た

り
す

る
中

で
、
「

⾃
分

だ
け

の
ウ
メ

で
は

な
い
」

と
い

う
こ

と
に
気
付

い
た

り
、
互

い
に
意

⾒
を
交
わ

し
合

い
な

が
ら
瓶
詰

め
を

⾏
な

っ
た

り
し

た
こ

と
が

、
値

す
る

だ
ろ

う
。

 
 

②
 育

ち
を

⽀
え

る
さ

ま
ざ

ま
な

⼤
⼈

と
、

と
も

に
創

ろ
う

と
す

る
こ

と
 

ま
た

⾃
分

た
ち

の
学

級
さ

え
よ

け
れ

ば
そ

れ
で

い
い

、
と

い
う

わ
け

で
は

な
い

。
⾃

分
た

ち
だ

け
で

、
ま

た
担

任
と

だ
け

で
決

め
た

り
、

学
び

を
進

め
た

り
す

る
の

で
は

な
く

、
園

に
関

わ
る

さ
ま

ざ
ま

な
園

の
中

で
さ

ま
ざ

ま
な

⼈
を

感
じ

た
り

ル
ー

ル
を

⼤
切

に
し

た
り

し
な

が
ら

活
動

を
進

め
て

い
く

こ
と

に
つ

な
が

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
資

源
の

有
限

さ
や

所
有

に
関

し
て

は
副

園
⻑

が
、

梅
シ

ロ
ッ

プ
づ

く
り

に
つ

い
て

は
⽤

務
員

の
Ａ

さ
ん

が
、

新
た

な
視

点
を

も
た

ら
し

た
。

ま
た

、
「

保
育

参
加

」
と

い
う

機
会

が
あ

っ
た

り
、

⽇
頃

か
ら

保
育

者
が

保
護

者
に

梅
シ

ロ
ッ

プ
づ

く
り

の
様

⼦
を

伝
え

た
り

、
⼦

ど
も

た
ち

も
家

庭
で

園
で

の
取

り
組

み
を

伝
え

た
り

、
と

い
っ

た
こ

と
が

相
ま

っ
て

、
家

庭
で

梅
シ

ロ
ッ

プ
づ

く
り

に
取

り
組

ん
だ

り
、

ウ
メ

に
つ

い
て

調
べ

た
り

す
る

姿
も

⾒
ら

れ
た

。
そ

れ
は

、
保

護
者

⼀
⼈

ひ
と

り
も

⼦
ど

も
の

学
び

に
関

し
て

主
体

的
に

向
き

合
っ

て
い

る
証

で
あ

る
。

⼦
ど

も
た

ち
を

取
り

巻
く

、
園

に
位

置
づ

く
さ

ま
ざ

ま
な

⼤
⼈

が
、

⼦
ど

も
と

真
摯

に
向

き
合

い
、

主
体

的
に

動
い

て
い

る
こ

と
も

、
⼦

ど
も

た
ち

の
多

様
な

学
び

を
⽀

え
て

い
る

。
 

 

③
 地

球
環

境
を

⽣
き

ぬ
く

と
い

う
視

点
を

も
っ

て
、

と
も

に
創

ろ
う

と
す

る
こ

と
 

気
候

変
動

や
環

境
破

壊
に

よ
る

弊
害

な
ど

、
⼦

ど
も

た
ち

を
取

り
巻

く
環

境
は

ま
す

ま
す

深
刻

と
な

っ
て

い
る

。
⼦

ど
も

た
ち

が
こ

れ
か

ら
を

⽣
き

抜
い

て
い

く
た

め
に

は
、

資
源

と
の

向
き

合
い

⽅
を

知
っ

て
お

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

ウ
メ

は
無

限
に

実
る

わ
け

で
は

な
い

と
い

う
こ

と
、

⾃
分

た
ち

以
外

と
も

分
け

合
う

と
い

う
こ

と
、

そ
し

て
限

り
あ

る
ウ

メ
を

使
っ

て
梅

シ
ロ

ッ
プ

を
創

り
出

し
た

よ
う

に
、

限
り

あ
る

資
源

を
⼤

切
に

⽤
い

て
モ

ノ
を

創
り

出
し

、
そ

れ
を

楽
し

む
と

い
う

こ
と

―
。

そ
の

よ
う

な
こ

れ
か

ら
の

地
球

環
境

を
⽣

き
ぬ

い
て

い
く

た
め

に
重

要
な

こ
と

を
念

頭
に

置
く

こ
と

で
、

そ
の

⽣
成

の
過

程
に

お
い

て
⾒

ら
れ

る
個

別
最

適
な

学
び

と
協

働
的

な
学

び
が

あ
っ

た
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「
み

ん
な

で
や

っ
て

み
た

い
な

」
 

   
【

概
ね

の
時

期
と

そ
の

時
期

の
ね

ら
い

】
 

〇
５
歳

児
 ９

⽉
下
旬

〜
１
０

⽉
上
旬

 
〇
お

な
じ

め
あ

て
に

む
か

っ
て

 

園
名

：
⿃

取
⼤

学
附

属
幼

稚
園

 
 

・
友

だ
ち

と
⼀

緒
に

試
し

た
り
挑
戦

し
た

り
し

な
が

ら
、

い
ろ

い
ろ

な
遊

び
を

楽
し

む
。

 
・

友
だ

ち
と

思
い

を
出

し
合

っ
た

り
調

整
し

た
り

し
な

が
ら

、
⼒

を
合
わ
せ

て
⼀

つ
の

も
の

を
創

り
上
げ

て
い

く
達
成

感
や
喜

び
を

感
じ

る
。

 
                       

１
．
事
例
を
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
情
報
、
個
々
の
子
ど
も
に
対
す
る
願
い
 

・
年
長
児
は
７
名
で
あ
る
。
 

・
幼
稚
園
全
体
の
園
児
は
２
８
名
で
、
普
段
か
ら
異
年
齢
で
関
わ
っ
て
遊
ん
で
い
る
。
 

・
年
長
に
な
っ
て
か
ら
、
異
年
齢
や
保
育
者
を
呼
ん
で
、
４
月
に
は
「
レ
ス
ト
ラ
ン
ご
っ
こ
」
、
５
月
に
は
空
港
の
見
学

を
き
っ
か
け
に
「
飛
行
機
ご
っ
こ
」
を
し
て
い
る
。
 

・
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
大
切
に
し
つ
つ
、
友
だ
ち
と
の
関
係
性
を
深
め
た
い
と
い
う
願
い
が
あ
る
。
 

２
．
事
例
の
記
入
 

９
月
 

日
 

①
 
保

育
者

と
 

A
 児

が
紙
粘
土
を
こ
ね
て
い
た
ら
、

B 
児
・

C 
児
が
興
味
を
も
ち
、
一
緒
に
感
触
を
楽
し
み

な
が
ら
活
動
し
た
。
 

②
 
遊

ぶ
う

ち
に

、
A

 児
・

B 
児
・

C 
児
か
ら
「
ピ
ザ
み

た
い
」
と
い
う
声
が
あ
が
り
、
ピ
ザ
づ
く
り
へ
と
発
展

し
て
い
っ
た
。
 

３
．
研
究
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
考
察
 

 

①
［

a］
紙
粘
土
を
こ
ね
る
と
い
う
活
動
を
通
し
て
、

冷
た
さ
や
固
さ
等
の
感
触
、
力
加
減
の
仕
方
等
を
学
ん

で
い
た
。
 

②
［

a］
紙
粘
土
を
伸
ば
し
た
形
か
ら
想
像
し
た
イ
メ

ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
個
々
に
好
き
な
物
（
貝
殻
や
秋
の

自
然
物
等
）
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
り
色
塗
り
を
し
た
り
 

し
て
楽
し
み
な
が
ら
表
現
し
た
。
 

９
月

 
 
 
日

 

③
 
ピ
ザ
づ
く
り
の
参
考
に
、
保
育
者
が
ピ
ザ
の
メ
ニ
ュ

ー
表
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
、

B 
児
が
「
ピ
ザ
屋
さ
ん

や
り
た
い
」
と
言
い
出
し
た
。
 

 

③
［

b］
「
ピ
ザ
屋
さ
ん
」
と
い
う
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
を

も
ち
、
期
待
感
を
高
め
た
。
 

９
月
 

日
 

④
 ク

ラ
ス
全
員
で
、
ピ
ザ
屋
さ
ん
ご
っ
こ
の
準
備
を
進

め
て
い
っ
た
。
 

 ④
［

a］
子
ど
も
自
身
が
興
味
を
も
っ
た
や
り
た
い
役

割
の
た
め
に
、
工
夫
し
た
。
 

［
b］

話
し
合
い
を
し
な
が
ら
役
割
分
担
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
協
働
し
て
遊
ぶ
姿
が
あ
っ
た
。
 

［
c］

子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
聞
き
、
材
料
を
準
備
し
た

り
し
た
こ
と
で
、
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
ん
で
い
っ
た
。
 

 

９
⽉

 
⽇

 
⑤

 異
年
齢

に
呼

び
か

け
て

、
園
全
体

で
ピ
ザ
屋

さ
ん
ご

っ
こ

を
し

て
遊

ん
だ

。
 

 ⑤
［
a］
［
b］

役
割

分
担

し
た

り
、

⼿
伝

っ
た

り
す

る
こ

と
で

、
⼦

ど
も

そ
れ
ぞ

れ
の
良

さ
や
持

ち
味

を
発
揮

し
て
ご

っ
こ

遊
び

を
進

め
た

。
 

９
⽉

 
 

 
⽇

 
⑥

 保
育
者

は
、遊

び
の

様
⼦

を
動
画

で
撮

っ
た

。⼦
ど

も
た

ち
は

、そ
れ

を
⾒

て
楽

し
ん

だ
り

、も
っ

と
や

り
た

い
と

い
う
意
欲

を
も

っ
た

り
し

た
。

 
⑦

 D
 児

は
⼤

き
い
ピ
ザ

が
作

り
た

い
、
E 

児
は

⾃
動
販

売
機

を
も

う
⼀

つ
作

り
た

い
、F

 児
と

 G
 児

は
デ
リ

バ
リ

ー
の
バ

イ
ク

を
作

り
た

い
等

、そ
れ
ぞ

れ
の

思
い

や
願

い
を

も
ち

、
遊

び
が

発
展

し
て

い
っ

た
。

 
⑧

 保
育
者

は
、話

し
合

い
を

⾒
守

っ
た

り
、深

ま
る

よ
う

に
声

か
け

を
し

た
り

し
て

、
個

々
の

考
え

が
共
有

で
き

る
よ

う
に
橋
渡

し
を

し
た

。
 

 ⑥
［
b］
動
画

を
⾒

て
、

楽
し

か
っ

た
こ

と
を
振

り
返

る
と

同
時

に
も

っ
と

楽
し

め
る

よ
う

に
話

し
合

う
姿

が
あ

っ
た

。
 

⑦
［
a］

個
々

の
ア

イ
デ
ア

や
思

い
を
尊
重

し
、

そ
れ

ら
が
実
現

す
る

よ
う

に
⼯

夫
・

試
⾏
錯
誤

し
た

。
⼦

ど
も

同
⼠

で
協
⼒

す
る

様
⼦

や
⼀

緒
に

楽
し

む
様

⼦
も

⾒
ら

れ
た

。
 

⑧
［
b］

⾃
分

の
思

い
が

達
成

で
き

、
満

⾜
感

を
味
わ

う
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
。

 
［
c］

遊
び

の
中

で
楽

し
い

と
感

じ
て

い
る

こ
と

や
、
今

後
ど

ん
な

こ
と

が
し

て
み

た
い

か
な

ど
、友

だ
ち

に
伝

え
合

っ
た

り
知

っ
た

り
す

る
時
間

を
確
保

し
た

り
、材

料
を

準
備

し
た

り
し

た
こ

と
で

、⾃
分

た
ち

で
遊

び
を

進
め

て
い

く
姿

や
、

や
り

と
り

を
し

な
が

ら
協
⼒

し
て

遊
ぶ
姿

が
増

え
た

。
 

 
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
・
紙

粘
⼟

を
こ

ね
る

こ
と

か
ら

発
想

し
た
ピ
ザ
作

り
に

興
味

を
も

ち
、
製
作

を
す

る
だ

け
で

な
く

、
で

き
た
製
作
物

を
使

っ
た

遊
び

が
発
展

し
て

い
っ

た
と

こ
ろ

。
 

・
「
ピ
ザ
屋

さ
ん
ご

っ
こ
」

を
 1

 回
し

た
あ

と
、

も
っ

と
⼯

夫
し

て
さ

ら
に

楽
し

く
充
実

し
た

遊
び

に
し

よ
う

と
⼯

夫
し

て
い

た
と

こ
ろ

。
 

・
共
通

の
⽬
的

を
も

ち
、

⾃
分

た
ち
（

年
⻑
）

だ
け

で
な

く
、
異

年
齢
等

に
呼

び
か

け
て

園
全
体

で
遊
ぼ

う
と

す
る
姿
及

び
、

そ
の

た
め

に
役

割
分
担

な
ど

を
し

て
い

た
と

こ
ろ

。
 

２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
・

個
々

の
思

い
を
受

け
⽌

め
、イ
メ

ー
ジ

を
深

め
る

た
め

の
ピ
ザ

の
写
真

や
ト

ッ
ピ
ン
グ

の
素

材
を

準
備

し
、⼦

ど
も

た
ち

の
様

⼦
に
合
わ
せ

て
援
助

し
た

と
こ

ろ
。
出
来
上

が
っ

た
製
作
物

を
本
物

の
ピ
ザ

の
よ

う
に
箱

に
⼊

れ
る

な
ど

、
環

境
構
成

の
⼯

夫
も

あ
っ

た
。

 
・

⼦
ど

も
た

ち
同

⼠
の

対
話

の
時
間

を
⼤
切

に
し

、
場

の
設

定
を

し
た

こ
と

。
ま

た
、

思
い

を
伝

え
合

う
た

め
に

、
必
要

に
応

じ
て
代
弁

す
る

な
ど

の
橋
渡

し
を

し
た

こ
と

。
 

・
タ
ブ

レ
ッ

ト
を
活

⽤
し

て
、

遊
び

の
様

⼦
の
動
画

を
撮

り
、

⼦
ど

も
た

ち
に

⾒
せ

る
こ

と
で

、
達
成

感
や
満

⾜
感

、
次
へ

の
意
欲

づ
け

に
つ

な
が

っ
た

。
 

・
7 

名
全
員

そ
れ
ぞ

れ
が

興
味

を
も

っ
て

⽣
き

⽣
き

と
遊

べ
る

よ
う

に
、

ま
た

、
み

ん
な

で
や

っ
て

よ
か

っ
た

と
い

う
思

い
を

感
じ

ら
れ

る
よ

う
な
声

か
け

を
意
識
的

に
し

た
こ

と
。
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「

⾹
り

を
つ

け
た

い
！

」
 

 
園

名
：
島
根

⼤
学

教
育

学
部

附
属

幼
稚

園
 

 【
９

⽉
下
旬

〜
１
０

⽉
上
旬

】
 

〇
秋

の
⾃
然

環
境

の
変
化

に
気

づ
き

、
そ

れ
を

取
り

⼊
れ

な
が

ら
、

様
々

な
素

材
や

道
具

を
使

い
、

考
え

た
り

試
し

た
り

し
て

⼯
夫

し
て

遊
ぶ

楽
し

さ
を

味
わ

う
。

 
〇
新

し
い

こ
と

や
少

し
難

し
い

こ
と

に
も

⾃
分

な
り

に
挑
戦

し
よ

う
と

い
う
気
持

ち
を

も
ち

、
い

ろ
い

ろ
な

遊
び

に
進

ん
で

取
り

組
む

。
 

〇
学

級
の
み

ん
な

や
友

達
と

同
じ

め
あ

て
に
向

か
っ

て
、

相
談

し
た

り
協
⼒

し
た

り
し

て
遊

び
に

取
り

組
む

。
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

園
庭

の
⾒

つ
け

た
遊

び
の
中

で
、

様
々

な
種
類

の
植
物

を
使

っ
た
⾊

⽔
遊

び
や

、
築
⼭

や
泥

ん
こ
ハ

ウ
ス

で
の

⼟
・

砂
・

泥
を

使
っ

た
サ

ラ
粉
（
細

か
い
粒

⼦
に

な
っ

た
砂
）
作

り
の

遊
び

を
す

る
⼦

ど
も

た
ち

の
姿

が
、

よ
く

⾒
ら

れ
た

。
A 

児
や

は
、
植
物

を
す

り
潰

し
て
⾊

⽔
を
作

る
た

め
に

、
す

り
鉢

や
す

り
こ
⽊

、
じ
ょ

う
ご

な
ど

、
様

々
な

道
具

を
使

っ
て

、
⾃

分
な

り
の

発
想

を
広
げ

て
作

り
⽅

を
⼯

夫
し

、
粘

り
強

く
取

り
組

ん
だ

。
C 

児
は

、
花
壇

の
ラ
ベ
ン

ダ
ー

を
⾒

つ
け

た
こ

と
 で

、
「
⾹

り
付

き
の
サ

ラ
粉

を
作

り
た

い
」

と
い

う
願

い
を

も
ち

、
⾃

分
の

イ
メ

ー
ジ

し
て

い
る
サ

ラ
粉

を
完
成

さ
せ

て
い

こ
う

と
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

こ
の

事
例

は
、
⾊

⽔
づ

く
り

と
サ

ラ
粉

づ
く

り
と
異

な
る

遊
び

で
あ

る
が

、
そ

れ
ぞ

れ
の

遊
び

の
中

で
試
⾏
錯
誤

か
ら

⽣
ま

れ
た
気

づ
き

を
共
有

す
る

こ
と

で
、
「
⾹

り
を
付

け
る
」

と
い

う
め

あ
て

が
そ

れ
ぞ

れ
に

広
が

り
、

そ
こ

か
ら

⾃
分

の
遊

び
の
探

究
が

さ
ら

に
深

ま
っ

て
い

く
事

例
で

あ
る

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

９
⽉

３
０

⽇
 

①
 園

庭
で

、
A 

児
と
B 

児
が
⾊

⽔
づ

く
り

に
挑
戦

し
て

い
た

。
ビ
オ

ラ
、

タ
ン
ポ
ポ

、
シ
ロ
ツ
メ

ク
サ

な
ど

、
⾊

の
違

う
草
花

を
籠

に
い

っ
ぱ

い
集

め
て
戻

っ
て

く
る

。
 

A 
児
「

こ
れ

は
紫

だ
か

ら
、
紫

の
⾊

⽔
に

な
る

か
な

。
こ

れ
は
⻩
⾊

だ
か

ら
⻩
⾊

か
な

。
」

 
す

り
鉢

に
ビ
オ

ラ
の
花

び
ら

を
⼊

れ
、

す
り

こ
ぎ

で
丁
寧

に
す

り
潰

す
。

 
A 

児
「

あ
、
紫

の
⾊

が
で

て
き

た
！
」

 
教

師
「

す
り
潰

す
と

、
花

の
⾊

が
こ

ん
な
ふ

う
に
出

て
く

る
ん

だ
ね

。
」 

⽔
を

少
し

加
え

る
と

、
⾊

が
薄

く
な

る
。

 
A 

児
「
B 

児
く

ん
、
ぼ

く
が

こ
す

っ
て

い
る
間

に
、

少
し

ず
つ

⽔
を

⼊
れ

て
く

れ
る
？
」

 
B 

児
「
オ

ッ
ケ

ー
。

ど
れ

く
ら

い
？
」

 
A 

児
「

い
い

よ
。

そ
れ

く
ら

い
。

ち
ょ

っ
と

ず
つ

ね
。
」

⼆
⼈

で
、
交
代

し
な

が
ら

、
⽔

の
量

を
加
減

し
な

が
ら

⽔
を

加
え

た
り

、
花

を
す

り
潰

し
た

り
し

た
。

 

    ①
 [
a]
A 

児
は
花

の
⾊

と
、
⾊

⽔
の
⾊

の
関
係

を
予

 
測

し
な

が
ら

遊
び

を
進

め
て

い
る

。
ま

た
、

め
あ

て
を

達
成

す
る

た
め

に
、

す
り
鉢

で
丁
寧

に
す

り
潰

す
、

⽔
の

量
を

加
減

す
る

な
ど

、
⾃

分
な

り
の
⽅
法

を
考

え
て

い
る

。
 

   [
b]
「
僕

が
擦

っ
て

い
る
間

に
少

し
ず

つ
⽔

を
⼊

れ
て

く
れ

る
？
」

と
、
⼆

⼈
で

役
割

を
分
担

し
な

が
ら
作
業

を
進

め
て

い
る

。
ま

た
、

⽔
の

量
を

加
減

す
る

こ
と

で
⾊

の
濃
淡

が
変
わ

る
こ

と
に
⼆

⼈
で
気

づ
い

て
い

る
。

 

 A 
児

と
B 

児
は

、
試

す
う

ち
に

、
⽔

の
量

の
加
減

で
、
⾊

の
濃
淡

が
変
わ

る
こ

と
に
気

づ
く

。し
か

し
、⾚

い
花

び
ら

を
使

っ
た

時
、
⾊

が
出

な
く

な
っ

た
。

 
A 

児
「

な
ん

で
⾚

に
な

ら
な

い
ん

だ
ろ

う
・

・
・

。
」

 
B 

児
「

こ
っ

ち
も
⾚

は
出

な
か

っ
た
！
」

 
教

師
「
ほ

ん
と

だ
ね

・
・

。
ど

う
し

た
ら
⾊

が
出

る
と

思
う
？
」

 
A 

児
「

も
っ

と
い

っ
ぱ

い
す

り
つ
ぶ

し
て
み

る
！
」

 
      

 

②
 こ

う
し

て
、
⾚

い
花

び
ら

を
た

く
さ

ん
持

っ
て

き
て

試
す

が
、花

び
ら

の
量

を
増

や
し

て
も

、⾊
⽔

の
⾊

は
透
明

の
ま

ま
だ

。
 

教
師
「
違

う
や

り
⽅

も
あ

る
か

も
し

れ
な

い
ね

。
」

 
A 

児
「

そ
う

だ
！

い
ろ

い
ろ

な
の

を
混
ぜ

た
ら

ど
う

な
る

か
な
？
」

 
B 

児
「

い
い

ね
。
⾚

に
近

い
の

を
選

ん
で

・
・

・
⾚

と
ピ

ン
ク

と
、
紫

と
・

・
・

。
」

 
そ

こ
で

、A
 児

と
B 

児
は

、複
数

の
草
花

を
す

り
鉢

の
中

で
混
ぜ

て
擦

る
こ

と
に

し
た

。す
る

と
、茶
⾊

に
な

り
だ

ん
だ

ん
⿊

っ
ぽ

い
⾊

が
出

た
。

 
A 

児
「

な
ん

で
こ

ん
な
⾊

に
な

っ
た

ん
だ
？
⾚

に
な

ら
な

い
。
混
ぜ

る
と
変
わ

る
ん

だ
・

・
・

。
」

 
教

師
「

び
っ

く
り

だ
ね
！

い
ろ

い
ろ

な
⾊

が
混

ざ
る

と
違

う
⾊

に
な

っ
ち
ゃ

う
ん

だ
ね

。
」

 
A 

児
「

い
ろ

い
ろ

な
の

を
混
ぜ

て
み

た
ら

ど
う

な
る

か
や

っ
て
み

よ
う

っ
と

。
」

 
A 

児
は

、
２
種
類

、
３
種
類

と
違

う
草
花

を
混
ぜ
合
わ

せ
な

が
ら

試
し

て
み

る
。

い
ろ

い
ろ

と
す

り
潰

し
て

い
く

 
と

、
１
０
種
類
以
上

の
⾊

⽔
が

完
成

し
た

。
 

で
き

た
⾊

⽔
を
⼩

さ
な
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

⼊
れ

て
、
並

べ
て

テ
ラ

ス
に
保
管

す
る

こ
と

に
し

た
。

 

       [
c]
「
⾚

い
⾊

は
⾊

が
出

な
い

。
な
ぜ

だ
ろ

う
？
」

と
い

う
こ

と
に
気

づ
い

た
⼆

⼈
に

対
し

て
「

ど
う

し
た

ら
⾊

が
出

る
と

思
う
？
」

と
問

い
か

け
た

こ
と

は
、

⼦
ど

も
の
探

究
⼼

を
⼤

事
に

し
、
次
へ

の
試

す
姿

や
新

し
い

考
え

を
引

き
出

す
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
。

 
       ②

 [a
]「
⾚

に
な

ら
な

い
」と

い
う
結
果

に
な

っ
た

後
、

「
い

ろ
い

ろ
な

の
を
混
ぜ

た
ら

ど
う

な
る

か
 

な
？
」と
新

し
い
⽅
法

を
考

え
て

い
る

。⾃
分

の
疑
問

を
も

と
に

考
え

な
が

ら
試

し
て
探

究
す

る
姿

だ
と
捉

え
る

。 
 [
b]
「
⾚

に
近

い
の

を
選

ん
で

・
・

・
」

と
⼆

⼈
で

相
談

し
な

が
ら
混
ぜ

る
草
花

を
決

め
て

い
る

。
さ

ら
に

、
混
ぜ

た
結
果
茶
⾊

に
な

っ
た

こ
と
へ

の
驚

き
を
共
有

 
し

、
次

の
試

し
⽅

を
⼀

緒
に

考
え

て
い

る
。

対
話

を
通

し
て
新

し
い

発
想

を
広
げ

て
い

る
。

 
  [
c]
「
違

う
や

り
⽅

も
あ

る
か

も
し

れ
な

い
ね
」

と
い

う
⾔
葉

を
か

け
た

の
は

、
A 

児
と
B 

児
の

試
⾏
錯
誤

を
否

定
せ

ず
、
新

し
い
⽅
法

を
考

え
る

き
っ

か
け

に
な

っ
て
ほ

し
い

と
考

え
た

か
ら

で
あ

る
。
結
果

が
茶
⾊

に
な

っ
た
驚

き
に
共

感
し

、
A 

児
と

 B
 児

の
発

⾒
を
認

め
る
価
値
付

け
を

し
た

こ
と

で
、

遊
び

が
続

く
意
欲

を
⾼

め
た

い
と

考
え

た
。

こ
の
援
助

に
よ

り
、
A 

児
と
B 

児
は
⼆

⼈
で
⼒

を
合
わ
せ

、
１
０
種
類
以
上

の
⾊

⽔
を

作
り

だ
し

た
。
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③
 １
０

⽉
１

⽇
 

A 
児

と
B 

児
は

、
⾊

⽔
の
⾊

が
変
化

し
て

い
る

こ
と

と
匂

い
が

少
し

き
つ

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
く

。
 

A 
児
「

あ
れ
？
⾊

が
変
わ

っ
ち
ゃ

っ
て

る
よ
！
B 

児
く

ん
、

⾒
て
み

て
！
」

 
B 

児
「

あ
れ

、
ほ

ん
と

だ
！

・
・

・
あ

れ
？

な
ん

か
、

変
な

に
お

い
が

す
る
！

・
・

に
お

っ
て
み

て
。
」

 
A 

児
「

・
・

・
く

さ
い

。
」

 
教

師「
ど

う
し

た
の
？

ど
ん

な
ふ

う
に
変
わ

っ
た

の
？
」 
A 

児
「
茶
⾊

や
薄

く
て
透
明

に
な

っ
て

る
の

も
あ

る
。

あ
ん

な
に

き
れ

い
だ

っ
た

の
に

・
・

・
」

 
B 

児
「

な
ん

か
に
お

い
が

き
つ

い
・

・
・

。
」

 
教

師
「
ほ

ん
と

だ
ね

。
⼀

⽣
懸
命

き
れ

い
な
⾊

⽔
を
作

っ
た

の
に

ね
。

ど
う

し
て
変
わ

っ
ち
ゃ

っ
た

ん
だ

ろ
う

 
ね
？
」

 
A 

児
「

う
〜

ん
。

こ
こ

は
外

だ
し

、
ず

っ
と
お

ひ
さ

ま
が

あ
た

っ
た

か
ら

か
も

。
ち
ょ

っ
と
⾊

⽔
が

あ
た

た
か

く
な

っ
て

い
る

。
ま

た
⾊

が
変
わ

る
か

も
・

・
。

も
っ

と
涼

し
い

場
所

に
置

い
た

ら
ど

う
な

る
ん

だ
ろ

う
？
」

 
教

師「
そ

っ
か

、取
っ

て
お

く
場

所
に

よ
っ

て
変
わ

り
⽅

が
違

う
か

も
し

れ
な

い
っ

て
こ

と
か

な
。

ど
う

な
る

と
思

う
？
」

 
A 

児
「

う
ー

ん
、
わ

か
ん

な
い

な
あ

。
で

も
、
変
わ

る
か

も
し

れ
な

い
か

ら
。明

⽇
も
⽐

べ
て
み

た
い

な
。で

も
、こ

れ
は

く
さ

い
か

ら
、
ふ

た
が
開

け
ら

れ
な

い
よ

。
」

 
B 

児
「
せ

っ
か

く
作

っ
た

の
に

ね
。
」

 
A 

児
「
捨

て
て
新

し
く
作

り
直

し
て
み

よ
う

よ
。
」

 
教

師
「
匂

い
が
変
わ

っ
て

し
ま

っ
た

こ
と

は
残
念

だ
っ

た
ね

。
で

も
、

ま
た
挑
戦

し
て
み

る
と

い
い

ね
。
」

 

③
 [a
]⾊

⽔
の
変
化

に
気

づ
き

、
ど

う
し

て
変
わ

っ
た

ん
だ

ろ
う
？

と
⾃

分
な

り
に

理
由

を
考

え
て

い
る

。
 

「
あ

た
た

か
く

な
っ

て
い

る
」

と
い

う
推
測

は
、
保
存

環
境

に
も
要
因

が
あ

る
か

も
し

れ
な

い
と

、
⼦

ど
も

が
⾃

分
な

り
の
予
測

を
⽴

て
て

い
る
姿

で
あ

る
。
「

ま
た
⾊

も
匂

い
も
変
わ

る
か

も
」
「
明

⽇
は
作

り
直

し
て
み

よ
う

よ
」
「
涼

し
い

場
所

に
置

い
た

ら
ど

う
な

る
ん

だ
ろ

う
？
」

と
い

う
⾔
葉

は
、
変
化

を
継
続

し
て
観

察
し

て
み

た
い

と
い

う
意
欲

が
⾒

ら
れ

る
。

 
 [b
] ⼆

⼈
で
変
化

に
つ

い
て
共
有

し
、
驚

い
た
気
持

ち
を

共
感

し
て

い
る

。
し

か
し

、
⾊

の
変
化

の
不

思
議

さ
だ

け
で

な
く

、
匂

い
が
変
わ

っ
て

し
ま

っ
た

こ
と

が
残
念

だ
と

い
う

思
い

も
⼀

緒
に
共

感
し

あ
う

。
対

話
を

す
る

中
で

、
⼀

緒
に
「

ど
う

な
る

ん
だ

ろ
う
？
」

と
考

え
を

巡
ら

し
て

い
る

。
こ

の
後

、
も

う
少

し
時
間

が
た

つ
と

、
ど

う
変
化

す
る

の
か

を
確
認

し
て
み

た
い

と
い

う
思

い
が

、
次
へ

の
探

究
へ

の
意
欲

を
⾼

め
て

い
る

と
捉

え
る

。
 

 [c
] 教

師
は

⼦
ど

も
た

ち
が

、
変
化

や
理
由

を
考

え
て

い
る
姿

を
丁
寧

に
受

け
⽌

め
た

。
そ

し
て
「

ど
う

な
る

と
思

う
？
」

と
い

う
問

い
か

け
は

、
⼦

ど
も

た
ち

の
気

づ
き

を
価
値

づ
け

て
、

さ
ら

に
思

考
を
深

め
る

き
っ

か
け

を
つ

く
っ

て
い

る
と

教
わ

る
。

そ
れ

と
同

時
に

、
せ

っ
か

く
作

っ
た
⾊

⽔
の
匂

い
が
変
わ

っ
て

き
た

こ
と

で
、

今
後

の
保
存
⽅
法

に
つ

い
て

、
⼦

ど
も

が
ど

う
選
択

す
る

の
か
（
捨

て
た

り
、
作

り
直

し
た

り
、
保
存

の
場

所
を
変

え
た

り
す

る
な

ど
）
⽅
向
性

を
⾒
守

り
、

⼀
緒

に
考

え
た

い
と

思
っ

た
。

 

 ⓹
⼀
⽅

で
、園

庭
の
砂

場
の
横

で
、サ

ラ
粉

づ
く

り
に
夢
中

に
な

っ
て

い
る

⼦
ど

も
た

ち
が

い
た

。
泥

団
⼦

を
削

っ
た

り
、ふ

る
い

に
か

け
た

り
し

て
い

る
と

、だ
ん

だ
ん

、細
か

い
粒

⼦
の
砂

が
で

き
る

。
そ

れ
を

⼦
ど

も
た

ち
は

 
「
サ

ラ
粉
」

と
呼

ん
で

い
た

。
「

も
っ

と
サ

ラ
サ

ラ
に

し
た

い
」

「
も

っ
と
⽩

っ
ぽ

い
サ

ラ
粉

が
つ

く
り

た
い
」

な
ど

、
そ

れ
ぞ

れ
が

よ
り

よ
い
サ

ラ
粉

を
⽬
指

し
て

、
⼯

夫
を
重

ね
て

い
た

。
  

そ
の
中

で
、
C 

児
が

、
園

庭
の
隅

で
し
ゃ

が
み
込
み

、
何

か
を

じ
っ

と
⾒

つ
め

て
い

た
。

 
C 

児
「

な
ん

か
こ

こ
、

い
い
匂

い
が

す
る

・
・

・
」

教
師
「

ど
ん

な
匂

い
が

す
る

の
？
」

 
C 

児
「

う
ー

ん
・

・
・

。
お
花
み

た
い

な
、

い
い
⾹

り
」

 
C 

児
が

⾒
つ

け
た

の
は

、
花
壇

に
植

え
て

あ
っ

た
ラ
ベ
ン

ダ
ー

の
葉

だ
っ

た
。

 
C 

児
「

こ
れ

、
サ

ラ
粉

に
⼊

れ
た

ら
ど

う
な

る
か

な
。

い
い
匂

い
の
サ

ラ
粉

に
な

る
か

も
！
」

 
教

師
「
C 

児
ち
ゃ

ん
は

、
⾹

り
を

つ
け

る
っ

て
思

い
つ

い
た

ん
だ

ね
。

ど
う

や
っ

て
混
ぜ

て
み

る
？
」

 
C 

児
は

、
葉

を
指

で
ち
ぎ

っ
て

、
サ

ラ
粉

に
混
ぜ

て
み

た
が

、
葉

が
⼤

き
く

て
混

ざ
ら

な
い

。
 

C 
児
「

あ
れ

、
葉

っ
ぱ

が
⾒

え
ち
ゃ

う
。

も
っ

と
細

か
く

した
い。
」 

教
師
「
サ

ラ
粉

と
同

じ
く

ら
い
細

か
く

す
る

た
め

に
は

、
ど

ん
な
⽅
法

が
あ

る
と

思
う
？
」

 
C 

児
は

、
⽯

で
葉

を
こ

す
り

つ
け

て
み

た
り

、
指

で
つ
ぶ

し
て
み

た
り

、何
度

も
試

し
な

が
ら

、す
り
鉢

を
使

う
⽅
法

に
た

ど
り
着

い
た

。
す

り
鉢

の
中

で
、
葉

を
す

り
潰

す
と

、
ふ
わ

っ
と

い
い
⾹

り
が

す
る

。
 

C 
児「
わ

あ
、も

っ
と

い
い
匂

い
に

な
っ

た
！
」 

教
師
「
細

か
く

す
る

と
、

す
ご

い
い

い
⾹

り
だ

ね
。
」 

何
度

も
す

り
直

し
、サ

ラ
粉

と
混
ぜ

る
と

、葉
が
ほ

と
ん

ど
⾒

え
な

い
ほ

ど
細

か
く

な
り

、
⾹

り
が
全
体

に
広

が
っ

た
。 

C 
児
「

で
き

た
！

い
い
匂

い
の
サ

ラ
粉

に
な

っ
た

よ
！
」

 
C 

児
は

、
と

て
も
満

⾜
そ

う
に

し
て

い
た

。
 

 
 

 
 

 

      ⓹
[a
]C

 
児

は
友

達
が
「

よ
り
細

か
い
サ

ラ
粉

づ
く

 
り
」

に
集
中

し
て

い
る
中

で
「
⾹

り
を

つ
け

た
い
」

と
い

う
独

⾃
の

発
想

を
も

と
に

遊
び

始
め

た
。

い
い
匂

い
が

す
る

と
い

う
気

づ
き

か
ら

、
ラ
ベ
ン

ダ
ー

の
葉

を
⾒

つ
け

、
サ

ラ
粉

に
混
ぜ

る
と

い
う
新

し
い

考
え

で
遊

び
を
展
開

し
て

い
る

。
葉

が
混

ざ
ら

な
い

と
い

う
問
題

に
対

し
て

、
⽯

で
擦

る
指

で
つ
ぶ

す
な

ど
の
⽅
法

を
試

し
、

す
り
鉢

を
使

っ
た
効
果
的

な
⽅
法

に
た

ど
り
着

い
た

。
こ

れ
は

試
⾏
錯
誤

を
し

な
が

ら
、

⾃
分

の
め

あ
て

を
達
成

し
て

い
る
姿

と
捉

え
る

。
 

 [c
]「

ど
う

や
っ

て
混
ぜ

て
み

る
？
」
「
⾹

り
を

つ
け

る
っ

て
思

い
つ

い
た

ん
だ

ね
。
」

と
 C

 児
の

発
想

を
認

 
め

、
次
へ

の
⾏
動

を
促

す
⼒
付

け
の
援
助

を
⾏

っ
た

。
ま

た
、
「
サ

ラ
粉

と
同

じ
く

ら
い
細

か
く

す
る

た
め

に
は

、
ど

ん
な
⽅
法

が
あ

る
と

思
う
？
」

と
い

う
問

い
か

け
は

、
C 

児
が

⾃
分

で
試
⾏
錯
誤

す
る

き
っ

か
け

と
な

っ
た

。
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⑦
そ

の
⽇

、
数

⼈
の

⼦
ど

も
達

で
集

ま
っ

て
、

遊
び
ふ

り
か

え
り

の
時
間

を
も

つ
。
（

こ
の
「
共
有

す
る
ふ

り
か

え
り

の
活
動
」

は
、

⾒
つ

け
た

遊
び

の
中

で
、

学
級
全
体

の
共

有
に

と
ど

ま
ら

ず
、

こ
の

よ
う

に
個

々
の

⼦
ど

も
や

、
同

じ
よ

う
な

遊
び

を
し

て
い

た
仲
間

同
⼠

で
の
共
有

で
る

。
⼦

ど
も

た
ち

が
遊

び
を
振

り
返

り
な

が
ら

対
話

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
探

究
が

広
が

っ
た

り
、
深

ま
っ

た
り

、
互

い
に
重

な
り
合

う
中

で
、
次

の
探

究
活
動

を
⾼

め
て

い
け

る
活
動

と
し

て
い

る
。
）

 
今

⽇
の

 C
 児

の
成
功

し
た「

い
い
匂

い
の
サ

ラ
粉

づ
く

り
に

つ
い

て
」作

り
⽅

な
ど
他

の
⼦

ど
も

た
ち

に
伝

え
る

。教
師

は
、
C 

児
が

つ
く

っ
た
「
⾹

り
の
サ

ラ
粉
」

を
み

ん
な

の
前

に
そ

っ
と
置

く
。

 
教

師
「
今

⽇
は

、
C 

児
ち
ゃ

ん
が
新

し
い
サ

ラ
粉

の
作

り
⽅

を
⾒

つ
け

た
ん

だ
よ

。ど
ん

な
ふ

う
に
作

っ
た

の
か

、 
C 

児
ち
ゃ

ん
か

ら
教

え
て

く
れ

る
？
」

 
C 

児
「
花
壇

で
い

い
匂

い
の
葉

っ
ぱ

を
⾒

つ
け

た
の

。
そ

れ
で

、サ
ラ
粉

に
い

れ
た

ら
い

い
匂

い
に

な
る

か
な

っ
て

思
っ

た
の

。
」 

A 
児
「

え
？
サ

ラ
粉

に
匂

い
が

つ
け

ら
れ

る
の
？
」

 
C 

児
「

う
ん

。
で

も
ね

、
葉

っ
ぱ

が
⼤

き
く

て
混

ざ
ら

な
か

っ
た

ん
だ

。だ
か

ら
、⽯

で
擦

っ
た

り
、指

で
つ
ぶ

し
た

り
し

た
け

ど
、

ま
だ

⼤
き

か
っ

た
の

。
」

 
A 

児
「

ど
う

や
っ

て
こ

ん
な

に
細

か
く

し
た

の
？
」

 
C 

児
「

す
り
鉢

で
、
ぐ

り
ぐ

り
し

た
ら

、
す
ご

く
い

い
匂

い
に

な
っ

た
ん

だ
。
ほ

ら
、

こ
う

や
っ

て
。
」

 
（
C 

児
が

⼿
で
動

き
を
再
現

す
る

と
、
周

り
の

⼦
ど

も
た

ち
も

前
の

め
り

に
な

る
。
）

 
A 

児
「
ほ

ん
と

う
だ
！
サ

ラ
粉
み

た
い

に
、
細

か
い

。
匂

い
も

す
る
！
」

 
じ
ょ

う
「
ぼ

く
も

や
り

た
い
！
ぼ

く
は
葉

っ
ぱ

を
い

れ
て

みた
。」

 
B 

児
「
違

う
葉

っ
ぱ

で
も
出
来

る
か

な
、

こ
の

前
拾

っ
た

あ
の
細

い
葉

っ
ぱ

と
か

。
」

 
じ
ょ

う
「

ね
え

ね
え

、
ち

が
う
葉

っ
ぱ

じ
ゃ

な
く

て
も

い
い
匂

い
に

な
る

も
の

あ
る

か
な
？
お
花

と
か
？
」

 
A 

児
「

で
も

、
お
花

は
つ
ぶ

し
た

ら
⾊

に
つ

い
ち
ゃ

う
か

も
。
⾊
着

い
た

ら
ど

う
な

る
ん

だ
ろ

う
？
」

 
C 

児
「
⾊

つ
い

た
サ

ラ
粉

も
い

い
じ
ゃ

ん
！

に
お

い
と

 
⾊

、
ど

っ
ち

も
作

れ
る

か
も
！
」

 

     [
b]
振

り
返

り
の
活
動

場
⾯

で
、
C 

児
の

発
⾒

が
友

達
に

 共
有

さ
れ

る
こ

と
で
「
僕

も
や

り
た

い
」
「
違

う
葉

っ
ぱ

も
で

き
る

か
な
」
「
お
花

で
も

い
い
匂

い
に

な
る

か
な
」

な
ど

、
⼦

ど
も

た
ち

の
発
想

を
刺
激

し
、

話
し
合

い
の
中

で
、
新

し
い
ア

イ
デ
ア

か
次

々
に
出

た
。

そ
し

て
、
サ

ラ
粉

づ
く

り
の

テ
ー

マ
が
「
⾹

り
」
へ

と
広

が
り

、
「
⾹

り
の

つ
い

た
⾊

⽔
づ

く
り
」

に
も
挑
戦

が
広

が
る

き
っ

か
け

と
な

っ
た

。
⼦

ど
も

た
ち

の
新

し
い

遊
び

の
⽅
向
性

が
出

て
く

る
。

ま
た

、
「
⾊

が
つ

い
た

ら
ど

う
な

る
ん

だ
ろ

う
？
」

な
ど

⼦
ど

も
同

⼠
が
疑
問

に
感

じ
た

こ
と

を
出

し
合

い
、

考
え

を
広
げ

る
姿

も
⾒

ら
れ

た
。
A 

児
と
B 

児
の

、
困

っ
て

い
た
⾊

⽔
の
匂

い
の
問
題

が
、
C 

児
の

話
を

聞
い

た
こ

と
に

よ
っ

て
、

解
決

す
る

か
も

し
れ

な
い

と
い

う
ひ

ら
め

き
が
起

き
 

る
。

 
 [
c]

⼦
ど

も
同

⼠
の
ふ

り
か

え
り

の
活
動

時
間

を
設

け
る

こ
と

で
、
C 

児
の
新

し
い

発
想

や
気

づ
き

を
き

っ
か

け
と

し
て

、
⼦

ど
も

た
ち

同
⼠

が
対

話
し

、
ど

の
よ

う
に

感
じ

た
の

か
、
気

づ
く

の
か

、
対

話
を
通

し
て

つ
な

が
り

、
考

え
を

広
げ

て
ほ

し
い

と
願

っ
た

。
ふ

り
か

え
り

を
通

し
て

、
C 

児
の
気

づ
き

や
⼯

夫
を
価
値

づ
け

る
こ

と
は

、
C 

児
⾃
⾝

が
学

び
を
実

感
し

て
い

く
こ

と
に

つ
な

が
る

と
考

え
る

。
「
違

う
葉

っ
ぱ

で
も

で
き

る
か

な
？
」

「
⾊

⽔
に

も
⾹

り
が
付

け
た

い
」

と
い

う
、

遊
び

の
内
容

は
違

う
が

、
A 

児
と

 B
 児

が
⾃

分
の

 
遊

び
に

取
り

⼊
れ

た
い

と
思

う
き

っ
か

け
作

り
に

も
な

っ
た

。
「
⾹

り
を

つ
け

る
」

と
い

う
新

し
い

発
想

か
 

ら
、

そ
れ
ぞ

れ
の
新

し
い
「

や
っ

て
み

た
い

こ
と
」が

⾒
つ

か
り

、
遊

び
の
続

き
を

楽
し
み

に
し

て
い

く
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 

A 
児
「

あ
！

そ
う

だ
、
ぼ

く
た

ち
の
⾊

⽔
の
匂

い
が
変
わ

っ
て

し
ま

っ
て
困

っ
て

い
た

ん
だ

け
ど

、
明

⽇
新

し
い
⾊

⽔
を
作

る
時

に
、

そ
の

い
い
匂

い
の

す
る
葉

っ
ぱ

を
⼊

れ
て
み

よ
う
！
」

 
B 

児
「
そ
れ
い
い
ね
。
い
い
⾹
り
の
⾊
⽔
！
作
っ
て

み
た
い
。
」
 

C 
児
「
⾹
⽔
み
た
い
。
」
 

⼦
ど

も
た

ち
の

⾃
然

が
、
C 

児
の
⾹

り
の
サ

ラ
粉

に
集

ま
り

、
次

々
と
ア

イ
デ
ア

が
出

て
く

る
。

 
教

師
「
C 

児
ち
ゃ

ん
の

発
⾒

が
、
み

ん
な

の
や

っ
て
み

た
い

に
つ

な
が

っ
て

い
る

ね
。明

⽇
は

、み
ん

な
が

⾒
つ

け
た

葉
っ
ぱ

や
お
花

で
も

試
し

て
み

よ
う

か
。
」

 
⼦

ど
も

た
ち
「

や
り

た
い
！
」

 

 

⑧
１
０

⽉
２

⽇
 

サ
ラ
粉

づ
く

り
で

広
ま

っ
た
「
⾹

り
を

つ
け

る
」

と
い

う
発
想

が
⾊

⽔
づ

く
り

に
も
波
及

し
て

い
っ

た
。

 
A 

児
「
⾊

だ
け

じ
ゃ

な
く

て
、

い
い
匂

い
の
⾊

⽔
が

で
き

る
と

い
い

な
あ

。
」

 
ラ
ベ
ン

ダ
ー

の
葉

を
と

っ
て

き
て

す
り
鉢

で
他

の
花

と
⼀

緒
に
擦

る
。

⽔
を

少
し

ず
つ
混
ぜ

る
 

A 
児
「

ど
う
？
」

 
B 

児
「
お
お

〜
！

め
っ

ち
ゃ

い
い
⾹

り
！
」

 A
 児
「

や
っ

た
！

や
っ
ぱ

り
で

き
た
！
」

 完
成

し
た

こ
と

を
⼆

⼈
は

と
て

も
喜

ん
だ

。
 

A 
児

、
B 

児
は

、
時
間

が
た

っ
て

も
⾹

り
が
変
わ

ら
な

い
⾊

⽔
が

あ
る

こ
と

に
気

づ
く

。
 

B 
児
「

こ
の
⾹

り
、

ず
っ

と
変
わ

ら
な

い
ね

。
」

 
A 

児
「
ほ

ん
と

だ
。
⾊

は
変
わ

る
け

れ
ど

、
⾹

り
は
変

わ
ら

な
い
！
」

 
教

師
「

こ
れ

は
⼤
成
功

だ
っ

た
ね

。
」

 

⑧
[a
]「

い
い
匂

い
の
⾊

⽔
が

で
き

る
と

い
い

な
」

と
い

う
新

し
い

め
あ

て
に
向

か
っ

て
、
⾹

り
づ

け
の

た
め

に
試

す
姿

が
⾒

ら
れ

た
。
新

し
い

発
想

が
広

が
り

、
意

欲
が
継
続

し
て

い
る
姿

だ
と
捉

え
る

。
 

 [b
]A

 児
と
B 

児
は

、
⼆

⼈
で

本
当

に
い

い
⾹

り
が

で
き

て
い

る
の

か
確
認

し
て

い
る

。
新

し
い
⾊

⽔
づ

く
り

を
⼆

⼈
で

完
成

し
た

達
成

感
を
共
有

し
て

い
る

。
ま

 
た

、
時
間

が
た

っ
て

も
⾹

り
が
変
わ

ら
な

い
こ

と
を

発
⾒

し
、

そ
の
驚

き
も
共
有

し
て

い
る

。
 

 [c
]新

し
い

試
み

が
⼤
成
功

し
た

こ
と

を
⼀

緒
に
喜

 
び

、
価
値

づ
け

た
こ

と
で

、
⼦

ど
も

た
ち

の
⾃
信

に
つ

な
が

っ
た

。
 

⑨
振

り
返

り
の

時
間

。
 

A 
児
「

こ
の
⾊

⽔
は

、
ず

っ
と

い
い
⾹

り
だ

っ
た

ん
だ

よ
！
」

 
そ

の
話

を
聞

い
て

い
た

、同
じ

よ
う

な
⾊

⽔
づ

く
り

に
夢
中

に
な

っ
て

い
た

、E
 児

と
D

 児
は

、保
管

し
て

い
た

⾃
分

た
ち

の
⾊

⽔
が
変
⾊

し
て

、匂
い

が
き

つ
く

な
っ

て
き

た
⾊

⽔
の

こ
と

を
話

し
だ

す
。

 
D

 児
「
私

た
ち

の
作

っ
た
⾊

⽔
は

、
く

さ
く

な
っ

て
き

た
 

か
ら

、
も

う
捨

て
よ

う
と

思
っ

て
た

ん
だ

。
お
気

に
⼊

り
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だ
っ

た
ん

だ
け

ど
。
」

 
教

師
「
D

 児
ち
ゃ

ん
、
E 

児
ち
ゃ

ん
の
⾊

⽔
き

れ
い

に
で

き
て

た
の

に
ね

。
困

っ
て

た
ん

だ
ね

。
」

 
E 

児
「

ラ
ベ
ン

ダ
ー

を
⼊

れ
た

ら
い

い
匂

い
に

な
る

か
も。
」 

A 
児
「

こ
れ

、
め

っ
ち
ゃ
お

す
す

め
！
」

 
教

師
「
ふ

た
り

と
も

、
お

す
す

め
だ

っ
て

。
同

じ
よ

う
に

や
っ

て
み

る
？
」

 
A 

児
「

で
も

、
も

う
く

さ
く

な
っ

て
い

る
や

つ
に

い
れ

て
も

に
お

い
は

か
わ

ら
な

い
か

も
よ
？

だ
っ

て
、
お

れ
た

ち
の

は
最

初
に
作

る
と

き
か

ら
、

こ
の
葉

っ
ぱ

を
⼊

れ
て

た
か

ら
い

い
⾹

り
の

ま
ま

だ
っ

た
も

ん
。
」

 
E 

児
と

 D
 児

は
変
⾊

し
て
匂

い
が

き
つ

く
な

っ
て

き
た

⾃
分

の
⾊

⽔
を

⾒
て

考
え
込

む
。

 
教

師
「

ど
う

な
る

ん
だ

ろ
う

ね
？
み

ん
な

は
ど

う
な

る
と

思
う
？
」

 
D

 児
「
匂

い
が
変
わ

ら
な

い
か

も
し

れ
な

い
ね

。
」

 
B 

児
「
変
わ

る
か

も
し

れ
な

い
よ
？
」

 
E 

児
「
私

も
そ

う
思

う
。
」

 
A 

児
「

じ
ゃ

あ
、
確

か
め

た
い

け
ん

、
や

っ
て
み

た
よ

う
よ
！
」

 
D

 児
「

や
っ

て
み

る
。
」

 
そ

こ
で
４

⼈
で
ハ

ー
ブ

を
た

く
さ

ん
摘

ん
で

き
て

、
匂

い
が

き
つ

く
な

っ
た
⾊

⽔
に

⼊
れ

て
い

っ
た

。そ
し

て
、ふ

た
を
閉

め
て

し
ば

ら
く
振

っ
て
み

る
。

す
る

と
、

い
 

い
⾹

り
が
強

く
な

り
、
⾊

⽔
の

に
お

い
が
変
わ

っ
て

い
く

の
を

感
じ

た
。

 
D

 児
「
わ

あ
、

す
ご

く
い

い
匂

い
に

な
っ

た
！
」

 
E 

児
「

こ
れ

な
ら
⾊

も
匂

い
も

楽
し

め
る

ね
！
」

 
A 

児
「
へ

〜
す
ご

い
。

あ
と

か
ら

⼊
れ

て
も
匂

い
が
変

わ
る

ん
だ
！
」

 
こ

の
発

⾒
は

、
⼦

ど
も

た
ち

は
ど

れ
く

ら
い

⼊
れ

る
と

い
い
⾹

り
が
強

く
な

る
か

試
し

始
め

た
。

 
 

  

 

     ⑨
[a
]ふ

り
か

え
り

の
活
動

で
、
A 

児
が

⾃
分

の
成
功

体
験

を
伝

え
た

こ
と

で
、
E 

児
と

 D
 児

が
困

っ
て

い
た
⾊

⽔
の
保
管

に
つ

い
て

、
解
決
策

を
⾒

い
だ

す
こ

と
が

で
き

た
。

⼦
ど

も
た

ち
が

対
話

を
通

し
て
「

も
う
匂

い
が
変
わ

っ
て

し
ま

っ
た
⾊

⽔
を

い
い
匂

い
に
変

え
る

こ
と

が
で

き
る

の
か
」

と
い

う
共
通

の
テ

ー
マ

が
⽣

ま
れ

た
。

そ
れ
ぞ

れ
の
予
測

を
伝

え
合

い
、
実
際

に
試

し
て

ど
う

な
る

か
⼀

緒
に
確
認

す
る
過
程

の
中

で
、
協
働

し
な

が
ら

、
探

究
し

て
い

る
姿

だ
と
捉

え
ら

れ
る

。
 

 [ｃ
]こ

こ
で

の
ふ

り
か

え
り

の
活
動

は
、
A 

児
と
B 

児
の
成
功

し
た

こ
と

を
ふ

り
か

え
り

の
活
動

で
取

り
上
げ

る
こ

と
に

し
た

。
⼦

ど
も

た
ち

が
お
互

い
に
刺

激
し
合

い
、

試
⾏
錯
誤

を
重

ね
る

こ
と

で
、

達
成

し
た

こ
と

を
⼦

ど
も

た
ち

と
共
有

し
た

い
と

考
え

た
。

そ
し

て
、

同
じ

よ
う

に
⾊

⽔
遊

び
を

し
て
保
存

に
つ

い
て
困

っ
て

い
た

 D
 児

と
 E

 児
が

、
こ

の
話

を
聞

く
こ

と
で

、
ど

の
よ

う
な

考
え

が
広

が
っ

て
い

く
の

か
、

⾒
守

り
た

い
と

考
え

た
。

⼦
ど

も
た

ち
は

、
対

話
を
通

し
て

、
解
決
策

を
考

え
た

り
伝

え
た

り
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

、
そ

の
後

、
そ

れ
ぞ

れ
の
予
測

を
も

と
に

、
⼀

緒
に
確
認

し
て

い
く
協
働
的

な
場
⾯
へ

と
展

開
し

た
。

遊
び

の
中

で
何

か
問
題

が
起

き
た

と
き

に
、

友
達

の
成
功
体
験

か
ら

、
ど

う
解
決

し
て

く
の

か
の
⽷
⼝

を
⾒

つ
け

て
い

く
き

っ
か

け
に

も
な

っ
た

。
 

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 

 
A 

児
と
C 

児
が

、
そ

れ
ぞ

れ
に

興
味
関
⼼

か
ら
探

究
を
深

め
て

い
く
姿

が
あ

り
、

⾃
分

⾃
⾝

の
気

づ
き

や
「

ど
う

な
る

ん
だ

ろ
う
？
」

と
い

う
思

い
が
出

発
点

と
な

っ
た

。
こ

の
遊

び
の
過
程

は
、

⼦
ど

も
が

⾃
ら

学
び

遊
び

を
展
開

し
て

い
く
「

個
別
最
適

な
学

び
」

が
成

り
⽴

っ
て

い
る

と
捉

え
る

。
ま

た
、

そ
れ
ぞ

れ
の
探

究
が

、
他

の
友

達
と

の
か

か
わ

り
を

通
し

て
共
有

さ
れ

、
友

達
の

学
び

か
ら
刺
激

を
受

け
、
共

同
の

め
あ

て
へ

と
発
展

し
て

い
く
過
程

に
は

、「
協働
的な

学
び
」

が
表

れ
て

い
る

と
捉

え
る

。
 

 〇
個
別
最
適

な
学

び
と

し
て

の
探

究
の
深

ま
り

 
A 

児
と

 B
 児

は
⾊

⽔
づ

く
り

の
中

で
「
紫

だ
か

ら
紫

に
な

る
」「
⾊

を
少

な
く

し
た

ら
濃

く
な

る
か

も
し

れ
な

い
」と

い
っ

た
予
測

を
⽴

て
、

試
⾏
錯
誤

を
繰

り
返

し
な

が
ら

、
⾊

の
変
化

を
確

か
め

て
い

っ
た

。
さ

ら
に
⾚

い
花

び
ら

で
⾊

が
出

な
い

こ
と

に
疑
問

を
抱

き
、
混
ぜ

る
と

い
う
新

た
な
⽅
法

を
発
想

す
る

な
ど

、
⾃

分
な

り
の

考
え

を
も

ち
探

究
し

て
い

く
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

ま
た

、
時
間

が
た

つ
と
⾊

だ
け

で
な

く
、
匂

い
も
変
化

し
た

こ
と

で
保
存

環
境

に
つ

い
て

も
思

い
を
巡

ら
し

、
問
題
意
識

を
持

つ
。

こ
の
姿

は
、

⼦
ど

も
が

⾃
分

の
学

び
を

⾃
覚

し
、
「

ど
う

な
る

か
も

っ
と
知

り
た

い
」

遊
び

を
展

開
し

て
い

こ
う

と
す

る
個
別
最
適

な
学

び
の
姿

で
あ

る
と
捉

え
た

。
 

⼀
⽅

、
C 

児
は

、
サ

ラ
粉

づ
く

り
の
中

で
「
⾹

り
を

つ
け

た
い
」

と
い

う
独

⾃
の

発
想

で
遊

ん
で

い
る

。
ま
わ

り
の

⼦
ど

も
た

ち
が

、
砂

の
粒

⼦
の
細

や
か

さ
を
追
求

す
る
中

で
、
C 

児
は

、
花
壇

で
偶
然

⾒
つ

け
た

ラ
ベ
ン

ダ
ー

の
⾹

り
に
⼼

を
動

か
さ

れ
、

そ
の
⾹

り
を
サ

ラ
粉

に
⼊

れ
よ

う
と

思
い

つ
い

た
。
葉

が
⼤

き
く

て
混

ざ
ら

な
い

と
い

う
問
題

に
直
⾯

す
る

と
、
⽯

で
擦

る
、
指

で
つ
ぶ

す
な

ど
、

⾃
分

の
思

い
が

達
成

し
て

い
く

よ
う

、
⽅
法

を
選

び
な

が
ら

試
⾏
錯
誤

を
重

ね
た

。
そ

し
て

、
す

り
鉢

を
使

う
と

い
う
効
果
的

な
⽅
法

に
た

ど
り
着

い
た

。
こ

の
よ

う
に

、
C 

児
も

⾃
分

の
興

味
を

も
と

に
遊

び
を
探

究
的

に
展
開

し
て

い
く

と
い

う
個
別
最
適

な
学

び
の
姿

で
あ

る
と
捉

え
た

。
 

 〇
そ

れ
ぞ

れ
の

興
味
関
⼼

の
相
互
作

⽤
と

学
び

の
広

が
り
（
協
働
的

な
学

び
）

 
ふ
り
か
え
り
の
活
動
の
時
に
、
C
 
児
が
⾃
分
の
発
⾒
を
友
達
に
語
る
と
、
⼦
ど
も
た
ち
は
強
い
関
⼼
を
も
ち
、

「
ぼ
く
も
や
り
た
い
」
「
違
う
葉
っ
ぱ
で
も
で
き
る
か
な
」
「
お
花
で
も
い
い
匂
い
に
な
る
か
な
」
と
次
々
に
新

た
な
ア
イ
デ
ア
が
⽣
ま
れ
た
。
C
 
児
の
気
づ
き
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
探
究
⼼
を
刺
激
し
た
。
サ
ラ
粉
づ
く
り
の
「
⾹

り
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
へ
と
広
が
り
、
⾊
⽔
づ
く
り
に
も
波
及
し
た
。
A
 
児
と
 B
 
児
の

「
⾊
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
い
い
⾹
り
の
⾊
⽔
が
で
き
る
か
も
」
と
い
う
予
測
と
新
し
い
め
あ
て
が
⽣
ま
れ
、
⾊
⽔

に
ハ
ー
ブ
を
⼊
れ
て
⾹
り
を
変
化
さ
せ
て
い
く
と
い
う
、
新
た
な
試
み
が
は
じ
ま
っ
た
。
A
 
児
、
B
 
児
が
「
⾹
り

が
変
わ
ら
な
い
⾊
⽔
」
に
気
づ
い
た
こ
と
が
、
同
じ
よ
う
に
困
っ
て
い
る
 D
 
児
と
 E
 
児
の
「
匂
い
が
き
つ
く
な

っ
た
⾊
⽔
を
ど
う
に
か
し
た
い
」
と
い
う
思
い
に
つ
な
が
り
、
新
た
な
探
究
へ
と
発
展
し
た
。
友
達
の
経
験
や
気

づ
き
が
⼦
ど
も
た
ち
へ
の
課
題
解
決
に
⽣
か
さ
れ
、
単
に
真
似
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
友
達
の
発
⾒
を
⾃
分
の
や

っ
て
い
る
遊
び
と
結
び
付
け
、
そ
こ
か
ら
探
究
が
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
影
響
し
合
う
協
働
的
な
学
び
の
姿
が
⾒

ら
れ
た
と
捉
え
た
。
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２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 〇

⼦
ど

も
の
気

づ
き

を
⼤

事
に

す
る
意

味
付

け
や
価
値
付

け
の
援
助

、
探

究
や

考
え

を
促

す
問

い
か

け
や

環
境
構
成

 
⼦

ど
も

の
疑
問

に
対

し
、
答

え
を
急

か
さ

ず
そ

の
⼦

の
ペ

ー
ス

を
尊
重

し
な

が
ら

、
「

ど
う

し
た

ら
濃

く
で

き
る

と
思

う
？
」

な
ど
問

い
か

け
る

こ
と

で
、

⼦
ど

も
⾃
⾝

が
試
⾏
錯
誤

や
新

た
な

め
あ

て
を

、
⼦

ど
も

⾃
⾝

が
持

て
る

よ
う

に
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
、
⾊

⽔
遊

び
の

場
⾯

で
は

、
⽔

の
量

や
混
ぜ
⽅

な
ど

を
⾃

ら
考

え
、
探

究
を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
「
匂

い
が
変
化

し
て

し
ま

う
」

と
い

う
問
題

が
起

き
た

時
に

、
⼦

ど
も

⾃
⾝

が
考

え
た

こ
と

を
尊
重

し
な

が
ら

⼀
緒

に
考

え
、

⾒
守

る
よ

う
に

し
た

。
 

「
⾹

り
を

つ
け

た
い
」

と
い

う
新

た
な

発
想

に
共

感
し

、
そ

の
⽅
法

を
考

え
て

い
く
過
程

を
価
値

づ
け

た
。

 
そ

れ
ぞ

れ
の

興
味

を
深

め
る

園
庭

環
境
（
花
壇

の
ハ

ー
ブ
）

や
、

様
々

な
⽅
法

で
遊

び
が
展
開

で
き

る
よ

う
、

す
り
鉢

や
す

り
こ
⽊

な
ど

の
道

具
の

環
境
構
成

も
⼤

事
に

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
⼦

ど
も

が
発
想

を
広
げ

、
⽯

で
擦

る
、
指

で
つ

ぶ
す

な
ど

、
⾃

分
の

め
あ

て
に
応

じ
て
⽅
法

を
選

び
、
探

究
的

に
遊

ん
だ

。
 

 〇
共
有

の
場
（
ふ

り
か

え
り

の
活
動
）

を
設

定
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

遊
び

の
発
想

や
学

び
の

広
が

り
へ

 
「

学
級

で
共
有

す
る

時
間
」（
振

り
返

り
の

時
間
）

を
通

し
て

、
⼦

ど
も

同
⼠

の
気

づ
き

を
⾔
語
化

し
、

⼦
ど

も
同

⼠
が

発
想

を
⾃

分
に

取
り
込
み

、
学

び
が
連
鎖
的

に
深

ま
っ

て
い

っ
た

。
個

の
学

び
が

友
達

の
学

び
へ

と
広

が
り

、
興

味
を
刺

激
し

、
新

し
い

遊
び

の
テ

ー
マ

が
そ

れ
ぞ

れ
に

⽣
ま

れ
た

。
C 

児
の
活
動

か
ら
「
⾹

り
」
へ

の
関
⼼

が
広

が
り

、
さ

ら
に
「
⾹

り
の
⾊

⽔
」

と
い

う
新

し
い
共

同
探

究
の
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

タ
イ

ミ
ン
グ

を
⾒

な
が

ら
、

⼦
ど

も
遊

び
の
経
過

や
気

づ
き

、
発

⾒
な

ど
を
共
有

す
る

場
を

設
定

し
、

そ
れ
ぞ

れ
の

学
び

を
⼤
切

に
し

、
尊
重

す
る

こ
と

で
、

個
の
違

い
が

触
発
へ

と
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

。
 

  
 

「
ジ

ェ
ッ

ト
コ

ー
ス

タ
ー

を
つ

く
ろ

う
！

」
 

 
園

名
：
岡
⼭

⼤
学

附
属

幼
稚

園
 

 【
５

⽉
中
旬

〜
６

⽉
初
旬

 
こ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
○

様
々

な
活
動

に
興

味
を

も
ち
，

試
し

た
り

⼯
夫

し
た

り
す

る
。

 
○

⾃
分

の
思

っ
た

こ
と
，

考
え

た
こ

と
を

相
⼿

に
話

し
た

り
，

友
達

の
⾔

っ
て

い
る

こ
と

を
聞

い
た

り
し
，

イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
て

遊
び

を
進

め
よ

う
と

す
る

。
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
 
５

⽉
中
旬
頃
，
隣

の
学

級
の

幼
児

が
段

ボ
ー

ル
を

使
っ

て
電
⾞

を
つ

く
る
姿

を
⾒

た
Ａ

児
が
，

テ
ー

マ
パ

ー
ク

で
乗

っ
た

こ
と

の
あ

る
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
に

イ
メ

ー
ジ

を
広
げ
，

⼤
き

な
段

ボ
ー

ル
で
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
を

つ
く

り
始

め
た

。
形

が
崩

れ
な

い
よ

う
ガ

ム
テ

ー
プ

で
留

め
た

り
，
空

き
箱

を
貼

り
付

け
た

り
し

て
い

る
と
，

そ
の

様
⼦

を
⾒

て
い

た
Ｂ

児
や
Ｃ

児
が
「
私

も
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
に
乗

っ
た

こ
と

が
あ

る
よ
」「

⼊
れ

て
」

と
⾔

い
，

遊
び

に
加
わ

っ
た

。
 

こ
れ

ま
で

も
数

⼈
で
段

ボ
ー

ル
を

使
っ

て
⾶
⾏
機

を
つ

く
っ

た
り
，
店
屋
ご

っ
こ

を
し

た
り
等
，

個
々

が
思

い
付

い
た

こ
と

を
し

て
み

た
り
，

試
し

た
り

し
な

が
ら

遊
ぶ
姿

が
多

く
⾒

ら
れ

て
い

た
⼀
⽅
，
互

い
に

思
い

や
考

え
を
⾔

い
合

う
姿

は
⾒

ら
れ

て
い

な
か

っ
た

。
そ

こ
で

教
師

は
，

同
じ

遊
び

を
し

て
い

る
友

達
に

少
し

ず
つ

⾃
分

の
し

て
い

る
こ

と
を
⾔

っ
た

り
，

相
⼿

の
し

て
い

る
こ

と
に
気
付

い
た

り
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

き
た

い
と

考
え

た
。

そ
の

た
め

に
そ

れ
ぞ

れ
の

し
て

い
る

こ
と

を
⾔
葉

に
し

て
知

ら
せ

た
り
⾔

え
る

よ
う

に
促

し
た

り
す

る
こ

と
で
，
互

い
の

し
て

い
る

こ
と

や
思

い
に

も
気
付

け
る

よ
う

に
し

よ
う

と
考

え
た

。
 

今
回

の
事

例
は
，
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
づ

く
り

を
通

し
て
，

幼
児

が
互

い
の
⾔

っ
て

い
る

こ
と

や
し

て
い

る
こ

と
を
意
識

し
て

⾒
た

り
聞

い
た

り
し

て
遊

び
に

取
り

組
ん

だ
り
，

友
達

に
⾃

分
の

思
い

や
考

え
を
⾔

い
な

が
ら

イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
て

遊
ん

だ
り

し
て

い
く

事
例

で
あ

る
。

 
２

．
事

例
の

記
⼊

 
５

⽉
１
５

⽇
 

①
 
A

児
は
「

た
く

さ
ん

の
⼈

が
乗

れ
る
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
 

タ
ー

が
い

い
よ
」と
⾔

い
な

が
ら
，⽜
乳
パ

ッ
ク

を
段

ボ
ー

ル
の
中

の
底

に
貼

る
。教

師
は
，⽜
乳
パ

ッ
ク

を
指
差

し
な

が
ら
「

こ
れ

は
も

し
か

し
て
椅

⼦
か

な
」

と
A

児
に
⾔

う
。

A
児

は
「

そ
う

だ
よ
」

と
答

え
る

。
教

師
は
⽜
乳
パ

ッ
ク

を
廃

材
コ

ー
ナ

ー
に
補
充

し
，「
⽜
乳
パ

ッ
ク

が
い

る
な

ら
こ

こ
に

た
く

さ
ん

あ
る

か
ら

ね
」

と
⾔

う
。

 
 ②
A

児
は

そ
こ

か
ら
⽜
乳
パ

ッ
ク

を
出

し
て
，底

に
６

個
貼

 
り
，

で
き

た
も

の
を

⾒
て
笑
顔

に
な

る
。

教
師

は
「

す
ご

い
ね

。椅
⼦

が
６

個
も

あ
る

か
ら
，た

く
さ

ん
⼈

が
乗

れ
そ

う
だ

よ
」

と
同

じ
場

に
い

る
幼

児
に

聞
こ

え
る

よ
う

に
⾔

う
。 

 
  ③

教
師

は
「

す
ご

い
ね

。
椅

⼦
が

６
個

も
あ

る
か

ら
，

た
く

 
さ

ん
⼈

が
乗

れ
そ

う
だ

よ
」と

同
じ

場
に

い
る

幼
児

に
聞

こ
え

る
よ

う
に
⾔

う
。
B

児
は
椅

⼦
を

⾒
て
「

本
当

だ
ね
」

と
⾔

い
な

が
ら
，ガ

ム
テ

ー
プ

を
貼

り
続

け
る

。
C

児
は
横
⽬

に
⾒

て
，ガ

ム
テ

ー
プ

が
剥

が
れ

そ
う

な
と

こ
ろ

に
重

ね
て

ガ
ム

テ
ー

プ
を
貼

る
こ

と
を
続

け
る

。
 

 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
［
c］
⽜
乳
パ

ッ
ク

は
椅

⼦
の

イ
メ

ー
ジ

な
の

か
を

尋
ね

て
確

か
め

て
み

る
こ

と
に

し
た

。［
a］

そ
し

て
そ

う
で

あ
る

な
ら
ば
「

た
く

さ
ん

の
⼈

が
乗

れ
る

よ
う

に
」

と
い

う
イ
メ

ー
ジ

が
形

に
で

き
る

よ
う

に
，
⽜
乳

パ
ッ

ク
を
⼗

分
に

⽤
意

し
て
お

こ
う

と
考

え
た

。
 

   ②
［
a］
貼

っ
た
椅

⼦
を

⾒
て
，
嬉

し
そ

う
に

し
て

い
る

 
様

⼦
か

ら
⾃

分
の

イ
メ

ー
ジ
通

り
の

形
に

な
っ

た
の

だ
 

ろ
う

か
。［
c］
周

り
の

幼
児

に
も
知

ら
せ

て
，イ
メ

ー
ジ

が
共
有

で
き

る
よ

う
に

し
よ

う
。

そ
し

て
，

同
じ

遊
び

を
し

て
い

た
B

児
や
C

児
も
A

児
の

し
て

い
る

こ
と

に
気
付

け
る

よ
う

に
し

よ
う

と
考

え
た

 
 ③
［
b］
B

児
も
C

児
も

⾃
分

の
し

た
い

こ
と

を
し
続

け
て

は
い

る
け

れ
ど
，
A

児
の

つ
く

っ
た
椅

⼦
に

も
⽬

を
向

け
た

。［
c］
⾏
動

は
し

な
い

が
興

味
を

も
っ

て
い

る
の

か
も

し
れ

な
い

と
考

え
，

も
う

少
し

様
⼦

を
⾒

て
み

る
こ

と
に

し
た

。
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④
C

児
は
ガ

ム
テ

ー
プ

を
貼

り
終

え
る

と
，
ジ
ェ

ッ
ト

コ
 

ー
ス

タ
ー

の
全
体

を
⾒

て
，
A

児
が

つ
く

っ
た
椅

⼦
の
留

ま
っ

て
い

な
い

と
こ

ろ
を
ガ

ム
テ

ー
プ

で
貼

り
始

め
る

。
教

師
は
「
C
君

は
ガ

ム
テ

ー
プ

を
貼

っ
て
，
椅

⼦
を

 
強

く
し

て
く

れ
て

る
の

か
な
」

と
周

り
の

幼
児

に
聞

こ
え

る
よ

う
に

つ
ぶ

や
く

。
 

 ⑤
C

児
は
「

う
ん

。
座

れ
る

よ
う

に
強

く
し

な
い

と
」

と
⾔

う
。

す
る

と
，
B

児
が
椅

⼦
に
座

り
，「

ち
ょ

っ
と
弱

い
か

も
」

と
教

師
に
⾔

う
。

 
 

④
［
b］
C

児
は

教
師

の
声
掛

け
に

対
し

て
何

も
⾔
わ

な
か

っ
た

が
，
A

児
の

つ
く

っ
た

も
の

を
意
識

し
て

⾒
て

い
た

の
か

も
し

れ
な

い
。［
c］
A

児
と

同
じ

イ
メ

ー
ジ

を
も

っ
て

し
て

い
る

の
か
確

か
め

る
た

め
に
尋

ね
て

み
よ

う
。

そ
し

て
，
周

り
の

幼
児

も
興

味
を

も
て

る
よ

う
に

し
よ

う
と

考
え

た
。

 
 ⑤
［
b］
C

児
は
，
A

児
の

つ
く

っ
た

も
の

を
興

味
を

 
も

っ
て

⾒
た

り
，

教
師

の
⾔
葉
掛

け
を

聞
い

た
り

し
て

い
た

の
だ

な
。

そ
の
中

で
同

じ
よ

う
な
椅

⼦
の

イ
メ

ー
ジ

を
も

っ
て

い
た

の
か

も
し

れ
な

い
な

。
B

児
も

教
師

と
C

児
の

や
り

取
り

を
聞

い
て

い
た
み

た
い

だ
な

。［
c］

教
師

が
互

い
に

し
て

い
る

こ
と

を
周
囲

の
幼

児
に

聞
こ

え
る

よ
う

に
⾔
語
化

し
た

こ
と

で
，
互

い
の

し
て

い
る

こ
と

や
発
⾔

を
意
識

し
，

そ
れ

を
受

け
て

遊
び

に
取

り
組

む
と

い
う
姿

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

。
 

５
⽉
中
旬

〜
６

⽉
中
旬

 
⑥

そ
の

後
数

⽇
に
わ

た
っ

て
，

様
々

な
幼

児
が
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
づ

く
り

に
関
わ

り
，
絵

を
か

い
た

り
，
カ

ッ
プ

を
ラ

イ
ト

に
⾒

⽴
て

て
付

け
た

り
等
，

そ
れ
ぞ

れ
が

⾃
分

な
り

に
考

え
て

遊
び

に
関
わ

る
姿

が
⾒

ら
れ

て
い

た
。

完
成

す
る

と
，
数

⼈
が
順
番

に
乗

り
，
動

か
そ

う
と
引

っ
張

っ
た

り
し

て
遊

び
，
壊

れ
た

ら
直

す
と

い
う

こ
と

を
繰

り
返

し
て

い
た

。
し

か
し
，

幼
児

が
イ
メ

ー
ジ

し
て

い
る

よ
う

に
は

ス
ム

ー
ズ

に
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
を
動

か
せ

ず
，
実
現

す
る

こ
と

が
難

し
い

と
感

じ
る

と
，
次
第

に
遊

ば
な

く
な

る
⽇

が
増

え
，
保

育
室

の
隅

に
置

い
た

ま
ま

に
な

っ
て

い
る

⽇
が
続

い
た

。
 

 

 ⑥
［
b］

教
師

は
こ

の
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
の

遊
び

が
，

友
達

と
考

え
を
出

し
合

っ
た

り
，
共
通

の
イ
メ

ー
ジ

に
向

か
っ

て
⾃

分
た

ち
で

遊
び

を
進

め
た

り
す

る
経

験
に

な
る

の
で

は
な

い
か

と
期

待
し

て
い

た
。

そ
し

て
，

幼
児

の
イ
メ

ー
ジ

を
対

話
を
通

し
て
引

き
出

し
な

が
ら
，

そ
れ
ぞ

れ
が

も
っ

て
い

る
イ
メ

ー
ジ

を
⾔
葉

で
友

達
に
⾔

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

で
，

イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
な

が
ら

遊
ぶ

楽
し

さ
を

感
じ

ら
れ

る
よ

う
に

し
て

い
き

た
い

と
考

え
た

。［
c］

そ
の

た
め
，

ま
だ
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
づ

く
り

に
対

す
る

思
い

が
あ

る
の

で
あ

れ
ば
，

こ
の

遊
び

を
続

け
ら

れ
る

よ
う

に
し

た
い

と
考

え
，
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
の
置

き
場

所
を
保

育
室

の
隅

か
ら

幼
児

の
⾒

え
る

場
所

に
変

え
，

様
⼦

を
⾒

る
こ

と
に

し
た

。
 

６
⽉

１
０

⽇
 

⑦
⽬

に
付

き
や

す
い

場
所

に
置

い
て

あ
る
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
を
B

児
が

⾒
て

い
る

。
教

師
は
「
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
は

ど
う

な
る

ん
だ

ろ
う

ね
？
」

と
B

児
に
⾔

う
。

 
   ⑧
B

児
は「

⽔
が

あ
る
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
が

あ
る

ん
だ

よ
。

そ
こ

か
ら
恐
⻯

が
出

て
く

る
の
！

そ
れ

が
つ

く
り

た
い
！
」と
答

え
る

。教
師

は「
い

い
ね
！

と
て

も
楽

し
そ

う
！

⼀
緒

に
し

て
い

た
A
君

に
も
⾔

っ
て
み

る
？
」

と
B

児
に

⾔
う

。
 

   ⑨
B

児
は
A

児
の
元
へ
⾏

き
，「
A
君
，

⽔
が

あ
っ

て
，
恐

⻯
が
出

て
く

る
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
は

ど
う
？
」

と
⾔

 ⑦
［
a］
B

児
は

ど
の

よ
う

な
思

い
で

⾒
て

い
る

の
だ

ろ
 

う
か

。
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
の

遊
び

を
ま

た
し

よ
う

と
し

て
い

る
の

か
。［
c］
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
に

つ
い

て
投
げ
掛

け
て
B

児
の

思
い

を
引

き
出

し
て
確

か
め

て
み

よ
う

と
考

え
た

。
 

 ⑧
［
a］
B

児
は
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
の

イ
メ

ー
ジ

を
 

広
げ

て
い

る
よ

う
だ

。［
b］
恐
⻯

な
ら
A

児
も

好
き

だ
か

ら
，

そ
の
ア

イ
デ
ア

の
⾯
⽩

さ
に
共

感
す

る
か

も
し

れ
な

い
な

。
思

い
を

伝
え
，
⾔
葉

で
イ
メ

ー
ジ

を
共
有

す
る

こ
と

に
つ

な
が

る
き

っ
か

け
に

な
り

そ
う

だ
な

。
［
c］
A

児
に

そ
の

イ
メ

ー
ジ

を
⾔

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に
促

し
て
み

る
こ

と
に

し
た

。
 

 
⑨
［
b］
B

児
の
⾔
葉

を
聞

い
て

す
ぐ

に
恐
⻯

を
つ

く
り

始
め

た
と

い
う

こ
と

は
，
恐
⻯

が
出

て
く

る
と

い
う

う
。
A

児
は
「
恐
⻯

の
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
！
？
」

と
笑

顔
で
⾔

い
，保

育
室

に
常

備
し

て
い

た
画

⽤
紙

に
す
ぐ

に
恐

⻯
の
絵

を
か

き
始

め
る

。
 

 
⑩
B

児
は「

テ
ー

プ
を

ひ
ら

ひ
ら

さ
せ

て
⽔

が
流

れ
て

い
る

よ
う

に
つ

く
り

た
い

な
」

と
教

師
に
⾔

う
。

教
師

は
「

い
い

ね
。⽔

が
流

れ
て

い
る

感
じ

が
す

る
ね

。ど
ん

な
テ

ー
プ

が
い

い
か

な
？
」

と
B

児
に
尋

ね
る

。
 

   ⑪
B

児
は
「

⽔
っ
ぽ

い
⾊

の
ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
が
欲

し
い
」

と
答

え
る

。
教

師
は
「

⼀
緒

に
ど

ん
な
⾊

が
あ

る
か

⾒
に
⾏

こ
う

か
」

と
⾔

う
と
「

う
ん
」

と
B

児
が
⾔

う
。

⼀
緒

に
材
料
庫

に
⾏

く
と
，
B

児
は
⻘
⾊
，

⽔
⾊
，
⽩
⾊

の
ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
を
選
ぶ

。
材
料
庫

の
中

で
教

師
は

「
B

ち
ゃ

ん
，

ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
は

ど
う

や
っ

て
流

れ
て

い
る
み

た
い

に
す

る
？
他

に
必
要

な
も

の
あ

る
か

な
」

と
尋

ね
る

。
B

児
は
「

⼤
き

な
段

ボ
ー

ル
に

つ
け

た
い
」

と
答

え
る

。
そ

こ
で
，
段

ボ
ー

ル
が
置

い
て

あ
る

場
所

に
⼀

緒
に
⾏

き
，
B

児
が

そ
の
中

か
ら

⾃
分

の
背
位

の
⼤

き
な

段
ボ

ー
ル

を
選

び
，
保

育
室

ま
で
運
ぶ

。
B

児
は

ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
を
切

っ
て
段

ボ
ー

ル
に
貼

り
始

め
る

。
 

⑫
す

る
と
，

そ
れ

を
⾒

て
い

た
Ｄ

児
が
「

何
し

て
る

の
？
」

と
B

児
に
声

を
掛

け
る

。
B

児
は

何
も
⾔
わ

な
い

。
B

児
の

し
て

い
る

こ
と

が
⼀
段
落

し
た

と
こ

ろ
で

教
師

は
「
B

ち
ゃ

ん
，
Ｄ
君

が
何

し
て

い
る

の
？

っ
て

聞
い

て
る

よ
」

と
B

児
に
⾔

う
。
B

児
は
Ｄ

児
に
気
付

い
て
，

「
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
つ

く
っ

て
る

の
」

と
⾔

う
。

 
  ⑬

教
師

は
「

ど
ん

な
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
だ

っ
た

っ
け
？
」

と
B

児
に
⾔

う
。
B

児
は
Ｄ

児
の
⽅

を
向

い
て

「
⽔

が
あ

っ
て
，
恐
⻯

が
出

て
く

る
ん

だ
よ

。
こ

れ
が

⽔
」

と
⾔

い
な

が
ら

ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
を

ひ
ら

ひ
ら

さ
せ

る
。
Ｄ

児
は
「
俺

も
や

る
」

と
⾔

っ
て
，

ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
を
切

り
始

め
る

。
B

児
は
「

い
い

よ
。
Ｄ
君

は
あ

っ
ち

の
端

か
ら
貼

っ
て

い
っ

て
」

と
⾃

分
が
貼

っ
て

い
る

と
こ

ろ
と

は
反

対
の
⽅

を
指

し
て
⾔

う
。
Ｄ

児
は
「

分
か

っ
た
」

と
答

え
，
反

対
側

か
ら

ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
を
貼

り
始

め
る

。
 

 ⑭
画

⽤
紙

に
恐
⻯

を
か

き
終

え
た
A

児
が
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
の

と
こ

ろ
へ
持

っ
て
⾏

く
。
B

児
や
Ｄ

児
が

つ
く

っ
た

ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
で

で
き

た
⽔

の
と

こ
ろ

で
「
ガ
オ

ー
」

と
⾔

い
な

が
ら
恐
⻯

を
潜

ら
せ

た
り
，
出

し
た

り
す

る
。

教
師

は
「
A
君

が
恐
⻯

を
つ

く
っ

て
く

れ
た
み

た
い

。
B

ち
ゃ

ん
が
⾔

っ
て

い
た
み

た
い

に
⽔

か
ら
出

て
き

こ
と

を
A

児
は

イ
メ

ー
ジ

で
き

た
の

だ
ろ

う
か

。
 

   ⑩
［
b］
B

児
は
A

児
が
恐
⻯

を
つ

く
る

と
思

い
，

⾃
分

は
⽔

の
と

こ
ろ

を
つ

く
ろ

う
と

し
て

い
る

の
だ

ろ
う

か
。［
c］
B

児
の
⾔

う
テ

ー
プ

は
ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
の

こ
と

な
の

か
思

い
を
確

か
め

て
，
保

育
室

に
な

い
も

の
で

も
イ
メ

ー
ジ

に
合

う
も

の
が

準
備

で
き

る
こ

と
を
提

案
し

て
み

る
こ

と
に

し
た

。
 

 ⑪
［
a］
B

児
は
「

⽔
が
流

れ
て

い
る
み

た
い

に
」

と
⾔

 
っ

て
い

た
こ

と
か

ら
，

こ
の

ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
を

ど
の

よ
う

に
し

た
い

の
か
尋

ね
て
み

る
こ

と
に

し
た

。
 

         ⑫
［
b］
Ｄ

児
も

興
味

を
も

っ
た
み

た
い

だ
が
，
B

児
 

は
ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
を
貼

る
の

に
必
死

で
聞

こ
え

て
な

い
よ

う
で

あ
る

。
Ｄ

児
も

イ
メ

ー
ジ

を
知

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

興
味

を
も

っ
て

遊
び

に
⼊

っ
て

く
る

か
も

し
れ

な
い

と
予
測

し
，［
c］
B

児
が

⾃
分

の
イ
メ

ー
ジ

を
⾔

葉
で
Ｄ

児
に
⾔

え
る

よ
う

に
投
げ
掛

け
て
み

る
こ

と
に

し
た

。
 

 ⑬
［
c］

ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
が

あ
る

こ
と

で
イ
メ

ー
ジ

の
共
有

が
し

や
す

か
っ

た
の

で
は

な
い

か
。
互

い
に

イ
メ

ー
ジ

や
し

た
い

こ
と

を
引

き
続

き
⾔

い
合

え
る

よ
う

に
⽀

え
な

が
ら
，

形
に

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
必
要

な
と

き
は

⼿
伝

う
よ

う
に

し
た

い
と

考
え

た
。

 
      ⑭
［
b］
B

児
が
A

児
に

も
⾔

っ
て

い
た

⽔
の
中

か
ら

恐
⻯

が
出

て
く

る
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

が
共
有

さ
れ

て
い

た
よ

う
だ

。［
c］
周

り
の

幼
児

も
気
付

け
る

よ
う

に
声

を
掛

け
る

こ
と

と
し

た
。
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て
い

る
よ
」

と
⾔

う
。

 
 ⑮
B

児
は
「
ほ

ん
と

だ
！

い
い

じ
ゃ

ん
」

と
⾔

い
，
笑
顔

に
な

る
。

そ
の

後
も
A

児
，
B

児
，
Ｄ

児
は

そ
れ
ぞ

れ
に

ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
づ

く
り

を
し
，

時
に
関
わ

り
合

い
な

が
ら

遊
ぶ

。
 

  ⑮
［
c］

幼
児

の
し

て
い

る
こ

と
を

教
師

が
⾔
葉

に
し

て
橋
渡

し
を

す
る

こ
と

で
，［
b］

幼
児

同
⼠

が
イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
た

り
，

幼
児

同
⼠

を
つ

な
い

だ
り

す
る

き
っ

か
け

と
な

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
 

 
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
【

⾃
分

の
し

た
い

こ
と

や
イ
メ

ー
ジ

の
実
現

】
 

〇
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
の
椅

⼦
を

つ
く

り
た

い
A

児
と
C

児
，
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
に

⽔
の
流

れ
る

場
所

を
つ

く
り

た
い
B

児
等
，幼

児
そ

れ
ぞ

れ
に

⾃
分

の
し

た
い

こ
と

が
あ

る
こ

と
。

そ
し

て
⾃

分
の

し
た

い
こ

と
を

教
師

と
⼀

緒
に

ど
う

す
れ
ば
実
現

す
る

こ
と

が
で

き
る

か
考

え
て

い
く
姿
，

教
師

に
⽀

え
ら

れ
な

が
ら
実
現

し
て

い
く
経
験

は
，「

個
別
最
適

な
学

び
」

に
つ

な
が

る
ポ

イ
ン

ト
と

な
っ

た
。

 
【

⾃
分

の
考

え
を
⾔

っ
た

り
，

相
⼿

の
意

⾒
を

聞
い

た
り

す
る

】
 

〇
⑨

の
場
⾯

の
「

⽔
が

あ
っ

て
，
恐
⻯

が
出

て
く

る
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
は

ど
う
？
」

と
い

う
Ａ

児
に

対
す

る
B

児
の

発
⾔

や
，
⑬

の
場
⾯

の
「

い
い

よ
，
Ｄ
君

は
あ

っ
ち

の
端

か
ら
貼

っ
て

い
っ

て
」

と
い

う
Ｂ

児
の

発
⾔

は
，

相
⼿

の
意

⾒
を

聞
こ

う
と

す
る
姿

や
⾃

分
の

考
え

を
相

⼿
に
⾔

っ
た

り
す

る
姿

で
あ

る
。

そ
の
他

の
場
⾯

で
も
，

友
達

の
つ
ぶ

や
き

を
聞

い
て

遊
び

に
興

味
を

も
っ

た
り
，

教
師

の
橋
渡

し
に

よ
っ

て
友

達
と

や
り

取
り

を
し

て
遊

び
に

加
わ

っ
た

り
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。
⾔
葉

で
の

や
り

取
り

に
が
，

幼
児

同
⼠

の
イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
，
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る
ポ

イ
ン

ト
と

な
っ

た
。

 
２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 【

幼
児

の
感

じ
て

い
る

こ
と
，

考
え

て
い

る
こ

と
，

し
た

い
と

思
っ

て
い

る
こ

と
を

⾒
取

り
，
確

か
め

て
い

く
】

 
〇
A

児
が
⽜
乳
パ

ッ
ク

を
使

っ
て
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
の
椅

⼦
を

つ
く

っ
て

い
る

①
の

場
⾯

で
，
椅

⼦
を

つ
く

っ
て

い
る

と
決

め
つ

け
る

の
で

は
な

く
，

幼
児

の
思

い
を
⾔
動

か
ら

⾒
取

り
，
確

か
め

て
か

ら
，
必
要

だ
と

考
え

ら
れ

る
も

の
を
⼗

分
に

⽤
意

し
た

こ
と

で
，

幼
児

が
⾃

分
の

つ
く

り
た

い
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
の
椅

⼦
を

⾃
分

の
中

で
納

得
で

き
る

ま
で

つ
く

り
，

思
い

を
実
現

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

ま
た
，Ｂ

児
が
ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
に

⽔
を
流

し
た

い
と

い
う

思
い

を
も

っ
た
⑩

の
場
⾯

で
は
，「

テ
ー

プ
」と

い
う
Ｂ

児
の

思
い

を
聞

き
，

ど
の

よ
う

な
テ

ー
プ

で
，

何
⾊

を
イ
メ

ー
ジ

し
て

い
る

の
か
，

テ
ー

プ
を

ど
の

よ
う

に
し

た
い

の
か

を
Ｂ

児
に
尋

ね
，

幼
児

と
⼀

緒
に

幼
児

の
思

い
を

形
に

し
て

い
っ

た
。

そ
う

す
る

こ
と

に
よ

っ
て
，

⾃
分

の
思

い
を
⾔
葉

に
し

て
伝

え
た

り
，

思
い

を
実
現

し
て

い
く
経
験

を
積
み
重

ね
る

こ
と

に
つ

な
が

っ
た

。
 

 【
幼

児
の

し
て

い
る

こ
と

を
周

り
の

幼
児

に
も

聞
こ

え
る

よ
う

に
⾔
語
化

す
る

】
 

〇
③

や
④
，
⑭

の
場
⾯

の
よ

う
に
，
A

児
，
C

児
が

そ
れ
ぞ

れ
し

て
い

る
こ

と
を
周
囲

の
幼

児
に

も
聞

こ
え

る
よ

う
に

⾔
葉

に
し

た
こ

と
が
，
互

い
の

し
て

い
る

こ
と

や
発
⾔

を
意
識

し
，

そ
れ

を
受

け
て

遊
び

に
取

り
組

む
と

い
う

幼
児

の
姿

に
つ

な
が

っ
た

。
こ

の
こ

と
が
，
共
通

の
イ
メ

ー
ジ

を
も

ち
，

⼀
つ

の
⽬
的

に
向

か
う

と
い

う
協
働
的

な
学

び
へ

と
つ

な
が

っ
て

い
く

と
考

え
る

。
 

 【
幼

児
の
⾔
葉

を
教

師
が
橋
渡

し
し
，

つ
な
げ

て
い

く
】

 
〇
⾔
語
化

す
る

だ
け

で
な

く
，
⑧

や
⑬

の
場
⾯

の
よ

う
に
，
直
接
的

に
幼

児
同

⼠
で
⾔
葉

の
や

り
取

り
が

で
き

る
よ

う
に

友
達

に
伝

え
る

こ
と

を
提
案

し
た

り
，

相
⼿

に
届

い
て

い
な

い
幼

児
の
⾔
葉

を
教

師
が
拾

っ
て

つ
な
げ

た
り

し
た

。
そ

う
し

た
こ

と
で
，
A

児
，
Ｄ

児
が
B

児
の

し
て

い
る

遊
び

に
加
わ

る
姿

や
⾃

分
の

し
て

い
る

こ
と

を
⾔
葉

で
友

達
に

伝
え

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

こ
う

し
た
経
験

が
，
⾔
葉

で
の

や
り

取
り

を
し

な
が

ら
，

幼
児

同
⼠

が
イ
メ

ー
ジ

を
共
有

す
る

こ
と

に
つ

な
が

り
，
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

て
い

く
と

考
え

る
。

 

「
カ

エ
ル

の
か

え
ち

ゃ
ん

」
 

 
園

名
：

広
島

⼤
学

附
属

幼
稚

園
（
三
原

園
舎
）

 
 【

６
⽉

 
こ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
 

〇
⾬

の
⽇

の
⽣
活

の
仕
⽅

を
⾝

に
つ

け
る

と
と

も
に

、
天
候

に
応

じ
た

⽣
活

を
楽

し
む

。（
⾃

分
）

 
 

〇
梅
⾬

期
の

⾃
然

事
象

や
動
植
物

の
様

⼦
に

興
味

・
関
⼼

を
も

っ
て

か
か
わ

る
。（

も
の
）

 
 

〇
⾃

分
な

り
の

思
い

を
出

し
な

が
ら
気

の
合

っ
た

友
達

と
⼀

緒
に

遊
び

を
す

す
め

る
楽

し
さ

を
味
わ

う
。（

⼈
）

 
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

あ
る

⽇
、

園
庭

で
⾍
探

し
を

し
て

い
た
Ａ

児
が

、
⾒

た
こ

と
の

な
い

⼤
き

な
茶
⾊

い
カ
エ

ル
を

⾒
つ

け
る

。
⼤

興
奮

で
捕

ま
え

、
飼

育
ケ

ー
ス

に
⼊

れ
る

と
、

⽣
き
物

に
関
⼼

の
⾼

い
Ｃ

児
に
知

ら
せ

に
い

く
。

じ
っ

く
り

と
観

察
し

な
が

ら
、
「
カ
エ

ル
の

か
え

ち
ゃ

ん
」

と
名

前
を
付

け
、
飼

育
へ

の
イ
メ

ー
ジ

を
広
げ

て
い

っ
た

。
 

こ
れ

ま
で

も
Ａ

児
や
Ｃ

児
は

、
⽣

き
物

に
触

れ
た

り
捕

ま
え

た
り

す
る

遊
び

を
楽

し
む
姿

が
多

く
⾒

ら
れ

て
い

た
⼀
⽅

で
、

⽣
き
物

を
飼

育
す

る
中

で
感

じ
た
疑
問

や
思

い
に

つ
い

て
、

友
達

同
⼠

で
⽴

ち
⽌

ま
っ

て
話

し
合

う
場
⾯

は
多

く
な

か
っ

た
。

そ
こ

で
教

師
は

、
カ
エ

ル
と

の
関
わ

り
の
中

で
⽣

じ
る
気
付

き
や
迷

い
を

、
⼦

ど
も

た
ち

⾃
⾝

が
⾔
葉

に
し

な
が

ら
共
有

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
き

た
い

と
考

え
た

。
そ

の
た

め
に

、
す
ぐ

に
答

え
や
⽅
法

を
⽰

す
の

で
は

な
く

、
⼦

ど
も

た
ち

が
感

じ
て

い
る

こ
と

や
考

え
て

い
る

こ
と

を
出

し
合

え
る

よ
う

、
話

し
合

う
場

や
関
わ

る
時
間

・
空
間

を
⼤
切

に
し

よ
う

と
し

た
。

 

今
回

の
事

例
は

、
園

庭
で
出
会

っ
た
カ
エ

ル
と

の
関
わ

り
を
通

し
て

、
⼦

ど
も

た
ち

が
実
際

に
世

話
を

し
な

が
ら

、
感

じ
た

こ
と

や
考

え
た

こ
と

を
伝

え
合

い
、

⽣
き
物

の
命

に
⼼

を
寄
せ

て
向

き
合

っ
て

い
く
過
程

を
捉

え
た

も
の

で
あ

る
。

 
２

．
事

例
の

記
⼊

 
6

⽉
１

⽇
「

か
え

る
の

か
え

ち
ゃ

ん
の
お

う
ち

を
作

ろ
う
」

 
①
「
お

う
ち

を
作

っ
て

あ
げ

よ
う

よ
」

と
声

が
あ

が
り

、
Ｃ

児
が
飼

育
図
鑑

を
持

っ
て

き
て

調
べ

る
。カ
エ

ル
の
ペ

ー
ジ

を
開

き
、図
鑑
通

り
に
砂
利

を
敷

き
詰

め
、⽔

場
を
作

り
、カ
エ

ル
を

⼊
れ

て
み

る
。

 
  ②

す
る

と
、

か
え

ち
ゃ

ん
は

、
居
⼼
地
悪

そ
う

に
⼿

や
体

を
上

に
伸
ば

し
外

に
出

よ
う

と
す

る
。

そ
の

様
⼦

を
⾒

た
Ａ

児
は

、
「

か
え

ち
ゃ

ん
嫌

が
っ

て
な

い
？
」

と
⾔

う
。
Ｃ

児
が
図
鑑

を
⾒
直

す
と

、
さ

ら
に
先

の
ペ

ー
ジ

に
⼟

の
中

で
暮

ら
す
“に
ほ

ん
ひ

き
が

え
る

の
家

づ
く

り
”が
載

っ
て

い
た

。「
か

え
ち
ゃ

ん
、

⼟
の
中

に
い

た
か

ら
、

こ
の

⼟
の
家

じ
ゃ

な
い
？
」

と
気

付
き

、元
い

た
場

所
の

⼟
を

取
っ

て
き

て
敷

き
詰

め
る

。「
落

ち
葉

を
敷

い
て

っ
て
書

い
て

あ
る

よ
」「
探

し
に
⾏

こ
う
！
」と

園
庭

を
隅

々
ま

で
探

す
が

、
ヒ

マ
ラ
ヤ
杉

の
チ

ク
チ

ク
の
落

ち
葉

し
か

な
く

、「
こ

れ
じ
ゃ

あ
、か

え
ち
ゃ

ん
の
体

に
刺

さ
っ

て
痛

い
よ

ね
」

と
困

っ
て

し
ま

っ
た

。
 

 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
①
［
a］
“ど

う
し

た
ら

か
え

ち
ゃ

ん
が
過
ご

し
や

す
い

か
な
”と

い
う
気
持

ち
か

ら
、

⾃
分

で
図
鑑

を
開

い
て

調
べ

よ
う

と
し

て
お

り
、

⾃
分

の
興

味
や
気

付
き

か
ら

学
び

が
始

ま
っ

て
い

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
    ②
［
a］
Ａ

児
は

、
カ
エ

ル
の
動

き
を

⾃
分

な
り

に
⾒

取
り

、
「

な
ん

だ
か
違

う
か

も
」

と
“違
和

感
”に

気
付

い
て

い
る

。
［
b］

こ
の
『

か
え

ち
ゃ

ん
嫌

が
っ

て
な

い
？
』

と
い

う
Ａ

児
の
気
付

き
が

、
Ｃ

児
が
図
鑑

を
⾒
直

す
と

い
う

学
び

を
動

か
し

、
活
動

の
⽅
向
性

を
共

に
修
正

し
て

い
る

。
⼦

ど
も

同
⼠

の
や

り
と

り
に

よ
っ

て
考

え
が
深

ま
り

、
よ

り
よ

い
⽅
法

を
⼀

緒
に
探

し
て

い
る
姿

が
あ

る
。
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③
そ

こ
で

教
師

が
「
お
茶
室

の
向

こ
う

の
⼭

に
は

、
落

ち
葉

な
い

か
な
？
」と

つ
ぶ

や
く

と
、「

あ
そ

こ
な

ら
あ

り
そ

う
！
」「

取
り

に
⾏

き
た

い
！
」

と
い

う
声

が
あ

が
る

。
そ

こ
で

、
ク

ラ
ス

で
相
談

す
る

時
間

を
と

る
こ

と
に

し
た

。
 

 ６
⽉

１
⽇
「
落

ち
葉

を
取

り
に
⾏

こ
う
」

 
④

ク
ラ

ス
で

の
紹
介

タ
イ

ム
で

、事
情

を
話

す
と

、「
み

ん
な

で
裏
⼭

に
取

り
に

い
こ

う
よ
！
」

と
い

う
声

が
あ

が
る

。
と

こ
ろ

が
、

こ
の

時
間

か
ら
⼩
⾬

が
降

り
始

め
、

教
師

が
「
⾬

だ
け

ど
⼤
丈

夫
か

な
？
」

と
投
げ

か
け

る
と

、「
傘

を
差

し
て

い
こ

う
」

「
今

す
ぐ
落

ち
葉

を
⾒

つ
け

て
あ
げ

な
い

と
、
死

ん
だ

ら
ど

う
す

る
の
？
」「
カ
エ

ル
は
⾬

が
好

き
だ

か
ら

、⾬
に
濡

れ
た
葉

っ
ぱ

の
⽅

が
喜
ぶ

か
も

よ
」

と
い

う
意

⾒
が
出

て
、
全
員

で
傘

を
差

し
て
裏
⼭

に
落

ち
葉
探

し
に

で
か

け
た

。
裏
⼭

に
は
ド
ン
グ

リ
の
⽊

の
落

ち
葉

な
ど

が
た

く
さ

ん
あ

り
、

思
い

思
い

に
拾

っ
て

い
っ

た
。

 
 ⑤

幼
稚

園
に
帰

り
、

⼟
の
上

に
落

ち
葉

を
ふ
わ

り
と

の
せ

、
カ
エ

ル
の

か
え

ち
ゃ

ん
を

⼊
れ

て
み

る
と

、
安
⼼

し
た

よ
う

に
⼟

に
体

を
埋

め
、

落
ち
葉

の
下

に
隠

れ
て

い
っ

た
。

そ
の

様
⼦

を
⾒

て
、「
喜

ん
で

る
！
」「
お
家
作

っ
て

く
れ

て
あ

り
が

と
う
！

っ
て
⾔

っ
て

る
」

と
歓
声

が
あ

が
っ

た
。

 
 

③
[c
]教

師
は

、
⼦

ど
も

た
ち

の
「

か
え

ち
ゃ

ん
の

た
め

に
⼼
地

の
よ

い
お
家

を
作

っ
て

あ
げ

た
い
」

と
い

う
今

の
こ

の
気
持

ち
を

⼤
切

に
し

た
い

と
考

え
た

。
そ

こ
で

、
園

庭
に

は
落

ち
葉

が
無

い
か

ら
と
諦

め
る

の
で

は
な

く
、

多
様

な
空
間

に
気
付

け
る

よ
う

、
過

度
に
指
⽰

を
出

さ
ず
“つ
ぶ

や
き
”と

し
て

⼿
が

か
り

だ
け

を
⽰

し
た

。
そ

の
結
果

、
⼦

ど
も

た
ち

が
⾃

ら
考

え
、
「

あ
り

そ
う
」
「

取
り

に
⾏

き
た

い
！
」

と
主
体
的

に
⾏
動

す
る
姿

が
⽣

ま
れ

た
。

 
 ④
[c
] 

⾃
分

た
ち

だ
け

で
は

解
決

で
き

な
い

こ
と

も
、

友
達

と
思

い
を

伝
え
合

う
場

を
つ

く
る

こ
と

で
、

友
達

と
⼀

緒
に
⼼
動

か
し

な
が

ら
解
決

し
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
援
助

し
た

。
そ

の
こ

と
で

、［
a］
⾬

が
降

っ
て

き
た
状
況

を
、

⼦
ど

も
た

ち
⼀

⼈
ひ

と
り

が
⾃

分
の

感
じ
⽅

や
考

え
を

も
と

に
受

け
⽌

め
、
“ど

う
し

た
ら

か
え

ち
ゃ

ん
が
喜
ぶ

か
”

を
⾃

分
な

り
に

考
え

て
い

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

⾃
分

の
経
験

や
知

っ
て

い
る

こ
と

を
使

い
な

が
ら
判
断

し
よ

う
と

す
る

と
こ

ろ
に

、
個

々
の

学
び

が
⾒

ら
れ

る
。

 
⑤
［
b］
作

っ
た
お

う
ち

に
⼊

る
か

え
ち
ゃ

ん
の

様
⼦

を
み

ん
な

で
⾒
守

り
、
カ
エ

ル
の
気
持

ち
に

な
り

な
が

ら
感

じ
た

こ
と

を
共
有

し
合

っ
て

い
る

。
 

成
功
体
験

を
仲
間

と
分

か
ち
合

う
こ

と
で

、
協
働

し
て

き
た
活
動

が
さ

ら
に
深

ま
っ

て
い

る
。

 

６
⽉

２
⽇

〜
７

⽇
「
全
然
餌

を
⾷

べ
て

な
い
！
」

 
図
鑑

で
調

べ
る

と
カ
エ

ル
は

ミ
ミ
ズ

を
⾷

べ
る

こ
と

が
分

か
り

、
毎

⽇
、

ミ
ミ
ズ

を
取

っ
て

き
て

は
、
カ
エ

ル
に

与
え

、
愛
着

を
も

っ
て

育
て

て
い

た
。

 
し
ば

ら
く

す
る

と
、

⼟
か

ら
に
お

い
が

す
る

よ
う

に
な

り
、

A
児

が
「

⼟
を

か
え

て
あ
げ

よ
う

か
」

と
⾔

い
、
C

児
と
D

児
と

⼀
緒

に
⼟

の
⼊

れ
替

え
を

始
め

た
。
カ
エ

ル
を

⾒
つ

け
た

場
所

に
⾏

き
、
飼

育
ケ

ー
ス

の
⼟

を
ひ

っ
く

り
返

す
と

、
⼤

量
の

ミ
ミ
ズ

が
出

て
く

る
。「

え
？
！

ミ
ミ
ズ

い
っ
ぱ

い
！
」「

か
え

ち
ゃ

ん
⾷

べ
て

な
い

の
か

な
？
」「

前
よ

り
痩
せ

た
気

が
す

る
」

と
⼼
配

し
始

め
る

。
 

  

        

⑥
「

で
も

ミ
ミ
ズ
以

外
は

、
ハ
エ

と
か

⽣
き

て
る

ま
ま
捕

ま
え

る
の

⼤
変

な
ん

よ
ね

〜
」

と
Ａ

児
が
悩

む
。

す
る

と
Ｄ

児
が

、
「

ち
っ

ち
ゃ

い
⾍

が
い

っ
ぱ

い
い

る
と

こ
ろ
知

っ
て

る
！

な
な
み

ち
ゃ

ん
（

ウ
サ
ギ
）

の
と

こ
ろ
！
」

と
教

え
る

。「
そ

こ
に

連
れ

て
⾏

っ
て

、⾃
分

で
⾷

べ
さ
せ

た
ら
？
」と
Ｂ

児
が
⾔

う
。

「
お
散
歩
み

た
い

で
い

い
ね
」

と
Ａ

児
も
賛

同
す

る
。

そ
こ

で
、
カ
エ

ル
を

ウ
サ
ギ

の
ケ

ー
ジ

に
連

れ
て
⾏

き
、
草

の
上

に
離

す
。
カ
エ

ル
が
動

き
始

め
る

と
、「

あ
！
動

い
た
！
」「
喜

ん
で

る
ん

じ
ゃ

な
い
？
」

と
う

れ
し

そ
う

に
⾒

⼊
る

。
 

  ⑦
教

師
も

⼀
緒

に
し
ゃ

が
み
込
み

、「
あ
！
⾍

が
き

た
！
⾷

べ
る

か
な
？
」

と
さ

さ
や

く
よ

う
に
⾔

い
、

じ
っ

と
⾒
守

る
。

⼦
ど

も
た

ち
も
⾍

や
カ
エ

ル
の
動

き
を

つ
ぶ

や
き

な
が

ら
夢
中

で
⾒

⼊
っ

た
。
カ
エ

ル
は
草

む
ら

を
⾃
由

に
動

き
回

っ
た

が
、

こ
の

⽇
は

何
も
⾷

べ
な

か
っ

た
。「
今

⽇
は
⾷

べ
ん

か
っ

た
け

ど
、
慣

れ
て

き
た

ら
⾃

分
で
餌

を
と

れ
る

か
も
」

と
Ａ

児
が
⾔

う
。「
明

⽇
も
お
散
歩

さ
せ

よ
う

よ
」と
約
束

し
、カ
エ

ル
を

ク
ラ

ス
に
連

れ
て
帰

っ
た

。
 

 

⑥
［
a］
カ
エ

ル
は

、
⽣

き
て

い
る
ハ
エ

な
ど

を
⾷

べ
る

こ
と

、
ウ
サ
ギ

の
と

こ
ろ

に
⼩

さ
な
⾍

が
い

る
こ

と
な

ど
、

こ
れ

ま
で

の
⾃

分
の
経
験

や
知
識

を
も

と
に

、
ど

う
し

た
ら

よ
い

か
問
題

解
決

に
向

け
て

⾃
分

な
り

に
考

え
て

い
る

。
⼀

⼈
⼀

⼈
が
主
体
的

に
問
題

を
向

き
合

っ
て

い
る
姿

は
、

個
別
最
適

な
学

び
の
姿

で
あ

る
し

、［
b］

こ
の

よ
う

な
友

達
の
案

を
取

り
⼊

れ
て
み

ん
な

で
お
散
歩

の
よ

う
に
カ
エ

ル
を
連

れ
て
⾏

く
姿

か
ら

は
、
協
働
的

な
学

び
が

⾒
ら

れ
る

。
 

   ⑦
[c
]カ
エ

ル
を
驚

か
せ

な
い

た
め

に
も

、カ
エ

ル
の

動
き

は
さ

さ
や

く
よ

う
に
⾔

う
よ

う
に

し
た

。
ま

た
、
⾔
葉

は
最
⼩
限

に
し

て
、

⼦
ど

も
と

と
も

に
、

カ
エ

ル
の

様
⼦

を
⾒
守

っ
た

。
ま

た
、

⼀
緒

に
カ
エ

ル
や
周

り
の
⾍

の
思

い
が

け
な

い
動

き
に
笑

っ
た

り
驚

い
た

り
す

る
⼦

ど
も

の
様

⼦
に
共

感
し

て
い

く
と

、
さ

ら
に
集
中

し
て
カ
エ

ル
の
動

き
を
観

察
し

て
い

た
。

 

６
⽉
８

⽇
「

何
ガ
エ

ル
な

の
？
」

 
⑧
カ
エ

ル
と

か
か
わ

る
中

で
、「

か
え

ち
ゃ

ん
っ

て
、何
ガ
エ

ル
な

の
？
」

と
疑
問

が
わ

き
、
図
鑑

で
調

べ
る

。
⾒
⽐

べ
な

が
ら

探
し

て
い

る
と

、「
⾒

て
！
お

な
か

の
模

様
が

⼀
緒

だ
！
」「

ウ
シ
ガ
エ

ル
っ

て
書

い
て

あ
る

よ
。

か
え

ち
ゃ

ん
、

ウ
シ
ガ
エ

ル
な

ん
だ
！
」

と
Ａ

児
は
喜
ぶ

。
だ

が
C

児
は
「
背
中

の
模

様
も

形
も

が
違

う
気

が
す

る
・

・
」

と
⾸

を
か

し
げ

る
。

こ
の

時
、

結
局

は
っ

き
り

と
判
別

す
る

こ
と

は
で

き
な

か
っ

た
。

 
    

そ
の

後
、

教
師

は
、

ウ
シ
ガ
エ

ル
が
「
侵
略
的

外
来
種
」

で
飼

育
禁
⽌

と
知

り
、

⽣
物

の
写
真

か
ら

名
前
判

定
を

す
る
Ａ
Ｉ
図

鑑
で

調
べ

た
結
果

、「
ヒ
キ
ガ
エ

ル
の
可
能
性

が
⾼

く
、毒
性

が
あ

る
に

で
は

な
い

か
」

と
分

か
る

。
 

⑨
安
全
⾯

の
こ

と
も

考
慮

し
、
次

の
⽇
「

も
し

か
し

た
ら

、
か

え
ち
ゃ

ん
は
ヒ
キ
ガ
エ

ル
っ

て
い

る
カ
エ

ル
で
毒

を
も

っ
て

い
る

か
も

し
れ

な
い
」

と
教

師
か

ら
⼦

ど
も

た
ち

に
伝

え
る

と
、
Ｃ

児
が
「

か
え

ち
ゃ

ん
は

、
ニ
ホ
ン
ヒ
キ
ガ
エ

ル
か

も
っ

 ⑧
［
a］
「

何
ガ
エ

ル
？
」

と
い

う
⾃

分
の
疑
問

か
ら

、
カ
エ

ル
と
図
鑑

を
じ

っ
く

り
と

⾒
⽐

べ
探

究
し

、
同

じ
模

様
の

様
⼦

に
気
付

い
て

い
る

。
 

ま
た

、
C

児
は
A

児
の
意

⾒
に
流

さ
れ

る
の

で
は

な
く

、
⾃

分
な

り
の

考
え

を
深

め
よ

う
と

し
て

い
る

。
 

       ⑨
［
a］

1つ
の
図
鑑

で
は

、
納
得

で
き

な
か

っ
た

こ
と

は
、

⾃
分

な
り

に
さ

ら
に
探

究
し

て
調

べ
て

い
た

こ
と

に
驚

い
た

。
安
易

に
答

え
に

い
き

つ
く

の
で

は
な

く
、
Ｃ

児
の

よ
う

に
⾃

分
で

⾃
分

の
疑
問

を
探

究
し
続

け
る
姿

も
⼤
切

に
し

て
い

き
た

い
。
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て
ち
ょ

っ
と

思
っ

て
た
」と
⾔

う
。「

い
つ

思
っ

た
の
？
」と

教
師

が
聞

く
と

、「
み

ん
な

で
図
鑑

を
⾒

た
あ

と
、他

の
本

も
⾒

て
み

た
ら
載

っ
て

た
」と
⾔

い
、図
鑑

を
開

い
て

⾒
せ

て
く

れ
る

。
そ

れ
は

⼀
番
最

初
に
開

い
て

調
べ

た
飼

育
図
鑑

で
、

⼟
に
住

む
カ
エ

ル
の
家

づ
く

り
の

と
こ

ろ
に
写
真

と
と

も
に
載

っ
て

い
た
カ
エ

ル
で

あ
っ

た
。

そ
こ

に
は

、
体

つ
き

は
か

え
ち
ゃ

ん
に

そ
っ

く
り

だ
が

、
背
中

に
模

様
の

あ
る
カ
エ

ル
が
載

っ
て

い
た

。
 
Ａ

児
は
「

か
え

ち
ゃ

ん
は
背
中

が
⿊

い
し

、
模

様
は

な
い

か
ら
違

う
ん

じ
ゃ

な
い
？
」と
⾔

う
と

、Ｃ
児

は
、「

で
も

形
は

そ
っ

く
り

で
、

ウ
シ
ガ
エ

ル
よ

り
似

て
る

と
思

う
よ
」

と
返

す
。

欄
外

に
は

、
⼩

さ
な
字

で
「
※
ニ
ホ
ン
ヒ
キ
ガ
エ

ル
に

は
毒
性

が
あ

り
、
注
意

が
必
要

で
す
」

と
書

い
て

あ
り

、
教

師
が

伝
え

る
と

、
 

⑩
Ａ

児
は
「
今

ま
で

触
っ

て
も
毒

が
出

た
こ

と
な

い
よ

。
か

え
ち
ゃ

ん
は

、
ヒ
キ
ガ
エ

ル
じ
ゃ

な
い

と
思

う
」

と
つ
ぶ

や
き

、
結
局

は
っ

き
り

し
た

こ
と

は
分

か
ら

な
か

っ
た

。
 

⑪
そ

こ
で

、
広
島

⼤
学

の
両

⽣
類
セ
ン

タ
ー

に
カ
エ

ル
博

⼠
が

い
る

こ
と

を
伝

え
る

と
、「
先

⽣
、カ
エ

ル
博

⼠
に

も
か

え
ち
ゃ

ん
が

何
ガ
エ

ル
な

の
か

聞
い

て
み

て
よ
」

と
Ａ

児
が
⾔

う
。

そ
こ

で
、

広
島

⼤
学

の
両

⽣
類

研
究
セ
ン

タ
ー
へ

、
か

え
ち
ゃ

ん
の
写
真

を
送

り
、
飼

育
可
能

か
問

い
合
わ
せ

る
こ

と
に

し
た

。
 

 

          ⑩
［
a］

こ
れ

ま
で

の
カ
エ

ル
と

の
直
接
的

な
か

か
わ

り
の
中

で
の
経
験

を
も

と
に

考
え

て
い

る
。

幼
児

期
に

は
、

こ
の

よ
う

な
実
体
験

の
中

で
真
剣

に
⾃

分
な

り
の

考
え

を
巡

ら
せ

る
こ

と
が

⼤
切

で
あ

る
と

考
え

る
。

 
⑪
［
a］

教
師

の
未
熟

な
知
識

や
AI

だ
け

で
判
断

し
て

、
カ
エ

ル
に
毒

が
あ

る
可
能
性

が
あ

る
か

ら
と

す
ぐ

に
排
除

す
る

の
は
避

け
た

い
と

思
っ

て
い

た
。

⼦
ど

も
た

ち
が

か
わ

い
が

っ
て

い
る
カ
エ

ル
と
共

⽣
し

て
い

く
た

め
に

、
カ
エ

ル
が

何
の
種
類

な
の

か
、

ど
の

よ
う

に
か

か
わ

る
こ

と
が
適
切

な
の

か
を
専
⾨
家

に
聞

く
機
会

を
⼤
切

に
し

た
い

と
考

え
た

。
 

６
⽉

１
０

⽇
「
カ
エ

ル
博

⼠
か

ら
返

事
が
返

っ
て

き
た

よ
」

 
そ

の
⽇

の
う

ち
に

、
カ
エ

ル
博

⼠
か

ら
以

下
の

よ
う

な
返
信

が
返

っ
て

き
た

。
 

「
写
真

の
カ
エ

ル
は

、
ニ
ホ
ン
ヒ
キ
ガ
エ

ル
で

す
。

ま
だ

幼
体

で
す

。
 

⽪
膚

、
特

に
⿎
膜
（
⽿
）

の
上

に
あ

る
膨

ら
ん

だ
⽿
腺

に
は

毒
が

あ
り

ま
す

。
 

通
常

は
滅

多
な

こ
と

で
は
毒

は
出

て
き

ま
せ

ん
。

 
野

外
で

あ
れ
ば

、
⽝
猫

や
た
ぬ

き
に
噛

ま
れ

た
り

、
蛇

に
襲

わ
れ

る
と
⽩

い
毒
液

が
出

て
き

ま
す

。
 

こ
の
毒

は
危
険

で
す

。
園

児
で

あ
れ
ば

、
ひ

ど
く
傷

つ
け

る
よ

う
な
扱

い
を

し
た

時
は
注
意

が
必
要

で
す

。
 

通
常

、
眺

め
た

り
、

時
々

触
る
程
度

で
あ

れ
ば

何
も
問
題

は
あ

り
ま
せ

ん
が

、
万

が
⼀

を
考

え
、
飼

育
し

な
い
⽅

が
い

い
か

も
し

れ
ま
せ

ん
。

 
捕

ま
え

た
と

こ
ろ

に
放

し
て

あ
げ

れ
ば
O
K

で
す

。
」

と
い

う
も

の
だ

っ
た

。
 

 ⑫
ク

ラ
ス
全
体

に
、
ニ
ホ
ン
ヒ
キ
ガ
エ

ル
の
⾚

ち
ゃ

ん
だ

っ
た

こ
と

を
伝

え
る

と
、「

か
え

ち
ゃ

ん
っ

て
あ

ん
な

に
⼤

き
い

の
に

、
⾚

ち
ゃ

ん
な

の
？
」

と
驚

き
の
声

が
あ

が
る

。
そ

の
後

、
カ
エ

ル
博

⼠
に

教
わ

っ
た
特
徴

の
み

を
伝

え
る

と
、「
優

し
く

触
る

の
は

⼤
丈

夫
だ

し
、
飼

い
た

い
な
」

と
い

う
意

⾒
が

あ
る

⼀
⽅

、「
で

も
⾚

ち
ゃ

ん
だ

か
ら
お
⺟

さ
ん

や
お
⽗

さ
ん

に
会

い
た

い
か

も
よ

。お
⺟

さ
ん

、待
っ

て
る

ん
じ
ゃ

な
い
？
」「
離

                  ⑫［
b］
愛
着

を
も

っ
て

育
て

て
き

た
カ
エ

ル
だ

か
ら

こ
そ

、
飼

育
す

る
か
逃

が
す

か
を

教
師

な
ど

の
⼤

⼈
が
決

め
る

の
で

は
な

く
、

⼦
ど

も
⾃
⾝

が
⾃

分
た

ち
で

話
し
合

っ
て
決

め
る

こ
と

を
⼤
切

に
し

た
。

そ
の

際
、

⾃
分

た
ち

の
思

い
で
決

め
ら

れ
る

よ
う

に
、
カ

エ
ル
博

⼠
が
飼

育
は

し
な

い
⽅

が
よ

い
と
⾔
わ

れ
て

い
る

こ
と

は
、
敢

え
て

伝
え

な
い

こ
と

に
し

た
。

 

れ
ば

な
れ

は
か
わ

い
そ

う
」「

も
と

い
た

所
に
逃

が
し

て
あ
げ

よ
う

よ
」

と
い

う
意

⾒
が

で
る

。
 

⑬
か

え
ち
ゃ

ん
の
お
⺟

さ
ん

と
し

て
か

か
わ

り
続

け
て

い
た

Ａ
児

は
、
最

初
は
逃

が
し

た
く

な
い
気
持

ち
が
強

か
っ

た
が

、
や

が
て
「

本
当

の
お
⺟

さ
ん
お
⽗

さ
ん

に
会

え
た
⽅

が
幸
せ
」

と
考

え
直

し
、

ク
ラ

ス
全
員

で
逃

が
す

こ
と

に
な

っ
た

。
名
残

惜
し

そ
う

に
カ
エ

ル
を
元

い
た

⼟
の
上

に
置

く
と
「
僕

た
ち

の
こ

と
忘

れ
な

い
で

よ
」「

か
え

ち
ゃ

ん
の

こ
と

は
忘

れ
な

い
か

ら
ね
」「
元
気

で
ね

〜
」

と
声

を
か

け
な

が
ら

⾒
送

っ
た

。
 

 

こ
の

よ
う

な
体
験

を
積
み
重

ね
る

こ
と

で
、
⼩

さ
な

⽣
き
物

の
命

を
⾝
近

に
感

じ
る

よ
う

に
な

り
、

⽣
き

物
の

た
め

に
「

⾃
分

の
こ

と
と

し
て
」

考
え

を
出

し
合

う
話

し
合

い
が
可
能

に
な

る
と

考
え

て
い

る
。

 
 ⑬
［
a］
Ａ

児
は

、
⾃

分
の
飼

い
続

け
た

い
思

い
よ

り
も

、
か

え
ち
ゃ

ん
の

⽴
場

に
た

っ
て

考
え

、
逃

が
す

こ
と

に
決

め
て
お

り
、
愛
着

を
も

っ
て

か
か
わ

っ
て

か
え

ち
ゃ

ん
の

こ
と

を
⾃

分
の

こ
と

と
し

て
考

え
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
っ

た
。

 
 

  
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
【

⼦
ど

も
の

思
い

や
願

い
か

ら
学

び
が

始
ま

っ
て

い
る
点

】
 

こ
の

事
例

で
は

、「
お
家

を
作

っ
て

あ
げ

た
い
」「
嫌

が
っ

て
な

い
？
」「
餌

を
⾷

べ
て

い
な

い
の

が
⼼
配
」「

何
ガ
エ

ル
な

の
？
」

と
い

っ
た

、
⼦

ど
も

⼀
⼈

ひ
と

り
の

思
い

や
願

い
が

学
び

の
出

発
点

と
な

っ
て

い
る

。
個

々
の
気
付

き
が
原

動
⼒

と
な

り
、
図
鑑

で
調

べ
る

・
確

か
め

る
・

⼯
夫

す
る

と
い

う
探

究
的

な
学

び
が
深

ま
っ

て
い

っ
た

。
ま

た
、

そ
の

思
い

が
仲
間

に
共
有

さ
れ

る
こ

と
で「
落

ち
葉

を
探

し
に
⾏

こ
う
」「
種
類

を
⼀

緒
に

調
べ

よ
う
」と

い
っ

た
活
動
へ

と
広

が
り

、
個

の
願

い
が
協
働
的

な
学

び
へ

発
展

し
て

い
っ

た
点

に
⼤

き
な
意
義

が
あ

る
。

 
 【
⼩

さ
な
失
敗

と
成
功
体
験

を
繰

り
返

し
な

が
ら

学
び

を
深

め
た
点

】
 

⼦
ど

も
た

ち
は

、
図
鑑
通

り
に
作

っ
た
家

で
落

ち
着

か
な

い
、
餌

を
⾷

べ
な

い
、
種
類

が
分

か
ら

な
い

な
ど

、
思

い
通

り
に

い
か

な
い
失
敗

を
個

々
に
経
験

し
て

い
る

。
こ

う
し

た
ズ

レ
に
気
付

い
た

⼦
ど

も
は

、
原
因

を
考

え
直

し
、
図
鑑

を
⾒
返

し
た

り
落

ち
葉

を
探

し
た

り
、
餌

の
与

え
⽅

を
変

え
る

な
ど

、
⾃

分
の
⼒

で
試
⾏
錯
誤

を
繰

り
返

し
た
（

個
別

の
学

び
）。

同
時

に
、
失
敗

を
仲
間

と
共
有

し
、

相
談

し
な

が
ら
改
善
策

を
考

え
て
挑
戦

す
る

こ
と

で
、
落

ち
葉

の
環

境
づ

く
り

が
成
功

し
た

り
、
博

⼠
の
助
⾔

を
受

け
て
納
得

の
い

く
判
断

が
で

き
た

り
と

、
協
働
的

な
成
功
体
験
へ

と
つ

な
が

っ
て

い
っ

た
。

こ
の
「
失
敗
→
気
付

き
→
改
善
→
成
功
」

の
往
還

が
学

び
を

⼤
き

く
育

て
て

い
る

。
 

【
仲
間

と
意

⾒
を
交
わ

し
、
合
意

形
成

し
な

が
ら

進
め

た
点

】
 

落
ち
葉
探

し
で

は
、⾬

の
中

に
⾏

く
か

ど
う

か
に

つ
い

て「
傘

を
差
せ
ば
⾏

け
る
」「
⾬

で
濡

れ
た
葉

っ
ぱ

の
⽅

が
良

い
か

も
」

な
ど

、
⼦

ど
も

た
ち

が
意

⾒
を
出

し
合

い
、

対
話

を
通

し
て

ク
ラ

ス
全
体

で
判
断

し
た

。
ま

た
、

何
ガ
エ

ル
か

を
調

べ
る

場
⾯

で
も

、「
模

様
が
違

う
」「

形
は
似

て
い

る
」

な
ど

、
互

い
の

考
え

を
尊
重

し
な

が
ら
⽐
較

し
、

考
え

を
深

め
て

い
っ

た
。
最

後
の
「
逃

が
す
」
判
断

も
、

話
し
合

い
で
価
値
観

を
共
有

し
な

が
ら

ク
ラ

ス
全
員

で
決

め
て

い
っ

た
。

こ
う

し
た

場
⾯

は
、

個
々

の
⼦

ど
も

が
⾃

分
の

考
え

を
も

つ
こ

と
（

個
別

の
学

び
）

と
、

そ
の

考
え

を
仲
間

と
つ

な
ぎ
合
わ
せ

て
結
論

に
向

か
う

こ
と
（
協
働
的

な
学

び
）

が
結

び
つ

い
た

、
合
意

形
成

を
伴

う
協
働
的

な
探

究
の
姿

で
あ

る
。

 
２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
【
不

思
議

に
思

っ
た

こ
と

を
す
ぐ

に
調

べ
ら

れ
る

環
境
構
成

】
 

⾝
近

な
ク

ラ
ス
内

や
下
駄
箱
横

に
、
飼

育
図
鑑

や
昆
⾍
図
鑑

、
⿂

〜
宇
宙
図
鑑

ま
で

、
あ

ら
ゆ

る
図
鑑

を
揃

え
て

い
る

。
特

に
⽣

き
物

の
図
鑑

は
、

⼦
供

た
ち

と
の

か
か
わ

り
も

多
い

た
め

、
豊
富

に
⽤
意

し
て

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

環
境

構
成

に
よ

り
、

⽣
き
物

に
つ

い
て
疑
問

に
思

っ
た

こ
と

や
知

り
た

い
こ

と
が
出

て
き

た
時

に
、

す
ぐ

に
調

べ
ら

れ
る

よ
う

に
し

て
い

く
こ

と
で

、
知
的

好
奇
⼼

が
刺
激

さ
れ

、
さ

ら
に
⼼
動

か
し

な
が

ら
主
体
的

に
⽣

き
物

と
か

か
わ

る
意
欲

に
つ

な
が

っ
て

い
く

と
考

え
る

。
 

 【
や

っ
て
み

た
い

と
思

っ
た

こ
と

を
⾏

う
時
間

と
空
間

を
保
障

す
る

】
 

⼦
ど

も
た

ち
の

興
味
関
⼼

は
、

思
い

が
膨

ら
ん

で
い

る
そ

の
時

を
逃

す
と

す
ぐ

に
し
ぼ

ん
で

し
ま

う
。

そ
の

た
め

、

107



や
り

た
い

と
思

っ
て

い
る
瞬
間

を
逃

さ
ず

、
⾃

分
な

り
に

試
し

た
り

、
確

か
め

た
り

す
る

時
間

の
保
障

す
る

こ
と

は
⼤

切
で

あ
る

。
 

ま
た

、
空
間

に
つ

い
て

は
、
置

か
れ

た
環

境
の
中

で
、

い
か

に
⼦

ど
も

た
ち

が
か

か
わ

る
こ

と
が

で
き

る
多

様
な
空
間

を
保
障

で
き

る
か

が
⼤

事
に

な
る

。
そ

こ
で

幼
稚

園
の

園
庭

だ
け

で
な

く
、

本
学
校

園
の
敷
地

に
あ

る
裏
⼭
へ

も
出

か
け

て
よ

り
⾃
然
豊

か
な
空
間

に
か

か
わ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
 

 【
⼦

ど
も

と
と

も
に

⾒
つ

め
、
⾯
⽩

が
る

教
師

の
か

か
わ

り
】

 
カ
エ

ル
を
驚

か
せ

な
い

た
め

に
も

、
カ
エ

ル
の
動

き
は

さ
さ

や
く

よ
う

に
⾔

う
よ

う
に

し
た

。
ま

た
、
⾔
葉

は
最
⼩

限
に

し
て

、
⼦

ど
も

と
と

も
に

、
カ
エ

ル
の

様
⼦

を
⾒
守

っ
た

。
な
ぜ

な
ら
ば

、
⼦

ど
も

⾃
⾝

が
感

じ
取

る
こ

と
を

⼤
切

に
し

た
い

か
ら

で
あ

る
。

ま
た

、
⼀

緒
に

じ
っ

と
⾒

つ
め

て
く

れ
る

教
師

が
い

る
こ

と
で

、
⼦

ど
も

た
ち

は
安
⼼

し
て

⽣
き
物

を
⾒

つ
め

る
よ

う
に

な
る

。
ま

た
、

⼀
緒

に
カ
エ

ル
や
周

り
の
⾍

の
思

い
が

け
な

い
動

き
に
笑

っ
た

り
驚

い
た

り
す

る
⼦

ど
も

の
様

⼦
に
共

感
し

て
い

く
と

、
⼦

ど
も

た
ち

は
、

さ
ら

に
集
中

し
て
カ
エ

ル
の
動

き
を
観

察
す

る
と

と
も

に
、

友
達

と
の
共
有

が
増

え
、

個
別

の
気
付

き
や
協
働
的

な
探

究
が
深

ま
っ

た
。

 
 【
カ
エ

ル
の
専
⾨
家

と
の

か
か
わ

り
を

つ
な
ぐ

教
師

の
援
助

】
 

教
師

の
未
熟

な
知
識

や
AI

だ
け

で
判
断

し
て

、
カ
エ

ル
に
毒

が
あ

る
可
能
性

が
あ

る
か

ら
と

す
ぐ

に
排
除

す
る

の
は

避
け

た
い

と
思

っ
て

い
た

。
⼦

ど
も

た
ち

が
か
わ

い
が

っ
て

い
る
カ
エ

ル
と
共

⽣
し

て
い

く
た

め
に

、
カ
エ

ル
が

何
の
種
類

な
の

か
、

ど
の

よ
う

に
か

か
わ

る
こ

と
が
適
切

な
の

か
を
専
⾨
家

に
聞

く
機
会

を
⼤
切

に
し

た
い

と
考

え
た

。
こ

の
よ

う
に

、
⼦

ど
も

た
ち

の
経
験

や
知
識

を
つ

な
げ

て
⽣

き
物

と
の

か
か
わ

り
⽅

に
⽣

か
し

て
い

く
こ

と
は

、
横
断
的

な
知
識

の
基
礎

と
な

る
と

考
え

て
い

る
。

ま
た

、
こ

う
し

た
援
助

に
よ

り
、

⼦
ど

も
た

ち
は

、
調

べ
直

す
、

友
達

と
話

し
合

う
、
新

た
な
⽅
法

を
⾒
出

す
（
専
⾨
家

に
聞

く
）

と
い

う
学

び
の
深

ま
り

や
発
展

が
⾒

ら
れ

た
。

 
【

⾃
分

た
ち

で
話

し
合

っ
て
決

め
る

場
を

設
け

る
（

当
事
者
意
識
）】

 
愛
着

を
も

っ
て

育
て

て
き

た
カ
エ

ル
だ

か
ら

こ
そ

、
飼

育
す

る
か
逃

が
す

か
を

教
師

な
ど

の
⼤

⼈
が
決

め
る

の
で

は
な

く
、

⼦
ど

も
⾃
⾝

が
⾃

分
た

ち
で

話
し
合

っ
て
決

め
る

こ
と

を
⼤
切

に
し

た
。

そ
の
際

、
⾃

分
た

ち
の

思
い

で
決

め
ら

れ
る

よ
う

に
、
カ
エ

ル
博

⼠
が
飼

育
は

し
な

い
⽅

が
よ

い
と
⾔
わ

れ
て

い
る

こ
と

は
、
敢

え
て

伝
え

な
い

こ
と

に
し

た
。

 
こ

の
よ

う
な
体
験

を
積
み
重

ね
る

こ
と

で
、
⼩

さ
な

⽣
き
物

の
命

を
⾝
近

に
感

じ
る

よ
う

に
な

り
、

⽣
き
物

の
た

め
に

「
⾃

分
の

こ
と

と
し

て
」

考
え

を
出

し
合

う
話

し
合

い
が
可
能

に
な

る
と

考
え

て
い

る
。

 
   

 

「
家

を
つ

く
ろ

う
！

」
 

 
園

名
：

広
島

⼤
学

附
属

幼
稚

園
（
東

広
島

園
舎
）

 
 【
４

⽉
 

こ
の

時
期

の
ね

ら
い

】
 

〇
５
歳

児
ク

ラ
ス

に
な

っ
た
喜

び
を

感
じ

な
が

ら
，

進
ん

で
い

ろ
い

ろ
な

こ
と

に
取

り
組

も
う

と
す

る
。

 
〇
新

し
い
担
任

と
触

れ
合

っ
た

り
，
４
歳

児
ク

ラ
ス

の
と

き
か

ら
の
気

の
合

う
友

達
と

⼀
緒

に
遊

ん
だ

り
し

な
が

ら
⽣

活
を

す
る

こ
と

に
⼼
地

よ
さ

を
感

じ
る

。
 

〇
新

し
い

遊
び

の
拠
点

で
や

り
た

い
遊

び
を

⾒
つ

け
る

と
と

も
に
，
今

ま
で

の
経
験

を
基
盤

に
⾝
近

な
環

境
に

か
か
わ

っ
て

遊
ぶ

楽
し

さ
を

感
じ

る
。

 
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

A,
B,

C
児

（
⼥

児
）

は
年

少
児

よ
り

同
じ

ク
ラ

ス
で

，
年

中
児

ク
ラ

ス
の

時
か

ら
⼀

緒
に

遊
ぶ

姿
が

あ
る

。
３

⼈
は

製
作

活
動

が
好

き
で

，
進

級
当
初

か
ら
室
内

で
絵

を
描

い
た

り
，
複
数

の
素
材

を
使

っ
て

製
作

し
た

り
す

る
姿

が
あ

っ
た

。
こ

の
⽇

は
，
前

⽇
に
⼾

外
の
森

で
⻑

時
間

遊
ん

だ
こ

と
も

あ
り

，
朝

か
ら
森

に
⾏

く
。

A
児

の
活

動
に

B,
C

児
が

加
わ

り
，

さ
ら

に
，

A,
B,

C
児

の
活

動
に
D

,E
児

（
男

児
）

が
参

加
す

る
。

こ
の

遊
び

は
，

A,
B,

C
児

を
中
⼼

に
同

じ
ク

ラ
ス

の
⼦

ど
も

が
⼊

れ
代

わ
り
⽴

ち
代

わ
り

参
加

し
，

⼤
型
連
休

を
挟

ん
で

，
約

３
週
間
続

く
。

 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

20
25

年
4⽉

22
⽇
(⽕
) 

①
 
20
25

年
4⽉

22
⽇
(⽕
)A

児
が
［
a］
「
森

で
⼯
作

し
た

い
」

と
⾔

う
。
[c
]そ

の
つ
ぶ

や
き

を
聞

き
，
保

育
者

は
，
落

ち
て

い
た
⽊

を
A

児
と

の
こ
ぎ

り
で
切

る
。

 
②

 
［
a］
近

く
に

い
た
B

児
が
A

児
と
保

育
者

が
切

っ
た
⽊

を
⾒

て
「

こ
れ

で
家

が
作

れ
る
」

と
⾔

い
，

［
b］
A

児
C

児
に
「
家

を
作

ろ
う
！
」

と
呼

び
か

け
，
家

づ
く

り
が

始
ま

る
。
[c
]保

育
者

は
，
近

く
で

 
様

⼦
を

⾒
守

る
。

 
③

 
［
b］
A,
B,
C

児
は
「

ど
こ

に
家

を
作

ろ
う

か
？
」

と
話

を
し

な
が

ら
場

所
を
探

し
，
決

定
す

る
。

 
  

④
 
［
b］

場
所

が
決

ま
り
，
A

児
と
，
A

児
に
誘
わ

れ
た

保
育
者

は
切

っ
た
⽊

を
⼀

緒
に
運
ぶ

。
 

 
⑤

 
［
a］
A

児
は

そ
の
⽊

を
柱

に
し

よ
う

と
す

る
。［
b］

B,
C

児
は
横

で
様

⼦
を

⾒
る

。
 

 
 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
4⽉

22
⽇
(⽕
) 

①
［
a］

⾃
分

の
や

り
た

い
遊

び
に
向

か
う
⼒

 
[c
]や

り
た

い
気
持

ち
に
共

感
し
，

き
っ

か
け

を
共

に
作

る
。

 
②
［
a］

⼀
本

の
⽊

か
ら
想
像
⼒

を
働

か
せ

て
い

る
 

［
b］

⾃
分

の
や

り
た

い
こ

と
を

実
践

す
る

た
め

に
，
友

達
を
誘

う
。

 
[c
]３

⼈
が

ど
の

よ
う

に
遊

び
を

発
展

さ
せ

て
い

く
か
，

⼦
ど

も
同

⼠
が

か
か
わ

れ
る

よ
う

に
距
離

を
と

る
。

 
③
［
b］

３
⼈

で
イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
な

が
ら
⽬
的

に
向

か
っ

て
場

所
を
探

し
て

い
る

。
 

[c
]保

育
者

は
⼦

ど
も

同
⼠

の
か

か
わ

り
で

遊
び

が
す

す
む

よ
う
，
近

く
で

⾒
守

る
。

 
④
［
b］

⼦
ど

も
だ

け
で

な
く

，
保

育
者

も
協

働
す

る
。

 
［
c］

⼦
ど

も
同
⼠

に
限

ら
ず

，
協

働
的

な
学

び
は

保
育

者
と

の
協

働
も
必

要
で

あ
る

。
 

⑤
［
a］
家

を
⽴
体

に
す

る
た

め
に
，
⽊

を
⽴

て
る

と
い

う
⽅
法

を
実
践

し
て

い
る

。［
b］

A
児

の
様

⼦
を

⾒
る

こ
と

で
，

A
児

の
や

ろ
う

と
し

て
い

る
こ

と
を
理
解

し
て

い
る

。
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   ⑥
 
A

児
が
⽊

を
⾃

⽴
さ
せ

よ
う

と
す

る
が

う
ま

く
⽴

た
な

い
。［
b］

そ
こ

で
B,
C

児
は

ス
コ

ッ
プ

で
地
⾯

を
掘

り
は

じ
め
，
A

児
が
⽊

を
⽀

え
る
，

10
㎝
ほ

ど
掘

っ
た

と
こ

ろ
で
⽊

が
⾃

⽴
す

る
。

 
     

⑦
 
⽊

が
⽴

つ
と
，

⾃
⽣

し
て

い
る
⽊

と
紐

を
繋
げ

て
，

家
の
囲

い
と

す
る

。［
b］
保

育
者

は
⼦

ど
も

の
イ
メ

ー
ジ

を
聞

き
な

が
ら
，

⼀
緒

に
紐

を
⽊

と
⽊

に
渡

し
た

り
，
結

び
⽬

を
作

っ
た

り
す

る
。

 
    

⑧
 

そ
の

後
，［
b］
A,
B,
C

児
は
（

何
に

使
う

か
は

分
か

ら
な

い
が
）
落

ち
て

い
る
⽊

を
集

め
始

め
る

と
，［
b］

同
じ
空
間

で
遊

ん
で

い
た
D
,E

児
が
「
僕

た
ち

も
⼿

伝
う

よ
」

と
⾔

い
，
A,
B,
C

児
の
家

ま
で
，
運
ぶ

。
保

育
者

は
近

く
で

⾒
て

い
る

。
 

 
4⽉

23
⽇
(⽔
) 

⑨
 
翌

⽇
，［
b］
A,
B,
C

児
は
床

を
作

る
た

め
に
敷

き
詰

め
る
⽊

の
枝

を
集

め
る
中

で
，
落

ち
葉

に
埋

ま
っ

て
い

る
板

を
⾒

つ
け
出

す
。
C

児
が
「

こ
の
板
，
床

に
な

り
そ

う
だ

ね
」

と
⾔

う
と
，
A,
B

児
が
「

い
い
ア

イ
デ
ア

だ
ね
！
」

と
賛

同
す

る
。

 
⑩

 
そ

の
後
，［
b］

 A
,B
,C

児
は
フ

ッ
ク

の
つ

い
た

ボ
ー

ド
を
持

っ
て

き
て
，
⽞
関

に
な

る
場

所
ま

で
運
ぶ

と
B

児
が
「

こ
こ

は
，
鍵

を
掛

け
る

場
所
」

と
⾔

う
。

［
c］
保

育
者

は
離

れ
て

様
⼦

を
⾒

る
。

 
⑪

 
A

児
は
「

だ
っ

た
ら
，
ポ

ス
ト

も
い

る
ね
！
」

と
⾔

い
，
探

し
に
⾏

く
。

３
⼈

は
家

が
形

に
な

っ
て

い
く

た
び

に
⾶

び
跳

ね
た

り
，「

い
い

ね
ぇ
」

な
ど
⾔
葉

を
交
わ

し
た

り
し

な
が

ら
喜

び
を
共
有

し
て

い
る

。［
c］

［
c］

A
児

は
⽀
柱

を
作

り
，
⽴

体
的

な
空
間

に
し

よ
う

と
し

て
い

る
。

そ
の

様
⼦

を
⾒

る
こ

と
で

，
B,

C
児

は
⾃

分
達

が
何

を
す

れ
ば
良

い
か

を
考

え
て

い
る

。
 

⑥
［
b］

A
児

の
様

⼦
を

⾒
た

こ
と

で
，

B,
C

児
は

，
⽀

柱
を
⽴

て
る

に
は

，
地
⾯

を
掘

っ
て
埋

め
る

と
い

う
案

を
思

い
つ

き
，
２

⼈
で

協
⼒

し
て

地
⾯

を
掘

り
始

め
た

。
そ

れ
が

，
A

児
が
⽊

を
⽀

え
，

B,
C

児
が
掘

っ
て

い
く

と
い

う
協

働
に

な
っ

た
。

 
［
c］

⽀
柱

を
⽴

て
る
際

に
，

地
⾯

を
掘

っ
て

い
く

と
い

う
ア

イ
デ
ア

は
，
箱

に
⽬
打

ち
で
⽳

を
開

け
，
割

り
ば

し
や

ス
ト

ロ
ー

を
刺

す
な

ど
の
今
迄

の
室
内

で
の

製
作
経
験

か
ら
繋

が
っ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

た
。

 
⑦
［
b］

⼦
ど

も
た

ち
は

，
⾃

分
達

の
イ

メ
ー

ジ
を

保
育

者
に

伝
え

，
⼀

緒
に

活
動

す
る

だ
け

で
な

く
，
紐

を
固

く
結

ぶ
な

ど
の

⽅
法

を
近

く
で

⾒
る

こ
と

で
，

や
り

⽅
を

学
ん

で
い

る
。［
c］

保
育

者
は

，
⼦

ど
も

同
⼠

で
で

き
る

こ
と

を
す

る
の

と
，

保
育

者
も

⼀
緒

に
⾏

う
こ

と
の
狭
間

で
揺

れ
る

が
，
今
回

は
，

⼦
ど

も
の

イ
メ

ー
ジ

を
⼀

緒
に
共

有
し

て
つ

く
る
経
験

と
し

た
。

そ
の

こ
と

で
次
回

の
活

動
に
繋

が
っ

て
い

く
と

考
え

た
。

 
⑧
［
b］

３
⼈

の
中

で
イ

メ
ー

ジ
を
共

有
し

て
い

る
。

 
［
b］

３
⼈

の
姿

を
⾒

て
，

楽
し

そ
う

だ
と

感
じ

た
周

り
の
友
達

が
遊

び
に

参
加

し
て

い
る

。［
c］

３
⼈

だ
け

で
な

く
，
周

り
に

い
た
友
達

の
⼒

が
加

わ
っ

た
。

そ
こ

で
，

保
育

者
は

⼀
歩
引

く
。

 
 4⽉

23
⽇
(⽔
) 

⑨
［
b］
床
作

り
と

い
う
⽬

的
に

向
か

っ
て
枝

を
探

し
て

い
る

。
偶
然

⾒
つ

け
た
板

を
床

に
す

る
と

い
う
ア

イ
デ
ア

で
⼀
致

す
る

。
 

［
c］
共
通

の
⽬

的
が

あ
る

か
ら

こ
そ

，
⼀
枚

の
板

を
床

に
し

た
⽅

が
良

い
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

が
⼀
致

し
た

。
 

⑩
［
b］
家

の
イ
メ

ー
ジ

に
近

づ
け

て
い

く
。［
c］

保
育

者
は

，
⾃

分
達

で
扱

え
る

も
の

を
使

う
中

で
３

⼈
が

⾃
分

達
が
作

っ
た

⾃
分
達

の
家

と
い

う
意
識

を
も

っ
て

い
る

こ
と

に
気
付

き
，

そ
の
場

を
離

れ
，
距
離

を
取

る
。

 
⑪

 
［
b］
必

要
な
物

を
伝

え
合

い
，
探

し
て
設

置
し

て
 

い
く

中
で

，
家

の
イ
メ

ー
ジ

に
近

づ
け

て
い

く
 

［
c］

家
が
具

体
的

に
で

き
て

い
く

中
で

，
保

育
者

が
距

離
を

取
っ

た
こ

と
で

，
⾃

分
達

が
作

っ
た

と
い

う
満
⾜

感

保
育
者

は
様

⼦
を
把
握

し
な

が
ら
他

の
遊

び
に

い
る

。
 

や
達

成
感

を
も

っ
て

い
る

。
 

 
  

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
 ○

A
児

の
や

り
た

い
こ

と
が

，
友
達

と
共

有
さ

れ
た

こ
と

 
○

A,
B,

C
児

だ
け

で
な

い
周

り
の
友
達

も
参

加
す

る
時
間

が
あ

っ
た

こ
と

 
○
⼾

外
で

の
遊

び
に
室
内

で
の

遊
び

も
⽣

か
さ

れ
て

い
る

こ
と

，
往
還

関
係

に
あ

る
こ

と
。

 
 ２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 ○

イ
メ

ー
ジ

を
形

に
す

る
た

め
の

き
っ

か
け
作

り
 

○
進

級
当
初

を
考
慮

し
て

，
⼦

ど
も

の
⼒

で
で

き
る

こ
と

を
す

る
の

か
，

⼤
⼈

の
⼒

も
併
せ

て
協

働
す

る
の

か
の
判
断

 
○

進
級
当
初

を
考
慮

し
て

，
満
⾜

感
や
充

実
感

が
，

⼦
ど

も
達

の
達

成
感

に
つ

な
が

る
た

め
に

，
保

育
者

が
ど

こ
ま

で
か

か
わ

っ
て

，
ど

こ
か

ら
⼿

を
引

く
か

の
⾒
極

め
。
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「
シ

ソ
屋

さ
ん

か
ら

広
が

る
⾊

⽔
実

験
」

 
 

園
名

：
⼭
⼝

⼤
学

教
育

学
部

附
属

幼
稚

園
 

 【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
９

⽉
〜

１
０

⽉
上
旬

 
〇

⾃
分

な
り

の
⽬
標

を
も

ち
、

進
ん

で
遊

び
や

⽣
活

に
取

り
組

も
う

と
す

る
 

〇
い

ろ
い

ろ
な

友
達

と
か

か
わ

り
な

が
ら

、
⼀

緒
に

遊
び

や
⽣
活

を
進

め
る

楽
し

さ
を

味
わ

う
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
 

１
学

期
か

ら
⾃

分
の
作

り
た

い
⾊

を
作

る
に

は
こ

の
花

が
よ

い
と

年
少

・
年
中

と
こ

れ
ま

で
⾊

⽔
を

や
っ

て
き

た
経
験

を
も

と
に
花

を
選

ん
だ

り
、

⾃
分

の
作

り
た

い
⾊

を
作

る
た

め
に

友
達

と
⽔

の
量

を
調

整
し

た
り

し
て

楽
し

む
姿

が
あ

っ
た

。
絵

具
の
⾊

⽔
や
⽯
鹸

か
ら
泡

を
作

る
時

に
好
み

の
⾊

や
泡

の
質

感
を

も
と

め
て

⽔
の

量
や
絵

の
具

の
⾊

、
量

を
調

整
し

な
が

ら
つ

く
り

、
ケ

ー
キ

や
薬

な
ど

イ
メ

ー
ジ

を
膨

ら
ま
せ

て
作

っ
て
お
店

を
ひ

ら
い

て
楽

し
む

姿
が

あ
っ

た
。

２
学

期
に

な
り
シ
ソ

で
⾊

⽔
を

つ
く

っ
て
シ
ソ
屋

さ
ん

が
始

ま
っ

た
の

で
、
⾊

の
変
化

を
よ

り
楽

し
め

る
よ

う
「

本
当

に
ジ
ュ

ー
ス

が
つ

く
れ

る
ん

だ
よ
」

と
⾚
紫
蘇

か
ら
シ
ソ
ジ
ュ

ー
ス

を
作

る
こ

と
を
保

育
者

か
ら

提
案

し
た

。
梅
ジ
ュ

ー
ス

の
経
験

も
あ

り
、

⼦
ど

も
た

ち
も

興
味

を
も

っ
て

い
た

。
シ
ソ
ジ
ュ

ー
ス

の
作

り
の
中

で
⼦

ど
も

た
ち

は
、

ク
エ
ン
酸

を
⼊

れ
た

あ
と

の
⾊

の
変
化

に
驚

き
、

興
味

を
も

っ
て

い
た

。
ジ
ュ

ー
ス
作

り
と

同
じ

よ
う

に
⾊

が
変
化

す
る
お

も
し

ろ
さ

を
⼦

ど
も

た
ち

が
普
段

の
遊

び
の
中

で
楽

し
め

る
よ

う
に

ク
エ
ン
酸

と
同

じ
効

果
を

も
つ
酢

を
⾊

⽔
の

場
で

使
え

る
よ

う
準

備
し

て
お

く
こ

と
を
帰

り
の
集

ま
り

で
⼦

ど
も

た
ち

に
伝

え
た

。
 

９
⽉

１
１

⽇
（
⽊
）

 
お
酢
実
験

 
G

児
が
「
先

⽣
、
⾊

⽔
実
験

し
た

い
」

と
や

っ
て
来

る
。
保

育
者
「

い
い

よ
。
お
酢

準
備

し
て

る
よ

。
何

の
お
花

で
⾊

⽔
作

る
？
」

が
⾔

う
と

G
児「
私

は
こ

の
紫

の
お
花

が
い

い
な
」と
紫

の
ア
サ
ガ
オ

で
⾊

⽔
を

つ
く

る
。
濃

い
⾊

の
紫

の
⾊

⽔
が

で
き

る
。

 
 ①
保

育
者

は
「
綺
麗

な
紫

だ
ね

。
じ
ゃ

あ
、

こ
れ
お
酢

ね
。

本
当

に
変
わ

る
か

な
？
」

と
酢

が
⼊

っ
た
容

器
と
⽬
盛

り
が

つ
い

た
⼩

さ
い

カ
ッ

プ
を
G

児
に
渡

す
。

 
  

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
     ①
[ｃ
]G

児
が

⾃
分

で
調

整
し

な
が

ら
酢

を
混
ぜ

て
い

け
る

よ
う

に
使

い
や

す
い

も
の

を
渡

し
た

 
           

G
児

は
「

ど
の

く
ら

い
に

し
よ

う
か

な
。

い
い
？
」

と
保

育
者

に
確
認

し
な

が
ら
慎
重

に
酢

を
⼊

れ
る

。
紫

の
⾊

⽔
が

き
れ

い
な
⾚
⾊

に
変
わ

る
。「
変
わ

っ
た
！

い
え

ー
い
！
⾚
⾊
！
」

と
G

児
。

 
 ②
保

育
者

が
「
紫

だ
っ

た
の

に
、
変
わ

っ
た

ね
！
酸

っ
ぱ

い
の

っ
て
⾊

が
変
わ

る
ん

だ
ね
」

と
⾔

う
と

 
G

児
は
「

レ
モ
ン

も
変
わ

る
ん

じ
ゃ

な
い
？
」

と
⾔

う
。

 
 ③
「

レ
モ
ン

ね
。
確

か
に
！

レ
モ
ン

で
も

や
っ

て
み

た
い

ね
」

と
保

育
者

も
答

え
る

。
 

 ④
G

児
は
⾚

く
な

っ
た
⾊

⽔
を
持

っ
て
帰

ろ
う

と
⼤

事
に
ビ
ニ

ー
ル
袋

に
⼊

れ
て
「
紫

だ
っ

た
の

に
、
⾚

に
な

っ
た
！
」

と
咲

い
て

い
る
ア
サ
ガ
オ

の
花

や
、
保

育
者

が
作

っ
た
紫

の
ア

サ
ガ
オ

の
⾊

⽔
と
⽐

べ
る

。
 

 ⑤
G

児
が
⻘

の
ア
サ
ガ
オ

の
⾊

⽔
や
⻘

じ
そ

の
⾊

⽔
で

も
や

っ
て
み

よ
う

と
し

て
い

た
の

で
、「

こ
の

⼊
れ
物

も
使

っ
て

い
い

よ
。

こ
こ

に
置

い
て
お

く
ね
」

と
製
氷
容

器
の

⼊
れ
物

を
出

す
。

 
  「

や
り

た
い

⼊
れ

て
」

と
H

児
や
I児

も
来

る
。

 
⑥
H

児
は
花

の
種
類
ご

と
に

分
け

て
⾊

⽔
と
酢

を
混
ぜ

た
も

の
を
製

氷
容

器
に

⼊
れ

て
い

る
。

 
H

児
「
G

児
ち
ゃ

ん
と
違

っ
て
僕

は
何

の
花

で
や

っ
た

か
分

か
る

よ
う

に
葉

っ
ぱ

と
か

も
⼀

緒
に

⼊
れ

て
み

た
。

ど
う
？
」

と
⾔

う
。

 
保

育
者
「

い
い

と
思

う
よ

。
分

か
り

や
す

い
ね

。
み

ん
な
⾊

が
変
わ

っ
た

の
か

な
？
」

と
⾔

う
。
H

児
「

こ
れ

が
オ

レ
ン
ジ

の
花

で
、

こ
れ

が
ア
サ
ガ
オ
紫

と
⻘

を
混
ぜ

た
の

で
…
」

な
ど

教
え

て
く

れ
る

。
 

 

       ②
[ｃ
]す

っ
ぱ

い
も

の
と

い
う
視
点

か
ら
⾊

の
変
化

に
興

味
が

も
て

る
よ

う
に
声

を
か

け
た

。
[a
]保

育
者

の
声
掛

け
か

ら
酢

と
同

じ
よ

う
に
酸

っ
ぱ

い
レ
モ
ン

で
も
⾊

が
変
わ

る
か

も
と

思
い

つ
い

て
い

る
。

 
 ③
[ｃ
]Ｇ

児
が

思
い

つ
い

た
こ

と
に
共

感
し

、
や

っ
て
み

た
い
気
持

ち
に

つ
な

が
る

よ
う

に
声

を
か

け
た

 
 ④
[a
]⾊

が
変
化

し
た

こ
と

の
驚

き
と
嬉

し
さ

で
持

ち
帰

り
た

く
な

っ
た

り
、
⾊

の
変
化

を
⽐

べ
て
再
確
認

し
た

く
な

っ
た

り
し

て
い

る
。

 
  ⑤
[a
]他

の
花

や
葉

の
⾊

⽔
で

も
や

っ
て
み

た
い

と
興

味
が

広
が

っ
て

い
る

。
[ｃ
]他

の
種
類

の
葉

に
も

興
味

が
広

が
っ

た
の

で
よ

り
⾊

の
変
化

が
⽐

べ
や

す
い

よ
う

な
容

器
も
選

べ
る

よ
う

に
置

い
て

あ
る

こ
と

を
伝

え
る

。
 

  ⑥
[a
]G

児
の
製
氷
容

器
の
⾊

⽔
と
⽐

べ
て

、
何

を
使

っ
た
⾊

⽔
か

分
か

り
や

す
い

よ
う

に
し

よ
う

と
⼯

夫
し

て
い

る
。

 
[ｃ
]H

児
の

⾃
信

に
つ

な
が

る
よ

う
に

⼯
夫

し
た

こ
と

を
認

め
る
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⑦
I児

は
、
紫

の
ア
サ
ガ
オ

の
⾊

⽔
を

コ
ッ

プ
に
⼆

つ
作

る
。

そ
れ

か
ら

、
1つ
⽬

の
コ

ッ
プ

の
⾊

⽔
を
製
氷
容

器
の
枠

の
⼀
番
端

に
⼊

れ
、

も
う

⼀
つ

の
コ

ッ
プ

の
⾊

⽔
の
ほ

う
に

少
し

ず
つ
酢

を
⼊

れ
て

は
隣

の
枠

に
順

々
に

⼊
れ

て
い

く
。

 
酢

が
⾜

さ
れ
最

後
の
枠

に
⼊

っ
た

⾊
⽔

は
オ

レ
ン
ジ

に
な

っ
て

い
る

。
 

 ⑧
I児
「

⾒
て

、
ち
ょ

っ
と

ず
つ

⼊
れ

た
ん

だ
け

ど
。
紫

か
ら
オ

レ
ン

ジ
っ

て
す
ご

い
な
」

 
保

育
者
「

本
当

。
少

し
ず

つ
⾊

が
変
わ

っ
て

い
く

の
が

分
か

る
ね
」

 
I児
「

じ
ゃ

あ
さ

、
緑
⾊

で
も

や
っ

て
み

よ
う

か
な
」

 
 ち
ょ

う
ど
H

児
が
⻘
シ
ソ

で
⾊

⽔
を
作

っ
て

い
た

の
で

、
I児

も
側

に
⾒

に
⾏

く
。

 
⑨
H

児
が
⻘
シ
ソ

の
⾊

⽔
を
製
氷

容
器

の
枠

に
２

つ
⼊

れ
た

と
こ

ろ
で

 
H

児
「

あ
、

し
ま

っ
た

。
酢

を
い

れ
て

な
か

っ
た
」

と
⾔

う
。

 
保

育
者
「

後
か

ら
酢

を
⼊

れ
て

い
く
⽅
法

も
あ

る
よ
」

と
⾔

う
と

、
 

H
児
「

あ
、

そ
れ

な
ら

さ
。
お
酢

⼊
れ

た
の

と
⼊

れ
て

な
い

の
で
⾊

が
変
わ

る
の

が
分

か
る

ん
じ
ゃ

な
い
？
」

と
⾔

う
。

 
I児
「

じ
ゃ

あ
、

こ
こ

に
も

同
じ

く
ら

い
⼊

れ
と

く
？
」

と
隣

の
枠

を
指

し
、

何
も

⼊
れ

て
い

な
い
⾊

⽔
を

⼊
れ

る
よ

う
に
⾔

う
。
Ｉ

児
は

⾃
分

の
や

り
⽅
（

後
か

ら
少

し
ず

つ
酢

を
⼊

れ
て

い
く
）

と
同

じ
よ

う
に

で
き

る
よ

う
に
ア
ド
バ

イ
ス

を
す

る
。

 
H

児
が
お
酢

を
⼊

れ
て

い
く

。「
わ

、
変
わ

っ
て

る
」

と
何

も
⼊

れ
て

い
な

い
⾊

と
⽐

べ
て
⾔

う
。

 
I児

も
⾒

て
「

ち
ょ

っ
と
変
わ

っ
た

ね
」

 
「

じ
ゃ

あ
次

こ
っ

ち
に

も
」

と
I児

と
H

児
は
隣

の
枠

に
続

け
て

⼊
れ

て
い

く
。

 
  ⑩
H

児
は

そ
の

後
、
シ
ソ

と
ア

サ
ガ
オ

の
⾊

⽔
で

も
酢

を
⼊

れ
た

の
と

⼊
れ

て
い

な
い

の
を
⽐

べ
て

楽
し

む
。

 
  ⑪
H

児
、
I児

が
み

ん
な

に
紹
介

し
た

い
と

い
う

の
で
帰

り
の
集

ま
り

で
紹
介

の
時
間

を
つ

く
る

。
H

児
は

使
っ

た
草
花

が
分

か
る

よ
う

に
⼊

れ
た
容

器
を

⾒
せ

な
が

ら
「

い
ろ

ん
な
⾊

試
し

て
み

た
ん

だ
け

ど
、

こ
れ

は
ア
サ
ガ
オ

と
シ
ソ

を
混
ぜ

た
⾊

⽔
で
…
」

と
紹
介

す
る

。
I児

は
「

こ
れ

は
ち
ょ

っ
と

ず
つ
お
酢

を
⼊

れ
て
作

り
ま

し
た
」

⑦
[a
]初

め
か

ら
何

も
⼊

れ
て

い
な

い
⾊

⽔
と
酢

を
⼊

れ
た

も
の

と
が
⽐

べ
ら

れ
る

よ
う

に
⼯

夫
し

て
い

る
。

こ
れ

ま
で

の
⾊

⽔
や
泡

づ
く

り
な

ど
の
経
験

か
ら

少
し

ず
つ

調
整

な
が

ら
変
化

を
試

す
こ

と
に
お

も
し

ろ
さ

を
感

じ
て

い
る

。
[ｃ
]隣

に
並

べ
て

い
く

と
⽐

べ
や

す
い

こ
と

を
知

っ
て

い
る

の
か

も
し

れ
な

い
が

、
製
氷
容

器
の

形
か

ら
思

い
つ

い
た

の
か

も
し

れ
な

い
。

 
 ⑧
[a
]⾊

の
変
化

し
て

い
っ

た
様

⼦
を

た
ど

り
な

が
ら
最

初
と
最

後
の
⾊

の
違

い
に
お

も
し

ろ
さ

を
感

じ
、
別

の
物

で
試

し
た

い
と

い
う

興
味

に
広

が
っ

て
い

る
。
[ｃ
]共

感
し

た
り
I児

の
⽅
法

を
認

め
た

り
す

る
こ

と
で
Ｉ

児
の

⾃
信

に
つ

な
が

る
よ

う
に

 
 ⑨
[ｃ
]H

児
は
最

初
、
酢

を
⼊

れ
た
⾊

⽔
だ

け
を
⽐

べ
て

い
た

。
酢

を
⼊

れ
忘

れ
て

し
ま

っ
た

こ
と

を
失
敗

し
た

と
思

っ
て

い
た

の
で

、
失
敗

と
思
わ

な
く

て
よ

い
よ

う
に

、
そ

の
続

き
か

ら
で

も
で

き
る
⽅
法

を
伝

え
る

。
[a
]H

児
は
保

育
者

の
ア
ド
バ

イ
ス

を
聞

い
て

そ
の

も
の

の
⾊

と
酢

を
い

れ
た

後
の
⾊

が
⽐

べ
ら

れ
る

こ
と

に
気
付

く
。[
ｂ
]I

児
は

⾃
分

の
や

っ
て

い
た
⽅
法

と
同

じ
⽅
法

で
H

児
が

や
り

始
め

た
こ

と
に
気
付

き
、

⾃
分

の
経

験
引

き
出

し
な

が
ら
H

児
の

⼿
順

を
み

な
が

ら
H

児
が

⾃
分

と
同

じ
⽅
法

で
で

き
る

よ
う

に
ア
ド
バ

イ
ス

を
し

て
い

く
。
H

児
は
I児

が
⾔

う
通

り
に

や
っ

て
み

な
が

ら
、
最

初
の

⾊
と

の
変
化

が
⾒

ら
れ

た
こ

と
に
お

も
し

ろ
さ

を
感

じ
、
続

け
て
酢

を
⾜

し
な

が
ら
I児

と
⼀

緒
に
⾊

の
変
化

を
楽

し
み

始
め

る
 

   ⑩
[a
]新

た
に
気

づ
い

た
⽅
法

を
繰

り
返

し
違

う
花

で
も

使
っ

て
み

て
い

る
[ｃ
]H

児
の

中
で

何
も

⼊
れ

て
い

な
い
状
態

と
⽐

べ
る
⽅

法
の

よ
さ

や
お

も
し

ろ
さ

を
感

じ
た

の
だ

ろ
う

。
 

 ⑪
[ｃ
]H

児
と
I 

児
が
驚

い
た

り
⾯
⽩

い
と

思
っ

た
り

し
た

こ
と

を
ク

ラ
ス

の
み

ん
な

が
共

感
が

し
て

く
れ

る
場

を
作

る
こ

と
で

⾃
信

に
つ

な
が

る
よ

う
に

。
 

 

と
容

器
を

⼀
⼈

ず
つ

の
前

に
出

し
て
回

り
な

が
ら
み

ん
な

が
⾒

え
る

よ
う

に
紹
介

す
る

。
 

 ⑫
後

⽇
、
G

児
の
⺟

に
G

児
が

レ
モ
ン

に
興

味
を

も
っ

て
い

た
こ

と
を

話
す

と
、「
G

児
と

準
備

し
ま

し
ょ

う
」

と
⾔

っ
て

く
だ

さ
る

。
 

  ９
⽉

２
１

⽇
 

レ
モ
ン

で
も
確

か
め

て
み

よ
う

 
⑬
⽋
席

が
続

い
て

い
た
G

児
が
「

レ
モ
ン
実
験

し
た

い
」

と
レ
モ
ン

を
持

っ
て
登

園
し

て
く

る
。
保

育
者

は
ア
サ
ガ
オ

な
ど

よ
く
⾊

の
出

る
花

の
ほ

う
が

よ
く
変
化

が
⾒

ら
れ

る
の

だ
が

と
、

思
っ

た
が

、
G

児
と
J児

は
千

⽇
紅

で
⾊

⽔
を
作

っ
て

レ
モ
ン

汁
を

⼊
れ

る
。
薄

い
⾊

⽔
だ

っ
た

の
で

あ
ま

り
変
化

が
⾒

ら
れ

ず
G

児
は
別

の
遊

び
へ
出

か
け

て
い

く
。

 
 ⑭
H

児
「
僕

も
レ
モ
ン
実
験

や
り

た
い
」

と
紫

の
ア
サ
ガ
オ

で
⾊

⽔
を
作

り
始

め
る

。
保

育
者

が
他

の
⼦

に
呼
ば

れ
て
戻

る
と
H

児
が「

こ
れ

が
酢

と
レ
モ

ン
」「

こ
れ

が
紫

の
花

に
酢
」「
紫

の
花

に
酢

な
し
」

３
パ

タ
ー
ン
作

っ
た

の
を

⾒
せ

て
く

れ
る

。「
ど

う
や

っ
て

つ
く

っ
た

の
？
」

と
聞

く
と

、
H

児
は
ア
サ
ガ
オ

の
⾊

⽔
を
作

り
、「

ま
ず

こ
の
⾊

⽔
に
お
酢

を
⼊

れ
る

と
こ

ん
な
⾊

に
変
⾝

し
ま

す
。い

い
で

す
か
？

そ
の
次

、
レ
モ
ン

を
⼊

れ
る

と
ほ

ら
こ

ん
な
⾊

に
な

り
ま

す
」と

解
説
⾵

に
作

り
な

が
ら
説
明

す
る

。
 

   ⑫
[ｃ
]G

児
⾃
⾝

が
ひ

ら
め

い
た

こ
と

な
の

で
、
保

育
者

が
準

備
す

る
よ

り
も

⾃
分

で
準

備
で

き
た
ほ

う
が
意
欲
的

に
取

組
め

る
と

思
い
⺟
親

に
お

願
い

し
た

 
 ⑬
[ｃ
]千

⽇
紅

の
⾊

⽔
で

や
っ

て
み

た
い
Ｇ

児
の
気
持

ち
を
優
先

し
た

が
、
⾊

の
変
化

が
ほ

と
ん

ど
⾒

ら
れ

な
か

っ
た

。
酢

よ
り

も
レ

モ
ン

の
ほ

う
が
酸

の
強

さ
が
弱

か
っ

た
の

も
原
因

の
⼀

つ
だ

ろ
う

。
で

き
な

い
と

思
う

と
す
ぐ

や
め

て
し

ま
う
Ｇ

児
な

の
で
気
持

ち
を

続
か
せ

る
た

め
に

は
、
隣

で
保

育
者

が
ア
サ

ガ
オ

な
ど

で
や

っ
て
み
せ

た
り

、
他

の
柑
橘

や
酸

っ
ぱ

い
も

の
を

準
備

し
て
お

い
た

り
し

て
次

に
⽐

べ
る

も
の

な
ど

が
あ

る
と

よ
か

っ
た

の
か

も
し

れ
な

い
。

 
  ⑭
[a
]酢

の
時

の
経
験

を
も

と
に
製
氷
容

器
を

使
っ

て
、

何
も

⼊
れ

て
い

な
い
最

初
の
状

態
と
⾊

と
混
ぜ

た
も

の
を
並

べ
て
⽐

べ
て

い
る

。
 

     
 

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
【
⾊

⽔
実
験

の
そ

れ
ぞ

れ
の

楽
し
み
⽅

で
深

ま
っ

て
い

く
姿

】
 

G
児

は
、
紫

の
ア
サ
ガ
オ

の
⾊

⽔
に
お
酢

を
⼊

れ
て
「
⾚

く
な

っ
た
！
」

と
変
化

そ
の

も
の

を
楽

し
ん

で
い

る
。「

で
き

た
」「
変
わ

っ
た
」と

い
う
瞬
間

に
会

え
た

こ
と

が
喜

び
と

な
っ

て
い

る
。そ

の
喜

び
が
再
確
認

す
る

よ
う

に
⾊

を
⽐

べ
た

り
、
⾊

⽔
を
持

っ
て
帰

っ
て

⾒
せ

た
い

と
い

う
⾏
動

や
思

い
に

な
っ

て
い

る
。

同
じ

よ
う

に
酸

っ
ぱ

い
レ
モ
ン

で
も

や
る

と
変
化

す
る

の
で

は
と

ひ
ら

め
き

、
次
へ

の
意
欲

を
も

っ
て

取
り

組
む

が
酢

よ
り

レ
モ
ン

の
酸

が
弱

く
、
千

⽇
紅

の
薄

い
⾊

⽔
で

は
明

ら
か

な
⾊

の
変
化

が
⾒

ら
れ

ず
そ

の
場

か
ら
離

れ
て

し
ま

っ
た

。
そ

の
姿

か
ら

も
G

児
に

と
っ

て
⼀
番

楽
し

い
お

も
し

ろ
い

と
⼼

を
動

か
さ

れ
る

こ
と

は
⾊

が
変
わ

る
瞬
間

な
の

だ
ろ

う
と

感
じ

た
。

 
I

児
は
普
段

か
ら

興
味

を
も

つ
と

粘
り
強

く
⾃

分
の

思
う

も
の

が
で

き
る

ま
で

試
⾏
錯
誤

し
て

試
す

。
酢

の
実
験

で
も

少
し

ず
つ
酢

を
⼊

れ
、

量
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

し
な

が
ら
順

に
並

べ
、

少
し

ず
つ
変
わ

っ
て

い
く
過
程

を
楽

し
ん

で
い

る
。
春

の
草
花

や
絵

具
で

の
⾊

⽔
、
⽯
鹸

か
ら

の
泡

づ
く

り
で

も
少

し
ず

つ
⽔

や
⾊

を
⾜

し
、

し
た

い
⾊

に
す

る
た

め
に

少
し

ず
つ

調
整

し
な

が
ら

何
度

も
繰

り
返

し
つ

く
っ

て
い

る
姿

が
あ

っ
た

。
そ

の
時

の
お

も
し

ろ
さ

や
よ

さ
を

感
じ

て
い

る
の

で
、今
回

も
少

し
ず

つ
酢

を
⾜

し
て

調
整

し
な

が
ら
変
化

を
み

て
み

た
く

な
っ

た
の

か
も

し
れ

な
い

。ま
た

、
製
氷
容

器
の

形
か

ら
隣

に
順

に
並

べ
て
⽐

べ
た

く
な

っ
た

の
か

も
し

れ
な

い
。

さ
ら

に
「
緑

で
も

や
っ

て
み

よ
う
」

と
次
へ
視
点

を
広
げ

て
お

り
、
H

児
に

も
「

同
じ

く
ら

い
⼊

れ
て
み

る
？
」

と
隣

に
⼊

れ
て
⽐

べ
ら

れ
る

よ
う

に
⾃

分
の
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⽅
法

を
ア
ド
バ

イ
ス

す
る
姿

も
⾒

ら
れ

た
。

 
澄

ん
だ
⾊

⽔
よ

り
も
花

が
ら

が
浮

い
た

の
が

好
き

だ
か

ら
と

い
う

理
由

で
花

が
ら

を
残

し
て
⾊

⽔
を

つ
く

る
と

い
う
他

の
友

達
と

は
違

い
、
⾊

の
違

い
を
⽐

べ
て

楽
し

ん
で

い
る
H

児
は
「
葉

っ
ぱ

も
⼊

れ
て

、
ど

の
花

の
⾊

か
分

か
る

よ
う

に
し

た
」

と
、

後
か

ら
⾒

て
も

分
か

る
よ

う
に

と
い

う
視
点

で
花

が
ら

を
残

し
て

い
る

。
H

児
は
普
段

か
ら

友
達

の
ト

ラ
ン

プ
の
神
経
衰
弱

の
番

⼿
を

１
⼿

ず
つ

記
録

し
た

り
、
ゲ

ー
ム

の
得
点

を
つ

け
た

り
、
⾍

の
お
墓

を
つ

く
る

と
き

に
も

何
⽇

に
死

ん
だ

の
か
み

ん
な

に
確
認

し
て

⽇
付

を
⼊

れ
た

り
な

ど
し

た
り

し
て

い
る

。
結
果

や
出
来

事
が

分
か

る
よ

う
に

記
録

す
る

こ
と

に
興

味
関
⼼

の
あ

る
H

児
だ

か
ら

こ
そ

、
花

が
ら

を
残

す
こ

と
で

使
っ

た
花

が
分

か
る

よ
う

に
し

よ
う

と
思

い
つ

い
た

の
だ

と
思

う
。

初
め

は
、
酢

を
⼊

れ
た
物

だ
け

を
⽐

べ
て

い
た

が
、
酢

を
⼊

れ
忘

れ
た

こ
と

で
、

何
も

⼊
れ

な
い
最

初
の
状
態

と
⽐

べ
ら

れ
る

と
い

う
こ

と
に
気
付

く
。

そ
の

後
か

ら
は

、
違

う
花

や
葉

で
つ

く
っ

た
⾊

⽔
に
酢

を
⼊

れ
て
⽐

べ
る

と
き

も
、

レ
モ
ン

の
⽇

も
、

何
も

⼊
れ

て
い

な
い
最

初
の
⾊

と
の
違

い
を
⽐

べ
て

⾒
え

る
よ

う
に
製
氷
容

器
に
並

べ
て

⼊
れ

て
楽

し
ん

で
い

る
姿

が
あ

っ
た

。
 

上
記

の
そ

れ
ぞ

れ
の

楽
し
み
⽅

で
深

ま
っ

て
い

る
様

⼦
が

個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
っ

て
い

る
と
捉

え
た

。
ま

た
そ

の
深

ま
り

に
は

友
達

の
や

り
⽅

を
い

い
な

と
思

い
受

け
⼊

れ
た

こ
と

で
よ

り
視
点

が
広

が
っ

て
お

り
、
協

同
的

な
学

び
が

個
別
最
適

な
学

び
を
⽀

え
て

い
る

と
感

じ
ら

れ
た

。
 

２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
【

⼦
ど

も
た

ち
が

そ
れ
ぞ

れ
に
主
体
的

に
関
わ

れ
る

よ
う

な
物

や
場

の
準

備
】

 
〇
シ
ソ
ジ
ュ

ー
ス
作

り
と

同
じ

よ
う

な
⾊

を
変
化

さ
せ

る
こ

と
が

、
普
段

の
⾊

⽔
遊

び
の

場
で

も
で

き
る

よ
う

に
酢

を
準

備
し

た
。

⾃
分

で
⾊

を
変
化

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に
酢

を
準

備
し

た
。

 
〇
メ
モ
リ

の
つ

い
た
カ

ッ
プ

や
製
氷
容

器
な

ど
物

を
準

備
し

た
り

し
、

⾃
分

で
量

な
ど

調
節

し
た

り
⾊

の
変
化

を
⽐

べ
た

り
す

る
道

具
が
選

べ
る

よ
う

に
し

た
。

 
【

⼦
ど

も
た

ち
の

ひ
ら

め
き

や
気

づ
き

に
共

感
し
認

め
る

・
気

づ
き

や
ひ

ら
め

き
が
実
現

で
き

る
よ

う
な

⾒
守

り
と

援
助

】
 

〇
酸

っ
ぱ

い
も

の
と

い
う
共
通

の
視
点

で
⾊

の
変
化

に
興

味
が

も
て

る
と
お

も
し

ろ
い

と
思

い
声

を
か

け
た

り
、G

児
の

ひ
ら

め
き

が
実
際

に
試
せ

る
よ

う
に

レ
モ
ン

で
も
⽐

べ
ら

れ
る

よ
う

に
し

た
り

し
た

こ
と

に
よ

っ
て

、
酢

の
実
験

や
レ
モ
ン

で
の
実
験

で
そ

れ
ぞ

れ
の

⼦
ど

も
た

ち
の
関
わ

り
⽅

で
⾊

⽔
の
変
化

を
楽

し
む
姿

に
つ

な
が

っ
た

。
 

〇
⼀

⼈
⼀

⼈
が

⾃
分

な
り

の
や

り
⽅

で
⾊

の
変
化

に
関
わ

っ
て

い
く
姿

を
尊
重

し
な

が
ら

そ
れ
ぞ

れ
が

興
味
関
⼼

を
広
げ

ら
れ

る
よ

う
に
⽀

え
る

。
 

〇
⾊

の
変
化

そ
の

も
の

を
楽

し
む
G

児
に

対
し

て
は

思
い

が
続

く
よ

う
な
⾊

の
変
化

が
分

か
り

や
す

く
⾒

ら
れ

る
よ

う
な
援
助

が
も

う
少

し
必
要

で
あ

っ
た

。
 

   
 

「
旧

園
舎

の
マ

リ
ー

ゴ
ー

ル
ド

」
 

 
園

名
：
鳴
⾨

教
育

⼤
学

附
属

幼
稚

園
 

 【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
令
和

７
年
５

⽉
１
９

⽇
 

○
友

達
と

思
い

や
考

え
を
出

し
合

っ
て

遊
び

を
進

め
た

り
、

い
ろ

い
ろ

な
こ

と
に

⼀
緒

に
挑
戦

し
た

り
す

る
。

 
○
春

の
⾃
然

に
か

か
わ

り
、

⽣
活

の
中

に
取

り
⼊

れ
て

遊
ぶ

。
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
 
A

児
は

、
新

し
い

環
境

や
、
困

っ
た
状
況

に
な

る
と
緊
張

す
る

こ
と

が
多

い
。

進
級

当
初

も
、
登

園
後

に
不
安

定
な

様
⼦

が
続

い
て

い
た

。
年
中

組
の
頃

も
、

同
じ

よ
う

な
状
況

で
あ

っ
た

が
、

ダ
ン
ゴ

ム
シ

な
ど

⽣
き
物

や
⾃
然
物

に
関
⼼

を
も

り
、
集

め
た

り
世

話
を

し
た

り
す

る
こ

と
で
安

定
し

て
⽣
活

を
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 
ま

た
、

本
園

は
園
舎
改
築

の
為

、
隣
接

す
る

附
属
⼩

学
校

の
⼀
部

を
仮

園
舎

と
し

て
⽣
活

し
て

い
る

。
仮

園
舎

の
中

庭
に

は
、
旧

園
舎

か
ら
持

っ
て

き
た

プ
ラ
ン

タ
ー

の
植
物

が
あ

る
。

そ
の

プ
ラ
ン

タ
ー

に
、
昨

年
度

育
て

た
マ
リ

ー
ゴ

ー
ル
ド

の
こ
ぼ

れ
種

が
た

く
さ

ん
芽

を
出

し
て

い
た

。
こ

の
マ
リ

ー
ゴ

ー
ル
ド

は
原
種

な
の

で
、

⼦
ど

も
達

が
少

々
⼿
荒

く
植

え
て

も
、
強

く
育

つ
と

考
え

た
。

ま
た

、
旧

園
舎

の
花
壇

な
ど

に
も

、
こ
ぼ

れ
種

の
芽

が
た

く
さ

ん
出

て
い

た
。

こ
の

よ
う

な
昨

年
度

ま
で

の
環

境
を

、
A

児
を
含

め
た

⼦
ど

も
達

と
⼀

緒
に
今

の
⽣
活

に
取

り
⼊

れ
た

い
と

考
え

た
。

 
２

．
事

例
の

記
⼊

 
５

⽉
１
９

⽇
 

登
園

し
た
A

児
は

、
⾝
⽀

度
が
終
わ

る
と
ロ

ッ
カ

ー
の

前
に
座

り
込
み

、
周

り
の

様
⼦

を
⾒

て
い

る
。

 
①
保

育
者

は
、「
A

ち
ゃ

ん
、
花

の
芽

が
た

く
さ

ん
出

て
い

る
か

ら
、

と
り

に
い

か
ん
？
」

と
A

児
を
誘

っ
た

。
 

②
A

児
は

、
ニ

コ
ッ

と
笑

っ
て

つ
い

て
き

た
。

 
  ③

さ
ら

に
、私

が「
ち
ょ

っ
と
花

の
芽

を
取

り
に

い
っ

て
く

る
わ
」と
保

育
室

に
い

る
他

の
⼦

ど
も

達
に

伝
え

る
と

、
B

児
・
Ｃ

児
・
Ｄ

児
も

す
ぐ

に
つ

い
て

き
た

。
 

 
 

    
中

庭
に
置

い
て

あ
る

プ
ラ
ン

タ
ー

を
よ

く
⾒

る
と

、
⼩

さ
な
芽

が
出

て
い

る
。

 
④
私

は
芽

を
１

本
抜

い
て
「

こ
の
芽

が
、

マ
リ

ー
ゴ

ー
ル
ド

っ
て
⾔

う
ん

よ
。

た
く

さ
ん
芽

が
出

て
き

て
い

る
か

ら
、

抜
い

て
、

あ
っ

ち
の

⼊
⼝

の
⽅

に
植

え
み

よ
う
？
」

と
伝

え
た

。
 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
［
c］
登

園
後
周

り
の

様
⼦

を
⾒

る
こ

と
の

多
い
A

児
だ

が
、
私

が
楽

し
く

や
っ

て
い

る
こ

と
（「

や
ろ

う
！
」

と
⼼

に
決

め
て
実
践

し
て

い
る

こ
と
）

に
は

い
つ

も
や

っ
て

く
る

の
で

、
誘

っ
て
み

る
こ

と
に

し
た

。
ま

た
、
A

児
が

⽣
き
物

を
好

き
あ

る
こ

と
も
誘

っ
た

理
由

の
ひ

と
つ

で
あ

る
。

 
 ②
［
a］
誘
わ

れ
る

こ
と

⾃
体

に
は
緊
張

を
し

て
い

る
が

、
⾃

分
の

好
き

な
⾃
然
物

に
か

か
わ

る
こ

と
だ

っ
た

の
で

、
安
⼼

を
し

て
い

る
。

 
③
［
c］
昨

年
度

ま
で

の
⽣
活

か
ら

、
年

⻑
児

の
多

く
が
花

や
野
菜

な
ど

を
育

て
た

り
⼿

が
け

た
り

す
る

こ
と

を
進

ん
で

取
り

組
ん

で
い

た
の

で
、

興
味

を
も

つ
⼦

が
⼀

緒
に
⾏

く
こ

と
が

で
き

れ
ば

と
考

え
た

。
ま

た
、

こ
う

伝
え

る
こ

と
で
「

後
で

そ
の

う
ち
⾏

こ
う

か
な
」

と
考

え
る

⼦
が

い
た

り
、「
先

⽣
は

外
で
お

る
ん

や
な
」

と
理

解
す

る
⼦

が
い

た
り

す
る

。
 

［
b］
B

児
・
Ｃ

児
・
Ｄ

児
は

、
昨

年
度

か
ら
花

を
摘

ん
で
部
屋

に
飾

っ
た

り
、
植
物

に
⽔

を
あ
げ

た
り

す
る

こ
と

を
楽

し
ん

で
い

た
。

ま
た

、
A

児
と

は
違

う
学

級
だ

が
、

楽
し

そ
う

な
こ

と
に

進
ん

で
向

か
う

様
⼦

が
⾒

ら
れ

る
。

 
  
④
［
c］

⼦
ど

も
た

ち
が

⾃
分

で
違

い
を

⾒
⽐

べ
な

が
ら

、
探

す
こ

と
が

楽
し

め
る

よ
う

に
と

考
え

た
。

ま
た

、
渡

り
廊

下
向

こ
う
側

の
⼊
⼝

の
⽅

は
、
⼩

学
校

が
（
昨

年
度

ま
で

ず
っ

と
）

使
っ

て
い

な
い
花
壇

が
あ

る
の

で
、

そ
こ

に
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   ⑤
B

児
・
Ｃ

児
・
Ｄ

児
が

、
葉

の
形

を
⾒
⽐

べ
な

が
ら

、「
⾒

つ
け

た
！
」「

こ
の
ギ
ザ
ギ
ザ

の
形

よ
」

な
ど

と
⾔

い
な

が
ら

マ
リ

ー
ゴ

ー
ル
ド

の
芽

を
抜

い
て

い
く

。
A

児
も

、
多

く
は
語

ら
な

い
が

、
３

⼈
の

様
⼦

を
⾒

つ
つ

、
マ
リ

ー
ゴ

ー
ル
ド

の
芽

を
探

し
て

抜
い

て
い

っ
た

。
そ

し
て

、
プ

ラ
ン

タ
ー

に
⽣

え
て

い
た

分
を

、
あ

っ
と

い
う
間

に
抜

い
て

い
き

、
ほ
ぼ
無

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
B

児
・
Ｃ

児
・
Ｄ

児
は
お
互

い
に
「

も
っ

と
穫

り
た

い
よ

な
」

と
⾔

い
、
私

に
「

も
う
無

い
ん
？
」

と
聞

い
て

き
た

。
 

⑥
私

は
、旧

園
舎

に
芽

が
た

く
さ

ん
出

て
い

る
こ

と
を

伝
え

た
。

そ
れ

を
聞

い
た
B

児
・
Ｃ

児
・
Ｄ

児
は

「
⾏

き
た

い
！
」

と
答

え
る

。
そ

し
て

、
旧

園
舎
へ

⾏
く

こ
と

に
し

た
。も

ち
ろ

ん
、A

児
も

⼀
緒

に
つ

い
て

き
た

。
 

   ⑦
旧

園
舎
へ
向

か
う
途
中

、Ｅ
児

や
Ｆ

児
も

興
味

を
持

っ
て

加
わ

っ
た

。そ
し

て
、Ｅ

児
は

⼿
押

し
⾞

や
タ

ラ
イ

、
ス

コ
ッ

プ
な

ど
を
揃

え
て

き
た

。
 

     ⑧
旧

園
舎

に
着

く
と

、
雑
草

が
増

え
た

テ
ラ

ス
や
花
壇

の
中

か
ら

マ
リ

ー
ゴ

ー
ル
ド

の
芽

を
探

し
、⾒

つ
け

た
芽

を
⼿

押
し
⾞

や
タ

ラ
イ

に
集

め
て

い
っ

た
。
B

児
は
芽

を
⾒

つ
け

て「
お

っ
た
！
」と
⾔

う
。「

あ
っ

た
」で

は
無

い
と

こ
ろ

に
、
B

児
の

こ
ぼ

れ
種
へ

の
愛
着

が
感

じ
ら

れ
る

。
 

   

植
え

る
と

、
今

後
の
登

園
時

に
も

⽣
⻑

を
⾒

る
こ

と
が

で
き

る
と

考
え

た
。

⾃
分

た
ち

で
、
仮

園
舎

の
⾊

々
な

所
を

⼿
が

け
て

い
け

る
喜

び
も

味
わ

え
る

。
 

⑤
［
b］

そ
れ
ぞ

れ
が

⾒
つ

け
た
芽

を
抜

い
た

り
、

相
⼿

が
芽

を
⾒
⽐

べ
て

い
る

様
⼦

を
⾒

て
、
参

考
に

し
た

り
し

て
い

る
。

⼀
緒

に
探

す
こ

と
も

楽
し

ん
で
お

り
、

も
っ

と
芽

を
穫

り
た

い
気
持

ち
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

 
 
［
a］

こ
の

と
き

の
A

児
は

、
マ
リ

ー
ゴ

ー
ル
ド

の
芽

を
地

道
に
探

す
こ

と
を

楽
し

ん
で

い
る

。
 

     ⑥
［
c］

マ
リ

ー
ゴ

ー
ル
ド

の
芽

が
、
旧

園
舎

の
⾄

る
所

に
出

て
い

る
こ

と
を

事
前

に
確
認

し
て

い
た

。
旧

園
舎

の
取

り
壊

し
が

始
ま

る
と

、
そ

の
芽

も
潰

さ
れ

て
し

ま
う

の
で

、
そ

の
前

に
、

で
き

れ
ば

⼦
ど

も
達

と
取

り
に

い
き

た
い

と
考

え
て

い
た

。
ま

た
、
旧

園
舎

の
年
中

組
花
壇

に
は

、
カ
リ
フ

ラ
ワ

ー
の
葉

の
下

に
た

く
さ

ん
の

ダ
ン
ゴ

ム
シ

が
潜

ん
で

い
る

。
昨

年
度
A

児
が

ダ
ン
ゴ

ム
シ

を
集

め
て

い
た

の
で

、
こ

れ
も
ぴ

っ
た

り
で

あ
る

と
考

え
た

。
 

⑦
［
b］
皆

、
⾃

分
た

ち
で

⽣
活

を
⼿

が
け

て
い

る
様

⼦
に

敏
感

で
、

す
ぐ

に
気

づ
い

て
や

っ
て

く
る

。
 

［
a］
Ｅ

児
は

、
よ

り
⽣
活

が
⾯
⽩

く
豊

か
に

な
る

た
め

に
必
要

な
こ

と
を

⾒
つ

け
る
鋭

さ
を

も
っ

て
い

る
。

こ
の

時
も

、
集

め
た
芽

を
ど

う
す

る
か

を
先
読
み

し
て

、
必
要

な
物

を
集

め
て

き
た

。
Ｆ

児
は
A

児
と
似

た
部

分
が

あ
る

が
、
今
回

の
新

た
な

こ
と

に
積
極
的

に
関
わ

っ
て

い
く
姿

に
成

⻑
を

感
じ

た
。

 
⑧
［
b］
地

道
に
集

め
た

い
A

児
や
Ｆ

児
、
仲
間

と
や

り
と

り
を

し
な

が
ら
集

め
る

こ
と

を
楽

し
む
B

児
・
Ｃ

児
・
Ｄ

児
、

そ
し

て
新

た
な
ア

イ
デ
ア

を
加

え
た
Ｅ

児
、

そ
れ
ぞ

れ
の

マ
リ

ー
ゴ

ー
ル
ド
へ

の
関
わ

り
⽅

が
組
み
合
わ

さ
っ

て
い

る
。

 
 
［
a］
B

児
の
「
お

っ
た
」

の
⼀
⾔

か
ら

、
友

達
に

き
つ

い
⾔

い
⽅

を
し

て
い

た
昨

年
度

の
様

⼦
か

ら
の
⼼

の
成

⻑
を

感
じ

た
。

 

    

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
 

年
⻑

児
で

は
あ

る
が

、
進

級
し

て
１
ヶ

⽉
の

時
期

で
、

さ
ら

に
仮

園
舎

と
い

う
慣

れ
な

い
環

境
の
中

で
の

⽣
活

は
、

A
児

に
と

っ
て

は
不
安

の
⼤

き
い

も
の

で
あ

る
。

そ
の
不
安

を
全

て
取

り
除

く
の

で
は

な
く

、
⾝

の
ま
わ

り
に

あ
る

環
境
（
今
回

は
マ
リ

ー
ゴ

ー
ル
ド
）

に
A

児
が

⾃
分

か
ら
向

か
え

る
よ

う
に

な
る

に
は

、
保

育
者

が
ど

の
程
度

の
関
わ

り
⽅

を
す

る
べ

き
か

を
⾒
極

め
る

こ
と

で
、
A

児
に

と
っ

て
の

個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
。

 
2）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協

働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 

 
ま

ず
、
保

育
者

⾃
⾝

が
、
⾝

の
ま
わ

り
の

環
境
へ

の
思

い
や
意
図

を
も

っ
て

、
⼿

が
け

て
い

く
こ

と
を
積
み
重

ね
る

⽣
活

が
必
要

で
あ

る
。

そ
の

環
境

を
⼟
台

に
、
今
回

の
A

児
の

様
に

、
１

⼈
の

⼦
へ

の
「

こ
う

な
っ

て
ほ

し
い
」

と
い

う
保

育
者

の
願

い
を

、
教

育
課
程

に
沿

っ
た

具
体
的

な
⼿

⽴
て

と
し

て
い

く
。

 
 

そ
し

て
、

そ
の

⼦
が
喜

ん
だ

り
、
悩

ん
だ

り
、

考
え

た
り

し
な

が
ら

⽣
活

を
し

て
い

く
様

⼦
に

、
周

り
の

⼦
ど

も
た

ち
も
影
響

を
受

け
て

、
⼀

緒
に

な
っ

て
⽣
活

を
積
み
重

ね
て

い
く

。
こ

の
よ

う
に

、
個
別
最
適

な
学

び
と
協

同
的

な
学

び
が
織

り
重

な
っ

て
い

く
こ

と
が
今
回

の
ポ

イ
ン

ト
で

あ
っ

た
。
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「

⾃
分

で
で

き
た

！
〜

Ａ
児

の
挑

戦
〜

」
 

 
園

名
：
⾹

川
⼤

学
教

育
学
部

附
属

幼
稚

園
 

 【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
 
５
歳

児
４

〜
６

⽉
･･
･⾃

分
の

思
い

を
友

達
に

伝
え

な
が

ら
、

⼀
緒

に
遊
ぶ

楽
し

さ
や
お

も
し

ろ
さ

を
味
わ

う
。

 
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

 
進

級
当

初
、
武

器
づ

く
り

や
戦

い
ご

っ
こ

を
楽

し
む

友
達

の
様

⼦
を

じ
っ

と
⾒

る
こ

と
が

多
か

っ
た
Ａ

児
。
５

⽉
頃

か
ら

は
新

聞
紙

を
丸

め
て
剣

の
よ

う
な

も
の

を
作

り
、
悪

役
の
担
任

に
向

か
っ

て
笑
顔

で
戦

い
に
挑

む
よ

う
に

な
っ

た
。

イ
メ

ー
ジ

し
た

も
の

を
作

る
と

い
う
経
験

が
少

な
い

の
か

、
雑

に
作

ら
れ

た
Ａ

児
の
武

器
は
毎
回

す
ぐ

に
壊

れ
て

い
た

。
 

⾃
作

の
武

器
が
壊

れ
て

も
戦

い
に
夢
中

で
、

あ
ま

り
気

に
し

て
い

な
い

様
⼦

の
A

児
。

し
か

し
あ

る
⽇

、
A

児
の
⺟

親
が
緻
密

に
作

っ
た
段

ボ
ー

ル
製

の
⼿
裏
剣

や
⼑

を
持
参

し
「
み

ん
な
み

た
い

に
作

れ
な

い
か

ら
…
」

と
、
呟

い
た

。
常

に
⾃

分
の
ペ

ー
ス

や
参

加
の
仕
⽅

で
楽

し
そ

う
に

遊
ん

で
い

る
が

、
実

は
取

り
か

か
る

前
に
諦

め
た

り
、
他
者

と
⽐

較
し

て
⾃
信

を
な

く
し

た
り

し
て

い
る
部

分
も

あ
る

か
も

し
れ

な
い

と
推

察
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 
巧
緻
性

や
集
中
⼒

の
⾯

で
個
別

の
⽀
援

を
必
要

と
す

る
こ

と
も

多
い

が
、
A

児
な

り
に
作

る
楽

し
さ

や
丁
寧

に
取

り
組

む
よ

さ
を

味
わ

う
中

で
、

⾃
信

を
⾼

め
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
と

願
っ

て
い

る
。
折

り
を

⾒
て
シ
ン

プ
ル

な
素

材
や
簡
単

な
⼿
順

で
作

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
を
提
案

し
、
挑
戦

を
共

に
楽

し
む
機
会

を
⼤
切

に
す

る
な

ど
、
A

児
が
困

っ
て

い
る

こ
と

や
本

当
に
望

ん
で

い
る

こ
と

は
何

か
、
⼼

の
声

に
⽿

を
澄

ま
せ

な
が

ら
⽀

え
て

い
く

こ
と

を
⽇

々
⼼
掛

け
て

い
る

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

⼦
ど

も
と

⼀
緒

に
⼤
⾬

が
降

る
様

⼦
を

⾒
た

り
、⾬
⾳

を
聞

い
た

り
す

る
⽇

が
続

い
て

い
た

。ク
ラ

ス
で

⾬
や
虹

に
関
連

す
る
歌

や
絵

本
に

も
親

し
ん

で
い

た
た

め
、右

の
写
真

の
よ

う
な
折

り
紙

の
雫
作

り
に

取
り

組
む

こ
と

に
な

っ
た

。
 

 ６
⽉

６
⽇

 
①

 
⼦

ど
も

達
は

思
っ

た
以
上

に
雫

づ
く

り
に
夢
中

に
な

り
、「
次

は
⼩

さ
い
紙

で
⾚

ち
ゃ

ん
雫

を
作

ろ
う
」「

１
０

個
も

で
き

た
！
」

と
、
喜

ん
で

い
た

。
⼀
⽅
A

児
は

、
折

り
⽅

が
分

か
ら

ず
⾏

き
詰

ま
り

、困
っ

た
様

⼦
だ

っ
た

。担
任

と
し

て
A

児
の

と
こ

ろ
へ

す
ぐ

に
駆

け
寄

る
こ

と
も

で
き

た
が

、『
今

す
ぐ

⼿
助

け
を

す
る

こ
と

が
本

当
に
必
要

な
⽀
援

な
の

か
』『

こ
ん

な
時
A

児
や
周
囲

の
⼈

は
ど

う
す

る
だ

ろ
う

か
』

と
思

い
、

様
⼦

を
⾒

る
こ

と
に

し
た

。
 

          

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
       ①
［
a］
周
囲

の
⼦

ど
も

達
が

ど
ん

ど
ん
雫

を
作

る
中

、
A

児
は

⾃
⼒

で
折

り
進

め
て

い
く

こ
と

が
で

き
ず

に
困

る
。

⼀
律

の
到

達
⽬
標

や
達
成
度

を
設

定
せ

ず
、

理
解

度
や

進
歩

の
状
況

は
⼈

そ
れ
ぞ

れ
で

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
こ

の
時

の
A

児
に

と
っ

て
必
要

な
経
験

と
し

て
、

折
る

こ
と

⾃
体

の
難

し
さ

を
感

じ
た

り
、
⾏

き
詰

ま
っ

て
葛
藤

す
る

こ
と

を
味
わ

っ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に
⽀

え
て

い
る

。
 

［
c］
周
囲

の
ペ

ー
ス

に
合
わ
せ

て
ス

ム
ー
ズ

に
作

っ
て

い
く

こ
と

を
求

め
ず

、
あ

り
の

ま
ま

の
A

児
の
姿

を
認

め
、

ま
ず

は
⾒
守

っ
て

い
る

。
時
間

を
か

け
て
観

察
し

な
が

ら
、
A

児
⾃
⾝

が
困

り
感

を
⼗

分
に

味
わ

っ
た

り
、
A

児
の

様
⼦

に
周
囲

の
⼈

が
気
付

い
た

り
す

る
き

っ
か

け
が

⽣
ま

れ
や

す
い
状
況

づ
く

り
を
⾏

う
こ

と
で

、
後

に
互

い
に
必
要

感
を

も
っ

て
か

か
わ

ろ
う

と
す

る
姿

が
⾒

ら
れ

る
よ

う
に

な
る

。
 

  

②
 

す
る

と
遅

れ
て
登

園
し

た
B

児
が
A

児
の
隣

に
座

り
、

「
こ

の
⾓

と
⾓

を
合
わ
せ

る
よ
」と

、
⾃

分
の
折

り
紙

を
A

児
に

⾒
せ

な
が

ら
折

り
始

め
た

。
 

    ③
 

⼀
⽣
懸
命

に
⾓

を
合
わ
せ

て
折

っ
て

い
る

つ
も

り
だ

が
、
不
慣

れ
で

ど
う

し
て

も
ズ

レ
て

し
ま

う
A

児
。

そ
れ

で
も
優

し
く
「

こ
う

す
る

よ
」

と
、
B

児
。
A

児
が

１
つ
折

れ
る

よ
う

に
な

る
度

に
⾃

分
の

こ
と

の
よ

う
に
喜
ぶ
B

児
に

、
A

児
は
安
⼼

感
を
抱

い
て

い
る

様
⼦

だ
っ

た
。
近

く
に

い
た
⽀
援
員

は
、B

児
と
共

に
A

児
を
応
援

し
な

が
ら

、温
か

い
眼
差

し
で

２
⼈

を
⾒
守

っ
て

い
た

。
 

 ④
 

や
っ

と
の

思
い

で
A

児
の
雫

が
１

つ
完
成

し
た

。A
児

は
達
成

感
で
満

ち
溢

れ
た
表

情
で
「

で
き

た
！
」

と
、

⾃
ら

完
成

し
た
雫

を
担
任

に
⾒
せ

、共
に
喜

ん
だ

。そ
し

て
そ

の
後

す
ぐ

に
新

し
い
折

り
紙

を
⼿

に
取

り
、２

つ
め

の
雫
作

り
を

始
め

た
。

２
つ

め
の
雫

は
A

児
な

り
に

コ
ツ

を
つ

か
ん

で
⾃

分
で
折

り
進

め
て

い
く

様
⼦

が
⾒

ら
れ

た
。

 
        ⑤

 
⽀
援
員

は
保

育
後

す
ぐ

に
「
雫
作

り
の

時
の
A

児
、

喜
ん

で
い

ま
し

た
ね

。⾃
分

で
で

き
た

っ
て

何
度

も
⾔

っ
て

い
て
私

も
嬉

し
か

っ
た

で
す
」

と
、

話
し

た
。
製
作

の
様

⼦
を
参
観

し
て

い
た
⼩

学
校

の
先

⽣
は

、
⼈

・
も

の
・

こ
と

と
の

つ
な

が
り

が
も

て
る

よ
う

な
き

っ
か

け
を

さ
り
気

な
く

作
る

こ
と

や
、

そ
の

場
で

の
習
得

や
早

期
解
決

で
は

な
く

、
そ

れ
ぞ

れ
の

育
ち

や
学

び
を

⻑
期
的

な
視
点

で
⾒

る
こ

と
の
重
要
性

を
語

っ
て

い
た

。
 

②
［
b］
製
作

が
得
意

で
、

⾃
信

を
も

っ
て
作

っ
た

り
教

え
た

り
す

る
B

児
と

、
困

り
感

を
⾃

分
か

ら
伝

え
る

こ
と

は
で

き
ず
四
苦
⼋
苦

し
て

い
る
A

児
。
互

い
に
⽀

え
ら

れ
な

が
ら

、
A

児
は
安
⼼

や
挑
戦
⼼

を
、
B

児
は

思
い

や
り

の
⼼

や
⾃
⼰
有

⽤
感

を
抱

き
、
雫
作

り
を
共

に
楽

し
ん

で
い

る
と
捉

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 ③［
c］
A

児
と
B

児
の
近

く
で

⾒
守

っ
た

り
⼼

を
寄
せ

て
か

か
わ

っ
た

り
す

る
⽀
援
員

と
、

少
し
離

れ
た

と
こ

ろ
か

ら
様

⼦
を

⾒
て
気

に
掛

け
る
担
任
保

育
者

。
多

様
な
視
点

や
ア

プ
ロ

ー
チ

の
仕
⽅

で
丁
寧

に
⽀

え
て

い
こ

う
と

す
る
⼼

も
ち

は
、

１
つ

の
こ

と
に

じ
っ

く
り

と
取

り
組
み

や
す

い
環

境
づ

く
り

や
、
両
者

の
か

か
わ

り
や

絆
の
深

ま
り

に
影
響

し
て

い
る

と
考

え
る

。
 

 ④
［
a］
A

児
の
「

で
き

た
！
」

の
⾔
葉

に
は

、
単

に
雫

が
完
成

し
た

と
い

う
こ

と
だ

け
で

な
く

、
粘

り
強

く
取

り
組

め
た

こ
と

や
⾃
信

が
つ

い
た

こ
と
へ

の
喜

び
な

ど
、

広
い
意

味
で

の
達
成

感
や
充
実

感
が
込

め
ら

れ
て

い
る

と
推

察
す

る
。
他

児
と
⽐
較

し
て
焦

っ
た

り
落

ち
込

ん
だ

り
す

る
こ

と
な

く
、

さ
ら

な
る
挑
戦
⼼

を
⾼

め
て

い
る

様
⼦

も
⾒

ら
れ

る
。

 
       ⑤［
c］

⼀
⼈

ひ
と

り
の

よ
さ

や
頑
張

り
を
⼗

分
に
認

め
、

共
に
喜

び
⼼

を
通
わ
せ

て
い

く
中

で
『

も
う

１
つ
作

り
た

い
』『
今
度

は
⾃

分
で

や
っ

て
み

よ
う
』

と
い

う
思

い
が

、
A

児
⾃
⾝

か
ら
湧

き
出

る
よ

う
に

な
っ

た
。

多
様

性
を

⼤
切

に
、
温

か
い
眼
差

し
で
丁
寧

に
か

か
わ

る
保

育
者
（
集

団
）

の
姿
勢

や
雰
囲
気

づ
く

り
の

⼤
切

さ
を

実
感

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
  
雫
作

り
に

ク
ラ

ス
の
み

ん
な

で
取

り
組

ん
で

い
る

も
の

の
、

そ
れ
ぞ

れ
楽

し
ん

で
い

る
こ

と
や
経
験

し
て

い
る

こ
と

は
異

な
っ

て
い

る
。
優
劣

を
⽐
較

し
た

り
、

同
⼀

の
到

達
⽬
標

を
設

定
し

た
り

す
る

の
で

は
な

く
、

個
に
応

じ
た

よ
さ

や
課
題

に
真
摯

に
向

き
合

い
、

⼦
ど

も
⾃
⾝

が
必
要

感
を

も
っ

て
取

り
組

む
点

が
、［
a］

個
別
最
適

な
学

び
や
［
b］
協

働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

⼤
き

な
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

と
考

え
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の
実
態

に
応

じ
た

か
か
わ

り
や
⽀
援

を
⼤

切
に

す
る
中

で
、
互

い
に
刺
激

し
合

い
、

育
ち
合

う
関
係
性

が
構
築

さ
れ

て
い

く
点

に
お

い
て

、［
a］

と
［
b］

は
相
互

に
密
接

な
か

か
わ

り
が

あ
る

と
捉

え
て

い
る

。
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２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
  

様
々

な
視
点

で
⼀

⼈
ひ

と
り

の
育

ち
や
内
⾯

の
思

い
を

⾒
つ

め
、

⼦
ど

も
が

本
当

に
望

ん
で

い
る

こ
と

や
発

達
に
必

要
な
経
験

は
ど

ん
な

こ
と

か
を
常

に
探

ろ
う

と
す

る
⼼

も
ち

や
姿
勢

が
⼤
切

で
あ

る
と

考
え

る
。
温

か
く
丁
寧

に
か

か
わ

る
中

で
、

う
ま

く
い

く
こ

と
や

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

を
求

め
す
ぎ

ず
、

育
ち

や
学

び
の
過
程

を
丁
寧

に
⾒

取
っ

て
い

く
こ

と
は

、［
a］

個
別
最
適

な
学

び
や
［
b］
協
働
的

な
学

び
の

⼟
台

と
な

る
安
⼼

感
や

⾃
⼰

発
揮

を
⽀

え
る
援
助

の
ポ

イ
ン

ト
に

な
っ

て
い

る
だ

ろ
う

。
⼈

、
も

の
、
経
験

な
ど

を
つ

な
ぐ

さ
り
気

な
い
仕
掛

け
や
⼼
配

り
が

、
多

様
な

⾒
⽅

や
考

え
⽅

の
尊
重

に
つ

な
が

る
⼤

き
な
⽀
援

と
な

っ
て

い
た

と
捉

え
る

こ
と

も
で

き
る

。
 

    
 

「
“⼀

緒
に

つ
く

る
”お

楽
し

み
会

」
 

 
園

名
：
⾹

川
⼤

学
教

育
学
部

附
属

幼
稚

園
⾼
松

園
舎

 
 【

１
２

⽉
下
旬

〜
２

⽉
上
旬

】
 

○
 

ク
ラ

ス
の

友
達

と
共
通

の
⽬
的

を
も

ち
、

⾃
分

の
⼒

を
発
揮

し
た

り
、

友
達

と
協
⼒

し
た

り
相
談

し
た

り
し

な
が

ら
遊

び
を

進
め

て
い

く
お

も
し

ろ
さ

を
味
わ

う
。

 
○

 
異

年
齢

の
友

達
や
グ

ル
ー

プ
の

友
達

に
⾃

分
な

り
の
⾔
葉

で
思

い
や

考
え

を
伝

え
な

が
ら

、
⼀

緒
に
お

楽
し
み
会

の
準

備
を

進
め

て
い

く
楽

し
さ

を
味
わ

う
。

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
 
今

年
度

の
さ

く
ら

組
は

、
３

年
緑

組
を
交
流
先

の
学

級
と

し
て

年
間

を
通

し
た
交
流
活
動

を
⾏

っ
て

き
た

。
ま

た
、
⼩

学
校

の
休
み

時
間

に
は

興
味

の
あ

る
児
童

が
⾃
由

に
園
舎

に
遊

び
に
来

る
な

ど
、

⽇
常
的

な
交
流

も
⼤
切

に
し

て
き

た
。

 
 

10
⽉

の
園
舎

の
運
動
会

の
際

に
は

、
さ

く
ら

組
が
練
習

し
て

い
る
姿

を
応
援

し
に
来

た
り

、
リ

レ
ー

の
⾛

り
⽅

を
ア
ド
バ

イ
ス

し
た

り
し

て
く

れ
た

。
 

 
 

12
⽉

19
⽇

に
は

３
年
緑

組
が

ク
リ

ス
マ

ス
会

を
企
画

し
、

さ
く

ら
組

が
参

加
し

た
。
盛

り
上

が
っ

て
時
間

が
⾜

り
な

か
っ

た
の

で
、
急
遽

、
20

⽇
に

も
ク
リ

ス
マ

ス
会

を
開
催

し
た

。
 

 
ク
リ

ス
マ

ス
会

後
の
帰

り
道

、
さ

く
ら

組
が
「
次

は
３
緑

さ
ん

と
⼀

緒
に

何
か

つ
く

り
た

い
な
」

と
つ
ぶ

や
い

た
こ

と
を

き
っ

か
け

に
、

⼀
緒

に
何

か
で

き
な

い
か

話
し

た
い

と
い

う
こ

と
に

な
っ

た
。

し
か

し
、

園
児

が
同

じ
場

で
話

し
合

う
時
間

が
と

れ
な

か
っ

た
の

で
、

幼
・
⼩

そ
れ
ぞ

れ
で
ア

イ
デ
ア

を
持

ち
寄

り
、

幼
教
員

が
代
表

で
話

し
合

い
に
参

加
し

た
。

３
年
緑

組
か

ら
は
「

３
年
緑

組
も

、
さ

く
ら

組
も

、
お
家

の
⼈

も
み

ん
な

が
楽

し
め

る
お

楽
し
み
会

に
し

た
い

で
す
」

と
い

う
発
⾔

が
あ

っ
た

。
 

 
２

．
事

例
の

記
⼊

 
１

⽉
17

⽇
 

①
お

楽
し
み
会

に
向

け
て

、
や

り
た

い
こ

と
ご

と
の
⼩

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

、
話

し
合

う
場

を
も

っ
た

。
 

し
か

し
、

そ
れ
ぞ

れ
が

好
き

な
こ

と
を
⾔

い
合

い
、

話
し
合

い
は

な
か

な
か

進
ま

な
か

っ
た

。
Ａ

児
が
「

何
を

し
た

ら
い

い
の

か
わ

か
ら

な
い

か
ら

、
つ

ま
ら

な
か

っ
た
」

と
⼩

さ
な
声

で
⾔

っ
た

。
 

 ②
降

園
前

の
ひ

と
と

き
に

、
今

⽇
の
交
流

に
つ

い
て
振

り
返

っ
た

。「
私

は
○

○
し

た
い
」「

そ
れ

は
無

理
じ
ゃ

な
い
？
」

と
、

⼀
⼈

⼀
⼈

の
思

う
お

楽
し
み
会

の
イ
メ

ー
ジ

が
次

々
と
出

た
。
Ａ

児
は
「
ぼ

く
は

、
紙
⾶
⾏
機
屋

を
し

よ
う

か
な
」

と
笑
顔

で
⾔

っ
た

。
 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
①
［
a］

⼀
⼈

⼀
⼈

の
思

い
が

出
せ

る
よ

う
、
⼩
グ

ル
ー

プ
に

分
け

た
。

話
し
合

う
場

所
や

広
さ

も
考
慮

し
た

。
 

 ②
［
a］
［
b］

少
し

時
間

を
お

い
て

か
ら

、
さ

く
ら

組
だ

け
で

話
し
合

う
時
間

を
も

っ
た

。
ま

た
、

話
し
合

い
の
内
容

は
、
⼩

教
員

を
通

し
て

、
３

年
緑

組
に

伝
え

て
も

ら
っ

た
。

 
 
［
c］

い
つ

も
⼀

緒
に
過
ご

し
て

い
る
仲
間

だ
か

ら
こ

そ
率
直

に
意

⾒
を
出

し
合

え
た

。
ま

た
、

さ
く

ら
組

と
し

て
お
お

ま
か

な
お

楽
し
み
会

の
イ
メ

ー
ジ

が
も

て
、
A

児
な

り
の

⾒
通

し
や

期
待

感
に

も
つ

な
が

っ
た

。
 

１
⽉
28

⽇
 

①
第

２
回

の
打

ち
合
わ
せ

の
⽇

。
３

年
緑

組
が

、
内
容

や
準

備
物

に
つ

い
て

事
前

に
考

え
て

き
た

も
の

を
説
明

し
て

く
れ

た
。

さ
く

ら
組

も
、
普
段

の
遊

び
の
中

で
作

っ
た

物
を
持

ち
寄

っ
た

。
 

  

 ①
［
c］
顔
写
真

⼊
り

の
メ
ン
バ

ー
表

を
幼

教
員

が
作

成
し

、
掲
⽰

し
て
置

い
た

。
ま

た
、

幼
⼩

教
員

こ
そ

が
「

幼
稚

園
さ

ん
」「
⼩

学
⽣

さ
ん
」

で
は

な
く

、「
〇

〇
さ

ん
」

と
名

前
で
呼
ぶ

こ
と

を
⼼
掛

け
た

。
 

［
a］
［
b］
⾔
葉

で
伝

え
合

う
だ

け
で

な
く

、
段

取
り

を
描

い
た
画

⽤
紙

や
、
実
際

に
使

っ
て
み

た
い
紙
⾶
⾏
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②
再

び
、

や
り

た
い

こ
と
ご

と
の
⼩
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
、

話
し
合

う
場

を
も

っ
た

。
さ

く
ら

組
は

、
チ

ー
ム

の
メ
ン
バ

ー
が
わ

か
っ

た
よ

う
で

、
熱
⼼

に
話

し
合

う
様

⼦
が

⾒
ら

れ
た

。
３

年
緑

組
が
「

〇
〇

し
て
み

た
い

け
ど

、
い

い
？
」

と
丁
寧

に
確

か
め

る
と
A

児
は
「

う
ん

、
い

い
よ
」「
ぼ

く
は
ビ
ュ

ー
ン

っ
て
⾶
ば

し
た

い
」

と
楽

し
そ

う
に
会

話
し

て
い

た
。

 
３

年
緑

組
が
帰

っ
た

後
も

A
児

は
興
奮
冷

め
や

ら
ぬ

よ
う

で
、

同
じ
グ

ル
ー

プ
の

友
達

と
何
度

も
紙
⾶
⾏

機
を
⾶
ば

し
て

い
た

。
 

機
や
投
げ
ゴ

マ
を
持

ち
寄

っ
た

こ
と

で
、

相
⼿

に
伝
わ

 
る

よ
う

な
表
現

が
で

き
た

。
聞

い
て

い
る
⽅

も
集

中
し

て
⽿

を
傾

け
て

い
た

。
 

②
［
c］

話
し
合

い
は

⼦
ど

も
た

ち
に
任
せ

、
幼
⼩

教
員

は
必
要

な
タ

イ
ミ
ン
グ

だ
け
参

加
し
「
今

の
伝

え
⽅

、
よ

く
わ

か
っ

た
よ
」

と
価
値

づ
け

る
よ

う
に

し
た

。
 

［
a］

２
回
⽬

の
話

し
合

い
を

も
っ

た
こ

と
で

、
A

児
も

伝
え

た
い

こ
と

を
し

っ
か

り
と

も
っ

て
参

加
で

き
た

。
⾃

分
で
作

っ
た
紙
⾶
⾏
機

を
⼤

事
そ

う
に

⼿
に
持

っ
て

話
し

て
い

た
。

 
２

⽉
６

⽇
 

①
明

⽇
は

い
よ

い
よ

【
⼀

緒
に

つ
く

る
お

楽
し
み
会

】。
A

児
は
保

育
室

の
製
作

コ
ー

ナ
ー

で
紙
⾶
⾏
機

の
最
終
確

 
認

に
余
念

が
な

い
。

同
じ

グ
ル

ー
プ

の
B

児
も

そ
っ

と
そ
ば

で
A

児
の

様
⼦

を
⾒
守

っ
て

い
た

。
 

 ２
⽉

７
⽇

 
②
お

楽
し
み
会

で
は

、
A

児
は

は
り

き
っ

て
「

い
ら

っ
し
ゃ

い
ま
せ

ー
！
」

と
お
客

を
呼

ん
で

い
た

。
ペ
ア

の
３

年
緑

組
に
優

し
く

か
か
わ

っ
て

も
ら

い
、
終

始
笑
顔

で
活

動
し

て
い

た
。

 
 ③
最

後
に
全
員

で
振

り
返

り
を

し
た
際

に
、
C

児
は

「
み

ん
な

で
⼒

を
合
わ
せ

た
の

で
、

す
ご

く
い

い
お

楽
し

み
会

に
な

っ
て

よ
か

っ
た

で
す

。」
と

発
表

し
、

た
く

さ
ん

の
拍

⼿
を

も
ら

っ
て

う
れ

し
そ

う
だ

っ
た

。
A

児
も

そ
の

様
⼦

を
⾒

な
が

ら
、
満

⾜
そ

う
な
表

情
だ

っ
た

。
 

 ①
［
a］
［
c］

⼦
ど

も
た

ち
が

⾃
分

で
選

ん
で

遊
び
出

せ
る

よ
う

に
、

場
所

や
材
料

を
⽤
意

し
て
お

い
た

こ
と

で
、
A

児
は

⾃
ら
翌

⽇
の

準
備

を
し

て
い

た
の

だ
ろ

う
。

 
    ②
［
b］
ペ
ア

の
⼩

学
⽣

を
決

め
、
継
続
的

に
交
流

を
続

け
た

こ
と

で
、
A

児
は
親

し
み

を
感

じ
、
安
⼼

し
て

⾃
分

を
表
出

で
き

た
。

 
  ③
［
b］
［
c］
交
流

の
際

に
は
振

り
返

り
の

時
間

を
も

つ
よ

う
に

し
て

い
た

。
⾃

分
の
意

⾒
を

伝
え

る
場
⾯

を
重

ね
て

き
た

か
ら

こ
そ

、
⼤
勢

の
前

で
も

思
い

を
⾃

分
な

り
の
⾔
葉

で
⾃
信

を
も

っ
て

伝
え

ら
れ

た
。

 

  
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
【

⼀
⼈

⼀
⼈

が
好

き
な

こ
と

、
や

り
た

い
こ

と
を
実
現

す
る

】
 

◯
 

幼
児

が
⾃

分
の

好
き

な
こ

と
、
得
意

な
こ

と
、

や
っ

て
み

た
い

こ
と

に
夢
中

に
な

っ
て

取
り

組
む

こ
と

、
ま

た
そ

の
状
況

を
確
保

し
て

い
く

こ
と

が
個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
考

え
る

。
ま

た
、

⼀
⼈

⼀
⼈

に
合

っ
た

材
料

が
⼗

分
に

⽤
意

さ
れ

、
⼒

を
発
揮

で
き

る
場

所
や

時
間
（
機
会
）、
グ

ル
ー

プ
の

⼈
数

を
整

え
る

こ
と

も
、

よ
り
“や

っ
て
み

た
い
”“

ま
た

や
り

た
い
”と

思
う

こ
と

に
つ

な
が

る
。

 
 【
安
⼼

で
き

た
り

、
刺
激

し
合

え
た

り
で

き
る

⼈
間
関
係

が
あ

る
】

 
◯

 
今

年
度

は
【

⼈
と
関
わ

る
⼒

を
育

て
る

】
と

い
う

ね
ら

い
で

、
⼩

学
３

年
⽣

と
の
交
流

を
計
画

し
た

。
３

年
⽣

が
年

⻑
児

の
話

に
⽿

を
傾

け
、
受
容
的

な
か

か
わ

り
を

し
て

く
れ

る
の

で
、

年
⻑

児
は
安
⼼

し
て

⾃
分

を
表
出

で
き

た
り

、
時

に
は
⽢

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

こ
の

年
齢
差

が
⼤

き
な

教
育
的
効
果

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

。
 

 
 

⼀
⽅

で
、

同
年
齢

で
は
意

⾒
を
交
わ

し
た

り
、
競

い
合

っ
た

り
刺
激

し
合

っ
た

り
す

る
姿

が
多

く
⾒

ら
れ

た
。

ね

ら
い

に
合
わ
せ

た
⼈
間
関
係

の
状
況

づ
く

り
の
配
慮

が
重
要

で
あ

り
、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

 
 ２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
【

⼦
ど

も
と

と
も

に
遊

び
、

感
じ

、
考

え
る
保

育
者

で
あ

る
こ

と
】

 
◯

 
⼤

き
な
⾏

事
で

は
あ

っ
た

が
、
保

育
者
主
導

で
進

め
る

の
で

は
な

く
、

⼦
ど

も
た

ち
と

話
し

、
保

育
者

も
意

⾒
を

出
し

な
が

ら
、

対
話

の
中

で
進

め
て

い
っ

た
。

年
⻑

児
の
担
任

だ
か

ら
と

い
っ

て
⿊

⼦
に
徹

す
る

の
で

は
な

く
、
常

に
“⼦

ど
も

と
と

も
に
”と

い
う
視
点

を
も

ち
、

遊
び

の
⼀
員

と
し

て
と

も
に

遊
び

、
感

じ
、

考
え

る
保

育
者

で
あ

る
こ

と
が

、
⼦

ど
も

の
声

を
聞

き
、
適
切

な
援
助

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

考
え

る
。

対
話

し
な

が
ら

進
め

る
こ

と
の

重
要
性

を
意
識

す
る
保

育
者

で
あ

り
た

い
。

 
 【

⼈
と

か
か
わ

る
う

れ
し

さ
を

感
じ

ら
れ

る
、
互
恵
性

の
あ

る
活
動

を
計
画

す
る

】
 

◯
 
今

年
度

の
幼
⼩
交
流

で
は

、【
⼈

と
関
わ

る
⼒

を
育

て
る

】と
い

う
ね

ら
い

の
も

と
、綿
密

な
打

ち
合
わ
せ

の
う

え
で
計
画

し
て
⾏

う
活
動

と
、
柔
軟

に
計
画

を
変
更

し
臨
機
応
変

に
⾏

う
活
動

と
を
バ

ラ
ン

ス
よ

く
⾏

っ
た

。
⼦

ど
も

に
も

幼
⼩

の
教
員

に
も
無

理
が

な
く

、
ゆ

と
り

を
も

っ
て

か
か
わ

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
 

 
ま

た
、

幼
教
員

に
よ

る
メ
ン
バ

ー
表

の
作
成

や
、

⼦
ど

も
が

⾃
ら
持

ち
寄

っ
た
製
作
物
等

が
、
互

い
の

理
解

を
深

め
、

よ
り
協
働

し
て
活
動

す
る

き
っ

か
け

と
な

っ
た

。
 

 【
幼

児
が

⾃
分

で
選

び
、
作

り
出
せ

る
環

境
を

⽤
意

し
て
お

く
】

 
◯

 
保

育
室

に
は

、
幼

児
が

⾃
由

に
選

び
、

い
つ

で
も

取
り
出
せ

る
材
料

コ
ー

ナ
ー

を
⽤
意

し
て

あ
る

。
幼

児
が
“や

り
た

い
”と

思
っ

た
時

を
逃

さ
ず

す
ぐ

に
遊

び
出
せ

る
環

境
、ま

た
“ま

た
明

⽇
も
続

き
が

し
た

い
”と

い
う
気
持

ち
を
受

け
⽌

め
、
製
作
物

を
保
管

す
る

場
所

や
置

き
⽅

に
も

こ
だ
わ

っ
た

。
こ

れ
ら

の
、

⼦
ど

も
の

思
い

を
⼤
切

に
し

た
環

境
構
成

が
、

個
別
最
適

、
ま

た
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
う

。
 

   
 

116



「
ク

レ
ー

プ
屋

」
 

 
園

名
：
愛
媛

⼤
学

教
育

学
部

附
属

幼
稚

園
 

 【
９

⽉
下
旬

か
ら

10
⽉
上
旬

】
 

○
 

思
っ

た
こ

と
や

感
じ

た
こ

と
を
伸

び
伸

び
と
表
現

し
な

が
ら

、
友

達
と
共
通

の
⽬
的

を
持

っ
て
活
動

に
取

り
組

み
、

遊
び

 
を

楽
し

む
。

 
○

 
い

ろ
い

ろ
な
運
動

に
興

味
を
持

っ
て

取
り

組
み

、
友

達
と

⼀
緒

に
体

を
思

い
切

り
動

か
す

楽
し

さ
を

味
わ

う
。

 
○

 
草
花

や
⽣

き
物

に
触

れ
る

こ
と

な
ど

を
通

し
て

、
夏

か
ら
秋

に
か

け
て

の
⾃
然

の
移

り
変
わ

り
を

感
じ

る
。

 
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

 
Ａ

児
は

、
も

と
も

と
製
作

遊
び

が
好

き
で

、
⾃

分
の
ア

イ
デ
ア

を
⽣

か
し

て
、

何
か

を
作

っ
て

遊
ぶ

こ
と

が
頻
繁

に
あ

っ
た

。
し

か
し

、
こ

の
「

ク
レ

ー
プ
屋
」

の
事

例
ま

で
は

、
⼀

⼈
で

好
き

な
遊

び
を

し
た

り
、

教
師

と
１

対
１

で
関
わ

っ
た

り
し

て
遊
ぶ

こ
と

が
多

く
、

友
達

と
⼀

緒
に

思
い

を
出

し
合

っ
て

遊
ぶ
姿

は
少

な
か

っ
た

。
そ

の
た

め
、

教
師

は
、
Ａ

児
の

よ
さ

で
あ

る
⾃

分
の
ア

イ
デ
ア

を
⽣

か
し

て
遊
ぶ

こ
と

を
楽

し
ん

で
ほ

し
い

と
い

う
思

い
と

そ
れ

を
⽣

か
し

な
が

ら
友

達
と

遊
び

を
作

っ
て

い
く

楽
し

さ
も

味
わ

っ
て
ほ

し
い

と
い

う
思

い
を
持

っ
て

い
た

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

９
⽉
22

⽇
 

①
Ａ

児
は

、
友

達
が

、
バ

ナ
ナ

が
⼊

っ
た

ク
レ

ー
プ

を
作

っ
て

い
る

様
⼦

を
⾒

て
、「

や
っ

て
み

た
い

。」
と

加
わ

っ
た

。
ク

レ
ー

プ
の

⽣
地

を
切

っ
た

と
こ

ろ
で

そ
の

⽇
は
終
わ

っ
た

。
 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
［
b］

友
達

が
作

っ
て

い
る
物

に
興

味
を
持

ち
、
仲
間

⼊
り

す
る

こ
と

で
、

友
達

と
の

か
か
わ

り
が

⽣
ま

れ
る

。
 

 

９
⽉
24

⽇
 

②
Ａ

児
と
Ｂ

児
が「
Ｃ

ち
ゃ

ん
、ク

レ
ー

プ
の
作

り
⽅

教
え

て
。」

と
Ｃ

児
を
誘

い
、

ク
レ

ー
プ
作

り
を

始
め

た
。

 
  ③

教
師

が
「

ク
レ

ー
プ

っ
て

、
ど

ん
な
⾷

べ
物

を
⼊

れ
た

ら
い

い
の
？
」

と
⾔

う
と

、Ａ
児

が「
私

は
イ

チ
ゴ

が
好

き
だ

か
ら

イ
チ
ゴ

を
⼊

れ
た

い
な

。」
と
⾔

っ
た

後
、
画

⽤
紙

を
イ

チ
ゴ

の
形

に
切

っ
た

。
そ

れ
を

⾒
て

い
た
Ｃ

児
が
「

イ
チ
ゴ

も
い

い
ね

。」
と
⾔

い
、

ク
レ

ー
プ

の
具

材
を
作

り
始

め
た

。
 

 ④
Ａ

児
が
⽩

い
花
紙

を
⼿

で
ち
ぎ

り
、「

こ
れ

が
⽣

ク
リ

ー
ム

ね
。」

と
提
案

す
る

と
、
Ｅ

児
が
「
私

も
、

そ
の

⽣
ク
リ

ー
ム

、
欲

し
い

。」
と

⾔
っ

た
。

そ
れ

を
聞

い
た
Ａ

児
は

、
友

達
に
認

め
ら

れ
て

、
と

て
も
満

⾜
そ

う
で

あ
っ

た
。

 

 ②
［
b］

２
⽇

前
に

、
ク

レ
ー

プ
作

り
を

し
て

い
た
Ｃ

児
に

進
ん

で
声

を
掛

け
て

、
作

り
⽅

を
聞

き
、

教
え

て
も

ら
っ

て
い

る
。

 
 ③
［
c］
バ

ナ
ナ
以

外
に

も
、

い
ろ

い
ろ

な
具

材
が

あ
る

こ
と

に
気
付

い
て
ほ

し
い

と
考

え
て

、
問

い
掛

け
た

。
 

   ④
［
a］
Ａ

児
の

⽣
ク
リ

ー
ム

と
い

う
新

し
い
ア

イ
デ
ア

は
、
豊

か
な

発
想

を
す

る
Ａ

児
の

よ
さ

が
表

れ
て

い
る

。
そ

れ
に

対
し

て
友

達
が
賛

同
し

て
く

れ
た

こ
と

が
う

れ
し

か
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
 

９
⽉
25

⽇
 

こ
の

⽇
も

、
し
ば

ら
く

ク
レ

ー
プ

を
作

っ
て

い
た

が
、

 
⑤
Ａ

児
か

ら
、「

ク
レ

ー
プ
屋

さ
ん

を
開

き
た

い
。」

と
い

う
話

が
出

た
。
近

く
で
ア

イ
ス
屋

を
開

い
て

い
た
Ｆ

児
も
「
お
客

さ
ん

を
誘

い
た

い
。」

と
⾔

っ
た

た
め

、
 

  ⑥
教

師
が
「

ク
レ

ー
プ
屋

さ
ん

と
ア

イ
ス
屋

さ
ん

で
⼀

緒
に
お
店

を
開

い
て
み

る
の

は
ど

う
？
」

と
提
案

す
る

と
、

 
    ⑦
Ａ

児
は

、「
い

い
ね

。
ク

レ
ー

プ
に
ア

イ
ス

が
⼊

っ
て

い
て

も
美

味
し

そ
う

だ
ね

。」
と
⾔

い
な

が
ら

、
Ａ

児
と
Ｆ

児
が
協
⼒

し
て
店

を
開

く
準

備
を

し
始

め
た

。
ク

レ
ー

プ
屋

と
ア

イ
ス
屋

で
他

の
学

級
に
呼

び
掛

け
に
⾏

き
、
作

っ
た

ク
レ

ー
プ

や
ア

イ
ス

を
売

っ
た

。
Ａ

児
は

、「
お
客

さ
ん

が
た

く
さ

ん
来

て
く

れ
て

う
れ

し
い

。」
と
喜

ん
だ

。
 

  ⑤
［
a］
今

ま
で

い
ろ

い
ろ

な
店
ご

っ
こ

を
楽

し
ん

だ
経
験

か
ら

、
店
ご

っ
こ

に
発
展

さ
せ

た
い

と
い

う
考

え
を
出

し
た

と
思
わ

れ
る

。
 

 ⑥
［
c］
ア

イ
ス
屋

を
し

て
い

た
友

達
と

⼀
緒

に
店

を
開

く
こ

と
で

、
友

達
と

の
か

か
わ

り
が

⽣
ま

れ
た

り
、

遊
び

が
よ

り
楽

し
く

な
っ

た
り

す
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
て

、
提
案

し
た

。
 

 ⑦
［
b］
Ｆ

児
と
協
⼒

し
な

が
ら

、
柔
軟

に
ク

レ
ー

プ
屋

と
ア

イ
ス
屋

を
運
営

し
、

楽
し

ん
で

い
る

。
 

９
⽉
26

⽇
 

⑧
朝

か
ら

、Ａ
児

が「
ま

た
ク

レ
ー

プ
屋

さ
ん

を
開

き
た

い
ね

。⾷
べ

る
場

所
も
作

ろ
う

よ
。」

と
⾔

い
、
Ｆ

児
が
「

イ
ー

ト
イ
ン

コ
ー

ナ
ー

か
。

い
い

ね
。」

と
賛

同
し

て
⼀

緒
に
机

や
椅

⼦
を

⽤
意

し
た

。
Ａ

児
は

、
机

に
飾

る
花

を
ポ
リ
袋

で
作

っ
た

り
、

テ
ー
ブ

ル
ク
ロ

ス
を
敷

い
た

り
し

て
、

イ
ー

ト
イ
ン

コ
ー

ナ
ー

を
準

備
し

た
。

 
   ⑨

す
る

と
、そ

の
様

⼦
を

⾒
て

い
た
Ｇ

児
が「
私

も
し

た
い

。こ
う

い
う

エ
プ
ロ
ン

を
着

け
た

ら
。」

と
⾔

っ
て

加
わ

っ
た

。す
る

と
、Ａ

児
も「
私

も
エ

プ
ロ
ン

、
着

け
た

い
な

。」
と
⾔

い
、

こ
の

⽇
か

ら
エ

プ
ロ
ン

を
⾝

に
着

け
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

 ⑩
４
歳

児
や

教
師

が
ク

レ
ー

プ
を
買

い
に
来

る
と

、
ク

レ
ー

プ
を
渡

す
の

で
は

な
く

、Ａ
児

は
、先

に
イ

ー
ト

イ
ン

コ
ー

ナ
ー

に
案
内

し
た

。４
歳

児
や

教
師

か
ら
「
⾷

べ
る

と
こ

ろ
だ

っ
て
！

す
ご

い
。」

と
⾔
わ

れ
る

と
、Ａ

児
は

、「
⼆

⼈
で
作

っ
た

ん
だ

よ
。」

と
誇

ら
し
げ

な
様

⼦
で

あ
っ

た
。

 
し

か
し

、た
く

さ
ん

の
⼈

が
来

た
た

め
、接
客

と
ク

レ
ー

プ
作

り
が
追

い
つ

い
て
お

ら
ず

、Ａ
児

は
、「（

⽣
地

や
バ

ナ
ナ

な
ど

の
具

材
が
）⾜

り
な

い
。

⾜
り

な
い

。」
と
⾔

っ
て
忙

し
そ

う
に

具
材

を
作

り
⾜

し
た

。
 

 ⑧
［
a］
Ａ

児
は

、
ク

レ
ー

プ
を
⾷

べ
る

場
所

を
作

る
と

い
い

と
い

う
新

し
い
ア

イ
デ

ア
を
出

し
、
机

に
花

や
テ

ー
ブ

ル
ク
ロ

ス
を

準
備

し
、

⾃
分

の
考

え
を

⽣
か

し
な

が
ら

準
備

を
進

め
て

い
る

。［
b］
Ａ

児
の
ア

イ
デ
ア

を
受

け
⼊

れ
て

く
れ

た
Ｆ

児
と
協

⼒
し

な
が

ら
準

備
を

進
め

て
い

る
。

 
 ⑨
［
b］
Ｇ

児
の
エ

プ
ロ
ン

を
着

け
る

と
い

う
ア

イ
デ
ア

の
よ

さ
を
受

け
⼊

れ
、

同
じ

よ
う

に
⾝

に
着

け
た

。
 

  ⑩
［
b］

友
達

と
頑
張

っ
て

準
備

し
た

イ
ー

ト
イ
ン

コ
ー

ナ
ー

を
喜

ん
で

も
ら

え
て

、
満

⾜
感

を
得

て
い

る
。
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９
⽉
29

⽇
 

⑪
こ

の
⽇

は
、
Ａ

児
と
Ｆ

児
が

ク
レ

ー
プ
屋

の
準

備
終

え
た

後
、前
回

、ク
レ

ー
プ
屋

を
運
営

す
る

こ
と

が
難

し
い

様
⼦

で
あ

っ
た

こ
と

を
教

師
が

話
題

に
出

し
、「

ど
う

し
た

ら
い

い
か

な
。」

と
投
げ
掛

け
た

。す
る

と
、「

た
く

さ
ん
お
客

さ
ん

が
来

て
く

れ
て

ク
レ

ー
プ

が
少

し
に

な
っ

ち
ゃ

っ
た

ね
。」
「

ど
う

し
よ

う
か

な
。」

な
ど

と
、

前
回

、
店

を
開

い
て
困

っ
た

こ
と

に
つ

い
て

話
し
合

い
な

が
ら

、
た

く
さ

ん
ク

レ
ー

プ
を
作

っ
て
開
店

の
準

備
を

し
た

。
 

 ⑫
そ

こ
に

、
４
歳

児
が

ク
レ

ー
プ

を
買

い
に
来

た
。
Ａ

児
が

ク
レ

ー
プ

を
渡

し
た

後
、
４
歳

児
は

、「
ぼ

く
、

ク
レ

ー
プ
作

り
も

し
た

い
ん

で
す

け
ど

。」
と
⾔

っ
た

。
そ

の
⾔
葉

が
き

っ
か

け
と

な
り

、Ａ
児

と
Ｆ

児
は

、「
あ

、
そ

う
だ

。
ク

レ
ー

プ
作

り
体
験

が
で

き
る
お
店

に
し

た
ら

い
い

ん
じ
ゃ

な
い

。」
と

話
し

始
め

、
ク

レ
ー

プ
作

り
体
験

コ
ー

ナ
ー

を
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。
Ａ

児
や
Ｆ

児
は

、「
ク

レ
ー

プ
の
焼

く
台

は
、こ

れ
が

い
い

ん
じ
ゃ

な
い

。」「
作

る
場

所
が

⾜
り

な
い

か
ら
机

を
出

し
た

ら
ど

う
か

な
。」

な
ど

と
、

ク
レ

ー
プ
作

り
体
験

に
必

要
な

準
備

に
つ

い
て
次

々
と
ア

イ
デ
ア

を
出

し
合

っ
た

。
周

り
に

い
た

⼦
ど

も
か

ら
の
「
焼

く
⼈

と
作

り
⽅

を
教

え
る

⼈
に

分
か

れ
た

ら
い

い
ん

じ
ゃ

な
い

。」
と

い
う
ア

イ
デ
ア

に
も「

そ
れ

す
ご

く
い

い
ね

。」
と
答

え
、

コ
ー

ナ
ー

を
作

っ
た

。
 

 ⑪
［
c］

前
回

、
Ａ

児
と
Ｆ

児
だ

け
で

は
ク

レ
ー

プ
屋

を
運
営

す
る

こ
と

が
難

し
い

様
⼦

で
あ

っ
た

こ
と

を
伝

え
、

⼦
ど

も
た

ち
が

前
回

の
遊

び
を

思
い
出

し
、

⼦
ど

も
た

ち
同

⼠
で

解
決

で
き

る
よ

う
に
促

し
た

。
［
b］

前
回
店

を
開

い
た

と
き

に
困

っ
た

こ
と

を
思

い
出

し
、

友
達

と
相
談

し
て

、
解
決
⽅
法

を
考

え
て

い
る

。
 

   ⑫
［
a］
４
歳

児
の

発
⾔

か
ら

、
ク

レ
ー

プ
作

り
体
験

が
で

き
る
店

に
し

よ
う

と
柔
軟

に
考

え
て

準
備

し
て

い
る

。［
b］

ク
レ

ー
プ
作

り
体
験

に
必
要

な
道

具
や

具
材

な
ど

を
Ａ

児
と
Ｆ

児
で

相
談

し
な

が
ら

進
め

る
だ

け
で

な
く

、
周

り
の

友
達

の
ア

イ
デ
ア

も
柔
軟

に
取

り
⼊

れ
、

遊
び

を
よ

り
よ

い
も

の
に

し
よ

う
と

し
て

い
る

。
 

 

９
⽉
30

⽇
 

⑬
朝

か
ら
Ａ

児
は

、「
今

⽇
は

、
お
客

さ
ん

を
呼
ぶ

た
め

に
、

た
く

さ
ん

イ
チ
ゴ

や
バ

ナ
ナ

を
作

っ
て
お

か
な

い
と

。
場

所
も
決

め
よ

う
。」

と
⾔

い
、

テ
ー
ブ

ル
を
出

し
て

ク
レ

ー
プ

を
焼

く
コ

ー
ナ

ー
と
バ

ナ
ナ

や
イ

チ
ゴ

な
ど

の
ト

ッ
ピ
ン
グ

コ
ー

ナ
ー

を
設

け
た

。
 

  ⑭
ま

た
、今

ま
で
作

っ
て

き
た

ク
レ

ー
プ

だ
け

で
な

く
、「

ね
え

、ね
え

、
⾒

て
。
ネ

コ
の

ク
レ

ー
プ

だ
よ

。」
と

、
ネ

コ
に

⾒
え

る
よ

う
に

ト
ッ
ピ

ン
グ

を
貼

り
付

け
て
オ
リ
ジ

ナ
ル

の
ク

レ
ー

プ
を
作

っ
た

。
教

師
が

、
「

ど
う

し
て
ネ

コ
の

ク
レ

ー
プ

を
作

っ
た

の
。」

と
尋

ね
る

と
、「
ネ

コ
の

ク
レ

ー
プ

を
作

り
た

い
⼈

も
い

る
か

も
し

れ
な

い
か

ら
。」

と
答

え
、
来

て
く

れ
た

⼈
を

楽
し

ま
せ

よ
う

と
⼯

夫
し

て
い

た
。教

師
が

、「
そ

う
か

、
ネ

コ
が

好
き

な
⼈

の
こ

と
も

考
え

て
く

れ
た

ん
だ

ね
。
喜

ん
で

も
ら

え
る

と
い

い
ね

。」
と
答

え
る

と
、
Ａ

児
は

、「
う

ん
、
優

し
い

ク
レ

ー
プ
屋

さ
ん

に
す

る
ん

だ
よ

。」
と
答

え
、

そ
れ

に
Ｆ

児
も
「

い
い

ね
。」

と
、
賛

同
し

た
。

そ
の

後
、
来

て
く

れ
た

⼈
が
「

の
ど

が
渇

い
た

な
。」

と
⾔

う
と

、
Ａ

児
と
Ｆ

児
が

分
担

し
な

が
ら

、「
飲
み
物

は
何

が
い

い
で

す
か

。」
と

聞
い

て
ジ
ュ

ー
ス

を
出

し
た

り
、「

ク
レ

ー
プ

を
⾷

べ
た

ら
⼿

に
⽣

ク
リ

ー
ム

が
付

い
ち
ゃ

っ
た

。」
と
⾔

う
と

、
⼿
拭

き
を
出

し
た

り
し

て
、

店
員

と
し

て
相

⼿
の

こ
と

を
考

え
て
接
客

し
た

。
 

 ⑬
［
c］

⼦
ど

も
た

ち
同

⼠
で

遊
び

が
展
開

さ
れ

る
よ

う
に
適
宜

、
助
⾔

を
し

た
り

、
様

⼦
を

⾒
守

っ
た

り
し

た
。

⼦
ど

も
た

ち
の
会

話
を

よ
く

聞
き

、
ア

イ
デ
ア

を
実
現

す
る

た
め

に
必
要

な
物

を
す
ぐ

に
取

り
出

せ
る

よ
う

な
場

所
に
置

い
た

。
 

 ⑭
［
c］
ネ

コ
の

ク
レ

ー
プ

を
作

っ
た

理
由

を
尋

ね
る

こ
と

で
、
必
要

な
物

を
⽤
意

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
と

考
え

、
Ａ

児
の

思
い

を
引

き
出

し
て
受

け
⽌

め
た

。［
a］
来

て
く

れ
た
客

の
こ

と
を

考
え

て
、

⾃
分

の
ア

イ
デ
ア

を
⽣

か
し

た
店
作

り
を

し
て

い
る

。［
b］
客

と
の

や
り

取
り

を
楽

し
み

な
が

ら
、
客

の
意

⾒
を

聞
き

⼊
れ

、
店

を
よ

り
よ

く
し

て
い

こ
う

と
し

て
お

り
、
他
者

意
識

が
育

っ
て

い
る

。
 

10
⽉

１
⽇

〜
６

⽇
 

 
朝

か
ら

ク
レ

ー
プ
屋

の
準

備
を
済

ま
せ

る
と

、
Ａ

児
と
Ｆ

児
が

３
歳

児
と
４
歳

児
を

ク
レ

ー
プ
屋

に
誘

っ
て
店

を
開

い
て

楽
し

ん
だ

。
 

  

10
⽉
９

⽇
（
⽊
）

〜
 

⑮
こ

の
⽇
以
降

も
Ａ

児
は

、
ク

レ
ー

プ
や

具
材

を
作

っ
て

３
歳

児
や
４
歳

児
を

ク
レ

ー
プ
屋
へ
誘

っ
た

り
、

友
達

に
誘

わ
れ

た
ま

ま
ご

と
を

し
な

が
ら

、
時

々
ク

レ
ー

プ
屋

の
ア

ル
バ

イ
ト

に
⾏

く
と

い
う

設
定

を
楽

し
ん

だ
り

し
た

。ま
た

、
共

に
ま

ま
ご

と
を

し
て

い
る

友
達

を
誘

っ
て

ク
レ

ー
プ
屋

を
開

く
こ

と
も

あ
っ

た
。

 
 

そ
の

後
、

ク
レ

ー
プ
屋

か
ら
寿
司
屋

へ
と
徐

々
に

遊
び

が
変
わ

っ
て

い
っ

た
。
寿
司
屋

で
は

、
Ａ

児
が
メ
ニ
ュ

ー
の
中

に
デ
ザ

ー
ト

と
し

て
ク

レ
ー

プ
を

取
り

⼊
れ

る
こ

と
を

友
達

に
提
案

し
て

楽
し

ん
だ

。
 

 
  

 ⑮
［
a］
Ａ

児
は

、
ク

レ
ー

プ
屋

か
ら

ま
ま

ご
と

や
寿
司
屋

と
い

う
別

の
遊

び
に
展
開

し
て

い
っ

て
も

、
ク

レ
ー

プ
を

遊
び

に
取

り
⼊

れ
て

、
楽

し
ん

で
い

る
柔
軟

さ
が

あ
る

。［
b］

そ
の
Ａ

児
の
ア

イ
デ
ア

を
周

り
の

友
達

に
提
案

し
、

友
達

と
共

に
楽

し
む

こ
と

で
、
新

た
な

遊
び
⽅

が
広

が
っ

た
。

 

 
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
【
Ａ

児
の
店
ご

っ
こ

を
し

た
経
験

の
積
み
上
げ

】
 

○
Ａ

児
は

、
３
歳

児
の
頃

か
ら
店
ご

っ
こ

を
し

た
経
験

が
豊
富

で
、

い
ろ

い
ろ

な
店

を
開

い
て
店
員

役
を

楽
し

ん
で

い
る

。
ま

た
、
客

と
し

て
、
頻
繁

に
店

に
通

い
、
店
員

と
の

や
り

取
り

を
楽

し
ん

だ
経
験

も
豊
富

で
あ

る
。

そ
の

よ
う

な
経
験

の
積
み
上
げ

が
あ

っ
た

か
ら

こ
そ

、
様

々
な
ア

イ
デ
ア

を
⽣

か
し

た
店
作

り
が

で
き

た
と

考
え

る
。

こ
れ

は
、

個
の

よ
さ
（

個
別
最
適
）

が
全
体

の
遊

び
（
協
働
的

な
学

び
）

に
つ

な
が

っ
た
ポ

イ
ン

ト
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
 

【
⾃

分
の
ア

イ
デ
ア

や
友

達
の
ア

イ
デ
ア

を
遊

び
に

⽣
か

そ
う

と
す

る
柔
軟

な
姿
勢

】
 

○
Ａ

児
は

、
⾃

分
の
ア

イ
デ
ア

だ
け

で
な

く
、

同
じ
店

を
し

て
い

る
友

達
や
客

と
し

て
来

た
友

達
の
ア

イ
デ
ア

を
柔
軟

に
取

り
⼊

れ
る

こ
と

が
で

き
た

。
い

ろ
い

ろ
な

⼈
の

考
え

を
受

け
⼊

れ
る

こ
と

で
、

遊
び

が
よ

り
楽

し
い

も
の

に
な

っ
て

い
く

こ
と

を
今

ま
で

の
遊

び
で

何
度

も
経
験

し
て

い
る

と
思
わ

れ
る

。
Ａ

児
の

そ
の

よ
う

な
柔
軟

な
姿
勢

が
、

友
達

と
⽬
的

を
共
有

し
な

が
ら

遊
び

を
発
展

さ
せ

て
い

く
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
。

 
【
互

い
の

考
え

を
受

け
⼊

れ
、

⽣
か

し
合

う
雰
囲
気

】
 

○
Ａ

児
の

考
え

や
他

の
友

達
の

考
え

を
素
直

に
受

け
⼊

れ
合

い
、

⽣
か

し
合

う
雰
囲
気

が
あ

る
こ

と
が

、
個
別
最
適

な
学

び
や
協
働
的

な
学

び
に

は
、
必
要

で
あ

る
。

そ
の

よ
う

な
温

か
い

⼈
間
関
係

が
構
築

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

、
⾃

分
の

考
え

を
相

⼿
に

伝
え

て
み

よ
う

と
す

る
こ

と
に

つ
な

が
り

、
さ

ら
に

、
考

え
を
受

け
⼊

れ
て

も
ら

っ
た
経
験

が
、
新

た
な

発
⾔

に
つ

な
が

っ
て

い
く

。
こ

の
よ

う
な

好
循

環
が

、
学

び
を
深

め
て

い
く

の
で

は
な

い
か

と
考

え
た

。
 

 ２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
【

⼦
ど

も
の
ア

イ
デ
ア

を
形

に
す

る
た

め
の

材
料

の
準

備
や
提
案

】
 

○
Ａ

児
た

ち
の
豊

か
な
ア

イ
デ
ア

を
形

に
す

る
た

め
に

は
、

ク
レ

ー
プ
屋

さ
ん

に
使

う
様

々
な

材
料

や
道

具
な

ど
が
必

118



要
に

な
る

。
⼦

ど
も

が
必
要

な
材
料

を
選

ん
で

、
⼿

に
取

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

材
料

や
道

具
を

準
備

し
て
お

い
た

り
、
困

っ
て

い
る

場
⾯

で
は

⼀
緒

に
材
料

を
考

え
た

り
す

る
こ

と
が

、
⼤
切

な
援
助

に
な

っ
た

と
考

え
る

。
個
別
最
適

な
学

び
や
協
働
的

な
学

び
の
芽

を
摘

ま
な

い
よ

う
に

、
環

境
⾯

で
の
充
実

を
⼼
掛

け
た

。
 

【
仲
間

と
し

て
加
わ

る
こ

と
と

⾒
守

る
こ

と
の
バ

ラ
ン

ス
】

 
○
Ａ

児
た

ち
は

、
⾃

分
た

ち
で

、
ど

ん
ど

ん
遊

び
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
た

め
、

教
師

が
積
極
的

に
店
ご

っ
こ

に
加
わ

る
必
要

が
な

い
場
⾯

も
あ

る
。

そ
の

と
き

は
、

⾒
守

る
援
助

を
⼼
掛

け
た

。
⼀
⽅

で
、
必
要

に
応

じ
て

、
声
掛

け
を
⾏

っ
た

り
、
製
作

を
⼿

伝
っ

た
り

す
る

な
ど

、
仲
間

の
⼀
員

と
し

て
店
ご

っ
こ

を
楽

し
む

よ
う

に
し

た
。

ど
ち

ら
も

⼤
事

で
、

そ
の
都
度
バ

ラ
ン

ス
を

取
り

な
が

ら
、

⼦
ど

も
の

個
別
最
適

な
学

び
や
協
働
的

な
学

び
を
⽀

え
る

よ
う

に
し

た
。

 
   

 

「
イ

メ
ー

ジ
を

実
現

し
て

い
く

楽
し

さ
」

 
 

園
  

名
：
⾼
知

⼤
学

教
育

学
部

附
属

幼
稚

園
 

【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
９

⽉
中
旬

 
 

〇
⾃

分
の
作

り
た

い
も

の
を

イ
メ

ー
ジ

し
、
⾊

や
形

に
こ

だ
わ

っ
て
表
現

す
る

楽
し

さ
を

味
わ

う
。

 
 

〇
友

達
と

思
い

や
考

え
を
出

し
合

い
な

が
ら

、
⾃

分
達

で
遊

び
を

進
め

て
い

く
楽

し
さ

を
味
わ

う
。

 
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

 
５
歳

児
９

⽉
の

教
育
実
習
中

、
明

る
く

て
よ

く
気

が
利

く
反
⾯

、
遊

び
の
続

き
づ

ら
か

っ
た
Ａ

児
が

、
横

⻑
に

つ
な
げ

た
箱

に
ハ
サ

ミ
型

に
切

っ
た
⾚

い
折
紙

を
貼

り
、

⼤
き

な
カ
ニ

を
作

っ
た

。
保

育
者

は
そ

の
姿

に
表
現
へ

の
思

い
を

感
じ

、「
⾚

く
な

っ
た

ら
も

っ
と

本
物
み

た
い

に
な

り
そ

う
！
」

と
後
押

し
し

て
み

た
。

す
る

と
、
Ａ

児
は

す
ぐ

に
⾚
⾊

の
布
ガ

ム
テ

ー
プ

を
友

達
の

⼿
助

け
で

ち
ぎ

っ
て
貼

る
な

ど
、
⾊

や
形

に
こ

だ
わ

り
１

時
間
ほ

ど
集
中

し
て

完
成

さ
せ

た
。「
カ
ニ
太
郎
」

と
名
付

け
持

ち
歩

い
て

遊
ん

だ
Ａ

児
は

、
翌

⽇
に

イ
カ
太
郎

、
そ

の
後

タ
コ
太
郎

も
作

り
、

海
の

⽣
き
物

の
製
作

遊
び

は
周
囲

に
も

広
が

っ
て

い
っ

た
。

 
そ

こ
で

、
共
有

し
た

イ
メ

ー
ジ

を
友

達
同

⼠
表
現

し
て

楽
し

め
る

よ
う

、
実

習
⽣

と
製
作
物

を
使

っ
た
⿂
釣

り
遊

び
を
打
合
せ

、
海

も
園

児
と

⼤
型
積
み
⽊

で
環

境
構
成

し
て
み

た
。

す
る

と
、
関
わ

る
友

達
が
限

ら
れ

て
い

た
F

児
も

、
イ
メ

ー
ジ

を
膨

ら
ま
せ

て
豊

か
に
表
現

し
始

め
た

た
め

、
保

育
者

も
⼀

緒
に

遊
ぶ
援
助

に
努

め
る

こ
と

に
し

た
。

 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

９
⽉

13
⽇
(⾦
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①
 

⼦
ど

も
た

ち
が

⾃
分

の
イ
メ

ー
ジ

を
形

に
す

る
楽

し
さ

や
釣

る
仕

組
み

を
⼯

夫
す

る
楽

し
さ

を
味
わ

え
る

よ
う

、
実
習

⽣
が
⿂
釣

り
遊

び
を
提
案

し
、

⼦
ど

も
た

ち
と

⼀
緒

に
⼤

型
積
み
⽊

で
海

の
環

境
を

つ
く

っ
た

。
⼦

ど
も

た
ち

は
、
実
習

⽣
が

⽤
意

し
た
モ

ー
ル

の
釣

り
針

を
参

考
に

、
⾃

分
達

で
釣
竿

を
作

っ
た

り
、
ビ
ニ

ー
ル
袋

や
様

々
な
⾊

の
花
紙

、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
、
⾊
紙

な
ど

で
⿂

を
作

っ
た

り
し

た
。

 
    

②
 
Ａ

児
は

、
カ
ニ
太
郎

、
イ
カ
太
郎

、
タ

コ
太
郎

を
海

の
中

に
放
流

し
て

い
た

。
 

   
③

 
Ｂ

児
と
Ｃ

児
は

、「
リ
ュ

ウ
グ

ウ
ノ
ツ
カ

イ
を
作

る
」

と
⾔

っ
て
ペ

ー
パ

ー
タ
オ

ル
の
芯

で
作

り
始

め
た

。
「

で
き

た
」

と
⾔

っ
て

、
⼆

⼈
で

⾒
せ

に
来

た
も

の
は

、
芯

の
先

に
ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
を

何
⾊

も
付

け
た

も
の

だ
っ

た
。
保

育
者

は
、

も
っ

と
本
物

ら
し

く
体

⻑
の

⻑
さ

に
こ

だ
わ

っ
て
ほ

し
い

と
願

い
、「

も
っ

と
⻑

く
な

か
っ

た
っ

け
？
」

と
⼀

緒
に
図
鑑

を
広
げ

て

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①

 ［
b］
実
習

⽣
の

⽤
意

し
た
釣

り
竿

や
⼀

緒
に
囲

っ
た
積
⽊

の
海

の
環

境
か

ら
、
⿂
釣

り
の

イ
メ

ー
ジ

が
共
有

さ
れ

て
い

っ
た

。
⼦

ど
も

そ
れ
ぞ

れ
が
⿂

や
竿

な
ど
表
現

し
た

い
こ

と
を

⾒
付

け
、
⿂
釣

り
の

イ
メ

ー
ジ

を
も

っ
て

⼀
緒

に
遊
ぶ

楽
し

さ
を

味
わ

っ
て

い
た

の
で

は
な

い
か

。
 

[c
]⽣

き
物

の
イ
メ

ー
ジ

を
表
現

す
る

楽
し

さ
が
膨

ら
ん

で
き

た
頃

に
、
実
習

⽣
が
⿂
釣

り
ご

っ
こ

を
提
案

し
、

⼀
緒

に
環

境
を

つ
く

っ
た

こ
と

で
、

友
達

同
⼠
作

っ
て

遊
ぶ

こ
と
へ

の
意
欲

が
引

き
出

さ
れ

て
い

る
。

 
 

②
 ［
b］

 ⼤
切

に
し

て
い

た
製
作
物

を
使

っ
た

り
釣

り
ご

っ
こ

を
受

け
⼊

れ
た

り
す

る
姿

に
、
釣

り
遊

び
へ

の
Ａ

児
の

イ
メ

ー
ジ

と
周

り
の

友
達

の
イ
メ

ー
ジ

の
強

い
つ

な
が

り
が

感
じ

ら
れ

る
。

 
 

③
 ［
a］
Ｂ

児
と
Ｃ

児
に

も
形

の
表
現

に
⼯

夫
が

感
じ

ら
れ

始
め

、
⾊

に
も

こ
だ
わ

ろ
う

と
し

て
い

た
。

リ
ュ

ウ
グ

ウ
ノ
ツ
カ

イ
を

ど
こ

か
で

⾒
た

こ
と

が
あ

り
、

そ
の
独
特

な
⾊

を
表
現

し
よ

う
と

し
た

の
だ

ろ
う

。
 

［
b］
⼆

⼈
で

⼀
緒

に
保

育
者

に
⾒
せ

に
来

た
姿

や
、
再
度
作

り
直

し
笑
顔

で
⼀

緒
に
放
流

す
る
姿

119



み
た

。
 

す
る

と
、「

そ
う

な
が

や
け

ど
…

。
あ

、
い

い
こ

と
考

え
た
」

と
⾔

っ
て

も
う

⼀
度
製
作

テ
ー
ブ

ル
に
戻

り
、
作

り
始

め
た

。
次

に
持

っ
て

き
た

時
に

は
芯

が
２

個
に
連

な
っ

て
い

た
の

で
、「
お
ぉ
！

そ
う

い
う

の
、

そ
う

い
う

の
！

本
物

っ
ぽ

い
で

す
ね
ぇ

。」
と

伝
え

る
と

、
⼆

⼈
と

も
に

こ
に

こ
し

て
、
積
み
⽊

の
海

に
放
流

し
て

い
た

。
 

 
④

 
そ

の
⽇

の
昼
⾷

後
、
Ａ

児
た

ち
の
⿂
釣

り
遊

び
の
続

き
が

始
ま

っ
た

の
で

、
保

育
者

も
仲
間

⼊
り

し
て

⼀
緒

に
⿂
釣

り
を

楽
し

む
こ

と
に

し
た

。
 

D
児

は
「

こ
っ

ち
（

マ
グ
ネ

ッ
ト
）

の
⽅

が
簡
単

や
！
」

と
⾔

い
な

が
ら

、
マ
グ
ネ

ッ
ト

の
釣

り
針

と
モ

ー
ル

の
釣

り
針

の
両
⽅

の
竿

で
釣

っ
て
お

り
、

２
つ

を
使

い
分

け
る

こ
と

を
楽

し
ん

で
い

る
よ

う
だ

っ
た

。
 

ま
た

、
同

じ
⼤
物

を
狙

っ
て
釣

ろ
う

と
す

る
⼦

ど
も

た
ち

の
釣

り
⽷

が
絡
み
合

い
、
ほ

ど
か

な
け

れ
ば

ど
ち

ら
も
獲
物

を
釣

れ
な

い
と

い
う

や
や

こ
し

さ
か

ら
、
絡
み
合

う
た

び
に

⼤
き

な
笑

い
声

が
起

き
た

。
保

育
者

も
思
わ

ず
「
釣

り
し

よ
っ

た
ら

あ
る

あ
る

よ
ね
ぇ
」

と
⾔

っ
て
笑

い
、

⻑
い
竿

や
⽷

の
先

で
何
度

も
起

き
て

し
ま

う
⼦

ど
も

た
ち

と
の
関
わ

り
を

楽
し

ん
だ

。
 

       ⑤
 
釣

り
遊

び
を

し
て

い
る

う
ち

、
い

つ
の
間

に
か
Ｅ

児
と
Ｆ

児
が

、
釣

っ
た
⿂

の
料

理
⼈

に
な

っ
て
お

り
、

「
さ
ば

き
ま

し
ょ

う
か
？
」「

何
が

い
い

で
す

か
？
」

と
聞

き
な

が
ら

、
友

達
が
釣

っ
た
⿂

を
受

け
取

っ
て

は
包
丁

で
切

る
真
似

を
し

て
い

た
。

さ
ら

に
、「

は
い

、
さ

し
み

で
す

。
醤
油

は
い

り
ま

す
か
？
」

な
ど

の
や

り
取

り
も

広
が

っ
て

い
た

。
F

児
に
「
醤
油

は
い

り
ま

す
か
？
」

と
聞

か
れ

た
保

育
者

は
、「

こ
れ

は
ポ

ン
酢

で
い

た
だ

き
た

い
で

す
」

と
返

し
て
み

た
。

す
る

と
、
Ｆ

児
は

少
し

考
え

て
か

ら
「
ポ
ン
酢

っ
て

何
？
」

と
聞

い
て

き
た

。「
ポ
ン
酢

は
醤
油

に
お
酢

と
か
ユ
ズ

と
か

の
柑
橘
系

が
⼊

っ
た

も
の

で
す
」

と
答

え
る

と
頷

き
、「

は
い

、
ポ
ン
酢

で
す
」

と
⾔

っ
て
渡

し
て

く
れ

た
。

 
  

か
ら

、
友

達
と

⼀
緒

に
相
談

し
て
作

る
こ

と
や
協

⼒
し

て
⼯

夫
し

た
り

す
る

こ
と
へ

の
充
実

感
が
窺

え
る

。
 

[c
] 
保

育
者

が
そ

の
意
欲

を
捉

え
、

さ
り
げ

な
く

め
あ

て
が

⽣
ま

れ
る

よ
う

な
問

い
掛

け
を

し
た

こ
と

で
、

さ
ら

に
本
物

ら
し

い
表
現

に
気
付

き
、

⾃
ら
作

り
始

め
た

の
で

は
な

い
か

。
 

  
④

 ［
a］
⽷

の
先

を
磁
⽯

の
場

所
に
合
わ
せ

た
り

、
体

ご
と
竿

を
傾

け
て
モ

ー
ル

の
先

の
⾓
度

を
変

え
た

り
す

る
姿

か
ら

は
、
釣

り
針

の
素

材
に
着
⽬

し
、

そ
れ
ぞ

れ
の
特
性

に
応

じ
た
釣

り
⽅

を
⼯

夫
す

る
楽

し
さ

が
感

じ
ら

れ
る

。
 

［
b］

同
じ
⿂

を
違

う
場

所
か

ら
狙

う
こ

と
で

、
⾃

分
と

友
達

の
釣

り
⽷

が
絡

ま
り

、
そ

の
偶

発
的

な
関
わ

り
や
釣

り
の

イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
て

遊
ぶ

、
そ

の
雰
囲
気

を
楽

し
ん

で
い

た
の

だ
ろ

う
。

⾯
⽩

が
る
⼼

も
ち

か
ら

は
、

友
達
へ

の
親

し
み

や
つ

な
が

る
喜

び
も

感
じ

ら
れ

る
。

 
[c
] 
釣

る
仕

組
み

が
複
数

あ
っ

た
こ

と
で

、
仕

組
み

や
そ

の
難
易
度

の
違

い
へ

の
気
付

き
が

⽣
ま

れ
た

。
ま

た
、
保

育
者

が
共

に
遊

び
、
⽷

の
絡

ま
り

を
⾯
⽩

が
っ

た
こ

と
で

、
⼀

緒
に
作

っ
た

環
境

で
、

友
達

や
保

育
者

と
イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
て

遊
ぶ

楽
し

さ
が
引

き
出

さ
れ

た
の

で
は

な
い

か
。

 
      ⑤

 ［
a］
［
b］
釣

り
遊

び
の

イ
メ

ー
ジ

や
友

達
同

⼠
の

関
わ

り
の

楽
し

さ
か

ら
、
釣

り
⼈

と
料

理
⼈

の
よ

う
な

や
り

と
り

を
、
想
像
⼒
豊

か
に
再
現

し
合

う
遊

び
へ

と
つ

な
が

っ
て

い
っ

た
の

で
は

な
い

か
。

ま
た

、
そ

の
楽

し
さ

か
ら

、
ま

だ
聞

い
た

こ
と

が
な

い
⾔
葉

に
も
関
⼼

を
も

っ
て
尋

ね
返

し
、
新

し
い
⾔
葉

を
知

っ
て

取
り

⼊
れ

よ
う

と
す

る
姿

も
⾒

ら
れ

て
い

る
。

 
[c
] 
⾔
葉
へ

の
豊

か
な

感
覚

を
感

じ
る

と
も

に
、

様
々

な
会

話
や

い
ろ

い
ろ

な
し
ぐ

さ
を
繰

り
返

し
表
現

す
る
姿

や
、
昼
⾷

後
に

も
遊

び
が
続

い
た

様
⼦

か
ら

は
、

こ
の

遊
び
へ

の
意
欲

が
⾼

か
っ

た
こ

と
や

、
イ
メ

ー
ジ

を
⾔
葉

で
伝

え
合

っ
た

り
、

友
達

と
⼀

緒
に

⼀
つ

の
イ
メ

ー
ジ

を
楽

し
ん

だ
り

す
る

こ
と

を
求

め
て

い
る

こ
と

も
窺

え
る

。
保

育
者

が
⼀

緒
に

な
っ

て
、

や
り

と
り

を
⾯
⽩

が
っ

た
こ

   
⑥

 
Ｆ

児
は

さ
ら

に
、

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
の
芯

を
半

分
に
折

り
、

そ
れ

を
は

さ
み

で
切

り
抜

い
て
出
刃
包

丁
を
作

っ
て

い
た

。
釣

っ
た
⿂

が
運
ば

れ
る

た
び

に
、
真
剣

に
そ

の
包
丁

で
さ
ば

く
し
ぐ

さ
を
繰

り
返

し
て

い
た

。
 

     ⑦
 
周
囲

の
⼦

ど
も

達
は

、
⿂

が
釣

れ
る

た
び

に
「

は
い

、
Ｆ
君
」「
Ｅ
君

に
渡

し
て
」

と
テ
ン

ポ
よ

く
渡

し
て

は
、「
刺
⾝
」

や
「

ど
ん
ぶ

り
」

な
ど

に
な

っ
て
返

っ
て

き
た
⿂

を
笑
顔

で
平

ら
げ

、
そ

の
⿂

を
ま

た
海

に
放
流

し
て
釣

る
、

と
い

う
こ

と
を
繰

り
返

し
楽

し
ん

で
い

た
。

 
保

育
者

も
⿂

が
釣

れ
る

た
び

に
Ｆ

児
や
Ｅ

児
に
渡

し
、

調
理
⽅
法

を
伝

え
た

り
、
届

い
た

も
の

を
⾷

べ
た

り
す

る
こ

と
を

⼀
緒

に
楽

し
ん

だ
。

 
 

 

と
も

、
遊

び
の

楽
し

さ
を
膨

ら
ま
せ

る
効
果

が
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
 

 ⑥
 ［
a］
料

理
⼈

と
な

っ
て
釣

り
遊

び
に

加
わ

っ
た
Ｆ

児
に

も
、

そ
の

楽
し

さ
か

ら
本
物

ら
し

い
包
丁

の
形

に
こ

だ
わ

っ
て
作

る
姿

が
⽣

ま
れ

た
。

ま
た

、
そ

れ
を

使
っ

た
料

理
⼈

を
真
似

る
遊

び
を
繰

り
返

し
楽

し
ん

で
い

た
。

 
     ⑦

 ［
b］

⽣
活

の
中

で
経
験

し
た

り
⾒

聞
き

し
て

い
た

で
あ

ろ
う
⾔
葉

や
動

き
の

や
り

と
り

を
、
忠
実

に
再
現

し
合

っ
て

友
達

や
保

育
者

と
の

や
り

取
り

を
楽

し
み

、
さ

ら
に
繰

り
返

し
て

い
る

。
 

[c
] 
⾔
葉

や
仕
草

で
想
像

し
た

イ
メ

ー
ジ

を
表
現

し
合

い
、

さ
ら

に
友

達
同

⼠
で

広
げ

て
い

る
。

そ
の

楽
し

さ
を
保

育
者

が
捉

え
、
⾔
葉

の
や

り
取

り
や
仕
草

を
と

も
に
⾯
⽩

が
り

、
よ

り
本
物

ら
し

い
や

り
と

り
を

さ
り
げ

な
く
促

し
た

こ
と

が
、

遊
び

へ
の
意
欲

や
表
現

し
合

う
関
わ

り
を
豊

か
に

し
た

の
で

は
な

い
か

。
 

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
 【

本
物

に
近
付

け
て
表
現

す
る

楽
し

さ
を

味
わ

う
経
験

】
 

 
Ａ

児
、
Ｂ

児
、
Ｃ

児
、
Ｆ

児
は

、
⽣
活

の
中

に
あ

る
モ
ノ

の
イ
メ

ー
ジ

を
そ

れ
ぞ

れ
に

も
ち

、
そ

れ
を
「
作

る
」

と
い

う
⾏
為

で
表
現

し
、
作

っ
た
モ
ノ

を
通

し
て

そ
の

イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
て

い
た

。
ま

た
、

⼀
⼈

⼀
⼈

が
形

や
素

材
な

ど
に

こ
だ
わ

り
な

が
ら
作

っ
て

遊
ぶ

こ
と

で
、
モ
ノ

の
具
体
性

に
迫

る
と

と
も

に
、
積
み
⽊

の
海

と
い

う
イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
て

遊
び

た
く

な
る

環
境

を
得

て
、「

本
物

に
近

づ
け

て
表
現

し
た

い
」

と
い

う
欲
求

が
⼦

ど
も

達
の
内
⾯

で
膨

ら
み

、
個
別
最
適

な
遊

び
の
充
実

か
ら
協
働
的

な
遊

び
へ

と
広

が
っ

て
い

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
 

 【
イ
メ

ー
ジ

が
共
有

し
や

す
い
題

材
選

び
】

 
 
「

海
の

⽣
き
物
」

は
、

海
に
近

い
本
県

の
⼦

ど
も

達
が
関
⼼

を
も

ち
や

す
い
題

材
の

⼀
つ

で
あ

る
。
５
歳

児
に

な
れ

ば
図
鑑

も
使

え
る

よ
う

に
な

り
、

名
前

や
特
徴
へ

の
知
識

も
深

ま
っ

て
く

る
。

こ
の

よ
う

な
⾝
近

な
⽣
活

の
な

か
に

あ
る

イ
メ

ー
ジ

で
遊
ぶ

こ
と

が
、
⾔
葉

の
や

り
取

り
を
容
易

に
し

、
⼦

ど
も

同
⼠
次

々
と
表
現

し
合

う
こ

と
を

楽
し

む
姿

に
つ

な
が

っ
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

 
ま

た
「
釣

り
」

も
、

こ
れ

ま
で

の
保

育
や
絵

本
、

テ
レ
ビ

な
ど

で
⽬

に
し

や
す

く
、

⼦
ど

も
達

の
中

で
イ
メ

ー
ジ

が
膨

ら
み

や
す

い
テ

ー
マ

だ
っ

た
と

考
え

る
。「
（
釣

っ
た
）
⿂

を
さ
ば

い
て
⾷

べ
る
」

と
い

う
⾏
為

も
、

こ
れ

ま
で

の
⽣

活
で

触
れ

て
い

る
⼦

ど
も

達
も

多
い

こ
と

だ
ろ

う
。

こ
れ

ま
で

の
経
験

か
ら

多
く

の
⼦

ど
も

達
が

イ
メ

ー
ジ

し
や

す
い

⿂
釣

り
遊

び
は

、
イ
メ

ー
ジ

や
使

う
⾔
葉

の
意

味
な

ど
も
共
有

さ
れ

や
す

く
、

友
達

同
⼠

の
や

り
と

り
も
活

発
化

し
た

の
で

は
な

い
か

。
 

 【
⾔
語

感
覚

の
発

達
】

 
 

こ
の

遊
び

の
中

で
、

⼦
ど

も
達

が
互

い
に

イ
メ

ー
ジ

を
膨

ら
ま
せ

て
表
現

し
合

う
こ

と
で

、
友

達
と
⾔
葉

を
巧
み

に
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使
っ

た
や

り
と

り
が

⾃
然

と
⽣

ま
れ

た
り
活

発
化

し
た

り
し

て
い

た
。
⾔
葉

を
通

し
て

、
⼈

と
⼼

が
通

い
合

う
楽

し
さ

や
充
実

感
を

味
わ

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

。
ま

た
、
新

し
く
⽿

に
す

る
⾔
葉

に
敏

感
に
反
応

し
て

、
問

い
返

し
た

り
取

り
⼊

れ
た

り
す

る
様

⼦
も

あ
り

、
⾔
葉
へ

の
感
覚

の
鋭

さ
や
豊

か
な
語
彙
へ

の
意
欲

も
窺

え
る

。
 

 
２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

は
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 【

形
の
表
現

か
ら
内
⾯
（

⼦
ど

も
が
実
現

し
よ

う
と

し
て

い
る

こ
と
）

を
読
み

取
る

】
 

 
遊

び
が
続

き
に

く
か

っ
た
Ａ

児
の
カ
ニ

や
、
Ｂ

児
と
Ｃ

児
の
リ
ュ

ウ
グ

ウ
ノ
ツ
カ

イ
の
表
現

は
、

⼀
⾒

す
る

と
拙

く
⾒

え
た

が
、
細
部

を
⾒

る
と

、
は

さ
み

の
形

に
切

り
抜

い
た
カ
ニ

ら
し

い
朱
⾊

の
⾊
紙

や
、

ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
を

何
⾊

も
束

ね
て
表
現

し
て

い
た
リ
ュ

ウ
グ

ウ
ノ
ツ
カ

イ
の
不

思
議

な
⾊

な
ど

、
⼦

ど
も

達
な

り
の

こ
だ
わ

り
が

伝
わ

っ
て

き
た

。
そ

こ
で

、
保

育
者

は
、「

本
物

ら
し

く
表
現

さ
れ

て
い

る
か
」

と
い

う
視
点

で
は

な
く

、「
ど

の
よ

う
に
表
現

し
て

い
る

か
」

と
い

う
視
点

で
⼦

ど
も

の
表
現

の
過
程

を
⾒

つ
め

、
実
現

し
た

い
こ

と
は

何
か

、
充
実

感
を

も
っ

て
取

り
組

む
可
能
性

は
あ

る
か

、
な

ど
を
探

っ
て

い
っ

た
。

そ
の
結
果

、
作

っ
た
モ
ノ

の
中

に
、

本
物

に
近
付

け
よ

う
と

す
る
表

現
の
萌
芽

を
⾒

取
る

こ
と

が
で

き
た

こ
と

か
ら

、
慎
重

で
さ

り
げ

な
い

後
押

し
に
努

め
た

。
そ

う
し

た
こ

と
か

ら
、

⼦
ど

も
に
新

た
な

め
あ

て
が

⽣
ま

れ
、
豊

か
に
表
現

す
る

楽
し

さ
を

味
わ

う
こ

と
に

つ
な
げ

ら
れ

た
の

で
は

な
い

か
。

 
 【
共
通

の
イ
メ

ー
ジ

の
質

を
捉

え
る

】
 

 
本

事
例

で
は

、
実
習

⽣
が
担
任

と
と

も
に

⼦
ど

も
が
今

楽
し

ん
で

い
る

こ
と

を
探

り
、

海
の

⽣
き
物

づ
く

り
へ

の
関

⼼
の
⾼

さ
を

⾒
出

し
、
⿂
釣

り
遊

び
を
提
案

し
た

。
す

る
と

、
⼦

ど
も

達
も

⾃
分

で
釣
竿

を
作

っ
た

り
、
繰

り
返

し
⿂

を
作

っ
た

り
、
釣

っ
た
⿂

を
料

理
す

る
ご

っ
こ

遊
び

に
発
展

し
た

り
す

る
な

ど
、
次

々
と

遊
び

が
変
化

し
て

い
っ

た
。

 
前
述

し
た

と
お

り
、

こ
の
⿂
釣

り
遊

び
は

⼦
ど

も
達

が
共
有

し
や

す
い
題

材
で

あ
っ

た
か

ら
こ

そ
、
作

っ
て

遊
ぶ
表

現
が
繰

り
返

さ
れ

、
友

達
や
保

育
者

と
の

や
り

取
り

も
活

発
化

し
、
賑

や
か

さ
を
伴

っ
た
影
響
⼒

の
あ

る
遊

び
へ

と
発

展
し

て
い

っ
た

と
考

え
る

。「
ど

ん
な

テ
ー

マ
で

あ
れ
ば
共
通

の
イ
メ

ー
ジ

を
も

ち
や

す
く

な
る

か
」「

イ
メ

ー
ジ

は
本

当
に
共
通

な
も

の
と

な
っ

て
い

る
か
」

と
い

う
、「

イ
メ

ー
ジ

の
質
」

を
捉

え
よ

う
と

す
る
姿
勢

を
も

つ
こ

と
で

、
⾔
葉

を
巧
み

に
使

っ
た

や
り

取
り

が
確

か
に
展
開

さ
れ

る
５
歳

児
の

こ
の

時
期

の
遊

び
を

し
っ

か
り

と
⽀

え
る

こ
と

の
で

き
る

テ
ー

マ
へ

と
辿

り
着

け
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

 
 【

⼦
ど

も
と

と
も

に
遊

び
を
⾯
⽩

が
る

】
 

保
育
者

の
遊

び
を
⾯
⽩

が
る

様
⼦

や
共

感
的

な
態
度

が
、

⼦
ど

も
達

の
楽

し
い
気
持

ち
を
膨

ら
ま
せ

、
ま

す
ま

す
遊

び
に
没
頭

す
る
雰
囲
気

を
つ

く
っ

た
の

で
は

な
い

か
。ま

た
、本
物

ら
し

い
表
現

を
好

む
５
歳

児
の

発
達

を
捉

え
、「
醤

油
」「
ポ
ン
酢
」

な
ど

の
調

味
料

名
を

具
体
的

に
伝

え
合

っ
た

こ
と

で
、
F

児
は
「
ポ
ン
酢
」

と
い

う
⾔
葉

も
新

し
く
知

り
、

そ
れ

を
遊

び
で
表
現

す
る

よ
う

に
な

っ
て

い
っ

た
。

 
保

育
者

が
⼦

ど
も

達
の

遊
び

の
中

に
溶

け
込
み

、
そ

の
表
現

に
直

に
触

れ
る

こ
と

で
、

⼦
ど

も
達

の
興

味
・
関
⼼

を
捉

え
や

す
く

な
り

、
必
然
的

に
保

育
者

の
声
掛

け
や
関
わ

り
は

⼦
ど

も
達

の
⼼

に
沿

っ
た

も
の

に
な

っ
て

い
く

と
考

え
る

。
⼦

ど
も
側

か
ら

す
れ
ば

、
そ

の
関
わ

り
で
安
⼼

感
を
得

て
、「

も
っ

と
表
現

し
た

い
」、
「

こ
ん

な
表
現

も
試

そ
う
」

と
本
物

ら
し

く
表
現

し
合

う
ご

っ
こ

遊
び
へ

と
発
展

し
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

 
 

 
 

   
 

「
花

⽕
が

⾶
ば

な
い

」
 

 
園

名
：
福
岡

教
育

⼤
学

附
属

幼
稚

園
 

 【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
○

 
共
通

の
⽬
的

を
も

っ
て

友
達

と
⼀

緒
に
活
動

す
る

楽
し

さ
を

味
わ

う
。

 
○

 
仲
間

の
良

い
と

こ
ろ

や
頑
張

り
を
認

め
る

と
共

に
，
集

団
の

⼀
員

と
し

て
⾃

分
の
⼒

を
発
揮

し
よ

う
と

す
る

。
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
 
９

⽉
，
５
歳

児
２
０

名
の

幼
児

は
，

１
０

⽉
の
運
動
会

に
向

け
て
，
パ

ラ
バ

ル
ー
ン

の
練
習

に
ク

ラ
ス
全
員

で
取

り
組

ん
で

い
た

。
３
歳

児
・
４
歳

児
の

時
に
，
５
歳

児
が
パ

ラ
バ

ル
ー
ン

を
す

る
姿

を
⾒

て
き

た
幼

児
た

ち
に

と
っ

て
，
パ

ラ
バ

ル
ー
ン

は
憧

れ
で

あ
り
，
練
習

の
度

に
「

楽
し

い
」「

ま
た

や
り

た
い
」

と
⾔

う
姿

が
み

ら
れ

た
。

教
師

は
，
パ

ラ
バ

ル
ー
ン

を
通

し
て
，
動

き
・
息

・
⼼

を
合
わ
せ

る
こ

と
で
技

が
成
功

す
る

こ
と

の
喜

び
や
，

ク
ラ

ス
み

ん
な

で
共
通

の
⽬
標

に
向

か
う

楽
し

さ
を

感
じ

て
ほ

し
い

と
い

う
願

い
が

あ
っ

た
。

 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

９
⽉

２
２

⽇
 

①
グ

ラ
ウ
ン
ド

で
パ

ラ
バ

ル
ー
ン

の
練
習

を
し

た
。

教
師

が
つ

く
っ

た
新

聞
紙

の
⽟

を
バ

ル
ー
ン

で
⾶
ば

す
「
花

⽕
」

と
い

う
技

が
な

か
な

か
上

⼿
く

い
か

な
い

。「
幼

稚
園

よ
り

も
⾼

く
花
⽕

を
⾶
ば

す
ぞ
」「
空

ま
で
届

く
よ

う
に
⾶
ば

し
た

い
」

と
や

る
気

を
み
せ

る
幼

児
た

ち
は
，

さ
っ

き
ま

で
の
勢

い
を

な
く

し
て

い
た

。「
花
⽕
」

は
全
員

で
「
ハ
ン
バ

ー
グ
」

と
い

う
か

け
声

に
合
わ
せ

て
バ

ル
ー

ン
を
持

っ
た

ま
ま

し
ゃ

が
む

こ
と

で
，
⽟

が
上

に
⾶

び
上

が
る
技

で
あ

る
。

何
度

や
っ

て
も
，
⽟

が
，
バ

ル
ー
ン

の
表
⾯

を
こ

ろ
こ

ろ
転

が
り

⼦
ど

も
た

ち
が
「

な
ん

か
今

⽇
は
上

⼿
く

い
か

な
い

ね
」「

な
ん

で
だ

ろ
う
」

と
⼝

々
に

話
し

始
め

た
。

 
         

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
［
b］

何
度

や
っ

て
も
，
パ

ラ
バ

ル
ー
ン

の
花
⽕

が
上

⼿
く

い
か

な
い

こ
と

で
，

幼
児

た
ち

は
「

な
ん

で
だ

ろ
う
」

と
い

う
疑
問

を
も

っ
た

よ
う

だ
。

 
［
ｃ
］
上

⼿
く

い
か

な
い
原
因

を
，
推
測

し
よ

う
と

し
て

い
た

の
だ

ろ
う

。
教

師
は
，

幼
児

⼀
⼈

⼀
⼈

の
つ
ぶ

や
き

に
⽿

を
傾

け
な

が
ら
，
次

に
ど

の
よ

う
な

ひ
ら

め
き

が
⽣

ま
れ

る
か

に
期

待
し

た
。

 

９
⽉

２
９

⽇
 

②
今

⽇
も
，
グ

ラ
ウ
ン
ド

で
パ

ラ
バ

ル
ー
ン

の
練
習

を
し

た
。「
花
⽕
」

は
，

⼦
ど

も
た

ち
の

イ
メ

ー
ジ

し
て

い
る

よ
う

に
⾶
ば

な
か

っ
た

。
 

③
帰

り
の
集

ま
り

の
「

き
き

ま
し
ょ

う
・
お

は
な

し
し

ま
し
ょ

う
」

で
，「

ど
う

す
れ
ば
花
⽕

が
⾶
ぶ

の
か
」

に
つ

い
て

話
し
合

っ
た

。「
こ

ろ
こ

ろ
転

が
る

か
ら
，
バ

ル
ー
ン

の
真

ん
中

に
四
⾓

い
箱

を
く

っ
つ

け
て
，

そ
の

な
か

に
花
⽕

を
⼊

れ
た

ら
い

い
ん

じ
ゃ

な
い
？
」「

で
も

さ
，
箱

は
く

っ

    ③
［
b］
帰

り
の
集

ま
り

の
話

し
合

い
で
，

幼
児

が
そ

れ
ぞ

れ
の
推
測

を
発
⾔

し
た

。
ま

た
，

そ
れ

を
聞

い
て
，

考
え

た
こ

と
を

伝
え
合

っ
て

い
た

。
 

［
ｃ
］
パ

ラ
バ

ル
ー
ン

の
練
習

に
対

す
る
意
欲

が
下

が
り

か
け

た
タ

イ
ミ
ン
グ

で
，

話
し
合

い
の

場
を

設
け
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つ
け

れ
な

い
と

思
う
」

と
⾔

う
幼

児
，「
丸

い
か

ら
転

が
る

ん
じ
ゃ

な
い
？
丸

じ
ゃ

な
い
花
⽕

が
あ

れ
ば

い
い

け
ど
」

と
⾔

う
幼

児
，「
み

ん
な

で
も

っ
と
⼼

を
合
わ
せ

て
，『
ハ

ン
バ

ー
グ
』

っ
て
⾔

っ
た

ら
，
⾶
ぶ

か
も

し
れ

な
い

よ
」

と
⾔

う
幼

児
な

ど
，

た
く

さ
ん

の
意

⾒
が
出

た
。

教
師

が
，「
今
度

の
練
習

の
時

に
い

ろ
い

ろ
挑
戦

し
て
み

よ
う

か
」

と
⾔

う
と
，「

や
り

た
い
」「
今
度

こ
そ
，
⾶
ば

す
ぞ
」

と
，
み

ん
な

の
気
持

ち
が
盛

り
上

が
っ

た
。

 

た
。

話
し
合

い
を

聞
き

な
が

ら
，

そ
の

よ
う

な
推
測

を
も

っ
て

い
た

の
か

と
，

⼀
⼈

⼀
⼈

の
⾔
葉

に
驚

き
，

感
⼼

し
た

。
こ

の
幼

児
の

思
い

が
，
パ

ラ
バ

ル
ー
ン

に
つ

な
が

る
よ

う
に

と
，

教
師

も
や

る
気

が
湧

い
た

。
幼

児
も
，
練
習

に
対

す
る
意
欲

を
⾼

め
て

い
た

。
 

１
０

⽉
３

⽇
 

④
登

園
す

る
な

り
，
A

児
が
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の
キ
ャ

ッ
プ

を
使

っ
て

何
か

を
つ

く
り

始
め

た
。
キ
ャ

ッ
プ

を
２

つ
合

わ
せ
，

ス
ズ

ラ
ン

テ
ー

プ
を

つ
け

た
。

そ
れ

を
持

っ
て

教
師

の
と

こ
ろ
へ
来

た
A

児
。「
先

⽣
，

こ
れ

ね
，
バ

ル
ー

ン
の
花
⽕

に
使

え
る

と
思

う
ん

よ
。

こ
れ

で
，

や
っ

て
み

よ
う

よ
」

と
⾔

っ
た

。
教

師
が
「

あ
あ
，

な
る
ほ

ど
。
確

か
に
，

こ
れ

だ
っ

た
ら
花
⽕
上

が
る

か
も

し
れ

な
い

ね
」

と
⾔

う
と
，「

そ
う

だ
よ

ね
。

い
っ
ぱ

い
つ

く
っ

て
，

い
っ

ぱ
い
花
⽕
上
げ

た
い

ね
」

と
 A

児
が
⾔

っ
た

。
 

        ⑤
そ

の
や

り
と

り
を

聞
い

て
い

た
，
Ｂ

児
，
Ｃ

児
，
Ｄ

児
が
「
花
⽕

つ
く

り
た

い
」

と
⾔

っ
た

。
 A

児
は
「

い
い

よ
。

ま
ず

ね
，
キ
ャ

ッ
プ

が
同

じ
も

の
を

２
つ
選

ん
で

つ
な
げ

て
ね
」

と
つ

く
り
⽅

を
教

え
始

め
た

。
 

 ⑥
気
付

く
と
，
花
⽕

の
⽟

⼊
れ

の
箱

に
は
，
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の
キ
ャ

ッ
プ

で
つ

く
っ

た
⽟

が
た

く
さ

ん
出
来
上

が
っ

て
い

た
。
A

児
と
周

り
の

幼
児

た
ち

は
，「
今

⽇
の
練
習

の
時

に
上
げ

よ
う

ね
」「

楽
し
み

だ
ね
」

と
⾔

っ
た

。
 

        

 ④
 ［
a］
Ａ

児
は
，「
花
⽕

を
上
げ

た
い
」

と
い

う
思

い
を
強

く
も

っ
て

い
た

の
だ

ろ
う

。
登

園
後

す
ぐ

に
，

室
内

に
い

つ
も
置

い
て

い
る
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の
キ
ャ

ッ
プ

を
使

っ
て
，
花
⽕

を
つ

く
り

始
め
，
ア

イ
デ
ィ
ア

を
形

に
す

る
姿

が
み

ら
れ

た
。

 
［
ｃ
］
９

⽉
２
９

⽇
の

話
し
合

い
の

時
に
，
特

に
発
⾔

す
る

様
⼦

が
み

ら
れ

て
い

な
か

っ
た
A

児
が
花
⽕

の
⽟

づ
く

り
を

始
め

た
こ

と
に
驚

い
た

。
A

児
の

思
い

の
強

さ
に

こ
の

時
に
気
付

い
た

。
 

        ⑤
［
b］
Ａ

児
と

教
師

の
会

話
を

聞
い

て
，
Ａ

児
が

つ
く

っ
て

い
る

も
の

が
花
⽕

の
⽟

と
な

る
こ

と
を
Ｂ

児
，

Ｃ
児
，
Ｄ

児
が
認
識

し
た

よ
う

だ
。「
花
⽕

を
上
げ

た
い
」

と
い

う
共
通

の
思

い
に
希
望

を
も

つ
こ

と
が

で
き

る
も

の
に
出
会

え
た
瞬
間

で
あ

っ
た

。
 

⑥
［
ｃ
］

教
師

は
，

い
つ

も
部
屋

に
置

い
て

い
る
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の
キ
ャ

ッ
プ

が
花
⽕

に
な

る
と
予
測

し
て

い
な

か
っ

た
。
A

児
と
Ｂ

児
，
Ｃ

児
，
Ｄ

児
の
花
⽕

の
⽟

づ
く

り
は
，
賑

や
か

に
⾏
わ

れ
て

い
た

。
練
習

を
楽

し
み

に
し

て
い

る
こ

と
が

伝
わ

っ
て

く
る
光
景

だ
っ

た
。

 

⑦
A

児
と
数

⼈
の

幼
児

が
つ

く
っ

た
花
⽕

を
使

っ
て
，
パ

ラ
バ

ル
ー
ン

の
練
習

を
し

た
。

教
師

が
「
今

⽇
は
，
A

さ
ん

が
つ

く
っ

た
花
⽕

を
使

い
た

い
と

思
い

ま
す
」

と
⾔

う
と
，「

早
く
花
⽕

し
よ

う
」

と
多

く
の

幼
児

が
⽬

を
輝

か
せ

た
。

幼
児

た
ち

が
つ

く
っ

た
花
⽕

の
⽟

を
パ

ラ
バ

ル
ー
ン

⑦
［
a］

こ
の
練
習

の
時

の
A

児
は
，

⾃
分

が
つ

く
っ

た
花
⽕

の
⽟

を
⾶
ば

す
こ

と
で
，

⾃
分

が
つ

く
っ

た
も

の
が
⾶
ぶ

の
か

ど
う

か
を
確

か
め

て
い

た
と

思
わ

れ
る

。
 

［
b］

幼
児

た
ち

が
つ

く
っ

た
花
⽕

を
練
習

に
つ

か
う

の
中
央

に
置

く
。「
転

が
ら

な
い

。
こ

れ
な

ら
，
⾶
ぶ

か
も

し
れ

な
い
」

と
，

興
奮
気

味
に
数

⼈
の

幼
児

が
⾔

っ
た

。
教

師
が
「
み

ん
な

で
上
げ

て
み

よ
う

。
せ

え
の
」

と
⾔

う
と
，
み

ん
な

が
「
ハ
ン
バ

ー
グ
」

の
掛

け
声

と
共

に
バ

ル
ー
ン

を
持

っ
て

し
ゃ

が
ん

だ
。
花
⽕

は
，
今

ま
で

に
⾒

た
こ

と
が

な
い

く
ら

い
，
⾼

く
，
⾼

く
⾶

ん
だ

。
歓
声

が
上

が
っ

た
。
A

児
は

⼤
き

な
声

で
「
A

が
つ

く
っ

た
花
⽕

だ
よ
」

と
⾔

っ
た

。「
A

く
ん
，

す
ご

い
ね
」「
A

さ
ん
，

あ
り

が
と

う
」

と
幼

児
た

ち
が
A

児
に
⾔
葉

を
掛

け
た

。
 

        ⑧
練
習

後
，

教
師

が
「
A

さ
ん
，

本
当

に
あ

り
が

と
う

。
先

⽣
，
キ
ャ

ッ
プ

で
花
⽕

を
つ

く
ろ

う
な

ん
て

思
い

つ
か

な
か

っ
た

よ
」

と
⾔

う
と
「
A，
天
才

だ
か

ら
ね

。
時

々
⾔
わ

れ
る

ん
だ

よ
」

と
い

う
⾔
葉

が
返

っ
て

き
た

。
 

こ
と

で
，
練
習

に
懸

け
る

思
い

が
よ

り
⼀
層
強

く
な

り
，「
花
⽕

を
⾶
ば

し
た

い
」

と
い

う
共
通

の
思

い
を

も
と

に
⼀
体

感
が

⽣
ま

れ
て

い
た

。
 

［
ｃ
］
花
⽕

が
成
功

し
，
歓
声

が
上

が
っ

た
時
，

こ
れ

ま
で

の
練
習

が
す

べ
て

報
わ

れ
た

と
思

っ
た

。
達
成

感
や
満

⾜
感

を
味
わ

う
と

い
う
経
験

を
み

ん
な

で
で

き
る

こ
と

を
願

っ
て

い
た

の
で
，

教
師

⾃
⾝

も
⼼

か
ら
喜

び
を

感
じ

た
。

 
         ⑧
［
ｃ
］
A

児
に

対
し

て
，

教
師

が
思

い
を

伝
え

る
と
，
A

児
は

⾃
慢
げ

な
顔

を
し

た
。

こ
の
経
験

を
通

し
て
，
A

児
は

⾃
信

を
つ

け
た

と
思
わ

れ
る

。
 

  
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
 【

う
ま

く
い

か
な

い
体
験

を
ク

ラ
ス
み

ん
な

で
重

ね
る

】
 

〇
パ

ラ
バ

ル
ー
ン

の
練
習

を
ク

ラ
ス
み

ん
な

で
⾏

う
な

か
で
，
上

⼿
く

い
か

な
い

こ
と

が
続

い
た

。
こ

れ
が
，
協
働

的
な

学
び

に
つ

な
が

っ
た

と
い

え
る

だ
ろ

う
。

こ
の

時
間

が
，

多
く

の
幼

児
の
「

ど
う

す
れ
ば

い
い

の
だ

ろ
う
？
」

「
な
ぜ
上

⼿
く
⾶
ば

な
い

の
だ

ろ
う
？
」

と
い

う
同

じ
思

い
を

も
つ

こ
と

が
で

き
た

。
み

ん
な

で
失
敗

を
重

ね
る

こ
と

で
，「

ど
う

す
れ
ば

い
い

の
か
」

と
い

う
共
通

の
問

い
を

も
つ

こ
と

が
で

き
た

と
い

え
る

。
 

【
振

り
返

り
の

時
間

を
⼤
切

に
す

る
】

 

〇
共
通

の
問

い
を

も
つ

幼
児

た
ち

が
，
練
習

を
振

り
返

っ
て

そ
れ
ぞ

れ
の

思
い

を
伝

え
合

っ
た

場
は
，
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

い
え

る
だ

ろ
う

。
⾃

分
の

考
え

を
友

達
に

伝
え

る
だ

け
で

な
く
，

友
達

の
考

え
に
⽿

を
傾

け
る

こ
と

で
，
新

し
い
気
付

き
が

⽣
ま

れ
て

い
た

と
考

え
る

。
 

【
⾃
由

に
使

う
こ

と
が

で
き

る
素

材
を

⼿
に

取
り

や
す

い
場

所
に

⽤
意

し
て
お

く
】

 

〇
室
内

に
置

い
て

い
た
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の
キ
ャ

ッ
プ

を
使

っ
て
花
⽕

を
つ

く
っ

た
幼

児
の
姿

は
，

個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

い
え

る
。「

つ
く

っ
て
み

よ
う
」「

試
し

て
み

よ
う
」

と
い

う
思

い
が
芽

⽣
え

た
時

に
，

幼
児

が
「

思
う
」

だ
け

に
と

ど
ま

ら
ず
，「
⾏
動

す
る
」

に
は
，

環
境

が
⼤
切

で
あ

る
。
逆

に
，

与
え

ら
れ

た
環

境
の

な
か

で
し

か
ア

イ
デ
ィ
ア

は
⽣

ま
れ

な
い
，

と
も

い
え

る
。

幼
児

は
，

環
境

に
影
響

を
受

け
，

ク
ラ

ス
み

ん
な

で
共
有

し
た

「
な
ぜ
上

⼿
く
⾶
ば

な
い

の
だ

ろ
う
？
」

と
い

う
問

い
の
答

え
に
辿

り
つ

く
よ

う
，
花
⽕

を
つ

く
っ

た
。
協
働
的

な
学

び
が

個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

い
え

る
。
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２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 【
失
敗

を
続

け
る

と
い

う
時
間

を
⼀

緒
に
過
ご

し
た

こ
と

】
 

〇
教

師
は
，

⼀
週
間
毎

⽇
同

じ
失
敗

を
幼

児
と
共

に
体
験

し
た

。
こ

の
時
間

を
過
ご

し
て

い
る

と
き

の
教

師
の
⼼

情
に

は
，
不
安

や
焦

り
が

あ
っ

た
。
運
動
会

当
⽇

ま
で
，

こ
の

ま
ま

で
よ

い
の

か
，

と
い

う
葛
藤

が
あ

っ
た

か
ら

で
あ

る
。

⾒
通

し
が

も
ち

づ
ら

い
⽇

も
あ

っ
た

。
そ

れ
と

同
時

に
，

幼
児

の
ひ

ら
め

き
に
懸

け
た

い
と

い
う

思
い

も
も

っ
て

い
た

。
そ

の
⽅

が
，

幼
児

の
達
成

感
や
満

⾜
感

に
つ

な
が

る
と

考
え

た
か

ら
で

あ
る

。
根
気

と
忍
耐

が
必
要

だ
っ

た
が
，

こ
の

時
間

が
，

幼
児

の
「

ど
う

す
れ
ば

い
い

の
だ

ろ
う
？
」

と
い

う
思

い
を
強

く
し

た
と

考
え

る
。

 

【
共

に
考

え
る

教
師

】
 

〇
パ

ラ
バ

ル
ー
ン

の
練
習

が
上

⼿
く

い
か

な
い
毎

⽇
を

教
師

は
幼

児
と
共

に
過
ご

し
た

。「
ど

う
す

れ
ば

い
い

の
だ

ろ
う
？
」「

な
ぜ
上

⼿
く
⾶
ば

な
い

の
だ

ろ
う
？
」

と
い

う
幼

児
の

思
い

と
同

じ
思

い
を

教
師

⾃
⾝

も
も

っ
て

い
た

。
教

師
は
，
答

え
を
出

さ
ず
，
共

に
考

え
る

こ
と

に
徹

し
た

。
教

師
も

ク
ラ

ス
の

⼀
員

で
あ

る
。

こ
の
姿
勢

が
，

幼
児

の
協
働
的

な
学

び
と

個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

考
え

る
。

 

 【
幼

児
が

ひ
ら

め
き

を
形

に
で

き
る

時
間

と
空
間

を
確
保

す
る

】
 

○
運
動
会

の
練
習

期
間
，

好
き

な
遊

び
を

楽
し

む
時
間

が
少

な
く

な
っ

て
い

た
が
，

そ
の

な
か

で
も
，

教
師

は
で

き
る
限

り
，

幼
児

が
主
体
的

に
遊

び
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に
⼼

が
け

て
い

た
。
Ａ

児
が
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の
キ

ャ
ッ

プ
で
花
⽕

の
⽟

を
つ

く
っ

た
の

は
，

好
き

な
遊

び
の

時
間

で
あ

る
。
運
動
会

の
練
習

期
間
､練
習

と
遊

び
の
バ

ラ
ン

ス
を

考
え

て
過
ご

し
て

い
た

こ
と

が
､個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

考
え

る
。

 

   
 

「
ど

う
し

て
跳

ば
な

い
の

か
な

〜
？

」
 

 
園

名
：
佐
賀

⼤
学

教
育

学
部

附
属

幼
稚

園
 

 【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
１

１
⽉
中
旬

 
・

⾃
分

の
考

え
や

イ
メ

ー
ジ

を
伝

え
な

が
ら

、
集

団
で

遊
ん

だ
り
協
⼒

し
た

り
す

る
楽

し
さ

を
味
わ

う
。

 
・

友
達

と
話

し
合

っ
て

チ
ー

ム
分

け
や

役
割

分
担

、
ル

ー
ル

を
考

え
な

が
ら
意
欲
的

に
遊
ぼ

う
と

す
る

。
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
 

１
学

期
、
Ａ

児
達

は
ダ
ン

ボ
ー

ル
や
廃

材
を

使
っ

て
⼤

き
な
ロ

ボ
ッ

ト
や
乗

り
物

な
ど

を
作

っ
て

遊
ぶ
経
験

を
し

た
。

 
ま

た
本

ク
ラ

ス
は

⾃
分

達
で

⼿
作

り
し

た
物

で
遊
ぶ

こ
と

に
楽

し
さ

を
感

じ
て

い
る

幼
児

が
多

い
。

 
特

に
Ａ

児
は

遊
び

に
使

え
る

も
の

を
考

え
る

こ
と

が
得
意

で
、

こ
の

⽇
も

⼤
き

な
ダ
ン

ボ
ー

ル
を

⾒
つ

け
て

何
か

作
ろ

う
と

考
え

て
い

た
。
保

育
者

は
⼦

ど
も

達
に
困

っ
た

時
に

は
ま

ず
は

⾃
分

で
「

ど
う

し
て

だ
ろ

う
？
」

と
考

え
て
ほ

し
い

と
い

う
願

い
を
持

ち
な

が
ら
保

育
を
⾏

っ
て

い
る

。
更

に
友

達
と

⾃
分

の
考

え
を

伝
え
合

い
な

が
ら

遊
び

を
創

り
出

し
た

り
、
困

っ
た

時
は

試
⾏
錯
誤

し
た

り
し

て
ほ

し
い

と
も

願
っ

て
い

る
。

 
２

．
事

例
の

記
⼊

 
 １

１
⽉

１
６

⽇
 

①
Ａ

児
「

こ
れ

で
転

が
し
ゲ

ー
ム
作

ろ
う
！
」

 
Ａ

児
の
提
案

で
数

⼈
が
集

ま
り

⼤
き

い
ダ
ン

ボ
ー

ル
を
切

り
開

い
た

。
そ

の
後

、
廃

材
置

き
場

か
ら

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
の
芯

や
卵
パ

ッ
ク

・
⽜
乳
パ

ッ
ク

な
ど

を
持

っ
て

き
て

ダ
ン

ボ
ー

ル
に
貼

り
、
転

が
し
ゲ

ー
ム

を
作

り
始

め
た

。
 

 ②
保

育
者

は
そ

の
様

⼦
を

⾒
て
廃

材
置

き
場

に
様

々
な

形
や

素
材

の
空

き
箱

や
カ

ッ
プ

・
芯

な
ど

を
さ

り
げ

な
く
補

充
し

た
。

 
  ③
Ａ

児「
そ

う
だ
！
」と
箱

や
カ

ッ
プ

に
点
数

を
書

い
た
紙

を
貼

っ
た

り
、Ｂ

児
は

ダ
ン

ボ
ー

ル
に
絵

を
描

い
た

り
し

て
そ

れ
ぞ

れ
が

思
い

思
い

に
ア

レ
ン
ジ

を
加

え
て

い
る

。
 

 ④
Ａ

児
「
斜

め
に

し
な

い
と
転

が
ら

な
い

か
ら
机

を
出

そ
う
」

と
Ｃ

児
に
呼

び
か

け
⼀

緒
に
保

育
机

を
出

し
た

。
 

Ｃ
児

が
机

の
脚

を
両
⽅
開

こ
う

と
し

た
時

、
Ａ

児
「
⽚
⽅

で
い

い
か

ら
そ

っ
ち

は
開

か
な

い
で
」

と
伝

え
た

。
 

 ⑤
机

の
上

に
ダ
ン

ボ
ー

ル
を
乗
せ

る
と

、
ダ
ン

ボ
ー

ル
が

⻑
い

た
め
机

か
ら

は
み
出

し
、

ス
タ

ー
ト
地
点

が
垂

れ
下

が
っ

た
。

 
そ

の
様

⼦
に
気

づ
い

た
A児

は
、
廃

材
置

き
場

を
じ

っ
と

観
察

し
た

。
そ

し
て

、
そ

の
中

か
ら
箱

を
数

個
選

ん
で
積

み
上
げ

、
そ

れ
を

ダ
ン

ボ
ー

ル
の

下
に
置

い
て

⼟
台

を
作

っ
た

。
 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
  ①
［
b］
Ａ

児
の

発
⾔

に
他

児
が

興
味

を
⽰

し
た

。
“転

が
し
ゲ

ー
ム
”と

い
う
明
確

な
イ
メ

ー
ジ

を
提
案

し
て

い
る

の
で

、
そ

れ
に
合

う
材
料

を
選

び
ダ
ン

ボ
ー

ル
に

貼
り

始
め

る
⾏
動

に
繋

が
っ

た
。

 
   ②
［
c］

⼦
ど

も
達

が
た

く
さ

ん
の

材
料

や
素

材
の
中

か
ら

⾃
分

で
考

え
て
選

び
、

遊
び

の
イ
メ

ー
ジ

に
合

う
も

の
を
作

っ
た

り
試

し
た

り
で

き
る

よ
う

に
内
容

や
量

を
多

め
に
補
充

す
る

こ
と

に
し

た
。

 
 ③

 ［
a］

ど
の

よ
う

に
し

た
ら

も
っ

と
⾯
⽩

い
遊

び
に

な
る

か
を

個
々

で
考

え
、
点
数

を
貼

っ
た

り
絵

を
描

い
た

り
し

て
⼯

夫
を

加
え

て
い

る
。

 
 ④
［
b］
A

児
の
中

に
あ

る
傾
斜

を
作

る
イ
メ

ー
ジ

を
Ｃ

児
に

伝
え

て
い

る
。［
c］
Ａ

児
は
今

ま
で

の
経
験

か
ら
机

の
⽚
⽅

の
脚

は
開

か
ず

に
置

く
こ

と
で
傾
斜

が
で

き
る

こ
と

を
知

っ
て

い
る

。
そ

の
知
識

を
Ｃ

児
に

伝
え

Ｃ
児

の
知
識

も
広

が
っ

た
よ

う
だ

。
 

⑤
 ［
a］

ど
の

⼤
き

さ
や

素
材

の
物

を
使

う
と

な
め

ら
か

な
傾
斜

が
で

き
る

か
考

え
て

い
る

よ
う

だ
っ

た
。
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⑥
幼

児
達

が
ス

タ
ー

ト
地
点

か
ら
ド
ン
グ
リ

を
離

す
と

、
ド
ン
グ
リ

は
様

々
な
容

器
を
通

っ
て
転

が
っ

た
。

 
し

か
し

、
ド
ン
グ
リ

は
ダ
ン

ボ
ー

ル
の
端

か
ら
転
げ
落

ち
点
数

を
描

い
た
カ

ッ
プ

に
⼊

る
前

に
床

に
落

ち
て

し
ま

っ
た

。
 

 ⑦
幼

児
達

は
、

そ
の

ま
ま
ド
ン
グ
リ

を
転

が
す

こ
と

を
繰

り
返

し
た

。
そ

し
て

、
何
度

や
っ

て
も
ド
ン
グ
リ

が
同

じ
場

所
か

ら
床

に
落

ち
て

し
ま

う
こ

と
に
A児

が
気
付

い
た

。
 

 ⑧
Ａ

児
「

そ
う

か
！

こ
こ

に
柵

を
作

れ
ば

い
い
」

と
ア

イ
デ
ア

を
出

す
。
他

児
は
「
作

ろ
う
！
」

と
、

早
速

、
残

り
の

ダ
ン

ボ
ー

ル
の
切

れ
端

を
貼

っ
て
柵

を
作

っ
た

。
 

 再
び
ド
ン
グ
リ

を
転

が
し

て
み

る
と

、
点
数

を
書

い
た
カ

ッ
プ

に
⼊

っ
た

。「
や

っ
た

〜
」

と
⾔

い
な

が
ら

、
点
数

を
競

う
ド
ン
グ
リ
転

が
し
ゲ

ー
ム

が
始

ま
っ

た
。

 

 ⑨
降

園
前

の
集

ま
り

の
時
間

、
保

育
者

は
転

が
し
ゲ

ー
ム

を
作

っ
た

幼
児

達
が

⾃
分

達
で
作
品

を
紹
介

す
る
機
会

を
設

け
た

。
 

ク
ラ

ス
全
員

が
「
わ
ぁ

〜
⾯
⽩

い
」

と
⾷

い
⼊

る
よ

う
に

⾒
つ

め
、「
私

も
や

り
た

い
」

と
⾔

っ
た
数

名
が
実
際

に
ド

ン
グ
リ

を
転

が
し

て
み

た
。「
明

⽇
も

し
た

い
」

と
い

う
声

や
「
作

り
⽅

、
教

え
て
」

と
い

う
声

も
あ

が
っ

た
。

 
 

⑥
 ［
a］

ど
う

し
て

ダ
ン

ボ
ー

ル
の
端

か
ら
転
げ
落

ち
て

し
ま

う
の

か
、

そ
れ
ぞ

れ
の

幼
児

が
考

え
る

き
っ

か
け

に
な

っ
た

。
 

   ⑦
［
c］

幼
児

が
何
度

も
試

し
、
転
げ
落

ち
る

様
⼦

を
観

察
す

る
こ

と
で

、
ど

の
よ

う
な

対
策

を
取

れ
ば

よ
い

か
考

え
て

い
る

よ
う

だ
っ

た
。

 
  ⑧
［
b］
A

児
の

考
え

を
発
⾔

し
た

こ
と

に
よ

り
他

児
に

も
共
通

の
イ
メ

ー
ジ

が
伝
わ

り
、

同
じ
⽬
的

を
持

っ
て
柵
作

り
を

始
め

た
。

 
               ⑨
［
c］
紹
介

す
る
機
会

を
設

け
る

こ
と

で
、

⾃
分

達
で
作

っ
た
作
品

を
⾃

分
達

の
⾔
葉

で
表
現

す
る
体
験

や
他

児
も

遊
び

の
楽

し
さ

に
気

づ
き
参

加
し

た
り

個
別

に
⾃

分
の
転

が
し
ゲ

ー
ム

を
作

っ
て
み

た
り

す
る

き
っ

か
け

に
な

る
か

も
し

れ
な

い
と

考
え

た
。

 
   

１
１

⽉
１

７
⽇

 
⑩
登

園
し

た
A児

は
「
先

⽣
、
僕

、
い

い
こ

と
考

え
た
！

」
と
嬉

し
そ

う
に

話
し

、
材
料
棚

か
ら
ゴ

ム
を

取
り
出

し
た

。
転

が
し
ゲ

ー
ム

は
昨

⽇
か

ら
そ

の
ま

ま
残

し
て

い
た

の
で

、
⾜

早
に
駆

け
寄

り
ダ
ン

ボ
ー

ル
の

下
部

に
両
端

を
引

っ
張

っ
た
ゴ

ム
を
貼

り
付

け
た

。
 

  次
に

、
ゴ

ム
の
中
⼼
部

に
空

き
箱

を
貼

っ
て
「
先

⽣
、

⾒
て

て
」

と
⾔

い
な

が
ら
箱

を
下
げ

て
ゴ

ム
を
伸
ば

し
、
箱

の
中

に
⼩

さ
な

ま
つ
ぼ

っ
く

り
を

⼊
れ

て
⼿

を
離

し
た

。
 

 ⑩
［
a］
「

い
い

こ
と

考
え

た
」

と
嬉

し
そ

う
に

話
す
A

児
の

遊
び

の
イ
メ

ー
ジ

が
頭

の
中

に
描

か
れ

て
お

り
、

そ
の

イ
メ

ー
ジ

を
実
現

す
る

た
め

の
材
料

で
あ

る
ゴ

ム
を

取
り
出

し
て
作
業

に
取

り
か

か
っ

た
。

 
［
c］

遊
び

の
続

き
が

で
き

る
よ

う
、
転

が
し
ゲ

ー
ム

を
机

に
乗
せ

た
ま

ま
残

し
て
お

く
こ

と
で

、
幼

児
の
意

識
が
繋

が
り
登

園
後

か
ら

遊
び
出

す
姿

に
繋

が
っ

た
。

 
   

 ⑪
す

る
と

、
ま

つ
ぼ

っ
く

り
は

少
し

だ
け
斜
⾯

を
登

っ
て

転
げ
落

ち
た

。
 

周
り

の
幼

児
達

は
「
跳

ん
だ

ね
」

と
呟

い
た

。
 

し
か

し
、
A児

は
イ
メ

ー
ジ

し
て

い
た

も
の

と
は
違

っ
た

よ
う

で
「

ど
う

し
て
跳
ば

な
い

の
か

な
〜
？
」

と
⾸

を
か

し
げ

な
が

ら
貼

り
付

け
た
ゴ

ム
や
箱

を
触

っ
て

い
る

。
 

  ⑫
保

育
者

は
「

ど
う

し
て

か
な

〜
？
」

と
共

感
し

、
し
ば

ら
く

そ
の

様
⼦

を
⾒
守

っ
た

。
 

     ⑬
す

る
と

、
A児

が
「

も
っ

と
、
跳
ば

し
た

い
」

と
⾔

っ
て
ハ
サ

ミ
で
ゴ

ム
を
短

く
切

り
、

も
う

⼀
度

ダ
ン

ボ
ー

ル
に
貼

り
付

け
た

。
そ

し
て

、
先
程

の
よ

う
に
箱

と
ゴ

ム
を

引
っ
張

ろ
う

と
し

た
が

、
引

っ
張

る
⼒

が
強

す
ぎ

て
ゴ

ム
が

ダ
ン

ボ
ー

ル
か

ら
外

れ
て

し
ま

っ
た

。
 

 ⑭
A児
「
ゴ

ム
が

取
れ

た
〜
」

と
笑

い
な

が
ら

取
れ

た
ゴ

ム
を

も
う

⼀
度
貼

り
、
⼒

加
減

を
調

節
し

て
い

る
。

 
ゴ

ム
が

外
れ

な
い
程
度

に
引

っ
張

る
と

、
ま

つ
ぼ

っ
く

り
は

少
し
跳

ん
だ

が
A児

が
想
像

し
た

よ
う

な
勢

い
が
出

な
か

っ
た

。
 

A児
は
頭

を
か

し
げ

な
が

ら
考

え
て

い
る

。
 

 ⑮
そ

の
様

⼦
を

⾒
た
D

児
が
「
僕

も
し

た
い
」

と
挑
戦

し
て
み

る
。

す
る

と
、
ゴ

ム
が
短

す
ぎ

て
引

っ
張

れ
な

い
様

⼦
。
D

児
「
ゴ

ム
短

く
な

い
？
」

と
A児

に
伝

え
る

。
 

  ⑯
早

速
、
A児

と
D

児
は

材
料
棚

か
ら
再

び
ゴ

ム
を

取
り
出

し
、
A児
「

こ
の

く
ら

い
か

な
〜
」

 
D

児
「

も
う

少
し

⻑
め

が
い

い
よ
」

 
と
ゴ

ム
の

⻑
さ

を
相
談

し
ダ
ン

ボ
ー

ル
に
貼

っ
た

。
 

        ⑰
再

び
箱

を
貼

り
ま

つ
ぼ

っ
く

り
を

⼊
れ

て
⼿

を
離

す
と

、
ま

つ
ぼ

っ
く

り
は
勢

い
よ

く
跳

ね
上

が
っ

た
。

 

 ⑪
［
a］
A

児
は

考
え

た
こ

と
を
実
践

し
て
み

た
が

、
思

う
よ

う
な
結
果

に
は

な
ら

ず
、「

ど
う

し
て
跳
ば

な
い

の
か

な
〜
？
」

と
ゴ

ム
や
空

き
箱

を
触

り
な

が
ら

考
え

て
い

る
。

 
    ⑫
［
c］
A

児
は

⾃
分

が
思

う
よ

う
に
勢

い
よ

く
ま

つ
ぼ

っ
く

り
が
跳
ば

な
か

っ
た

理
由

を
考

え
て

い
る

よ
う

だ
っ

た
。
保

育
者

は
「

ど
う

し
て

か
な

〜
？
」

と
共

感
し

つ
つ
A

児
が

⾃
分

な
り

の
考

え
を

⾒
つ

け
試
⾏
錯
誤

す
る

時
間

を
た

っ
ぷ

り
と
保
障

し
た

い
と

考
え

て
い

た
。

 
 ⑬
［
a］
A

児
な

り
の

考
え

で
、
ゴ

ム
を
短

く
切

る
⽅

法
を

試
し

た
が
失
敗

し
た

。
 

    ⑭
［
a］
A

児
は
⼒

加
減

に
気

づ
き

、
弱

い
⼒

で
再
度

チ
ャ

レ
ン
ジ

し
て

い
る

。［
c］

し
か

し
、
想
像

し
た
勢

い
は
出

な
か

っ
た

た
め

、
A

児
の

思
考

を
巡

ら
せ

て
い

る
よ

う
だ

。
 

   ⑮
［
b］
D

児
が
挑
戦

し
て
み

る
こ

と
を
許
容

し
た
A

児
。
D

児
が
実
践

し
、
D

児
の

考
え

を
A

児
に

伝
え

た
事

で
、
A

児
だ

け
で

は
気

づ
か

な
か

っ
た
新

し
い

考
え

を
共
有

す
る

き
っ

か
け

に
な

っ
た

。
 

 ⑯
［
b］
A

児
と
D

児
が
実
践

し
た
気

づ
き

を
踏

ま
え

て
互

い
に
声

を
か

け
合

い
な

が
ら

、
⽬
的

に
合

う
ゴ

ム
の

⻑
さ

を
調

節
し

て
い

た
。

 
         ⑰
［
c］
A

児
は
D

児
と

試
⾏
錯
誤

し
た
結
果

、
勢

い
よ

く
ま

つ
ぼ

っ
く

り
が
跳

ね
上

が
っ

た
こ

と
で

達
成

感
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A児
「

や
っ

た
！

や
っ

た
〜
！

⾒
た
？
先

⽣
？

下
か

ら
ビ

ュ
ー
ン

っ
て
⾏

っ
た

よ
。

⾒
た
？
」

と
A児

と
D

児
は

興
奮

し
な

が
ら
嬉

し
そ

う
に
保

育
者

や
友

達
に

伝
え

た
。

 
 そ

の
後

、
ダ
ン

ボ
ー

ル
の
上
部

に
点
数

を
描

い
た
カ

ッ
プ

や
⼤

き
さ

の
違

う
箱

な
ど

を
貼

っ
て

、
ま

つ
ぼ

っ
く

り
や

ド
ン
グ
リ

・
新

聞
紙

な
ど

、
様

々
な

素
材

を
下

か
ら
跳
ば

す
遊

び
に

発
展

し
た

。
 

こ
の

後
、

し
ば

ら
く

の
間

、
点
数

を
競

っ
た

り
新

た
な

コ
ー

ス
を

加
え

た
り

し
て

、
転

が
し
ゲ

ー
ム

が
ク

ラ
ス

の
遊

び
と

し
て
盛

り
上

が
っ

た
。

 

や
充
実

感
を

感
じ

て
い

る
よ

う
に

⾒
え

た
。

ま
た

、
嬉

し
さ

を
全
⾝

で
表
現

し
て

い
る

。
 

         
 

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
 【

う
ま

く
い

か
な

か
っ

た
こ

と
や
失
敗

の
経
験

】
 

 
転

が
し
ゲ

ー
ム

を
作

る
中

で
「

ダ
ン

ボ
ー

ル
が
机

か
ら

は
み
出

し
て
垂

れ
て

し
ま

っ
た

こ
と
」「
ド
ン
グ
リ

を
転

が
し

て
同

じ
場

所
か

ら
落

ち
る

こ
と
」「

ダ
ン

ボ
ー

ル
の

下
か

ら
勢

い
よ

く
ま

つ
ぼ

っ
く

り
が
跳

ね
上

が
ら

な
い

こ
と
」

な
ど

、
う

ま
く

い
か

な
か

っ
た

こ
と

を
受

け
て

、
A

児
⾃
⾝

が
「

ど
う

し
て

だ
ろ

う
」

と
思

考
を
巡

ら
せ

試
⾏
錯
誤

し
な

が
ら

考
え

て
い

く
過
程

が
「

個
別
最
適

な
学

び
」

に
繋

が
る

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

 
ま

た
、

友
達

と
考

え
を
出

し
合

い
試
⾏
錯
誤

す
る
過
程

は
「
協
働
的

な
学

び
」

に
繋

が
り

、
さ

ら
に

試
⾏
錯
誤

の
過
程

は
「

個
別
最
適

な
学

び
」

と
「
協
働
的

な
学

び
」

が
往
還

し
て

い
る

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

 
【

興
味

や
関
⼼

の
共
通
性

】
 

 
A

児
発
案

の
転

が
し
ゲ

ー
ム

に
興

味
を
持

っ
た
B

児
、
C

児
、
D

児
。

ど
ん
ぐ

り
を
転

が
す

こ
と

や
下

か
ら
ゴ

ム
を

引
っ
張

っ
て

ま
つ
ぼ

っ
く

り
を
跳

ね
上
げ

る
こ

と
に

対
し

て
、
A

児
と

同
じ

よ
う

な
興

味
を
持

ち
、

遊
び

に
参

加
し

て
A

児
と

⼀
緒

に
転

が
し
ゲ

ー
ム

に
⼯

夫
を

加
え

て
い

く
。

こ
の

よ
う

に
「
協
働
的

な
学

び
」

に
繋

が
る
ポ

イ
ン

ト
は

、
幼

児
達

の
興

味
や
関
⼼

の
共
通
性

に
あ

る
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
 

 ２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 【

環
境

の
再
構
成
（

材
料

の
追

加
）】

 
 
転

が
し
ゲ

ー
ム

を
作

る
こ

と
に

し
た

様
⼦

を
受

け
て

、
瞬

時
に
保

育
者

が
様

々
な
廃

材
を
補
充

し
た

。
幼

児
達

が
様

々
な

素
材

や
形

・
⼤

き
さ

か
ら
⽬
的

に
合

う
も

の
を
選

ん
で

遊
び

に
⽣

か
し

て
ほ

し
い

と
思

い
、
急
遽

、
環

境
の
再

構
成

を
⾏

っ
た

。
そ

の
こ

と
が

、
幼

児
達

の
選
択
肢

の
幅

を
広
げ

、
⽬
的

を
達
成

す
る

た
め

の
「

個
別
最
適

な
学

び
」

 
や
「
協
働
的

な
学

び
」

に
繋

が
っ

た
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
 

 【
葛
藤

し
た

り
試
⾏
錯
誤

し
た

り
す

る
時
間

の
保
障

】
 

 
幼

児
達

が
う

ま
く

い
か

な
か

っ
た

こ
と

を
⾃

分
達

な
り

に
考

え
て

い
る

様
⼦

を
あ

え
て

⾒
守

り
、

幼
児

達
の
中

で
し

っ
か

り
と

考
え

を
巡

ら
す

た
め

の
時
間

の
保
障

を
し

た
。
A

児
達

の
こ

れ
ま

で
の
経
験

や
発

達
を
踏

ま
え

、
保

育
者

が
す
ぐ

に
ア
ド
バ

イ
ス

を
す

る
の

で
は

な
く

、
個

⼈
や

友
達

と
⼀

緒
に

考
え
合

う
時
間

を
し

っ
か

り
と
保
障

す
る

こ
と

で
、
今

ま
で

の
経
験

や
新

た
な

考
え

を
駆

使
し

、
試
⾏
錯
誤

し
て
み

る
時
間

と
な

り
「

個
別
最
適

な
学

び
」

や
「
協
働

的
な

学
び
」

に
繋

が
っ

た
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
 

 【
遊

び
や

学
び

を
共
有

す
る
機
会

】
 

 
降

園
前

の
集

ま
り

の
時
間

に
転

が
し
ゲ

ー
ム

を
作

っ
た

幼
児

達
が

⾃
分

達
で

遊
び

を
紹
介

す
る
機
会

を
設

け
た

。
そ

の
こ

と
に

よ
り

、
製
作

の
過
程

で
う

ま
く

い
っ

た
こ

と
や

う
ま

く
い

か
な

か
っ

た
こ

と
な

ど
を
⾔
語
化

し
友

達
に

伝
え

る
機
会

と
な

っ
た

。
ま

た
、
紹
介

を
聞

い
て

い
た

幼
児

達
が
「
わ
ぁ

〜
⾯
⽩

い
」「
私

も
や

り
た

い
」「
作

り
⽅

、
教

え
て
」

と
⾔

っ
た

よ
う

に
個

⼈
や

ク
ラ

ス
全
体

の
興

味
の
幅

が
広

が
り

、「
個
別
最
適

な
学

び
」

や
「
協
働
的

な
学

び
」

に
繋

が
っ

た
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
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「『

好
き

』
を

通
し

て
⼈

と
つ

な
が

る
」

 
 

園
名

：
⻑
崎

⼤
学

附
属

幼
稚

園
 

 【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
〇

年
齢

の
⽬
標

：
友

達
と
⼒

を
合
わ
せ

、
主
体
的

に
園

⽣
活

を
進

め
て

楽
し

む
。

 
２

⽉
上
旬

 
〇

⾃
分

ら
し

さ
を

発
揮

し
な

が
ら

、
友

達
の
気
持

ち
を

考
え

て
⾏
動

し
よ

う
と

す
る

。
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
 

本
事

例
は

、
令
和
４

年
度

の
事

例
で

あ
る

。
進

級
直

後
、
A

児
と
関
わ

っ
た

り
、

様
⼦

を
⾒
守

っ
た

り
す

る
中

で
、

⾃
分

の
世
界

に
⼊

っ
て

⼀
⼈

で
遊
ぶ
姿

が
多

く
、

⾃
分

か
ら

友
達

や
教

師
に
関
わ

る
姿

が
あ

ま
り

⾒
ら

れ
な

い
と

感
じ

た
。

前
担
任

か
ら

は
、「

こ
だ
わ

り
が
強

い
。
星
座

や
宇
宙

に
興

味
が

あ
る
」

と
引

き
継

い
で

い
た

。
 

４
⽉
中
旬

の
⾬

の
⽇

、
園

庭
の
地
⾯

に
パ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン
（

感
染
症
予
防

の
た

め
弁

当
時

に
使

⽤
し

て
い

た
）

を
並

べ
て

遊
ん

で
い

た
A

児
を
他

の
⼦

ど
も

た
ち

が
注
意

を
す

る
と

い
う
出
来

事
が

あ
っ

た
。
注
意

を
受

け
た
A

児
は

「
な

ん
で
怒

ら
れ

た
ん

だ
ろ

う
」

と
ピ
ン

と
来

て
い

な
い

様
⼦

だ
っ

た
。
A

児
な

り
に

イ
メ

ー
ジ

を
膨

ら
ま
せ

て
遊

ん
だ
結
果

の
出
来

事
だ

っ
た

の
だ

ろ
う

が
、

あ
ま

り
⾃

分
の
気
持

ち
を
表
現

し
な

い
た

め
、
担
任

も
周
囲

の
⼦

ど
も

た
ち

も
A

児
の

思
い

が
分

か
ら

な
か

っ
た

。
担
任

は
、

こ
の
出
来

事
を
受

け
て

、「
A

児
の
⾔
動

を
、

教
師

や
⼦

ど
も

た
ち

が
誤

解
し
捉

え
て

し
ま

う
場
⾯

が
今

後
も

あ
る

の
で

は
な

い
か
」、

ま
た

、「
A

児
⾃
⾝

に
も

⾃
分

の
思

い
や

考
え

を
伸

び
伸

び
と
表
現

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
ほ

し
い
」

と
思

い
、

環
境
構
成

や
教

師
の
援
助

の
⾒
直

し
を
⾏

う
こ

と
に

し
た

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

１
に

記
⼊

し
た
出
来

事
の
翌

⽇
以
降

、
⼀

年
間

を
通

し
て

 
①
A

児
に
宇
宙

の
話

を
し

て
み

る
。

 
担
任
「
A

児
さ

ん
９

⽉
〇

⽇
⽣

ま
れ

っ
て

こ
と

は
、
天
秤
座

で
し
ょ
？
私

も
な

ん
だ
」

 
A

児
「

う
ん

。
じ
ゃ

あ
先

⽣
も
９

⽉
⽣

ま
れ
？
」

 
担
任
「

い
い

や
」

 
A

児
「

じ
ゃ

あ
１
０

⽉
か

。
何

で
分

か
っ

た
の
？
」

 
担
任
「
私

も
星
座

と
か
宇
宙

と
か

好
き

な
ん

だ
」

 
A

児
「

じ
ゃ

あ
問
題

。
僕

の
お
⺟

さ
ん

は
〇

⽉
△

⽇
⽣

ま
れ

で
す

。
何
座

で
し
ょ

う
？
」

 
担
任
「
☆
☆
座
」

 
A

児
「
正

解
！

じ
ゃ

あ
…
（
星
座

ク
イ
ズ

が
続

く
）」

 
 

⼀
年
間

を
通

し
て

、
⽇
頃

の
保

育
の
中

で
の

遊
び

に
加

え
、

宇
宙

の
話

を
し

な
が

ら
関
係

づ
く

り
を
⾏

っ
た

。
 

 ５
⽉

１
８

⽇
〜

２
５

⽇
 

②
１

７
⽇

に
園

外
保

育
で

⽔
族
館
へ
出

か
け

た
こ

と
を

き
っ

か
け

に
、

学
級
全
体

で
⽔
族
館
ご

っ
こ

が
盛

り
上

が
っ

て
い

た
。

空
き
保

育
室

を
丸
ご

と
活

⽤
し

て
、

チ
ケ

ッ
ト

や
チ

ラ
シ

を
つ

く
り

、
異

年
齢

の
友

達
や
先

⽣
を
招

待
し

て
遊

び
が
盛

り
上

が
っ

た
。
A

児
を

遊
び

に
誘

っ
て
み

た
り
集

ま
り

の
時
間

に
⽔
族

館
ご

っ
こ

を
紹
介

し
た

り
し

て
み

た
の

だ
が

、
仲
間

に
加
わ

ら
ず

、
⾃

分
の

好
き

な
遊

び
を

し
て

遊
ん

で
い

た
。

 
  

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
［
ａ
］
会

話
を
通

し
て
信
頼
関
係

を
築

く
。

 
①
［
ｃ
］
担
任

が
A

児
に

対
す

る
⼦

ど
も

理
解

を
深

め
、

イ
メ

ー
ジ

を
共
有

で
き

る
よ

う
に

な
れ

ば
、
A

児
と
周
囲

の
⼦

ど
も

を
つ

な
ぐ
援
助

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
、

⽇
頃

の
遊

び
の
関

わ
り

に
加

え
、
宇
宙

の
話

を
す

る
関
わ

り
を

始
め

て
み

た
。

 
        ②
［
ａ
］、
［
ｂ
］

遊
び

に
誘

っ
た

り
、
集

ま
り

の
時
間

に
遊

び
の
紹
介

を
し

た
り

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
友

達
の

遊
び

に
も

興
味

を
も

つ
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

②
［
ｃ
］

好
き

な
こ

と
を

⾃
分

で
選

ん
で

遊
ぶ

こ
と

を
通

し
て

、
主
体
性

を
育

て
た

い
と

思
っ

て
い

る
た

め
、

⽔
族
館
ご

っ
こ

に
無

理
⽮

理
誘

う
援
助

は
⾏
わ

な
か

っ
た

。
し

か
し
「

⽔
族
館
ご

っ
こ

し
た

い
」

と
思

う
か

も
し

れ
な

い
と

思
い

、
遊

び
に

  ５
⽉

２
６

⽇
 

③
学

級
の

⽔
族
館
ご

っ
こ

が
⼀
段
落

し
た

時
期

。
A

児
の

⽔
族

館
づ

く
り

が
始

ま
っ

た
。

 
④
B

児
、
C

児
も

や
っ

て
来

て
、
空

き
保

育
室

に
３

⼈
だ

け
で

⽔
族
館

づ
く

り
を

始
め

た
。「

ち
ょ

っ
と
怖

い
⽔
族
館

に
し

た
い
」

と
い

う
共
通

イ
メ

ー
ジ

が
あ

る
様

⼦
。
ド

ク
ク

ラ
ゲ

や
ホ

オ
ジ
ロ
ザ
メ

を
制
作

し
楽

し
ん

で
い

た
。
⾯
⽩

い
遊

び
だ

っ
た

の
で

、
遊

び
紹
介

で
取

り
上
げ

た
か

っ
た

が
、

少
⼈
数

で
の

遊
び

が
楽

し
い

の
だ

ろ
う

と
思

い
、

取
り
上
げ

な
か

っ
た

。
 

７
⽉

１
⽇

 
⑤
集

ま
り

の
時
間

、
七
⼣
会

に
向

け
て

、
宇
宙

の
絵

を
描

く
遊

び
を
担
任

が
提
案

し
た

。「
つ

く
り

た
い
！
」

と
や

る
気
満

々
の

⼦
ど

も
た

ち
。
A

児
は
⾶

び
跳

ね
な

が
ら
喜

ん
で

い
た

。
出

席
番
号
順

の
４

⼈
⼀

組
と

な
っ

て
、
ロ

ー
ル
紙

に
宇
宙

の
絵

を
描

い
た

。
A

児
の
グ

ル
ー

プ
は

、
⽇
頃
A

児
が
関
わ

ら
な

い
メ

ン
バ

ー
だ

っ
た

。
そ

の
中

で
も

、
A

児
は

楽
し

そ
う

に
宇
宙

の
絵
描

き
を

し
て

い
た

。
他

の
⼦

ど
も

た
ち

は
、
最

初
は
ハ

ー
ト

や
動
物

な
ど

⾃
分

の
好

き
な

も
の

を
描

い
て

い
た

が
、
A

児
が

「
こ

れ
は
⽕
星

。
こ

っ
ち

は
⽕
星

の
衛
星
」
等
呟

き
な

が
ら

楽
し

そ
う

に
絵

を
描

い
て

い
る

の
を

⾒
て
「

じ
ゃ

あ
こ

れ
は

何
？
」、
「

す
ご

い
ね
」

と
A

児
の
絵

に
興

味
を
⽰

し
、
A

児
も

友
達

か
ら

の
質
問

に
答

え
て

い
た

。
そ

し
て

、
他

の
⼦

ど
も

も
星

や
UF
O

の
絵

を
描

き
始

め
た

。
 

 ９
⽉

１
２

⽇
 

⑥
敬
⽼

の
⽇

に
向

け
て

、
マ

ー
ブ
リ
ン
グ

の
技
法

を
使

っ
た
カ

ー
ド

を
つ

く
る

こ
と

に
し

た
。
作
品

を
祖
⽗
⺟

に
プ

レ
ゼ
ン

ト
す

る
も

の
で

あ
り

、
全
員

に
経
験

さ
せ

た
い

遊
び

で
も

あ
る

。
先
週

か
ら

マ
ー
ブ
リ
ン
グ

の
環

境
を

つ
く

っ
て

い
た

の
だ

が
、

A
児

は
全

く
興

味
を
⽰

さ
な

か
っ

た
。

ど
う

す
れ
ば
A

児
が

「
マ

ー
ブ
リ
ン
グ

し
た

い
」

と
思

う
だ

ろ
う

か
と

考
え

た
結

果
、
⻩

・
オ

レ
ン
ジ

で
つ

く
っ

た
マ

ー
ブ
リ
ン
グ

の
紙

を
丸

く
切

り
、
⿊
画

⽤
紙

に
貼

っ
て
お

い
た

。「
あ

、
こ

れ
⾦
星
？
」

誘
っ

た
り
集

ま
り

の
時
間

に
遊

び
の
紹
介

を
⾏

っ
た

り
す

る
援
助

を
続

け
た

。
 

 ③
［
ａ
］
他

の
⼦

ど
も

の
⽔
族
館
ご

っ
こ

が
⼀
段

落
し

て
も

⽔
族
館
ご

っ
こ

の
環

境
を
残

し
て
お

い
た

。
静

か
な

環
境

だ
と

、
A

児
は

⽔
族
館
ご

っ
こ

を
す

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
か

ら
で

あ
る

。
 

④
［
ｂ
］
⼆

⼈
共

、
A

児
と

同
様

に
静

か
な

環
境

で
遊
ぶ
⽅

が
落

ち
着

く
様

⼦
だ

っ
た

。
 

③
④
［
ｃ
］「

⼤
⼈
数

で
遊

ん
で

い
る

か
ら
盛

り
上

が
っ

て
い

る
」、
「
誰

も
遊

ん
で

い
な

い
か

ら
場

を
⽚
付

け
よ

う
」
等

、
担
任

は
今

ま
で

遊
び

の
盛

り
上

が
り

を
そ

の
場

に
い

る
⼦

ど
も

の
⼈
数

で
判

断
す

る
こ

と
が

あ
っ

た
。

し
か

し
、
A

児
達

の
遊

び
の

様
⼦

を
⾒

て
、
み

ん
な

が
遊

ん
で

い
る

と
き

は
そ

っ
と

⾒
て

い
て

、
そ

の
場

が
⼀
段
落

し
た

ら
遊

び
始

め
る

⼦
ど

も
が

い
る

こ
と

に
気
付

い
た

。
そ

の
た

め
、
他

の
⼦

ど
も

た
ち

も
遊

び
に

加
わ

っ
た

ら
、
A

児
が

遊
び
込

め
な

く
な

る
の

で
は

と
考

え
、

遊
び
紹
介

で
取

り
上
げ

る
こ

と
を
控

え
た

。
⽔
族
館
ご

っ
こ
以
降

、
A

児
は
B

児
、
C

児
と

⼀
緒

に
遊
ぶ
機
会

が
増

え
た

。
 

      ⑤
［
ａ
］

⾃
分

の
好

き
な

こ
と

と
、
み

ん
な

の
し

た
い

遊
び

が
合
致

し
た

か
ら

こ
そ

、
A

児
は
⾶

び
跳

ね
て
喜

ん
だ

の
だ

ろ
う

。
ま

た
、

そ
の

思
い

が
、
制
作

時
の

友
達

と
の
会

話
に

つ
な

が
っ

た
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
 

⑤
［
ｂ
］
最

初
は
ば

ら
ば

ら
だ

っ
た
４

⼈
の

イ
メ

ー
ジ

が
、
会

話
に

よ
っ

て
「
宇
宙

の
絵
」

と
い

う
同

じ
イ
メ

ー
ジ

に
向

か
っ

て
い

っ
た

よ
う

に
思

う
。

 
⑤
［
ｃ
］
周
囲

の
⼦

ど
も

は
A

児
に
「
宇
宙

の
絵

を
描

く
ん

だ
よ
」

と
指
摘

さ
れ

た
わ

け
で

は
な

い
。
A

児
が

⽣
き

⽣
き

と
宇
宙

の
絵

を
描

い
て

い
る

の
を

⾒
て

⾃
然

と
「

や
っ

て
み

よ
う
」

と
思

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
⾒

取
っ

た
。

 
 ⑥
［
ａ
］
A

児
の

好
き

な
宇
宙

を
絡

め
た

遊
び

を
⾏

う
こ

と
で

、
マ

ー
ブ
リ
ン
グ

に
興

味
を

も
て

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
。

 
⑥
［
ｃ
］「
他

の
こ

と
を

し
た

い
」

と
い

う
A

児
の

思
い

と
「

マ
ー
ブ
リ
ン
グ

、
プ

レ
ゼ
ン

ト
づ

く
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と
A

児
。「

そ
う

な
の

。
ま

だ
⾦
星

し
か

な
い

ん
だ

け
ど
…
」

と
担
任

が
呟

く
と

、
絵

の
具

を
⾒

て
「
⻘

と
緑

を
混
ぜ

た
ら
地

球
が

つ
く

れ
る

よ
。
⻘

と
⿊

を
混
ぜ

た
ら
天
王
星

も
つ

く
れ

そ
う
」

と
ア

イ
デ
ア

を
出

し
始

め
、

⼀
緒

に
マ

ー
ブ
リ
ン
グ

で
遊

ん
だ

。「
⽊
星

の
⾊

を
つ

く
る

か
ら

、
先

⽣
は
紙

を
準

備
し

て
。

⼤
き

く
切

っ
て

ね
」

と
⼀

緒
に
宇
宙

の
絵

づ
く

り
を

楽
し

ん
だ

。
そ

の
中

で
、「

こ
れ

を
使

っ
て
お

じ
い

ち
ゃ

ん
お
ば

あ
ち
ゃ

ん
に

プ
レ
ゼ
ン

ト
を

つ
く

っ
て

い
る

ん
だ

け
ど
…
」

と
話

し
て
み

る
と

、
敬
⽼

の
⽇

の
プ

レ
ゼ
ン

ト
も

す
ぐ

完
成

し
た

。
 

１
⽉

１
０

⽇
〜

１
⽉

３
１

⽇
 

⑦
⼦

ど
も
会
（

⼀
年
間

の
遊

び
を
保
護
者

に
披
露

す
る
会
）

の
準

備
が

始
ま

っ
た

。
ど

ん
な

こ
と

を
し

た
い

か
、
集

ま
り

の
時

間
に

学
級
全
員

で
考

え
た

。
A

児
は
「
宇
宙

の
こ

と
を

し
た

い
」

と
ア

イ
デ
ア

を
出

し
た

。
B

児
、
C

児
、
D

児
も
「
宇
宙

の
こ

と
を

す
る
」

と
仲
間

に
加
わ

っ
た

。
み

ん
な

で
惑
星

の
模

型
を

つ
く

っ
た

り
、
宇
宙

の
絵

を
描

い
た

り
し

て
準

備
を

進
め

た
。
他

３
名

も
、
宇
宙

に
は

興
味

が
あ

る
様

⼦
で

、
楽

し
ん

で
準

備
は

し
て

い
る

も
の

の
、

分
か

ら
な

い
こ

と
も

あ
る
状
態

。
図
鑑

を
⾒

な
が

ら
「
A

児
君

、
こ

れ
何
？
」

と
尋

ね
る
姿

が
多

く
⾒

ら
れ

た
。
A

児
は
「

こ
れ

は
○

○
で

、
〜

だ
よ
」

と
、

友
達

に
優

し
く

教
え

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
２

⽉
１

⽇
 

⑧
⼦

ど
も
会

当
⽇

、
A

児
の
出
番

は
最

初
だ

っ
た

。
学

級
全
員

と
保
護
者

、
合
わ
せ

て
６
０

名
以
上

い
る
観
客

の
前

で
、
A

児
は
宇
宙

の
誕

⽣
に

つ
い

て
の
説
明

を
し

た
。

準
備

し
て

い
た

話
に

加
え

、
ア
ド
リ
ブ

も
⼊

れ
な

が
ら

発
表

を
⾏

っ
た

。
 

 ⑨
他

３
名

も
、
惑
星

の
模

型
を
披
露

し
た

り
、

⼈
⼝
探
査
機

に
つ

い
て
説
明

し
た

り
し

て
い

た
。
途
中

で
⾔
葉

に
詰

ま
る
姿

が
あ

っ
た

の
だ

が
、

そ
の

と
き

、
発
表
中

の
⼦

ど
も

は
、
A

児
の

⽅
を

⾒
た

。
す

る
と

、
⼩

さ
い
声

で
「

○
○

だ
よ
！
」

と
教

え
る
A

児
の
姿

が
⾒

ら
れ

、
発
表
中

の
⼦

ど
も

も
安
⼼

し
た
表

情
で

発
表

の
続

き
を

話
し

始
め

た
。
４

名
揃

っ
て

、
終
わ

り
の

あ
い

さ
つ

を
す

る
と

き
は

、
全
員

で
決

め
ポ

ー
ズ

を
し

て
、
笑
顔

で
発
表

を
締

め
く

く
っ

た
。

 

り
を
全
員

に
経
験

さ
せ

た
い
」

と
い

う
教

師
の
意

図
が
絡
み
合
わ

ず
、

⼀
週
間
ほ

ど
関
わ

り
⽅

を
試

⾏
錯
誤

し
た

。
そ

の
際
「
み

ん
な

し
て

る
か

ら
」

と
強
制
的

に
さ
せ

る
の

で
は

な
く
「

ど
う

す
れ
ば

A
児

が
マ

ー
ブ
リ
ン
グ

を
し

た
く

な
る

か
」

と
い

う
視
点

で
環

境
構
成

と
教

師
の
援
助

を
⾏

う
こ

と
を
意
識

し
た

。
 

   ⑦
［
ｂ
］「
宇
宙

の
こ

と
は
A

児
に

聞
け
ば

教
え

て
も

ら
え

る
」

と
学

級
全
員

が
理

解
し

て
い

る
雰

囲
気

が
あ

っ
た

。
 

⑦
［
ｃ
］
互

い
の

よ
さ

を
認

め
合

い
な

が
ら
関
わ

る
こ

と
の

で
き

る
友

達
の
存
在

が
、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

 
          ⑧
［
ａ
］
観
客

の
多

さ
に
緊
張

し
て

い
る

様
⼦

だ
っ

た
が

、
み

ん
な

の
前

で
⼀

⽣
懸
命

話
す
姿

か
ら

は
「

⼤
好

き
な
宇
宙

の
こ

と
を
み

ん
な

に
伝

え
た

い
」

と
い

う
思

い
が

感
じ

ら
れ

た
。

 
                  

 

⑨
［
ｂ
］

⾃
分

の
出
番

が
終
わ

っ
て

か
ら

も
、
⽬

を
輝

か
せ

な
が

ら
友

達
の
宇
宙

に
つ

い
て

の
発
表

を
聞

い
て

い
た

。
興

味
を

も
っ

て
⼈

の
話

を
聞

く
⼒

の
育

ち
が

感
じ

ら
れ

た
。

 
⑧
⑨
［
ｃ
］

⽇
頃

の
姿

を
⾒

て
い

る
と

、
⼤
勢

の
観
客

を
前

に
⼀

⼈
で

話
す

こ
と

と
、
普
段

と
違

う
環

境
の
中

で
、
最

後
ま

で
集
中

し
て

話
を

聞
く

と
い

う
こ

と
は

、
A

児
に

と
っ

て
は
ハ

ー
ド

ル
が

あ
る

こ
と

だ
っ

た
よ

う
に

思
う

。
そ

れ
を
「

や
っ

て
み

よ
う
」

と
乗

り
越

え
る

こ
と

が
で

き
た

の
は

、
「
宇
宙

の
こ

と
を

話
し

た
い
」

と
い

う
好

き
な

も
の

に
向

か
う

思
い

と
、

⼀
緒

に
遊

び
を

つ
く

り
上

げ
た

友
達

の
存
在

が
あ

っ
た

か
ら

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
 

 
ま

た
、

⼀
緒

に
遊

ん
だ
仲
間

の
話

だ
か

ら
こ

そ
、
最

後
ま

で
集
中

し
て

話
を

聞
く

こ
と

が
で

き
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

 
 

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
 【
安
⼼

し
て

⾃
分

を
表
現

で
き

る
環

境
づ

く
り

】
 

  
好

き
な

遊
び

を
落

ち
着

い
て

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
環

境
（
③

、
④
）

の
中

で
、
B

児
、
C

児
と

イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
、

遊
び

を
楽

し
ん

で
い

た
。

そ
れ
以
降

、
B

児
、
C

児
と
関
わ

る
場
⾯

が
増

え
、

⼦
ど

も
会
（
⑧

、
⑨
）

で
も

同
じ

グ
ル

ー
プ

の
仲
間

と
し

て
遊

び
を

つ
く

り
上
げ

た
。

ま
た

、
⼦

ど
も
会

に
向

け
て

の
話

し
合

い
の
際
「
宇
宙

の
こ

と
を

し
た

い
」

と
、
A

児
は

⾃
ら
ア

イ
デ
ア

を
出

し
て

い
た
（
⑦
）。
安
⼼

し
て

⾃
分

ら
し

さ
や

⾃
分

の
思

い
を

発
揮

で
き

る
環

境
は

、
個
別
最
適

な
学

び
や
協
働
的

な
学

び
の

基
礎

と
な

る
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
 

 【
友

達
の
存
在

、
信
頼
関
係

】
 

  
周
囲

の
⼦

ど
も

た
ち

が
A

児
に
宇
宙

の
こ

と
を
尋

ね
る

、
そ

れ
に

対
し

、
友

達
に

分
か

る
よ

う
に
A

児
が
答

え
る

。
互

い
の

よ
さ

を
認

め
合

い
な

が
ら

、
⼦

ど
も

同
⼠

で
教

え
合

っ
た

り
遊

び
を
盛

り
上
げ

た
り

す
る
姿

は
、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る
姿

だ
と
捉

え
る
（
⑦
）。
⑧

、
⑨

で
、

⾃
分

の
出
番

が
終
わ

っ
て

か
ら

も
友

達
の

発
表

を
⼀

⽣
懸
命

聞
く

姿
が

⾒
ら

れ
た

が
、「

相
⼿

の
話

を
、

興
味

を
も

っ
て

聞
く
」

と
い

う
⼒

も
、
協
働
的

な
学

び
の

⼟
台

と
し

て
、
必
要

な
⼒

で
あ

る
と

考
え

る
。

 
２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 【

⼦
ど

も
の
『

好
き
』

に
寄

り
添

う
】

 
  
「

も
っ

と
信
頼
関
係

を
築

き
た

い
」

と
い

う
思

い
の

も
と

、
A

児
が

好
き

な
宇
宙

に
ま

つ
わ

る
会

話
を

始
め

た
こ

と
が

ス
タ

ー
ト

だ
っ

た
（

①
）。

話
を

す
る
中

で
、
A

児
の
宇
宙

に
対

す
る
知
識

の
深

さ
、
探
求
⼼

の
強

さ
を
実

感
し

た
。

新
し

い
遊

び
へ

の
取

り
か

か
り

に
時
間

が
か

か
る

こ
と
（
⑥
）

も
多

か
っ

た
が

、
そ

の
場
合

も
宇
宙

を
絡

め
た

環
境
構

成
や

教
師

の
援
助

を
⾏

う
こ

と
が

、
A

児
の
「

や
っ

て
み

よ
う
」

を
引

き
出

す
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
よ

う
に

感
じ

る
。

宇
宙

に
つ

い
て

話
を

す
る
関
わ

り
を
続

け
た

こ
と

で
、
A

児
が

⾃
分

の
思

い
や

考
え

を
担
任

に
話

す
機
会

が
増

え
た

。
⾃

分
の

好
き

な
こ

と
を
突

き
詰

め
る
⼒

、
会

話
を
通

し
て

教
師

と
信
頼
関
係

を
築

く
⾏
程

は
、

個
別
最
適

な
学

び
に

つ
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な
が

る
と

考
え

る
。

 
 

ま
た

、
A

児
は
宇
宙

に
ま

つ
わ

る
遊

び
を
通

し
て

、
普
段

は
関
わ

ら
な

い
友

達
と

イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
て
絵

を
描

い
た

り
（
⑤
）、
仲
良

し
の

友
達

と
⼒

を
合
わ
せ

て
、

遊
び

を
つ

く
り
上
げ

、
保
護
者

の
前

で
発
表

し
た

り
す

る
経
験

を
し

た
（
⑦

、
⑧

、
⑨
）。
集

団
の
中

で
⾃

分
の
⼒

を
発
揮

す
る

こ
と

、
友

達
と
⼒

を
合
わ
せ

る
こ

と
の

よ
さ

を
実

感
で

き
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

⾃
分

ら
し

さ
を

発
揮

す
る

こ
と

、
友

達
と
協
⼒

す
る

こ
と

は
、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
考

え
る

。
 

  
 

「
に

じ
⾊

王
国

 
〜

ロ
ボ

ッ
ト

の
国

〜
」

 
 

園
名

：
熊

本
⼤

学
教

育
学
部

附
属

幼
稚

園
 

 【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
：

○
⼤
勢

の
友

だ
ち

と
⽬
的

を
も

っ
て
協
⼒

し
て

遊
び

を
進

め
る

 
○

⾃
分

な
り

の
課
題

を
も

ち
、

や
り
遂
げ

た
充
実

感
や

達
成

感
を

味
わ

う
】

 
 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

 
本

園
で

は
、

２
０
０
４

年
か

ら
年

⻑
児

の
接
続

期
後
半

に
「
協

同
的

な
遊

び
」

と
し

て
⼦

ど
も

た
ち

が
考

え
た

遊
び

を
グ

ル
ー

プ
や

ク
ラ

ス
の

友
達

と
⼀

緒
に

取
り

組
ん

で
い

く
保

育
を
展
開

し
て

き
た

。
⼦

ど
も

た
ち

の
興

味
・
関

⼼
か

ら
広

が
っ

た
遊

び
を

さ
ら

に
⽬
的
意
識

を
も

っ
て

遊
び

を
深

め
て

い
く
活
動

で
あ

る
。

本
年
度

は
、

年
⻑

児
全

員
で

考
え

た
お

話
「

き
く

・
ふ

じ
み

ん
な

の
ぼ

う
け

ん
」

の
お

話
作

り
→
み

ん
な

で
遊

び
な

が
ら
表
現
活
動
（
劇

遊
び
）
→
「

に
じ

い
ろ
王
国
」
作

り
へ

と
つ

な
げ

て
い

っ
た

。
 

「
に

じ
い

ろ
王
国
」

は
、

年
中

組
・

年
少

組
の

⼦
ど

も
た

ち
や
保
護
者

、
附

属
⼩

の
1年

⽣
と

⼀
緒

に
遊
ぶ

こ
と

を
⽬
的

に
⼦

ど
も

た
ち

の
経
験

し
て

き
た

遊
び

、
⾏

事
な

ど
、

⽣
活

の
中

か
ら

年
⻑

組
の
み

ん
な

で
話

し
合

い
⽣

ま
れ

て
き

た
。
“そ

れ
ぞ

れ
考

え
た
国

が
合
わ

さ
っ

て
、「

に
じ

い
ろ
王
国
」

に
な

る
。

そ
し

て
宇
宙
船

に
乗

り
、
⼒

を
合
わ
せ

て
、
お
宝

を
探

し
、
オ

ー
ロ

ラ
の
国
へ
⾏

く
ス

ト
ー
リ

ー
”に

な
っ

た
。

 
〇
宇
宙
船

の
国

：
オ

ー
ロ

ラ
の
国

に
⾏

く
宇
宙
船

を
作

る
国

 
〇
ロ

ボ
ッ

ト
の
国

：
ロ

ボ
ッ

ト
を
作

る
国

 
〇
お
菓

⼦
の
国

：
お
菓

⼦
の
家

で
お
菓

⼦
を
作

る
国

 
〇

ス
テ

ー
ジ

の
国

：
歌

や
ダ
ン

ス
な

ど
の

ス
テ

ー
ジ

を
開

く
国

 
〇
昆
⾍
怪
獣

の
国

：
昆
⾍

が
怪
獣

に
な

り
昆
⾍
怪
獣

と
戦

う
国

 
〇
お
化

け
の
国

：
お
化

け
屋
敷

で
お
化

け
と
暮

ら
す
国

 
 

事
例

の
「
ロ

ボ
ッ

ト
の
国
」

で
は

、
園
内

に
あ

っ
た
ペ

ッ
パ

ー
君

と
遊

び
な

が
ら
ロ

ボ
ッ

ト
に

興
味

を
も

っ
た
５

⼈
グ

ル
ー

プ
で

あ
る

。
１

つ
⽬

の
ロ

ボ
ッ

ト
は

完
成

に
近

か
っ

た
が

、
そ

れ
ぞ

れ
が

も
つ
ロ

ボ
ッ

ト
の

イ
メ

ー
ジ

は
、

同
じ

で
は

な
い

。
な

か
な

か
⾃

分
の

思
い
（
ロ

ボ
ッ

ト
の

イ
メ

ー
ジ
）

が
伝
わ

ら
な

い
Ａ

児
を
中
⼼

に
考

察
す

る
。

 
２

．
事

例
の

記
⼊

 
リ
ズ

ム
室

で
そ

れ
ぞ

れ
の
グ

ル
ー

プ
で

遊
び

が
始

ま
っ

た
。
ロ

ボ
ッ

ト
チ

ー
ム

の
①
〔
ａ
〕
Ａ

児
が

、
浮

か
な

い
顔

で
床

に
ご

ろ
ご

ろ
し

て
い

た
。

 
Ｔ

：
ど

う
し

た
の

。
Ａ
君

。
 

Ａ
児

は
何

も
⾔
わ

な
か

っ
た

。
他

の
グ

ル
ー

プ
の

⼦
ど

も
達

を
呼

ん
だ

。
 

Ｔ
：

②
〔
ｂ
〕
ロ

ボ
ッ

ト
⼀

つ
で

き
て

る
ね

。
こ

れ
か

ら
ど

う
す

る
？

 
⼦

ど
も

達
は

、
黙

っ
て

い
た

。
ロ

ボ
ッ

ト
は

⾃
⽴

し
て

、
完
成

に
近

づ
い

て
い

た
。

 
Ｂ

児
：

⼿
が

ね
。

な
ん

か
違

う
。

 
Ｂ

児
は

、
段

ボ
ー

ル
を
丸

め
て
細

く
し

た
も

の
を
付

け
て

い
た

⼿
に
不
満

が
あ

る
よ

う
だ

。
⼿

が
本
物

の
よ

う
に
動

か
な

い
か

ら
だ

。
Ｃ

児
は

す
ぐ

に
反
応

し
て

⼿
を
作

り
直

す
こ

と
に
賛

同
し

た
。
③
〔
ｃ
〕

し
か

し
Ａ

児
の
表

情
は

す
ぐ

れ
な

い
。

 
Ｔ

：
Ａ
君

は
ど

う
し

た
い

の
？

 
Ａ

児
は

、
黙

っ
て

い
た

。
Ａ

児
は

、
Ｂ

児
中
⼼

で
作

っ
た

完
成

に
近

い
ロ

ボ
ッ

ト
に

、
⾃

分
の

考
え

が
反
映

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

が
不
満

の
よ

う
だ

っ
た

。
 

Ｔ
：
Ａ
君

、
⾃

分
で
ロ

ボ
ッ

ト
作

っ
て
み

た
ら

ど
う
？

 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
①
〔
ａ
〕
Ａ

児
は

、
普
段

か
ら

、
あ

ま
り

⾃
分

の
気
持

ち
を

伝
え

な
い

。
何

も
⾔
わ

な
い

が
⾔

い
た

い
こ

と
が

あ
る

と
い

う
表

情
で

あ
る

。
援
助

が
必
要

で
あ

る
と

考
え

た
。

 
  ②
〔
ｂ
〕

で
き

つ
つ

あ
る
ロ

ボ
ッ

ト
は

、
Ｂ

児
の
ア

イ
デ
ィ
ア

で
⼀

緒
に

つ
く

っ
て

き
た
ロ

ボ
ッ

ト
で

あ
る

。
Ａ

児
は

、
Ｂ

児
と
共

に
取

り
組

ん
で

き
た

が
、

⾃
分

の
思

い
が
反
映

し
て

い
な

い
ロ

ボ
ゥ

ト
に

は
興

味
を
⽰

さ
な

く
な

っ
た

。
 

③
 
〔
ｃ
〕
Ａ

児
も

、
Ｂ

児
の

イ
メ

ー
ジ

に
近

づ
こ

う
と

す
る

が
、

な
か

な
か
共
有

で
き

な
か

っ
た

。
Ａ

児
の
中

の
⼀

緒
に
作

っ
て

い
き

た
い

思
い

と
、
Ｂ

児
に

伝
わ

ら
な

い
思

い
（
葛
藤
）

を
⽀

え
て

い
く

保
育
者

の
援
助

が
必
要

だ
っ

た
。
Ａ

児
の
姿

か
ら

、
協
働

す
る

こ
と

の
難

し
さ

を
感

じ
た

。
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Ａ
児

の
表

情
が
変
わ

っ
た

。
そ

し
て

、
⾃

分
で
箱

を
持

っ
て

き
て

、
ロ

ボ
ッ

ト
を
作

り
始

め
た

。
周
囲

の
⼦

ど
も

達
も
Ａ

児
の

思
い

を
感

じ
た

ら
し

い
。
Ａ

児
の
ロ

ボ
ッ

ト
作

り
を
受

け
⼊

れ
た

。
④
〔
ａ
〕
Ａ

児
が

⾜
を
作

り
始

め
た

。
頭

と
胴
体

を
⽀

え
、

⾃
⽴

さ
せ

よ
う

と
す

る
が
難

し
い

。
Ａ

児
は

何
度

も
試

し
、

考
え

て
い

た
。

 
Ｔ

：
わ

か
ら

な
い

と
こ

ろ
を
み

ん
な

に
聞

い
て
み

る
？

 
Ａ

児
は

、
う

な
ず

い
た

。
し

か
し

、
そ

の
⽇

の
振

り
返

り
の

時
間

、
Ａ

児
は

⾃
分

か
ら

⼿
を
挙
げ

て
、
み

ん
な

に
聞

か
な

か
っ

た
。

 
Ｔ

：
Ａ
君

、
ほ

ら
、
ロ

ボ
ッ

ト
の

⾜
の

こ
と

で
困

っ
て

な
か

っ
た
？
ロ

ボ
ッ

ト
持

っ
て

き
て
ご

ら
ん

。
 

Ａ
児

は
す
ぐ

に
⾃

分
の
ロ

ボ
ッ

ト
を
み

ん
な

の
前

に
持

っ
て

き
た

。
し

か
し

、
恥

ず
か

し
く

て
、

う
ま

く
伝

え
ら

れ
な

か
っ

た
。

 
Ｔ

：
⑤
〔
ｃ
〕
Ａ
君

が
ね

、
ロ

ボ
ッ

ト
作

っ
て

い
る

け
ど

、
⾜

を
作

っ
て

て
、

う
ま

く
⽴

た
な

い
ん

だ
よ

。
い

い
考

え
な

い
？

 
Ｃ

１
：

も
っ

と
⾜

の
箱

を
⼤

き
い
箱

に
し

た
ら
？

 
Ｃ

２
：

⾜
の
横

の
と

こ
ろ

に
、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

⽔
を

⼊
れ

て
付

け
て
み

た
ら
？

 
⑥
〔
ｂ
〕
Ａ

児
は

、
友

達
が

話
す

こ
と

を
黙

っ
て
真
剣

に
聞

い
て

い
た

。
 

 
次

の
⽇

、
Ａ

児
は

、
友

達
か

ら
の
ア

イ
デ
ィ
ア

を
使

っ
て

、
ロ

ボ
ッ

ト
を
作

っ
た

。
ロ

ボ
ッ

ト
チ

ー
ム

に
は
⼆

つ
の
ロ

ボ
ッ

ト
が
並

ん
で

⽴
っ

て
い

た
。

 

        ④
〔
ａ
〕
Ａ

児
は

、
⼀

つ
⽬

の
ロ

ボ
ッ

ト
作

り
で

⾜
の

作
り
⽅

は
、
知

っ
て

い
た

。
し

か
し

、
そ

の
つ

く
り
⽅

を
ま

ね
し

な
か

っ
た

。
⾃

分
で

考
え

た
ロ

ボ
ッ

ト
を
作

り
た

か
っ

た
よ

う
だ

。
 

         ⑤
〔
ｃ
〕
グ

ル
ー

プ
ご

と
に
違

う
取

り
組
み

を
し

て
い

る
が

、
互

い
の

思
い

を
共
有

し
た

り
、
困

っ
て

い
る

と
き

に
助

け
た

り
等

、
協
働

す
る

こ
と
へ
気
持

ち
を
向

け
て

い
け

る
よ

う
に
振

り
返

り
の

場
を

整
え

る
。

 
 ⑥
〔
ｂ
〕
Ａ

児
は

⾃
分

で
作

っ
た
ロ

ボ
ッ

ト
の
横

で
、

友
達

の
ア

イ
デ
ィ
ア

を
真
剣

に
聞

い
て

い
た

。
Ａ

児
の

納
得

い
く

よ
り
良

い
も

の
を
作

り
た

い
気
持

ち
が

感
じ

ら
れ

た
。

 
 〔
ｃ
〕

本
事

例
の

遊
び
（

本
園

で
⾔

う
協

同
的

な
遊

び
）

の
中

で
⼦

ど
も

達
は

何
を
協
働

す
る

の
か

。
保

育
者

は
、

⽴
ち
⽌

ま
っ

て
保

育
の
構
想

を
⽴

て
直

さ
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

こ
こ

で
は

、
Ａ

児
の

思
い

を
⼤
切

に
し

、
個

の
満

⾜
感

や
充
実

感
を
得

ら
れ

な
け

れ
ば
協
働
的

な
学

び
へ

と
は

つ
な

が
ら

な
い

と
考

え
た

。
 

 
 

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
本

園
で

は
、
協

同
的

な
遊

び
に

は
、
3つ

の
時

期
が

あ
る

と
考

え
る

。「
夢
中

に
な

る
時

期
」「
ゆ

ら
ぐ

時
期
」「
み

ん
な

で
楽

し
む

時
期
」

こ
の
3つ

の
時

期
に
保

育
者

は
、
適
切

な
援
助

が
必
要

で
あ

る
。

 
 

 
夢
中

に
な

る
時

期
：

⼤
き

な
⽬
的

は
決

ま
る

と
、

そ
れ

を
達
成

す
る

ま
で

、
各

⾃
（

個
）

の
や

っ
て
み

た
い

こ
と

が
決

ま
る

。そ
こ

で
は

、⼦
ど

も
達

が
困

っ
て

い
る

こ
と

を
よ

く
⾒

取
り

、解
決

す
る

⼿
⽴

て
を

⼀
緒

に
考

え
て

い
く

。
保

育
者

の
考

え
が
出
過
ぎ

る
と

、
⼦

ど
も

達
の

遊
び

を
壊

し
て

し
ま

う
の

で
、

そ
れ
ぞ

れ
の

思
い

を
し

っ
か

り
受

け
⽌

  

め
て

い
く

。
 

 
ゆ

ら
ぐ

時
期

：
こ

の
時

期
が

と
て

も
援
助

が
難

し
い

。
⾃

分
の

や
り

た
い

こ
と

が
達
成

で
き

て
い

る
⼦

ど
も

も
い

 
 

れ
ば

、
ま

だ
、
途
中

で
迷

っ
て

い
る

⼦
ど

も
も

い
る

。
し

か
し
全
体

か
ら

⾒
て
み

れ
ば

⾃
分

の
チ

ー
ム

で
楽

し
く

遊
ん

 
で

い
る

よ
う

に
⾒

え
る

。
ま

た
、
保

育
者

が
進
み

具
合
ば

か
り

を
気

に
し

て
い

る
と

、
ロ

ボ
ッ

ト
チ

ー
ム

の
よ

う
に

、
 

個
の
充
実

が
で

き
て

い
な

い
、

ち
ぐ

は
ぐ

な
状
況

が
起

き
て

し
ま

う
。

個
を
埋
没

さ
せ

て
し

ま
う

の
だ

。
こ

の
時

期
こ

 
そ

、
そ

れ
ぞ

れ
の

思
い

を
丁
寧

に
聞

き
、
グ

ル
ー

プ
の
⽬
的

を
確

か
め

、
⽅
法

や
ル

ー
ル

を
話

し
合

う
必
要

が
あ

る
。

 
 
み

ん
な

で
楽

し
む

時
期

：「
ゆ

ら
ぐ

時
期
」

で
、

⼀
⼈

⼀
⼈

の
⼦

ど
も

の
思

い
を
受

け
⽌

め
な

が
ら

、
全
体

に
つ

な
げ

て
い

く
。そ

う
す

る
と
グ

ル
ー

プ
意
識

が
⾼

ま
り

、全
体

の
⽬
的

を
再
確
認

で
き

る
よ

う
に

な
る

。「
み

ん
な

で
楽

し
め

る
」

こ
と

が
、
他
者
意
識

を
も

た
ら

し
、

遊
び

の
幅

が
広

が
っ

て
い

く
。
保

育
者

が
、

完
成

の
時

期
に

⼊
っ

て
も

、
丁

寧
に
全
体
→

個
へ

、
個
→
全
体
へ
援
助

し
て

い
く

と
、
全
体

の
⽬
的

を
互

い
に
共
有

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

し
か

し
、

個
が
充
実
せ

ず
満

⾜
し

て
い

な
け

れ
ば

、
他
者
へ

の
意
識

も
⽣

ま
れ

て
こ

な
い

。
 

 
事

例
に

も
あ

る
よ

う
に

、
遊

び
が

同
じ

で
あ

っ
て

も
、

そ
れ
ぞ

れ
（

個
）

が
や

っ
て
み

た
い

こ
と

が
充
実

し
な

い
と

協
働
的

な
学

び
へ

と
は

つ
な

が
ら

な
い

。
ま

た
、
保

育
者

が
無

理
し

て
遊

び
を

つ
な
げ

よ
う

と
し

て
も

個
の
充
実

が
無

い
限

り
、

本
来

の
協

同
的

な
遊

び
→
協
働
的

な
学

び
へ

つ
な

が
る

と
は
⾔

え
な

い
。

 
 ２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
Ｂ

児
は

、
⾃

分
の

イ
メ

ー
ジ
通

り
の
ロ

ボ
ッ

ト
を
作

っ
て

い
く

こ
と

が
で

き
た

。
ロ

ボ
ッ

ト
の
動

き
や

、
構
造

を
観

察
し

、
そ

の
仕

組
み

を
⾃

分
な

り
に

考
え

て
取

り
組

ん
で

い
た

。
外

か
ら

⾒
る

と
グ

ル
ー

プ
で

取
り

組
み

、
思

い
も
共

有
し

て
出
来
上

が
っ

た
ロ

ボ
ッ

ト
の

よ
う

に
⾒

え
る

。
し

か
し

、
Ａ

児
は

、
共
通

の
⽬
的

は
わ

か
っ

て
い

る
も

の
の

⾃
分

の
ロ

ボ
ッ

ト
の

イ
メ

ー
ジ

や
作

り
た

い
思

い
が

⽣
か

さ
れ

ず
進

ん
で

い
く

こ
と

に
納
得

が
い

か
な

か
っ

た
。

⼀
⽅

、
Ｃ

児
の

よ
う

に
、

⾃
分

の
思

い
で
作

っ
て

い
る
ロ

ボ
ッ

ト
で

は
な

い
が

、
Ｂ

児
の

イ
メ

ー
ジ

に
⾃

分
の

考
え

を
合
わ
せ

な
が

ら
作

っ
て

い
け

る
⼦

ど
も

も
い

る
。

 
協
働
的

な
学

び
を

つ
な
げ

て
い

く
た

め
に

は
、
保

育
者

は
そ

れ
ぞ

れ
の

思
い

を
受

け
⽌

め
、

つ
な

い
で

い
く

時
間

を
と

り
、
⽬
的

を
確

か
め

て
い

か
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
ま

た
⾃

分
な

り
の

思
い

を
表
現

し
、

相
⼿

に
分

か
る

よ
う

に
伝

え
る

こ
と

で
、
互

い
の

思
い

を
理

解
し

、
楽

し
さ

を
共
有

し
た

り
、

⼯
夫

し
て

取
り

組
ん

だ
り

で
き

る
よ

う
な
援
助

が
必
要

で
あ

る
。
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「

私
も

や
り

た
く

な
っ

た
」

 
 

園
名

：
⼤

分
⼤

学
教

育
学
部

附
属

幼
稚

園
 

【
概

ね
の

時
期

と
そ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
 
5⽉
中
旬

 
 

〇
気

の
合

う
友

だ
ち

と
思

い
を
出

し
た

り
受

け
⽌

め
た

り
し

な
が

ら
遊

び
を

楽
し

む
。

 
 

〇
年

⻑
組

に
な

っ
た
喜

び
や

⾃
覚

を
も

っ
て
⾏
動

す
る

。
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
 
砂

場
で

は
，
シ
ャ
ベ

ル
で

⽔
の
流

れ
る

道
を

つ
く

り
，
流

す
⽅
向

を
考

え
た

り
道
（

川
）

を
繋
げ

る
⽅
法

を
⼯

夫
し

た
り

す
る
姿

が
⾒

ら
れ

て
い

た
。

こ
れ

ま
で

に
樋

を
使

っ
て

遊
ん

だ
経
験

が
あ

る
こ

と
か

ら
，
樋

を
出

し
て
お

く
と

す
ぐ

に
使

い
始

め
，

組
み

⽴
て
⽅

を
⼯

夫
し

な
が

ら
遊
ぶ
姿

と
な

っ
た

。
A

児
は
，
筒

型
の
樋

を
砂

場
に

⽴
て

て
刺

し
，

倒
れ

な
い

よ
う

に
周

り
を
砂

で
⽀

え
た

り
深

く
差

し
込

ん
だ

り
し

て
い

た
。
差

し
込

ん
だ
樋

の
上

か
ら

⽔
を

⼊
れ
，
樋

が
倒

れ
る

こ
と

や
⽔

が
あ
ふ

れ
て

く
る

こ
と

に
悔

し
そ

う
な
表

情
を

⾒
せ

る
A

児
の

思
い

を
聞

く
と
，「
砂

の
中

に
⽔

を
通

し
た

い
」

と
話

し
た

。
ど

う
し

た
ら
砂

の
中

に
⽔

が
通

る
か
，

友
だ

ち
の

考
え

を
聞

い
た

り
，

い
ろ

い
ろ

な
⽅
法

を
試

し
た

り
し

な
が

ら
遊

ん
で

い
た
A

児
は
，

ト
ン
ネ

ル
を

つ
く

り
そ

の
中

に
⽔

が
流

れ
る

よ
う

に
し

た
い

と
⾔

っ
た

。
ト
ン
ネ

ル
を

つ
く

る
た

め
に

は
⼭

が
い

る
，

と
⼭

を
つ

く
っ

て
ト
ン
ネ

ル
を

つ
く

り
，
繋

が
っ

た
時

に
は
笑
顔

で
⽔

を
流

し
て

い
た

。
そ

の
後
，ト
ン
ネ

ル
か

ら
出

た
⽔

の
道

を
つ

く
り
，さ

ら
に

ト
ン
ネ

ル
を
増

や
そ

う
と

し
て

い
る

。 
 ２

．
事

例
の

記
⼊

 
5⽉

21
⽇

 
①
A

児
が
保

育
室

で
ど

ん
な

こ
と

を
し

て
遊

び
た

い
か

話
し

て
い

た
。

 
  
保

育
者

は
A

児
が

ト
ン
ネ

ル
を

⻑
く

し
た

い
、

と
い

う
思

い
を

具
現
化

す
る

た
め

に
イ
メ

ー
ジ

を
持

た
せ

た
。

 
 「

も
っ

と
⻑

く
す

る
た

め
に

は
ど

う
し

た
ら

い
い

か
な
」

 
「

何
か

い
い
⽅
法

が
あ

っ
た

ら
教

え
て
」

 
 ②
保

育
者

と
A

児
が

話
を

し
て

い
る

様
⼦

を
B

児
が

聞
い

て
い

る
。

 
 「
A

児
は

こ
こ

か
ら

ト
ン
ネ

ル
を

つ
な
げ

た
い

ん
だ

っ
て
」

 
「

じ
ゃ

あ
、
私

も
久

し
ぶ

り
に
砂

場
に
⾏

こ
う

か
な
」

 
   5⽉

22
⽇

 
③

ト
ン
ネ

ル
を
作

る
た

め
に

ど
う

や
っ

た
ら

、
何

を
使

っ
た

ら
う

ま
く

い
く

か
、

ま
た

、
⼭

の
⾼

さ
は

ど
れ

く
ら

い
か

、
を
数

⼈
で

相
談

し
な

が
ら
⼭

や
ト
ン
ネ

ル
の
作
成

に
⼊

っ
た

。
 

 C
児

 
ス

コ
ッ

プ
の
背

で
⼭

を
丁
寧

に
固

め
て

い
く

 
B

児
 
（
Ｃ

児
が
Ｂ

児
の

掘
っ

た
⽳

に
砂

を
か

け
よ

う
と

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
     ①
〔
ｃ
〕
A

児
の
持

つ
「

と
ん
ネ

ル
を

⻑
く

す
る
」

イ
メ

ー
ジ

を
探

る
た

め
に

も
A

児
の

考
え

を
じ

っ
く

り
聞

き
た

い
と

考
え

た
。

 
   ②
〔
ｃ
〕
Ａ

児
が
保

育
室

で
話

し
て

い
る

の
を
周
囲

は
知

っ
て

い
た

が
、

よ
り

具
体
的

な
イ
メ

ー
ジ

を
周
囲

に
広

め
る

こ
と

で
⽬
標

達
成

に
近

づ
く

と
考

え
た

。
ま

た
、
仲
間

と
協
⼒

し
て

達
成

す
る

こ
と

を
体
験

さ
せ

た
い

と
考

え
た

。
 

 
〔
ｂ
〕
B

児
は

、
A

児
が

⼀
⽣
懸
命

に
保

育
者

と
話

し
て

い
る

様
⼦

や
、

考
え

が
ま

と
ま

ら
な

い
様

⼦
を

⾒
て

、
⼀

緒
に

チ
ャ

レ
ン
ジ

し
て
み

た
い

と
考

え
た

の
で

は
な

い
か

。
 

      ③
〔
ｂ
〕
A

児
の

思
い

を
確
認

し
た

り
す

る
や

り
取

り
の
中

で
、
周
囲

の
⼦

ど
も

た
ち

も
砂

場
遊

び
の
経
験

を

す
る
）

 
 

 
「

ま
っ

て
、

そ
こ
埋

め
な

い
で

。
そ

こ
を
出

る
っ

て
 

 
 

 
お
知

ら
せ

し
て

る
。」

 
 

 
「

こ
う

な
っ

て
、

こ
う

な
っ

て
・

・
・

。」
（

ト
ン
ネ

ル
の

イ
メ

ー
ジ

を
教

師
に
ジ
ャ

ス
チ
ャ

ー
で

伝
え

よ
う

と
す

る
。）

 
 

 
「

な
ん

か
待

ち
合
わ
せ
み

た
い

な
の
｡」

 
     ④
⽳

の
中

に
⼿

を
⼊

れ
た

り
、

の
ぞ

き
込

ん
だ

り
、

ト
ン

ネ
ル

の
状
況

を
確
認

し
な

が
ら

、
⽳

を
掘

り
続

け
る

。
 

A
児

は
、

友
だ

ち
の

様
⼦

も
時
折
確
認

し
な

が
ら

、
⼀

⼈
夢
中

に
な

っ
て

掘
り

進
め

て
い

る
。

 
              

活
か

し
、

友
だ

ち
と

チ
ャ

レ
ン
ジ

す
る

楽
し

さ
を
再
確

認
し

た
の

で
は

な
い

か
。

 
    〔
ｃ
〕
Ａ

児
の
砂

場
で

の
チ
ャ

レ
ン
ジ

に
⾃

分
も
関
わ

り
教

師
と

対
話

す
る
中

で
年

少
時

の
時
以
来

の
砂

場
遊

び
の
わ

く
わ

く
感

が
呼

び
起

こ
り

、
待

ち
合
わ
せ

と
い

う
⾔
葉

を
使

⽤
す

る
な

ど
⼀
層
砂

場
遊

び
に
夢
中

に
な

っ
て

き
た

と
考

え
る

。
 

 ④
〔
ｃ
〕

時
折

ト
ン
ネ

ル
の
状
況

を
⼀

緒
に
確
認

し
、

⼦
ど

も
た

ち
が

⾃
分

た
ち

の
思

い
の

進
⾏
状
況

を
確
認

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
そ

う
す

る
こ

と
で

、
友

だ
ち

に
⾃

分
の

思
い

を
確
認

し
た

り
す

る
や

り
取

り
に

発
展

し
た

と
考

え
る

。（
写
真
参
照
）

 
  

５
⽉

２
３

⽇
 

⑤
ト
ン
ネ

ル
に
パ

イ
プ

を
通

し
て
砂

を
す

く
い

あ
げ

た
り

、
⽳

を
掘

り
進

め
た

り
、
砂

を
固

め
た

り
と

、
道

具
を

⾊
々

な
⽅
法

で
使

⽤
し

な
が

ら
、
⽳

掘
り

を
続

け
た

。
 

   ⑥
ト
ン
ネ

ル
が

で
き

る
と

、
⽔

を
流

し
始

め
た

。
 

D
児
（

ト
ン
ネ

ル
に
パ

イ
プ

を
通

し
て
）

 
「

あ
！

き
て

る
き

て
る
！
」

 
A

児
B

児
（
パ

イ
プ

を
抜

い
て
⾶

び
跳

ね
な

が
ら
）

 
「

つ
な

が
っ

た
！
！
」

 
A

児
E

児
（
反

対
の
⽳

か
ら

⼿
を

⼊
れ

て
）

 
「
ほ

ん
と

や
！

つ
な

が
っ

た
！
」

 
 

 
 

 
「
最

後
⽔
！

⽔
だ

け
！
」

 
C

児
 

 
「

⽔
⼊

れ
る

よ
！
」

 
そ

こ
に

い
た

⼦
ど

も
た

ち
 

「
来

た
！

や
っ

た
あ
！
」

 

 ⑤
〔
a〕
〔
ｂ
〕
パ

イ
プ

に
砂

が
詰

ま
っ

た
時

に
は

、
と

ん
と

ん
と
地
⾯

に
た

た
き

つ
け

る
こ

と
で

、
砂
詰

ま
り

を
取

り
除

い
た

り
、

道
具

を
友

だ
ち

と
話

し
合

い
な

が
ら

⼯
夫

し
て

使
⽤

し
て

い
る

。
⾃

分
た

ち
で

よ
り
良

い
⽅
法

を
⾒

つ
け
出

そ
う

と
し

て
い

る
。

 
 ⑥
〔
ｂ
〕

友
だ

ち
と

同
じ

イ
メ

ー
ジ

を
も

っ
て

何
度

も
繰

り
返

し
て

い
る

。（
写
真
参
照
）
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A
児
B

児
「
先

⽣
！
来

た
！
」

 
教

師
 

 
「
来

た
？

こ
っ

ち
か

ら
来

た
？
」

 
「
両
⽅

、
つ

な
が

っ
て

る
の
？
」

 
 

教
師

②
 
「

待
ち
合
わ
せ

、
成
功
！
」

 
 そ

の
後

、
何
度

も
繰

り
返

し
⽔

を
流

し
、

⽔
の
⾏
⽅

を
⾒

る
な

ど
し

て
遊

ん
で

い
た

。
 

  ⑦
⼭

は
ど

ん
ど

ん
⾼

く
な

り
、
上

か
ら

⽔
を
ジ

ョ
ウ
ロ

を
使

っ
て
流

す
に
⾄

っ
た

。
 

   

 〔
ｃ
〕

教
師

も
⼀

緒
に

ト
ン
ネ

ル
を

掘
っ

た
り

⼿
を

⼊
れ

て
み

た
り

し
て

、⼦
ど

も
と

イ
メ

ー
ジ

を
共
有

し
、周

り
の

⼦
ど

も
た

ち
に

も
状
況

が
わ

か
る

よ
う

に
、
⾔
葉

で
様

⼦
を
知

ら
せ

た
り

、
⼀

緒
に
喜

ん
だ

り
し

た
こ

と
で

、
協
働
的

な
遊

び
に

⼀
層
深

ま
り

が
増

し
、
砂

場
遊

び
に
没
頭

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。
 

     

  
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
 【

⾃
分

の
思

い
を

伝
え

る
】

 
⾃

分
が

し
た

い
こ

と
（
⽬
的

、
め

あ
て
）

を
保

育
者

や
友

だ
ち

に
伝

え
る

こ
と

は
難

し
い

が
、

相
⼿

が
ど

う
受

け
⽌

め
る

か
も
お
互

い
に

考
え

な
が

ら
共
通

の
⽬
的

に
向

け
て

遊
ぶ

こ
と

そ
の

も
の

が
、
協
働
的

な
学

び
と
⾔

え
る

。
何

を
学

ん
だ

と
⾔
葉

で
⾔

い
表
せ

な
く

て
も

感
じ

る
も

の
で

も
あ

る
と

考
え

る
。

 
 【

試
⾏
錯
誤

を
繰

り
返

し
⼯

夫
す

る
】

 
共
通

の
⽬
的

に
向

か
っ

て
遊
ぶ
中

で
、

う
ま

く
い

か
な

い
こ

と
や
課
題

解
決

が
必
要

な
こ

と
は

⽣
ま

れ
て

く
る

も
の

だ
が

、
そ

れ
を
み

ん
な

で
乗

り
こ

え
よ

う
と
励

ま
し
合

っ
た

り
、
知
恵

を
出

し
合

っ
た

り
す

る
こ

と
で

、
⾃

分
が
知

っ
て

い
る

こ
と

が
深

ま
っ

た
り

、
友

だ
ち

と
話

す
中

で
チ
ャ

レ
ン
ジ

し
た

い
と

思
う

こ
と

が
出

て
き

た
り

、
個
別
最
適

な
学

び
が
深

ま
る

。
ま

た
失
敗

し
て

も
あ

き
ら

め
ず

に
試
⾏
錯
誤

を
繰

り
返

す
中

で
協
働
的

な
学

び
、

幼
児

同
⼠

の
関

り
、

が
深

ま
っ

て
い

く
と

考
え

る
。

 
 ２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 【「

も
っ

と
し

た
い
」

の
気
持

ち
が

つ
な

が
る

環
境

の
構
成

と
援
助

】
 

 「
共
有

す
る

時
間

の
設

定（
遊

び
の
振

り
返

り
の

時
間

や
思

い
を
共
有

す
る

時
間

を
設

定
）」

し
た

こ
と

で
，⼦

ど
も

た
ち

の
気
持

ち
を

⽇
々

つ
な

い
で

い
く

こ
と

が
で

き
た

と
考

え
る

。ま
た

、⼦
ど

も
同

⼠
の

や
り

取
り

が
つ

な
が

る
よ

う
，

教
師

が
⼦

ど
も

同
⼠

の
会

話
を

よ
く

聞
き
，
必
要

に
応

じ
て

つ
な
ぎ

役
に

な
る

こ
と

で
，

よ
り
深

い
思

い
を
共
有

す
る

こ
と

が
で

き
た

と
考

え
る

。
教

師
が

⼀
緒

に
遊

び
に

⼊
り
，

遊
び

の
中

で
共

に
進
⾏
状
況

を
確
認

し
て

い
た

こ
と

で
，

⼦
ど

も
た

ち
の

試
⾏
錯
誤

の
繰

り
返

し
や
気
持

ち
の
継
続

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

。
個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
は

、
保

育
者

の
指
⽰

で
は

な
く

、
幼

児
理

解
に

基
づ

い
た

⽇
頃

の
⾏
動

の
読
み

と
り

や
共

に
遊

び
な

が
ら
必
要

な
援
助

を
な

す
こ

と
で
確
実

に
な

る
と

考
え

る
。

 
  

 

「
い

っ
し

ょ
に

あ
そ

ぼ
う

」
 

 
園

名
：
宮
崎

⼤
学

教
育

学
部

附
属

幼
稚

園
 

 【
６

⽉
上
旬

 
こ

の
時

期
の

ね
ら

い
】

 
◯

 
先

⽣
や

友
達

に
考

え
た

こ
と

を
話

し
た

り
、

相
⼿

の
気
持

ち
に
気
付

い
た

り
す

る
。

 
◯

 
季

節
の
変
化

を
感

じ
な

が
ら

、
気

の
合

う
友

達
と

⼀
緒

に
い

ろ
い

ろ
な

遊
び

を
楽

し
も

う
と

す
る

。
 

 
１

．
事

例
を

理
解

す
る

の
に

役
⽴

つ
情

報
、

個
々

の
⼦

ど
も

に
対

す
る

願
い

 
 

年
⻑

に
進

級
当

初
の
A

児
は

、
年
中

児
期

に
仲

よ
く

な
っ

た
気

の
合

う
友

達
を
誘

っ
て

、
⾃

分
な

り
に
カ

ラ
ー
積

み
⽊

を
使

っ
て

遊
ぶ

こ
と

が
多

か
っ

た
。
仲
間

に
⼊

り
た

い
別

の
友

達
が

、
⼀

緒
に

遊
び

た
い

と
伝

え
て

も
、
頑

な
に
断

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
 

⾃
分

の
思

い
や
気
持

ち
を
先

⽣
や

友
達

に
伝

え
る

だ
け

で
な

く
、

友
達

に
も

そ
れ
ぞ

れ
の
気
持

ち
や

考
え

が
あ

る
こ

と
に
気
付

き
、

も
っ

と
い

ろ
い

ろ
な

友
達

と
か

か
わ

り
な

が
ら

好
き

な
遊

び
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
ほ

し
い

と
い

う
教

師
の

願
い

か
ら
「

友
達

や
先

⽣
と

話
し
合

い
を

し
な

が
ら

遊
ぶ
」

こ
と

を
⽬
指

す
こ

と
と

し
た

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

５
⽉

１
３

⽇
（
カ

ラ
ー
積
み
⽊

遊
び
）

 
①

 
Ａ

児
と
気

の
合

う
友

達
Ｂ

児
が
カ

ラ
ー
積
み
⽊

で
遊

ん
で

い
た

。
部
屋

を
イ
メ

ー
ジ

し
て

テ
レ
ビ

を
⾒

る
部
屋

、
寝

る
部
屋
等

を
つ

く
り

、
⾃

分
の
部
屋

や
ベ

ッ
ド

を
決

め
た

り
し

な
が

ら
楽

し
く

遊
ぶ

様
⼦

が
⾒

ら
れ

た
。

教
師

は
A

児
の

⾃
分

な
り

の
イ
メ

ー
ジ

を
表
現

す
る
姿

を
⾒

守
っ

て
い

た
。

 
Ａ

児
「

こ
こ

は
僕

の
ベ

ッ
ト

で
、

こ
こ

は
テ

レ
ビ

を
⾒

る
部
屋

、
こ

こ
が

⼊
り
⼝

だ
よ
」

と
教

師
に

伝
え

る
。

 
教

師
「
住
み

た
く

な
る

よ
う

な
部
屋

が
で

き
て

い
る

ね
」

と
部
屋

が
よ

く
で

き
て

い
る

こ
と

を
認

め
た

。
 

Ｃ
児
「
ぼ

く
も
仲
間

に
⼊

り
た

い
」

と
声

を
掛

け
る

。
 

A
児

 
何

も
⾔
わ

ず
C

児
を
両

⼿
で
押

し
出

す
。

 
教

師
「

何
か
困

っ
て

い
る

こ
と

は
な

い
？
」

と
A

児
と
C

児
に
尋

ね
る

。
 

A
児

 
何

も
⾔
わ

ず
、
C

児
を
両

⼿
で
押

し
出

す
。

 
C

児
「
仲
間

に
⼊

り
た

い
ん

だ
け

ど
、

⼊
れ

て
く

れ
な

い
の
」

と
⾔

う
。

 
教

師
「
C

児
は
A

児
達

と
⼀

緒
に

遊
び

た
い
み

た
い

だ
ね

。
仲
間

に
⼊

れ
な

い
の
？
」

と
A

児
に
尋

ね
る

。
 

Ａ
児
「

だ
め

、
絶

対
に

だ
め
」

と
Ｃ

児
に
⾔

う
。

 
教

師
「
今

⽇
は

だ
め

な
ん

だ
ね
」

と
A

児
の
気
持

ち
を
受

け
⽌

め
た

。
 

A
児
「

う
ん
」

と
う

な
ず

き
、

遊
び

の
続

き
を

始
め

る
。

 
教

師
「
今

は
遊

べ
な

い
ん

だ
っ

て
。
先

⽣
と
他

の
遊

び
を

し
よ

う
か
？
」

と
C

児
に
提
案

す
る

。
 

C
児
「
わ

か
っ

た
」

と
⾔

う
。

 
 

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 
 ①
［
a］

 Ａ
児

に
と

っ
て

、
気

の
合

う
友

達
と

か
か
わ

り
な

が
ら

、
⾃

分
の

思
い

を
⼤
切

に
し

て
安
⼼

し
て

遊
ぶ

こ
と

が
必
要

だ
と

感
じ

た
。

⾃
分

の
思

い
や

考
え

を
⼗

分
に
出
せ

る
友

達
と

遊
び

た
い

と
思

う
気
持

ち
を
受

け
⽌

め
た

。
 

A
児

に
仲
間

に
⼊

れ
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た
C

児
に

は
、

教
師

と
⼀

緒
に

遊
ぶ

こ
と

を
提
案

し
た

。
 

 
②
［
b］

 Ａ
児

は
気

の
合

う
友

達
Ｂ

児
に

⾃
分

の
イ
メ

ー
ジ

を
伝

え
な

が
ら

、
⼀

緒
に

つ
く

り
始

め
て

い
る

。
 

  ③
 ［
c］

 Ａ
児

は
場

を
整

え
て

遊
び

始
め

て
い

た
こ

と
、

ル
ー

ル
や

遊
び

を
共
有

す
る

こ
と

が
で

き
る
気

の
合

う
友

達
と
安
⼼

し
て

遊
び

た
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
新

し
く

⼊
ろ

う
と

し
た

友
達

を
受

け
⼊

れ
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

た
。
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６
⽉

２
０

⽇
（
メ

ダ
ル

づ
く

り
）

 
②

 
Ｄ

児
が

、
将
来

の
夢

は
、

 
 

 
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

で
メ

ダ
ル

を
 

取
る

こ
と

で
あ

る
こ

と
を

教
 

師
に

伝
え

、
メ

ダ
ル

づ
く

り
 

を
始

め
た

。
 

D
児

の
遊

び
に
関
⼼

を
も

っ
た
Ａ

児
も

同
じ

テ
ー
ブ

ル
で

つ
く

り
始

め
た

。
ど

ん
な

材
料

が
必
要

か
考

え
、
空

き
箱
等

が
⼊

っ
て

い
る

か
ご

や
引

き
出

し
の
中

か
ら

材
料

を
探

し
て

い
た

。
教

師
が
「
セ
ロ
ハ
ン

テ
ー

プ
の
芯

を
使

う
の

は
ど

う
？
」

と
提
案

す
る

と
「

い
い

ね
」

と
答

え
、
⾦
⾊

の
⾊
紙

や
⾸

に
掛

け
る

ひ
も

が
ほ

し
い

と
伝

え
て

き
た

。
 

メ
ダ

ル
づ

く
り

に
興

味
を

も
っ

た
他

の
⼦

ど
も

達
が

メ
ダ

ル
の

材
料

の
芯

を
使

い
始

め
る

と
、
芯

が
少

な
く

な
っ

て
き

た
。

 
Ｄ

児
「

も
っ

と
メ

ダ
ル

を
つ

く
り

た
い

ん
だ

け
ど
」

 
教

師
「

も
う

材
料

が
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

ん
だ

よ
ね
」

 
Ａ

児
「

こ
の
芯

を
使

っ
て

い
い

よ
」

 
教

師
「
A

児
も
メ

ダ
ル

を
つ

く
ろ

う
と

思
っ

て
持

っ
て

た
ん

で
し
ょ
？

も
ら

っ
て

い
い

の
？
」

 
A

児
「

い
い

よ
。
ぼ

く
は

も
う

つ
く

ら
な

い
か

ら
⼤
丈

夫
」

 
教

師
「
A

児
は

や
さ

し
い

ね
。
譲

っ
て

く
れ

た
よ
」

と
C

児
に

伝
え

る
。

 
A

児
「

使
っ

て
い

い
よ
」

 
Ｄ

児
・

教
師
「

あ
り

が
と

う
」

 
 

 ④
［
a］

 ⼦
ど

も
が
主
体
的

に
必
要

な
材
料

を
選
択

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

様
々

な
材
料

を
準

備
し

た
。

イ
メ

ー
ジ

し
た
メ

ダ
ル

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、
⾊
紙

の
枚
数

や
ひ

も
の
種
類

を
多

く
準

備
し

た
。

 
        ⑤
［
b］

 材
料

が
⾜

り
な

く
な

っ
て

き
た

と
き

に
代

⽤
出
来

る
材
料
等

を
探

し
な

が
ら

、
譲

り
合

っ
て
メ

ダ
ル

づ
く

り
を

進
め

よ
う

と
し

て
い

る
。

 
⑥
［
c］

 Ａ
児

は
、
メ

ダ
ル

づ
く

り
に
夢
中

に
な

っ
て

遊
ん

で
い

た
が

、
Ｄ

児
の
メ

ダ
ル

を
も

っ
と

つ
く

り
た

い
と

い
う
気
持

ち
に
気

き
、

材
料

を
Ｄ

児
に
譲

り
、
次

の
新

し
い

遊
び
へ
向

か
っ

た
。
メ

ダ
ル

が
完
成

し
た

こ
と

に
加

え
て

、
メ

ダ
ル

を
つ

く
る
過
程

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
満

⾜
し

た
の

だ
ろ

う
。

 
  

９
⽉

２
２

⽇
（
カ

ラ
ー
積
み
⽊

遊
び
）

 
③

 
カ

ラ
ー
積
み
⽊

で
遊

び
た

 
 

い
複
数

の
同

年
齢

の
友

達
と

⼀
緒

に
基
地

づ
く

り
を

始
め

 
た

。
５

⽉
中
旬

の
頃

と
⽐

べ
 

る
と

、
意

⾒
を
出

し
合

い
な

が
ら

⼯
夫

し
て
積
み
上
げ

て
遊
ぶ

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。「
こ

の
積
み
⽊

を
ど

こ
に
置

こ
う

か
？
」「

テ
レ
ビ

の
部
屋

に
置

い
た

ら
ど

う
？
」

「
ち
ょ

っ
と

ま
っ

て
！
ソ
フ
ァ

ー
に

し
よ

う
よ
」

と
話

し
合

い
を

し
な

が
ら

遊
び

を
進

め
て

い
た

。
 

そ
こ
へ

年
下

の
友

達
が

、「
仲
間

に
⼊

り
た

い
」

と
声

を
掛

け
て

き
た

。
A

児
は

、「
い

い
よ
」

と
や

さ
し

い
声

掛
け

を
し

て
受

け
⼊

れ
て

い
た

。
教

師
は

、「
や

さ
し

い
⾔
葉

の
掛

け
⽅

だ
っ

た
ね
」

と
ほ

め
、

年
下

の
友

達
に

「
⼀

緒
に

遊
べ

て
よ

か
っ

た
ね

。
う

れ
し

い
ね
」

と
声

を
掛

け
た

。
 

 

 ⑦
［
b］

 ５
⽉

の
姿

と
⽐

べ
る

と
、

同
じ
⽬
的

を
も

っ
た
複
数

の
友

達
と

、
役

割
を

分
担

し
た

り
、
互

い
の

考
え

を
伝

え
合

っ
た

り
、

試
⾏
錯
誤

し
た

り
し

な
が

ら
、

話
し
合

う
場
⾯

が
多

く
な

っ
て

き
た

。
 

 ⑧
［
c］

 こ
れ

ま
で

、
⾃

分
の

思
い

や
考

え
を
優
先

し
て

遊
ん

で
い

た
Ａ

児
が

友
達

の
思

い
を
受

け
⼊

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

の
は

、
友

達
の

遊
び
⽅

や
か

か
わ

り
⽅

を
知

り
、

⾃
分

の
思

い
を

⽣
か

し
つ

つ
、

友
達

の
考

え
を

受
け

⼊
れ

な
が

ら
、

楽
し

む
経
験

を
重

ね
て

き
た

か
ら

で
は

な
い

か
と

考
え

た
。

 
⑨
［
a］

 年
下

の
友

達
に

も
声

を
掛

け
る

こ
と

で
、
A

児
の
⾏
動

は
教

師
も

年
下

の
友

達
に

と
っ

て
も

う
れ

し
い

こ
と

で
あ

る
こ

と
を
共
有

で
き

た
。

 
 

１
０

⽉
２

７
⽇
（
⻤

遊
び
）

 
④

 
⼦

ど
も

達
は
「
⻤
ご

っ
こ

し
よ

う
よ
」「

分
か

っ
た
」

 ⑩
［
b］

 ⻤
遊

び
を

し
た

い
と

い
う
⽬
的

を
も

っ
て

⼀

「
ぼ

く
も

し
た

い
」「
わ

た
し

も
⼊

っ
て

い
い
？
」「

い
い

よ
」「
築
⼭

に
集
合

ね
」

と
、
声

を
掛

け
合

い
な

が
ら

⾜
早

に
園

庭
に
出
掛

け
て

い
き

、
友

達
を
誘

っ
た

り
、

受
け

⼊
れ

た
り

し
な

が
ら
⻤

遊
び

を
楽

し
む

こ
と

が
増

え
て

き
た

。
 

ク
ラ

ス
を
超

え
て
⻤

遊
び

を
し

た
い

⼈
を
集

め
、

ま
ず

は
⻤
決

め
を

し
て

、
⻤

を
何

⼈
に

す
る

か
、
捕

ま
っ

た
ら

ど
う

す
れ
ば

よ
い

の
か
等

、
ル

ー
ル

を
話

し
合

っ
て
決

め
て

か
ら

遊
び

が
始

ま
る

。
 

後
か

ら
仲
間

に
⼊

る
友

達
が

い
る

と
、
逃
げ

て
い

る
友

達
が
「
今

、
〇

児
が
⻤

だ
よ
」

と
教

え
て

、
⼀

緒
に

逃
げ

て
い

る
。

 
A

児
が
「
最

後
ま

で
逃
げ
切

っ
た
！
」

と
喜

び
、
担

任
に

も
報
告

に
来

た
。「

す
ご

い
ね

、
よ

く
逃
げ
切

っ
た

ね
」「

ど
こ

に
逃
げ

た
ら
捕

ま
ら

な
か

っ
た

の
？
」

と
尋

ね
る

と
「
鉄
棒

の
後

ろ
側

の
⾒

え
な

い
と

こ
ろ
」

と
満

⾜
し

た
表

情
で

話
を

し
た

。
 

 
 
⽚
付

け
の

時
間

に
な

る
直

前
に

、
⻤

遊
び

を
し

た
⼦

ど
も

達
が
円

に
な

っ
て

⼿
を

つ
な
ぎ

、
⼀

緒
に

遊
ん

だ
友

達
に
「

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
！
」

と
伝

え
合

っ
て

い
た

。
 

     

緒
に

遊
び

を
始

め
た

。
始

め
は

ル
ー

ル
を
共
有

す
る

が
、
⻤

を
交
代

し
な

が
ら

遊
ぶ

こ
と

を
話

し
合

っ
た

り
、
捕

ま
っ

た
友

達
を
助

け
る

た
め

に
作
戦

を
考

え
た

り
し

て
い

た
。

 
        ⑪
［
a］

 A
児

は
、

⾃
分

の
⼒

を
発
揮

し
て

ス
ピ

ー
ド

を
⽣

か
し

て
逃
げ

た
り

、
遊

具
等

に
隠

れ
な

が
ら

⾒
付

か
ら

な
い

よ
う

に
考

え
て

試
し

た
り

し
な

が
ら

楽
し

ん
で

い
た

。
 

 ⑫
［
c］

 ⻤
に

な
り

た
い

、
逃
げ

た
い
等

、
⾃

分
の
気

持
ち

を
受

け
⼊

れ
て

も
ら

っ
た

こ
と

、
⼀
回

も
捕

ま
ら

な
か

っ
た
等

、
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

が
⾃
信

に
つ

な
が

り
、

⼀
緒

に
遊

ん
だ

友
達

に
お
礼

を
⾔

う
⾔
葉

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

。
 

  

４
．

本
事

例
に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
【

⼀
⼈

⼀
⼈

の
思

い
へ

の
配
慮

】
 

○
 

進
級

し
て

か
ら

し
ば

ら
く

は
、

環
境

の
変
化
（
新

し
い
部
屋

、
新

し
い

⼈
、
新

し
い

⽣
活
等
）

に
慣

れ
る

ま
で

に
時
間

が
か

か
る

。
A

児
は

進
級

し
た
際

に
、
気

の
合

う
友

達
と

ク
ラ

ス
が

⼀
緒

で
は

な
か

っ
た

こ
と

に
不
安

を
抱

い
た

よ
う

だ
。
気

の
合

う
友

達
と
安
⼼

し
て

遊
び

た
い

思
い

を
教

師
が
受

け
⽌

め
、
気
持

ち
に
寄

り
添

っ
た

こ
と

で
安

⼼
し

て
遊
ぶ

こ
と

が
で

き
た

と
考

え
る

。
安
⼼

し
て

遊
ぶ

こ
と

が
で

き
る

教
師

の
か

か
わ

り
や
主
体
性

を
⼤

事
に

し
た

環
境

の
構
成

が
、

個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と
⾔

え
る

の
で

は
な

い
か

。
 

 【
友

達
の

思
い

や
考

え
を
受

け
⼊

れ
る
⼒

】
 

○
 
「

こ
の

友
達

と
遊

び
た

い
」

と
い

う
思

い
か

ら
「

こ
の

遊
び

を
し

た
い
」
へ

と
変
化

し
て

い
っ

た
。

そ
の
過
程

で
い

ろ
い

ろ
な

友
達

と
意

⾒
が
違

っ
た

り
、衝
突

し
た

り
、⾃

分
の

思
い
通

り
に

な
ら

な
か

っ
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

。
こ

の
よ

う
な
経
験

か
ら

、
相

⼿
の

考
え

を
知

る
こ

と
、

⾃
分

の
気
持

ち
に
折

り
合

い
を

つ
け

る
こ

と
、

友
達

と
⼀

緒
に
新

し
い

考
え

を
⽣
み
出

し
た

こ
と

が
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

考
え

る
。

ま
た

、
や

さ
し

い
⾔
葉
掛

け
や

ア
イ
デ
ア

の
提
案

、
譲

り
合

い
に

よ
っ

て
解
決

し
て

い
く
経
験

を
重

ね
、
共
通

の
⽬
的

を
も

ち
な

が
ら

、
友

達
の

思
い

や
考

え
を
受

け
⼊

れ
て

遊
ぶ

こ
と

で
、
協
働
性

の
獲
得

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

。
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２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
【
深

い
観

察
か

ら
個

に
応

じ
た

か
か
わ

り
へ

】
○

 
誰

と
ど

の
よ

う
に

遊
ん

で
い

る
か

を
⾒
守

る
だ

け
で

な
く

、
す
ぐ
近

く
で

⼦
ど

も
の

思
い

や
考

え
を

⾒
取

り
、
受

け
⽌

め
な

が
ら

遊
び

が
広

が
る

よ
う

に
環

境
を
構
成

し
た

り
、

⼦
ど

も
同

⼠
の

や
り

と
り

を
⾒
守

り
、
衝
突

す
る

こ
と

も
⼤
切

な
経
験

と
し

学
び

と
し

て
⽀

え
る
機
会

と
し

た
り

す
る

こ
と

が
保

育
者

の
援
助

の
ポ

イ
ン

ト
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
ど

の
よ

う
に

遊
び

や
友

達
と

か
か
わ

ろ
う

と
し

て
い

る
の

か
、

何
を

考
え

試
そ

う
と

し
て

い
る

の
か

に
注
⽬

し
、

理
解

を
深

め
、

よ
さ

を
認

め
て

い
く

こ
と

が
援
助

の
ポ

イ
ン

ト
と

な
り

、
個
別
最
適

な
学

び
や
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

考
え

る
。

 
【
ポ
ジ

テ
ィ
ブ

な
⾏
動
⽀
援

】
 

○
 
SW
PB
Sの

基
本

は
、

教
師

が
⼦

ど
も

の
望

ま
し

い
⾏
動

を
導

い
た

り
、
認

め
、
称
賛

し
た

り
す

る
ポ
ジ

テ
ィ
ブ

な
か

か
わ

り
を

す
る

こ
と

で
あ

る
。

個
に
応

じ
た
⽀
援

の
在

り
⽅

を
探

り
な

が
ら

、
友

達
の
気
持

ち
に
気
付

い
た

こ
と

を
認

め
た

り
、

や
さ

し
い
⾔
葉
掛

け
を
ほ

め
た

り
す

る
援
助

を
⾏

う
こ

と
が

、
い

ろ
い

ろ
な

友
達

と
⼀

緒
に

好
き

な
遊

び
を

楽
し

む
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
と

考
え

る
。

⼀
⼈

⼀
⼈

の
⼦

ど
も

達
の

よ
い

と
こ

ろ
や
頑
張

っ
て

い
る
姿

を
ほ

め
る
援
助

が
「

友
達

や
先

⽣
と

話
し
合

っ
て

遊
ぶ
」
姿

に
な

り
、

個
別
最
適

な
学

び
や
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

考
え

る
。

 

「
コ

ー
ス

を
作

ろ
う

」
 園

名
：
⿅

児
島

⼤
学

教
育

学
部

附
属

幼
稚

園
 

【
６

⽉
下
旬

 
こ

の
期

の
ね

ら
い

】
 

○
 

⾃
分

の
思

い
を

友
達

と
伝

え
合

い
な

が
ら

楽
し

く
遊

び
を

進
め

て
い

く
。

 
○

 
気

の
合

う
友

達
と
協
⼒

し
て

、
い

ろ
い

ろ
な

遊
び

の
⾒
通

し
を
持

ち
な

が
ら

進
め

、
⼯

夫
す

る
。

 
○

 
園
内

の
⾃
然

に
⾃

ら
関
わ

り
、

そ
の
性
質

や
特
徴

に
気
付

く
。

 

１
．

事
例

を
理

解
す

る
の

に
役

⽴
つ

情
報

、
個

々
の

⼦
ど

も
に

対
す

る
願

い
 

 
以

前
，

プ
レ

イ
ル

ー
ム

に
マ

ッ
ト

や
段

ボ
ー

ル
を

使
っ

て
、
ブ
ロ

ッ
ク

で
作

っ
た
⾞

を
⾛

ら
せ

る
コ

ー
ス

を
作

っ
た

と
こ

ろ
，そ

の
コ

ー
ス

を
⾛

っ
た

り
転

が
っ

た
り

し
て

遊
ん

で
い

た
幼

児
。「
今
度

は
，⾞

で
は

な
く

⾃
分

た
ち

が
⾛

れ
る

コ
ー

ス
が

つ
く

り
た

い
な

。」
と

、
設
計
図

を
書

い
て

コ
ー

ス
づ

く
り

を
す

る
こ

と
に

し
た

。
 

２
．

事
例

の
記

⼊
 

６
⽉

２
４

⽇
（
⽕
）

 
 

プ
レ

イ
ル

ー
ム

で
遊

ん
で

い
た

⼦
ど

も
た

ち
が

、「
⾛

っ
て

遊
べ

る
コ

ー
ス

が
つ

く
り

た
い

。」
と
⾔

い
出

し
た

。
 

①
そ

れ
ぞ

れ
が

思
い

思
い

に
道

具
を
配
置

し
始

め
た

。
Ａ

児
は

ス
タ

ー
ト
位
置

に
マ

ッ
ト

を
配
置

し
コ

ー
ス

を
作

っ
て

い
く

が
、
Ｂ

児
は

コ
ー
ン

を
⽬
印

に
し

た
い

と
コ

ー
ス

作
り

に
す

れ
違

い
が
出

て
き

た
。

そ
こ

で
、
保

育
者

が
、

お
互

い
の

イ
メ

ー
ジ

が
共
有

で
き

る
よ

う
に

、
設
計
図

を
描

く
こ

と
を
提
案

し
た

。
 

②
ど

ん
な

コ
ー

ス
に

し
た

い
か
，
必
要

な
道

具
は

何
か

幼
児

同
⼠

で
話

し
合

い
が

始
ま

っ
た

。
 

Ａ
児
「
最

初
は

マ
ッ

ト
に

し
よ

う
。」

 
Ｂ

児
「

じ
ゃ

あ
、

コ
ー
ン

は
ど

う
す

る
？
」

 
Ａ

児
「

コ
ー
ン

は
並

べ
 

て
ジ
グ
ザ
グ

に
し

 
た

ら
ど

う
か

な
。」

 
Ｂ

児
「

い
い

ね
。

ト
ラ

 
ン
ポ
リ
ン

も
使
お

 
う

よ
。」

 
設
計
図

が
完
成

す
る

と
、

 
そ

れ
を

も
と

に
コ

ー
ス
作

り
が

始
ま

っ
た

。
 

③
完
成

し
た

コ
ー

ス
で

遊
び

始
め

る
と

、
コ

ー
ン

の
間
隔

や
コ

ー
ス
全
体

の
⻑

さ
が
短

い
こ

と
に
気
付

い
た

。
 

Ｂ
児
「

楽
し

い
け

ど
、

も
っ

と
コ

ー
ス

が
⻑

い
⽅

が
楽

し
い

よ
。」

 
そ

こ
で

、
も

っ
と

楽
し

く
な

る
た

め
に

は
ど

う
し

た
ら

い
い

か
、
保

育
者

も
⼀

緒
に
ア

イ
デ
ィ
ア

を
出

し
合

っ
た

。

３
．

研
究

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

考
察

 

①
【
c】
保

育
者

が
「

こ
ん

な
コ

ー
ス

は
ど

う
か

な
。」

提
案

す
る

こ
と

も
で

き
た

が
，

幼
児

の
主
体
性

を
尊
重

し
た

。
 

②
【
b】

幼
児

が
お
互

い
の
意

⾒
を

取
り

⼊
れ

な
が

ら
設
計
図

を
描

い
た

。
思

い
が
ぶ

つ
か

る
場
⾯

も
あ

っ
た

が
、

相
⼿

の
気
持

ち
に
気
付

い
た

り
、
折

り
合

い
を

つ
け

た
り

し
な

が
ら
関
係

を
作

っ
て

い
く
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 

③
【
a】

事
前

に
描

い
た

設
計
図

を
も

と
に

遊
び

を
進

め
た

も
の

の
、
実
際

に
つ

く
っ

て
み

る
中

で
「

思
っ

て
い

た
の

と
は
違

う
」

と
⾃

分
な

り
に
違
和

感
を
抱

い
て

い
た

。
そ

の
違
和

感
を

き
っ

か
け

に
、

遊
び

を
振

り
返

り
、

形
や

使
い
⽅

を
変

え
る

な
ど

、
⾃

分
の

イ
メ

ー
ジ

を
変
更

し
な

が
ら

試
そ

う
と

す
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
【
b】

⾃
分

が
感

じ
た
違
和

感
や

思
い

を
友

達
に

伝
え

、
友

達
の
意

⾒
や
ア

イ
デ
ィ
ア

に
も
⽿

を
傾

け
な

が
ら

遊
び

を
進

め
て

い
っ

た
。
互

い
の

考
え

を
出

し
合

う
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   ④
Ａ

児
「

コ
ー
ン

に
付

け
る
棒

が
あ

っ
た

よ
ね
？

あ
れ

も
使

い
た

い
！
」

 
Ｂ

児
「

⼀
番
⾼

い
⽳

の
と

こ
ろ

に
通

そ
う

よ
！

う
み

組
さ

 
ん
（

年
⻑
）

だ
か

ら
、
み

ん
な
ジ
ャ
ン

プ
で

き
る

よ
。」

 
コ

ー
ン

を
配
置

し
て

遊
び

を
始

め
る

と
、「

ず
っ

と
ジ
ャ
ン

プ
は

⾜
が
疲

れ
る

。
で

も
コ

ー
ン

を
使

い
た

い
。」

と
い

う
意

⾒
が
出

て
き

た
。

 
保

育
者
「
棒

の
⾼

さ
を
変

え
て
み

て
も

楽
し

そ
う

だ
ね

。」
Ｃ

児
「

じ
ゃ

あ
、

こ
っ

ち
は
低

く
し

て
、

あ
っ

ち
は
⾼

く
 

し
よ

う
！
」

 
   

⑤
友

達
の
意

⾒
を

取
り

⼊
れ

何
度

も
試

し
な

が
ら

コ
ー

ス
を
練

り
直

し
た

。
 

Ⅾ
児
「

こ
の
跳

び
箱

は
、

 
上

に
登

っ
て

ト
ラ
ン

 
ポ
リ
ン

に
ジ
ャ
ン

プ
 

し
よ

う
よ

。」
 

Ｅ
児
「
⾶

び
⽯

マ
ッ

ト
 

 
 

も
使

っ
て

こ
こ

の
 

上
だ

け
通

ろ
う

よ
。」

 
Ｃ

児
「

で
も

、
滑

り
や

す
 

い
か

ら
テ

ー
プ

で
⽌

 
め

よ
う

。」
 

  ６
⽉

２
５

⽇
（

⽔
）

 
⑥

こ
の

⽇
も

コ
ー

ス
を

つ
く

り
、遊

び
始

め
る

と
他

の
友

達
も

コ
ー

ス
遊

び
に
参

加
し

た
。

 
Ｆ

児「
棒

の
下

を
転

が
ろ

う
。あ

っ
！
ア
ザ

ラ
シ

に
な

っ
て

進
も

う
か

な
。」

 
 ⑦
新

し
い

友
達

が
コ

ー
ス

 
で

遊
び

始
め

る
と

、
⾃

分
 

た
ち

が
イ
メ

ー
ジ

し
て

い
 

た
遊

び
⽅

と
は
異

な
る

遊
 

び
⽅

も
⾒

つ
か

っ
た

。
 

  ⑧「
そ

れ
も

楽
し

そ
う
！
」と

遊
び

な
が

ら
コ

ー
ス

を
変
更

す
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
  

中
で

、
新

し
い

⼯
夫

が
⽣

ま
れ

、
遊

び
が

よ
り

楽
し

い
も

の
へ

と
発
展

し
て

い
っ

た
。

 
 ④

【
b】

こ
れ

ま
で

の
経
験

を
⽣

か
し

な
が

ら
、

⾃
分

な
り

の
や

り
⽅

で
遊

び
を

進
め

よ
う

と
し

て
い

た
。

思
い
通

り
に

い
か

な
い

場
⾯

で
も
諦

め
ず

、
⼯

夫
を
重

ね
る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
【
c】

幼
児

の
ア

イ
デ
ィ
ア

に
賛

同
し

な
が

ら
、

本
園

研
究
主
題

で
あ

る
多

様
な
動

き
を
経
験

で
き

る
よ

う
な
ア

イ
デ
ィ
ア

を
出

し
た

。「
疲

れ
る
」

と
い

う
⼦

ど
も

の
意

⾒
か

ら
、

初
め

に
使

う
予

定
で

あ
っ

た
コ

ー
ン

を
使
わ

な
い
選
択
肢

も
出

て
く

る
の

で
は

な
い

か
と

思
い

、
通

す
棒

の
⾼

さ
変
更

を
提
案

し
た

。
変
更

後
は

、
ジ
ャ
ン

プ
だ

け
で

は
な

く
、
ハ

ー
ド

ル
の

よ
う

に
⾛

り
な

が
ら
跳

ん
で

遊
ぶ
姿

が
⾒

ら
れ

コ
ー

ス
に
追

加
さ

れ
た

。
 

 
⑤

【
a】

そ
れ
ぞ

れ
が

、
⾃

分
の

興
味
関
⼼

の
あ

る
部

分
に

じ
っ

く
り

と
向

き
合

い
、
納
得

す
る

ま
で

遊
ぶ

こ
と

で
、

遊
び
へ

の
理

解
を
深

め
て

い
っ

た
と

考
え

る
。

 
【
b】

友
達

と
同

じ
場

で
遊
ぶ
中

で
、
声

を
掛

け
合

い
、

役
割

分
担

を
し

な
が

ら
遊

び
を

進
め

て
い

た
。

 
          
⑥

【
a】
今

ま
で

の
経
験

を
⽣

か
し

、
今
回

の
遊

び
の

中
で
「

使
え

る
か

な
」

と
考

え
、

⾃
分

な
り

の
答

え
を

出
そ

う
と

し
て

い
た

。
 

  
⑦

【
c】
保

育
者

は
、

⼦
ど

も
の
⾔
葉

を
丁
寧

に
受

け
⽌

め
、
互

い
の
ア

イ
デ
ィ
ア

を
肯

定
し

な
が

ら
、
必
要

に
応

じ
て
⾔
葉

を
つ

な
ぐ

役
割

を
果

た
す

よ
う

に
努

め
た

。
 

 
  
⑧

【
b】

友
達

の
遊

び
⽅

を
⾒

た
り
意

⾒
を

聞
い

た
り

し
て

、「
そ

れ
も

い
い

ね
」

と
受

け
⽌

め
な

が
ら

遊
び

の
内
容

を
調

整
し

て
い

っ
た

。
考

え
や

遊
び
⽅

の
違

い
か

ら
遊

び
が
深

ま
っ

て
い

っ
た

と
考

え
る

。
 

 ６
⽉

３
０

⽇
（

⽉
）

 
⑨

前
⽇

ま
で

に
い

ろ
い

ろ
な
動

き
を

し
な

が
ら

コ
ー

ス
で

遊
ん

で
い

た
の

で
、今

ま
で

に
な

い
体

の
動

か
し
⽅

を
し

て
コ

ー
ス

を
楽

し
み

始
め

た
。

 
Ｇ

児
「

２
つ

を
⼀
気

に
跳

 
べ

る
か

な
。」

 
Ｄ

児
「

コ
ー
ン

が
倒

れ
ち

 
ゃ

う
よ

。」
 

Ｇ
児
「
倒

れ
た

ら
戻
せ
ば

 
い

い
か

ら
⼤
丈

夫
だ

 
よ

。」
 

 ⑩
だ

ん
だ

ん
動

き
も
⼩
回

り
が
利

く
よ

う
に

な
っ

て
き

た
の

で
，
保

育
者

が
コ

ー
ン

の
位
置

を
斜

め
に
配
置

し
た

。
 

保
育
者「

広
い

と
こ

ろ
と
狭

い
と

こ
ろ

を
作

っ
て
み

た
よ

。」
 

Ｅ
児
「
難

し
い

な
。
棒

に
当

 
た

っ
ち
ゃ

う
か

も
。」

 
Ｃ

児
「

そ
う

だ
！
お
腹

を
く

 
っ

つ
け

て
、
ア
ザ

ラ
シ

 
に

な
っ

た
ら

で
き

る
か

 
も

。」
 

 ⑪
実
際

に
や

っ
て
み

る
と

、
体

が
棒

に
当

た
ら

ず
に
通

る
こ

と
が

で
き

、
そ

れ
が
嬉

し
く

何
度

も
挑
戦

し
て

遊
ん

で
 

い
た

。
 

 ⑫
ま

た
、
Ｄ

児
は
「

こ
ん

な
 

動
き

も
で

き
る

か
も

。」
と
⾯

 
⽩

い
動

き
に
挑
戦

し
な

が
ら

 
遊

ん
で

い
た

。
 

  ⑬
⼀

緒
に

遊
ん

で
い

た
友

達
も

、
Ｃ

児
や
Ｄ

児
の
動

き
を

⾒
て
真
似

を
し

た
り

、
新

し
い
動

き
⽅

を
思

い
つ

い
て
夢

中
に

な
っ

て
遊

ん
で

い
た

。
 

  
⑨

【
b】

友
達

の
成
功

や
失
敗

を
共
有

す
る

こ
と

で
、

「
次

は
こ

う
し

よ
う
」

と
新

た
な

⼯
夫

が
⽣

ま
れ

て
い

た
。

 
【
c】
保

育
者

は
、「

で
き

た
」

と
い

う
結
果

だ
け

で
な

く
、

そ
こ

に
⾄

る
過
程

に
⽬

を
向

け
、

幼
児

が
安
⼼

し
て
挑
戦

で
き

る
よ

う
に

⾒
守

り
つ

つ
必
要

に
応

じ
て

声
か

け
を
⾏

っ
た

。
 

   
 ⑩

【
c】
保

育
者

は
、

幼
児

が
経
験

を
⽣

か
し

な
が

ら
更

に
遊

び
が

広
が

る
⽅
法

は
な

い
か

と
考

え
、
次

の
遊

び
に
繋

が
る

よ
う

に
コ

ー
ス
作

り
に
関
わ

っ
た

。
 

       ⑪
【
a】

⾃
分

で
考

え
た
⽅
法

で
で

き
た

こ
と

が
嬉

し
く

、
遊

び
に
主
体
的

に
関
わ

る
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
  ⑫

【
a】

こ
れ

ま
で

の
遊

び
を
振

り
返

り
な

が
ら

、「
次

は
こ

う
し

た
い
」「

も
っ

と
こ

う
で

き
る

か
も
」

と
い

う
思

い
を

も
っ

て
遊

び
に
向

か
う
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 
   
⑬

【
b】

友
達

の
遊

び
⽅

を
⾒

て
、「

や
っ

て
み

た
い
」

と
感

じ
、

遊
び

を
広
げ

て
い

く
姿

が
⾒

ら
れ

た
。

 

  
４

．
本

事
例

に
お

け
る

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
 

 
＊
以

下
の
⼆

つ
の
問

い
毎

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。
 

１
）

こ
の

事
例

で
、

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
る

と
⾒

な
し

た
ポ

イ
ン

ト
は

何
で

し
た

か
。

 
【

個
別
最
適

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
】

 
 

本
事

例
で

は
、

幼
児

⼀
⼈

⼀
⼈

が
「

も
っ

と
楽

し
く

し
た

い
」「

う
ま

く
い

か
な

い
理
由

を
考

え
た

い
」

な
ど

、
⾃

分
な

り
の

思
い

や
課
題
意
識

を
も

っ
て

コ
ー

ス
作

り
に
関
わ

っ
て

い
た
点

が
、

個
別
最
適

な
学

び
に

つ
な

が
る
ポ

イ
ン

ト
で

あ
っ

た
と

考
え

る
。

 
 

設
計
図

を
描

い
て

試
し

て
み

た
り

、
実
際

に
遊

ん
で
み

て
「

何
か
違

う
」

と
感

じ
た

り
す

る
中

で
、

幼
児

は
⾃

分
の

感
じ

た
こ

と
や

考
え

を
も

と
に
次

の
⼯

夫
を

考
え

て
い

た
。

こ
う

し
た

試
⾏
錯
誤

の
過
程

は
、

同
じ
活
動

の
中

で
も
関

⼼
の
向

き
や

考
え
⽅

が
そ

れ
ぞ

れ
異

な
り

、
幼

児
⾃
⾝

の
ペ

ー
ス

や
視
点

で
学

び
を
深

め
て

い
く
姿

と
し

て
捉

え
ら

れ

 

進
行

方
向
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る
。

 

【
協
働
的

な
学

び
の
ポ

イ
ン

ト
】

 
コ

ー
ス
作

り
を

進
め

る
中

で
、「

も
っ

と
⾼

く
し

た
い
」「

こ
こ

は
跳

び
に

く
い
」

な
ど

、
幼

児
同

⼠
が

感
じ

た
こ

と
を

伝
え
合

い
、

よ
り

楽
し

く
す

る
た

め
の

⼯
夫

を
話

し
合

う
姿

が
⾒

ら
れ

た
点

が
、
協
働
的

な
学

び
に
繋

が
る
ポ

イ
ン

ト
で

あ
っ

た
。

 
⼀

⼈
の
気
付

き
や
ア

イ
デ
ィ
ア

が
き

っ
か

け
と

な
り

、
そ

れ
を
み

ん
な

で
試

し
た

り
、
別

の
⼦

の
意

⾒
が

加
わ

っ
た

り
す

る
こ

と
で

、
遊

び
が

少
し

ず
つ
変
化

し
て

い
っ

た
。

こ
う

し
た

や
り

取
り

を
通

し
て

、
幼

児
は
共
通

の
⽬
的

に
向

か
い

な
が

ら
、
互

い
の

考
え

を
取

り
⼊

れ
て

遊
び

を
発
展

さ
せ

て
い

く
経
験

を
し

て
い

た
。

 

【
個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
が
繋

が
る
点

】
 

 
幼

児
⼀

⼈
⼀

⼈
の
「

こ
う

し
た

い
」「

も
っ

と
楽

し
く

し
た

い
」

と
い

う
思

い
が
出

発
点

と
な

り
、

そ
れ

が
友

達
と

の
や

り
取

り
を
通

し
て
共
有

さ
れ

、
遊

び
全
体

の
⼯

夫
へ

と
広

が
っ

て
い

っ
た

。
 

 
個

々
の
気
付

き
や

試
み

が
集

ま
り

、
話

し
合

い
や
実
践

を
重

ね
る

こ
と

で
、
協
働
的

な
学

び
へ

と
繋

が
っ

て
い

く
と

姿
が

⾒
ら

れ
た
点

は
、

個
別
最
適

な
学

び
と
協
働
的

な
学

び
が
往
還

し
て

い
る
姿
押

し
て
捉

え
ら

れ
る

。
 

２
）

こ
の

事
例

で
、
保

育
者

の
援
助

の
「
ポ

イ
ン

ト
」

が
何

で
し

た
か

。
な
ぜ

、
ど

の
よ

う
に

個
別
最
適

な
学

び
や

、
協
働
的

な
学

び
に

つ
な

が
っ

た
と

思
っ

た
（

思
わ

な
か

っ
た
）

か
。

 
 
保

育
者

は
、幼

児
が

設
計
図

を
描

い
た

り
、実
際

に
遊

ん
だ

り
す

る
過
程

を
丁
寧

に
⾒

取
り

、「
ど

う
し

た
ら

も
っ

と
楽

し
く

な
る

か
な
」「

や
っ

て
み

て
ど

う
だ

っ
た
？
」と
問

い
か

け
な

が
ら

、幼
児

の
考

え
を
⾔
葉

に
す

る
援
助

を
⾏

っ
た

。
す
ぐ

に
答

え
を
出

す
の

で
は

な
く

、
幼

児
⾃
⾝

が
感

じ
た
違
和

感
や
気
付

き
を

⼤
切

に
し

、
友

達
と
共
有

で
き

る
よ

う
な

場
を
作

っ
た

こ
と

で
、

⼀
⼈

⼀
⼈

の
思

い
が
活
動

に
反
映

さ
れ

や
す

く
な

っ
た

。
そ

の
結
果

、
個
別

の
試
⾏
錯

誤
が
協
働
的

な
話

し
合

い
や

⼯
夫
へ

と
繋

が
り

、
遊

び
が
深

ま
っ

て
い

っ
た

と
考

え
る

。
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第３章 

 
第 1 節 考察 

 
 本研究は、幼児教育における「個別最適な学び」と「協働的な学び」の関係性を実践的
に明らかにすることを⽬的とした事例研究として実施した。各園から提出された実践事例
の読解を通して、幼児教育における「個別最適な学び」と「協働的な学び」の関係性は、
⼀体的に充実していくものとして整理することができた。「『令和の⽇本型学校教育』の構
築を⽬指して〜全ての⼦供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの
実現〜」（令和３年１⽉中央教育審議会答申）においても「個別最適な学びと協働的な学び
の⼀体的な充実」が提唱されているところ、本研究における事例から、幼児教育において
も、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の⼀体的な充実が図られていることが分かった。 

多くの事例において、幼児が遊びの中で友達と関わり合い、思いや経験、アイデアを（⾔
語的・⾮⾔語的に）共有することが、それぞれの気付きや考えを深める重要な契機となっ
ていることが⽰されていた。⼀⼈ひとりの学びは、必ずしも個⼈で思考を深める過程のみ
で成⽴するのではなく、友達とのやり取りや共に遊ぶ経験を通して、少しずつ形づくられ
ていく様⼦がうかがえる。 

さらに、このような学びには、遊びの中で交わされる⾔葉のやり取りが重要な役割を果
たしている。幼稚園教育要領解説第 2 章ねらい及び内容「⾔葉」３内容の取扱いでは、「⾔
葉は、⾝近な⼈に親しみをもって接し、⾃分の感情や意志などを伝え、それに相⼿が応答
し、その⾔葉を聞くことを通して次第に獲得されていくものであることを考慮して、幼児
が教師やほかの幼児を関わることにより⼼を動かされるような体験をし、⾔葉を交わす喜
びを味わえるようにすること」が⽰されている。すなわち、園⽣活を通して幼児が教師等
に⼼を開き、⾃分の経験や思い・発⾒したことや喜びを共有しようとする関係性にあるこ
と、また、友達関係が安定し、幼児が友達と遊びを共有しながら思いを伝え合う過程その
ものが、表現や理解を深め、学びを豊かにする基盤となっていると考えられる。５歳児は
それまでの経験から⾔葉を的確に使うことができるようになり、⾔葉でのやり取りが活発
に⾏われるようにもなる。事例の読解から「協働的な学び」はこのような⾔葉の発達と関
連しているように思われる。 

 
また、こうした遊びや経験が学びへとつながっていく背景には、教師等の存在が⼤きく

関わっている。教師等が幼児の姿や思いを丁寧に⾒取り、必要に応じて環境を整えたり、
⾔葉を添えたりすることで、学びとして深められていくと考えられる。「個別最適な学び」
と「協働的な学び」を⽀える教師等の在り⽅として、以下が考えられる。 

 
 （１）考える時間を保障する 

教師等が知っている内容でもあえて教えず、幼児が⾃ら考える機会をつくることで、
個々の学びは深まる。その過程で、友達や物との（⾔語的・⾮⾔語的）対話が⽣ま
れ、「協働的な学び」へとつながり、「個別最適な学び」と「協働的な学び」は⼀体
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的に充実していく。 
 

（２）興味や経験の連続性を理解する 
幼児のこれまでの興味や経験を理解しているからこそ、幼児⼀⼈ひとりに沿った援
助が可能になる。幼児が友達と考えを出し合い、試⾏錯誤する姿は「協働的な学び」
の基盤となる。 
 

（３）教師⾃⾝も協働的に学ぶ存在 
幼児の試⾏錯誤を⾒守り、ともに楽しみ、幼児が⾃分で考えた遊びを実現していく
過程を共有することで、教師⾃⾝も学び⼿としての充実感を味わう。 
 

（４）困った場⾯をチャンスとして捉える 
試⾏錯誤を重ねる過程は、幼児の⾃主性が引き出される契機となる。教師等が先回
りせず⾒守ることで、幼児たち⾃⾝が共通の⽬的を⾒出し、「協働的な学び」へと
発展していく。 

 
以上より、幼児教育において、「個別最適な学び」と「協働的な学び」は対⽴するもの

ではなく、⼀体的に充実していくものであり、その実現に向かう幼児教育の在り⽅こそ
が、質の⾼い幼児教育を実現する鍵であると考察した。 

 
第 2 節 まとめ 
 

本研究の多くの事例に共通していたように、幼児教育においては、幼児の「やってみ
たい」という興味・関⼼から遊びが展開される。遊びが展開する過程では、個々の興味・
関⼼を捉え、具体的な援助について探っていく教師等の姿勢が重要である。幼児たちと
活動を共にしながら、必要なものを探り、友達との関わりを調整するなど、適切な環境
を構成することで幼児たちを⽀えること、思い描いた⽅向に誘導するのではなく、幼児
理解の上で、必要だと感じた時に援助することが教師等の役割として⾮常に⼤きいこと
が再確認された。 
前述の通り、幼児⼀⼈ひとりの興味・関⼼が、他者と共通の興味・関⼼になるのにも、
偶然であったり、教師等の援助による場合だったりと様々である。いつも⼀緒に遊んで
いる仲間と共に関わる場合もあれば、偶然⾒かけて関わる場合、帰りの会などで学級内
に共有され興味をもち、関わることもある。こうした仲間と共に好きなことをしながら、
お互いに⾒合ったり、⾔葉を交わしたり、困ったときに相談することで、学びを深めて
いくことが幼児教育の特徴であろう。 

幼児期の学びは⾒えにくく、どうしても⽬に⾒えるものだけで捉えがちになってしま
うこともある。しかし、⽇々の遊びの中に多くの学びの芽があり、それをいかに捉え、ど
のような⽅向に向かって進むのかを楽しみに育んでいく姿勢が、私たちに求められてい
るのではないだろうか。 
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